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杉山武彦（一橋大学名誉教授）新たな需要を観光復興への足がかりに巻頭言

活
動
報
告

①「
第
30
回

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
記
録

【
連
載
】

中
島
直
人

（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

准
教
授
）

新
刊
案
内
（「
旅
の
図
書
館
」
蔵
書
か
ら
）

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻

「『
林
苑
計
画
書
』
か
ら
読
み
解
く

明
治
神
宮
一
〇
〇
年
の
森
」

「
日
本
旅
行
文
化
協
会 

旅
」
第
１
巻

都
市
デ
ザ
イン
研
究
室

観
光
を
学
ぶ
とい
う
こ
と

②「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス
」

開
催
記
録

吉澤清良

【特集】

第
20
回

第
9
回

わ
た
し
の
１
冊

『
日
常
の
奇
跡
』―
安
藤
誠
の
世
界
―

大
西
雅
之

（
鶴
雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
） 

コロナ禍における観光レクリエーション
これまでの経験と今後の意向

1. 市場調査1

コロナ禍下の国内旅行市場の動向と
オピニオンリーダー層の旅行意向

4. 市場調査2

人材ビジネスの立場からみた
パンデミックの影響と今後の展望

インタビュー

コロナ禍の最中に見いだした、6つの明るい兆し2. 事例集

白馬村、オールシーズン・山岳リゾートへの挑戦3. 座談会

現場に問う、新たな市場の展望

寺崎竜雄  安原有紗

❶野外レクリエーション…寺崎竜雄
❷グランピング…山田雄一
❸分散型ホテル…吉澤清良

❹オンラインツアー・体験…中野文彦
❺ワーケーション…守屋邦彦
❻ホテルステイ…菅野正洋

福島洋次郎（一般社団法人白馬村観光局 事務局長）×倉田保緒（八方尾根開発株式会社 代表取締役）×和田 寛（株式会社岩岳リゾート 代表取締役社長）

内倉広輔（株式会社ＪＷソリューション取締役）

塩谷英生

現場に問う、
新たな市場の展望

～ コ ロ ナ 禍 で の 現 状 と 課 題 　  ～Part
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に
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た
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の
展
望

February 2021

号

機
関
誌

2
4
8

DIC 616 スミ

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



登
山
・ト
レッ
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、

３
密
を
回
避
し
な
が
ら
楽
し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ケ
ー
ション
、ホ
テ
ル
ス
テ
イ
な
ど
も

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、コロ
ナ
禍
で
注
目
を
集
め
る
新
た
な
市
場
、

旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
を
取
り
上
げ
、

そ
の
現
状
と
課
題
、今
後
の
展
望
な
ど
を
、

地
域
や
関
係
事
業
者
の
方
へ々
の
取
材
を
踏
ま
え
て

ま
と
め
ま
し
た
。



　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ー
ル
ス
感
染
の
拡
大
が
続
き
人
々
の
移
動

と
交
流
へ
の
制
約
が
長
期
化
す
る
中
で
、観
光
産
業
に
は
人
々

の
従
来
と
は
異
な
る
行
動
様
式
や
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る

た
め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
努
力
は
、現
在
の
苦
境

を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、with/post 

コ
ロ
ナ
の
世
界
に

お
い
て
通
用
す
る
さ
ら
に
高
質
の
観
光
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

　事
業
者
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、昨
年
以
降
、多

く
の
創
意
工
夫
や
新
機
軸
が
見
ら
れ
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
開
発
、ツ
ア
ー
に
先
立
つ
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
ツ
ア
ー
へ
土
産
物
や
学
習
な
ど
の
リ
ア
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
を
結
び
つ
け
る
試
み
、ワ
ー
ケ
イ
シ
ョ
ン
や
ス
テ
イ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
、さ
ら
に
は
需
要
の
閑
散
を
逆
用
し
て
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
充
実
へ
の
注
力
、等
々
の
多
様
な

対
応
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。需
要
低
迷
に
対
応
し
、隠
れ
た
需
要

を
も
発
掘
し
つ
つ
将
来
の
反
転
攻
勢
を
目
指
す
こ
れ
ら
の
地
道

な
努
力
は
大
い
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　さ
ら
に
、い
く
つ
か
の
新
し
い
観
光
需
要
の
高
ま
り
あ
る
い

は
観
光
市
場
の
広
が
り
も
注
目
さ
れ
る
。い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
展
開
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、エ
コ
、ヘ
ル
ス
、ス
ポ
ー

ツ
、グ
リ
ー
ン
な
ど
の
テ
ー
マ
性
を
込
め
た
体
験
型
の
観
光
ス

タ
イ
ル
は
、こ
れ
か
ら
一
層
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。さ
ら
に
は
、

自
然
と
の
触
れ
合
い
な
ど
を
中
心
に
、開
放
的
・
少
人
数
・
清
潔

な
ど
、密
の
抑
制
と
管
理
と
い
う
要
求
を
も
満
た
す
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
の

新
た
な
需
要
も
育
ち
つ
つ
あ
る
。

巻頭言

　い
ま
コ
ロ
ナ
禍
の
当
面
の
継
続
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、

今
後
の
観
光
復
興
を
展
望
す
る
に
あ
た
っ
て
あ
ら
た
め
て
基
本

と
す
べ
き
は
、な
に
よ
り
も「
持
続
可
能
な
観
光
」と
い
う
視
点

で
あ
ろ
う
。も
と
よ
り
、そ
の
視
点
と
課
題
は
地
域
の
活
性
化
や

成
長
と
い
う
課
題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。住
む
者
と
訪

れ
る
者
の
双
方
に
と
っ
て
の
快
適
さ
の
創
出
、自
然
環
境
と
景

観
の
維
持
、歴
史
の
保
存
、地
球
環
境
問
題
へ
の
貢
献
、健
康
の

ア
ピ
ー
ル
等
々
が
地
域
の
品
格
を
生
み
、国
際
標
準
の
観
光
の

定
着
を
導
く
。上
に
見
た
よ
う
な
近
年
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の
数
々
は
、ま
さ
に
そ
の
よ
う

な
持
続
可
能
な
観
光
の
追
求
と
方
向
性
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
観
点
に
立
つ
と
き
、こ
れ
ら
の
新
た
な
需
要
が
、今
後

の
観
光
復
興
の
適
切
な
足
が
か
り
と
も
な
り
、ま
た
力
強
い
牽

引
役
と
も
な
っ
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　期
待
を
表
明
し
た
上
で
蛇
足
な
が
ら
付
け
加
え
て
お
く
と
、

い
う
ま
で
も
な
く
、持
続
可
能
な
観
光
の
創
造
は
事
業
者
サ
イ

ド
の
商
品
開
発
だ
け
で
達
成
さ
れ
る
課
題
で
は
あ
り
得
な
い
。

そ
の
育
成
の
た
め
に
は
、観
光
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
熱
意
あ
る
参
画
と
貢
献
が
必
要
と
さ
れ
る
。そ
こ

に
は
、新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の
実
践
を
後
押
し
す
る
働
き
方

改
革
、効
率
的
な
移
動
を
組
み
立
て
るM

aaS

の
充
実
、目
先
の

収
益
性
に
は
沿
わ
な
い
環
境
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
支
援
な
ど
、

ま
さ
に
地
域
社
会
全
体
か
ら
の
多
面
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。

「新たな需要を 
観光復興への
足がかりに」

杉山武彦
一橋大学名誉教授

公益財団法人高速道路調査会顧問

第248号 February 20211
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場
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う
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た
な
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場
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の
現
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足
が
か
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に
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目次

寺
崎
竜
雄

（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

安
原
有
紗

（
観
光
地
域
研
究
部

地
域
計
画
室 

研
究
員
）

塩
谷
英
生

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
）

吉
澤
清
良

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
） 内

倉
広
輔

（
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
ション
取
締
役
）

大
西
雅
之

（
鶴
雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

○
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

吉
澤
清
良

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

福
永
香
織

（
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
）

杉
山
武
彦

（
公
益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
顧
問
、一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

中
島
直
人

（
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科 

准
教
授
）

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
9
回
東
京
大
学
大
学
院 

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
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都
市
デ
ザ
イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
ション
を

育
て
て
く
れ
る
の
は
、現
場
で
あ
る
ま
ち
、地
域
そ
の
も
の
で
あ
る

①「
第
　
回 

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
記
録

30

「
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
」を
メ
イ
ン
テ
ーマ
に
2
日
間
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

1
日
目
は「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、2
日
目
は「
日
本
人
の
旅
行
」を
中
心
に
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②「
日
韓
国
際
観
光
カンファレンス
」開
催
記
録

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
。コロ
ナ
禍
の
影
響
と
そ
の
対
応
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、韓
国
文
化
観
光
研
究
院
、

日
本
交
通
公
社
の
両
機
関
4
人
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
ディ
ス
カ
ッ
ション
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
報
告

連
載都

市
デ
ザ
イン
研
究
室

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
レ
ク
リ
エ
ーション

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
今
後
の
意
向

昨
年
11
〜
12
月
に
今
年
度
2
回
目
の「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」を
実
施
し
、

新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度
、経
験
、参
加
意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

市
場
調
査【
1
】

コロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の
動
向
と

オ
ピニオン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意
向

コロナ
禍
の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、6つ
の
明
るい
兆
し

コロ
ナ
禍
で
注
目
を
集
め
る
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
集

①
野
外レ
ク
リエ
ーション（
キャン
プ
や
トレッ
キン
グ
）

ソ
ロ
キ
ャン
プ
、ガ
イ
ド
付
ト
レッ
キ
ン
グ
、ロン
グ
ト
レ
イ
ル・・・ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
が
高
ま
っ
た

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

②
グ
ラ
ン
ピン
グ

星
の
や
富
士
、FIELD

 SU
ITE H

AKU
BA

、東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科
に
み
る
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
い
う
ラ
グ
ジュ
ア
リ
ー・ホ
テ
ル

吉
澤
清
良（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

③
分
散
型
ホ
テル

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

TE

、バ
リ
ュ
ーマ
ネ
ジメ
ン
ト（
株
）が
創
り
上
げ
た「
分
散
型
ホ
テ
ル
」の
コン
セ
プ
ト
と
は

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
）

④
オン
ラ
インツ
ア
ー・体
験

（
一
社
）宇
部
観
光
コン
ベン
ション
協
会
、琴
平
バス（
株
）、ベル
ト
ラ（
株
）が
伝
え
た
い
こ
と

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
）

⑤
ワ
ー
ケ
ーション

有
馬
温
泉
、三
菱
地
所
㈱
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
。そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ
る
、異
な
る
目
的

菅
野
正
洋（
総
務
部 

企
画
創
発
課
長
）

⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
、浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
聞
い
た
、近
く
て
新
し
い
非
日
常
の
提
案

〜
魅
力
あ
る
経
験
価
値
の
創
造
と
提
案

現
場
に
問
う
、新
た
な
市
場
の
展
望

 Part
3

「
H
A
K
U
B
A
を
世
界
有
数
の

オ
ールシ
ーズン
リ
ゾ
ー
ト
に
す
る
」

とい
う
、熱
き
想
い

独
自
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、①
旅
行
頻
度
別
に
み
た
パン
デ
ミ
ッ
クへ
の
態
度
と
旅
行
市
場
へ
の
影
響
、

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後
の
旅
行
意
向
と
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ルへ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

パン
デ
ミ
ッ
ク
は
観
光
関
連
の
労
働
市
場
、職
場
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
視
点
か
ら
、観
光
業
界
の
現
状
が
ど
う
見
え
る
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
20
回

『
日
常
の
奇
跡
』安
藤
誠
の
世
界

新
刊
案
内（「
旅
の
図
書
館
」蔵
書
か
ら
）

P

74
P

73

「『
林
苑
計
画
書
』か
ら
読
み
解
く 

明
治
神
宮
一
〇
〇
年
の
森
」

日
本
旅
行
文
化
協
会「
旅
」第
１
巻

○
出
席
者

福
島
洋
次
郎（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局
事
務
局
長
）×

倉
田
保
緒（
八
方
尾
根
開
発
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）×
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特
集現

場
に
問
う
、新
た
な
市
場
の
展
望

〜コロ
ナ
禍
で
の
現
状
と
課
題
〜
　   

巻
頭
言

新
た
な
需
要
を
観
光
復
興
へ
の
足
が
か
り
に

視座

機関誌

目次

寺
崎
竜
雄

（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

安
原
有
紗

（
観
光
地
域
研
究
部

地
域
計
画
室 

研
究
員
）

塩
谷
英
生

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
）

吉
澤
清
良

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
） 内

倉
広
輔

（
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
ション
取
締
役
）

大
西
雅
之

（
鶴
雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

○
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

吉
澤
清
良

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

福
永
香
織

（
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員
）

杉
山
武
彦

（
公
益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
顧
問
、一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

中
島
直
人

（
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科 

准
教
授
）

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
9
回
東
京
大
学
大
学
院 
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
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都
市
デ
ザ
イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
ション
を

育
て
て
く
れ
る
の
は
、現
場
で
あ
る
ま
ち
、地
域
そ
の
も
の
で
あ
る

①「
第
　
回 

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
記
録

30

「
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
」を
メ
イ
ン
テ
ーマ
に
2
日
間
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

1
日
目
は「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、2
日
目
は「
日
本
人
の
旅
行
」を
中
心
に
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②「
日
韓
国
際
観
光
カンファレンス
」開
催
記
録

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
。コロ
ナ
禍
の
影
響
と
そ
の
対
応
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、韓
国
文
化
観
光
研
究
院
、

日
本
交
通
公
社
の
両
機
関
4
人
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
と
ディ
ス
カ
ッ
ション
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
報
告

連
載都

市
デ
ザ
イン
研
究
室

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
レ
ク
リ
エ
ーション

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
今
後
の
意
向

昨
年
11
〜
12
月
に
今
年
度
2
回
目
の「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」を
実
施
し
、

新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
認
知
度
、経
験
、参
加
意
向
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

市
場
調
査【
1
】

コロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の
動
向
と

オ
ピニオン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意
向

コロナ
禍
の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、6つ
の
明
るい
兆
し

コロ
ナ
禍
で
注
目
を
集
め
る
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
集

①
野
外レ
ク
リエ
ーション（
キャン
プ
や
トレッ
キン
グ
）

ソ
ロ
キ
ャン
プ
、ガ
イ
ド
付
ト
レッ
キ
ン
グ
、ロン
グ
ト
レ
イ
ル・・・ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
が
高
ま
っ
た

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
）

寺
崎
竜
雄

②
グ
ラ
ン
ピン
グ

星
の
や
富
士
、FIELD

 SU
ITE H

AKU
BA

、東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科
に
み
る
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
い
う
ラ
グ
ジュ
ア
リ
ー・ホ
テ
ル

吉
澤
清
良（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

③
分
散
型
ホ
テル

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

TE

、バ
リ
ュ
ーマ
ネ
ジメ
ン
ト（
株
）が
創
り
上
げ
た「
分
散
型
ホ
テ
ル
」の
コン
セ
プ
ト
と
は

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
）

④
オン
ラ
インツ
ア
ー・体
験

（
一
社
）宇
部
観
光
コン
ベン
ション
協
会
、琴
平
バス（
株
）、ベル
ト
ラ（
株
）が
伝
え
た
い
こ
と

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
）

⑤
ワ
ー
ケ
ーション

有
馬
温
泉
、三
菱
地
所
㈱
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
。そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ
る
、異
な
る
目
的

菅
野
正
洋（
総
務
部 

企
画
創
発
課
長
）

⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
、浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
聞
い
た
、近
く
て
新
し
い
非
日
常
の
提
案

〜
魅
力
あ
る
経
験
価
値
の
創
造
と
提
案

現
場
に
問
う
、新
た
な
市
場
の
展
望

 Part
3

「
H
A
K
U
B
A
を
世
界
有
数
の

オ
ールシ
ーズン
リ
ゾ
ー
ト
に
す
る
」

とい
う
、熱
き
想
い

独
自
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、①
旅
行
頻
度
別
に
み
た
パン
デ
ミ
ッ
クへ
の
態
度
と
旅
行
市
場
へ
の
影
響
、

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後
の
旅
行
意
向
と
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ルへ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

パン
デ
ミ
ッ
ク
は
観
光
関
連
の
労
働
市
場
、職
場
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
視
点
か
ら
、観
光
業
界
の
現
状
が
ど
う
見
え
る
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
20
回

『
日
常
の
奇
跡
』安
藤
誠
の
世
界

新
刊
案
内（「
旅
の
図
書
館
」蔵
書
か
ら
）

P

74
P

73

「『
林
苑
計
画
書
』か
ら
読
み
解
く 

明
治
神
宮
一
〇
〇
年
の
森
」

日
本
旅
行
文
化
協
会「
旅
」第
１
巻
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者

福
島
洋
次
郎（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局
事
務
局
長
）×
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緒（
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根
開
発
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代
表
取
締
役
）×

和
田 

寛（
株
式
会
社
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）

3

白
馬
村
、オ
ールシ
ーズン・
山
岳
リ
ゾ
ー
トへの
挑
戦

座
談
会
　

人
材
ビ
ジ
ネスの
立
場
か
ら
み
た
パン
デ
ミックの
影
響
と
今
後
の
展
望

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

市
場
調
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2
】
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英
生
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※国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当てた。これにより、地域、性年代の偏りなく調査対象を抽出した。
その上で郵送により調査票を送付し、回答者自身が記入を行う自記式により回答を得た。

1.0
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18-19

6.6

97

20-29

7.3

107

30-39

8.7

128

40-49

8.6

126

50-59

8.3

121

60-69

7.2

106

70-79 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79

47.8

700

1.2

17

18-19

5.8

85

8.9

131

10.3

151

8.1

119

9.6

141

8.2

120

52.2

764

100

1,464

年齢
（歳） 計 計 合計

構成比
（%）

標本の
大きさ
（人）

男性 女性

【回答者の属性】

40%30% 60%50% 80% 90%70%20%10%40%30% 60%50% 80% 90%70%20%10%

過去一年
以内に行った

行ったこと
がある

知っているが
行ったことはない 知らない 無回答

43.5 38.5 11.0 3.6 3.4

28.8 46.7 16.9 4.43.1

24.2 42.1 25.0 5.8 2.8

26.3 45.1 20.2 6.0 2.4

21.0 33.9 32.0 10.5 2.7

22.3 34.2 30.9 10.5 2.1

5.5 12.9 39.2 40.4 2.0

22.8 36.1 26.8 12.0 2.4

8.4 21.6 39.8 28.0 2.2

12.7 30.7 30.8 23.4 2.4

4.0 13.9 32.8 20.9 2.026.4

6.6 21.0 26.2 17.1 27.1 2.0

図 2 参加意向
0% 100%

マイクロツーリズム・
ミニマムツーリズム・

ステイケーション

オンラインツアー・
バーチャルツアー

（VR旅行）

貸切型
プライベートツアー

Go To トラベル
キャンペーンを
利用しての旅行

ドライブ旅行

日本の国立公園を
訪れる旅行

自然の道を歩く
旅行

歴史の道を歩く
旅行

アウトドア
アクティビティ

グランピング

ソロキャンプ

家族や友人・知人と
楽しむキャンプ

山小屋での宿泊を
ともなう登山

日帰りでの登山

ワーケーション

ブリージャー

是非
してみたい してみたい あまり

したくない
全く
したくない 無回答

25.4 47.8 15.9 6.6 4.3

4.5 19.7 41.9 30.8 3.1

12.3 46.2 28.1 9.8 3.6

35.0 36.9 17.6 7.4 3.1

図 1 認知と経験
0% 100%

マイクロツーリズム・
ミニマムツーリズム・

ステイケーション

オンラインツアー・
バーチャルツアー

（VR旅行）

貸切型
プライベートツアー

Go To トラベル
キャンペーンを
利用しての旅行

ドライブ旅行

日本の国立公園を
訪れる旅行

自然の道を歩く
旅行

歴史の道を歩く
旅行

アウトドア
アクティビティ

グランピング

ソロキャンプ

家族や友人・知人と
楽しむキャンプ

山小屋での宿泊を
ともなう登山

日帰りでの登山

ワーケーション

ブリージャー

12.6

0.2

19.1 18.7 47.9 1.8

54.2 41.1 1.3

1.0 10.8 37.8 49.0 1.4

26.4 70.6 2.10.8

24.6 55.9 15.2 3.8 0.5

4.1 36.3 38.4 20.1 1.1

4.4 27.2 46.0 21.2 1.2

3.8 31.6 48.1 15.5 1.0

2.0 21.2 64.4 11.7 0.8

0.46.4 76.0 16.3 1.0

0.51.2 85.7 11.7 0.9

3.8 38.8 51.9 4.60.9

0.3 15.9 76.2 6.6 1.0

4.8 39.1 50.6 4.41.1

0.7 57.3 40.8 1.2

0.4 7.7 30.4 60.2 1.3

　
こ
こ
1
年
間
の
経
験
は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行

（
24
・
6
％
）」、テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
話

題
と
な
っ
た
近
場
へ
の
旅
行「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ
ー

シ
ョ
ン（
12
・
6
％
）」が
高
か
っ
た
。ま
た
、

「G
o
T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
し

て
の
旅
行
」は
2
割
以
上
が
経
験
し
た
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。特
集
2
の
冒
頭
で
紹
介
し
た

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
も
相
当
す
る

「
日
帰
り
で
の
登
山
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」「
家
族
や

友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
」は
4
％
前
後

が「
過
去
一
年
以
内
に
行
っ
た
」と
答
え
、取
り

上
げ
た
旅
行
の
中
で
は
比
較
的
経
験
率
が
高
か

っ
た
。こ
れ
ら
の
旅
行
は
い
ず
れ
も
、こ
れ
ま
で

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
4
割
程
度
と
、コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

　
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー（
V
R
旅
行
）」「
貸
切
型
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ツ
ア
ー
」「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
」は
半
数
近
く
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
人

が「
知
ら
な
い
」と
回
答
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
に
わ

か
に
注
目
を
浴
び
た
も
の
の
一
般
に
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。「
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ

イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
約

5
割
み
ら
れ
た
が
、知
っ
て
い
る
層
の
中
で
は

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
方
が
多
か
っ
た
。

　
続
い
て
今
後
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、「
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
」「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅

行
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」「
歴
史
の
道
を
歩

く
旅
行
」な
ど
の
、こ
れ
ま
で
も
よ
く
知
ら
れ
、

か
つ
、三
密
を
避
け
や
す
い
旅
行
へ
の
意
欲
が

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
5
月
に
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
0
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
調
査
と
し
て
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
初
め
に
か
け
て
第
2
回
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
概
要
は
表
１
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　こ
の
調
査
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
特
定
の
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
に
関
す
る
認
知

と
経
験
、
参
加
意
向
を
聞
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
認
知
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
「
過
去
一
年
以

内
に
行
っ
た
」「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」「
知
っ
て
い
る
が
行
っ
た
こ
と
は
な
い
」「
知
ら
な
い
」
の

4
つ
の
選
択
肢
で
、
今
後
の
参
加
意
向
を
「
是
非
し
て
み
た
い
」「
し
て
み
た
い
」「
あ
ま
り
し
た
く

な
い
」「
全
く
し
た
く
な
い
」
の
4
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
て
も
ら
っ
た
（
図
１
、２
）。
な
お
、

取
り
上
げ
た
旅
行
タ
イ
プ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
付
記
し
た
説
明
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
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１
：
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、就
業
者
の
み
が
回
答
の
対
象
と
な
る
た
め
、「
該
当
し
な
い
」の
選
択
肢
を
別
途
設
け
た
。
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こ
れ
ま
で
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経
験
と

今
後
の
意
向

調査概要
【調査名】

【調査方法】

【調査期間】

【調査対象】

【標本の大きさ】

JTBF旅行意識調査2020（第2回）

郵送自記式調査

2020年11月26日～12月10日

全国18～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出）

1,464人

高
く
な
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
も

「
し
た
く
な
い
」と
回
答
し
た
人
が
１
割
強
か
ら

3
割
ほ
ど
み
ら
れ
た
。こ
の
比
率
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
特
有
の
状
況
な
の
か
否
か
は
、こ
の
先
に
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「G

o
 T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
利
用
し
て
の
旅
行
」は「
是
非
し
て
み
た
い
」

が「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」に
次
い
で
高
く
、3
割
以

上
を
占
め
た
。さ
ら
に「
過
去
一
年
以
内
に
行
っ

た
」と
回
答
し
た
人
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、

「
是
非
し
て
み
た
い（
68
%
）」と「
し
て
み
た
い

（
25
%
）」を
あ
わ
せ
て
9
割
以
上
が
再
度
の
利

用
意
向
を
示
し
た（
図
2
）。こ
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
旅
行
実
施
意
欲

を
刺
激
す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー（
V
R
旅
行
）」「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
」と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
特
徴

的
な
旅
行
へ
の
参
加
意
向
は
2
割
か
ら
3
割
程

度
と
他
の
旅
行
と
比
べ
て
低
く
、実
施
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
と
時
代
の
価
値
観

を
反
映
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
変
化
し
て
き
た
。

今
回
の
調
査
で
取
り
上
げ
た
旅
行
に
対
す
る
認

知
と
経
験
、参
加
意
向
も
、コ
ロ
ナ
禍
で
安
心
安

全
な
旅
行
を
人
々
が
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
価
値
観
の
変
化
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。そ

の
よ
う
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
旅
行
の

あ
り
方
が
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
今
後
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

表 1

＊
1

コロナ禍における観光レクリエーション これまでの経験と今後の意向1
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※国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当てた。これにより、地域、性年代の偏りなく調査対象を抽出した。
その上で郵送により調査票を送付し、回答者自身が記入を行う自記式により回答を得た。
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（%）
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大きさ
（人）

男性 女性

【回答者の属性】

40%30% 60%50% 80% 90%70%20%10%40%30% 60%50% 80% 90%70%20%10%

過去一年
以内に行った

行ったこと
がある

知っているが
行ったことはない 知らない 無回答
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28.8 46.7 16.9 4.43.1
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図 2 参加意向
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日帰りでの登山

ワーケーション

ブリージャー

是非
してみたい してみたい あまり

したくない
全く
したくない 無回答

25.4 47.8 15.9 6.6 4.3
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図 1 認知と経験
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0.46.4 76.0 16.3 1.0

0.51.2 85.7 11.7 0.9

3.8 38.8 51.9 4.60.9

0.3 15.9 76.2 6.6 1.0
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こ
こ
1
年
間
の
経
験
は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行

（
24
・
6
％
）」、テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
話

題
と
な
っ
た
近
場
へ
の
旅
行「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ
ー

シ
ョ
ン（
12
・
6
％
）」が
高
か
っ
た
。ま
た
、

「G
o
T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
し

て
の
旅
行
」は
2
割
以
上
が
経
験
し
た
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。特
集
2
の
冒
頭
で
紹
介
し
た

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
も
相
当
す
る

「
日
帰
り
で
の
登
山
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」「
家
族
や

友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
」は
4
％
前
後

が「
過
去
一
年
以
内
に
行
っ
た
」と
答
え
、取
り

上
げ
た
旅
行
の
中
で
は
比
較
的
経
験
率
が
高
か

っ
た
。こ
れ
ら
の
旅
行
は
い
ず
れ
も
、こ
れ
ま
で

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
4
割
程
度
と
、コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

　
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー（
V
R
旅
行
）」「
貸
切
型
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ツ
ア
ー
」「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
」は
半
数
近
く
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
人

が「
知
ら
な
い
」と
回
答
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
に
わ

か
に
注
目
を
浴
び
た
も
の
の
一
般
に
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。「
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ

イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
約

5
割
み
ら
れ
た
が
、知
っ
て
い
る
層
の
中
で
は

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
方
が
多
か
っ
た
。

　
続
い
て
今
後
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、「
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
」「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅

行
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」「
歴
史
の
道
を
歩

く
旅
行
」な
ど
の
、こ
れ
ま
で
も
よ
く
知
ら
れ
、

か
つ
、三
密
を
避
け
や
す
い
旅
行
へ
の
意
欲
が

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
5
月
に
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
0
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
調
査
と
し
て
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
初
め
に
か
け
て
第
2
回
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
概
要
は
表
１
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　こ
の
調
査
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
特
定
の
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
に
関
す
る
認
知

と
経
験
、
参
加
意
向
を
聞
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
認
知
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
「
過
去
一
年
以

内
に
行
っ
た
」「
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」「
知
っ
て
い
る
が
行
っ
た
こ
と
は
な
い
」「
知
ら
な
い
」
の

4
つ
の
選
択
肢
で
、
今
後
の
参
加
意
向
を
「
是
非
し
て
み
た
い
」「
し
て
み
た
い
」「
あ
ま
り
し
た
く

な
い
」「
全
く
し
た
く
な
い
」
の
4
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
て
も
ら
っ
た
（
図
１
、２
）。
な
お
、

取
り
上
げ
た
旅
行
タ
イ
プ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
付
記
し
た
説
明
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
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高
く
な
っ
て
い
る
。し
か
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な
が
ら
、い
ず
れ
も

「
し
た
く
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回
答
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人
が
１
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強
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ら
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な
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の
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」は「
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以
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た
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過
去
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以
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っ
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」と
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答
し
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人
の
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加
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と
、
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是
非
し
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み
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%
）」と「
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（
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%
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あ
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せ
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割
以
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が
再
度
の
利

用
意
向
を
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の
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に
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と
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に
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行
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を
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と
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に

は
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よ
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で
あ
る
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行
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あ
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は
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と
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の
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を
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こ
れ
ま
で
に
も
変
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し
て
き
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今
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調
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で
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旅
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40%30% 60%50% 80% 90%70%20%10%

遠出するのではなく自宅から2時間圏内の地元または近隣地域を訪れ
る宿泊旅行や日帰り旅行

表 2 2020年度第２回「JTBF旅行意識調査」で取り上げた旅行タイプ

図 3 GoToトラベルキャンペーンを利用しての旅行　認知と経験、参加意向
0% 100%

是非してみたい してみたい あまりしたくない 全くしたくない 無回答

知らない

"知っているが行ったことはない"

過去一年以内に行った

無回答

19% 19% 19% 35% 6%

24% 42% 23% 9% 2%

68% 25% 3% 1% 4%

33%17% 50%

内容旅行タイプ名

マイクロツーリズム／ミニマムツーリズム／ステイケーション1
観光地を実際に訪れなくとも自宅にいながらオンラインで現地の案内
を受ける旅行オンラインツアー・バーチャルツアー(VR旅行）2
個人又は家族・友人知人などで申込み（参加者は自分のみ又は既知の
人に限られる）、現地の案内を受ける旅行貸切型のプライベートツアー3
宿泊を伴う、または日帰りの国内旅行の代金総額の1/2相当額を国が
支援する事業を利用して観光地を訪れる旅行GoToトラベルキャンペーンを利用しての旅行4
車（自家用車やレンタカー）やバイクを利用して移動する旅行ドライブ旅行5
自然豊かな日本の国立公園を訪れる旅行日本の国立公園を訪れる旅行6
自然に恵まれたトレイルなどを歩く旅自然の道を歩く旅行7
歴史的・文化的な由緒を持つ古道などを歩く旅歴史の道を歩く旅行8
カヌー、ラフティング、乗馬など、自然の中で楽しむスポーツ・ 体験活動アウトドアアクティビティ9
あらかじめキャンプ用品や食材・食事が用意されている施設で高級か
つ魅力的なキャンプの雰囲気を味わう活動グランピング10
一人だけで楽しむキャンプソロキャンプ11
グランピング・ソロキャンプ以外のキャンプ家族や友人・知人と楽しむキャンプ12
-山小屋での宿泊をともなう登山13
-日帰りでの登山14
テレワークの活用などにより、リゾート地や地方等の普段の職場と異
なる場所で仕事もしながら休暇取得等も行う旅行ワーケーション15
業務での出張の際に旅行日数を延長して、業務の前後で休暇を楽しむ
旅行ブリージャー16

　
こ
こ
1
年
間
の
経
験
は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行

（
24
・
6
％
）」、テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
話

題
と
な
っ
た
近
場
へ
の
旅
行「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ
ー

シ
ョ
ン（
12
・
6
％
）」が
高
か
っ
た
。ま
た
、

「G
o
T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
し

て
の
旅
行
」は
2
割
以
上
が
経
験
し
た
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。特
集
2
の
冒
頭
で
紹
介
し
た

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
も
相
当
す
る

「
日
帰
り
で
の
登
山
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」「
家
族
や

友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
」は
4
％
前
後

が「
過
去
一
年
以
内
に
行
っ
た
」と
答
え
、取
り

上
げ
た
旅
行
の
中
で
は
比
較
的
経
験
率
が
高
か

っ
た
。こ
れ
ら
の
旅
行
は
い
ず
れ
も
、こ
れ
ま
で

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
4
割
程
度
と
、コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

　
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー（
V
R
旅
行
）」「
貸
切
型
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ツ
ア
ー
」「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
」は
半
数
近
く
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
人

が「
知
ら
な
い
」と
回
答
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
に
わ

か
に
注
目
を
浴
び
た
も
の
の
一
般
に
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。「
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ

イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
約

5
割
み
ら
れ
た
が
、知
っ
て
い
る
層
の
中
で
は

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
方
が
多
か
っ
た
。

　
続
い
て
今
後
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、「
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
」「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅

行
」「
自
然
の
道
を
歩
く
旅
行
」「
歴
史
の
道
を
歩

く
旅
行
」な
ど
の
、こ
れ
ま
で
も
よ
く
知
ら
れ
、

か
つ
、三
密
を
避
け
や
す
い
旅
行
へ
の
意
欲
が

高
く
な
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、い
ず
れ
も

「
し
た
く
な
い
」と
回
答
し
た
人
が
１
割
強
か
ら

3
割
ほ
ど
み
ら
れ
た
。こ
の
比
率
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
特
有
の
状
況
な
の
か
否
か
は
、こ
の
先
に
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「G

o
 T

o
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
利
用
し
て
の
旅
行
」は「
是
非
し
て
み
た
い
」

が「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」に
次
い
で
高
く
、3
割
以

上
を
占
め
た
。さ
ら
に「
過
去
一
年
以
内
に
行
っ

た
」と
回
答
し
た
人
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、

「
是
非
し
て
み
た
い（
68
%
）」と「
し
て
み
た
い

（
25
%
）」を
あ
わ
せ
て
9
割
以
上
が
再
度
の
利

用
意
向
を
示
し
た（
図
2
）。こ
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
旅
行
実
施
意
欲

を
刺
激
す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー（
V
R
旅
行
）」「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
」と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
特
徴

的
な
旅
行
へ
の
参
加
意
向
は
2
割
か
ら
3
割
程

度
と
他
の
旅
行
と
比
べ
て
低
く
、実
施
す
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
と
時
代
の
価
値
観

を
反
映
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
変
化
し
て
き
た
。

今
回
の
調
査
で
取
り
上
げ
た
旅
行
に
対
す
る
認

知
と
経
験
、参
加
意
向
も
、コ
ロ
ナ
禍
で
安
心
安

全
な
旅
行
を
人
々
が
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
価
値
観
の
変
化
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。そ

の
よ
う
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
旅
行
の

あ
り
方
が
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
今
後
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

6



こ
こ
に
掲
げ
た
6
つ
の
事
例

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
起
と
し
て

生
ま
れ
た
ト
レ
ン
ド
で
は
な

い
。
形
は
新
し
く
て
も
、
本

物
・
豊
か
さ
・
持
続
可
能
性

を
追
い
求
め
る
も
の
、
自
然

志
向
・
健
康
志
向
・
環
境
意

識
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
、
思

想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
息
の
長

い
活
動
が
礎
に
な
っ
て
い
る
。

6
つ
の

明
る
い

兆
し

コ
ロ
ナ
禍
の

最
中
に

見
い
だ
し
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
、ガ
イ
ド
付
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
…

ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
が
高
ま
っ
た

❶

P

8

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
）

星
の
や
富
士
、FIELD SU

ITE H
AKU

BA

、東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科
に
み
る
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
い
う
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー・ホ
テ
ル

❷

P

13

分
散
型
ホ
テ
ル

吉
澤
清
良（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

TE

、バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）が

創
り
上
げ
た「
分
散
型
ホ
テ
ル
」の
コ
ン
セ
プ
ト

❸

P

17

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー・
体
験

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
）

（
一
社
）宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、

琴
平
バ
ス（
株
）、ベ
ル
ト
ラ（
株
）が
伝
え
た
い
こ
と

❹

P

22

ワ
ー
ケ
ー
ション

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
）

有
馬
温
泉
、三
菱
地
所
㈱
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
。

そ
れ
ぞ
れ
が
掲
げ
る
、異
な
る
目
的

❺

P

27

ホ
テ
ルス
テ
イ

菅
野
正
洋（
総
務
部 

企
画
創
発
課
長
）

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
、浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
聞
い
た
、

近
く
て
新
し
い
非
日
常

❻

P

31

2
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見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
み
る
限
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ら

に
拡
大
し
た「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」需
要
は
根
強
い

と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、登
山
時
の
テ
ン
ト
泊
に
目
を
向
け
る

と
、前
出
の
登
山
愛
好
家
は「
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、キ
ャ
ン
プ
用
の
マ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
。明
ら
か
に

荷
物
が
増
え
た
。」と
振
り
返
り
、剱
岳
、立
山
縦

走
や
奥
大
日
岳
へ
向
か
う
登
山
者
の
拠
点
で
あ

る
雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ
ン
ト
の
張
り
数
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ
っ
た
と
い
う
。「
山
小
屋

利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、複
数
で

き
て
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張
る
。ソ
ロ
テ
ン

ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。」と
言
い
切
る
。そ
う

な
る
と
キ
ャ
ン
プ
場
の
混
雑
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
嫌
気
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

で
も
テ
ン
ト
の
中
で
は
一
人
。こ
の
気
分
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。」と
、ソ
ロ
需
要
の
底
堅
さ
を
展
望

す
る
。

　石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
東
さ
ん
も
、「
山
小
屋
泊
り

だ
っ
た
人
が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
テ
ン
ト
泊
を
は

じ
め
た
。新
規
参
入
だ
が
山
の
素
人
で
は
な
い
。」

と
し
、登
山
学
校
の
テ
ン
ト
泊
初
心
者
向
け
の
講

座
は
募
集
後
す
ぐ
満
員
に
な
る
上
、テ
ン
ト
や

大
型
ザ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。

　1
9
9
0
年
代
の
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た

「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」は
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら「
山

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
女
性
の

登
山
が
牽
引
し
た
登
山
ブ
ー
ム
は
、雑
誌
を
始

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
が
種
を
ま
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
が
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ

の
後
も
定
着
し
た
の
は
、山
小
屋
の
整
備
、道
具

の
軽
量
化
と
い
っ
た
環
境
整
備
と
、洗
練
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
間
口
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。そ
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、や
り
き
っ
た
感
に
浸
る
と
い
っ
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
る
。

　オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
地
里
山
で
楽
し
む

「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」と
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
拠

点
で
の
テ
ン
ト
泊
で
は
、当
初
の
目
的
、必
要
と

な
る
技
術
や
経
験
値
、利
用
層
に
多
少
の
ズ
レ

は
あ
る
も
の
の
、体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

用
に
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
は
、社
会
と

の
つ
な
が
り
を
し
ば
し
断
っ
て
、テ
ン
ト
を
包

む
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、一
人
の

時
間
と
空
間
に
心
を
静
め
て
自
身
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
、と
い
う
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
ガ
イ
ド
付
き

の
自
然
散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　乗
鞍
岳
の
山
麓
に
、ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が

必
須
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
2
0
0
4
年
に
開
業
し

た
。こ
の
五
色
ヶ
原
の
森
に

は
、カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
、シ
ラ

ビ
ソ
コ
ー
ス
、
ゴ
ス
ワ
ラ

コ
ー
ス
の
3
つ
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
低

差
は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

だ
が
、約
8
時
間
が
か
り
の

本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
森
を
管
理
す
る
高
山

市
環
境
政
策
部
の
山
郷
三
昭

さ
ん
に
よ
る
と「
完
全
予
約

制
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

お
客
さ
ん
の
属
性
が
わ
か
る

の
が
よ
か
っ
た
。6
月
1
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、3
週
頃
ま

に
加
え
、「
感
染
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
1
人
あ
た

り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。9
月
以
降
は
岐
阜

県
民
対
象
の
半
額
ツ
ア
ー
が
牽
引
し
た
ほ
か
、

県
外
客
も
増
え
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
山
小
屋

の
収
容
者
数
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
然
散
策
に
訪
れ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、五
色
ヶ
原
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
振
り
返
る
。

の
の
、ア
ク
セ
ス
路
の
乗
車
数
や
宿
泊
客
数
を

制
限
し
た
た
め
に
、例
年
並
み
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ト
中
心
の
室
堂
（
標
高

2
4
5
0
m
）を
よ
く
訪
れ
る
登
山
愛
好
家
は
、

「
景
色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
一
般
的
な
観
光
客
、

み
く
り
が
池
周
辺
を
散
策
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

客
、立
山
や
剱
岳
な
ど
を
目
指
す
登
山
者
が
い

る
。今
シ
ー
ズ
ン
は
登
山
者
の
比
率
が
高
か
っ

た
。ど
う
し
て
も
山
に
行
き
た
い
と
い
う
熱
意

を
感
じ
た
。」と
振
り
返
る
。

　こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、夏
休
み
を
機
に
動
き
始
め
、秋

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
顕
著
に
な
っ
た
と

い
う
。こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
の
も
と
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
ム
ー
ド
に
反
発
す
る
よ
う
に
野
外

活
動
へ
の
願
望
が
強
ま
っ
た
と
い
う
の
は
無
理

の
な
い
仮
説
だ
ろ
う
。

　大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
会

社
・
石
井
ス
ポ
ー
ツ
で
登
山
学
校
事
務
局
長
を

務
め
る
東
秀
訓
さ
ん
は
、「
自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
動
き
が
目
立
っ

た
。例
え
ば
登
山
用
の
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ

と
。4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
こ
う
し
た
商
品

が
良
く
売
れ
た
。」と
、当
時
を
振
り
返
る
。テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
家
庭
内
に
仕
事
を
持
ち
込
み
、

オ
ン
と
オ
フ
が
曖
昧
に
な
る
状
況
下
、非
日
常

を
誇
示
す
る
た
め
の
プ
チ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

で
あ
る
。

　ま
た
、「
8
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品

の
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。一
人
で
使
え
る
厚
み

の
あ
る
鉄
板
の
販
売
数
が
増
え
た
。オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
併
設
の
サ
イ
ト
で
、一
人
で
テ
ン
ト

を
張
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
。」と
み
る
。さ
ら
に
、「
4
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
登
山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト

の
人
気
が
急
騰
し
て
き
た
。テ
ン
ト
場
で
焚
き

火
を
し
、お
い
し
い
料
理
を
つ
く
り
、酒
を
飲
む

と
い
う
の
が
は
や
っ
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り

ソ
ロ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。」と
話
し
、こ
う
し
た
登

山
者
も
山
に
行
け
な
い
の
で
行
き
や
す
い
場
所

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
分
析
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
と
し
て『
ふ
た
り

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ（
講
談
社
刊
。初
出
は
2
0
1
8

年
）』な
ど
の
野
外
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
影
響
を
挙
げ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
サ
イ
ト「Y

ou
 T

u
be

」で
も
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
人
気
を
得
て
お
り
、諸
活
動
自
粛

の
も
と
で
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
り
浸
透
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の

女
性
が
先
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査（
2
0
2
0
年
12

月
実
施
）に
よ
る
と
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽

し
む
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
率
は
4
割
超
と
、意
外

に
も
自
然
環
境
を
楽
し
む
代
表
的
な
旅
行
の

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」よ
り
普
及

し
て
い
る
。一
方
で「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
は

2
％
に
満
た
ず
、今
後
の
意
向
は
2
割
程
度
に

と
ど
ま
る
も
の
の
、活
動
の
特
性
を
考
え
る
と

高
い
数
値
だ
と
い
っ
て
よ
い（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　性
・
年
代
別
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、20
歳
代

か
ら
40
歳
代
に
か
け
た
層
に
人
気
が
あ
る
点
は

共
通
す
る
が
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」で
は
特
に
40

歳
代
男
性
の
4
割
強
が
し
て
み
た
い
と
答
え
た

こ
と
が
興
味
深
い（
図
8
）。ま
た
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
」経
験
者
に
限
る
と
、参
加
意
向
は
9
割
近
く

に
な
り
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ

ン
プ
」経
験
者
の
参
加
意
向
の
7
割
強
を
上
回

る（
図
2
）。

　野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
般
的
に
経
験

者
の
参
加
意
向
が
未
経
験
者
の
参
加
意
向
を
大

き
く
上
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

は「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」が
抜
き
ん
出
て
い
る
。自
然

に
浸
る
自
分
の
姿
の
発
信
を
目
的
に
す
る
よ
う

な
利
用
も
あ
り
、早
晩
に
熱
は
冷
め
る
と
い
う

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
5
月
の
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
、国
内
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅

行（
日
帰
り
を
含
む
）を
計
画
し
て
い
た
人
の
8

割
超
が
旅
行
を
取
り
や
め
た
と
回
答
し
て
い

る
。こ
の
比
率
は
6
月
に
65
％
と
な
り
、7
月
以

降
は
徐
々
に
低
下
し
た（
J
T
B
F
旅
行
実
態

調
査
）。特
に
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が

解
除
さ
れ
た
6
月
下
旬
に
な
る
と
、感
染
の
不

安
と
、休
日
・
休
暇
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
欲

の
せ
め
ぎ
合
い
が
、各
所
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、3
密
の
状
況
を
比
較
的
避
け

や
す
い
と
さ
れ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

領
域
を
み
る
と
、4
月
下
旬
に
山
岳
四
団
体
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
自
粛
を
発
表
、5
月
中

旬
に
は
山
梨
県
と
静
岡
県
が
富
士
山
登
山
道
の

閉
鎖
を
決
定
、5
月
下
旬
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
小
屋
の
営
業
見
合
わ
せ
が
報
道
さ
れ
た
。ま

た
、海
水
浴
場
の
開
設
中
止
報
道
が
相
次
い
だ
。

屋
外
で
あ
っ
て
も
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
場
所

や
、不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
山
小
屋
や
ビ
ー

チ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
は
十
分
な
感
染
予

防
策
が
と
れ
な
い
こ
と
、事
故
対
応
時
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、山
岳
四
団
体
は
自
粛
解
除
後
の
山

岳
ス
ポ
ー
ツ
再
開
に
む
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

2

❶
…

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
ション（
キ
ャン
プ
や
ト
レッ
キン
グ
）
〜
潜
在
需
要
の
顕
在
化

立山・室堂

上
高
地
河
童
橋
周
辺
の
状
況（
2
0
2
0
年
8
月
撮
影
）

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

発
表
し
た
。ま
た
、例
え
ば
優
れ
た
自
然
環
境
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
の
小
笠
原
で
は
、

観
光
協
会
が
部
会（
宿
泊
部
・
ガ
イ
ド
部
・
飲
食

部
・
商
事
部
）ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
7
月
の
来
島
自
粛
要
請
の
解
除
を
迎
え
た
。

観
光
地
ご
と
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
指
針
を

示
し
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
地
の
上
高
地
で

は
、7
月
半
ば
の
本
格
開
業
を
目
指
す
宿
泊
施

設
が
多
か
っ
た
が
、豪
雨
や
地
震
が
相
次
い
だ

た
め
、8
月
に
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
る
機

運
に
な
っ
た
と
い
う
。8
月
の
来
訪
者
数
は
例

年
の
4
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月

は
5
割
、10
月
に
は
8
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き

た
。河
童
橋
袂
の
五
千
尺
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、自

然
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
山
部
茜
さ
ん（
上
高
地
で
の
ガ
イ
ド
歴

14
年
）は
、「
8
月
に
な
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
い

う
感
じ
で
動
き
出
し
た
。上
高
地
全
体
の
訪
問

者
数
に
比
べ
る
と
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上

げ
は
よ
か
っ
た
。」と
い
う
。

　立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、4
月
の
全

線
開
通
直
後
に
営
業
を
休
止
し
た
。6
月
下
旬

に
再
開
し
て
か
ら
徐
々
に
勢
い
は
で
て
き
た
も

　上
高
地
の
山
部
さ
ん
は
、早
く
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
策
に
着
手
し
、6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
動
画
配
信（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ル
ツ

ア
ー
）を
実
施
し
た
。そ
の
後「
8
月
に
な
る
と

動
画
配
信
系
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
。現
地
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。お
客

さ
ん
の
中
に
は
、上
高
地
を
応
援
し
た
い
、と
い

う
人
も
い
た
。」と
、バ
ー
チ
ャ
ル
が
実
体
験
を

誘
発
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。ま
た
、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ス
を
割
引
し
た
。例
年
は
全
体

の
1
割
程
度
。割
引
き
し
て
も
通
常
コ
ー
ス
よ

り
高
い
が
、半
数
近
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ス
へ
の
参
加
だ
っ
た
。9
月
中
旬
か
ら
イ
ン
カ

ム
に
よ
る
解
説
を
始
め
た
。頑
張
っ
て
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
い
か
な
く
て
も
解
説
が
聞
こ
え
る
か

ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
と
、逆
に
感
染
対
策

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。」

と
、他
者
と
の
接
触
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
対
応

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
話
す
。

　さ
ら
に「
10
月
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利

用
が
増
え
、飛
び
入
り
参
加
が
増
え
た
。宿
泊
の

翌
日
に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
、値
段

の
高
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
。普
段

は
高
い
か
ら
ガ
イ
ド
は
使
わ
な
い
が
、今
回
は

安
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。」と
語
る
。五
色
ヶ
原
の
山
郷
さ
ん
も
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
所
要
時
間
や
ツ

ア
ー
費
を
下
げ
た
こ
と
が
実
績
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。山
部
さ
ん
の「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

地
域
ク
ー
ポ
ン
を
使
う
た
め
に
、少
し
調
べ
れ

ば
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
に
ガ
イ
ド
が
い
た
」と

い
う
感
想
に
、自
然
の
中
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
現
在
の
立
ち
位
置
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅

力
は
、安
心
・
安
全
に
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、ガ
イ
ド
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
思
わ
ぬ
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と
、解
説

を
通
し
て
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
前
半
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代

中
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
に
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
取
り
組
み
が
加

速
す
る
が
、取
り
組
み
地
域
の
拡
大
に
意
識
が

偏
り
が
ち
で
、需
要
の
実
状
に
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。今
般
、は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ

禍
が
社
会
実
験
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
登
山
ブ
ー

ム
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
着

実
に
市
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
連
な
る
全
長
80

k
m
の
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、里
山
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
ル
ー
ト
で
あ
る
。1
日
の
歩
行
距

離
に
適
し
た
6
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
切
ら
れ

て
お
り
、セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
け
て
歩
い
た

り
、サ
ブ
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス
や
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
ど
こ
ろ
を
往
復
す
る
楽
し

み
方
も
あ
る
。と
は
い
え
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

醍
醐
味
は
一
度
に
全
行
程
を
歩
き
切
る
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
で
、こ
の
場
合
は
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が

ら
4
泊
5
日
で
歩
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　N
P
O
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
大
西
宏
志
さ
ん
は
、「
6
月
末
ま
で
自
粛
要

請
を
出
し
て
い
た
の
で
、実
質
的
に
は
7
月
か

ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。9
月
に
な
る
と
例
年
に

な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増
え
て
き
た
。」と
、夏
以

降
は
好
調
で
あ
る
。さ
ら
に「
ソ
ロ
ま
た
は
少
人

数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
目
立
っ
た
。ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト
レ
イ
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
に
ぎ
わ
っ
た
。歩
き
終
え
た
人
の
多

く
は
J
R
飯
山
線
の
森
宮
野
原
駅
を
利
用
す
る

が
、駅
周
辺
の
人
か
ら
は
、今
年
は
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
た
と
聞
く
。」

と
、こ
こ
で
も
ソ
ロ
テ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

　山
小
屋
利
用
を
避
け
て
信
越
ト
レ
イ
ル
が
選

ば
れ
た
こ
と
、さ
ら
に「
こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
縦
走
に
行
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
人
が
今

シ
ー
ズ
ン
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま

た
、長
期
の
休
暇
取
得
が
難
し
い
職
場
な
の
で

信
越
ト
レ
イ
ル
を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、年
次

有
給
休
暇
5
日
間
取
得
の
義
務
化
と
職
場
の
協

力
に
よ
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
い
う
。い
つ
か
は
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
潜
在
需
要
を
、コ

ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。こ
う

し
た
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に

減
少
す
る
と
懸
念
す
る
も
の
の
、「
ス
ル
ー
ハ
イ

ク
で
は
ハ
イ
カ
ー
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
出
会

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
る
。こ
れ
ま

で
信
越
ト
レ
イ
ル
が
目
指
し
て
き
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
感
慨
深
く

語
り
、更
な
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大
、三
密

が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避
、海
外
旅
行
の
実

質
的
な
制
限
、観
光
需
要
誘
発
の
た
め
の
支
援

策
、受
け
入
れ
事
業
者
ら
の
創
意
工
夫
な
ど
に

よ
り
、各
ブ
ー
ム
が
加
速
し
た
。加
え
て
潜
在
し

て
い
た
需
要
が
顕
在
化
し
、野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
楽
し
さ
が
市
場
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。き
っ
か
け
は
と
も

あ
れ
、観
光
振
興
を
支
え
る
側
に
は
、こ
う
し
て

顕
在
化
し
た
需
要
に
、実
施
機
会
を
提
供
し
続

け
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
も
と
、体
験
に
伴
う
諸
環
境
の

整
備
・
充
実
は
必
須
だ
ろ
う
。自
然
の
中
で
の
活

動
の
き
っ
か
け
や
魅
力
の
本
質
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。観
光
需
要
は
、意
識
と
、お
金
と
時
間

と
い
う
制
約
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
り
形
に
な

る
と
考
え
る
。働
き
方
の
多
様
化
に
よ
る
時
間

の
自
由
度
の
高
ま
り
に
も
期
待
し
た
い
。

（
て
ら
さ
き

　た
つ
お
）

季
に
な
る
とG

o T
o

ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
後
押
し
も
受
け
て

よ
り
活
発
に
な
っ
た
。そ
の

中
で
も
、キ
ャ
ン
プ
、散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
動
き
が
目

立
っ
た
よ
う
だ
。

　中
部
山
岳
と
そ
の
周
辺
の

事
例
を
主
に
み
な
が
ら
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
概

観
し
て
み
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
〜

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

　2
0
1
0
年
頃
か
ら
続
く

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

数
の
増
加
傾
向
を
第
二
次
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム（
第
一
次

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

1
9
9
0
年
代
。こ
の
間
の

登
山
ブ
ー
ム
を
第
二
次
と

し
、こ
れ
を
第
三
次
と
す
る

見
方
も
あ
る
）と
称
し
、自
然

志
向
や
健
康
志
向
が
観
光
レ

で
は
岐
阜
県
内
客
限
定
で
受
け
入
れ
た
。」と
、

政
府
要
請
に
応
じ
た
運
営
を
語
る
。上
高
地
と

同
様
に
7
月
の
初
中
旬
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
休

業
の
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、8
月
以
降
は

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、シ
ー
ズ
ン
を
通
し

た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
と
い
う
評
価

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❶野外レクリエーション2
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見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
み
る
限
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ら

に
拡
大
し
た「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」需
要
は
根
強
い

と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、登
山
時
の
テ
ン
ト
泊
に
目
を
向
け
る

と
、前
出
の
登
山
愛
好
家
は「
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、キ
ャ
ン
プ
用
の
マ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
。明
ら
か
に

荷
物
が
増
え
た
。」と
振
り
返
り
、剱
岳
、立
山
縦

走
や
奥
大
日
岳
へ
向
か
う
登
山
者
の
拠
点
で
あ

る
雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ
ン
ト
の
張
り
数
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ
っ
た
と
い
う
。「
山
小
屋

利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、複
数
で

き
て
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張
る
。ソ
ロ
テ
ン

ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。」と
言
い
切
る
。そ
う

な
る
と
キ
ャ
ン
プ
場
の
混
雑
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
嫌
気
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

で
も
テ
ン
ト
の
中
で
は
一
人
。こ
の
気
分
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。」と
、ソ
ロ
需
要
の
底
堅
さ
を
展
望

す
る
。

　石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
東
さ
ん
も
、「
山
小
屋
泊
り

だ
っ
た
人
が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
テ
ン
ト
泊
を
は

じ
め
た
。新
規
参
入
だ
が
山
の
素
人
で
は
な
い
。」

と
し
、登
山
学
校
の
テ
ン
ト
泊
初
心
者
向
け
の
講

座
は
募
集
後
す
ぐ
満
員
に
な
る
上
、テ
ン
ト
や

大
型
ザ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。

　1
9
9
0
年
代
の
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た

「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」は
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら「
山

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
女
性
の

登
山
が
牽
引
し
た
登
山
ブ
ー
ム
は
、雑
誌
を
始

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
が
種
を
ま
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
が
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ

の
後
も
定
着
し
た
の
は
、山
小
屋
の
整
備
、道
具

の
軽
量
化
と
い
っ
た
環
境
整
備
と
、洗
練
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
間
口
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。そ
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、や
り
き
っ
た
感
に
浸
る
と
い
っ
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
る
。

　オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
地
里
山
で
楽
し
む

「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」と
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
拠

点
で
の
テ
ン
ト
泊
で
は
、当
初
の
目
的
、必
要
と

な
る
技
術
や
経
験
値
、利
用
層
に
多
少
の
ズ
レ

は
あ
る
も
の
の
、体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

用
に
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
は
、社
会
と

の
つ
な
が
り
を
し
ば
し
断
っ
て
、テ
ン
ト
を
包

む
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、一
人
の

時
間
と
空
間
に
心
を
静
め
て
自
身
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
、と
い
う
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
ガ
イ
ド
付
き

の
自
然
散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　乗
鞍
岳
の
山
麓
に
、ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が

必
須
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
2
0
0
4
年
に
開
業
し

た
。こ
の
五
色
ヶ
原
の
森
に

は
、カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
、シ
ラ

ビ
ソ
コ
ー
ス
、
ゴ
ス
ワ
ラ

コ
ー
ス
の
3
つ
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
低

差
は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

だ
が
、約
8
時
間
が
か
り
の

本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
森
を
管
理
す
る
高
山

市
環
境
政
策
部
の
山
郷
三
昭

さ
ん
に
よ
る
と「
完
全
予
約

制
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

お
客
さ
ん
の
属
性
が
わ
か
る

の
が
よ
か
っ
た
。6
月
1
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、3
週
頃
ま

に
加
え
、「
感
染
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
1
人
あ
た

り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。9
月
以
降
は
岐
阜

県
民
対
象
の
半
額
ツ
ア
ー
が
牽
引
し
た
ほ
か
、

県
外
客
も
増
え
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
山
小
屋

の
収
容
者
数
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
然
散
策
に
訪
れ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、五
色
ヶ
原
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
振
り
返
る
。

の
の
、ア
ク
セ
ス
路
の
乗
車
数
や
宿
泊
客
数
を

制
限
し
た
た
め
に
、例
年
並
み
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ト
中
心
の
室
堂
（
標
高

2
4
5
0
m
）を
よ
く
訪
れ
る
登
山
愛
好
家
は
、

「
景
色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
一
般
的
な
観
光
客
、

み
く
り
が
池
周
辺
を
散
策
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

客
、立
山
や
剱
岳
な
ど
を
目
指
す
登
山
者
が
い

る
。今
シ
ー
ズ
ン
は
登
山
者
の
比
率
が
高
か
っ

た
。ど
う
し
て
も
山
に
行
き
た
い
と
い
う
熱
意

を
感
じ
た
。」と
振
り
返
る
。

　こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、夏
休
み
を
機
に
動
き
始
め
、秋

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
顕
著
に
な
っ
た
と

い
う
。こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
の
も
と
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
ム
ー
ド
に
反
発
す
る
よ
う
に
野
外

活
動
へ
の
願
望
が
強
ま
っ
た
と
い
う
の
は
無
理

の
な
い
仮
説
だ
ろ
う
。

　大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
会

社
・
石
井
ス
ポ
ー
ツ
で
登
山
学
校
事
務
局
長
を

務
め
る
東
秀
訓
さ
ん
は
、「
自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
動
き
が
目
立
っ

た
。例
え
ば
登
山
用
の
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ

と
。4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
こ
う
し
た
商
品

が
良
く
売
れ
た
。」と
、当
時
を
振
り
返
る
。テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
家
庭
内
に
仕
事
を
持
ち
込
み
、

オ
ン
と
オ
フ
が
曖
昧
に
な
る
状
況
下
、非
日
常

を
誇
示
す
る
た
め
の
プ
チ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

で
あ
る
。

　ま
た
、「
8
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品

の
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。一
人
で
使
え
る
厚
み

の
あ
る
鉄
板
の
販
売
数
が
増
え
た
。オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
併
設
の
サ
イ
ト
で
、一
人
で
テ
ン
ト

を
張
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
。」と
み
る
。さ
ら
に
、「
4
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
登
山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト

の
人
気
が
急
騰
し
て
き
た
。テ
ン
ト
場
で
焚
き

火
を
し
、お
い
し
い
料
理
を
つ
く
り
、酒
を
飲
む

と
い
う
の
が
は
や
っ
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り

ソ
ロ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。」と
話
し
、こ
う
し
た
登

山
者
も
山
に
行
け
な
い
の
で
行
き
や
す
い
場
所

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
分
析
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
と
し
て『
ふ
た
り

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ（
講
談
社
刊
。初
出
は
2
0
1
8

年
）』な
ど
の
野
外
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
影
響
を
挙
げ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
サ
イ
ト「Y

ou
 T

u
be

」で
も
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
人
気
を
得
て
お
り
、諸
活
動
自
粛

の
も
と
で
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
り
浸
透
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の

女
性
が
先
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査（
2
0
2
0
年
12

月
実
施
）に
よ
る
と
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽

し
む
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
率
は
4
割
超
と
、意
外

に
も
自
然
環
境
を
楽
し
む
代
表
的
な
旅
行
の

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」よ
り
普
及

し
て
い
る
。一
方
で「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
は

2
％
に
満
た
ず
、今
後
の
意
向
は
2
割
程
度
に

と
ど
ま
る
も
の
の
、活
動
の
特
性
を
考
え
る
と

高
い
数
値
だ
と
い
っ
て
よ
い（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　性
・
年
代
別
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、20
歳
代

か
ら
40
歳
代
に
か
け
た
層
に
人
気
が
あ
る
点
は

共
通
す
る
が
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」で
は
特
に
40

歳
代
男
性
の
4
割
強
が
し
て
み
た
い
と
答
え
た

こ
と
が
興
味
深
い（
図
8
）。ま
た
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
」経
験
者
に
限
る
と
、参
加
意
向
は
9
割
近
く

に
な
り
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ

ン
プ
」経
験
者
の
参
加
意
向
の
7
割
強
を
上
回

る（
図
2
）。

　野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
般
的
に
経
験

者
の
参
加
意
向
が
未
経
験
者
の
参
加
意
向
を
大

き
く
上
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

は「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」が
抜
き
ん
出
て
い
る
。自
然

に
浸
る
自
分
の
姿
の
発
信
を
目
的
に
す
る
よ
う

な
利
用
も
あ
り
、早
晩
に
熱
は
冷
め
る
と
い
う

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
5
月
の
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
、国
内
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅

行（
日
帰
り
を
含
む
）を
計
画
し
て
い
た
人
の
8

割
超
が
旅
行
を
取
り
や
め
た
と
回
答
し
て
い

る
。こ
の
比
率
は
6
月
に
65
％
と
な
り
、7
月
以

降
は
徐
々
に
低
下
し
た（
J
T
B
F
旅
行
実
態

調
査
）。特
に
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が

解
除
さ
れ
た
6
月
下
旬
に
な
る
と
、感
染
の
不

安
と
、休
日
・
休
暇
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
欲

の
せ
め
ぎ
合
い
が
、各
所
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、3
密
の
状
況
を
比
較
的
避
け

や
す
い
と
さ
れ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

領
域
を
み
る
と
、4
月
下
旬
に
山
岳
四
団
体
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
自
粛
を
発
表
、5
月
中

旬
に
は
山
梨
県
と
静
岡
県
が
富
士
山
登
山
道
の

閉
鎖
を
決
定
、5
月
下
旬
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
小
屋
の
営
業
見
合
わ
せ
が
報
道
さ
れ
た
。ま

た
、海
水
浴
場
の
開
設
中
止
報
道
が
相
次
い
だ
。

屋
外
で
あ
っ
て
も
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
場
所

や
、不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
山
小
屋
や
ビ
ー

チ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
は
十
分
な
感
染
予

防
策
が
と
れ
な
い
こ
と
、事
故
対
応
時
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、山
岳
四
団
体
は
自
粛
解
除
後
の
山

岳
ス
ポ
ー
ツ
再
開
に
む
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

2

❶
…

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
ション（
キ
ャン
プ
や
ト
レッ
キン
グ
）
〜
潜
在
需
要
の
顕
在
化

立山・室堂

上
高
地
河
童
橋
周
辺
の
状
況（
2
0
2
0
年
8
月
撮
影
）

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

発
表
し
た
。ま
た
、例
え
ば
優
れ
た
自
然
環
境
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
の
小
笠
原
で
は
、

観
光
協
会
が
部
会（
宿
泊
部
・
ガ
イ
ド
部
・
飲
食

部
・
商
事
部
）ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
7
月
の
来
島
自
粛
要
請
の
解
除
を
迎
え
た
。

観
光
地
ご
と
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
指
針
を

示
し
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
地
の
上
高
地
で

は
、7
月
半
ば
の
本
格
開
業
を
目
指
す
宿
泊
施

設
が
多
か
っ
た
が
、豪
雨
や
地
震
が
相
次
い
だ

た
め
、8
月
に
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
る
機

運
に
な
っ
た
と
い
う
。8
月
の
来
訪
者
数
は
例

年
の
4
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月

は
5
割
、10
月
に
は
8
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き

た
。河
童
橋
袂
の
五
千
尺
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、自

然
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
山
部
茜
さ
ん（
上
高
地
で
の
ガ
イ
ド
歴

14
年
）は
、「
8
月
に
な
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
い

う
感
じ
で
動
き
出
し
た
。上
高
地
全
体
の
訪
問

者
数
に
比
べ
る
と
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上

げ
は
よ
か
っ
た
。」と
い
う
。

　立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、4
月
の
全

線
開
通
直
後
に
営
業
を
休
止
し
た
。6
月
下
旬

に
再
開
し
て
か
ら
徐
々
に
勢
い
は
で
て
き
た
も

　上
高
地
の
山
部
さ
ん
は
、早
く
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
策
に
着
手
し
、6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
動
画
配
信（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ル
ツ

ア
ー
）を
実
施
し
た
。そ
の
後「
8
月
に
な
る
と

動
画
配
信
系
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
。現
地
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。お
客

さ
ん
の
中
に
は
、上
高
地
を
応
援
し
た
い
、と
い

う
人
も
い
た
。」と
、バ
ー
チ
ャ
ル
が
実
体
験
を

誘
発
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。ま
た
、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ス
を
割
引
し
た
。例
年
は
全
体

の
1
割
程
度
。割
引
き
し
て
も
通
常
コ
ー
ス
よ

り
高
い
が
、半
数
近
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ス
へ
の
参
加
だ
っ
た
。9
月
中
旬
か
ら
イ
ン
カ

ム
に
よ
る
解
説
を
始
め
た
。頑
張
っ
て
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
い
か
な
く
て
も
解
説
が
聞
こ
え
る
か

ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
と
、逆
に
感
染
対
策

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。」

と
、他
者
と
の
接
触
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
対
応

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
話
す
。

　さ
ら
に「
10
月
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利

用
が
増
え
、飛
び
入
り
参
加
が
増
え
た
。宿
泊
の

翌
日
に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
、値
段

の
高
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
。普
段

は
高
い
か
ら
ガ
イ
ド
は
使
わ
な
い
が
、今
回
は

安
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。」と
語
る
。五
色
ヶ
原
の
山
郷
さ
ん
も
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
所
要
時
間
や
ツ

ア
ー
費
を
下
げ
た
こ
と
が
実
績
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。山
部
さ
ん
の「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

地
域
ク
ー
ポ
ン
を
使
う
た
め
に
、少
し
調
べ
れ

ば
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
に
ガ
イ
ド
が
い
た
」と

い
う
感
想
に
、自
然
の
中
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
現
在
の
立
ち
位
置
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅

力
は
、安
心
・
安
全
に
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、ガ
イ
ド
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
思
わ
ぬ
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と
、解
説

を
通
し
て
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
前
半
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代

中
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
に
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
取
り
組
み
が
加

速
す
る
が
、取
り
組
み
地
域
の
拡
大
に
意
識
が

偏
り
が
ち
で
、需
要
の
実
状
に
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。今
般
、は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ

禍
が
社
会
実
験
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
登
山
ブ
ー

ム
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
着

実
に
市
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
連
な
る
全
長
80

k
m
の
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、里
山
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
ル
ー
ト
で
あ
る
。1
日
の
歩
行
距

離
に
適
し
た
6
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
切
ら
れ

て
お
り
、セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
け
て
歩
い
た

り
、サ
ブ
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス
や
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
ど
こ
ろ
を
往
復
す
る
楽
し

み
方
も
あ
る
。と
は
い
え
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

醍
醐
味
は
一
度
に
全
行
程
を
歩
き
切
る
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
で
、こ
の
場
合
は
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が

ら
4
泊
5
日
で
歩
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　N
P
O
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
大
西
宏
志
さ
ん
は
、「
6
月
末
ま
で
自
粛
要

請
を
出
し
て
い
た
の
で
、実
質
的
に
は
7
月
か

ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。9
月
に
な
る
と
例
年
に

な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増
え
て
き
た
。」と
、夏
以

降
は
好
調
で
あ
る
。さ
ら
に「
ソ
ロ
ま
た
は
少
人

数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
目
立
っ
た
。ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト
レ
イ
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
に
ぎ
わ
っ
た
。歩
き
終
え
た
人
の
多

く
は
J
R
飯
山
線
の
森
宮
野
原
駅
を
利
用
す
る

が
、駅
周
辺
の
人
か
ら
は
、今
年
は
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
た
と
聞
く
。」

と
、こ
こ
で
も
ソ
ロ
テ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

　山
小
屋
利
用
を
避
け
て
信
越
ト
レ
イ
ル
が
選

ば
れ
た
こ
と
、さ
ら
に「
こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
縦
走
に
行
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
人
が
今

シ
ー
ズ
ン
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま

た
、長
期
の
休
暇
取
得
が
難
し
い
職
場
な
の
で

信
越
ト
レ
イ
ル
を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、年
次

有
給
休
暇
5
日
間
取
得
の
義
務
化
と
職
場
の
協

力
に
よ
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
い
う
。い
つ
か
は
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
潜
在
需
要
を
、コ

ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。こ
う

し
た
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に

減
少
す
る
と
懸
念
す
る
も
の
の
、「
ス
ル
ー
ハ
イ

ク
で
は
ハ
イ
カ
ー
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
出
会

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
る
。こ
れ
ま

で
信
越
ト
レ
イ
ル
が
目
指
し
て
き
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
感
慨
深
く

語
り
、更
な
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大
、三
密

が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避
、海
外
旅
行
の
実

質
的
な
制
限
、観
光
需
要
誘
発
の
た
め
の
支
援

策
、受
け
入
れ
事
業
者
ら
の
創
意
工
夫
な
ど
に

よ
り
、各
ブ
ー
ム
が
加
速
し
た
。加
え
て
潜
在
し

て
い
た
需
要
が
顕
在
化
し
、野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
楽
し
さ
が
市
場
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。き
っ
か
け
は
と
も

あ
れ
、観
光
振
興
を
支
え
る
側
に
は
、こ
う
し
て

顕
在
化
し
た
需
要
に
、実
施
機
会
を
提
供
し
続

け
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
も
と
、体
験
に
伴
う
諸
環
境
の

整
備
・
充
実
は
必
須
だ
ろ
う
。自
然
の
中
で
の
活

動
の
き
っ
か
け
や
魅
力
の
本
質
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。観
光
需
要
は
、意
識
と
、お
金
と
時
間

と
い
う
制
約
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
り
形
に
な

る
と
考
え
る
。働
き
方
の
多
様
化
に
よ
る
時
間

の
自
由
度
の
高
ま
り
に
も
期
待
し
た
い
。

（
て
ら
さ
き

　た
つ
お
）

季
に
な
る
とG

o T
o

ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
後
押
し
も
受
け
て

よ
り
活
発
に
な
っ
た
。そ
の

中
で
も
、キ
ャ
ン
プ
、散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
動
き
が
目

立
っ
た
よ
う
だ
。

　中
部
山
岳
と
そ
の
周
辺
の

事
例
を
主
に
み
な
が
ら
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
概

観
し
て
み
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
〜

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

　2
0
1
0
年
頃
か
ら
続
く

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

数
の
増
加
傾
向
を
第
二
次
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム（
第
一
次

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

1
9
9
0
年
代
。こ
の
間
の

登
山
ブ
ー
ム
を
第
二
次
と

し
、こ
れ
を
第
三
次
と
す
る

見
方
も
あ
る
）と
称
し
、自
然

志
向
や
健
康
志
向
が
観
光
レ

で
は
岐
阜
県
内
客
限
定
で
受
け
入
れ
た
。」と
、

政
府
要
請
に
応
じ
た
運
営
を
語
る
。上
高
地
と

同
様
に
7
月
の
初
中
旬
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
休

業
の
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、8
月
以
降
は

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、シ
ー
ズ
ン
を
通
し

た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
と
い
う
評
価

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❶野外レクリエーション2
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野外レクリエーションへの参加意向［これまでの経験別（図1～6）と性・年代別（図7～８）］
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図 7 家族や友人・知人と楽しむキャンプ
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図 8 ソロキャンプ

男
性

女
性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

0% 40% 60% 80% 100%20%

してみたい したくない 無回答

図 1 家族や友人・知人と楽しむキャンプ
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図 3 日帰り登山
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図 4  山小屋での宿泊登山
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図 5 日本の国立公園を訪れる旅行

行ったことがある

知っているが
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図 6 自然の道を歩く旅行

行ったことがある

知っているが
行ったことはない

知らない

見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
み
る
限
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ら

に
拡
大
し
た「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」需
要
は
根
強
い

と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、登
山
時
の
テ
ン
ト
泊
に
目
を
向
け
る

と
、前
出
の
登
山
愛
好
家
は「
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、キ
ャ
ン
プ
用
の
マ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
。明
ら
か
に

荷
物
が
増
え
た
。」と
振
り
返
り
、剱
岳
、立
山
縦

走
や
奥
大
日
岳
へ
向
か
う
登
山
者
の
拠
点
で
あ

る
雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ
ン
ト
の
張
り
数
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ
っ
た
と
い
う
。「
山
小
屋

利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、複
数
で

き
て
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張
る
。ソ
ロ
テ
ン

ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。」と
言
い
切
る
。そ
う

な
る
と
キ
ャ
ン
プ
場
の
混
雑
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
嫌
気
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

で
も
テ
ン
ト
の
中
で
は
一
人
。こ
の
気
分
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。」と
、ソ
ロ
需
要
の
底
堅
さ
を
展
望

す
る
。

　石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
東
さ
ん
も
、「
山
小
屋
泊
り

だ
っ
た
人
が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
テ
ン
ト
泊
を
は

じ
め
た
。新
規
参
入
だ
が
山
の
素
人
で
は
な
い
。」

と
し
、登
山
学
校
の
テ
ン
ト
泊
初
心
者
向
け
の
講

座
は
募
集
後
す
ぐ
満
員
に
な
る
上
、テ
ン
ト
や

大
型
ザ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。

　1
9
9
0
年
代
の
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た

「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」は
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら「
山

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
女
性
の

登
山
が
牽
引
し
た
登
山
ブ
ー
ム
は
、雑
誌
を
始

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
が
種
を
ま
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
が
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ

の
後
も
定
着
し
た
の
は
、山
小
屋
の
整
備
、道
具

の
軽
量
化
と
い
っ
た
環
境
整
備
と
、洗
練
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
間
口
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。そ
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、や
り
き
っ
た
感
に
浸
る
と
い
っ
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
る
。

　オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
地
里
山
で
楽
し
む

「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」と
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
拠

点
で
の
テ
ン
ト
泊
で
は
、当
初
の
目
的
、必
要
と

な
る
技
術
や
経
験
値
、利
用
層
に
多
少
の
ズ
レ

は
あ
る
も
の
の
、体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

用
に
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
は
、社
会
と

の
つ
な
が
り
を
し
ば
し
断
っ
て
、テ
ン
ト
を
包

む
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、一
人
の

時
間
と
空
間
に
心
を
静
め
て
自
身
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
、と
い
う
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
ガ
イ
ド
付
き

の
自
然
散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　乗
鞍
岳
の
山
麓
に
、ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が

必
須
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
2
0
0
4
年
に
開
業
し

た
。こ
の
五
色
ヶ
原
の
森
に

は
、カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
、シ
ラ

ビ
ソ
コ
ー
ス
、
ゴ
ス
ワ
ラ

コ
ー
ス
の
3
つ
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
低

差
は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

だ
が
、約
8
時
間
が
か
り
の

本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
森
を
管
理
す
る
高
山

市
環
境
政
策
部
の
山
郷
三
昭

さ
ん
に
よ
る
と「
完
全
予
約

制
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

お
客
さ
ん
の
属
性
が
わ
か
る

の
が
よ
か
っ
た
。6
月
1
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、3
週
頃
ま

に
加
え
、「
感
染
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
1
人
あ
た

り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。9
月
以
降
は
岐
阜

県
民
対
象
の
半
額
ツ
ア
ー
が
牽
引
し
た
ほ
か
、

県
外
客
も
増
え
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
山
小
屋

の
収
容
者
数
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
然
散
策
に
訪
れ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、五
色
ヶ
原
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
振
り
返
る
。

の
の
、ア
ク
セ
ス
路
の
乗
車
数
や
宿
泊
客
数
を

制
限
し
た
た
め
に
、例
年
並
み
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ト
中
心
の
室
堂
（
標
高

2
4
5
0
m
）を
よ
く
訪
れ
る
登
山
愛
好
家
は
、

「
景
色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
一
般
的
な
観
光
客
、

み
く
り
が
池
周
辺
を
散
策
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

客
、立
山
や
剱
岳
な
ど
を
目
指
す
登
山
者
が
い

る
。今
シ
ー
ズ
ン
は
登
山
者
の
比
率
が
高
か
っ

た
。ど
う
し
て
も
山
に
行
き
た
い
と
い
う
熱
意

を
感
じ
た
。」と
振
り
返
る
。

　こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、夏
休
み
を
機
に
動
き
始
め
、秋

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
顕
著
に
な
っ
た
と

い
う
。こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
の
も
と
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
ム
ー
ド
に
反
発
す
る
よ
う
に
野
外

活
動
へ
の
願
望
が
強
ま
っ
た
と
い
う
の
は
無
理

の
な
い
仮
説
だ
ろ
う
。

　大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
会

社
・
石
井
ス
ポ
ー
ツ
で
登
山
学
校
事
務
局
長
を

務
め
る
東
秀
訓
さ
ん
は
、「
自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
動
き
が
目
立
っ

た
。例
え
ば
登
山
用
の
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ

と
。4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
こ
う
し
た
商
品

が
良
く
売
れ
た
。」と
、当
時
を
振
り
返
る
。テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
家
庭
内
に
仕
事
を
持
ち
込
み
、

オ
ン
と
オ
フ
が
曖
昧
に
な
る
状
況
下
、非
日
常

を
誇
示
す
る
た
め
の
プ
チ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

で
あ
る
。

　ま
た
、「
8
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品

の
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。一
人
で
使
え
る
厚
み

の
あ
る
鉄
板
の
販
売
数
が
増
え
た
。オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
併
設
の
サ
イ
ト
で
、一
人
で
テ
ン
ト

を
張
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
。」と
み
る
。さ
ら
に
、「
4
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
登
山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト

の
人
気
が
急
騰
し
て
き
た
。テ
ン
ト
場
で
焚
き

火
を
し
、お
い
し
い
料
理
を
つ
く
り
、酒
を
飲
む

と
い
う
の
が
は
や
っ
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り

ソ
ロ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。」と
話
し
、こ
う
し
た
登

山
者
も
山
に
行
け
な
い
の
で
行
き
や
す
い
場
所

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
分
析
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
と
し
て『
ふ
た
り

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ（
講
談
社
刊
。初
出
は
2
0
1
8

年
）』な
ど
の
野
外
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
影
響
を
挙
げ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
サ
イ
ト「Y

ou
 T

u
be

」で
も
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
人
気
を
得
て
お
り
、諸
活
動
自
粛

の
も
と
で
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
り
浸
透
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の

女
性
が
先
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査（
2
0
2
0
年
12

月
実
施
）に
よ
る
と
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽

し
む
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
率
は
4
割
超
と
、意
外

に
も
自
然
環
境
を
楽
し
む
代
表
的
な
旅
行
の

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」よ
り
普
及

し
て
い
る
。一
方
で「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
は

2
％
に
満
た
ず
、今
後
の
意
向
は
2
割
程
度
に

と
ど
ま
る
も
の
の
、活
動
の
特
性
を
考
え
る
と

高
い
数
値
だ
と
い
っ
て
よ
い（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　性
・
年
代
別
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、20
歳
代

か
ら
40
歳
代
に
か
け
た
層
に
人
気
が
あ
る
点
は

共
通
す
る
が
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」で
は
特
に
40

歳
代
男
性
の
4
割
強
が
し
て
み
た
い
と
答
え
た

こ
と
が
興
味
深
い（
図
8
）。ま
た
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
」経
験
者
に
限
る
と
、参
加
意
向
は
9
割
近
く

に
な
り
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ

ン
プ
」経
験
者
の
参
加
意
向
の
7
割
強
を
上
回

る（
図
2
）。

　野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
般
的
に
経
験

者
の
参
加
意
向
が
未
経
験
者
の
参
加
意
向
を
大

き
く
上
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

は「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」が
抜
き
ん
出
て
い
る
。自
然

に
浸
る
自
分
の
姿
の
発
信
を
目
的
に
す
る
よ
う

な
利
用
も
あ
り
、早
晩
に
熱
は
冷
め
る
と
い
う

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
5
月
の
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
、国
内
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅

行（
日
帰
り
を
含
む
）を
計
画
し
て
い
た
人
の
8

割
超
が
旅
行
を
取
り
や
め
た
と
回
答
し
て
い

る
。こ
の
比
率
は
6
月
に
65
％
と
な
り
、7
月
以

降
は
徐
々
に
低
下
し
た（
J
T
B
F
旅
行
実
態

調
査
）。特
に
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が

解
除
さ
れ
た
6
月
下
旬
に
な
る
と
、感
染
の
不

安
と
、休
日
・
休
暇
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
欲

の
せ
め
ぎ
合
い
が
、各
所
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、3
密
の
状
況
を
比
較
的
避
け

や
す
い
と
さ
れ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

領
域
を
み
る
と
、4
月
下
旬
に
山
岳
四
団
体
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
自
粛
を
発
表
、5
月
中

旬
に
は
山
梨
県
と
静
岡
県
が
富
士
山
登
山
道
の

閉
鎖
を
決
定
、5
月
下
旬
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
小
屋
の
営
業
見
合
わ
せ
が
報
道
さ
れ
た
。ま

た
、海
水
浴
場
の
開
設
中
止
報
道
が
相
次
い
だ
。

屋
外
で
あ
っ
て
も
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
場
所

や
、不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
山
小
屋
や
ビ
ー

チ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
は
十
分
な
感
染
予

防
策
が
と
れ
な
い
こ
と
、事
故
対
応
時
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、山
岳
四
団
体
は
自
粛
解
除
後
の
山

岳
ス
ポ
ー
ツ
再
開
に
む
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

雷鳥沢キャンプ場（写真：Takumi Sekiguchi/PIXTA）

乗鞍・五色ヶ原

発
表
し
た
。ま
た
、例
え
ば
優
れ
た
自
然
環
境
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
の
小
笠
原
で
は
、

観
光
協
会
が
部
会（
宿
泊
部
・
ガ
イ
ド
部
・
飲
食

部
・
商
事
部
）ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
7
月
の
来
島
自
粛
要
請
の
解
除
を
迎
え
た
。

観
光
地
ご
と
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
指
針
を

示
し
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
地
の
上
高
地
で

は
、7
月
半
ば
の
本
格
開
業
を
目
指
す
宿
泊
施

設
が
多
か
っ
た
が
、豪
雨
や
地
震
が
相
次
い
だ

た
め
、8
月
に
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
る
機

運
に
な
っ
た
と
い
う
。8
月
の
来
訪
者
数
は
例

年
の
4
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月

は
5
割
、10
月
に
は
8
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き

た
。河
童
橋
袂
の
五
千
尺
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、自

然
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
山
部
茜
さ
ん（
上
高
地
で
の
ガ
イ
ド
歴

14
年
）は
、「
8
月
に
な
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
い

う
感
じ
で
動
き
出
し
た
。上
高
地
全
体
の
訪
問

者
数
に
比
べ
る
と
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上

げ
は
よ
か
っ
た
。」と
い
う
。

　立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、4
月
の
全

線
開
通
直
後
に
営
業
を
休
止
し
た
。6
月
下
旬

に
再
開
し
て
か
ら
徐
々
に
勢
い
は
で
て
き
た
も

　上
高
地
の
山
部
さ
ん
は
、早
く
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
策
に
着
手
し
、6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
動
画
配
信（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ル
ツ

ア
ー
）を
実
施
し
た
。そ
の
後「
8
月
に
な
る
と

動
画
配
信
系
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
。現
地
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。お
客

さ
ん
の
中
に
は
、上
高
地
を
応
援
し
た
い
、と
い

う
人
も
い
た
。」と
、バ
ー
チ
ャ
ル
が
実
体
験
を

誘
発
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。ま
た
、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ス
を
割
引
し
た
。例
年
は
全
体

の
1
割
程
度
。割
引
き
し
て
も
通
常
コ
ー
ス
よ

り
高
い
が
、半
数
近
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ス
へ
の
参
加
だ
っ
た
。9
月
中
旬
か
ら
イ
ン
カ

ム
に
よ
る
解
説
を
始
め
た
。頑
張
っ
て
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
い
か
な
く
て
も
解
説
が
聞
こ
え
る
か

ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
と
、逆
に
感
染
対
策

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。」

と
、他
者
と
の
接
触
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
対
応

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
話
す
。

　さ
ら
に「
10
月
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利

用
が
増
え
、飛
び
入
り
参
加
が
増
え
た
。宿
泊
の

翌
日
に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
、値
段

の
高
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
。普
段

は
高
い
か
ら
ガ
イ
ド
は
使
わ
な
い
が
、今
回
は

安
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。」と
語
る
。五
色
ヶ
原
の
山
郷
さ
ん
も
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
所
要
時
間
や
ツ

ア
ー
費
を
下
げ
た
こ
と
が
実
績
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。山
部
さ
ん
の「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

地
域
ク
ー
ポ
ン
を
使
う
た
め
に
、少
し
調
べ
れ

ば
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
に
ガ
イ
ド
が
い
た
」と

い
う
感
想
に
、自
然
の
中
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
現
在
の
立
ち
位
置
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅

力
は
、安
心
・
安
全
に
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、ガ
イ
ド
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
思
わ
ぬ
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と
、解
説

を
通
し
て
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
前
半
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代

中
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
に
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
取
り
組
み
が
加

速
す
る
が
、取
り
組
み
地
域
の
拡
大
に
意
識
が

偏
り
が
ち
で
、需
要
の
実
状
に
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。今
般
、は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ

禍
が
社
会
実
験
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
登
山
ブ
ー

ム
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
着

実
に
市
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
連
な
る
全
長
80

k
m
の
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、里
山
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
ル
ー
ト
で
あ
る
。1
日
の
歩
行
距

離
に
適
し
た
6
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
切
ら
れ

て
お
り
、セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
け
て
歩
い
た

り
、サ
ブ
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス
や
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
ど
こ
ろ
を
往
復
す
る
楽
し

み
方
も
あ
る
。と
は
い
え
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

醍
醐
味
は
一
度
に
全
行
程
を
歩
き
切
る
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
で
、こ
の
場
合
は
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が

ら
4
泊
5
日
で
歩
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　N
P
O
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
大
西
宏
志
さ
ん
は
、「
6
月
末
ま
で
自
粛
要

請
を
出
し
て
い
た
の
で
、実
質
的
に
は
7
月
か

ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。9
月
に
な
る
と
例
年
に

な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増
え
て
き
た
。」と
、夏
以

降
は
好
調
で
あ
る
。さ
ら
に「
ソ
ロ
ま
た
は
少
人

数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
目
立
っ
た
。ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト
レ
イ
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
に
ぎ
わ
っ
た
。歩
き
終
え
た
人
の
多

く
は
J
R
飯
山
線
の
森
宮
野
原
駅
を
利
用
す
る

が
、駅
周
辺
の
人
か
ら
は
、今
年
は
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
た
と
聞
く
。」

と
、こ
こ
で
も
ソ
ロ
テ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

　山
小
屋
利
用
を
避
け
て
信
越
ト
レ
イ
ル
が
選

ば
れ
た
こ
と
、さ
ら
に「
こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
縦
走
に
行
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
人
が
今

シ
ー
ズ
ン
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま

た
、長
期
の
休
暇
取
得
が
難
し
い
職
場
な
の
で

信
越
ト
レ
イ
ル
を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、年
次

有
給
休
暇
5
日
間
取
得
の
義
務
化
と
職
場
の
協

力
に
よ
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
い
う
。い
つ
か
は
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
潜
在
需
要
を
、コ

ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。こ
う

し
た
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に

減
少
す
る
と
懸
念
す
る
も
の
の
、「
ス
ル
ー
ハ
イ

ク
で
は
ハ
イ
カ
ー
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
出
会

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
る
。こ
れ
ま

で
信
越
ト
レ
イ
ル
が
目
指
し
て
き
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
感
慨
深
く

語
り
、更
な
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大
、三
密

が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避
、海
外
旅
行
の
実

質
的
な
制
限
、観
光
需
要
誘
発
の
た
め
の
支
援

策
、受
け
入
れ
事
業
者
ら
の
創
意
工
夫
な
ど
に

よ
り
、各
ブ
ー
ム
が
加
速
し
た
。加
え
て
潜
在
し

て
い
た
需
要
が
顕
在
化
し
、野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
楽
し
さ
が
市
場
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。き
っ
か
け
は
と
も

あ
れ
、観
光
振
興
を
支
え
る
側
に
は
、こ
う
し
て

顕
在
化
し
た
需
要
に
、実
施
機
会
を
提
供
し
続

け
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
も
と
、体
験
に
伴
う
諸
環
境
の

整
備
・
充
実
は
必
須
だ
ろ
う
。自
然
の
中
で
の
活

動
の
き
っ
か
け
や
魅
力
の
本
質
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。観
光
需
要
は
、意
識
と
、お
金
と
時
間

と
い
う
制
約
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
り
形
に
な

る
と
考
え
る
。働
き
方
の
多
様
化
に
よ
る
時
間

の
自
由
度
の
高
ま
り
に
も
期
待
し
た
い
。

（
て
ら
さ
き

　た
つ
お
）

季
に
な
る
とG

o T
o

ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
後
押
し
も
受
け
て

よ
り
活
発
に
な
っ
た
。そ
の

中
で
も
、キ
ャ
ン
プ
、散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
動
き
が
目

立
っ
た
よ
う
だ
。

　中
部
山
岳
と
そ
の
周
辺
の

事
例
を
主
に
み
な
が
ら
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
概

観
し
て
み
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
〜

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

　2
0
1
0
年
頃
か
ら
続
く

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

数
の
増
加
傾
向
を
第
二
次
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム（
第
一
次

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

1
9
9
0
年
代
。こ
の
間
の

登
山
ブ
ー
ム
を
第
二
次
と

し
、こ
れ
を
第
三
次
と
す
る

見
方
も
あ
る
）と
称
し
、自
然

志
向
や
健
康
志
向
が
観
光
レ

で
は
岐
阜
県
内
客
限
定
で
受
け
入
れ
た
。」と
、

政
府
要
請
に
応
じ
た
運
営
を
語
る
。上
高
地
と

同
様
に
7
月
の
初
中
旬
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
休

業
の
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、8
月
以
降
は

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、シ
ー
ズ
ン
を
通
し

た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
と
い
う
評
価

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❶野外レクリエーション2
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野外レクリエーションへの参加意向［これまでの経験別（図1～6）と性・年代別（図7～８）］
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図 7 家族や友人・知人と楽しむキャンプ
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図 8 ソロキャンプ
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図 1 家族や友人・知人と楽しむキャンプ
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図 3 日帰り登山
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図 4  山小屋での宿泊登山
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図 5 日本の国立公園を訪れる旅行
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図 6 自然の道を歩く旅行
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見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
み
る
限
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ら

に
拡
大
し
た「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」需
要
は
根
強
い

と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、登
山
時
の
テ
ン
ト
泊
に
目
を
向
け
る

と
、前
出
の
登
山
愛
好
家
は「
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、キ
ャ
ン
プ
用
の
マ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
。明
ら
か
に

荷
物
が
増
え
た
。」と
振
り
返
り
、剱
岳
、立
山
縦

走
や
奥
大
日
岳
へ
向
か
う
登
山
者
の
拠
点
で
あ

る
雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ
ン
ト
の
張
り
数
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ
っ
た
と
い
う
。「
山
小
屋

利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、複
数
で

き
て
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張
る
。ソ
ロ
テ
ン

ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。」と
言
い
切
る
。そ
う

な
る
と
キ
ャ
ン
プ
場
の
混
雑
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
嫌
気
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

で
も
テ
ン
ト
の
中
で
は
一
人
。こ
の
気
分
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。」と
、ソ
ロ
需
要
の
底
堅
さ
を
展
望

す
る
。

　石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
東
さ
ん
も
、「
山
小
屋
泊
り

だ
っ
た
人
が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
テ
ン
ト
泊
を
は

じ
め
た
。新
規
参
入
だ
が
山
の
素
人
で
は
な
い
。」

と
し
、登
山
学
校
の
テ
ン
ト
泊
初
心
者
向
け
の
講

座
は
募
集
後
す
ぐ
満
員
に
な
る
上
、テ
ン
ト
や

大
型
ザ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。

　1
9
9
0
年
代
の
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た

「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」は
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら「
山

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
女
性
の

登
山
が
牽
引
し
た
登
山
ブ
ー
ム
は
、雑
誌
を
始

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
が
種
を
ま
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
が
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ

の
後
も
定
着
し
た
の
は
、山
小
屋
の
整
備
、道
具

の
軽
量
化
と
い
っ
た
環
境
整
備
と
、洗
練
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
間
口
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。そ
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、や
り
き
っ
た
感
に
浸
る
と
い
っ
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
る
。

　オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
地
里
山
で
楽
し
む

「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」と
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
拠

点
で
の
テ
ン
ト
泊
で
は
、当
初
の
目
的
、必
要
と

な
る
技
術
や
経
験
値
、利
用
層
に
多
少
の
ズ
レ

は
あ
る
も
の
の
、体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

用
に
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
は
、社
会
と

の
つ
な
が
り
を
し
ば
し
断
っ
て
、テ
ン
ト
を
包

む
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、一
人
の

時
間
と
空
間
に
心
を
静
め
て
自
身
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
、と
い
う
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
ガ
イ
ド
付
き

の
自
然
散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　乗
鞍
岳
の
山
麓
に
、ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が

必
須
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
2
0
0
4
年
に
開
業
し

た
。こ
の
五
色
ヶ
原
の
森
に

は
、カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
、シ
ラ

ビ
ソ
コ
ー
ス
、
ゴ
ス
ワ
ラ

コ
ー
ス
の
3
つ
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
低

差
は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

だ
が
、約
8
時
間
が
か
り
の

本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
森
を
管
理
す
る
高
山

市
環
境
政
策
部
の
山
郷
三
昭

さ
ん
に
よ
る
と「
完
全
予
約

制
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

お
客
さ
ん
の
属
性
が
わ
か
る

の
が
よ
か
っ
た
。6
月
1
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、3
週
頃
ま

に
加
え
、「
感
染
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
1
人
あ
た

り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。9
月
以
降
は
岐
阜

県
民
対
象
の
半
額
ツ
ア
ー
が
牽
引
し
た
ほ
か
、

県
外
客
も
増
え
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
山
小
屋

の
収
容
者
数
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
然
散
策
に
訪
れ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、五
色
ヶ
原
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
振
り
返
る
。

の
の
、ア
ク
セ
ス
路
の
乗
車
数
や
宿
泊
客
数
を

制
限
し
た
た
め
に
、例
年
並
み
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ト
中
心
の
室
堂
（
標
高

2
4
5
0
m
）を
よ
く
訪
れ
る
登
山
愛
好
家
は
、

「
景
色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
一
般
的
な
観
光
客
、

み
く
り
が
池
周
辺
を
散
策
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

客
、立
山
や
剱
岳
な
ど
を
目
指
す
登
山
者
が
い

る
。今
シ
ー
ズ
ン
は
登
山
者
の
比
率
が
高
か
っ

た
。ど
う
し
て
も
山
に
行
き
た
い
と
い
う
熱
意

を
感
じ
た
。」と
振
り
返
る
。

　こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、夏
休
み
を
機
に
動
き
始
め
、秋

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
顕
著
に
な
っ
た
と

い
う
。こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
の
も
と
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
ム
ー
ド
に
反
発
す
る
よ
う
に
野
外

活
動
へ
の
願
望
が
強
ま
っ
た
と
い
う
の
は
無
理

の
な
い
仮
説
だ
ろ
う
。

　大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
会

社
・
石
井
ス
ポ
ー
ツ
で
登
山
学
校
事
務
局
長
を

務
め
る
東
秀
訓
さ
ん
は
、「
自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
動
き
が
目
立
っ

た
。例
え
ば
登
山
用
の
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ

と
。4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
こ
う
し
た
商
品

が
良
く
売
れ
た
。」と
、当
時
を
振
り
返
る
。テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
家
庭
内
に
仕
事
を
持
ち
込
み
、

オ
ン
と
オ
フ
が
曖
昧
に
な
る
状
況
下
、非
日
常

を
誇
示
す
る
た
め
の
プ
チ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

で
あ
る
。

　ま
た
、「
8
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品

の
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。一
人
で
使
え
る
厚
み

の
あ
る
鉄
板
の
販
売
数
が
増
え
た
。オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
併
設
の
サ
イ
ト
で
、一
人
で
テ
ン
ト

を
張
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
。」と
み
る
。さ
ら
に
、「
4
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
登
山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト

の
人
気
が
急
騰
し
て
き
た
。テ
ン
ト
場
で
焚
き

火
を
し
、お
い
し
い
料
理
を
つ
く
り
、酒
を
飲
む

と
い
う
の
が
は
や
っ
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り

ソ
ロ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。」と
話
し
、こ
う
し
た
登

山
者
も
山
に
行
け
な
い
の
で
行
き
や
す
い
場
所

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
分
析
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
と
し
て『
ふ
た
り

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ（
講
談
社
刊
。初
出
は
2
0
1
8

年
）』な
ど
の
野
外
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
影
響
を
挙
げ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
サ
イ
ト「Y

ou
 T

u
be

」で
も
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
人
気
を
得
て
お
り
、諸
活
動
自
粛

の
も
と
で
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
り
浸
透
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の

女
性
が
先
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査（
2
0
2
0
年
12

月
実
施
）に
よ
る
と
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽

し
む
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
率
は
4
割
超
と
、意
外

に
も
自
然
環
境
を
楽
し
む
代
表
的
な
旅
行
の

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」よ
り
普
及

し
て
い
る
。一
方
で「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
は

2
％
に
満
た
ず
、今
後
の
意
向
は
2
割
程
度
に

と
ど
ま
る
も
の
の
、活
動
の
特
性
を
考
え
る
と

高
い
数
値
だ
と
い
っ
て
よ
い（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　性
・
年
代
別
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、20
歳
代

か
ら
40
歳
代
に
か
け
た
層
に
人
気
が
あ
る
点
は

共
通
す
る
が
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」で
は
特
に
40

歳
代
男
性
の
4
割
強
が
し
て
み
た
い
と
答
え
た

こ
と
が
興
味
深
い（
図
8
）。ま
た
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
」経
験
者
に
限
る
と
、参
加
意
向
は
9
割
近
く

に
な
り
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ

ン
プ
」経
験
者
の
参
加
意
向
の
7
割
強
を
上
回

る（
図
2
）。

　野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
般
的
に
経
験

者
の
参
加
意
向
が
未
経
験
者
の
参
加
意
向
を
大

き
く
上
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

は「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」が
抜
き
ん
出
て
い
る
。自
然

に
浸
る
自
分
の
姿
の
発
信
を
目
的
に
す
る
よ
う

な
利
用
も
あ
り
、早
晩
に
熱
は
冷
め
る
と
い
う

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
5
月
の
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
、国
内
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅

行（
日
帰
り
を
含
む
）を
計
画
し
て
い
た
人
の
8

割
超
が
旅
行
を
取
り
や
め
た
と
回
答
し
て
い

る
。こ
の
比
率
は
6
月
に
65
％
と
な
り
、7
月
以

降
は
徐
々
に
低
下
し
た（
J
T
B
F
旅
行
実
態

調
査
）。特
に
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が

解
除
さ
れ
た
6
月
下
旬
に
な
る
と
、感
染
の
不

安
と
、休
日
・
休
暇
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
欲

の
せ
め
ぎ
合
い
が
、各
所
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、3
密
の
状
況
を
比
較
的
避
け

や
す
い
と
さ
れ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

領
域
を
み
る
と
、4
月
下
旬
に
山
岳
四
団
体
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
自
粛
を
発
表
、5
月
中

旬
に
は
山
梨
県
と
静
岡
県
が
富
士
山
登
山
道
の

閉
鎖
を
決
定
、5
月
下
旬
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
小
屋
の
営
業
見
合
わ
せ
が
報
道
さ
れ
た
。ま

た
、海
水
浴
場
の
開
設
中
止
報
道
が
相
次
い
だ
。

屋
外
で
あ
っ
て
も
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
場
所

や
、不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
山
小
屋
や
ビ
ー

チ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
は
十
分
な
感
染
予

防
策
が
と
れ
な
い
こ
と
、事
故
対
応
時
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、山
岳
四
団
体
は
自
粛
解
除
後
の
山

岳
ス
ポ
ー
ツ
再
開
に
む
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

雷鳥沢キャンプ場（写真：Takumi Sekiguchi/PIXTA）

乗鞍・五色ヶ原

発
表
し
た
。ま
た
、例
え
ば
優
れ
た
自
然
環
境
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
の
小
笠
原
で
は
、

観
光
協
会
が
部
会（
宿
泊
部
・
ガ
イ
ド
部
・
飲
食

部
・
商
事
部
）ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
7
月
の
来
島
自
粛
要
請
の
解
除
を
迎
え
た
。

観
光
地
ご
と
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
指
針
を

示
し
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
地
の
上
高
地
で

は
、7
月
半
ば
の
本
格
開
業
を
目
指
す
宿
泊
施

設
が
多
か
っ
た
が
、豪
雨
や
地
震
が
相
次
い
だ

た
め
、8
月
に
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
る
機

運
に
な
っ
た
と
い
う
。8
月
の
来
訪
者
数
は
例

年
の
4
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月

は
5
割
、10
月
に
は
8
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き

た
。河
童
橋
袂
の
五
千
尺
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、自

然
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
山
部
茜
さ
ん（
上
高
地
で
の
ガ
イ
ド
歴

14
年
）は
、「
8
月
に
な
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
い

う
感
じ
で
動
き
出
し
た
。上
高
地
全
体
の
訪
問

者
数
に
比
べ
る
と
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上

げ
は
よ
か
っ
た
。」と
い
う
。

　立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、4
月
の
全

線
開
通
直
後
に
営
業
を
休
止
し
た
。6
月
下
旬

に
再
開
し
て
か
ら
徐
々
に
勢
い
は
で
て
き
た
も

　上
高
地
の
山
部
さ
ん
は
、早
く
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
策
に
着
手
し
、6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
動
画
配
信（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ル
ツ

ア
ー
）を
実
施
し
た
。そ
の
後「
8
月
に
な
る
と

動
画
配
信
系
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
。現
地
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。お
客

さ
ん
の
中
に
は
、上
高
地
を
応
援
し
た
い
、と
い

う
人
も
い
た
。」と
、バ
ー
チ
ャ
ル
が
実
体
験
を

誘
発
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。ま
た
、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ス
を
割
引
し
た
。例
年
は
全
体

の
1
割
程
度
。割
引
き
し
て
も
通
常
コ
ー
ス
よ

り
高
い
が
、半
数
近
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ス
へ
の
参
加
だ
っ
た
。9
月
中
旬
か
ら
イ
ン
カ

ム
に
よ
る
解
説
を
始
め
た
。頑
張
っ
て
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
い
か
な
く
て
も
解
説
が
聞
こ
え
る
か

ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
と
、逆
に
感
染
対
策

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。」

と
、他
者
と
の
接
触
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
対
応

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
話
す
。

　さ
ら
に「
10
月
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利

用
が
増
え
、飛
び
入
り
参
加
が
増
え
た
。宿
泊
の

翌
日
に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
、値
段

の
高
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
。普
段

は
高
い
か
ら
ガ
イ
ド
は
使
わ
な
い
が
、今
回
は

安
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。」と
語
る
。五
色
ヶ
原
の
山
郷
さ
ん
も
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
所
要
時
間
や
ツ

ア
ー
費
を
下
げ
た
こ
と
が
実
績
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。山
部
さ
ん
の「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

地
域
ク
ー
ポ
ン
を
使
う
た
め
に
、少
し
調
べ
れ

ば
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
に
ガ
イ
ド
が
い
た
」と

い
う
感
想
に
、自
然
の
中
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
現
在
の
立
ち
位
置
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅

力
は
、安
心
・
安
全
に
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、ガ
イ
ド
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
思
わ
ぬ
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と
、解
説

を
通
し
て
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
前
半
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代

中
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
に
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
取
り
組
み
が
加

速
す
る
が
、取
り
組
み
地
域
の
拡
大
に
意
識
が

偏
り
が
ち
で
、需
要
の
実
状
に
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。今
般
、は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ

禍
が
社
会
実
験
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
登
山
ブ
ー

ム
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
着

実
に
市
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
連
な
る
全
長
80

k
m
の
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、里
山
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
ル
ー
ト
で
あ
る
。1
日
の
歩
行
距

離
に
適
し
た
6
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
切
ら
れ

て
お
り
、セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
け
て
歩
い
た

り
、サ
ブ
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス
や
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
ど
こ
ろ
を
往
復
す
る
楽
し

み
方
も
あ
る
。と
は
い
え
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

醍
醐
味
は
一
度
に
全
行
程
を
歩
き
切
る
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
で
、こ
の
場
合
は
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が

ら
4
泊
5
日
で
歩
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　N
P
O
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
大
西
宏
志
さ
ん
は
、「
6
月
末
ま
で
自
粛
要

請
を
出
し
て
い
た
の
で
、実
質
的
に
は
7
月
か

ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。9
月
に
な
る
と
例
年
に

な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増
え
て
き
た
。」と
、夏
以

降
は
好
調
で
あ
る
。さ
ら
に「
ソ
ロ
ま
た
は
少
人

数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
目
立
っ
た
。ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト
レ
イ
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
に
ぎ
わ
っ
た
。歩
き
終
え
た
人
の
多

く
は
J
R
飯
山
線
の
森
宮
野
原
駅
を
利
用
す
る

が
、駅
周
辺
の
人
か
ら
は
、今
年
は
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
た
と
聞
く
。」

と
、こ
こ
で
も
ソ
ロ
テ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

　山
小
屋
利
用
を
避
け
て
信
越
ト
レ
イ
ル
が
選

ば
れ
た
こ
と
、さ
ら
に「
こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
縦
走
に
行
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
人
が
今

シ
ー
ズ
ン
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま

た
、長
期
の
休
暇
取
得
が
難
し
い
職
場
な
の
で

信
越
ト
レ
イ
ル
を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、年
次

有
給
休
暇
5
日
間
取
得
の
義
務
化
と
職
場
の
協

力
に
よ
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
い
う
。い
つ
か
は
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
潜
在
需
要
を
、コ

ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。こ
う

し
た
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に

減
少
す
る
と
懸
念
す
る
も
の
の
、「
ス
ル
ー
ハ
イ

ク
で
は
ハ
イ
カ
ー
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
出
会

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
る
。こ
れ
ま

で
信
越
ト
レ
イ
ル
が
目
指
し
て
き
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
感
慨
深
く

語
り
、更
な
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大
、三
密

が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避
、海
外
旅
行
の
実

質
的
な
制
限
、観
光
需
要
誘
発
の
た
め
の
支
援

策
、受
け
入
れ
事
業
者
ら
の
創
意
工
夫
な
ど
に

よ
り
、各
ブ
ー
ム
が
加
速
し
た
。加
え
て
潜
在
し

て
い
た
需
要
が
顕
在
化
し
、野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
楽
し
さ
が
市
場
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。き
っ
か
け
は
と
も

あ
れ
、観
光
振
興
を
支
え
る
側
に
は
、こ
う
し
て

顕
在
化
し
た
需
要
に
、実
施
機
会
を
提
供
し
続

け
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
も
と
、体
験
に
伴
う
諸
環
境
の

整
備
・
充
実
は
必
須
だ
ろ
う
。自
然
の
中
で
の
活

動
の
き
っ
か
け
や
魅
力
の
本
質
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。観
光
需
要
は
、意
識
と
、お
金
と
時
間

と
い
う
制
約
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
り
形
に
な

る
と
考
え
る
。働
き
方
の
多
様
化
に
よ
る
時
間

の
自
由
度
の
高
ま
り
に
も
期
待
し
た
い
。

（
て
ら
さ
き

　た
つ
お
）

季
に
な
る
とG

o T
o

ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
後
押
し
も
受
け
て

よ
り
活
発
に
な
っ
た
。そ
の

中
で
も
、キ
ャ
ン
プ
、散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
動
き
が
目

立
っ
た
よ
う
だ
。

　中
部
山
岳
と
そ
の
周
辺
の

事
例
を
主
に
み
な
が
ら
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
概

観
し
て
み
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
〜

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

　2
0
1
0
年
頃
か
ら
続
く

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

数
の
増
加
傾
向
を
第
二
次
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム（
第
一
次

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

1
9
9
0
年
代
。こ
の
間
の

登
山
ブ
ー
ム
を
第
二
次
と

し
、こ
れ
を
第
三
次
と
す
る

見
方
も
あ
る
）と
称
し
、自
然

志
向
や
健
康
志
向
が
観
光
レ

で
は
岐
阜
県
内
客
限
定
で
受
け
入
れ
た
。」と
、

政
府
要
請
に
応
じ
た
運
営
を
語
る
。上
高
地
と

同
様
に
7
月
の
初
中
旬
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
休

業
の
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、8
月
以
降
は

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、シ
ー
ズ
ン
を
通
し

た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
と
い
う
評
価

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❶野外レクリエーション2

第248号 February 202111



見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
み
る
限
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
さ
ら

に
拡
大
し
た「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」需
要
は
根
強
い

と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、登
山
時
の
テ
ン
ト
泊
に
目
を
向
け
る

と
、前
出
の
登
山
愛
好
家
は「
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、キ
ャ
ン
プ
用
の
マ
ッ
ト
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
旅
行
者
が
多
く
な
っ
た
。明
ら
か
に

荷
物
が
増
え
た
。」と
振
り
返
り
、剱
岳
、立
山
縦

走
や
奥
大
日
岳
へ
向
か
う
登
山
者
の
拠
点
で
あ

る
雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ
ン
ト
の
張
り
数
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ
っ
た
と
い
う
。「
山
小
屋

利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、複
数
で

き
て
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張
る
。ソ
ロ
テ
ン

ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。」と
言
い
切
る
。そ
う

な
る
と
キ
ャ
ン
プ
場
の
混
雑
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、「
嫌
気
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ

で
も
テ
ン
ト
の
中
で
は
一
人
。こ
の
気
分
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。」と
、ソ
ロ
需
要
の
底
堅
さ
を
展
望

す
る
。

　石
井
ス
ポ
ー
ツ
の
東
さ
ん
も
、「
山
小
屋
泊
り

だ
っ
た
人
が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
テ
ン
ト
泊
を
は

じ
め
た
。新
規
参
入
だ
が
山
の
素
人
で
は
な
い
。」

と
し
、登
山
学
校
の
テ
ン
ト
泊
初
心
者
向
け
の
講

座
は
募
集
後
す
ぐ
満
員
に
な
る
上
、テ
ン
ト
や

大
型
ザ
ッ
ク
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。

　1
9
9
0
年
代
の
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た

「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」は
テ
レ
ビ
番
組
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代
後
半
か
ら「
山

ガ
ー
ル
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
女
性
の

登
山
が
牽
引
し
た
登
山
ブ
ー
ム
は
、雑
誌
を
始

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
が
種
を
ま
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
が
一
過
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ

の
後
も
定
着
し
た
の
は
、山
小
屋
の
整
備
、道
具

の
軽
量
化
と
い
っ
た
環
境
整
備
と
、洗
練
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
間
口
が
広
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。そ
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
、や
り
き
っ
た
感
に
浸
る
と
い
っ
た
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
る
。

　オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
地
里
山
で
楽
し
む

「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」と
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
拠

点
で
の
テ
ン
ト
泊
で
は
、当
初
の
目
的
、必
要
と

な
る
技
術
や
経
験
値
、利
用
層
に
多
少
の
ズ
レ

は
あ
る
も
の
の
、体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

用
に
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。そ
れ
は
、社
会
と

の
つ
な
が
り
を
し
ば
し
断
っ
て
、テ
ン
ト
を
包

む
自
然
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、一
人
の

時
間
と
空
間
に
心
を
静
め
て
自
身
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
、と
い
う
思
い
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
ガ
イ
ド
付
き

の
自
然
散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　乗
鞍
岳
の
山
麓
に
、ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
が

必
須
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
2
0
0
4
年
に
開
業
し

た
。こ
の
五
色
ヶ
原
の
森
に

は
、カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
、シ
ラ

ビ
ソ
コ
ー
ス
、
ゴ
ス
ワ
ラ

コ
ー
ス
の
3
つ
の
ル
ー
ト
が

整
備
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
低

差
は
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

だ
が
、約
8
時
間
が
か
り
の

本
格
的
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
森
を
管
理
す
る
高
山

市
環
境
政
策
部
の
山
郷
三
昭

さ
ん
に
よ
る
と「
完
全
予
約

制
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

お
客
さ
ん
の
属
性
が
わ
か
る

の
が
よ
か
っ
た
。6
月
1
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、3
週
頃
ま

に
加
え
、「
感
染
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
1
人
あ
た

り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。9
月
以
降
は
岐
阜

県
民
対
象
の
半
額
ツ
ア
ー
が
牽
引
し
た
ほ
か
、

県
外
客
も
増
え
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
山
小
屋

の
収
容
者
数
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
然
散
策
に
訪
れ
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、五
色
ヶ
原
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」と
振
り
返
る
。

の
の
、ア
ク
セ
ス
路
の
乗
車
数
や
宿
泊
客
数
を

制
限
し
た
た
め
に
、例
年
並
み
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
ル
ー
ト
中
心
の
室
堂
（
標
高

2
4
5
0
m
）を
よ
く
訪
れ
る
登
山
愛
好
家
は
、

「
景
色
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
一
般
的
な
観
光
客
、

み
く
り
が
池
周
辺
を
散
策
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

客
、立
山
や
剱
岳
な
ど
を
目
指
す
登
山
者
が
い

る
。今
シ
ー
ズ
ン
は
登
山
者
の
比
率
が
高
か
っ

た
。ど
う
し
て
も
山
に
行
き
た
い
と
い
う
熱
意

を
感
じ
た
。」と
振
り
返
る
。

　こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
の
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、夏
休
み
を
機
に
動
き
始
め
、秋

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
顕
著
に
な
っ
た
と

い
う
。こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
の
も
と
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
ム
ー
ド
に
反
発
す
る
よ
う
に
野
外

活
動
へ
の
願
望
が
強
ま
っ
た
と
い
う
の
は
無
理

の
な
い
仮
説
だ
ろ
う
。

　大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
会

社
・
石
井
ス
ポ
ー
ツ
で
登
山
学
校
事
務
局
長
を

務
め
る
東
秀
訓
さ
ん
は
、「
自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
動
き
が
目
立
っ

た
。例
え
ば
登
山
用
の
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ

と
。4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
こ
う
し
た
商
品

が
良
く
売
れ
た
。」と
、当
時
を
振
り
返
る
。テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
り
家
庭
内
に
仕
事
を
持
ち
込
み
、

オ
ン
と
オ
フ
が
曖
昧
に
な
る
状
況
下
、非
日
常

を
誇
示
す
る
た
め
の
プ
チ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

で
あ
る
。

　ま
た
、「
8
月
に
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品

の
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。一
人
で
使
え
る
厚
み

の
あ
る
鉄
板
の
販
売
数
が
増
え
た
。オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
併
設
の
サ
イ
ト
で
、一
人
で
テ
ン
ト

を
張
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
。」と
み
る
。さ
ら
に
、「
4
、5
年

ほ
ど
前
か
ら
登
山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト

の
人
気
が
急
騰
し
て
き
た
。テ
ン
ト
場
で
焚
き

火
を
し
、お
い
し
い
料
理
を
つ
く
り
、酒
を
飲
む

と
い
う
の
が
は
や
っ
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り

ソ
ロ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。」と
話
し
、こ
う
し
た
登

山
者
も
山
に
行
け
な
い
の
で
行
き
や
す
い
場
所

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
と
分
析
す
る
。

　こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
と
し
て『
ふ
た
り

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ（
講
談
社
刊
。初
出
は
2
0
1
8

年
）』な
ど
の
野
外
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
影
響
を
挙
げ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
動
画
サ
イ
ト「Y

ou
 T

u
be

」で
も
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
人
気
を
得
て
お
り
、諸
活
動
自
粛

の
も
と
で
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
り
浸
透
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。こ
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の

女
性
が
先
導
し
て
い
る
と
い
う
。

　J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査（
2
0
2
0
年
12

月
実
施
）に
よ
る
と
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽

し
む
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
率
は
4
割
超
と
、意
外

に
も
自
然
環
境
を
楽
し
む
代
表
的
な
旅
行
の

「
日
本
の
国
立
公
園
を
訪
れ
る
旅
行
」よ
り
普
及

し
て
い
る
。一
方
で「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」の
経
験
は

2
％
に
満
た
ず
、今
後
の
意
向
は
2
割
程
度
に

と
ど
ま
る
も
の
の
、活
動
の
特
性
を
考
え
る
と

高
い
数
値
だ
と
い
っ
て
よ
い（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　性
・
年
代
別
の
参
加
意
向
を
み
る
と
、20
歳
代

か
ら
40
歳
代
に
か
け
た
層
に
人
気
が
あ
る
点
は

共
通
す
る
が
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」で
は
特
に
40

歳
代
男
性
の
4
割
強
が
し
て
み
た
い
と
答
え
た

こ
と
が
興
味
深
い（
図
8
）。ま
た
、「
ソ
ロ
キ
ャ
ン

プ
」経
験
者
に
限
る
と
、参
加
意
向
は
9
割
近
く

に
な
り
、「
家
族
や
友
人
・
知
人
と
楽
し
む
キ
ャ

ン
プ
」経
験
者
の
参
加
意
向
の
7
割
強
を
上
回

る（
図
2
）。

　野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
般
的
に
経
験

者
の
参
加
意
向
が
未
経
験
者
の
参
加
意
向
を
大

き
く
上
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

は「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」が
抜
き
ん
出
て
い
る
。自
然

に
浸
る
自
分
の
姿
の
発
信
を
目
的
に
す
る
よ
う

な
利
用
も
あ
り
、早
晩
に
熱
は
冷
め
る
と
い
う

　2
0
2
0
年
4
月
か
ら
5
月
の
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
、国
内
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅

行（
日
帰
り
を
含
む
）を
計
画
し
て
い
た
人
の
8

割
超
が
旅
行
を
取
り
や
め
た
と
回
答
し
て
い

る
。こ
の
比
率
は
6
月
に
65
％
と
な
り
、7
月
以

降
は
徐
々
に
低
下
し
た（
J
T
B
F
旅
行
実
態

調
査
）。特
に
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が

解
除
さ
れ
た
6
月
下
旬
に
な
る
と
、感
染
の
不

安
と
、休
日
・
休
暇
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
意
欲

の
せ
め
ぎ
合
い
が
、各
所
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　こ
う
し
た
中
、3
密
の
状
況
を
比
較
的
避
け

や
す
い
と
さ
れ
た
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

領
域
を
み
る
と
、4
月
下
旬
に
山
岳
四
団
体
は

山
岳
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
自
粛
を
発
表
、5
月
中

旬
に
は
山
梨
県
と
静
岡
県
が
富
士
山
登
山
道
の

閉
鎖
を
決
定
、5
月
下
旬
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
小
屋
の
営
業
見
合
わ
せ
が
報
道
さ
れ
た
。ま

た
、海
水
浴
場
の
開
設
中
止
報
道
が
相
次
い
だ
。

屋
外
で
あ
っ
て
も
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
場
所

や
、不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
山
小
屋
や
ビ
ー

チ
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
は
十
分
な
感
染
予

防
策
が
と
れ
な
い
こ
と
、事
故
対
応
時
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、山
岳
四
団
体
は
自
粛
解
除
後
の
山

岳
ス
ポ
ー
ツ
再
開
に
む
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

信越トレイル

発
表
し
た
。ま
た
、例
え
ば
優
れ
た
自
然
環
境
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
の
小
笠
原
で
は
、

観
光
協
会
が
部
会（
宿
泊
部
・
ガ
イ
ド
部
・
飲
食

部
・
商
事
部
）ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

て
7
月
の
来
島
自
粛
要
請
の
解
除
を
迎
え
た
。

観
光
地
ご
と
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
行
動
指
針
を

示
し
、不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　日
本
を
代
表
す
る
山
岳
観
光
地
の
上
高
地
で

は
、7
月
半
ば
の
本
格
開
業
を
目
指
す
宿
泊
施

設
が
多
か
っ
た
が
、豪
雨
や
地
震
が
相
次
い
だ

た
め
、8
月
に
よ
う
や
く
観
光
客
を
迎
え
る
機

運
に
な
っ
た
と
い
う
。8
月
の
来
訪
者
数
は
例

年
の
4
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月

は
5
割
、10
月
に
は
8
割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き

た
。河
童
橋
袂
の
五
千
尺
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、自

然
散
策
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ブ
セ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
山
部
茜
さ
ん（
上
高
地
で
の
ガ
イ
ド
歴

14
年
）は
、「
8
月
に
な
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
い

う
感
じ
で
動
き
出
し
た
。上
高
地
全
体
の
訪
問

者
数
に
比
べ
る
と
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上

げ
は
よ
か
っ
た
。」と
い
う
。

　立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、4
月
の
全

線
開
通
直
後
に
営
業
を
休
止
し
た
。6
月
下
旬

に
再
開
し
て
か
ら
徐
々
に
勢
い
は
で
て
き
た
も

　上
高
地
の
山
部
さ
ん
は
、早
く
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
の
対
応
策
に
着
手
し
、6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
動
画
配
信（
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
ル
ツ

ア
ー
）を
実
施
し
た
。そ
の
後「
8
月
に
な
る
と

動
画
配
信
系
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
。現
地
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。お
客

さ
ん
の
中
に
は
、上
高
地
を
応
援
し
た
い
、と
い

う
人
も
い
た
。」と
、バ
ー
チ
ャ
ル
が
実
体
験
を

誘
発
し
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。ま
た
、「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ス
を
割
引
し
た
。例
年
は
全
体

の
1
割
程
度
。割
引
き
し
て
も
通
常
コ
ー
ス
よ

り
高
い
が
、半
数
近
く
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー

ス
へ
の
参
加
だ
っ
た
。9
月
中
旬
か
ら
イ
ン
カ

ム
に
よ
る
解
説
を
始
め
た
。頑
張
っ
て
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
い
か
な
く
て
も
解
説
が
聞
こ
え
る
か

ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
と
、逆
に
感
染
対
策

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。」

と
、他
者
と
の
接
触
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
対
応

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
話
す
。

　さ
ら
に「
10
月
は
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利

用
が
増
え
、飛
び
入
り
参
加
が
増
え
た
。宿
泊
の

翌
日
に
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
、値
段

の
高
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
。普
段

は
高
い
か
ら
ガ
イ
ド
は
使
わ
な
い
が
、今
回
は

安
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ

た
。」と
語
る
。五
色
ヶ
原
の
山
郷
さ
ん
も
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
所
要
時
間
や
ツ

ア
ー
費
を
下
げ
た
こ
と
が
実
績
に
つ
な
が
っ
た

と
分
析
す
る
。山
部
さ
ん
の「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

地
域
ク
ー
ポ
ン
を
使
う
た
め
に
、少
し
調
べ
れ

ば
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
に
ガ
イ
ド
が
い
た
」と

い
う
感
想
に
、自
然
の
中
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
現
在
の
立
ち
位
置
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
魅

力
は
、安
心
・
安
全
に
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、ガ
イ
ド
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
思
わ
ぬ
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と
、解
説

を
通
し
て
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
前
半
か

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
0
年
代

中
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
に
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
取
り
組
み
が
加

速
す
る
が
、取
り
組
み
地
域
の
拡
大
に
意
識
が

偏
り
が
ち
で
、需
要
の
実
状
に
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。今
般
、は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ

禍
が
社
会
実
験
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
結
果
、ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
登
山
ブ
ー

ム
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
も
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
着

実
に
市
場
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
連
な
る
全
長
80

k
m
の
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、里
山
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
む
ル
ー
ト
で
あ
る
。1
日
の
歩
行
距

離
に
適
し
た
6
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
切
ら
れ

て
お
り
、セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
け
て
歩
い
た

り
、サ
ブ
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス
や
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
見
ど
こ
ろ
を
往
復
す
る
楽
し

み
方
も
あ
る
。と
は
い
え
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

醍
醐
味
は
一
度
に
全
行
程
を
歩
き
切
る
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
で
、こ
の
場
合
は
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が

ら
4
泊
5
日
で
歩
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　N
P
O
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
の
大
西
宏
志
さ
ん
は
、「
6
月
末
ま
で
自
粛
要

請
を
出
し
て
い
た
の
で
、実
質
的
に
は
7
月
か

ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。9
月
に
な
る
と
例
年
に

な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増
え
て
き
た
。」と
、夏
以

降
は
好
調
で
あ
る
。さ
ら
に「
ソ
ロ
ま
た
は
少
人

数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
目
立
っ
た
。ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト
レ
イ
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
に
ぎ
わ
っ
た
。歩
き
終
え
た
人
の
多

く
は
J
R
飯
山
線
の
森
宮
野
原
駅
を
利
用
す
る

が
、駅
周
辺
の
人
か
ら
は
、今
年
は
ザ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
た
と
聞
く
。」

と
、こ
こ
で
も
ソ
ロ
テ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
。

　山
小
屋
利
用
を
避
け
て
信
越
ト
レ
イ
ル
が
選

ば
れ
た
こ
と
、さ
ら
に「
こ
れ
ま
で
長
期
休
暇
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
縦
走
に
行
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
人
が
今

シ
ー
ズ
ン
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま

た
、長
期
の
休
暇
取
得
が
難
し
い
職
場
な
の
で

信
越
ト
レ
イ
ル
を
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、年
次

有
給
休
暇
5
日
間
取
得
の
義
務
化
と
職
場
の
協

力
に
よ
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
い
う
。い
つ
か
は
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
に

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
潜
在
需
要
を
、コ

ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。こ
う

し
た
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に

減
少
す
る
と
懸
念
す
る
も
の
の
、「
ス
ル
ー
ハ
イ

ク
で
は
ハ
イ
カ
ー
同
士
が
キ
ャ
ン
プ
場
で
出
会

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
る
。こ
れ
ま

で
信
越
ト
レ
イ
ル
が
目
指
し
て
き
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
感
慨
深
く

語
り
、更
な
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大
、三
密

が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避
、海
外
旅
行
の
実

質
的
な
制
限
、観
光
需
要
誘
発
の
た
め
の
支
援

策
、受
け
入
れ
事
業
者
ら
の
創
意
工
夫
な
ど
に

よ
り
、各
ブ
ー
ム
が
加
速
し
た
。加
え
て
潜
在
し

て
い
た
需
要
が
顕
在
化
し
、野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
楽
し
さ
が
市
場
に
浸
透
し

て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。き
っ
か
け
は
と
も

あ
れ
、観
光
振
興
を
支
え
る
側
に
は
、こ
う
し
て

顕
在
化
し
た
需
要
に
、実
施
機
会
を
提
供
し
続

け
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
も
と
、体
験
に
伴
う
諸
環
境
の

整
備
・
充
実
は
必
須
だ
ろ
う
。自
然
の
中
で
の
活

動
の
き
っ
か
け
や
魅
力
の
本
質
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。観
光
需
要
は
、意
識
と
、お
金
と
時
間

と
い
う
制
約
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
よ
り
形
に
な

る
と
考
え
る
。働
き
方
の
多
様
化
に
よ
る
時
間

の
自
由
度
の
高
ま
り
に
も
期
待
し
た
い
。

（
て
ら
さ
き

　た
つ
お
）

季
に
な
る
とG

o T
o

ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
後
押
し
も
受
け
て

よ
り
活
発
に
な
っ
た
。そ
の

中
で
も
、キ
ャ
ン
プ
、散
策
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
動
き
が
目

立
っ
た
よ
う
だ
。

　中
部
山
岳
と
そ
の
周
辺
の

事
例
を
主
に
み
な
が
ら
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
概

観
し
て
み
た
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
〜

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

　2
0
1
0
年
頃
か
ら
続
く

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

数
の
増
加
傾
向
を
第
二
次
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム（
第
一
次

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

1
9
9
0
年
代
。こ
の
間
の

登
山
ブ
ー
ム
を
第
二
次
と

し
、こ
れ
を
第
三
次
と
す
る

見
方
も
あ
る
）と
称
し
、自
然

志
向
や
健
康
志
向
が
観
光
レ

で
は
岐
阜
県
内
客
限
定
で
受
け
入
れ
た
。」と
、

政
府
要
請
に
応
じ
た
運
営
を
語
る
。上
高
地
と

同
様
に
7
月
の
初
中
旬
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
休

業
の
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、8
月
以
降
は

徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、シ
ー
ズ
ン
を
通
し

た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
と
い
う
評
価

12



ぐ
ら
し
」の
認
知
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る

が
、東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、ホ
テ
ル
ク
ラ
ス

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら
、屋
外（
も

り
）で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
、顧
客
の
心
を
掴
ん
だ
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ

プ
ル
、女
性
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、子
供
や

女
性
で
も
快
適
に
利
用
出
来
る
特
性
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、県
内
か
ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。長
野
県
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

県
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
自
粛
が
要
請
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
中
で
、県
民
か
ら
、東
急
リ
ゾ
ー

ト
が
運
営
す
る
同
施
設
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行

を
利
用
し
た
県
民
の
利
用
が
伸
び
た
と
い
う
。

10
月
以
降
は
、GoT

o

ト
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
東
京
解
禁
に
合
わ
せ
、県
外
ナ
ン
バ
ー
も

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が「
も
り
ぐ
ら
し
」の
コ
ン

セ
プ
ト
が
、長
野
県
民
に
も
支
持
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、健
康
志
向
、自

然
志
向
が
、都
市
│
地
方
と
い
う
図
式
に
関
わ

ら
ず
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　同
施
設
は
、ホ
テ
ル
や
別
荘
が
広
が
る
敷
地

内
に
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。「
も
り
ぐ
ら
し
」の
最
初
期
は
、ツ
リ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」と
、屋
外
で
B
B
Q
が
楽
し
め
る

「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
が
、こ
こ
に
テ
ン
ト
泊
と
い
う
選
択

肢
が
加
わ
る
こ
と
で
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な

か
っ
た
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。こ
の
動
き
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
加
速
さ

れ
、従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
客
層
の
獲
得
に

繋
が
っ
た
。

こ
の
新
し
い
体
験
は
、

日
本
の
強
み
を
活
か
せ
る

　こ
れ
ら
施
設
の
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
の
動

向
を
見
て
い
る
と
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る

需
要
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
作
ら
れ
て

き
て
い
た
健
康
志
向
／
自
然
志
向
の
流
れ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
爆
発
的
に
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。海
外
で
は
自
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
作
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
施
設

も
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、大
き

な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。冒
頭
で
示
し
た

よ
う
にG

lam
pin

g

に
対
す
る
関
心
は
世
界
的

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。自
然
の
中
で
快
適
に

過
ご
す
と
い
う
概
念
は
、今
後
と
も
、大
き
な
潮

流
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
、国
内
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
焦
点

が
当
た
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。高
所
得

者
層
に
お
い
て
は
海
外
旅
行
の
代
替
品
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
が
、よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
は
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
温
泉
旅
館
と
並
ぶ
、

新
し
い
宿
泊
形
態
と
し
て
の
認
知
が
進
む
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
だ
。旅
行
や
観
光
は「
経
験
財
」

で
あ
り
、経
験
を
す
る
こ
と
で
認
知
し
、次
の
経

験
へ
繋
が
る
足
が
か
り
と
な
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
」と
い
う
理
由
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
利
用

し
た
人
々
も
、そ
の
面
白
さ
を
感
じ
た
ら
、彼
ら

自
身
の
健
康
志
向
／
自
然
志
向
を
充
足
す
る

よ
う
な
施
設
、サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
、嗜
好
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。東
急
リ
ゾ
ー
ト

タ
ウ
ン
蓼
科「
も
り
ぐ
ら
し
」の
よ
う
に
、県
民

客
の
需
要
喚
起
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
い
だ

ろ
う
。こ
れ
は
、都
市
部
の
み
な
ら
ず
、地
方
部

の
人
々
に
お
い
て
も
、快
適
に
屋
外
で
過
ご
す

こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
、事
業
者
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、掘
り
起
こ
し
が
出
来
る
国
内

需
要
が
各
所
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。さ

ら
に
、自
然
の
中
で
の
滞
在
ス
タ
イ
ル
は
、注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
の
親
和
性
が

高
く
、こ
れ
ら
と
の
接
続
、さ
ら
な
る
概
念
拡

大
も
期
待
出
来
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
観
光

の
厚
み
を
増
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
数
少
な
い
明
る
い
材

料
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　も
と
も
と
、日
本
は
、四
季
が
豊
か
で
あ
り
、

自
然
も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
環
境
に
あ
る
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
快
適
な
自
然
体
験

は
、日
本
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
に
も
な
る
だ

ろ
う
。他
方
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
懸
念
も

あ
る
。そ
れ
は
、あ
ま
り
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、玉
石
混
交

の
状
況
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。旧
来

か
ら
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
B
B
Q
を
セ
ッ
ト
す

る
だ
け
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
称
す
る
よ
う
な

施
設
は
、そ
の
適
例
で
あ
る
。ま
た
、設
備
は
立

派
で
あ
っ
て
も
、事
業
者
側
に
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ノ
ウ

ハ
ウ
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、単
な
る

場
所
貸
し
、施
設
貸
し
と
な
っ
て
い
る
施
設
も

散
見
さ
れ
る
。こ
れ
で
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の

経
験
が
乏
し
い
人
で
も
、快
適
さ
を
保
ち
つ
つ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
楽
し
み
を
体
験
出
来
る
と

い
う
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

　星
の
や
富
士
で
は
、社
内
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

マ
ス
タ
ー
と
い
う
職
種
を
設
け
、ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。ま
た
、外
部
の
事
業
者
の
協
力
も
得
な

が
ら
、季
節
に
応
じ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
随

時
開
発
し
て
い
る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
言
っ
て

も
、滞
在
ス
タ
イ
ル
は
人
に
よ
っ
て
、施
設
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
く
る
。ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に

は
、自
然
を
快
適
に
楽
し
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続

的
に
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。そ
の
意
味
で
は
、市
場
か
ら
の
注
目
が
高

ま
っ
た
2
0
2
0
年
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
元
年
と

も
な
る
年
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ
・
ゆ
う
い
ち
）

た
こ
と
が
伺
え
る
。

　特
に
、星
の
や
富
士
に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
高
い
感
染
症
対
策
を
展
開
し
つ
つ
、

よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
現
地
経
験
を

充
実
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
喪
失

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、国
内
需
要
の
み
で
、高

い
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。気

温
が
大
き
く
下
が
る
冬
場
に
な
っ
て
も
、高
い

稼
働
率
を
維
持
し
て
い
る
。ま
た
、同
リ
ゾ
ー

ト
は
、泊
食
分
離
を
標
榜
し
て
い
る
が
、来
訪

し
た
人
々
は
、従
前
に
比
し
て
、二
食
付
き
で
利

用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、現
地
で
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、人
々
が
、よ
り
安

全
で
安
心
出
来
る
環
境
を
求
め
つ
つ
、休
暇

中
、自
然
の
中
で
、心
身
を
開
放
し
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。ハ
ネ
ム

ー
ン
を
含
む
記
念
日
旅
行
の
利
用
も
多
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、同
行
者
と
の
大
切
な

時
間
を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と

し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
支
持
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

白
馬
+
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
+

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
＝

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
の

新
形
態

　ま
た
、白
馬
のF

IE
L
D

 S
U

IT
E

も
、高
稼
働

で
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
い
る
。本

格
開
業
2
年
目
で
あ
る
が
、利
用
者
は
前
年
に

比
し
て
約
3
倍
に
伸
長
。同
施
設
は
、白
馬
や
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ア
イ
コ
ン
的
な
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
は
持
つ
も
の
の
、施
設
と
し
て
の

知
名
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
が
深
ま
る
6
月
に
、ト
ラ
ン
ベ
ー

ル
や
ア
ゴ
ラ
に
、「
ゼ
ロ
密
リ
ゾ
ー
ト
」と
し
て

広
告
を
出
稿
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
保
出
来
る
快

適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。こ
の

取
り
組
み
が
、海
外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所

得
者
層
の
心
を
掴
む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。中
に

は
、東
京
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
来
訪
し
た
顧
客
も
い
て
、北
尾
根
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
、国
内
に
い
な
が
ら
海
外

旅
行
気
分
を
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
、評
価
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。利
用
者
の
多
く
は
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対
す
る
経
験
値
は
低
く
、リ

フ
ト
に
乗
る（
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、夏
山
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
）の
に
も
緊
張
す
る
人
々
も

多
か
っ
た
。そ
う
し
た
人
々
で
も
、自
然
を
感
じ

な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
出
来
る

F
IE

L
D

 S
U

IT
E

は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、そ

れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ
ら
な
る
集
客
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。同
施
設
は
、グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
の
系
統
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
プ
の
高
級
化

と
分
類
出
来
る
が
、顧
客
は
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
認
識
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
は
、同
施
設
が
注
視
し
て
い
る

「
食
事
」が
あ
る
。同
施
設
は
、一
泊
三
食
の
宿
泊

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、招
聘
し
た
シ
ェ
フ

が
、高
品
質
で
わ
く
わ
く
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
の
創
造
に
取
り
組
み
、高
い
評
価
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
だ
。初
め
て
の
体

験
に
緊
張
気
味
だ
っ
た
来
訪
者
が
、夕
食
時
に

な
る
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
、同
社
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

　「
食
事
」に
つ
い
て
は
、泊
食
分
離
を
し
て
い

る
星
の
や
富
士
に
お
い
て
も
、ジ
ビ
エ
料
理
を

主
体
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
用

意
し
て
い
る
。屋
外
の
タ
ー
プ
下
で
あ
り
な
が

ら
、高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
接
遇
を
行
い

つ
つ
、要
所
要
所
で
、顧
客
自
身
が
料
理
に
参
加

す
る
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
出
来
る
仕
掛
け
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、冬
季

間
は
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン

が
楽
し
め
る
屋
外
バ
ー
も
用
意
し
、非
日
常
的

な
体
験
を
演
出
し
て
い
る
。

　海
外
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、例
え
ば
、サ
ン
ド
バ
ン

ク（
海
上
の
砂
州
）上
で
デ
ィ
ナ
ー
が
楽
し
め
る

サ
ン
ド
バ
ン
ク
・
デ
ィ
ナ
ー
や
、雪
で
テ
ー
ブ
ル

を
造
り
食
事
を
楽
し
む
ス
ノ
ー
・
ラ
ン
チ
な
ど
、

様
々
な「
食
」の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。我

が
国
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
も
、今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

ホ
テ
ル
ク
ラ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
を
屋
外
で
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」

　東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
の「
も
り
ぐ
ら

し
」は
、星
の
や
富
士
やF

IE
L
D

 S
U

IT
E

に
比

し
て「
お
手
頃
」な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る

が
、2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
は
、殆
ど
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
、緊
縮
的
な
予
算
編
成
で
向
か
っ
た
た

め
で
あ
る
が
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、昨
年
ま
で

の
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
る
稼
働
率
を
確
保

し
、単
価
も
大
き
く
伸
長
し
た
。こ
れ
は
、「
も
り

夏
頃
か
ら
、関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
は
、「
星
の
や
富
士
」の
開
業
タ
イ
ミ

ン
グ
に
重
な
る
。開
業
に
あ
た
り
、同
社
代
表

の
星
野
佳
路
氏
は
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
概
念
を
提
示
し
、そ
の
市

場
形
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　同
社
で
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
定
義
を
以
下

の
4
つ
と
し
て
い
る
。

1
・
遊
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

2
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
が
提
案
す
る

　
　ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

3
・
屋
外
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

　
　快
適
な
客
室

4
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
好
き
な

　
　シ
ェ
フ
が
演
出
す
る
食
事

　こ
の
定
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、同
社
で
は

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
、キ
ャ
ン
プ
の
延
長
線
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
て
い
る
。こ

の
概
念
は「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た

い
」が「
煩
わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る

市
場
セ
グ
メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業

以
来
、高
稼
働
を
続
け
て
き
た
。

　こ
の「
成
功
例
」は
、2
つ
の
流
れ
を
生
み
出

し
て
い
く
。

　一
つ
は
、星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
同
様
に
、リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
、そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
乗
り
出
し
て
い
く

も
の
。も
う
一
つ
は
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
事
業

者
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
展
開
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　前
者
は
、例
え
ば
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る「
東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
」に
設
置

さ
れ
た「
も
り
ぐ
ら
し
」が
挙
げ
ら
れ
る
。同
エ

リ
ア
は
1
9
7
8
年
に
別
荘
分
譲
が
開
始
さ

れ
た「
老
舗
」リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、敷
地
内
に
は

別
荘
、ホ
テ
ル
、タ
イ
ム
シ
ェ
ア
ホ
テ
ル
の
他
、

ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
も
擁
す
る
総
合
リ
ゾ

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
施
設
内
に

2
0
1
7
年
よ
り「
森
を
ま
も
り
、森
と
と
も
に

暮
ら
す
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
エ
リ
ア「
も

り
ぐ
ら
し
」を
立
ち
上
げ
た
。同
エ
リ
ア
で
は
、

屋
外
で
の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る「
グ

ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
」を
立
ち
上
げ
た

後
、2
0
1
9
年
に
は
欧
州
ス
ロ
ベ
ニ
ア
よ
り

輸
入
し
た
テ
ン
ト
ヴ
ィ
ラ
で
の
滞
在
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る「T

H
E

 C
A

M
P

」を
開
業

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
へ
と
乗
り
出
し
た
。既

に
多
様
な
宿
泊
施
設
が
あ
る
中
で
、「
テ
ン
ト
」

で
の
宿
泊
経
験
を
追
加
し
た
の
は
、ま
さ
し
く

市
場
の
健
康
志
向
、自
然
志
向
に
対
応
し
た
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　後
者
の
流
れ
の
代
表
格
は
、長
野
県
白
馬
村

の「F
IE

L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A

」が
挙
げ
ら

れ
る
。同
施
設
は
、ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
地

元
老
舗
企
業「
八
方
尾
根
開
発
」が
、我
が
国
を

代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー「
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
」と
連
携
し
、2
0
1
8
年
10
月
に
プ

レ
開
業
し
、2
0
1
9
年
よ
り
本
格
開
業
し
て

い
る
。ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、他
に
も
横
須
賀
市
観

音
崎
、阿
賀
野
市
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
展

開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
もF

IE
L

D
 

S
U

IT
E

は
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と
さ
れ
る
。同
施
設

は
、
八
方
尾
根
の
北
尾
根
高
原
の
標
高

1
2
0
0
m
に
位
置
し
、ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
も
存
在
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

に
、上
質
な
滞
在
環
境
を
生
み
出
し
た
。星
の
や

富
士
や
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
と
異

な
り
、固
定
的
な
宿
泊
施
設
を
持
た
ず
、上
質

と
は
い
え
テ
ン
ト
の
み
で
宿
泊
機
能
を
提
供
し

て
い
る
点
で
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
発
展
版

と
い
え
る
。

　こ
の
他
、既
存
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
を
併
設
す
る
事
例
は
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
0
2
0

年
4
月
に
は
、道
の
駅
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

を
併
設
し
た「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
」が
登
場
す

る
な
ど
、そ
の
概
念
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

る
状
況
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、2
0
2
0
年

シ
ー
ズ
ン
は
、早
い
段
階
か
ら
注
目
を
集
め
、高

稼
働
、高
単
価
で
推
移
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。星
野
リ
ゾ
ー
ト
や
、東
急
の
よ
う
に
、

他
の
宿
泊
施
設
を
擁
す
る
事
業
者
で
は
、一
般

的
な
ホ
テ
ル
よ
り
も
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の

ほ
う
が
、注
目
が
高
く
、客
の
戻
り
も
早
か
っ
た

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が

出
来
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
に
も
沿
っ
た
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
が
相
対
的
に
高
い
注
目
を
集
め

　2
0
1
5
年
4
月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た

「A
pple W

atch

」は
、そ
の
後
、何
度
か
の
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
重
ね
、機
能
の
方
向
性
を
利
用

者
の
健
康
増
進
へ
と
向
け
な
が
ら
、シ
ェ
ア
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。こ
の
成
功
を
受
け
、他
の
メ

ー
カ
ー
も
、健
康
管
理
機
能
を
強
化
す
る
よ
う

に
な
り
、健
康
管
理
は
、大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
背
景
に
は
、人
々
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
と
呼
ば
れ
る
人
々
や
高
学
歴
層
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
が
あ
る
が
、こ
う
し
た
意
識
は
、自

分
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
広
が
り
、環
境

問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

　必
然
的
に
、観
光
行
動
も
、自
身
の
健
康
や

環
境
に
配
慮
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。中
級
以
上
の
ホ
テ
ル
、特
に
外
資
系

で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
し
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
、フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
が
高
ま

り
、90
年
代
以
降
、低
迷
が
続
い
て
い
た
ス
キ
ー

場
に
も
人
が
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、体
を
動
か
す
、そ
れ
も
出
来
れ
ば

自
然
の
中
で
と
い
う
欲
求
の
高
ま
り
は
、着
実

に
拡
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
た
。

　こ
う
し
た
大
き
な
潮
流
の
中
で
、生
じ
た
の

が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」に
お
い
て
は
、

3
密
を
避
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
。そ
う
し

た
中
、キ
ャ
ン
プ
は
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
、か
つ
、健
康
増
進
や
自
然
志
向
に
も
対
応

出
来
る
宿
泊
形
態
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
、多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　た
だ
、キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
に
は
、テ
ン
ト

を
始
め
と
し
た
多
く
の
用
品
が
必
要
で
あ
り
、

食
事
の
準
備
や
寒
暖
へ
の
対
応
な
ど
、屋
外
活

動
な
ら
で
は
の
経
験
が
必
要
と
な
る
。関
心
が

あ
っ
て
も
、誰
で
も
出
来
る
活
動
で
は
な
い
。ま

た
、キ
ャ
ン
プ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
が「
密
」に
な
る
と
い
う
事
態
も
発

生
し
、家
族
や
親
し
い
知
人
と
、ゆ
っ
く
り
と
し

た
休
日
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
へ
は
必

ず
し
も
対
応
出
来
な
か
っ
た
。

　特
に
、こ
れ
ま
で
バ
カ
ン
ス
を
海
外
で
過
ご

し
て
い
た
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、い
き
な
り

「
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
」の
は
、高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。一
方
で
、客
室
露
天
風
呂
を
備
え
る
よ

う
な
温
泉
旅
館
や
、星
を
持
つ
ア
ッ
パ
ー
・
ホ
テ

ル
は
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
症
対
策
の
も
と
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、海

外
リ
ゾ
ー
ト
の
代
替
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、ま
た
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
へ
の

2

❷
…

グ
ランピン
グ
〜
コ
ロ
ナ
禍
が
、健
康
志
向
と
自
然
志
向
に
拍
車
を
か
け
た

対
応
力
は
弱
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
う
し
た
需
要
の
一
部
が
向
か
っ
た

の
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
施

設
で
あ
る
。

「
星
の
や
富
士
」の

成
功
が
生
ん
だ
、

2
つ
の
潮
流

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、グ
ラ
マ
ラ
ス

（G
lam

orou
s

）な
キ
ャ
ン
プ（C

am
p

）

と
い
う
意
味
で
2
0
1
5
年
頃
か
ら
、

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
新
語
」で

あ
る
。こ
の「
優
雅
な
キ
ャ
ン
プ
」と
い

う
意
味
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、英
語
で

はG
lam

p
in

g

と
な
る
が
、Go

o
gle

ト

レ
ン
ド
を
見
る
と
2
0
1
0
年
頃
か
ら

検
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ジ
ワ
ジ
ワ

と
検
索
量
を
増
大
さ
せ
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
2
0
2
0
年
夏
は
、大
き
く
検
索
量

を
増
大
さ
せ
て
い
る
。ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
へ
の
関
心
は
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は「
優
雅
」な
体
験
へ
の
嗜
好
が
一
段
と

高
ま
っ
た
こ
と
が
解
る
。

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」は
、2
0
1
5
年
の

2
0
2
0
年
、

人
々
が
求
め
た

旅
行
ス
タ
イ
ル

　こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
は
、様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、図
1
で
示
し
た
よ
う

に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、総
じ
て
高

い
注
目
を
集
め
、2
0
1
9
年
夏

に
比
し
て
、2
0
2
0
年
夏
は
、検

索
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
注

目
は
2
0
1
5
年
以
降
、ジ
ワ
ジ

ワ
と
上
昇
し
て
き
て
は
い
た
が
、

2
0
2
0
年
夏
に
、大
き
く
伸
長

し
た
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
求
め
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
に
マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　各
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、

ま
だ
歴
史
の
浅
い
施
設
で
あ
る
た

め
、経
年
的
な
変
化
を
述
べ
ら
れ

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
）

図 1 グランピングの検索量推移

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❷グランピング2
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ぐ
ら
し
」の
認
知
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る

が
、東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、ホ
テ
ル
ク
ラ
ス

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら
、屋
外（
も

り
）で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
、顧
客
の
心
を
掴
ん
だ
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ

プ
ル
、女
性
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、子
供
や

女
性
で
も
快
適
に
利
用
出
来
る
特
性
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、県
内
か
ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。長
野
県
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

県
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
自
粛
が
要
請
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
中
で
、県
民
か
ら
、東
急
リ
ゾ
ー

ト
が
運
営
す
る
同
施
設
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行

を
利
用
し
た
県
民
の
利
用
が
伸
び
た
と
い
う
。

10
月
以
降
は
、GoT

o

ト
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
東
京
解
禁
に
合
わ
せ
、県
外
ナ
ン
バ
ー
も

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が「
も
り
ぐ
ら
し
」の
コ
ン

セ
プ
ト
が
、長
野
県
民
に
も
支
持
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、健
康
志
向
、自

然
志
向
が
、都
市
│
地
方
と
い
う
図
式
に
関
わ

ら
ず
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　同
施
設
は
、ホ
テ
ル
や
別
荘
が
広
が
る
敷
地

内
に
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。「
も
り
ぐ
ら
し
」の
最
初
期
は
、ツ
リ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」と
、屋
外
で
B
B
Q
が
楽
し
め
る

「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
が
、こ
こ
に
テ
ン
ト
泊
と
い
う
選
択

肢
が
加
わ
る
こ
と
で
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な

か
っ
た
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。こ
の
動
き
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
加
速
さ

れ
、従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
客
層
の
獲
得
に

繋
が
っ
た
。

こ
の
新
し
い
体
験
は
、

日
本
の
強
み
を
活
か
せ
る

　こ
れ
ら
施
設
の
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
の
動

向
を
見
て
い
る
と
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る

需
要
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
作
ら
れ
て

き
て
い
た
健
康
志
向
／
自
然
志
向
の
流
れ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
爆
発
的
に
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。海
外
で
は
自
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
作
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
施
設

も
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、大
き

な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。冒
頭
で
示
し
た

よ
う
にG

lam
pin

g

に
対
す
る
関
心
は
世
界
的

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。自
然
の
中
で
快
適
に

過
ご
す
と
い
う
概
念
は
、今
後
と
も
、大
き
な
潮

流
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
、国
内
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
焦
点

が
当
た
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。高
所
得

者
層
に
お
い
て
は
海
外
旅
行
の
代
替
品
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
が
、よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
は
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
温
泉
旅
館
と
並
ぶ
、

新
し
い
宿
泊
形
態
と
し
て
の
認
知
が
進
む
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
だ
。旅
行
や
観
光
は「
経
験
財
」

で
あ
り
、経
験
を
す
る
こ
と
で
認
知
し
、次
の
経

験
へ
繋
が
る
足
が
か
り
と
な
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
」と
い
う
理
由
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
利
用

し
た
人
々
も
、そ
の
面
白
さ
を
感
じ
た
ら
、彼
ら

自
身
の
健
康
志
向
／
自
然
志
向
を
充
足
す
る

よ
う
な
施
設
、サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
、嗜
好
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。東
急
リ
ゾ
ー
ト

タ
ウ
ン
蓼
科「
も
り
ぐ
ら
し
」の
よ
う
に
、県
民

客
の
需
要
喚
起
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
い
だ

ろ
う
。こ
れ
は
、都
市
部
の
み
な
ら
ず
、地
方
部

の
人
々
に
お
い
て
も
、快
適
に
屋
外
で
過
ご
す

こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
、事
業
者
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、掘
り
起
こ
し
が
出
来
る
国
内

需
要
が
各
所
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。さ

ら
に
、自
然
の
中
で
の
滞
在
ス
タ
イ
ル
は
、注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
の
親
和
性
が

高
く
、こ
れ
ら
と
の
接
続
、さ
ら
な
る
概
念
拡

大
も
期
待
出
来
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
観
光

の
厚
み
を
増
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
数
少
な
い
明
る
い
材

料
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　も
と
も
と
、日
本
は
、四
季
が
豊
か
で
あ
り
、

自
然
も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
環
境
に
あ
る
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
快
適
な
自
然
体
験

は
、日
本
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
に
も
な
る
だ

ろ
う
。他
方
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
懸
念
も

あ
る
。そ
れ
は
、あ
ま
り
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、玉
石
混
交

の
状
況
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。旧
来

か
ら
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
B
B
Q
を
セ
ッ
ト
す

る
だ
け
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
称
す
る
よ
う
な

施
設
は
、そ
の
適
例
で
あ
る
。ま
た
、設
備
は
立

派
で
あ
っ
て
も
、事
業
者
側
に
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ノ
ウ

ハ
ウ
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、単
な
る

場
所
貸
し
、施
設
貸
し
と
な
っ
て
い
る
施
設
も

散
見
さ
れ
る
。こ
れ
で
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の

経
験
が
乏
し
い
人
で
も
、快
適
さ
を
保
ち
つ
つ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
楽
し
み
を
体
験
出
来
る
と

い
う
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

　星
の
や
富
士
で
は
、社
内
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

マ
ス
タ
ー
と
い
う
職
種
を
設
け
、ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。ま
た
、外
部
の
事
業
者
の
協
力
も
得
な

が
ら
、季
節
に
応
じ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
随

時
開
発
し
て
い
る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
言
っ
て

も
、滞
在
ス
タ
イ
ル
は
人
に
よ
っ
て
、施
設
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
く
る
。ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に

は
、自
然
を
快
適
に
楽
し
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続

的
に
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。そ
の
意
味
で
は
、市
場
か
ら
の
注
目
が
高

ま
っ
た
2
0
2
0
年
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
元
年
と

も
な
る
年
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ
・
ゆ
う
い
ち
）

た
こ
と
が
伺
え
る
。

　特
に
、星
の
や
富
士
に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
高
い
感
染
症
対
策
を
展
開
し
つ
つ
、

よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
現
地
経
験
を

充
実
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
喪
失

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、国
内
需
要
の
み
で
、高

い
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。気

温
が
大
き
く
下
が
る
冬
場
に
な
っ
て
も
、高
い

稼
働
率
を
維
持
し
て
い
る
。ま
た
、同
リ
ゾ
ー

ト
は
、泊
食
分
離
を
標
榜
し
て
い
る
が
、来
訪

し
た
人
々
は
、従
前
に
比
し
て
、二
食
付
き
で
利

用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、現
地
で
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、人
々
が
、よ
り
安

全
で
安
心
出
来
る
環
境
を
求
め
つ
つ
、休
暇

中
、自
然
の
中
で
、心
身
を
開
放
し
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。ハ
ネ
ム

ー
ン
を
含
む
記
念
日
旅
行
の
利
用
も
多
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、同
行
者
と
の
大
切
な

時
間
を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と

し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
支
持
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

白
馬
+
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
+

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
＝

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
の

新
形
態

　ま
た
、白
馬
のF
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も
、高
稼
働

で
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
い
る
。本

格
開
業
2
年
目
で
あ
る
が
、利
用
者
は
前
年
に

比
し
て
約
3
倍
に
伸
長
。同
施
設
は
、白
馬
や
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ア
イ
コ
ン
的
な
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
は
持
つ
も
の
の
、施
設
と
し
て
の

知
名
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
が
深
ま
る
6
月
に
、ト
ラ
ン
ベ
ー

ル
や
ア
ゴ
ラ
に
、「
ゼ
ロ
密
リ
ゾ
ー
ト
」と
し
て

広
告
を
出
稿
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
保
出
来
る
快

適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。こ
の

取
り
組
み
が
、海
外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所

得
者
層
の
心
を
掴
む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。中
に

は
、東
京
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
来
訪
し
た
顧
客
も
い
て
、北
尾
根
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
、国
内
に
い
な
が
ら
海
外

旅
行
気
分
を
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
、評
価
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。利
用
者
の
多
く
は
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対
す
る
経
験
値
は
低
く
、リ

フ
ト
に
乗
る（
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、夏
山
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
）の
に
も
緊
張
す
る
人
々
も

多
か
っ
た
。そ
う
し
た
人
々
で
も
、自
然
を
感
じ

な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
出
来
る

F
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は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、そ

れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ
ら
な
る
集
客
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。同
施
設
は
、グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
の
系
統
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
プ
の
高
級
化

と
分
類
出
来
る
が
、顧
客
は
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
認
識
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
は
、同
施
設
が
注
視
し
て
い
る

「
食
事
」が
あ
る
。同
施
設
は
、一
泊
三
食
の
宿
泊

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、招
聘
し
た
シ
ェ
フ

が
、高
品
質
で
わ
く
わ
く
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
の
創
造
に
取
り
組
み
、高
い
評
価
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
だ
。初
め
て
の
体

験
に
緊
張
気
味
だ
っ
た
来
訪
者
が
、夕
食
時
に

な
る
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
、同
社
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

　「
食
事
」に
つ
い
て
は
、泊
食
分
離
を
し
て
い

る
星
の
や
富
士
に
お
い
て
も
、ジ
ビ
エ
料
理
を

主
体
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
用

意
し
て
い
る
。屋
外
の
タ
ー
プ
下
で
あ
り
な
が

ら
、高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
接
遇
を
行
い

つ
つ
、要
所
要
所
で
、顧
客
自
身
が
料
理
に
参
加

す
る
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
出
来
る
仕
掛
け
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、冬
季

間
は
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン

が
楽
し
め
る
屋
外
バ
ー
も
用
意
し
、非
日
常
的

な
体
験
を
演
出
し
て
い
る
。

　海
外
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、例
え
ば
、サ
ン
ド
バ
ン

ク（
海
上
の
砂
州
）上
で
デ
ィ
ナ
ー
が
楽
し
め
る

サ
ン
ド
バ
ン
ク
・
デ
ィ
ナ
ー
や
、雪
で
テ
ー
ブ
ル

を
造
り
食
事
を
楽
し
む
ス
ノ
ー
・
ラ
ン
チ
な
ど
、

様
々
な「
食
」の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。我

が
国
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
も
、今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

ホ
テ
ル
ク
ラ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
を
屋
外
で
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」

　東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
の「
も
り
ぐ
ら

し
」は
、星
の
や
富
士
やF
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に
比

し
て「
お
手
頃
」な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る

が
、2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
は
、殆
ど
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
、緊
縮
的
な
予
算
編
成
で
向
か
っ
た
た

め
で
あ
る
が
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、昨
年
ま
で

の
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
る
稼
働
率
を
確
保

し
、単
価
も
大
き
く
伸
長
し
た
。こ
れ
は
、「
も
り

夏
頃
か
ら
、関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
は
、「
星
の
や
富
士
」の
開
業
タ
イ
ミ

ン
グ
に
重
な
る
。開
業
に
あ
た
り
、同
社
代
表

の
星
野
佳
路
氏
は
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
概
念
を
提
示
し
、そ
の
市

場
形
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　同
社
で
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
定
義
を
以
下

の
4
つ
と
し
て
い
る
。

1
・
遊
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

2
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
が
提
案
す
る

　
　ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

3
・
屋
外
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

　
　快
適
な
客
室

4
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
好
き
な

　
　シ
ェ
フ
が
演
出
す
る
食
事

　こ
の
定
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、同
社
で
は

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
、キ
ャ
ン
プ
の
延
長
線
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
て
い
る
。こ

の
概
念
は「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た

い
」が「
煩
わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る

市
場
セ
グ
メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業

以
来
、高
稼
働
を
続
け
て
き
た
。

　こ
の「
成
功
例
」は
、2
つ
の
流
れ
を
生
み
出

し
て
い
く
。

　一
つ
は
、星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
同
様
に
、リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
、そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
乗
り
出
し
て
い
く

も
の
。も
う
一
つ
は
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
事
業

者
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
展
開
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　前
者
は
、例
え
ば
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る「
東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
」に
設
置

さ
れ
た「
も
り
ぐ
ら
し
」が
挙
げ
ら
れ
る
。同
エ

リ
ア
は
1
9
7
8
年
に
別
荘
分
譲
が
開
始
さ

れ
た「
老
舗
」リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、敷
地
内
に
は

別
荘
、ホ
テ
ル
、タ
イ
ム
シ
ェ
ア
ホ
テ
ル
の
他
、

ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
も
擁
す
る
総
合
リ
ゾ

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
施
設
内
に

2
0
1
7
年
よ
り「
森
を
ま
も
り
、森
と
と
も
に

暮
ら
す
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
エ
リ
ア「
も

り
ぐ
ら
し
」を
立
ち
上
げ
た
。同
エ
リ
ア
で
は
、

屋
外
で
の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る「
グ

ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
」を
立
ち
上
げ
た

後
、2
0
1
9
年
に
は
欧
州
ス
ロ
ベ
ニ
ア
よ
り

輸
入
し
た
テ
ン
ト
ヴ
ィ
ラ
で
の
滞
在
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る「T

H
E

 C
A

M
P

」を
開
業

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
へ
と
乗
り
出
し
た
。既

に
多
様
な
宿
泊
施
設
が
あ
る
中
で
、「
テ
ン
ト
」

で
の
宿
泊
経
験
を
追
加
し
た
の
は
、ま
さ
し
く

市
場
の
健
康
志
向
、自
然
志
向
に
対
応
し
た
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　後
者
の
流
れ
の
代
表
格
は
、長
野
県
白
馬
村

の「F
IE

L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A

」が
挙
げ
ら

れ
る
。同
施
設
は
、ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
地

元
老
舗
企
業「
八
方
尾
根
開
発
」が
、我
が
国
を

代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー「
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
」と
連
携
し
、2
0
1
8
年
10
月
に
プ

レ
開
業
し
、2
0
1
9
年
よ
り
本
格
開
業
し
て

い
る
。ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、他
に
も
横
須
賀
市
観

音
崎
、阿
賀
野
市
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
展

開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
もF

IE
L

D
 

S
U

IT
E

は
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と
さ
れ
る
。同
施
設

は
、
八
方
尾
根
の
北
尾
根
高
原
の
標
高

1
2
0
0
m
に
位
置
し
、ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
も
存
在
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

に
、上
質
な
滞
在
環
境
を
生
み
出
し
た
。星
の
や

富
士
や
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
と
異

な
り
、固
定
的
な
宿
泊
施
設
を
持
た
ず
、上
質

と
は
い
え
テ
ン
ト
の
み
で
宿
泊
機
能
を
提
供
し

て
い
る
点
で
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
発
展
版

と
い
え
る
。

　こ
の
他
、既
存
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
を
併
設
す
る
事
例
は
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
0
2
0

年
4
月
に
は
、道
の
駅
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

を
併
設
し
た「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
」が
登
場
す

る
な
ど
、そ
の
概
念
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

る
状
況
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、2
0
2
0
年

シ
ー
ズ
ン
は
、早
い
段
階
か
ら
注
目
を
集
め
、高

稼
働
、高
単
価
で
推
移
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。星
野
リ
ゾ
ー
ト
や
、東
急
の
よ
う
に
、

他
の
宿
泊
施
設
を
擁
す
る
事
業
者
で
は
、一
般

的
な
ホ
テ
ル
よ
り
も
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の

ほ
う
が
、注
目
が
高
く
、客
の
戻
り
も
早
か
っ
た

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が

出
来
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
に
も
沿
っ
た
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
が
相
対
的
に
高
い
注
目
を
集
め

　2
0
1
5
年
4
月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た

「A
pple W

atch

」は
、そ
の
後
、何
度
か
の
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
重
ね
、機
能
の
方
向
性
を
利
用

者
の
健
康
増
進
へ
と
向
け
な
が
ら
、シ
ェ
ア
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。こ
の
成
功
を
受
け
、他
の
メ

ー
カ
ー
も
、健
康
管
理
機
能
を
強
化
す
る
よ
う

に
な
り
、健
康
管
理
は
、大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
背
景
に
は
、人
々
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
と
呼
ば
れ
る
人
々
や
高
学
歴
層
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
が
あ
る
が
、こ
う
し
た
意
識
は
、自

分
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
広
が
り
、環
境

問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

　必
然
的
に
、観
光
行
動
も
、自
身
の
健
康
や

環
境
に
配
慮
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。中
級
以
上
の
ホ
テ
ル
、特
に
外
資
系

で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
し
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
、フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
が
高
ま

り
、90
年
代
以
降
、低
迷
が
続
い
て
い
た
ス
キ
ー

場
に
も
人
が
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、体
を
動
か
す
、そ
れ
も
出
来
れ
ば

自
然
の
中
で
と
い
う
欲
求
の
高
ま
り
は
、着
実

に
拡
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
た
。

　こ
う
し
た
大
き
な
潮
流
の
中
で
、生
じ
た
の

が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」に
お
い
て
は
、

3
密
を
避
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
。そ
う
し

た
中
、キ
ャ
ン
プ
は
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
、か
つ
、健
康
増
進
や
自
然
志
向
に
も
対
応

出
来
る
宿
泊
形
態
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
、多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　た
だ
、キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
に
は
、テ
ン
ト

を
始
め
と
し
た
多
く
の
用
品
が
必
要
で
あ
り
、

食
事
の
準
備
や
寒
暖
へ
の
対
応
な
ど
、屋
外
活

動
な
ら
で
は
の
経
験
が
必
要
と
な
る
。関
心
が

あ
っ
て
も
、誰
で
も
出
来
る
活
動
で
は
な
い
。ま

た
、キ
ャ
ン
プ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
が「
密
」に
な
る
と
い
う
事
態
も
発

生
し
、家
族
や
親
し
い
知
人
と
、ゆ
っ
く
り
と
し

た
休
日
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
へ
は
必

ず
し
も
対
応
出
来
な
か
っ
た
。

　特
に
、こ
れ
ま
で
バ
カ
ン
ス
を
海
外
で
過
ご

し
て
い
た
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、い
き
な
り

「
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
」の
は
、高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。一
方
で
、客
室
露
天
風
呂
を
備
え
る
よ

う
な
温
泉
旅
館
や
、星
を
持
つ
ア
ッ
パ
ー
・
ホ
テ

ル
は
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
症
対
策
の
も
と
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、海

外
リ
ゾ
ー
ト
の
代
替
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、ま
た
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
へ
の

対
応
力
は
弱
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
う
し
た
需
要
の
一
部
が
向
か
っ
た

の
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
施

設
で
あ
る
。

「
星
の
や
富
士
」の

成
功
が
生
ん
だ
、

2
つ
の
潮
流

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、グ
ラ
マ
ラ
ス

（G
lam

orou
s

）な
キ
ャ
ン
プ（C

am
p

）

と
い
う
意
味
で
2
0
1
5
年
頃
か
ら
、

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
新
語
」で

あ
る
。こ
の「
優
雅
な
キ
ャ
ン
プ
」と
い

う
意
味
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、英
語
で

はG
lam

p
in

g

と
な
る
が
、Go

o
gle

ト

レ
ン
ド
を
見
る
と
2
0
1
0
年
頃
か
ら

検
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ジ
ワ
ジ
ワ

と
検
索
量
を
増
大
さ
せ
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
2
0
2
0
年
夏
は
、大
き
く
検
索
量

を
増
大
さ
せ
て
い
る
。ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
へ
の
関
心
は
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は「
優
雅
」な
体
験
へ
の
嗜
好
が
一
段
と

高
ま
っ
た
こ
と
が
解
る
。

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」は
、2
0
1
5
年
の

2
0
2
0
年
、

人
々
が
求
め
た

旅
行
ス
タ
イ
ル

　こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
は
、様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、図
1
で
示
し
た
よ
う

に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、総
じ
て
高

い
注
目
を
集
め
、2
0
1
9
年
夏

に
比
し
て
、2
0
2
0
年
夏
は
、検

索
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
注

目
は
2
0
1
5
年
以
降
、ジ
ワ
ジ

ワ
と
上
昇
し
て
き
て
は
い
た
が
、

2
0
2
0
年
夏
に
、大
き
く
伸
長

し
た
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
求
め
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
に
マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　各
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、

ま
だ
歴
史
の
浅
い
施
設
で
あ
る
た

め
、経
年
的
な
変
化
を
述
べ
ら
れ

東急リゾートタウン蓼科「もりぐらし」
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ぐ
ら
し
」の
認
知
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る

が
、東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、ホ
テ
ル
ク
ラ
ス

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら
、屋
外（
も

り
）で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
、顧
客
の
心
を
掴
ん
だ
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ

プ
ル
、女
性
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、子
供
や

女
性
で
も
快
適
に
利
用
出
来
る
特
性
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、県
内
か
ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。長
野
県
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

県
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
自
粛
が
要
請
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
中
で
、県
民
か
ら
、東
急
リ
ゾ
ー

ト
が
運
営
す
る
同
施
設
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行

を
利
用
し
た
県
民
の
利
用
が
伸
び
た
と
い
う
。

10
月
以
降
は
、GoT

o

ト
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
東
京
解
禁
に
合
わ
せ
、県
外
ナ
ン
バ
ー
も

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が「
も
り
ぐ
ら
し
」の
コ
ン

セ
プ
ト
が
、長
野
県
民
に
も
支
持
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、健
康
志
向
、自

然
志
向
が
、都
市
│
地
方
と
い
う
図
式
に
関
わ

ら
ず
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　同
施
設
は
、ホ
テ
ル
や
別
荘
が
広
が
る
敷
地

内
に
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。「
も
り
ぐ
ら
し
」の
最
初
期
は
、ツ
リ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」と
、屋
外
で
B
B
Q
が
楽
し
め
る

「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
が
、こ
こ
に
テ
ン
ト
泊
と
い
う
選
択

肢
が
加
わ
る
こ
と
で
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な

か
っ
た
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。こ
の
動
き
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
加
速
さ

れ
、従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
客
層
の
獲
得
に

繋
が
っ
た
。

こ
の
新
し
い
体
験
は
、

日
本
の
強
み
を
活
か
せ
る

　こ
れ
ら
施
設
の
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
の
動

向
を
見
て
い
る
と
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る

需
要
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
作
ら
れ
て

き
て
い
た
健
康
志
向
／
自
然
志
向
の
流
れ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
爆
発
的
に
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。海
外
で
は
自
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
作
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
施
設

も
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、大
き

な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。冒
頭
で
示
し
た

よ
う
にG

lam
pin

g

に
対
す
る
関
心
は
世
界
的

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。自
然
の
中
で
快
適
に

過
ご
す
と
い
う
概
念
は
、今
後
と
も
、大
き
な
潮

流
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
、国
内
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
焦
点

が
当
た
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。高
所
得

者
層
に
お
い
て
は
海
外
旅
行
の
代
替
品
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
が
、よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
は
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
温
泉
旅
館
と
並
ぶ
、

新
し
い
宿
泊
形
態
と
し
て
の
認
知
が
進
む
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
だ
。旅
行
や
観
光
は「
経
験
財
」

で
あ
り
、経
験
を
す
る
こ
と
で
認
知
し
、次
の
経

験
へ
繋
が
る
足
が
か
り
と
な
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
」と
い
う
理
由
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
利
用

し
た
人
々
も
、そ
の
面
白
さ
を
感
じ
た
ら
、彼
ら

自
身
の
健
康
志
向
／
自
然
志
向
を
充
足
す
る

よ
う
な
施
設
、サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
、嗜
好
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。東
急
リ
ゾ
ー
ト

タ
ウ
ン
蓼
科「
も
り
ぐ
ら
し
」の
よ
う
に
、県
民

客
の
需
要
喚
起
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
い
だ

ろ
う
。こ
れ
は
、都
市
部
の
み
な
ら
ず
、地
方
部

の
人
々
に
お
い
て
も
、快
適
に
屋
外
で
過
ご
す

こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
、事
業
者
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、掘
り
起
こ
し
が
出
来
る
国
内

需
要
が
各
所
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。さ

ら
に
、自
然
の
中
で
の
滞
在
ス
タ
イ
ル
は
、注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
の
親
和
性
が

高
く
、こ
れ
ら
と
の
接
続
、さ
ら
な
る
概
念
拡

大
も
期
待
出
来
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
観
光

の
厚
み
を
増
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
数
少
な
い
明
る
い
材

料
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　も
と
も
と
、日
本
は
、四
季
が
豊
か
で
あ
り
、

自
然
も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
環
境
に
あ
る
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
快
適
な
自
然
体
験

は
、日
本
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
に
も
な
る
だ

ろ
う
。他
方
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
懸
念
も

あ
る
。そ
れ
は
、あ
ま
り
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、玉
石
混
交

の
状
況
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。旧
来

か
ら
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
B
B
Q
を
セ
ッ
ト
す

る
だ
け
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
称
す
る
よ
う
な

施
設
は
、そ
の
適
例
で
あ
る
。ま
た
、設
備
は
立

派
で
あ
っ
て
も
、事
業
者
側
に
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ノ
ウ

ハ
ウ
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、単
な
る

場
所
貸
し
、施
設
貸
し
と
な
っ
て
い
る
施
設
も

散
見
さ
れ
る
。こ
れ
で
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の

経
験
が
乏
し
い
人
で
も
、快
適
さ
を
保
ち
つ
つ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
楽
し
み
を
体
験
出
来
る
と

い
う
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

　星
の
や
富
士
で
は
、社
内
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

マ
ス
タ
ー
と
い
う
職
種
を
設
け
、ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。ま
た
、外
部
の
事
業
者
の
協
力
も
得
な

が
ら
、季
節
に
応
じ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
随

時
開
発
し
て
い
る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
言
っ
て

も
、滞
在
ス
タ
イ
ル
は
人
に
よ
っ
て
、施
設
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
く
る
。ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に

は
、自
然
を
快
適
に
楽
し
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続

的
に
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。そ
の
意
味
で
は
、市
場
か
ら
の
注
目
が
高

ま
っ
た
2
0
2
0
年
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
元
年
と

も
な
る
年
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ
・
ゆ
う
い
ち
）

た
こ
と
が
伺
え
る
。

　特
に
、星
の
や
富
士
に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
高
い
感
染
症
対
策
を
展
開
し
つ
つ
、

よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
現
地
経
験
を

充
実
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
喪
失

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、国
内
需
要
の
み
で
、高

い
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。気

温
が
大
き
く
下
が
る
冬
場
に
な
っ
て
も
、高
い

稼
働
率
を
維
持
し
て
い
る
。ま
た
、同
リ
ゾ
ー

ト
は
、泊
食
分
離
を
標
榜
し
て
い
る
が
、来
訪

し
た
人
々
は
、従
前
に
比
し
て
、二
食
付
き
で
利

用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、現
地
で
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、人
々
が
、よ
り
安

全
で
安
心
出
来
る
環
境
を
求
め
つ
つ
、休
暇

中
、自
然
の
中
で
、心
身
を
開
放
し
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。ハ
ネ
ム

ー
ン
を
含
む
記
念
日
旅
行
の
利
用
も
多
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、同
行
者
と
の
大
切
な

時
間
を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と

し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
支
持
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

白
馬
+
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
+

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
＝

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
の

新
形
態

　ま
た
、白
馬
のF
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も
、高
稼
働

で
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
い
る
。本

格
開
業
2
年
目
で
あ
る
が
、利
用
者
は
前
年
に

比
し
て
約
3
倍
に
伸
長
。同
施
設
は
、白
馬
や
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ア
イ
コ
ン
的
な
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
は
持
つ
も
の
の
、施
設
と
し
て
の

知
名
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
が
深
ま
る
6
月
に
、ト
ラ
ン
ベ
ー

ル
や
ア
ゴ
ラ
に
、「
ゼ
ロ
密
リ
ゾ
ー
ト
」と
し
て

広
告
を
出
稿
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
保
出
来
る
快

適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。こ
の

取
り
組
み
が
、海
外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所

得
者
層
の
心
を
掴
む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。中
に

は
、東
京
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
来
訪
し
た
顧
客
も
い
て
、北
尾
根
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
、国
内
に
い
な
が
ら
海
外

旅
行
気
分
を
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
、評
価
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。利
用
者
の
多
く
は
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対
す
る
経
験
値
は
低
く
、リ

フ
ト
に
乗
る（
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、夏
山
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
）の
に
も
緊
張
す
る
人
々
も

多
か
っ
た
。そ
う
し
た
人
々
で
も
、自
然
を
感
じ

な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
出
来
る
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は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、そ

れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ
ら
な
る
集
客
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。同
施
設
は
、グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
の
系
統
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
プ
の
高
級
化

と
分
類
出
来
る
が
、顧
客
は
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
認
識
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
は
、同
施
設
が
注
視
し
て
い
る

「
食
事
」が
あ
る
。同
施
設
は
、一
泊
三
食
の
宿
泊

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、招
聘
し
た
シ
ェ
フ

が
、高
品
質
で
わ
く
わ
く
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
の
創
造
に
取
り
組
み
、高
い
評
価
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
だ
。初
め
て
の
体

験
に
緊
張
気
味
だ
っ
た
来
訪
者
が
、夕
食
時
に

な
る
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
、同
社
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

　「
食
事
」に
つ
い
て
は
、泊
食
分
離
を
し
て
い

る
星
の
や
富
士
に
お
い
て
も
、ジ
ビ
エ
料
理
を

主
体
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
用

意
し
て
い
る
。屋
外
の
タ
ー
プ
下
で
あ
り
な
が

ら
、高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
接
遇
を
行
い

つ
つ
、要
所
要
所
で
、顧
客
自
身
が
料
理
に
参
加

す
る
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
出
来
る
仕
掛
け
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、冬
季

間
は
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン

が
楽
し
め
る
屋
外
バ
ー
も
用
意
し
、非
日
常
的

な
体
験
を
演
出
し
て
い
る
。

　海
外
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、例
え
ば
、サ
ン
ド
バ
ン

ク（
海
上
の
砂
州
）上
で
デ
ィ
ナ
ー
が
楽
し
め
る

サ
ン
ド
バ
ン
ク
・
デ
ィ
ナ
ー
や
、雪
で
テ
ー
ブ
ル

を
造
り
食
事
を
楽
し
む
ス
ノ
ー
・
ラ
ン
チ
な
ど
、

様
々
な「
食
」の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。我

が
国
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
も
、今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

ホ
テ
ル
ク
ラ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
を
屋
外
で
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」

　東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
の「
も
り
ぐ
ら

し
」は
、星
の
や
富
士
やF
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に
比

し
て「
お
手
頃
」な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る

が
、2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
は
、殆
ど
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
、緊
縮
的
な
予
算
編
成
で
向
か
っ
た
た

め
で
あ
る
が
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、昨
年
ま
で

の
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
る
稼
働
率
を
確
保

し
、単
価
も
大
き
く
伸
長
し
た
。こ
れ
は
、「
も
り

夏
頃
か
ら
、関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
は
、「
星
の
や
富
士
」の
開
業
タ
イ
ミ

ン
グ
に
重
な
る
。開
業
に
あ
た
り
、同
社
代
表

の
星
野
佳
路
氏
は
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
概
念
を
提
示
し
、そ
の
市

場
形
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　同
社
で
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
定
義
を
以
下

の
4
つ
と
し
て
い
る
。

1
・
遊
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

2
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
が
提
案
す
る

　
　ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

3
・
屋
外
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

　
　快
適
な
客
室

4
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
好
き
な

　
　シ
ェ
フ
が
演
出
す
る
食
事

　こ
の
定
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、同
社
で
は

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
、キ
ャ
ン
プ
の
延
長
線
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
て
い
る
。こ

の
概
念
は「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た

い
」が「
煩
わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る

市
場
セ
グ
メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業

以
来
、高
稼
働
を
続
け
て
き
た
。

　こ
の「
成
功
例
」は
、2
つ
の
流
れ
を
生
み
出

し
て
い
く
。

　一
つ
は
、星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
同
様
に
、リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
、そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
乗
り
出
し
て
い
く

も
の
。も
う
一
つ
は
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
事
業

者
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
展
開
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　前
者
は
、例
え
ば
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る「
東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
」に
設
置

さ
れ
た「
も
り
ぐ
ら
し
」が
挙
げ
ら
れ
る
。同
エ

リ
ア
は
1
9
7
8
年
に
別
荘
分
譲
が
開
始
さ

れ
た「
老
舗
」リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、敷
地
内
に
は

別
荘
、ホ
テ
ル
、タ
イ
ム
シ
ェ
ア
ホ
テ
ル
の
他
、

ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
も
擁
す
る
総
合
リ
ゾ

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
施
設
内
に

2
0
1
7
年
よ
り「
森
を
ま
も
り
、森
と
と
も
に

暮
ら
す
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
エ
リ
ア「
も

り
ぐ
ら
し
」を
立
ち
上
げ
た
。同
エ
リ
ア
で
は
、

屋
外
で
の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る「
グ

ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
」を
立
ち
上
げ
た

後
、2
0
1
9
年
に
は
欧
州
ス
ロ
ベ
ニ
ア
よ
り

輸
入
し
た
テ
ン
ト
ヴ
ィ
ラ
で
の
滞
在
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る「T

H
E

 C
A

M
P

」を
開
業

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
へ
と
乗
り
出
し
た
。既

に
多
様
な
宿
泊
施
設
が
あ
る
中
で
、「
テ
ン
ト
」

で
の
宿
泊
経
験
を
追
加
し
た
の
は
、ま
さ
し
く

市
場
の
健
康
志
向
、自
然
志
向
に
対
応
し
た
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　後
者
の
流
れ
の
代
表
格
は
、長
野
県
白
馬
村

の「F
IE

L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A

」が
挙
げ
ら

れ
る
。同
施
設
は
、ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
地

元
老
舗
企
業「
八
方
尾
根
開
発
」が
、我
が
国
を

代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー「
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
」と
連
携
し
、2
0
1
8
年
10
月
に
プ

レ
開
業
し
、2
0
1
9
年
よ
り
本
格
開
業
し
て

い
る
。ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、他
に
も
横
須
賀
市
観

音
崎
、阿
賀
野
市
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
展

開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
もF

IE
L

D
 

S
U

IT
E

は
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と
さ
れ
る
。同
施
設

は
、
八
方
尾
根
の
北
尾
根
高
原
の
標
高

1
2
0
0
m
に
位
置
し
、ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
も
存
在
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

に
、上
質
な
滞
在
環
境
を
生
み
出
し
た
。星
の
や

富
士
や
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
と
異

な
り
、固
定
的
な
宿
泊
施
設
を
持
た
ず
、上
質

と
は
い
え
テ
ン
ト
の
み
で
宿
泊
機
能
を
提
供
し

て
い
る
点
で
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
発
展
版

と
い
え
る
。

　こ
の
他
、既
存
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
を
併
設
す
る
事
例
は
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
0
2
0

年
4
月
に
は
、道
の
駅
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

を
併
設
し
た「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
」が
登
場
す

る
な
ど
、そ
の
概
念
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

る
状
況
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、2
0
2
0
年

シ
ー
ズ
ン
は
、早
い
段
階
か
ら
注
目
を
集
め
、高

稼
働
、高
単
価
で
推
移
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。星
野
リ
ゾ
ー
ト
や
、東
急
の
よ
う
に
、

他
の
宿
泊
施
設
を
擁
す
る
事
業
者
で
は
、一
般

的
な
ホ
テ
ル
よ
り
も
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の

ほ
う
が
、注
目
が
高
く
、客
の
戻
り
も
早
か
っ
た

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が

出
来
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
に
も
沿
っ
た
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
が
相
対
的
に
高
い
注
目
を
集
め

　2
0
1
5
年
4
月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た

「A
pple W

atch

」は
、そ
の
後
、何
度
か
の
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
重
ね
、機
能
の
方
向
性
を
利
用

者
の
健
康
増
進
へ
と
向
け
な
が
ら
、シ
ェ
ア
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。こ
の
成
功
を
受
け
、他
の
メ

ー
カ
ー
も
、健
康
管
理
機
能
を
強
化
す
る
よ
う

に
な
り
、健
康
管
理
は
、大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
背
景
に
は
、人
々
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
と
呼
ば
れ
る
人
々
や
高
学
歴
層
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
が
あ
る
が
、こ
う
し
た
意
識
は
、自

分
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
広
が
り
、環
境

問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

　必
然
的
に
、観
光
行
動
も
、自
身
の
健
康
や

環
境
に
配
慮
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。中
級
以
上
の
ホ
テ
ル
、特
に
外
資
系

で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
し
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
、フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
が
高
ま

り
、90
年
代
以
降
、低
迷
が
続
い
て
い
た
ス
キ
ー

場
に
も
人
が
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、体
を
動
か
す
、そ
れ
も
出
来
れ
ば

自
然
の
中
で
と
い
う
欲
求
の
高
ま
り
は
、着
実

に
拡
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
た
。

　こ
う
し
た
大
き
な
潮
流
の
中
で
、生
じ
た
の

が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」に
お
い
て
は
、

3
密
を
避
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
。そ
う
し

た
中
、キ
ャ
ン
プ
は
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
、か
つ
、健
康
増
進
や
自
然
志
向
に
も
対
応

出
来
る
宿
泊
形
態
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
、多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　た
だ
、キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
に
は
、テ
ン
ト

を
始
め
と
し
た
多
く
の
用
品
が
必
要
で
あ
り
、

食
事
の
準
備
や
寒
暖
へ
の
対
応
な
ど
、屋
外
活

動
な
ら
で
は
の
経
験
が
必
要
と
な
る
。関
心
が

あ
っ
て
も
、誰
で
も
出
来
る
活
動
で
は
な
い
。ま

た
、キ
ャ
ン
プ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
が「
密
」に
な
る
と
い
う
事
態
も
発

生
し
、家
族
や
親
し
い
知
人
と
、ゆ
っ
く
り
と
し

た
休
日
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
へ
は
必

ず
し
も
対
応
出
来
な
か
っ
た
。

　特
に
、こ
れ
ま
で
バ
カ
ン
ス
を
海
外
で
過
ご

し
て
い
た
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、い
き
な
り

「
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
」の
は
、高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。一
方
で
、客
室
露
天
風
呂
を
備
え
る
よ

う
な
温
泉
旅
館
や
、星
を
持
つ
ア
ッ
パ
ー
・
ホ
テ

ル
は
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
症
対
策
の
も
と
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、海

外
リ
ゾ
ー
ト
の
代
替
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、ま
た
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
へ
の

対
応
力
は
弱
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
う
し
た
需
要
の
一
部
が
向
か
っ
た

の
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
施

設
で
あ
る
。

「
星
の
や
富
士
」の

成
功
が
生
ん
だ
、

2
つ
の
潮
流

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、グ
ラ
マ
ラ
ス

（G
lam

orou
s

）な
キ
ャ
ン
プ（C

am
p

）

と
い
う
意
味
で
2
0
1
5
年
頃
か
ら
、

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
新
語
」で

あ
る
。こ
の「
優
雅
な
キ
ャ
ン
プ
」と
い

う
意
味
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、英
語
で

はG
lam

p
in

g

と
な
る
が
、Go

o
gle

ト

レ
ン
ド
を
見
る
と
2
0
1
0
年
頃
か
ら

検
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ジ
ワ
ジ
ワ

と
検
索
量
を
増
大
さ
せ
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
2
0
2
0
年
夏
は
、大
き
く
検
索
量

を
増
大
さ
せ
て
い
る
。ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
へ
の
関
心
は
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は「
優
雅
」な
体
験
へ
の
嗜
好
が
一
段
と

高
ま
っ
た
こ
と
が
解
る
。

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」は
、2
0
1
5
年
の

2
0
2
0
年
、

人
々
が
求
め
た

旅
行
ス
タ
イ
ル

　こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
は
、様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、図
1
で
示
し
た
よ
う

に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、総
じ
て
高

い
注
目
を
集
め
、2
0
1
9
年
夏

に
比
し
て
、2
0
2
0
年
夏
は
、検

索
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
注

目
は
2
0
1
5
年
以
降
、ジ
ワ
ジ

ワ
と
上
昇
し
て
き
て
は
い
た
が
、

2
0
2
0
年
夏
に
、大
き
く
伸
長

し
た
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
求
め
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
に
マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　各
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、

ま
だ
歴
史
の
浅
い
施
設
で
あ
る
た

め
、経
年
的
な
変
化
を
述
べ
ら
れ
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ぐ
ら
し
」の
認
知
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る

が
、東
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、ホ
テ
ル
ク
ラ
ス

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら
、屋
外（
も

り
）で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
、顧
客
の
心
を
掴
ん
だ
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ

プ
ル
、女
性
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、子
供
や

女
性
で
も
快
適
に
利
用
出
来
る
特
性
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、県
内
か
ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。長
野
県
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

県
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
自
粛
が
要
請
さ
れ
て

い
た
が
、そ
の
中
で
、県
民
か
ら
、東
急
リ
ゾ
ー

ト
が
運
営
す
る
同
施
設
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行

を
利
用
し
た
県
民
の
利
用
が
伸
び
た
と
い
う
。

10
月
以
降
は
、GoT

o

ト
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
東
京
解
禁
に
合
わ
せ
、県
外
ナ
ン
バ
ー
も

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が「
も
り
ぐ
ら
し
」の
コ
ン

セ
プ
ト
が
、長
野
県
民
に
も
支
持
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、健
康
志
向
、自

然
志
向
が
、都
市
│
地
方
と
い
う
図
式
に
関
わ

ら
ず
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　同
施
設
は
、ホ
テ
ル
や
別
荘
が
広
が
る
敷
地

内
に
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。「
も
り
ぐ
ら
し
」の
最
初
期
は
、ツ
リ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」と
、屋
外
で
B
B
Q
が
楽
し
め
る

「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
が
、こ
こ
に
テ
ン
ト
泊
と
い
う
選
択

肢
が
加
わ
る
こ
と
で
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な

か
っ
た
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ

た
。こ
の
動
き
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
加
速
さ

れ
、従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
客
層
の
獲
得
に

繋
が
っ
た
。

こ
の
新
し
い
体
験
は
、

日
本
の
強
み
を
活
か
せ
る

　こ
れ
ら
施
設
の
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
の
動

向
を
見
て
い
る
と
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る

需
要
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、そ
れ
以
前
か
ら
徐
々
に
作
ら
れ
て

き
て
い
た
健
康
志
向
／
自
然
志
向
の
流
れ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
爆
発
的
に
広
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。海
外
で
は
自
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
作
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
施
設

も
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、大
き

な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。冒
頭
で
示
し
た

よ
う
にG

lam
pin

g

に
対
す
る
関
心
は
世
界
的

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。自
然
の
中
で
快
適
に

過
ご
す
と
い
う
概
念
は
、今
後
と
も
、大
き
な
潮

流
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　そ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
、国
内
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
焦
点

が
当
た
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。高
所
得

者
層
に
お
い
て
は
海
外
旅
行
の
代
替
品
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
が
、よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
は
、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
温
泉
旅
館
と
並
ぶ
、

新
し
い
宿
泊
形
態
と
し
て
の
認
知
が
進
む
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
だ
。旅
行
や
観
光
は「
経
験
財
」

で
あ
り
、経
験
を
す
る
こ
と
で
認
知
し
、次
の
経

験
へ
繋
が
る
足
が
か
り
と
な
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
」と
い
う
理
由
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
利
用

し
た
人
々
も
、そ
の
面
白
さ
を
感
じ
た
ら
、彼
ら

自
身
の
健
康
志
向
／
自
然
志
向
を
充
足
す
る

よ
う
な
施
設
、サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
、嗜
好
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。東
急
リ
ゾ
ー
ト

タ
ウ
ン
蓼
科「
も
り
ぐ
ら
し
」の
よ
う
に
、県
民

客
の
需
要
喚
起
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
い
だ

ろ
う
。こ
れ
は
、都
市
部
の
み
な
ら
ず
、地
方
部

の
人
々
に
お
い
て
も
、快
適
に
屋
外
で
過
ご
す

こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
、事
業
者
の
立

場
か
ら
見
れ
ば
、掘
り
起
こ
し
が
出
来
る
国
内

需
要
が
各
所
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。さ

ら
に
、自
然
の
中
で
の
滞
在
ス
タ
イ
ル
は
、注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
の
親
和
性
が

高
く
、こ
れ
ら
と
の
接
続
、さ
ら
な
る
概
念
拡

大
も
期
待
出
来
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
観
光

の
厚
み
を
増
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
生
じ
た
数
少
な
い
明
る
い
材

料
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　も
と
も
と
、日
本
は
、四
季
が
豊
か
で
あ
り
、

自
然
も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
環
境
に
あ
る
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
快
適
な
自
然
体
験

は
、日
本
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
に
も
な
る
だ

ろ
う
。他
方
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
懸
念
も

あ
る
。そ
れ
は
、あ
ま
り
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、玉
石
混
交

の
状
況
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。旧
来

か
ら
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
B
B
Q
を
セ
ッ
ト
す

る
だ
け
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
称
す
る
よ
う
な

施
設
は
、そ
の
適
例
で
あ
る
。ま
た
、設
備
は
立

派
で
あ
っ
て
も
、事
業
者
側
に
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、ノ
ウ

ハ
ウ
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、単
な
る

場
所
貸
し
、施
設
貸
し
と
な
っ
て
い
る
施
設
も

散
見
さ
れ
る
。こ
れ
で
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の

経
験
が
乏
し
い
人
で
も
、快
適
さ
を
保
ち
つ
つ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
楽
し
み
を
体
験
出
来
る
と

い
う
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
。

　星
の
や
富
士
で
は
、社
内
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

マ
ス
タ
ー
と
い
う
職
種
を
設
け
、ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。ま
た
、外
部
の
事
業
者
の
協
力
も
得
な

が
ら
、季
節
に
応
じ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
随

時
開
発
し
て
い
る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
言
っ
て

も
、滞
在
ス
タ
イ
ル
は
人
に
よ
っ
て
、施
設
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
く
る
。ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
持
続
さ
せ
て
い
く
に

は
、自
然
を
快
適
に
楽
し
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
続

的
に
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。そ
の
意
味
で
は
、市
場
か
ら
の
注
目
が
高

ま
っ
た
2
0
2
0
年
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
元
年
と

も
な
る
年
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ
・
ゆ
う
い
ち
）

た
こ
と
が
伺
え
る
。

　特
に
、星
の
や
富
士
に
お
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
高
い
感
染
症
対
策
を
展
開
し
つ
つ
、

よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
現
地
経
験
を

充
実
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
喪
失

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、国
内
需
要
の
み
で
、高

い
稼
働
率
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。気

温
が
大
き
く
下
が
る
冬
場
に
な
っ
て
も
、高
い

稼
働
率
を
維
持
し
て
い
る
。ま
た
、同
リ
ゾ
ー

ト
は
、泊
食
分
離
を
標
榜
し
て
い
る
が
、来
訪

し
た
人
々
は
、従
前
に
比
し
て
、二
食
付
き
で
利

用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、現
地
で
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、人
々
が
、よ
り
安

全
で
安
心
出
来
る
環
境
を
求
め
つ
つ
、休
暇

中
、自
然
の
中
で
、心
身
を
開
放
し
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。ハ
ネ
ム

ー
ン
を
含
む
記
念
日
旅
行
の
利
用
も
多
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、同
行
者
と
の
大
切
な

時
間
を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と

し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
支
持
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

白
馬
+
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
+

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
＝

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ホ
テ
ル
の

新
形
態

　ま
た
、白
馬
のF
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も
、高
稼
働

で
2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
い
る
。本

格
開
業
2
年
目
で
あ
る
が
、利
用
者
は
前
年
に

比
し
て
約
3
倍
に
伸
長
。同
施
設
は
、白
馬
や
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
い
っ
た
ア
イ
コ
ン
的
な
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
は
持
つ
も
の
の
、施
設
と
し
て
の

知
名
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
が
深
ま
る
6
月
に
、ト
ラ
ン
ベ
ー

ル
や
ア
ゴ
ラ
に
、「
ゼ
ロ
密
リ
ゾ
ー
ト
」と
し
て

広
告
を
出
稿
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
保
出
来
る
快

適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。こ
の

取
り
組
み
が
、海
外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所

得
者
層
の
心
を
掴
む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。中
に

は
、東
京
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
来
訪
し
た
顧
客
も
い
て
、北
尾
根
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
、国
内
に
い
な
が
ら
海
外

旅
行
気
分
を
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
、評
価
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。利
用
者
の
多
く
は
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対
す
る
経
験
値
は
低
く
、リ

フ
ト
に
乗
る（
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、夏
山
リ

フ
ト
を
利
用
す
る
）の
に
も
緊
張
す
る
人
々
も

多
か
っ
た
。そ
う
し
た
人
々
で
も
、自
然
を
感
じ

な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
出
来
る

F
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は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、そ

れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ
ら
な
る
集
客
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。同
施
設
は
、グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
の
系
統
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
プ
の
高
級
化

と
分
類
出
来
る
が
、顧
客
は
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
認
識
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
は
、同
施
設
が
注
視
し
て
い
る

「
食
事
」が
あ
る
。同
施
設
は
、一
泊
三
食
の
宿
泊

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、招
聘
し
た
シ
ェ
フ

が
、高
品
質
で
わ
く
わ
く
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
の
創
造
に
取
り
組
み
、高
い
評
価
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
だ
。初
め
て
の
体

験
に
緊
張
気
味
だ
っ
た
来
訪
者
が
、夕
食
時
に

な
る
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と
、同
社
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

　「
食
事
」に
つ
い
て
は
、泊
食
分
離
を
し
て
い

る
星
の
や
富
士
に
お
い
て
も
、ジ
ビ
エ
料
理
を

主
体
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
用

意
し
て
い
る
。屋
外
の
タ
ー
プ
下
で
あ
り
な
が

ら
、高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
接
遇
を
行
い

つ
つ
、要
所
要
所
で
、顧
客
自
身
が
料
理
に
参
加

す
る
こ
と
で
キ
ャ
ン
プ
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
出
来
る
仕
掛
け
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、冬
季

間
は
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン

が
楽
し
め
る
屋
外
バ
ー
も
用
意
し
、非
日
常
的

な
体
験
を
演
出
し
て
い
る
。

　海
外
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、例
え
ば
、サ
ン
ド
バ
ン

ク（
海
上
の
砂
州
）上
で
デ
ィ
ナ
ー
が
楽
し
め
る

サ
ン
ド
バ
ン
ク
・
デ
ィ
ナ
ー
や
、雪
で
テ
ー
ブ
ル

を
造
り
食
事
を
楽
し
む
ス
ノ
ー
・
ラ
ン
チ
な
ど
、

様
々
な「
食
」の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。我

が
国
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
も
、今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

ホ
テ
ル
ク
ラ
ス
の

サ
ー
ビ
ス
を
屋
外
で
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」

　東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
の「
も
り
ぐ
ら

し
」は
、星
の
や
富
士
やF
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に
比

し
て「
お
手
頃
」な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る

が
、2
0
2
0
年
シ
ー
ズ
ン
は
、殆
ど
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
、緊
縮
的
な
予
算
編
成
で
向
か
っ
た
た

め
で
あ
る
が
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、昨
年
ま
で

の
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
る
稼
働
率
を
確
保

し
、単
価
も
大
き
く
伸
長
し
た
。こ
れ
は
、「
も
り

夏
頃
か
ら
、関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
は
、「
星
の
や
富
士
」の
開
業
タ
イ
ミ

ン
グ
に
重
な
る
。開
業
に
あ
た
り
、同
社
代
表

の
星
野
佳
路
氏
は
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
概
念
を
提
示
し
、そ
の
市

場
形
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　同
社
で
は
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
定
義
を
以
下

の
4
つ
と
し
て
い
る
。

1
・
遊
び
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

2
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
が
提
案
す
る

　
　ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

3
・
屋
外
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

　
　快
適
な
客
室

4
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
好
き
な

　
　シ
ェ
フ
が
演
出
す
る
食
事

　こ
の
定
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、同
社
で
は

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
、キ
ャ
ン
プ
の
延
長
線
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
・
ホ
テ
ル
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
て
い
る
。こ

の
概
念
は「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た

い
」が「
煩
わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る

市
場
セ
グ
メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業

以
来
、高
稼
働
を
続
け
て
き
た
。

　こ
の「
成
功
例
」は
、2
つ
の
流
れ
を
生
み
出

し
て
い
く
。

　一
つ
は
、星
野
リ
ゾ
ー
ト
と
同
様
に
、リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
、そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
乗
り
出
し
て
い
く

も
の
。も
う
一
つ
は
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
事
業

者
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
展
開
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

　前
者
は
、例
え
ば
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営

す
る「
東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科
」に
設
置

さ
れ
た「
も
り
ぐ
ら
し
」が
挙
げ
ら
れ
る
。同
エ

リ
ア
は
1
9
7
8
年
に
別
荘
分
譲
が
開
始
さ

れ
た「
老
舗
」リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、敷
地
内
に
は

別
荘
、ホ
テ
ル
、タ
イ
ム
シ
ェ
ア
ホ
テ
ル
の
他
、

ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー
場
も
擁
す
る
総
合
リ
ゾ

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
施
設
内
に

2
0
1
7
年
よ
り「
森
を
ま
も
り
、森
と
と
も
に

暮
ら
す
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
新
エ
リ
ア「
も

り
ぐ
ら
し
」を
立
ち
上
げ
た
。同
エ
リ
ア
で
は
、

屋
外
で
の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る「
グ

ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
」を
立
ち
上
げ
た

後
、2
0
1
9
年
に
は
欧
州
ス
ロ
ベ
ニ
ア
よ
り

輸
入
し
た
テ
ン
ト
ヴ
ィ
ラ
で
の
滞
在
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る「T

H
E

 C
A

M
P

」を
開
業

し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
へ
と
乗
り
出
し
た
。既

に
多
様
な
宿
泊
施
設
が
あ
る
中
で
、「
テ
ン
ト
」

で
の
宿
泊
経
験
を
追
加
し
た
の
は
、ま
さ
し
く

市
場
の
健
康
志
向
、自
然
志
向
に
対
応
し
た
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　後
者
の
流
れ
の
代
表
格
は
、長
野
県
白
馬
村

の「F
IE
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 H
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A

」が
挙
げ
ら

れ
る
。同
施
設
は
、ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
地

元
老
舗
企
業「
八
方
尾
根
開
発
」が
、我
が
国
を

代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー「
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
」と
連
携
し
、2
0
1
8
年
10
月
に
プ

レ
開
業
し
、2
0
1
9
年
よ
り
本
格
開
業
し
て

い
る
。ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
は
、他
に
も
横
須
賀
市
観

音
崎
、阿
賀
野
市
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
展

開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
もF
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は
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と
さ
れ
る
。同
施
設

は
、
八
方
尾
根
の
北
尾
根
高
原
の
標
高

1
2
0
0
m
に
位
置
し
、ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
も
存
在
し
な
か
っ
た
エ
リ
ア

に
、上
質
な
滞
在
環
境
を
生
み
出
し
た
。星
の
や

富
士
や
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
蓼
科
と
異

な
り
、固
定
的
な
宿
泊
施
設
を
持
た
ず
、上
質

と
は
い
え
テ
ン
ト
の
み
で
宿
泊
機
能
を
提
供
し

て
い
る
点
で
、伝
統
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
発
展
版

と
い
え
る
。

　こ
の
他
、既
存
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
を
併
設
す
る
事
例
は
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
0
2
0

年
4
月
に
は
、道
の
駅
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

を
併
設
し
た「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
」が
登
場
す

る
な
ど
、そ
の
概
念
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

る
状
況
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、2
0
2
0
年

シ
ー
ズ
ン
は
、早
い
段
階
か
ら
注
目
を
集
め
、高

稼
働
、高
単
価
で
推
移
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。星
野
リ
ゾ
ー
ト
や
、東
急
の
よ
う
に
、

他
の
宿
泊
施
設
を
擁
す
る
事
業
者
で
は
、一
般

的
な
ホ
テ
ル
よ
り
も
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の

ほ
う
が
、注
目
が
高
く
、客
の
戻
り
も
早
か
っ
た

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が

出
来
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
に
も
沿
っ
た
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
が
相
対
的
に
高
い
注
目
を
集
め

　2
0
1
5
年
4
月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た

「A
pple W

atch

」は
、そ
の
後
、何
度
か
の
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
重
ね
、機
能
の
方
向
性
を
利
用

者
の
健
康
増
進
へ
と
向
け
な
が
ら
、シ
ェ
ア
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。こ
の
成
功
を
受
け
、他
の
メ

ー
カ
ー
も
、健
康
管
理
機
能
を
強
化
す
る
よ
う

に
な
り
、健
康
管
理
は
、大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
背
景
に
は
、人
々
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
と
呼
ば
れ
る
人
々
や
高
学
歴
層
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
が
あ
る
が
、こ
う
し
た
意
識
は
、自

分
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
広
が
り
、環
境

問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

　必
然
的
に
、観
光
行
動
も
、自
身
の
健
康
や

環
境
に
配
慮
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。中
級
以
上
の
ホ
テ
ル
、特
に
外
資
系

で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
し
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
、フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
が
高
ま

り
、90
年
代
以
降
、低
迷
が
続
い
て
い
た
ス
キ
ー

場
に
も
人
が
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、体
を
動
か
す
、そ
れ
も
出
来
れ
ば

自
然
の
中
で
と
い
う
欲
求
の
高
ま
り
は
、着
実

に
拡
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
た
。

　こ
う
し
た
大
き
な
潮
流
の
中
で
、生
じ
た
の

が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」に
お
い
て
は
、

3
密
を
避
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
。そ
う
し

た
中
、キ
ャ
ン
プ
は
、3
密
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
、か
つ
、健
康
増
進
や
自
然
志
向
に
も
対
応

出
来
る
宿
泊
形
態
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
、多
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
賑
わ
い
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　た
だ
、キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
に
は
、テ
ン
ト

を
始
め
と
し
た
多
く
の
用
品
が
必
要
で
あ
り
、

食
事
の
準
備
や
寒
暖
へ
の
対
応
な
ど
、屋
外
活

動
な
ら
で
は
の
経
験
が
必
要
と
な
る
。関
心
が

あ
っ
て
も
、誰
で
も
出
来
る
活
動
で
は
な
い
。ま

た
、キ
ャ
ン
プ
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
が「
密
」に
な
る
と
い
う
事
態
も
発

生
し
、家
族
や
親
し
い
知
人
と
、ゆ
っ
く
り
と
し

た
休
日
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
へ
は
必

ず
し
も
対
応
出
来
な
か
っ
た
。

　特
に
、こ
れ
ま
で
バ
カ
ン
ス
を
海
外
で
過
ご

し
て
い
た
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、い
き
な
り

「
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
」の
は
、高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。一
方
で
、客
室
露
天
風
呂
を
備
え
る
よ

う
な
温
泉
旅
館
や
、星
を
持
つ
ア
ッ
パ
ー
・
ホ
テ

ル
は
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
症
対
策
の
も
と
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、海

外
リ
ゾ
ー
ト
の
代
替
と
し
て
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
弱
く
、ま
た
、健
康
志
向
や
自
然
志
向
へ
の

対
応
力
は
弱
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
う
し
た
需
要
の
一
部
が
向
か
っ
た

の
が
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
施

設
で
あ
る
。

「
星
の
や
富
士
」の

成
功
が
生
ん
だ
、

2
つ
の
潮
流

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、グ
ラ
マ
ラ
ス

（G
lam

orou
s

）な
キ
ャ
ン
プ（C

am
p

）

と
い
う
意
味
で
2
0
1
5
年
頃
か
ら
、

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
新
語
」で

あ
る
。こ
の「
優
雅
な
キ
ャ
ン
プ
」と
い

う
意
味
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、英
語
で

はG
lam

p
in

g

と
な
る
が
、Go

o
gle

ト

レ
ン
ド
を
見
る
と
2
0
1
0
年
頃
か
ら

検
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ジ
ワ
ジ
ワ

と
検
索
量
を
増
大
さ
せ
、コ
ロ
ナ
禍
で

の
2
0
2
0
年
夏
は
、大
き
く
検
索
量

を
増
大
さ
せ
て
い
る
。ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
へ
の
関
心
は
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は「
優
雅
」な
体
験
へ
の
嗜
好
が
一
段
と

高
ま
っ
た
こ
と
が
解
る
。

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」は
、2
0
1
5
年
の

2
0
2
0
年
、

人
々
が
求
め
た

旅
行
ス
タ
イ
ル

　こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
は
、様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
、図
1
で
示
し
た
よ
う

に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、総
じ
て
高

い
注
目
を
集
め
、2
0
1
9
年
夏

に
比
し
て
、2
0
2
0
年
夏
は
、検

索
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
倍
増
さ
せ
て
い

る
。グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る
注

目
は
2
0
1
5
年
以
降
、ジ
ワ
ジ

ワ
と
上
昇
し
て
き
て
は
い
た
が
、

2
0
2
0
年
夏
に
、大
き
く
伸
長

し
た
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
求
め
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
に
マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　各
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、

ま
だ
歴
史
の
浅
い
施
設
で
あ
る
た

め
、経
年
的
な
変
化
を
述
べ
ら
れ

海岸沿いに設置されたレストラン（バリ島）
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策
等
」
を
明
文
化
、
動
画
な
ど
も
用
い
て
可
視

化
し
、他
社
に
先
駆
け
て
一
早
く
訴
え
た
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
好
調
を
維
持
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
お
客
様
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
で
、
近
隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

一
時
期
は
ほ
ぼ
全
ホ
テ
ル
で
県
内
利
用
者
の
比

率
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

○
元
々
、
客
層
は
40
代
50
代
の
ご
夫
婦
等
が
中

心
だ
が
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
（
7
／
22
〜
）に
よ
り
、
若
い
方
や
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、
客
層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
旅
マ
エ
で
は
「
東
京
か
ら
で
す
が
、
本
当
に

行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」、
旅
ナ
カ
で
は
「
夕

食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
、
一
番
空
い
て
い
る
時
間

は
い
つ
で
す
か
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に

分
散
型
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
意
味
し
て
い

る
が
、「N

IP
P
O

N
IA

（
ホ
テ
ル
）」
は
こ
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
宿
泊
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
松
尾

諒
介
氏
に
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
変
化
等
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
松
尾
氏
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
事
業
方
針

と
し
て
、「
私
ど
も
の
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
ス

モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
町
全

体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
か
に

大
き
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」、「
お
客
様

に
は
、
こ
こ
が
ど
う
い
う
町
か
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
」、「
利
用
者
に
ま
ち
な
か
の
回

遊
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
図
１
）。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
で
、
文
化
や
歴
史
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
、
本

物
・
本
質
志
向
の
方
々
。
中
で
も
、
そ
の
土
地

ら
し
さ
を
楽
し
み
、
特
別
な
建
物
で
の
滞
在
、

食
事
を
好
む
方
々
」
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、同
社
の
特
長
と
強
み
に
つ
い
て
は
、

「
私
ど
も
が
大
事
に
し
て
い
る
機
能
の
一
つ
に

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」
が
あ
る
。
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
設
備
は
な
い
が
、
一

組
一
組
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
個
別
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
「
3
密
を
回
避
で
き
る
小
規
模

分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴
、
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

我
が
国
に
お
け
る

分
散
型
ホ
テ
ル
拡
大
の
背
景
〜

（
一
社
）ノ
オ
ト
／

（
株
）
N
O
T
E
の
取
り
組
み

我
が
国
で
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、（
一
社
）
ノ
オ
ト
の
取
り

組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ノ
オ
ト
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
2
月
に
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
で
設
立
さ
れ
、
丸
山
集
落
の
空
き
家

再
生
事
業
に
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で
数
多

く
の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
手
掛
け
て
き

た
。「
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
日
本

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
生
業
を
尊
重

し
な
が
ら
、
歴
史
的
建
築
物
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
分
散
型
ホ
テ
ル
の
は
し
り
と

な
る
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
、
城
下
町
全
体
を
ホ
テ

ル
に
見
立
て
て
、
ホ
テ
ル
機
能
を
町
に
分
散
配

置
す
る
「
城
下
町
ホ
テ
ル
構
想
」に
始
ま
る
。
当

初
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
改
修
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
、雑
貨
店
、

工
房
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
分
散
型

ホ
テ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
に
建
築
基
準

法
、
旅
館
業
法
、
消
防
法
の
一
体
的
な
緩
和
や

改
正
を
提
案
し
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
、

国
家
戦
略
特
区
と
し
て
特
例
措
置
を
提
案
し
、

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
に
特
区
事
業
者
の
認

定
を
受
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
に
念

願
の
開
業
に
到
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
12
月
に
旅

館
業
法
が
改
正
さ
れ
、
客
室
数
や
面
積
、
ト
イ

レ
・
洗
面
設
備
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
な
ど

が
撤
廃
ま
た
は
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
玄

関
帳
場
等
の
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
地
域
に
分

散
す
る
複
数
の
建
物
で
も
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
分
散
型
ホ
テ
ル
が
全

国
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩
和
と
旅
館

業
法
の
改
正
は
、
ノ
オ
ト
が
実
現
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
な
お
、（
一
社
）ノ
オ
ト
は
、
2
0
1
6（
平
成

28
）年
5
月
に
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
起
点

に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る「N

IP
P
O

N
IA

」の
理
念

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
化
領
域
を
担

い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
す
る
組
織
と
し
て（
株
）N
O
T
E

を
設
立
。（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）N
O
T
E
は
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
明
確
な
民
と
公
の
役
割

分
担
と
い
う
体
制
に
よ
り
、
全
国
に

N
IP

P
O

N
IA

を
広
め
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年

11
月
現
在
、
全
国
で
23
施
設
を
展
開
中
で
あ
る
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
運
営
〜

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

T
E

のN
IP

P
O

N
IA

の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」を
は
じ
め
、NIP

P
O

N
IA

の
23
施

設
中
10
施
設（
奈
良
な
ら
ま
ち
／
篠
山
城
下
町

／
福
住
宿
場
町
／
竹
田
城
城
下
町
／
伊
賀
上
野

城
下
町
／
豊
岡
1
9
2
5
／
佐
原
商
家
町
／
竹

原
製
塩
町
／
大
洲
城
下
町
／
八
女
福
島
商
家
町
）

の
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）で
あ
る
。

　
同
社
は
元
々
「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
に
特
化
し
、
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

活
用
す
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
高

い
運
営
力
と
個
別
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
き
め
細
か
な

対
応
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
歴
史

地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
取

り
組
み
、
全
国
に
1
1
7
地
区
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
2
0
0

エ
リ
ア
で
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
春
に
は
、
函
館
市
の

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
ホ

テ
ル
も
開
業
予
定
で
あ
る
。

　
同
社
の
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「V

M
G

 

H
O

T
E

L
S
 &

 U
N

IQ
U

E
 V

E
N

U
E

S

」
の

「V
M

G
 H

O
T
E
L
S

」
は
、
歴
史
的
ま
ち
並
み

に
点
在
す
る
商
家
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た

は
じ
め
に
〜

分
散
型
ホ
テ
ル
登
場
の
背
景

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
我
が
国
で

は
、
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
の
「
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総
住
宅

数
は
6
2
4
2
万
戸
、
う
ち
空
き
家
は

8
4
6
万
戸
、
空
き
家
の
割
合
は
13
・
6
％
と
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
建
物
も
少
な
く
な

い
。

　
一
方
で
観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
の
旅
行
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
深
化
（
進
化
）

し
、「
長
崎
さ
る
く
」（
2
0
0
6（
平
成
18
）年
）

の
登
場
以
降
、
全
国
に
定
着
し
た
ま
ち
歩
き

人
気
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
み

の
街
・
馴
染
み
の
街
を
よ
り
じ
っ
く
り
と
楽
し

み
た
い
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
支
え
ら
れ
、
空
き
家
対

策
、
ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
、
3

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回
避
が
求
め
ら

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
よ
り
注
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
察
し

て
い
く
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
起
源
・

定
義
と
我
が
国
の
現
状

　
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
を
起
源
と

す
る
。
過
疎
化
し
た
地
域
に
お
け
る
空
き
家

対
策
と
し
て
発
展
し
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
に
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
全
国
的
な
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で「
ア

ル
ベ
ル
ゴ
」
は
「
宿
」、「
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
は
「
分

散
し
た
」
を
意
味
す
る
。

　
分
散
型
ホ
テ
ル
と
は
、「
地
域
の
廃
屋
や
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
客
室
、
食
堂
な
ど
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
分
散
さ
せ
、
町
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
ホ
テ

ル
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
し
た
人
た
ち
が
自
ず

と
町
を
回
遊
し
、
地
域
そ
の
も
の
に
活
力
を
も

た
ら
す
仕
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
、
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
に

あ
る
2
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
改
装
し

た
宿
泊
施
設
「
矢
掛
屋IN

N
&

S
U

IT
E
S

」
と

そ
の
周
辺
一
帯
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

6
月
、
ア
ジ
ア
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ィ

ー
ゾ
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
。2
0
1
9（
令

和
元
）
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
で
初
め

て
の
協
会
支
部
と
な
る
「（
一
社
）ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（A

D
J

）
が
、
岡
山

県
岡
山
市
に
発
足
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
12
月
現
在
、
我
が

国
で
も
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
と
称
す
る
宿
泊
施

設
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

例
え
ば
、
分
散
型
ホ
テ
ル
と
比
較
的
近
い
概

念
で
、「
ま
ち
を
一
つ
の
宿
と
見
立
て
宿
泊
施

設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地

域
価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
」
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
は
、（
一
社
）
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
21
施
設
（
地
域
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
12
月
18
日
現
在
）。
な
お
、
各

施
設
で
、
宿
泊
棟
の
タ
イ
プ
（
分
散
タ
イ
プ
、

一
棟
貸
切
タ
イ
プ
）、
立
地
（
都
市
、
市
場
・

商
店
街
、
郊
外
、
山
の
ま
ち
、
田
園
風
景
、
海

の
ま
ち
、
島
）、
そ
の
他
の
特
徴
（
城
下
町
、

歴
史
的
町
並
、
文
化
財
級
の
建
物
、
産
業
遺
産
）

2

❸
…

分
散
型
ホ
テル
〜
コ
ロ
ナ
禍
が
高
め
た
、分
散
型
ホ
テ
ル
の
認
知
度
と
そ
の
本
来
的
な
価
値

吉
澤
清
良（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を

非
常
に
重
視
し
た
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ

ト
面
で
、
不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
利
用
者
の
動
向
を
知
る

た
め
に
、
同
社
の
運
営
す
る
、
分
散
型
ホ
テ
ル

よ
り
、
江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
佐
原
の

街
に
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
開
業
し
た「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
を
取
り
上
げ

て
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
か
ら
関
わ
り
、
立

ち
上
げ
と
同
時
に
赴
任
し
た
、
支
配
人
の
吉

田
覚
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
（
表
２
）。

　
吉
田
氏
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
5
月
の
実

績
は
壊
滅
的
で
、
上
向
き
出
し
た
の
は
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
だ
と
言
う
。
そ
の
後
の

お
客
様
の
変
化
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
、
近
場

で
か
つ
少
し
贅
沢
な
旅
行
が
ト
レ
ン
ド
と
な

り
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

始
ま
で
は
、千
葉
県
内
の
お
客
様
が
多
か
っ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
後
（
7
／
22
〜
）
は
、

千
葉
県
内
と
東
京
を
除
く
関
東
圏
（
埼
玉
、
神

奈
川
等
）、
東
京
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
っ
た
10
月
1
日
以
降
は
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

○
佐
原
の
ま
ち
な
か
で
の
過
ご
し
方
は
、
千
葉

県
と
東
京
の
お
客
様
で
顕
著
な
差
は
見
ら
れ

な
い
が
、
東
京
の
お
客
様
に
は
「
佐
原
の
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
様
の
求
め
る
も
の
に
、
そ

こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ホ

テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
お
客

様
は
少
し
減
っ
た
印
象
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

よ
い
も
の
を
求
め
、
味
わ
う
お
客
様
が
多
か
っ

た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
以
前
は
あ
ま
り

お
見
掛
け
し
な
か
っ
た
20
代
の
増
加
、
平
日
の

お
子
様
連
れ
家
族
旅
行
の
増
加
な
ど
、
客
層

が
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

○
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
は
、「
1
棟
貸
し

な
の
で
安
心
、
他
の
お
客
様
に
気
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
お
考
え
の
方
が
多
か
っ
た
。

○
食
事
は
、
他
の
お
客
様
と
の
接
触
を
気
に

さ
れ
る
方
も
お
り
、
部
屋
食
の
希
望
も
た
く

さ
ん
頂
い
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
変
化
や
様
々
な
要
望

に
も
、
持
ち
前
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
き
た
吉
田
氏
は
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

「
類
似
す
る
他
の
施
設
と
、
私
ど
も
の
ホ
テ
ル

が
決
定
的
に
違
う
の
は
、「
町
が
ホ
テ
ル
、
町

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
町
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず

は
宿
泊
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
（
＝
宿
泊
客
＋
町
の
人
）

業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
開
後
は
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
（
7
／
22
〜
）
に
は
客
層
の
幅
も
拡
大
。

谷
口
氏
は
、
利
用
者
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
正
直
大
き
か
っ

た
。
客
層
も
20
代
前
半
、
逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え

た
り
と
幅
が
出
て
き
た
。

○〝
東
京
か
ら
離
れ
た
い
、
で
も
あ
ま
り
遠
く

に
は
行
け
な
い
人
た
ち
〞に
は
、
2
時
間
圏
内

で
こ
れ
だ
け
自
然
が
豊
か
な
村
に
来
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
価
値
に
な
る
。

○
お
客
様
の
過
ご
し
方
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
で
強
制
的
に
人
と
の
つ
な
が
り

が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
村
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

○「
ま
さ
に
こ
う
い
う
場
所
を
求
め
て
い
た
」
と

い
う
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の

生
活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
存
在
価
値

を
再
認
識
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
お
客
様
が
そ
う
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
谷
口
氏
は
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
は
、

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
お
客
様
の
幅
が
少
し
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
い
ら
し

た
お
客
様
の
中
に
も
、
今
回
の
体
験
が
す
ご
く

印
象
的
で
、
こ
の
暮
ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て

く
れ
た
方
が
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
生
活

の
一
部
に
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
3
密
を
避
け
る
と
い

っ
た
「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
が
注
目
を
集
め
、

実
際
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
を
選
択
さ

れ
た
利
用
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
材
で
あ
ら
た
め
て
見

え
て
き
た
の
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
利
用
者

へ
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
上
質
な
宿

泊
滞
在
環
境
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
深
く
味
わ
う
た
め
の
仲
介
役
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
一
休
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

じ
ゃ
ら
ん
の
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」
の
評
価
コ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、

ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
け
る

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
加
え
、「
分
散
型
ホ
テ

ル
」
の
取
り
組
み
自
体
へ
の
共
感
が
利
用
者
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
表
３
）。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
尾
氏
は
、「
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

や
本
質
が
抜
本
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
本
来
5
年
10
年
か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ

た
変
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
分
散
型
ホ
テ
ル
も
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
い
た
だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
3
密
回
避
が
お
客
様
の
入
口
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
分
散
型
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
特

別
な
体
験
に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と

お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
過
ご
し
方
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
と
近
隣

か
ら
の
お
客
様
と
で
は
、
地
域
に
も
よ
る
が
多

少
異
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
客
室
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た

印
象
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
た
い
、
い
い
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
多
く
の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
た
理

由
に
つ
い
て
は
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
に
対
し
て
、
様
々
な
ご

相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、
ど
う
や
っ
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
存
在

と
そ
の
提
供
し
て
い
る
も
の
の
価
値
が
、
想
定

以
上
に
早
く
、
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

分
散
型
ホ
テ
ル
の
需
要
は
、〝
地
域
の
本
物
を

嗜
好
し
、
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
楽
し
む
〞ス
タ

イ
ル
を
好
ま
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
今
後
も
拡

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
で
分
散
型
ホ
テ
ル
に
よ
る
誘
客
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
分
散
型
」
と

に
ホ
テ
ル
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

　
佐
原
と
は
立
地
環
境
が
異
な
る
施
設
と
し

て
も
う
一
箇
所
、
2
0
1
9
（
令
和
2
）
年
8

月
に
、
面
積
の
95
％
が
森
林
と
い
う
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
小
菅
村
に
開
業
し
た

「N
IP

P
O

N
IA

 

小
菅 

源
流
の
村
」（
5
棟
6
室
）

を
取
り
上
げ
た
（
表
２
）。
村
づ
く
り
会
社
の

（
株
）
源
、「
道
の
駅
こ
す
げ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
（
株
）
さ
と
ゆ
め
、
前
述
し
た
（
株
）

N
O

T
E

の
3
社
で
出
資
・
設
立
し
た
（
株
）

E
D

G
E

が
運
営
す
る
施
設
で
、「
7
0
0
人
の

村
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
宿
に
見
立
て
た
分
散

型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
2
月
に
、
小
菅
村

の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
の
人
の

優
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
ご
夫
婦
で
移
住
し
、
現

在
、〝
番
頭
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
〞を
務
め
る
谷

口
峻
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
の
30
〜
40
代
の
ご

夫
婦
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
。
世
帯
年
収
が

8
0
0
万
円
以
上
と
経
済
的
に
も
豊
か
で
、
2

人
で
約
6
万
円
の
宿
に
容
易
に
ご
宿
泊
が
可

能
な
層
。
中
で
も
、
地
方
へ
の
移
住
や
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
の
暮
ら
し
に
関
心
は
あ
る
が
、

移
住
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
生
活
の
一
部

い
う
形
ば
か
り
を
ま
ね
す
る
だ
け
で
は
、
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
。
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
の

は
、「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
に
よ
る
ハ
ー
ド

の
整
備
以
上
に
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
入

念
な
受
入
態
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

関
わ
る
方
々
の
想
い
の
熱
さ
・
強
さ
の
大
切
さ

で
あ
っ
た
。 

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

に
そ
う
い
う
暮
ら
し

を
定
期
的
に
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い

る
層
」、「
食
へ
の
意

識
も
高
く
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
も
関
心
を

持
ち
、
イ
ン
テ
リ
ア

や
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
を
示
す
よ
う
な
、

感
度
が
高
い
人
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
実
際

の
利
用
者
も
ほ
ぼ
想

定
通
り
だ
っ
た
と
言

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
同
施

設
は
4
月
5
月
と
休

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❸分散型ホテル2
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策
等
」
を
明
文
化
、
動
画
な
ど
も
用
い
て
可
視

化
し
、他
社
に
先
駆
け
て
一
早
く
訴
え
た
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
好
調
を
維
持
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
お
客
様
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
で
、
近
隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

一
時
期
は
ほ
ぼ
全
ホ
テ
ル
で
県
内
利
用
者
の
比

率
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

○
元
々
、
客
層
は
40
代
50
代
の
ご
夫
婦
等
が
中

心
だ
が
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
（
7
／
22
〜
）に
よ
り
、
若
い
方
や
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、
客
層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
旅
マ
エ
で
は
「
東
京
か
ら
で
す
が
、
本
当
に

行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」、
旅
ナ
カ
で
は
「
夕

食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
、
一
番
空
い
て
い
る
時
間

は
い
つ
で
す
か
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に

分
散
型
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
意
味
し
て
い

る
が
、「N

IP
P
O

N
IA

（
ホ
テ
ル
）」
は
こ
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
宿
泊
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
松
尾

諒
介
氏
に
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
変
化
等
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
松
尾
氏
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
事
業
方
針

と
し
て
、「
私
ど
も
の
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
ス

モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
町
全

体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
か
に

大
き
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」、「
お
客
様

に
は
、
こ
こ
が
ど
う
い
う
町
か
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
」、「
利
用
者
に
ま
ち
な
か
の
回

遊
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
図
１
）。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
で
、
文
化
や
歴
史
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
、
本

物
・
本
質
志
向
の
方
々
。
中
で
も
、
そ
の
土
地

ら
し
さ
を
楽
し
み
、
特
別
な
建
物
で
の
滞
在
、

食
事
を
好
む
方
々
」
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、同
社
の
特
長
と
強
み
に
つ
い
て
は
、

「
私
ど
も
が
大
事
に
し
て
い
る
機
能
の
一
つ
に

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」
が
あ
る
。
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
設
備
は
な
い
が
、
一

組
一
組
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
個
別
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
「
3
密
を
回
避
で
き
る
小
規
模

分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴
、
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

我
が
国
に
お
け
る

分
散
型
ホ
テ
ル
拡
大
の
背
景
〜

（
一
社
）ノ
オ
ト
／

（
株
）
N
O
T
E
の
取
り
組
み

我
が
国
で
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、（
一
社
）
ノ
オ
ト
の
取
り

組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ノ
オ
ト
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
2
月
に
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
で
設
立
さ
れ
、
丸
山
集
落
の
空
き
家

再
生
事
業
に
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で
数
多

く
の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
手
掛
け
て
き

た
。「
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
日
本

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
生
業
を
尊
重

し
な
が
ら
、
歴
史
的
建
築
物
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
分
散
型
ホ
テ
ル
の
は
し
り
と

な
る
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
、
城
下
町
全
体
を
ホ
テ

ル
に
見
立
て
て
、
ホ
テ
ル
機
能
を
町
に
分
散
配

置
す
る
「
城
下
町
ホ
テ
ル
構
想
」に
始
ま
る
。
当

初
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
改
修
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
、雑
貨
店
、

工
房
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
分
散
型

ホ
テ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
に
建
築
基
準

法
、
旅
館
業
法
、
消
防
法
の
一
体
的
な
緩
和
や

改
正
を
提
案
し
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
、

国
家
戦
略
特
区
と
し
て
特
例
措
置
を
提
案
し
、

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
に
特
区
事
業
者
の
認

定
を
受
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
に
念

願
の
開
業
に
到
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
12
月
に
旅

館
業
法
が
改
正
さ
れ
、
客
室
数
や
面
積
、
ト
イ

レ
・
洗
面
設
備
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
な
ど

が
撤
廃
ま
た
は
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
玄

関
帳
場
等
の
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
地
域
に
分

散
す
る
複
数
の
建
物
で
も
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
分
散
型
ホ
テ
ル
が
全

国
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩
和
と
旅
館

業
法
の
改
正
は
、
ノ
オ
ト
が
実
現
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
な
お
、（
一
社
）ノ
オ
ト
は
、
2
0
1
6（
平
成

28
）年
5
月
に
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
起
点

に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る「N

IP
P
O

N
IA

」の
理
念

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
化
領
域
を
担

い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
す
る
組
織
と
し
て（
株
）N
O
T
E

を
設
立
。（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）N
O
T
E
は
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
明
確
な
民
と
公
の
役
割

分
担
と
い
う
体
制
に
よ
り
、
全
国
に

N
IP

P
O

N
IA

を
広
め
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年

11
月
現
在
、
全
国
で
23
施
設
を
展
開
中
で
あ
る
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
運
営
〜

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

T
E

のN
IP

P
O

N
IA

の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」を
は
じ
め
、NIP

P
O

N
IA

の
23
施

設
中
10
施
設（
奈
良
な
ら
ま
ち
／
篠
山
城
下
町

／
福
住
宿
場
町
／
竹
田
城
城
下
町
／
伊
賀
上
野

城
下
町
／
豊
岡
1
9
2
5
／
佐
原
商
家
町
／
竹

原
製
塩
町
／
大
洲
城
下
町
／
八
女
福
島
商
家
町
）

の
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）で
あ
る
。

　
同
社
は
元
々
「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
に
特
化
し
、
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

活
用
す
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
高

い
運
営
力
と
個
別
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
き
め
細
か
な

対
応
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
歴
史

地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
取

り
組
み
、
全
国
に
1
1
7
地
区
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
2
0
0

エ
リ
ア
で
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
春
に
は
、
函
館
市
の

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
ホ

テ
ル
も
開
業
予
定
で
あ
る
。

　
同
社
の
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「V

M
G

 

H
O

T
E

L
S
 &

 U
N

IQ
U

E
 V

E
N

U
E

S

」
の

「V
M

G
 H

O
T
E
L
S

」
は
、
歴
史
的
ま
ち
並
み

に
点
在
す
る
商
家
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た

は
じ
め
に
〜

分
散
型
ホ
テ
ル
登
場
の
背
景

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
我
が
国
で

は
、
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
の
「
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総
住
宅

数
は
6
2
4
2
万
戸
、
う
ち
空
き
家
は

8
4
6
万
戸
、
空
き
家
の
割
合
は
13
・
6
％
と
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
建
物
も
少
な
く
な

い
。

　
一
方
で
観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
の
旅
行
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
深
化
（
進
化
）

し
、「
長
崎
さ
る
く
」（
2
0
0
6（
平
成
18
）年
）

の
登
場
以
降
、
全
国
に
定
着
し
た
ま
ち
歩
き

人
気
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
み

の
街
・
馴
染
み
の
街
を
よ
り
じ
っ
く
り
と
楽
し

み
た
い
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
支
え
ら
れ
、
空
き
家
対

策
、
ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
、
3

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回
避
が
求
め
ら

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
よ
り
注
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
察
し

て
い
く
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
起
源
・

定
義
と
我
が
国
の
現
状

　
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
を
起
源
と

す
る
。
過
疎
化
し
た
地
域
に
お
け
る
空
き
家

対
策
と
し
て
発
展
し
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
に
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
全
国
的
な
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で「
ア

ル
ベ
ル
ゴ
」
は
「
宿
」、「
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
は
「
分

散
し
た
」
を
意
味
す
る
。

　
分
散
型
ホ
テ
ル
と
は
、「
地
域
の
廃
屋
や
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
客
室
、
食
堂
な
ど
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
分
散
さ
せ
、
町
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
ホ
テ

ル
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
し
た
人
た
ち
が
自
ず

と
町
を
回
遊
し
、
地
域
そ
の
も
の
に
活
力
を
も

た
ら
す
仕
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
、
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
に

あ
る
2
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
改
装
し

た
宿
泊
施
設
「
矢
掛
屋IN

N
&

S
U

IT
E
S

」
と

そ
の
周
辺
一
帯
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

6
月
、
ア
ジ
ア
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ィ

ー
ゾ
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
。2
0
1
9（
令

和
元
）
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
で
初
め

て
の
協
会
支
部
と
な
る
「（
一
社
）ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（A

D
J

）
が
、
岡
山

県
岡
山
市
に
発
足
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
12
月
現
在
、
我
が

国
で
も
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
と
称
す
る
宿
泊
施

設
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

例
え
ば
、
分
散
型
ホ
テ
ル
と
比
較
的
近
い
概

念
で
、「
ま
ち
を
一
つ
の
宿
と
見
立
て
宿
泊
施

設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地

域
価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
」
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
は
、（
一
社
）
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
21
施
設
（
地
域
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
12
月
18
日
現
在
）。
な
お
、
各

施
設
で
、
宿
泊
棟
の
タ
イ
プ
（
分
散
タ
イ
プ
、

一
棟
貸
切
タ
イ
プ
）、
立
地
（
都
市
、
市
場
・

商
店
街
、
郊
外
、
山
の
ま
ち
、
田
園
風
景
、
海

の
ま
ち
、
島
）、
そ
の
他
の
特
徴
（
城
下
町
、

歴
史
的
町
並
、
文
化
財
級
の
建
物
、
産
業
遺
産
）

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を

非
常
に
重
視
し
た
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ

ト
面
で
、
不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
利
用
者
の
動
向
を
知
る

た
め
に
、
同
社
の
運
営
す
る
、
分
散
型
ホ
テ
ル

よ
り
、
江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
佐
原
の

街
に
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
開
業
し
た「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
を
取
り
上
げ

て
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
か
ら
関
わ
り
、
立

ち
上
げ
と
同
時
に
赴
任
し
た
、
支
配
人
の
吉

田
覚
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
（
表
２
）。

　
吉
田
氏
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
5
月
の
実

績
は
壊
滅
的
で
、
上
向
き
出
し
た
の
は
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
だ
と
言
う
。
そ
の
後
の

お
客
様
の
変
化
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
、
近
場

で
か
つ
少
し
贅
沢
な
旅
行
が
ト
レ
ン
ド
と
な

り
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

始
ま
で
は
、千
葉
県
内
の
お
客
様
が
多
か
っ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
後
（
7
／
22
〜
）
は
、

千
葉
県
内
と
東
京
を
除
く
関
東
圏
（
埼
玉
、
神

奈
川
等
）、
東
京
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
っ
た
10
月
1
日
以
降
は
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

○
佐
原
の
ま
ち
な
か
で
の
過
ご
し
方
は
、
千
葉

県
と
東
京
の
お
客
様
で
顕
著
な
差
は
見
ら
れ

な
い
が
、
東
京
の
お
客
様
に
は
「
佐
原
の
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
様
の
求
め
る
も
の
に
、
そ

こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ホ

テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
お
客

様
は
少
し
減
っ
た
印
象
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

よ
い
も
の
を
求
め
、
味
わ
う
お
客
様
が
多
か
っ

た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
以
前
は
あ
ま
り

お
見
掛
け
し
な
か
っ
た
20
代
の
増
加
、
平
日
の

お
子
様
連
れ
家
族
旅
行
の
増
加
な
ど
、
客
層

が
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

○
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
は
、「
1
棟
貸
し

な
の
で
安
心
、
他
の
お
客
様
に
気
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
お
考
え
の
方
が
多
か
っ
た
。

○
食
事
は
、
他
の
お
客
様
と
の
接
触
を
気
に

さ
れ
る
方
も
お
り
、
部
屋
食
の
希
望
も
た
く

さ
ん
頂
い
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
変
化
や
様
々
な
要
望

に
も
、
持
ち
前
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
き
た
吉
田
氏
は
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

「
類
似
す
る
他
の
施
設
と
、
私
ど
も
の
ホ
テ
ル

が
決
定
的
に
違
う
の
は
、「
町
が
ホ
テ
ル
、
町

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
町
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず

は
宿
泊
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
（
＝
宿
泊
客
＋
町
の
人
）

業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
開
後
は
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
（
7
／
22
〜
）
に
は
客
層
の
幅
も
拡
大
。

谷
口
氏
は
、
利
用
者
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
正
直
大
き
か
っ

た
。
客
層
も
20
代
前
半
、
逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え

た
り
と
幅
が
出
て
き
た
。

○〝
東
京
か
ら
離
れ
た
い
、
で
も
あ
ま
り
遠
く

に
は
行
け
な
い
人
た
ち
〞に
は
、
2
時
間
圏
内

で
こ
れ
だ
け
自
然
が
豊
か
な
村
に
来
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
価
値
に
な
る
。

○
お
客
様
の
過
ご
し
方
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
で
強
制
的
に
人
と
の
つ
な
が
り

が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
村
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

○「
ま
さ
に
こ
う
い
う
場
所
を
求
め
て
い
た
」
と

い
う
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の

生
活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
存
在
価
値

を
再
認
識
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
お
客
様
が
そ
う
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
谷
口
氏
は
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
は
、

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
お
客
様
の
幅
が
少
し
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
い
ら
し

た
お
客
様
の
中
に
も
、
今
回
の
体
験
が
す
ご
く

印
象
的
で
、
こ
の
暮
ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て

く
れ
た
方
が
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
生
活

の
一
部
に
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
3
密
を
避
け
る
と
い

っ
た
「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
が
注
目
を
集
め
、

実
際
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
を
選
択
さ

れ
た
利
用
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
材
で
あ
ら
た
め
て
見

え
て
き
た
の
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
利
用
者

へ
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
上
質
な
宿

泊
滞
在
環
境
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
深
く
味
わ
う
た
め
の
仲
介
役
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
一
休
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

じ
ゃ
ら
ん
の
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」
の
評
価
コ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、

ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
け
る

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
加
え
、「
分
散
型
ホ
テ

ル
」
の
取
り
組
み
自
体
へ
の
共
感
が
利
用
者
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
表
３
）。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
尾
氏
は
、「
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

や
本
質
が
抜
本
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
本
来
5
年
10
年
か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ

た
変
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
分
散
型
ホ
テ
ル
も
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
い
た
だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
3
密
回
避
が
お
客
様
の
入
口
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
分
散
型
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
特

別
な
体
験
に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と

お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
の
あ
る
客
室
は
、
一
棟
貸
切

や
、
数
世
帯
で
貸
切
で
き
る
建
物
を
は
じ
め
、

最
大
5
室
以
下
の
建
物
と
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確
保
。

換
気
や
空
気
清
浄
機
の
操
作
な
ど
、
お
客
さ
ま

が
ご
自
由
に
空
気
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
。

総
部
屋
数
が
10
室
前
後
（
一
部
20
室
程
度
）
の

小
規
模
ホ
テ
ル
で
あ
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

や
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
の
密
は
発
生
し
づ
ら
い
。

資
料
：バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

資
料
：バ
リ
ュ
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

佐
原
商
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ホ
テ
ルN
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P
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N
IA

所
在
地
…
…
…
千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
1
7
2
0

施
設
概
要
…
…
11
棟
13
室
、フ
ロ
ン
ト・レ
ス
ト
ラ
ン（
ラ
ン
チ
、デ
ィ
ナ
ー
）

開
業
…
…
…
…
2
0
1
8
年
3
月

運
営
…
…
…
…
株
式
会
社N

IPPO
N

IA

　

SAW
ARA

　代
表
取
締
役
社
長 

上
村 

進

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
　代
表
取
締
役 

他
力
野 

淳

佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
は
佐
原
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
、「
県
指
定
文
化
財
」の「
中
村

屋
商
店
」に
フ
ロ
ン
ト
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
配
し
、明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
4
軒
の
建
物
を
宿
泊
棟

に
改
装
。商
家
町
全
体
を
一つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
。

宿
泊
客
に
は
、酒
蔵
の
貸
し
切
り
見
学
や
香
取
神
宮
の
特
別
ガ
イ
ド
な
ど
、普
通
の
観
光
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
、地
域
を
よ
り
深
く
楽
し
む
体
験
も
用
意
し
て
い
る
。

特
徴
…
…
…
…

N
IP

P
O

N
IA

小
菅 

源
流
の
村

所
在
地
…
…
…
山
梨
県
北
都
留
郡
小
菅
村
3
1
5
5
〜
1

施
設
概
要
…
…
5
棟
６
室
、レ
ス
ト
ラ
ン（
デ
ィ
ナ
ー
）

開
業
…
…
…
…
2
0
1
9
年
8
月

運
営
…
…
…
…
株
式
会
社EDGE

　代
表
取
締
役 

嶋
田
俊
平

「
大
家
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
1
5
0
年
以
上
続
く
村
の
名
士
宅「
細
川
邸
」を
、4
室
の
客
室
と
レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
2
0
1
9
年
に
オ
ー
プ
ン
。1
年
後
に
は
崖
っ
ぷ
ち
に
建
つ
2
棟
の
古
民
家
を
、一
棟
貸
し
の
客
室

「
崖
の
家
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
。滞
在
中
は
温
泉
、焚
き
火
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、山
歩
き
、ワ
サ
ビ
や
野
菜
の
収
穫
に

渓
流
釣
り
と
、四
季
折
々
で
楽
し
め
る
ア
ク
ティ
ビ
ティ
も
揃
っ
て
い
る
。ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
料

理
は
村
で
採
れ
た
旬
の
食
材
を
、料
理
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
調
理
。昔
な
が
ら
の
暦「
二
十
四
節
気
」に
な
ら

い
、2
週
間
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
た
コ
ー
ス
で
提
供
。「
崖
の
家
」は「
つ
な
が
る
食
卓
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

村
の
食
材
を
使
っ
た
自
炊
ス
タ
イ
ル
の
滞
在
を
楽
し
め
る
。

特
徴
…
…
…
…

商
家
町
に
立
地
す
る
分
散
型
ホ
テ
ル
〜

「
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」

123

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
過
ご
し
方
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
と
近
隣

か
ら
の
お
客
様
と
で
は
、
地
域
に
も
よ
る
が
多

少
異
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
客
室
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た

印
象
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
た
い
、
い
い
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
多
く
の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
た
理

由
に
つ
い
て
は
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
に
対
し
て
、
様
々
な
ご

相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、
ど
う
や
っ
て

2
表

取
材
先
の
概
要

1
表

3
密
を
回
避
で
き
る

小
規
模
分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴

1
図

分
散
型
ホ
テ
ル
イ
メ
ー
ジ

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
存
在

と
そ
の
提
供
し
て
い
る
も
の
の
価
値
が
、
想
定

以
上
に
早
く
、
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

分
散
型
ホ
テ
ル
の
需
要
は
、〝
地
域
の
本
物
を

嗜
好
し
、
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
楽
し
む
〞ス
タ

イ
ル
を
好
ま
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
今
後
も
拡

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
で
分
散
型
ホ
テ
ル
に
よ
る
誘
客
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
分
散
型
」
と

に
ホ
テ
ル
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

　
佐
原
と
は
立
地
環
境
が
異
な
る
施
設
と
し

て
も
う
一
箇
所
、
2
0
1
9
（
令
和
2
）
年
8

月
に
、
面
積
の
95
％
が
森
林
と
い
う
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
小
菅
村
に
開
業
し
た

「N
IP

P
O

N
IA

 

小
菅 

源
流
の
村
」（
5
棟
6
室
）

を
取
り
上
げ
た
（
表
２
）。
村
づ
く
り
会
社
の

（
株
）
源
、「
道
の
駅
こ
す
げ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
（
株
）
さ
と
ゆ
め
、
前
述
し
た
（
株
）

N
O

T
E

の
3
社
で
出
資
・
設
立
し
た
（
株
）

E
D

G
E

が
運
営
す
る
施
設
で
、「
7
0
0
人
の

村
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
宿
に
見
立
て
た
分
散

型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
2
月
に
、
小
菅
村

の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
の
人
の

優
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
ご
夫
婦
で
移
住
し
、
現

在
、〝
番
頭
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
〞を
務
め
る
谷

口
峻
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
の
30
〜
40
代
の
ご

夫
婦
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
。
世
帯
年
収
が

8
0
0
万
円
以
上
と
経
済
的
に
も
豊
か
で
、
2

人
で
約
6
万
円
の
宿
に
容
易
に
ご
宿
泊
が
可

能
な
層
。
中
で
も
、
地
方
へ
の
移
住
や
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
の
暮
ら
し
に
関
心
は
あ
る
が
、

移
住
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
生
活
の
一
部

い
う
形
ば
か
り
を
ま
ね
す
る
だ
け
で
は
、
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
。
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
の

は
、「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
に
よ
る
ハ
ー
ド

の
整
備
以
上
に
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
入

念
な
受
入
態
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

関
わ
る
方
々
の
想
い
の
熱
さ
・
強
さ
の
大
切
さ

で
あ
っ
た
。 

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

に
そ
う
い
う
暮
ら
し

を
定
期
的
に
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い

る
層
」、「
食
へ
の
意

識
も
高
く
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
も
関
心
を

持
ち
、
イ
ン
テ
リ
ア

や
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
を
示
す
よ
う
な
、

感
度
が
高
い
人
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
実
際

の
利
用
者
も
ほ
ぼ
想

定
通
り
だ
っ
た
と
言

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
同
施

設
は
4
月
5
月
と
休

（
上
か
ら
時
計
ま
わ
り
に
） 

①
小
野
川
沿
い
の
佐
原
の
町
並
み 

②
ホ
テ
ル（
G
O
K
O
棟
）の
外
観 

③
フ
ロ
ン
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン（
G
E
I
S
H
O
棟
）の
外
観 

④
夕
食（
か
ず
さ
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
） 

⑤
客（
G
O
K
O
棟
）

お土産店

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❸分散型ホテル2
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策
等
」
を
明
文
化
、
動
画
な
ど
も
用
い
て
可
視

化
し
、他
社
に
先
駆
け
て
一
早
く
訴
え
た
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
好
調
を
維
持
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
お
客
様
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
で
、
近
隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

一
時
期
は
ほ
ぼ
全
ホ
テ
ル
で
県
内
利
用
者
の
比

率
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

○
元
々
、
客
層
は
40
代
50
代
の
ご
夫
婦
等
が
中

心
だ
が
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
（
7
／
22
〜
）に
よ
り
、
若
い
方
や
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、
客
層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
旅
マ
エ
で
は
「
東
京
か
ら
で
す
が
、
本
当
に

行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」、
旅
ナ
カ
で
は
「
夕

食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
、
一
番
空
い
て
い
る
時
間

は
い
つ
で
す
か
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に

分
散
型
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
意
味
し
て
い

る
が
、「N

IP
P
O

N
IA

（
ホ
テ
ル
）」
は
こ
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
宿
泊
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
松
尾

諒
介
氏
に
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
変
化
等
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
松
尾
氏
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
事
業
方
針

と
し
て
、「
私
ど
も
の
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
ス

モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
町
全

体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
か
に

大
き
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」、「
お
客
様

に
は
、
こ
こ
が
ど
う
い
う
町
か
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
」、「
利
用
者
に
ま
ち
な
か
の
回

遊
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
図
１
）。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
で
、
文
化
や
歴
史
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
、
本

物
・
本
質
志
向
の
方
々
。
中
で
も
、
そ
の
土
地

ら
し
さ
を
楽
し
み
、
特
別
な
建
物
で
の
滞
在
、

食
事
を
好
む
方
々
」
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、同
社
の
特
長
と
強
み
に
つ
い
て
は
、

「
私
ど
も
が
大
事
に
し
て
い
る
機
能
の
一
つ
に

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」
が
あ
る
。
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
設
備
は
な
い
が
、
一

組
一
組
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
個
別
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
「
3
密
を
回
避
で
き
る
小
規
模

分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴
、
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

我
が
国
に
お
け
る

分
散
型
ホ
テ
ル
拡
大
の
背
景
〜

（
一
社
）ノ
オ
ト
／

（
株
）
N
O
T
E
の
取
り
組
み

我
が
国
で
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、（
一
社
）
ノ
オ
ト
の
取
り

組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ノ
オ
ト
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
2
月
に
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
で
設
立
さ
れ
、
丸
山
集
落
の
空
き
家

再
生
事
業
に
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で
数
多

く
の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
手
掛
け
て
き

た
。「
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
日
本

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
生
業
を
尊
重

し
な
が
ら
、
歴
史
的
建
築
物
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
分
散
型
ホ
テ
ル
の
は
し
り
と

な
る
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
、
城
下
町
全
体
を
ホ
テ

ル
に
見
立
て
て
、
ホ
テ
ル
機
能
を
町
に
分
散
配

置
す
る
「
城
下
町
ホ
テ
ル
構
想
」に
始
ま
る
。
当

初
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
改
修
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
、雑
貨
店
、

工
房
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
分
散
型

ホ
テ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
に
建
築
基
準

法
、
旅
館
業
法
、
消
防
法
の
一
体
的
な
緩
和
や

改
正
を
提
案
し
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
、

国
家
戦
略
特
区
と
し
て
特
例
措
置
を
提
案
し
、

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
に
特
区
事
業
者
の
認

定
を
受
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
に
念

願
の
開
業
に
到
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
12
月
に
旅

館
業
法
が
改
正
さ
れ
、
客
室
数
や
面
積
、
ト
イ

レ
・
洗
面
設
備
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
な
ど

が
撤
廃
ま
た
は
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
玄

関
帳
場
等
の
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
地
域
に
分

散
す
る
複
数
の
建
物
で
も
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
分
散
型
ホ
テ
ル
が
全

国
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩
和
と
旅
館

業
法
の
改
正
は
、
ノ
オ
ト
が
実
現
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
な
お
、（
一
社
）ノ
オ
ト
は
、
2
0
1
6（
平
成

28
）年
5
月
に
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
起
点

に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る「N

IP
P
O

N
IA

」の
理
念

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
化
領
域
を
担

い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
す
る
組
織
と
し
て（
株
）N
O
T
E

を
設
立
。（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）N
O
T
E
は
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
明
確
な
民
と
公
の
役
割

分
担
と
い
う
体
制
に
よ
り
、
全
国
に

N
IP

P
O

N
IA

を
広
め
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年

11
月
現
在
、
全
国
で
23
施
設
を
展
開
中
で
あ
る
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
運
営
〜

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

T
E

のN
IP

P
O

N
IA

の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」を
は
じ
め
、NIP

P
O

N
IA

の
23
施

設
中
10
施
設（
奈
良
な
ら
ま
ち
／
篠
山
城
下
町

／
福
住
宿
場
町
／
竹
田
城
城
下
町
／
伊
賀
上
野

城
下
町
／
豊
岡
1
9
2
5
／
佐
原
商
家
町
／
竹

原
製
塩
町
／
大
洲
城
下
町
／
八
女
福
島
商
家
町
）

の
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）で
あ
る
。

　
同
社
は
元
々
「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
に
特
化
し
、
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

活
用
す
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
高

い
運
営
力
と
個
別
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
き
め
細
か
な

対
応
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
歴
史

地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
取

り
組
み
、
全
国
に
1
1
7
地
区
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
2
0
0

エ
リ
ア
で
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
春
に
は
、
函
館
市
の

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
ホ

テ
ル
も
開
業
予
定
で
あ
る
。

　
同
社
の
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「V

M
G

 

H
O

T
E

L
S
 &

 U
N

IQ
U

E
 V

E
N

U
E

S

」
の

「V
M

G
 H

O
T
E
L
S

」
は
、
歴
史
的
ま
ち
並
み

に
点
在
す
る
商
家
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た

は
じ
め
に
〜

分
散
型
ホ
テ
ル
登
場
の
背
景

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
我
が
国
で

は
、
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
の
「
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総
住
宅

数
は
6
2
4
2
万
戸
、
う
ち
空
き
家
は

8
4
6
万
戸
、
空
き
家
の
割
合
は
13
・
6
％
と
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
建
物
も
少
な
く
な

い
。

　
一
方
で
観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
の
旅
行
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
深
化
（
進
化
）

し
、「
長
崎
さ
る
く
」（
2
0
0
6（
平
成
18
）年
）

の
登
場
以
降
、
全
国
に
定
着
し
た
ま
ち
歩
き

人
気
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
み

の
街
・
馴
染
み
の
街
を
よ
り
じ
っ
く
り
と
楽
し

み
た
い
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
支
え
ら
れ
、
空
き
家
対

策
、
ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
、
3

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回
避
が
求
め
ら

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
よ
り
注
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
察
し

て
い
く
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
起
源
・

定
義
と
我
が
国
の
現
状

　
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
を
起
源
と

す
る
。
過
疎
化
し
た
地
域
に
お
け
る
空
き
家

対
策
と
し
て
発
展
し
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
に
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
全
国
的
な
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で「
ア

ル
ベ
ル
ゴ
」
は
「
宿
」、「
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
は
「
分

散
し
た
」
を
意
味
す
る
。

　
分
散
型
ホ
テ
ル
と
は
、「
地
域
の
廃
屋
や
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
客
室
、
食
堂
な
ど
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
分
散
さ
せ
、
町
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
ホ
テ

ル
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
し
た
人
た
ち
が
自
ず

と
町
を
回
遊
し
、
地
域
そ
の
も
の
に
活
力
を
も

た
ら
す
仕
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
、
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
に

あ
る
2
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
改
装
し

た
宿
泊
施
設
「
矢
掛
屋IN

N
&

S
U

IT
E
S

」
と

そ
の
周
辺
一
帯
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

6
月
、
ア
ジ
ア
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ィ

ー
ゾ
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
。2
0
1
9（
令

和
元
）
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
で
初
め

て
の
協
会
支
部
と
な
る
「（
一
社
）ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（A

D
J

）
が
、
岡
山

県
岡
山
市
に
発
足
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
12
月
現
在
、
我
が

国
で
も
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
と
称
す
る
宿
泊
施

設
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

例
え
ば
、
分
散
型
ホ
テ
ル
と
比
較
的
近
い
概

念
で
、「
ま
ち
を
一
つ
の
宿
と
見
立
て
宿
泊
施

設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地

域
価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
」
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
は
、（
一
社
）
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
21
施
設
（
地
域
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
12
月
18
日
現
在
）。
な
お
、
各

施
設
で
、
宿
泊
棟
の
タ
イ
プ
（
分
散
タ
イ
プ
、

一
棟
貸
切
タ
イ
プ
）、
立
地
（
都
市
、
市
場
・

商
店
街
、
郊
外
、
山
の
ま
ち
、
田
園
風
景
、
海

の
ま
ち
、
島
）、
そ
の
他
の
特
徴
（
城
下
町
、

歴
史
的
町
並
、
文
化
財
級
の
建
物
、
産
業
遺
産
）

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を

非
常
に
重
視
し
た
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ

ト
面
で
、
不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
利
用
者
の
動
向
を
知
る

た
め
に
、
同
社
の
運
営
す
る
、
分
散
型
ホ
テ
ル

よ
り
、
江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
佐
原
の

街
に
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
開
業
し
た「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
を
取
り
上
げ

て
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
か
ら
関
わ
り
、
立

ち
上
げ
と
同
時
に
赴
任
し
た
、
支
配
人
の
吉

田
覚
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
（
表
２
）。

　
吉
田
氏
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
5
月
の
実

績
は
壊
滅
的
で
、
上
向
き
出
し
た
の
は
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
だ
と
言
う
。
そ
の
後
の

お
客
様
の
変
化
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
、
近
場

で
か
つ
少
し
贅
沢
な
旅
行
が
ト
レ
ン
ド
と
な

り
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

始
ま
で
は
、千
葉
県
内
の
お
客
様
が
多
か
っ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
後
（
7
／
22
〜
）
は
、

千
葉
県
内
と
東
京
を
除
く
関
東
圏
（
埼
玉
、
神

奈
川
等
）、
東
京
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
っ
た
10
月
1
日
以
降
は
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

○
佐
原
の
ま
ち
な
か
で
の
過
ご
し
方
は
、
千
葉

県
と
東
京
の
お
客
様
で
顕
著
な
差
は
見
ら
れ

な
い
が
、
東
京
の
お
客
様
に
は
「
佐
原
の
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
様
の
求
め
る
も
の
に
、
そ

こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ホ

テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
お
客

様
は
少
し
減
っ
た
印
象
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

よ
い
も
の
を
求
め
、
味
わ
う
お
客
様
が
多
か
っ

た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
以
前
は
あ
ま
り

お
見
掛
け
し
な
か
っ
た
20
代
の
増
加
、
平
日
の

お
子
様
連
れ
家
族
旅
行
の
増
加
な
ど
、
客
層

が
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

○
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
は
、「
1
棟
貸
し

な
の
で
安
心
、
他
の
お
客
様
に
気
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
お
考
え
の
方
が
多
か
っ
た
。

○
食
事
は
、
他
の
お
客
様
と
の
接
触
を
気
に

さ
れ
る
方
も
お
り
、
部
屋
食
の
希
望
も
た
く

さ
ん
頂
い
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
変
化
や
様
々
な
要
望

に
も
、
持
ち
前
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
き
た
吉
田
氏
は
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

「
類
似
す
る
他
の
施
設
と
、
私
ど
も
の
ホ
テ
ル

が
決
定
的
に
違
う
の
は
、「
町
が
ホ
テ
ル
、
町

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
町
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず

は
宿
泊
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
（
＝
宿
泊
客
＋
町
の
人
）

業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
開
後
は
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
（
7
／
22
〜
）
に
は
客
層
の
幅
も
拡
大
。

谷
口
氏
は
、
利
用
者
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
正
直
大
き
か
っ

た
。
客
層
も
20
代
前
半
、
逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え

た
り
と
幅
が
出
て
き
た
。

○〝
東
京
か
ら
離
れ
た
い
、
で
も
あ
ま
り
遠
く

に
は
行
け
な
い
人
た
ち
〞に
は
、
2
時
間
圏
内

で
こ
れ
だ
け
自
然
が
豊
か
な
村
に
来
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
価
値
に
な
る
。

○
お
客
様
の
過
ご
し
方
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
で
強
制
的
に
人
と
の
つ
な
が
り

が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
村
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

○「
ま
さ
に
こ
う
い
う
場
所
を
求
め
て
い
た
」
と

い
う
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の

生
活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
存
在
価
値

を
再
認
識
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
お
客
様
が
そ
う
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
谷
口
氏
は
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
は
、

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
お
客
様
の
幅
が
少
し
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
い
ら
し

た
お
客
様
の
中
に
も
、
今
回
の
体
験
が
す
ご
く

印
象
的
で
、
こ
の
暮
ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て

く
れ
た
方
が
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
生
活

の
一
部
に
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
3
密
を
避
け
る
と
い

っ
た
「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
が
注
目
を
集
め
、

実
際
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
を
選
択
さ

れ
た
利
用
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
材
で
あ
ら
た
め
て
見

え
て
き
た
の
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
利
用
者

へ
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
上
質
な
宿

泊
滞
在
環
境
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
深
く
味
わ
う
た
め
の
仲
介
役
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
一
休
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

じ
ゃ
ら
ん
の
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」
の
評
価
コ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、

ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
け
る

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
加
え
、「
分
散
型
ホ
テ

ル
」
の
取
り
組
み
自
体
へ
の
共
感
が
利
用
者
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
表
３
）。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
尾
氏
は
、「
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

や
本
質
が
抜
本
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
本
来
5
年
10
年
か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ

た
変
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
分
散
型
ホ
テ
ル
も
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
い
た
だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
3
密
回
避
が
お
客
様
の
入
口
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
分
散
型
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
特

別
な
体
験
に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と

お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
の
あ
る
客
室
は
、
一
棟
貸
切

や
、
数
世
帯
で
貸
切
で
き
る
建
物
を
は
じ
め
、

最
大
5
室
以
下
の
建
物
と
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確
保
。

換
気
や
空
気
清
浄
機
の
操
作
な
ど
、
お
客
さ
ま

が
ご
自
由
に
空
気
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
。

総
部
屋
数
が
10
室
前
後
（
一
部
20
室
程
度
）
の

小
規
模
ホ
テ
ル
で
あ
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

や
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
の
密
は
発
生
し
づ
ら
い
。

資
料
：バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

資
料
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マ
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ジ
メ
ン
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株
式
会
社

佐
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商
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ホ
テ
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N
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所
在
地
…
…
…
千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
1
7
2
0

施
設
概
要
…
…
11
棟
13
室
、フ
ロ
ン
ト・レ
ス
ト
ラ
ン（
ラ
ン
チ
、デ
ィ
ナ
ー
）

開
業
…
…
…
…
2
0
1
8
年
3
月

運
営
…
…
…
…
株
式
会
社N

IPPO
N

IA

　

SAW
ARA

　代
表
取
締
役
社
長 
上
村 

進

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
　代
表
取
締
役 

他
力
野 
淳

佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A
は
佐
原
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
、「
県
指
定
文
化
財
」の「
中
村

屋
商
店
」に
フ
ロ
ン
ト
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
配
し
、明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
4
軒
の
建
物
を
宿
泊
棟

に
改
装
。商
家
町
全
体
を
一つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
。

宿
泊
客
に
は
、酒
蔵
の
貸
し
切
り
見
学
や
香
取
神
宮
の
特
別
ガ
イ
ド
な
ど
、普
通
の
観
光
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
、地
域
を
よ
り
深
く
楽
し
む
体
験
も
用
意
し
て
い
る
。

特
徴
…
…
…
…

N
IP

P
O

N
IA

小
菅 

源
流
の
村

所
在
地
…
…
…
山
梨
県
北
都
留
郡
小
菅
村
3
1
5
5
〜
1

施
設
概
要
…
…
5
棟
６
室
、レ
ス
ト
ラ
ン（
デ
ィ
ナ
ー
）

開
業
…
…
…
…
2
0
1
9
年
8
月

運
営
…
…
…
…
株
式
会
社EDGE

　代
表
取
締
役 

嶋
田
俊
平

「
大
家
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
1
5
0
年
以
上
続
く
村
の
名
士
宅「
細
川
邸
」を
、4
室
の
客
室
と
レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
2
0
1
9
年
に
オ
ー
プ
ン
。1
年
後
に
は
崖
っ
ぷ
ち
に
建
つ
2
棟
の
古
民
家
を
、一
棟
貸
し
の
客
室

「
崖
の
家
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
。滞
在
中
は
温
泉
、焚
き
火
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、山
歩
き
、ワ
サ
ビ
や
野
菜
の
収
穫
に

渓
流
釣
り
と
、四
季
折
々
で
楽
し
め
る
ア
ク
ティ
ビ
ティ
も
揃
っ
て
い
る
。ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
料

理
は
村
で
採
れ
た
旬
の
食
材
を
、料
理
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
調
理
。昔
な
が
ら
の
暦「
二
十
四
節
気
」に
な
ら

い
、2
週
間
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
た
コ
ー
ス
で
提
供
。「
崖
の
家
」は「
つ
な
が
る
食
卓
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

村
の
食
材
を
使
っ
た
自
炊
ス
タ
イ
ル
の
滞
在
を
楽
し
め
る
。

特
徴
…
…
…
…

商
家
町
に
立
地
す
る
分
散
型
ホ
テ
ル
〜

「
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O
N
IA

」

123

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
過
ご
し
方
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
と
近
隣

か
ら
の
お
客
様
と
で
は
、
地
域
に
も
よ
る
が
多

少
異
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
客
室
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た

印
象
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
た
い
、
い
い
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
多
く
の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
た
理

由
に
つ
い
て
は
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
に
対
し
て
、
様
々
な
ご

相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、
ど
う
や
っ
て

2
表

取
材
先
の
概
要

1
表

3
密
を
回
避
で
き
る

小
規
模
分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴

1
図

分
散
型
ホ
テ
ル
イ
メ
ー
ジ

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
存
在

と
そ
の
提
供
し
て
い
る
も
の
の
価
値
が
、
想
定

以
上
に
早
く
、
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

分
散
型
ホ
テ
ル
の
需
要
は
、〝
地
域
の
本
物
を

嗜
好
し
、
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
楽
し
む
〞ス
タ

イ
ル
を
好
ま
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
今
後
も
拡

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
で
分
散
型
ホ
テ
ル
に
よ
る
誘
客
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
分
散
型
」
と

に
ホ
テ
ル
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

　
佐
原
と
は
立
地
環
境
が
異
な
る
施
設
と
し

て
も
う
一
箇
所
、
2
0
1
9
（
令
和
2
）
年
8

月
に
、
面
積
の
95
％
が
森
林
と
い
う
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
小
菅
村
に
開
業
し
た

「N
IP

P
O

N
IA

 

小
菅 

源
流
の
村
」（
5
棟
6
室
）

を
取
り
上
げ
た
（
表
２
）。
村
づ
く
り
会
社
の

（
株
）
源
、「
道
の
駅
こ
す
げ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
（
株
）
さ
と
ゆ
め
、
前
述
し
た
（
株
）

N
O

T
E

の
3
社
で
出
資
・
設
立
し
た
（
株
）

E
D

G
E

が
運
営
す
る
施
設
で
、「
7
0
0
人
の

村
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
宿
に
見
立
て
た
分
散

型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
2
月
に
、
小
菅
村

の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
の
人
の

優
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
ご
夫
婦
で
移
住
し
、
現

在
、〝
番
頭
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
〞を
務
め
る
谷

口
峻
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
の
30
〜
40
代
の
ご

夫
婦
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
。
世
帯
年
収
が

8
0
0
万
円
以
上
と
経
済
的
に
も
豊
か
で
、
2

人
で
約
6
万
円
の
宿
に
容
易
に
ご
宿
泊
が
可

能
な
層
。
中
で
も
、
地
方
へ
の
移
住
や
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
の
暮
ら
し
に
関
心
は
あ
る
が
、

移
住
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
生
活
の
一
部

い
う
形
ば
か
り
を
ま
ね
す
る
だ
け
で
は
、
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
。
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
の

は
、「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
に
よ
る
ハ
ー
ド

の
整
備
以
上
に
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
入

念
な
受
入
態
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

関
わ
る
方
々
の
想
い
の
熱
さ
・
強
さ
の
大
切
さ

で
あ
っ
た
。 

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

に
そ
う
い
う
暮
ら
し

を
定
期
的
に
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い

る
層
」、「
食
へ
の
意

識
も
高
く
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
も
関
心
を

持
ち
、
イ
ン
テ
リ
ア

や
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
を
示
す
よ
う
な
、

感
度
が
高
い
人
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
実
際

の
利
用
者
も
ほ
ぼ
想

定
通
り
だ
っ
た
と
言

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
同
施

設
は
4
月
5
月
と
休

（
上
か
ら
時
計
ま
わ
り
に
） 

①
小
野
川
沿
い
の
佐
原
の
町
並
み 

②
ホ
テ
ル（
G
O
K
O
棟
）の
外
観 

③
フ
ロ
ン
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン（
G
E
I
S
H
O
棟
）の
外
観 

④
夕
食（
か
ず
さ
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
） 

⑤
客（
G
O
K
O
棟
）
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策
等
」
を
明
文
化
、
動
画
な
ど
も
用
い
て
可
視

化
し
、他
社
に
先
駆
け
て
一
早
く
訴
え
た
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
好
調
を
維
持
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
お
客
様
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
で
、
近
隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

一
時
期
は
ほ
ぼ
全
ホ
テ
ル
で
県
内
利
用
者
の
比

率
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

○
元
々
、
客
層
は
40
代
50
代
の
ご
夫
婦
等
が
中

心
だ
が
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
（
7
／
22
〜
）に
よ
り
、
若
い
方
や
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、
客
層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
旅
マ
エ
で
は
「
東
京
か
ら
で
す
が
、
本
当
に

行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」、
旅
ナ
カ
で
は
「
夕

食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
、
一
番
空
い
て
い
る
時
間

は
い
つ
で
す
か
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に

分
散
型
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
意
味
し
て
い

る
が
、「N

IP
P
O

N
IA

（
ホ
テ
ル
）」
は
こ
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
宿
泊
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
松
尾

諒
介
氏
に
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
変
化
等
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
松
尾
氏
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
事
業
方
針

と
し
て
、「
私
ど
も
の
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
ス

モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
町
全

体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
か
に

大
き
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」、「
お
客
様

に
は
、
こ
こ
が
ど
う
い
う
町
か
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
」、「
利
用
者
に
ま
ち
な
か
の
回

遊
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
図
１
）。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
で
、
文
化
や
歴
史
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
、
本

物
・
本
質
志
向
の
方
々
。
中
で
も
、
そ
の
土
地

ら
し
さ
を
楽
し
み
、
特
別
な
建
物
で
の
滞
在
、

食
事
を
好
む
方
々
」
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、同
社
の
特
長
と
強
み
に
つ
い
て
は
、

「
私
ど
も
が
大
事
に
し
て
い
る
機
能
の
一
つ
に

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」
が
あ
る
。
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
設
備
は
な
い
が
、
一

組
一
組
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
個
別
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
「
3
密
を
回
避
で
き
る
小
規
模

分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴
、
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

我
が
国
に
お
け
る

分
散
型
ホ
テ
ル
拡
大
の
背
景
〜

（
一
社
）ノ
オ
ト
／

（
株
）
N
O
T
E
の
取
り
組
み

我
が
国
で
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、（
一
社
）
ノ
オ
ト
の
取
り

組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ノ
オ
ト
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
2
月
に
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
で
設
立
さ
れ
、
丸
山
集
落
の
空
き
家

再
生
事
業
に
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で
数
多

く
の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
手
掛
け
て
き

た
。「
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
日
本

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
生
業
を
尊
重

し
な
が
ら
、
歴
史
的
建
築
物
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
分
散
型
ホ
テ
ル
の
は
し
り
と

な
る
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
、
城
下
町
全
体
を
ホ
テ

ル
に
見
立
て
て
、
ホ
テ
ル
機
能
を
町
に
分
散
配

置
す
る
「
城
下
町
ホ
テ
ル
構
想
」に
始
ま
る
。
当

初
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
改
修
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
、雑
貨
店
、

工
房
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
分
散
型

ホ
テ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
に
建
築
基
準

法
、
旅
館
業
法
、
消
防
法
の
一
体
的
な
緩
和
や

改
正
を
提
案
し
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
、

国
家
戦
略
特
区
と
し
て
特
例
措
置
を
提
案
し
、

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
に
特
区
事
業
者
の
認

定
を
受
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
に
念

願
の
開
業
に
到
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
12
月
に
旅

館
業
法
が
改
正
さ
れ
、
客
室
数
や
面
積
、
ト
イ

レ
・
洗
面
設
備
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
な
ど

が
撤
廃
ま
た
は
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
玄

関
帳
場
等
の
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
地
域
に
分

散
す
る
複
数
の
建
物
で
も
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
分
散
型
ホ
テ
ル
が
全

国
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩
和
と
旅
館

業
法
の
改
正
は
、
ノ
オ
ト
が
実
現
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
な
お
、（
一
社
）ノ
オ
ト
は
、
2
0
1
6（
平
成

28
）年
5
月
に
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
起
点

に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る「N

IP
P
O

N
IA

」の
理
念

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
化
領
域
を
担

い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
す
る
組
織
と
し
て（
株
）N
O
T
E

を
設
立
。（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）N
O
T
E
は
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
明
確
な
民
と
公
の
役
割

分
担
と
い
う
体
制
に
よ
り
、
全
国
に

N
IP

P
O

N
IA

を
広
め
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年

11
月
現
在
、
全
国
で
23
施
設
を
展
開
中
で
あ
る
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
運
営
〜

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

T
E

のN
IP

P
O

N
IA

の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」を
は
じ
め
、NIP

P
O

N
IA

の
23
施

設
中
10
施
設（
奈
良
な
ら
ま
ち
／
篠
山
城
下
町

／
福
住
宿
場
町
／
竹
田
城
城
下
町
／
伊
賀
上
野

城
下
町
／
豊
岡
1
9
2
5
／
佐
原
商
家
町
／
竹

原
製
塩
町
／
大
洲
城
下
町
／
八
女
福
島
商
家
町
）

の
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）で
あ
る
。

　
同
社
は
元
々
「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
に
特
化
し
、
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

活
用
す
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
高

い
運
営
力
と
個
別
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
き
め
細
か
な

対
応
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
歴
史

地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
取

り
組
み
、
全
国
に
1
1
7
地
区
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
2
0
0

エ
リ
ア
で
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
春
に
は
、
函
館
市
の

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
ホ

テ
ル
も
開
業
予
定
で
あ
る
。

　
同
社
の
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「V

M
G

 

H
O

T
E

L
S
 &

 U
N

IQ
U

E
 V

E
N

U
E

S

」
の

「V
M

G
 H

O
T
E
L
S

」
は
、
歴
史
的
ま
ち
並
み

に
点
在
す
る
商
家
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た

は
じ
め
に
〜

分
散
型
ホ
テ
ル
登
場
の
背
景

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
我
が
国
で

は
、
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
の
「
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総
住
宅

数
は
6
2
4
2
万
戸
、
う
ち
空
き
家
は

8
4
6
万
戸
、
空
き
家
の
割
合
は
13
・
6
％
と
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
建
物
も
少
な
く
な

い
。

　
一
方
で
観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
の
旅
行
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
深
化
（
進
化
）

し
、「
長
崎
さ
る
く
」（
2
0
0
6（
平
成
18
）年
）

の
登
場
以
降
、
全
国
に
定
着
し
た
ま
ち
歩
き

人
気
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
み

の
街
・
馴
染
み
の
街
を
よ
り
じ
っ
く
り
と
楽
し

み
た
い
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
支
え
ら
れ
、
空
き
家
対

策
、
ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
、
3

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回
避
が
求
め
ら

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
よ
り
注
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
察
し

て
い
く
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
起
源
・

定
義
と
我
が
国
の
現
状

　
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
を
起
源
と

す
る
。
過
疎
化
し
た
地
域
に
お
け
る
空
き
家

対
策
と
し
て
発
展
し
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
に
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
全
国
的
な
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で「
ア

ル
ベ
ル
ゴ
」
は
「
宿
」、「
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
は
「
分

散
し
た
」
を
意
味
す
る
。

　
分
散
型
ホ
テ
ル
と
は
、「
地
域
の
廃
屋
や
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
客
室
、
食
堂
な
ど
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
分
散
さ
せ
、
町
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
ホ
テ

ル
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
し
た
人
た
ち
が
自
ず

と
町
を
回
遊
し
、
地
域
そ
の
も
の
に
活
力
を
も

た
ら
す
仕
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
、
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
に

あ
る
2
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
改
装
し

た
宿
泊
施
設
「
矢
掛
屋IN

N
&

S
U

IT
E
S

」
と

そ
の
周
辺
一
帯
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

6
月
、
ア
ジ
ア
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ィ

ー
ゾ
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
。2
0
1
9（
令

和
元
）
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
で
初
め

て
の
協
会
支
部
と
な
る
「（
一
社
）ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（A

D
J

）
が
、
岡
山

県
岡
山
市
に
発
足
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
12
月
現
在
、
我
が

国
で
も
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
と
称
す
る
宿
泊
施

設
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

例
え
ば
、
分
散
型
ホ
テ
ル
と
比
較
的
近
い
概

念
で
、「
ま
ち
を
一
つ
の
宿
と
見
立
て
宿
泊
施

設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地

域
価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
」
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
は
、（
一
社
）
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
21
施
設
（
地
域
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
12
月
18
日
現
在
）。
な
お
、
各

施
設
で
、
宿
泊
棟
の
タ
イ
プ
（
分
散
タ
イ
プ
、

一
棟
貸
切
タ
イ
プ
）、
立
地
（
都
市
、
市
場
・

商
店
街
、
郊
外
、
山
の
ま
ち
、
田
園
風
景
、
海

の
ま
ち
、
島
）、
そ
の
他
の
特
徴
（
城
下
町
、

歴
史
的
町
並
、
文
化
財
級
の
建
物
、
産
業
遺
産
）

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を

非
常
に
重
視
し
た
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ

ト
面
で
、
不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
利
用
者
の
動
向
を
知
る

た
め
に
、
同
社
の
運
営
す
る
、
分
散
型
ホ
テ
ル

よ
り
、
江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
佐
原
の

街
に
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
開
業
し
た「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
を
取
り
上
げ

て
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
か
ら
関
わ
り
、
立

ち
上
げ
と
同
時
に
赴
任
し
た
、
支
配
人
の
吉

田
覚
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
（
表
２
）。

　
吉
田
氏
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
5
月
の
実

績
は
壊
滅
的
で
、
上
向
き
出
し
た
の
は
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
だ
と
言
う
。
そ
の
後
の

お
客
様
の
変
化
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
、
近
場

で
か
つ
少
し
贅
沢
な
旅
行
が
ト
レ
ン
ド
と
な

り
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

始
ま
で
は
、千
葉
県
内
の
お
客
様
が
多
か
っ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
後
（
7
／
22
〜
）
は
、

千
葉
県
内
と
東
京
を
除
く
関
東
圏
（
埼
玉
、
神

奈
川
等
）、
東
京
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
っ
た
10
月
1
日
以
降
は
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

○
佐
原
の
ま
ち
な
か
で
の
過
ご
し
方
は
、
千
葉

県
と
東
京
の
お
客
様
で
顕
著
な
差
は
見
ら
れ

な
い
が
、
東
京
の
お
客
様
に
は
「
佐
原
の
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
様
の
求
め
る
も
の
に
、
そ

こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ホ

テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
お
客

様
は
少
し
減
っ
た
印
象
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

よ
い
も
の
を
求
め
、
味
わ
う
お
客
様
が
多
か
っ

た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
以
前
は
あ
ま
り

お
見
掛
け
し
な
か
っ
た
20
代
の
増
加
、
平
日
の

お
子
様
連
れ
家
族
旅
行
の
増
加
な
ど
、
客
層

が
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

○
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
は
、「
1
棟
貸
し

な
の
で
安
心
、
他
の
お
客
様
に
気
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
お
考
え
の
方
が
多
か
っ
た
。

○
食
事
は
、
他
の
お
客
様
と
の
接
触
を
気
に

さ
れ
る
方
も
お
り
、
部
屋
食
の
希
望
も
た
く

さ
ん
頂
い
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
変
化
や
様
々
な
要
望

に
も
、
持
ち
前
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
き
た
吉
田
氏
は
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

「
類
似
す
る
他
の
施
設
と
、
私
ど
も
の
ホ
テ
ル

が
決
定
的
に
違
う
の
は
、「
町
が
ホ
テ
ル
、
町

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
町
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず

は
宿
泊
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
（
＝
宿
泊
客
＋
町
の
人
）

（
注
）筆
者
に
て
一
部
の
文
章
を
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省
略
し
て
い
る
。 

資
料
：
宿
泊
予
約
サ
イ
ト（
一
休
、楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、じ
ゃ
ら
ん
）

業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
開
後
は
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
（
7
／
22
〜
）
に
は
客
層
の
幅
も
拡
大
。

谷
口
氏
は
、
利
用
者
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
正
直
大
き
か
っ

た
。
客
層
も
20
代
前
半
、
逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え

た
り
と
幅
が
出
て
き
た
。

○〝
東
京
か
ら
離
れ
た
い
、
で
も
あ
ま
り
遠
く

に
は
行
け
な
い
人
た
ち
〞に
は
、
2
時
間
圏
内

で
こ
れ
だ
け
自
然
が
豊
か
な
村
に
来
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
価
値
に
な
る
。

○
お
客
様
の
過
ご
し
方
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
で
強
制
的
に
人
と
の
つ
な
が
り

が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
村
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

○「
ま
さ
に
こ
う
い
う
場
所
を
求
め
て
い
た
」
と

い
う
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の

生
活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
存
在
価
値

を
再
認
識
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
お
客
様
が
そ
う
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
谷
口
氏
は
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
は
、

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
お
客
様
の
幅
が
少
し
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
い
ら
し

た
お
客
様
の
中
に
も
、
今
回
の
体
験
が
す
ご
く

印
象
的
で
、
こ
の
暮
ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て

く
れ
た
方
が
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
生
活

の
一
部
に
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
3
密
を
避
け
る
と
い

っ
た
「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
が
注
目
を
集
め
、

実
際
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
を
選
択
さ

れ
た
利
用
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
材
で
あ
ら
た
め
て
見

え
て
き
た
の
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
利
用
者

へ
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
上
質
な
宿

泊
滞
在
環
境
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
深
く
味
わ
う
た
め
の
仲
介
役
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
一
休
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

じ
ゃ
ら
ん
の
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」
の
評
価
コ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、

ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
け
る

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
加
え
、「
分
散
型
ホ
テ

ル
」
の
取
り
組
み
自
体
へ
の
共
感
が
利
用
者
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
表
３
）。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
尾
氏
は
、「
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

や
本
質
が
抜
本
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
本
来
5
年
10
年
か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ

た
変
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
分
散
型
ホ
テ
ル
も
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
い
た
だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
3
密
回
避
が
お
客
様
の
入
口
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
分
散
型
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
特

別
な
体
験
に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と

お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

自
然
豊
か
な
地
域
に
立
地
す
る

分
散
型
ホ
テ
ル
〜

N
IP
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小
菅 

源
流
の
村

丸
々
一
棟
で
宿
泊
で
き
た
の
で
、
周
り
に
気
兼
ね
な
く
心
か
ら
寛

げ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
良
い
だ
ろ
う
し
、
外
国
人
に
も
喜

ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。
古
い
建
物
で
す
が
、
部
屋
は
広
く
清
潔
で

し
た
。
食
事
も
と
て
も
美
味
し
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
親
切
。

で
き
れ
ば
何
泊
も
し
た
か
っ
た
で
す
。
ま
さ
に
、「
暮
ら
す
よ
う

に
泊
ま
る
」
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
古
き
良
き
も
の
と
共
存
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
、
一
軒
家
な
の
で
、
開
放
感
が
多
々
あ
り
、
い
い
気
分

転
換
に
な
り
ま
し
た
。
都
会
に
な
い
静
寂
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
い
建
物
の
再
利
用
の
観
点
か
ら
も
一
見
の

価
値
は
あ
り
ま
す
。
食
事
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

地
元
の
旬
な
素
材
を
活
用
し
た
創
作
料
理
と
説
明
が
、
食
欲
を
満

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

じ
ゃ
ら
ん

2
0
2
0
年

4
月

夫
婦

楽
天
ト
ラ
ベル

2
0
2
0
年

8
月
1
日

家
族

一
休

2
0
2
0
年

11
月
16
日

1
名

利
用
人
数

宿
泊
日

サ
イ
ト
名

コ
メ
ン
ト

昔
京
都
の
町
屋
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
少
し
違
う
雰
囲
気

で
す
。
ど
の
部
屋
も
一
戸
建
て
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配

も
要
り
ま
せ
ん
。
夕
食
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
て
い
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。
接
客
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
親
切

で
す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
周
辺
の
観
光
地
の
歴
史
を
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
。
旅
行
に
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
過
ご
し
方
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
と
近
隣

か
ら
の
お
客
様
と
で
は
、
地
域
に
も
よ
る
が
多

少
異
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
客
室
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た

印
象
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
た
い
、
い
い
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
多
く
の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
た
理

由
に
つ
い
て
は
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
に
対
し
て
、
様
々
な
ご

相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、
ど
う
や
っ
て

3
表

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
に
み
る
利
用
者
の
評
価（
コ
メ
ン
ト
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
存
在

と
そ
の
提
供
し
て
い
る
も
の
の
価
値
が
、
想
定

以
上
に
早
く
、
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

分
散
型
ホ
テ
ル
の
需
要
は
、〝
地
域
の
本
物
を

嗜
好
し
、
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
楽
し
む
〞ス
タ

イ
ル
を
好
ま
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
今
後
も
拡

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
で
分
散
型
ホ
テ
ル
に
よ
る
誘
客
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
分
散
型
」
と

に
ホ
テ
ル
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

　
佐
原
と
は
立
地
環
境
が
異
な
る
施
設
と
し

て
も
う
一
箇
所
、
2
0
1
9
（
令
和
2
）
年
8

月
に
、
面
積
の
95
％
が
森
林
と
い
う
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
小
菅
村
に
開
業
し
た
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小
菅 

源
流
の
村
」（
5
棟
6
室
）

を
取
り
上
げ
た
（
表
２
）。
村
づ
く
り
会
社
の

（
株
）
源
、「
道
の
駅
こ
す
げ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
（
株
）
さ
と
ゆ
め
、
前
述
し
た
（
株
）

N
O

T
E

の
3
社
で
出
資
・
設
立
し
た
（
株
）

E
D

G
E

が
運
営
す
る
施
設
で
、「
7
0
0
人
の

村
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
宿
に
見
立
て
た
分
散

型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
2
月
に
、
小
菅
村

の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
の
人
の

優
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
ご
夫
婦
で
移
住
し
、
現

在
、〝
番
頭
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
〞を
務
め
る
谷

口
峻
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
の
30
〜
40
代
の
ご

夫
婦
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
。
世
帯
年
収
が

8
0
0
万
円
以
上
と
経
済
的
に
も
豊
か
で
、
2

人
で
約
6
万
円
の
宿
に
容
易
に
ご
宿
泊
が
可

能
な
層
。
中
で
も
、
地
方
へ
の
移
住
や
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
の
暮
ら
し
に
関
心
は
あ
る
が
、

移
住
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
生
活
の
一
部

い
う
形
ば
か
り
を
ま
ね
す
る
だ
け
で
は
、
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
。
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
の

は
、「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
に
よ
る
ハ
ー
ド

の
整
備
以
上
に
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
入

念
な
受
入
態
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

関
わ
る
方
々
の
想
い
の
熱
さ
・
強
さ
の
大
切
さ

で
あ
っ
た
。 

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

に
そ
う
い
う
暮
ら
し

を
定
期
的
に
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い

る
層
」、「
食
へ
の
意

識
も
高
く
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
も
関
心
を

持
ち
、
イ
ン
テ
リ
ア

や
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
を
示
す
よ
う
な
、

感
度
が
高
い
人
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
実
際

の
利
用
者
も
ほ
ぼ
想

定
通
り
だ
っ
た
と
言

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
同
施

設
は
4
月
5
月
と
休

上：三ツ子山からみた小菅村の集落
下：（時計回りに） ①ホテル（大家棟）の外観②パブリック 
③小菅村産「川魚三種盛り」 ④客室 
⑤村人（ガイド）との“小菅さんぽ”・

観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
1
月
）〜
株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦

・N
IP

P
O

N
IA

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://team

.n
ip

p
o
n
ia.o

r.jp
/

）

・
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://w

w
w
.vm

c.co
.jp

/

）

・N
IP

P
O

N
IA

小
菅 

源
流
の
村 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://n

ip
p
o
n
ia-ko

su
ge.jp

/

）

・
取
材
協
力（
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

）：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海

参考資料等

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❸分散型ホテル2

20



策
等
」
を
明
文
化
、
動
画
な
ど
も
用
い
て
可
視

化
し
、他
社
に
先
駆
け
て
一
早
く
訴
え
た
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
好
調
を
維
持
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
の
上
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
お
客
様
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
で
、
近
隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

一
時
期
は
ほ
ぼ
全
ホ
テ
ル
で
県
内
利
用
者
の
比

率
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

○
元
々
、
客
層
は
40
代
50
代
の
ご
夫
婦
等
が
中

心
だ
が
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
（
7
／
22
〜
）に
よ
り
、
若
い
方
や
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、
客
層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
旅
マ
エ
で
は
「
東
京
か
ら
で
す
が
、
本
当
に

行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
」、
旅
ナ
カ
で
は
「
夕

食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
、
一
番
空
い
て
い
る
時
間

は
い
つ
で
す
か
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
気
に

分
散
型
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
を
意
味
し
て
い

る
が
、「N

IP
P
O

N
IA

（
ホ
テ
ル
）」
は
こ
の
一

つ
の
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
宿
泊
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
松
尾

諒
介
氏
に
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
変
化
等
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
松
尾
氏
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
事
業
方
針

と
し
て
、「
私
ど
も
の
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
ス

モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
町
全

体
を
ホ
テ
ル
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
か
に

大
き
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
」、「
お
客
様

に
は
、
こ
こ
が
ど
う
い
う
町
か
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
」、「
利
用
者
に
ま
ち
な
か
の
回

遊
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
た
（
図
１
）。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
で
、
文
化
や
歴
史
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
、
本

物
・
本
質
志
向
の
方
々
。
中
で
も
、
そ
の
土
地

ら
し
さ
を
楽
し
み
、
特
別
な
建
物
で
の
滞
在
、

食
事
を
好
む
方
々
」
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、同
社
の
特
長
と
強
み
に
つ
い
て
は
、

「
私
ど
も
が
大
事
に
し
て
い
る
機
能
の
一
つ
に

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
」
が
あ
る
。
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
設
備
は
な
い
が
、
一

組
一
組
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
、
個
別
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
「
3
密
を
回
避
で
き
る
小
規
模

分
散
型
ホ
テ
ル
の
特
徴
、
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

我
が
国
に
お
け
る

分
散
型
ホ
テ
ル
拡
大
の
背
景
〜

（
一
社
）ノ
オ
ト
／

（
株
）
N
O
T
E
の
取
り
組
み

我
が
国
で
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、（
一
社
）
ノ
オ
ト
の
取
り

組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ノ
オ
ト
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
2
月
に
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
で
設
立
さ
れ
、
丸
山
集
落
の
空
き
家

再
生
事
業
に
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で
数
多

く
の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
手
掛
け
て
き

た
。「
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
日
本

の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
そ

の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
生
業
を
尊
重

し
な
が
ら
、
歴
史
的
建
築
物
と
地
域
文
化
、

そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
分
散
型
ホ
テ
ル
の
は
し
り
と

な
る
「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
は
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
、
城
下
町
全
体
を
ホ
テ

ル
に
見
立
て
て
、
ホ
テ
ル
機
能
を
町
に
分
散
配

置
す
る
「
城
下
町
ホ
テ
ル
構
想
」に
始
ま
る
。
当

初
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
を
改
修
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
、雑
貨
店
、

工
房
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
分
散
型

ホ
テ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
に
建
築
基
準

法
、
旅
館
業
法
、
消
防
法
の
一
体
的
な
緩
和
や

改
正
を
提
案
し
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
、

国
家
戦
略
特
区
と
し
て
特
例
措
置
を
提
案
し
、

2
0
1
4（
平
成
26
）
年
に
特
区
事
業
者
の
認

定
を
受
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
に
念

願
の
開
業
に
到
る
。

　
そ
の
後
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
12
月
に
旅

館
業
法
が
改
正
さ
れ
、
客
室
数
や
面
積
、
ト
イ

レ
・
洗
面
設
備
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
な
ど

が
撤
廃
ま
た
は
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
玄

関
帳
場
等
の
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、
地
域
に
分

散
す
る
複
数
の
建
物
で
も
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
分
散
型
ホ
テ
ル
が
全

国
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩
和
と
旅
館

業
法
の
改
正
は
、
ノ
オ
ト
が
実
現
し
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
な
お
、（
一
社
）ノ
オ
ト
は
、
2
0
1
6（
平
成

28
）年
5
月
に
、
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
を
起
点

に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す
る「N

IP
P
O

N
IA

」の
理
念

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
化
領
域
を
担

い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
す
る
組
織
と
し
て（
株
）N
O
T
E

を
設
立
。（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）N
O
T
E
は
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
明
確
な
民
と
公
の
役
割

分
担
と
い
う
体
制
に
よ
り
、
全
国
に

N
IP

P
O

N
IA

を
広
め
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年

11
月
現
在
、
全
国
で
23
施
設
を
展
開
中
で
あ
る
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
運
営
〜

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

（
一
社
）ノ
オ
ト
／（
株
）NO

T
E

のN
IP

P
O

N
IA

の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」を
は
じ
め
、NIP

P
O

N
IA

の
23
施

設
中
10
施
設（
奈
良
な
ら
ま
ち
／
篠
山
城
下
町

／
福
住
宿
場
町
／
竹
田
城
城
下
町
／
伊
賀
上
野

城
下
町
／
豊
岡
1
9
2
5
／
佐
原
商
家
町
／
竹

原
製
塩
町
／
大
洲
城
下
町
／
八
女
福
島
商
家
町
）

の
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
バ

リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）で
あ
る
。

　
同
社
は
元
々
「
日
本
の
文
化
を
紡
ぐ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
に
特
化
し
、
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

活
用
す
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
高

い
運
営
力
と
個
別
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
き
め
細
か
な

対
応
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
歴
史

地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
取

り
組
み
、
全
国
に
1
1
7
地
区
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
2
0
0

エ
リ
ア
で
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
春
に
は
、
函
館
市
の

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
ホ

テ
ル
も
開
業
予
定
で
あ
る
。

　
同
社
の
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「V

M
G

 

H
O

T
E

L
S
 &

 U
N

IQ
U

E
 V

E
N

U
E

S

」
の

「V
M

G
 H

O
T
E
L
S

」
は
、
歴
史
的
ま
ち
並
み

に
点
在
す
る
商
家
や
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た

は
じ
め
に
〜

分
散
型
ホ
テ
ル
登
場
の
背
景

　
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
我
が
国
で

は
、
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
の
「
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

30
（
2
0
1
8
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総
住
宅

数
は
6
2
4
2
万
戸
、
う
ち
空
き
家
は

8
4
6
万
戸
、
空
き
家
の
割
合
は
13
・
6
％
と
、

過
去
最
高
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
建
物
も
少
な
く
な

い
。

　
一
方
で
観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
の
旅
行
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
深
化
（
進
化
）

し
、「
長
崎
さ
る
く
」（
2
0
0
6（
平
成
18
）年
）

の
登
場
以
降
、
全
国
に
定
着
し
た
ま
ち
歩
き

人
気
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
み

の
街
・
馴
染
み
の
街
を
よ
り
じ
っ
く
り
と
楽
し

み
た
い
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て
き
た
。
そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
支
え
ら
れ
、
空
き
家
対

策
、
ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
策
の
一
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
が
、
3

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
の
回
避
が
求
め
ら

れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
よ
り
注
目
を
集
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
等
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
察
し

て
い
く
。

分
散
型
ホ
テ
ル
の
起
源
・

定
義
と
我
が
国
の
現
状

　
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
を
起
源
と

す
る
。
過
疎
化
し
た
地
域
に
お
け
る
空
き
家

対
策
と
し
て
発
展
し
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
に
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
全
国
的
な
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
た
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で「
ア

ル
ベ
ル
ゴ
」
は
「
宿
」、「
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
は
「
分

散
し
た
」
を
意
味
す
る
。

　
分
散
型
ホ
テ
ル
と
は
、「
地
域
の
廃
屋
や
空

き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
客
室
、
食
堂
な
ど
の
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
分
散
さ
せ
、
町
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
ホ
テ

ル
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
し
た
人
た
ち
が
自
ず

と
町
を
回
遊
し
、
地
域
そ
の
も
の
に
活
力
を
も

た
ら
す
仕
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
、
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
に

あ
る
2
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
改
装
し

た
宿
泊
施
設
「
矢
掛
屋IN

N
&

S
U

IT
E
S

」
と

そ
の
周
辺
一
帯
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年

6
月
、
ア
ジ
ア
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ィ

ー
ゾ
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
。2
0
1
9（
令

和
元
）
年
6
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
以
外
で
初
め

て
の
協
会
支
部
と
な
る
「（
一
社
）ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（A

D
J

）
が
、
岡
山

県
岡
山
市
に
発
足
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
12
月
現
在
、
我
が

国
で
も
「
分
散
型
ホ
テ
ル
」
と
称
す
る
宿
泊
施

設
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

例
え
ば
、
分
散
型
ホ
テ
ル
と
比
較
的
近
い
概

念
で
、「
ま
ち
を
一
つ
の
宿
と
見
立
て
宿
泊
施

設
と
地
域
の
日
常
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
宿
泊
客
を
も
て
な
す
こ
と
で
地

域
価
値
を
向
上
し
て
い
く
事
業
」
に
取
り
組
む

宿
泊
施
設
は
、（
一
社
）
日
本
ま
ち
や
ど
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
21
施
設
（
地
域
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
（
12
月
18
日
現
在
）。
な
お
、
各

施
設
で
、
宿
泊
棟
の
タ
イ
プ
（
分
散
タ
イ
プ
、

一
棟
貸
切
タ
イ
プ
）、
立
地
（
都
市
、
市
場
・

商
店
街
、
郊
外
、
山
の
ま
ち
、
田
園
風
景
、
海

の
ま
ち
、
島
）、
そ
の
他
の
特
徴
（
城
下
町
、

歴
史
的
町
並
、
文
化
財
級
の
建
物
、
産
業
遺
産
）

安
心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を

非
常
に
重
視
し
た
。
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ

ト
面
で
、
不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
具
体
的
な
利
用
者
の
動
向
を
知
る

た
め
に
、
同
社
の
運
営
す
る
、
分
散
型
ホ
テ
ル

よ
り
、
江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
佐
原
の

街
に
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
開
業
し
た「
佐

原
商
家
町
ホ
テ
ルN

IP
P
O

N
IA

」
を
取
り
上
げ

て
、
同
ホ
テ
ル
の
開
業
準
備
か
ら
関
わ
り
、
立

ち
上
げ
と
同
時
に
赴
任
し
た
、
支
配
人
の
吉

田
覚
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
（
表
２
）。

　
吉
田
氏
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
5
月
の
実

績
は
壊
滅
的
で
、
上
向
き
出
し
た
の
は
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
後
だ
と
言
う
。
そ
の
後
の

お
客
様
の
変
化
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
、
近
場

で
か
つ
少
し
贅
沢
な
旅
行
が
ト
レ
ン
ド
と
な

り
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開

始
ま
で
は
、千
葉
県
内
の
お
客
様
が
多
か
っ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
後
（
7
／
22
〜
）
は
、

千
葉
県
内
と
東
京
を
除
く
関
東
圏
（
埼
玉
、
神

奈
川
等
）、
東
京
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
っ
た
10
月
1
日
以
降
は
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

○
佐
原
の
ま
ち
な
か
で
の
過
ご
し
方
は
、
千
葉

県
と
東
京
の
お
客
様
で
顕
著
な
差
は
見
ら
れ

な
い
が
、
東
京
の
お
客
様
に
は
「
佐
原
の
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
や
し
た
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が

比
較
的
多
か
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
様
の
求
め
る
も
の
に
、
そ

こ
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ホ

テ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
お
客

様
は
少
し
減
っ
た
印
象
。
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

よ
い
も
の
を
求
め
、
味
わ
う
お
客
様
が
多
か
っ

た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
以
前
は
あ
ま
り

お
見
掛
け
し
な
か
っ
た
20
代
の
増
加
、
平
日
の

お
子
様
連
れ
家
族
旅
行
の
増
加
な
ど
、
客
層

が
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
る
。

○
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
は
、「
1
棟
貸
し

な
の
で
安
心
、
他
の
お
客
様
に
気
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
お
考
え
の
方
が
多
か
っ
た
。

○
食
事
は
、
他
の
お
客
様
と
の
接
触
を
気
に

さ
れ
る
方
も
お
り
、
部
屋
食
の
希
望
も
た
く

さ
ん
頂
い
た
。

　
こ
う
し
た
お
客
様
の
変
化
や
様
々
な
要
望

に
も
、
持
ち
前
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

し
て
き
た
吉
田
氏
は
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

「
類
似
す
る
他
の
施
設
と
、
私
ど
も
の
ホ
テ
ル

が
決
定
的
に
違
う
の
は
、「
町
が
ホ
テ
ル
、
町

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
町
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
・
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず

は
宿
泊
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
（
＝
宿
泊
客
＋
町
の
人
）

（
注
）筆
者
に
て
一
部
の
文
章
を
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省
略
し
て
い
る
。 

資
料
：
宿
泊
予
約
サ
イ
ト（
一
休
、楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、じ
ゃ
ら
ん
）

業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
再
開
後
は
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、G

o T
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
（
7
／
22
〜
）
に
は
客
層
の
幅
も
拡
大
。

谷
口
氏
は
、
利
用
者
の
変
化
等
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
正
直
大
き
か
っ

た
。
客
層
も
20
代
前
半
、
逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え

た
り
と
幅
が
出
て
き
た
。

○〝
東
京
か
ら
離
れ
た
い
、
で
も
あ
ま
り
遠
く

に
は
行
け
な
い
人
た
ち
〞に
は
、
2
時
間
圏
内

で
こ
れ
だ
け
自
然
が
豊
か
な
村
に
来
ら
れ
る

こ
と
は
、
一
つ
の
価
値
に
な
る
。

○
お
客
様
の
過
ご
し
方
に
大
き
な
変
化
は
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
で
強
制
的
に
人
と
の
つ
な
が
り

が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
村
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

○「
ま
さ
に
こ
う
い
う
場
所
を
求
め
て
い
た
」
と

い
う
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、
自
分
の

生
活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
存
在
価
値

を
再
認
識
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
お
客
様
が
そ
う
感

じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
谷
口
氏
は
、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
は
、

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
お
客
様
の
幅
が
少
し
広
が

る
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
い
ら
し

た
お
客
様
の
中
に
も
、
今
回
の
体
験
が
す
ご
く

印
象
的
で
、
こ
の
暮
ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て

く
れ
た
方
が
き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
生
活

の
一
部
に
こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
と
い
う

選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て

い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

ま
と
め

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
3
密
を
避
け
る
と
い

っ
た
「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
が
注
目
を
集
め
、

実
際
、
そ
の
点
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
を
選
択
さ

れ
た
利
用
者
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
今
回
の
取
材
で
あ
ら
た
め
て
見

え
て
き
た
の
は
、
分
散
型
ホ
テ
ル
は
、
利
用
者

へ
の
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
上
質
な
宿

泊
滞
在
環
境
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
深
く
味
わ
う
た
め
の
仲
介
役
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
一
休
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

じ
ゃ
ら
ん
の
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ル

N
IP

P
O

N
IA

」
の
評
価
コ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、

ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
お
け
る

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
加
え
、「
分
散
型
ホ
テ

ル
」
の
取
り
組
み
自
体
へ
の
共
感
が
利
用
者
を

引
き
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
表
３
）。

　
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
松
尾
氏
は
、「
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

や
本
質
が
抜
本
的
に
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り

も
、
本
来
5
年
10
年
か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ

た
変
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
早
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
分
散
型
ホ
テ
ル
も
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
い
た
だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
3
密
回
避
が
お
客
様
の
入
口
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
分
散
型
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
特

別
な
体
験
に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
方
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と

お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

自
然
豊
か
な
地
域
に
立
地
す
る

分
散
型
ホ
テ
ル
〜

N
IP

P
O

N
IA

 

小
菅 

源
流
の
村

丸
々
一
棟
で
宿
泊
で
き
た
の
で
、
周
り
に
気
兼
ね
な
く
心
か
ら
寛

げ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
良
い
だ
ろ
う
し
、
外
国
人
に
も
喜

ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。
古
い
建
物
で
す
が
、
部
屋
は
広
く
清
潔
で

し
た
。
食
事
も
と
て
も
美
味
し
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
親
切
。

で
き
れ
ば
何
泊
も
し
た
か
っ
た
で
す
。
ま
さ
に
、「
暮
ら
す
よ
う

に
泊
ま
る
」
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
古
き
良
き
も
の
と
共
存
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
、
一
軒
家
な
の
で
、
開
放
感
が
多
々
あ
り
、
い
い
気
分

転
換
に
な
り
ま
し
た
。
都
会
に
な
い
静
寂
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
い
建
物
の
再
利
用
の
観
点
か
ら
も
一
見
の

価
値
は
あ
り
ま
す
。
食
事
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

地
元
の
旬
な
素
材
を
活
用
し
た
創
作
料
理
と
説
明
が
、
食
欲
を
満

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

じ
ゃ
ら
ん

2
0
2
0
年

4
月

夫
婦

楽
天
ト
ラ
ベル

2
0
2
0
年

8
月
1
日

家
族

一
休

2
0
2
0
年

11
月
16
日

1
名

利
用
人
数

宿
泊
日

サ
イ
ト
名

コ
メ
ン
ト

昔
京
都
の
町
屋
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
少
し
違
う
雰
囲
気

で
す
。
ど
の
部
屋
も
一
戸
建
て
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配

も
要
り
ま
せ
ん
。
夕
食
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
て
い
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。
接
客
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
親
切

で
す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
周
辺
の
観
光
地
の
歴
史
を
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
。
旅
行
に
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
過
ご
し
方
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
と
近
隣

か
ら
の
お
客
様
と
で
は
、
地
域
に
も
よ
る
が
多

少
異
な
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
客
室
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た

印
象
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
た
い
、
い
い
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
多
く
の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
た
理

由
に
つ
い
て
は
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
に
対
し
て
、
様
々
な
ご

相
談
へ
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、
ど
う
や
っ
て

3
表

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
に
み
る
利
用
者
の
評
価（
コ
メ
ン
ト
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
分
散
型
ホ
テ
ル
の
存
在

と
そ
の
提
供
し
て
い
る
も
の
の
価
値
が
、
想
定

以
上
に
早
く
、
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、

分
散
型
ホ
テ
ル
の
需
要
は
、〝
地
域
の
本
物
を

嗜
好
し
、
暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
楽
し
む
〞ス
タ

イ
ル
を
好
ま
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
今
後
も
拡

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
で
分
散
型
ホ
テ
ル
に
よ
る
誘
客
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
分
散
型
」
と

に
ホ
テ
ル
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

　
佐
原
と
は
立
地
環
境
が
異
な
る
施
設
と
し

て
も
う
一
箇
所
、
2
0
1
9
（
令
和
2
）
年
8

月
に
、
面
積
の
95
％
が
森
林
と
い
う
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
小
菅
村
に
開
業
し
た

「N
IP

P
O

N
IA

 

小
菅 

源
流
の
村
」（
5
棟
6
室
）

を
取
り
上
げ
た
（
表
２
）。
村
づ
く
り
会
社
の

（
株
）
源
、「
道
の
駅
こ
す
げ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
（
株
）
さ
と
ゆ
め
、
前
述
し
た
（
株
）

N
O

T
E

の
3
社
で
出
資
・
設
立
し
た
（
株
）

E
D

G
E

が
運
営
す
る
施
設
で
、「
7
0
0
人
の

村
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
を
ひ
と
つ
の
宿
に
見
立
て
た
分
散

型
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
2
月
に
、
小
菅
村

の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
村
の
人
の

優
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
ご
夫
婦
で
移
住
し
、
現

在
、〝
番
頭
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
〞を
務
め
る
谷

口
峻
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
元
々
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
の
30
〜
40
代
の
ご

夫
婦
も
し
く
は
カ
ッ
プ
ル
。
世
帯
年
収
が

8
0
0
万
円
以
上
と
経
済
的
に
も
豊
か
で
、
2

人
で
約
6
万
円
の
宿
に
容
易
に
ご
宿
泊
が
可

能
な
層
。
中
で
も
、
地
方
へ
の
移
住
や
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
の
暮
ら
し
に
関
心
は
あ
る
が
、

移
住
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
生
活
の
一
部

い
う
形
ば
か
り
を
ま
ね
す
る
だ
け
で
は
、
全
く

意
味
を
な
さ
な
い
。
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
の

は
、「
分
散
型
」
と
い
う
形
態
に
よ
る
ハ
ー
ド

の
整
備
以
上
に
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
入

念
な
受
入
態
勢
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

関
わ
る
方
々
の
想
い
の
熱
さ
・
強
さ
の
大
切
さ

で
あ
っ
た
。 

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

に
そ
う
い
う
暮
ら
し

を
定
期
的
に
取
り
入

れ
た
い
と
思
っ
て
い

る
層
」、「
食
へ
の
意

識
も
高
く
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
や
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
も
関
心
を

持
ち
、
イ
ン
テ
リ
ア

や
デ
ザ
イ
ン
に
も
興

味
を
示
す
よ
う
な
、

感
度
が
高
い
人
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
実
際

の
利
用
者
も
ほ
ぼ
想

定
通
り
だ
っ
た
と
言

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
同
施

設
は
4
月
5
月
と
休

上：三ツ子山からみた小菅村の集落
下：（時計回りに） ①ホテル（大家棟）の外観②パブリック 
③小菅村産「川魚三種盛り」 ④客室 
⑤村人（ガイド）との“小菅さんぽ”・

観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
1
月
）〜
株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦

・N
IP

P
O

N
IA

 

ホ
ー
ム
ペ
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ジ（h

ttp
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n
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r.jp
/

）

・
バ
リ
ュ
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マ
ネ
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メ
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株
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://w

w
w
.vm

c.co
.jp

/

）

・N
IP

P
O

N
IA

小
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
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p
o
n
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/

）

・
取
材
協
力（
佐
原
商
家
町
ホ
テ
ルN
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P
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N
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観
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文
化
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報
セ
ン
タ
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企
画
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
く
れ
た
り
、
数
名
で
は
あ

る
が
実
際
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

た
。
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
に
地
元
事
業
者
を
含
め
、
大
き
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目

的
は
当
初
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て
い
た
。
一

方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
一
定
の
皆
様
に

情
報
が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て

取
り
組
め
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
特

に
、
地
域
の
「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ツ

ア
ー
と
し
た
こ
と
で
、「
人
」
が
魅
力
で
あ
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
課
題
も
認
識
で
き
た
。
今
回
、

あ
う
た
び
合
同
会
社
と
の
や
り
取
り
の
中
、
地

域
が
発
信
し
た
い
も
の
と
、
他
地
域
の
消
費
者

が
欲
す
る
も
の
に
差
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
商

品
よ
り
も
、
宇
部
市
民
の
日
常
の
姿
や
普
段
か

ら
親
し
ん
で
い
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
魅
力
と
し

て
映
る
こ
と
等
が
認
識
で
き
た
。

　
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

単
体
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
の
展
開
や
特

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
1
月
23
日
か
ら
宇
部
市
内
の
と
き
わ
公
園
で

ス
タ
ー
ト
し
た
謎
解
き
宝
探
し
の
イ
ベ
ン
ト

「
醒
め
な
い
夢
と
幻
の
ト
ビ
ラ
〜
と
き
わ
ア
ー

ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
観
光
庁
「
誘

客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、

W
IT

H
/A

FT
E
R

コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
も
旅
行

意
欲
が
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
を
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も

と
、
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
可
能
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に

と
き
わ
公
園
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
宇
部
市
を
含
む
山
口
県
央
連
携
都
市

圏
域
７
市
町
、
隣
接
す
る
山
陽
小
野
田
市
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
が
予
定
さ
れ
る
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
広
が
り
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　
香
川
県
琴
平
町
に
本
社
を
置
く
琴
平
バ
ス
株

式
会
社
（
以
下
、
コ
ト
バ
ス
）
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
事
業
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
同
社
社
員
が
企
画
す
る
、
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
る
「
コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、

う
ど
ん
の
名
店
を
貸
し
切
り
で
巡
る
「
う
ど
ん

タ
ク
シ
ー
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
き
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
同
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
全
て
が
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ト
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
し
て
き
た
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

生
産
者
等
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
4
月
末
ご
ろ
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宿
泊
、
ス
ナ
ッ
ク
・
居
酒
屋

と
い
っ
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
触
発
さ
れ
「
こ
う
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ

地
域
の
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業
、
漁

業
、
伝
統
産
業
、
飲
食
業
等
と
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が
既
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
か
つ
、

ラ
イ
ブ
中
継
と
い
う
一
発
勝
負
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
の
方
々
は
快
く
参
加
に
応
じ
、

リ
ハ
ー
サ
ル
も
1
回
、
流
れ
を
確
認
す
る
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の

実
際
の
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の
取
り
組
み
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
2
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、
自
治
体
・
観

光
協
会
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
事
業
者
と
連

携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
宇
部

市
・（
一
社
）
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
山
口
県
宇
部
市
）、
も
う
一
つ
は
バ
ス
ツ

ア
ー
会
社
と
し
て
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
取
り
組
む
「
コ
ト
バ
ス
」
こ
と
琴
平
バ
ス

株
式
会
社
（
本
社
：
香
川
県
琴
平
町
）
で
あ
る
。 

　
宇
部
市
は
、
2
0
2
1
年
に
市
制
施
行

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
山
口
県
で
3
番
目
の
人

口
規
模
の
地
域
で
あ
る
。
著
名
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
田
舎
暮

ら
し
の
本
（
宝
島
社
）」
が
発
表
す
る
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
都
市

機
能
と
田
舎
の
風
情
を
併
せ
持
つ
環
境
」
等
が

高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
10
万
人
以
上
の
大
き
な

ま
ち
2
0
2
0
年
総
合
部
門
で
第
1
位
、

2
0
2
1
年
総
合
部
門
2
位
を
受
賞
し
た
。

　
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
に
、
宇
部
市
の
代
表

的
な
観
光
施
設
・
と
き
わ
公
園
を
核
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
豊
か
な
農
水
産
物
、
ア

ー
ト
、
も
の
づ
く
り
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文

化
を
住
民
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、
こ
こ
数
年
で

劇
的
に
観
光
客
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
地
域
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
着
地
型
ツ
ア
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
2
0
年
度
に
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
は
コ
ロ
ナ
の

拡
大
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
2
0
2
0
年
6
月
、「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
協
会
の
目
に
留
ま

っ
た
の
が
「
島
根
県
5
地
域
を
巡
る
！
島
根
県

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
島
根
県
×
あ
う
た
び
合

同
会
社
共
同
企
画
）」
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
協
会
で
は
宇
部
で
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
に
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
績
の
あ
っ
た
数
社
を

調
査
し
、
協
会
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
首

都
圏
へ
の
情
報
発
信
実
績
、
所
要
時
間
・
価
格

帯
、
内
容
、
可
能
な
参
加
者
数
等
を
比
較
し
た

結
果
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
と
連
携
し
て
宇
部

版
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
あ
う
た
び
合
同
会
社
は「
人
に
会
う
ツ
ア
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
旅
行
会
社
で
あ
り
、
協

会
の
観
光
戦
略
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
見
る
観

光
で
は
な
く
、
宇
部
の
日
常
や
暮
ら
し
、
歴
史

や
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
い
っ
た
産
業
や
伝
統

を
担
う
「
人
」
や
「
コ
ト
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た

こ
と
も
、
選
定
理
由
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
6
月
の
検
討
開
始
か

ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で
き
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、

旅
行
が
制
限
さ
れ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
光
が

は
じ
ま
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
家
で
過
ご
す
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様
々
な
分
野
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

　
観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
現
地
に
訪
れ

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
光
を
楽
し
む
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
、A

irbn
b

の

「O
n
lin

e E
xperien

ces

」、A
m

azon.com

の
「A

m
a
zo

n
 E

xp
lo

re

」、K
L
O

O
K

の

「K
L
O

O
K
 H

O
M

E

」
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
・
体
験
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
国

内
で
も T

A
B
IC

A

、A
C
T
IV

IT
Y
 JA

P
A
N

、

ベ
ル
ト
ラ
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を

扱
い
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
、
株
式
会
社
ノ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
旅
行
事
業
者
が
自
治

体
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
発
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
大
手
旅

行
会
社
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
修
学
旅
行

も
提
供
し
て
い
る
J
T
B
は
じ
め
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
提
供
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
観
光
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ

ビ
番
組
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
一
定
の
認
知
度
を
得
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
参
加
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、「
旅
行
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」「
有
料
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
？
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

は
リ
ア
ル
な
旅
行
に
代
わ
る
価
値
を
提
供
で

き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
い
。

様
々
な
体
験
が
可
能
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

　A
irbn

b

は
、
2
0
2
0
年
4
月
に
い
ち
早

く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。

「
世
界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
困
難
に
直
面
す
る
中

で
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
収
入
源
と
し
て
い
た

方
々
の
収
入
維
持
を
可
能
に
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
」
と
、

A
irb

n
b

は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
に
取
り
組
む
意
義
を
示
し
て
い

る
。

　
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な

状
況
の
中
、
地
域
の
観
光
業
、
あ
る

い
は
生
産
者
、
歴
史
・
文
化
施
設
等

の
様
々
な
事
業
者
が
連
携
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
各
種
の
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
外
出
が
で
き
な
い
消

費
者
に
対
し
て
、
ま
ち
あ
る
き
、
神

社
・
仏
閣
・
史
跡
ガ
イ
ド
、
食
・
伝

統
文
化
体
験
、観
光
施
設
や
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
、
地
元
の
方
々

と
、
あ
る
い
は
参
加
者
同
士
で
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
体
験
サ
ー
ビ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。

2

❹
…

オン
ラインツ
ア
ー・体
験
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
結
び
つ
く
、新
し
い
地
域
と
観
光
客
の
関
係
を
創
る

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
）

た
学
校
等
か
ら
の
申
し
込
み
、
企
業
、
介
護
施

設
等
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
も
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
四
国

か
ら
全
国
に
展
開
さ
れ
、
自
治
体
や
バ
ス
会
社

等
と
の
連
携
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た

コ
ト
バ
ス
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
既
にA

FT
E
R

コ

ロ
ナ
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
執
行
役
員

の
山
本
紗
希
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
「
新
し
い
旅
の
形
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
。

リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
代
替
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手

段
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
地
域
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
、
生
産
者
等
、「
会

い
た
い
人
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
会

い
た
い
人
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
地
域
を
訪
れ

る
強
い
理
由
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ア
ル

で
訪
れ
る
際
の
安
心
感
、
期
待
感
を
高
め
、
よ

り
満
足
度
の
高
い
体
験
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
互
補
完
は
、
観

光
の
平
準
化
、
つ
ま
り
平
日
や
閑
散
期
対
策
の

一
つ
と
も
な
り
得
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
は
平
日
の
日
中
開
催
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
休
日
を
中
心
に
既

に
再
開
し
て
お
り
、
地
域
の
事
業
者
も
土
日
は

リ
ア
ル
の
観
光
客
へ
の
対
応
が
中
心
に
な
る
た

め
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
顧
客
の
少
な
い

平
日
・
閑
散
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
少
な
い
期
間
の
収
入
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
コ
ト
バ
ス

の
顧
客
層
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
リ
ア
ル
の

コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
の
主
な
顧
客
層
は
四
国
、
関

西
圏
が
中
心
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

は
全
国
、
世
界
か
ら
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
海
外
か
ら
の
参
加
受
付
が
開
始
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
試
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
開

始
後
、
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
に
な
か

な
か
行
け
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
観
光
体
験
を

提
供
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
黒

字
化
に
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
開
催
時
期

を
含
め
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
品
質

向
上
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
、

収
益
力
向
上
の
努
力
を
続
け
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
生
産
者

と
参
加
者
の
交
流
は
、
地
域
産
品
の
購
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
定
期
購
入
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
の
様
々
な
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
F
T
E
R
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
対
応
し
た
観
光
事
業
へ
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
今
後
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
全
国
・
世
界
か
ら
地
域
の
フ
ァ

ン
を
生
み
出
す
観
光
体
験
を
創
り
続
け
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 1 国内で提供されているオンラインツアー・体験例

図 2 9月12日開催 琴の音に誘われ初秋の宇部に会いに行く！

出典・写真：一般社団法人宇部観光コンベンション協会、筆者撮影

出典：各種資料・記事等により筆者作成

ン
ラ
イ
ン
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
可
能
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
お
客
様
の
た
め
に
、
地
域
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
強
い
思

い
か
ら
、
国
内
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
で
も
例
の
な
い
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
へ
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
今
、
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
や

る
か
ら
に
は
日
本
一
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

目
指
そ
う
」
と
、
企
画
開
始
か
ら
約
2
週
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
販
売
開
始
に
至
っ
た
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

継
承
し
て
い
る
。
所
要
時
間
90
分
、
ラ
イ
ブ
中

継
を
中
心
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
連
携
し
て
い
た
生
産

者
や
体
験
事
業
者
と
参
加
者
と
の
交
流
を
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
参
加
人
数
も
15
名
定

員
と
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

同
様
に
お
客
様
一
人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な

が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
。
さ
ら
に
集
合
、
バ
ス
へ
の
乗
車
、
旅
の
し

お
り
、
紙
製
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
ス
車
内
の

壁
紙
等
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
別
々
の
場
所
に

居
な
が
ら
も
、
同
じ
バ
ス
に
乗
る
（
同
じ
時
間

に
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
）
と
い
う
参
加
者
間

の
一
体
感
を
盛
り
上
げ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

2
0
2
1
年
2
月
1
日
時
点
で
1
4
0
0
名
の

集
客
、
1
4
0
本
の
催
行
、
27
種
類
の
企
画
・

コ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
足
や

課
外
授
業
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
は
知
ら
れ
ざ
る
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

　
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
競
争
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　
タ
ビ
ナ
カ
体
験
と
も
言
わ
れ
る
旅
行
先
で
の

体
験
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を

中
心
に
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
数
多

く
提
供
さ
れ
、
消
費
者
は
国
内
・
海
外
の
多
様

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
地
域
や
観
光
事
業

者
は
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
、
選
ば
れ
続
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
消
費
者
に
選
ば

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
開
発
の
参
考
に
な
る

の
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
取

り
組
み
だ
。

　「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」は
、

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
（
以
下
、
ベ
ル
ト
ラ
）
が

運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
比
較
的
後
発
の
2
0
2
0
年
7
月
提
供
開

始
（
8
月
か
ら
国
内
ツ
ア
ー
提
供
開
始
）、
提
供

ツ
ア
ー
も
約
3
0
0
コ
ー
ス
と
他
社
と
比
べ
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
国
内
・
海
外
の
現
地
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

つ
な
が
る
ベ
ル
ト
ラ
が
、
優
秀
な
現
地
ガ
イ
ド

と
と
も
に
企
画
し
た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、

提
供
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
5
ヶ
月
ほ
ど
で
1

万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
異
な
る
点
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
ガ
イ
ド
と
と
も
に
企

画
し
、
厳
選
し
た
ツ
ア
ー
の
み
を
扱
う
等
、
徹

底
的
に
質
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
動

画
や
解
説
主
体
の
も
の
は
扱
わ
ず
、
現
地
か
ら

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
ち
な
か
や
自
然
な
ど
の
屋

外
で
の
体
験
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ガ

イ
ド
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

や
時
差
等
の
制
約
も
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
て
も
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
旅
の
体
験
を
提
供

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
長
の
黒
木
泉
氏
は
、
人
気
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
人
気
観
光

地
よ
り
も
、
普
段
行
け
な
い
、
体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
中
南
米
の
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
マ
ナ
ウ
ス
、
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
等
、
リ

ア
ル
な
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
遠

隔
地
や
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
、
ア
ー
ト
、
ワ

イ
ン
、
あ
る
い
は
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と
い
っ
た

特
定
の
フ
ァ
ン
層
向
け
の
ツ
ア
ー
が
思
わ
ぬ
人

気
を
博
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
時
差
の
問
題
は
あ
る
が
、

移
動
距
離
・
費
用
を
考
慮
せ
ず
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
訪
れ
、
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
は
リ
ア
ル
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観

光
を
楽
し
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
黒
木
氏
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
国
内
の
自

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
担
当
し
た
宇
部
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
々
木
正
志
氏
は
、

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
実
施
後
、
数
量
的
な
把

握
は
し
て
い
な
い
が
参
加
者
か
ら
特
産
品
の
追

加
注
文
が
相
当
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が

治
体
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
指

摘
す
る
。「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
も
い
く
つ
か
の
地
域
と
の
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名
観
光

地
、
観
光
資
源
で
は
な
く
て
も
、
地
域
の
知
ら

れ
ざ
る
文
化
や
体
験
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
テ

ー
マ
を
絞
り
、
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
ラ

イ
ブ
中
継
や
特
産
品
の
宅
配
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し

て
全
国
に
発
信
・
提
供
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
よ
っ
て
観
光
を
体
験
す
る
、
離
れ
て
い
る

家
族
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
楽
し
む

等
、
リ
ア
ル
の
旅
行
で
は
難
し
か
っ
た
観
光
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
価
値
に
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
認
知
度
・
経
験
率
は

ま
だ
ま
だ
低
い
。
し
か
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
目
を
向
け
、
現
在
の
暮
ら
し
を
体

験
し
、
人
々
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

内
観
光
地
の
振
興
や
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
興
に
対
し
て
、
安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高

め
る
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
、
と
黒
木
氏
は
語
る
。

終
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
観
光
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。
ま
だ
開
始
さ
れ
て
1
年
に
満
た
な
い
中

で
、
社
会
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
、
自
社
の
た
め
に
、
多
く
の
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
観
光
の

新
し
い
形
と
し
て
の
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
取
り
組

み
は
、
リ
ア
ル
の
観
光
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

旅
の
本
質
と
は
何
か
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力

と
は
何
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
多
く
の
地
域
、
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
、
地
域
を
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
い
う
近
い
未
来
を
見
据
え
た
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
は
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
な
か
の
・
ふ
み
ひ
こ
）

と
し
、
特
別
な
シ
ナ
リ
オ

は
用
意
し
な
い
形
で
当
日

を
迎
え
た
。
ま
た
、
宇
部

市
側
で
は
宇
部
市
観
光
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
と
商
工
水
産
部

（
6
次
産
業
推
進
課
）
が

連
携
し
、
宇
部
の
特
産
品

を
「
地
域
応
援
セ
ッ
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
事
前
に
送

付
。
当
日
は
宇
部
の
産
品

を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら

生
産
者
と
参
加
者
が
交
流

す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は

8
月
22
日
、
9
月
12
日
の

2
回
、
内
容
を
変
え
て
実

施
さ
れ
た
が
、8
月
40
名
、

9
月
50
名
と
定
員
を
上
回

る
盛
況
と
な
っ
た
。
自
然

体
で
自
慢
の
産
品
や
文
化

を
生
き
生
き
と
紹
介
す
る

宇
部
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
対
話
す
る
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

事
例
①
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
地
域
の
人・

コ
ト
の
魅
力
を
伝
え
る

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❹オンラインツアー・体験2

一
般
社
団
法
人

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

名
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
く
れ
た
り
、
数
名
で
は
あ

る
が
実
際
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

た
。
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
に
地
元
事
業
者
を
含
め
、
大
き
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目

的
は
当
初
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て
い
た
。
一

方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
一
定
の
皆
様
に

情
報
が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て

取
り
組
め
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
特

に
、
地
域
の
「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ツ

ア
ー
と
し
た
こ
と
で
、「
人
」
が
魅
力
で
あ
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
課
題
も
認
識
で
き
た
。
今
回
、

あ
う
た
び
合
同
会
社
と
の
や
り
取
り
の
中
、
地

域
が
発
信
し
た
い
も
の
と
、
他
地
域
の
消
費
者

が
欲
す
る
も
の
に
差
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
商

品
よ
り
も
、
宇
部
市
民
の
日
常
の
姿
や
普
段
か

ら
親
し
ん
で
い
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
魅
力
と
し

て
映
る
こ
と
等
が
認
識
で
き
た
。

　
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

単
体
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
の
展
開
や
特

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
1
月
23
日
か
ら
宇
部
市
内
の
と
き
わ
公
園
で

ス
タ
ー
ト
し
た
謎
解
き
宝
探
し
の
イ
ベ
ン
ト

「
醒
め
な
い
夢
と
幻
の
ト
ビ
ラ
〜
と
き
わ
ア
ー

ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
観
光
庁
「
誘

客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、

W
IT

H
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FT
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コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
も
旅
行

意
欲
が
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
を
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も

と
、
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
可
能
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に

と
き
わ
公
園
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
宇
部
市
を
含
む
山
口
県
央
連
携
都
市

圏
域
７
市
町
、
隣
接
す
る
山
陽
小
野
田
市
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
が
予
定
さ
れ
る
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
広
が
り
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　
香
川
県
琴
平
町
に
本
社
を
置
く
琴
平
バ
ス
株

式
会
社
（
以
下
、
コ
ト
バ
ス
）
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
事
業
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
同
社
社
員
が
企
画
す
る
、
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
る
「
コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、

う
ど
ん
の
名
店
を
貸
し
切
り
で
巡
る
「
う
ど
ん

タ
ク
シ
ー
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
き
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
同
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
全
て
が
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ト
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
し
て
き
た
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

生
産
者
等
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
4
月
末
ご
ろ
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宿
泊
、
ス
ナ
ッ
ク
・
居
酒
屋

と
い
っ
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
触
発
さ
れ
「
こ
う
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ

地
域
の
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業
、
漁

業
、
伝
統
産
業
、
飲
食
業
等
と
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が
既
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
か
つ
、

ラ
イ
ブ
中
継
と
い
う
一
発
勝
負
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
の
方
々
は
快
く
参
加
に
応
じ
、

リ
ハ
ー
サ
ル
も
1
回
、
流
れ
を
確
認
す
る
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の

実
際
の
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の
取
り
組
み
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
2
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、
自
治
体
・
観

光
協
会
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
事
業
者
と
連

携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
宇
部

市
・（
一
社
）
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
山
口
県
宇
部
市
）、
も
う
一
つ
は
バ
ス
ツ

ア
ー
会
社
と
し
て
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
取
り
組
む
「
コ
ト
バ
ス
」
こ
と
琴
平
バ
ス

株
式
会
社
（
本
社
：
香
川
県
琴
平
町
）
で
あ
る
。 

　
宇
部
市
は
、
2
0
2
1
年
に
市
制
施
行

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
山
口
県
で
3
番
目
の
人

口
規
模
の
地
域
で
あ
る
。
著
名
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
田
舎
暮

ら
し
の
本
（
宝
島
社
）」
が
発
表
す
る
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
都
市

機
能
と
田
舎
の
風
情
を
併
せ
持
つ
環
境
」
等
が

高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
10
万
人
以
上
の
大
き
な

ま
ち
2
0
2
0
年
総
合
部
門
で
第
1
位
、

2
0
2
1
年
総
合
部
門
2
位
を
受
賞
し
た
。

　
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
に
、
宇
部
市
の
代
表

的
な
観
光
施
設
・
と
き
わ
公
園
を
核
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
豊
か
な
農
水
産
物
、
ア

ー
ト
、
も
の
づ
く
り
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文

化
を
住
民
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、
こ
こ
数
年
で

劇
的
に
観
光
客
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
地
域
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
着
地
型
ツ
ア
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
2
0
年
度
に
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
は
コ
ロ
ナ
の

拡
大
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
2
0
2
0
年
6
月
、「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
協
会
の
目
に
留
ま

っ
た
の
が
「
島
根
県
5
地
域
を
巡
る
！
島
根
県

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
島
根
県
×
あ
う
た
び
合

同
会
社
共
同
企
画
）」
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
協
会
で
は
宇
部
で
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
に
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
績
の
あ
っ
た
数
社
を

調
査
し
、
協
会
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
首

都
圏
へ
の
情
報
発
信
実
績
、
所
要
時
間
・
価
格

帯
、
内
容
、
可
能
な
参
加
者
数
等
を
比
較
し
た

結
果
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
と
連
携
し
て
宇
部

版
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
あ
う
た
び
合
同
会
社
は「
人
に
会
う
ツ
ア
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
旅
行
会
社
で
あ
り
、
協

会
の
観
光
戦
略
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
見
る
観

光
で
は
な
く
、
宇
部
の
日
常
や
暮
ら
し
、
歴
史

や
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
い
っ
た
産
業
や
伝
統

を
担
う
「
人
」
や
「
コ
ト
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た

こ
と
も
、
選
定
理
由
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
6
月
の
検
討
開
始
か

ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で
き
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、

旅
行
が
制
限
さ
れ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
光
が

は
じ
ま
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
家
で
過
ご
す
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様
々
な
分
野
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

　
観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
現
地
に
訪
れ

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
光
を
楽
し
む
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
、A

irbn
b

の

「O
n
lin

e E
xperien

ces

」、A
m

azon.com

の
「A

m
a
zo

n
 E

xp
lo

re

」、K
L
O

O
K

の

「K
L
O

O
K
 H

O
M

E

」
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
・
体
験
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
国

内
で
も T

A
B
IC

A

、A
C
T
IV

IT
Y
 JA

P
A
N

、

ベ
ル
ト
ラ
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を

扱
い
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
、
株
式
会
社
ノ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
旅
行
事
業
者
が
自
治

体
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
発
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
大
手
旅

行
会
社
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
修
学
旅
行

も
提
供
し
て
い
る
J
T
B
は
じ
め
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
提
供
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
観
光
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ

ビ
番
組
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
一
定
の
認
知
度
を
得
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
参
加
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、「
旅
行
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」「
有
料
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
？
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

は
リ
ア
ル
な
旅
行
に
代
わ
る
価
値
を
提
供
で

き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
い
。

様
々
な
体
験
が
可
能
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

　A
irbn

b

は
、
2
0
2
0
年
4
月
に
い
ち
早

く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。

「
世
界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
困
難
に
直
面
す
る
中

で
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
収
入
源
と
し
て
い
た

方
々
の
収
入
維
持
を
可
能
に
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
」
と
、

A
irb

n
b

は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
に
取
り
組
む
意
義
を
示
し
て
い

る
。

　
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な

状
況
の
中
、
地
域
の
観
光
業
、
あ
る

い
は
生
産
者
、
歴
史
・
文
化
施
設
等

の
様
々
な
事
業
者
が
連
携
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
各
種
の
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
外
出
が
で
き
な
い
消

費
者
に
対
し
て
、
ま
ち
あ
る
き
、
神

社
・
仏
閣
・
史
跡
ガ
イ
ド
、
食
・
伝

統
文
化
体
験
、観
光
施
設
や
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
、
地
元
の
方
々

と
、
あ
る
い
は
参
加
者
同
士
で
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
体
験
サ
ー
ビ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。

2

❹
…

オン
ラインツ
ア
ー・体
験
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
結
び
つ
く
、新
し
い
地
域
と
観
光
客
の
関
係
を
創
る

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
）

た
学
校
等
か
ら
の
申
し
込
み
、
企
業
、
介
護
施

設
等
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
も
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
四
国

か
ら
全
国
に
展
開
さ
れ
、
自
治
体
や
バ
ス
会
社

等
と
の
連
携
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た

コ
ト
バ
ス
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
既
にA

FT
E
R

コ

ロ
ナ
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
執
行
役
員

の
山
本
紗
希
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
「
新
し
い
旅
の
形
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
。

リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
代
替
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手

段
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
地
域
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
、
生
産
者
等
、「
会

い
た
い
人
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
会

い
た
い
人
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
地
域
を
訪
れ

る
強
い
理
由
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ア
ル

で
訪
れ
る
際
の
安
心
感
、
期
待
感
を
高
め
、
よ

り
満
足
度
の
高
い
体
験
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
互
補
完
は
、
観

光
の
平
準
化
、
つ
ま
り
平
日
や
閑
散
期
対
策
の

一
つ
と
も
な
り
得
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
は
平
日
の
日
中
開
催
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
休
日
を
中
心
に
既

に
再
開
し
て
お
り
、
地
域
の
事
業
者
も
土
日
は

リ
ア
ル
の
観
光
客
へ
の
対
応
が
中
心
に
な
る
た

め
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
顧
客
の
少
な
い

平
日
・
閑
散
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
少
な
い
期
間
の
収
入
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
コ
ト
バ
ス

の
顧
客
層
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
リ
ア
ル
の

コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
の
主
な
顧
客
層
は
四
国
、
関

西
圏
が
中
心
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

は
全
国
、
世
界
か
ら
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
海
外
か
ら
の
参
加
受
付
が
開
始
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
試
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
開

始
後
、
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
に
な
か

な
か
行
け
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
観
光
体
験
を

提
供
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
黒

字
化
に
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
開
催
時
期

を
含
め
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
品
質

向
上
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
、

収
益
力
向
上
の
努
力
を
続
け
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
生
産
者

と
参
加
者
の
交
流
は
、
地
域
産
品
の
購
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
定
期
購
入
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
の
様
々
な
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
F
T
E
R
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
対
応
し
た
観
光
事
業
へ
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
今
後
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
全
国
・
世
界
か
ら
地
域
の
フ
ァ

ン
を
生
み
出
す
観
光
体
験
を
創
り
続
け
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 1 国内で提供されているオンラインツアー・体験例

図 2 9月12日開催 琴の音に誘われ初秋の宇部に会いに行く！

出典・写真：一般社団法人宇部観光コンベンション協会、筆者撮影

出典：各種資料・記事等により筆者作成

ン
ラ
イ
ン
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
可
能
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
お
客
様
の
た
め
に
、
地
域
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
強
い
思

い
か
ら
、
国
内
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
で
も
例
の
な
い
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
へ
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
今
、
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
や

る
か
ら
に
は
日
本
一
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

目
指
そ
う
」
と
、
企
画
開
始
か
ら
約
2
週
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
販
売
開
始
に
至
っ
た
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

継
承
し
て
い
る
。
所
要
時
間
90
分
、
ラ
イ
ブ
中

継
を
中
心
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
連
携
し
て
い
た
生
産

者
や
体
験
事
業
者
と
参
加
者
と
の
交
流
を
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
参
加
人
数
も
15
名
定

員
と
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

同
様
に
お
客
様
一
人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な

が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
。
さ
ら
に
集
合
、
バ
ス
へ
の
乗
車
、
旅
の
し

お
り
、
紙
製
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
ス
車
内
の

壁
紙
等
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
別
々
の
場
所
に

居
な
が
ら
も
、
同
じ
バ
ス
に
乗
る
（
同
じ
時
間

に
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
）
と
い
う
参
加
者
間

の
一
体
感
を
盛
り
上
げ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

2
0
2
1
年
2
月
1
日
時
点
で
1
4
0
0
名
の

集
客
、
1
4
0
本
の
催
行
、
27
種
類
の
企
画
・

コ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
足
や

課
外
授
業
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
は
知
ら
れ
ざ
る
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

　
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
競
争
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　
タ
ビ
ナ
カ
体
験
と
も
言
わ
れ
る
旅
行
先
で
の

体
験
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を

中
心
に
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
数
多

く
提
供
さ
れ
、
消
費
者
は
国
内
・
海
外
の
多
様

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
地
域
や
観
光
事
業

者
は
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
、
選
ば
れ
続
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
消
費
者
に
選
ば

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
開
発
の
参
考
に
な
る

の
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
取

り
組
み
だ
。

　「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」は
、

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
（
以
下
、
ベ
ル
ト
ラ
）
が

運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
比
較
的
後
発
の
2
0
2
0
年
7
月
提
供
開

始
（
8
月
か
ら
国
内
ツ
ア
ー
提
供
開
始
）、
提
供

ツ
ア
ー
も
約
3
0
0
コ
ー
ス
と
他
社
と
比
べ
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
国
内
・
海
外
の
現
地
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

つ
な
が
る
ベ
ル
ト
ラ
が
、
優
秀
な
現
地
ガ
イ
ド

と
と
も
に
企
画
し
た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、

提
供
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
5
ヶ
月
ほ
ど
で
1

万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
異
な
る
点
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
ガ
イ
ド
と
と
も
に
企

画
し
、
厳
選
し
た
ツ
ア
ー
の
み
を
扱
う
等
、
徹

底
的
に
質
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
動

画
や
解
説
主
体
の
も
の
は
扱
わ
ず
、
現
地
か
ら

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
ち
な
か
や
自
然
な
ど
の
屋

外
で
の
体
験
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ガ

イ
ド
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

や
時
差
等
の
制
約
も
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
て
も
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
旅
の
体
験
を
提
供

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
長
の
黒
木
泉
氏
は
、
人
気
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
人
気
観
光

地
よ
り
も
、
普
段
行
け
な
い
、
体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
中
南
米
の
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
マ
ナ
ウ
ス
、
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
等
、
リ

ア
ル
な
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
遠

隔
地
や
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
、
ア
ー
ト
、
ワ

イ
ン
、
あ
る
い
は
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と
い
っ
た

特
定
の
フ
ァ
ン
層
向
け
の
ツ
ア
ー
が
思
わ
ぬ
人

気
を
博
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
時
差
の
問
題
は
あ
る
が
、

移
動
距
離
・
費
用
を
考
慮
せ
ず
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
訪
れ
、
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
は
リ
ア
ル
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観

光
を
楽
し
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
黒
木
氏
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
国
内
の
自

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
担
当
し
た
宇
部
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
々
木
正
志
氏
は
、

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
実
施
後
、
数
量
的
な
把

握
は
し
て
い
な
い
が
参
加
者
か
ら
特
産
品
の
追

加
注
文
が
相
当
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が

治
体
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
指

摘
す
る
。「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
も
い
く
つ
か
の
地
域
と
の
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名
観
光

地
、
観
光
資
源
で
は
な
く
て
も
、
地
域
の
知
ら

れ
ざ
る
文
化
や
体
験
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
テ

ー
マ
を
絞
り
、
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
ラ

イ
ブ
中
継
や
特
産
品
の
宅
配
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し

て
全
国
に
発
信
・
提
供
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
よ
っ
て
観
光
を
体
験
す
る
、
離
れ
て
い
る

家
族
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
楽
し
む

等
、
リ
ア
ル
の
旅
行
で
は
難
し
か
っ
た
観
光
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
価
値
に
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
認
知
度
・
経
験
率
は

ま
だ
ま
だ
低
い
。
し
か
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
目
を
向
け
、
現
在
の
暮
ら
し
を
体

験
し
、
人
々
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

内
観
光
地
の
振
興
や
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
興
に
対
し
て
、
安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高

め
る
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
、
と
黒
木
氏
は
語
る
。

終
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
観
光
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。
ま
だ
開
始
さ
れ
て
1
年
に
満
た
な
い
中

で
、
社
会
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
、
自
社
の
た
め
に
、
多
く
の
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
観
光
の

新
し
い
形
と
し
て
の
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
取
り
組

み
は
、
リ
ア
ル
の
観
光
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

旅
の
本
質
と
は
何
か
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力

と
は
何
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
多
く
の
地
域
、
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
、
地
域
を
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
い
う
近
い
未
来
を
見
据
え
た
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
は
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
な
か
の
・
ふ
み
ひ
こ
）

と
し
、
特
別
な
シ
ナ
リ
オ

は
用
意
し
な
い
形
で
当
日

を
迎
え
た
。
ま
た
、
宇
部

市
側
で
は
宇
部
市
観
光
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
と
商
工
水
産
部

（
6
次
産
業
推
進
課
）
が

連
携
し
、
宇
部
の
特
産
品

を
「
地
域
応
援
セ
ッ
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
事
前
に
送

付
。
当
日
は
宇
部
の
産
品

を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら

生
産
者
と
参
加
者
が
交
流

す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は

8
月
22
日
、
9
月
12
日
の

2
回
、
内
容
を
変
え
て
実

施
さ
れ
た
が
、8
月
40
名
、

9
月
50
名
と
定
員
を
上
回

る
盛
況
と
な
っ
た
。
自
然

体
で
自
慢
の
産
品
や
文
化

を
生
き
生
き
と
紹
介
す
る

宇
部
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
対
話
す
る
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

事
例
①
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
地
域
の
人・

コ
ト
の
魅
力
を
伝
え
る

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❹オンラインツアー・体験2
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
く
れ
た
り
、
数
名
で
は
あ

る
が
実
際
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

た
。
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
に
地
元
事
業
者
を
含
め
、
大
き
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目

的
は
当
初
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て
い
た
。
一

方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
一
定
の
皆
様
に

情
報
が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て

取
り
組
め
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
特

に
、
地
域
の
「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ツ

ア
ー
と
し
た
こ
と
で
、「
人
」
が
魅
力
で
あ
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
課
題
も
認
識
で
き
た
。
今
回
、

あ
う
た
び
合
同
会
社
と
の
や
り
取
り
の
中
、
地

域
が
発
信
し
た
い
も
の
と
、
他
地
域
の
消
費
者

が
欲
す
る
も
の
に
差
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
商

品
よ
り
も
、
宇
部
市
民
の
日
常
の
姿
や
普
段
か

ら
親
し
ん
で
い
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
魅
力
と
し

て
映
る
こ
と
等
が
認
識
で
き
た
。

　
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

単
体
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
の
展
開
や
特

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
1
月
23
日
か
ら
宇
部
市
内
の
と
き
わ
公
園
で

ス
タ
ー
ト
し
た
謎
解
き
宝
探
し
の
イ
ベ
ン
ト

「
醒
め
な
い
夢
と
幻
の
ト
ビ
ラ
〜
と
き
わ
ア
ー

ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
観
光
庁
「
誘

客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、

W
IT

H
/A

FT
E
R

コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
も
旅
行

意
欲
が
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
を
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も

と
、
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
可
能
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に

と
き
わ
公
園
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
宇
部
市
を
含
む
山
口
県
央
連
携
都
市

圏
域
７
市
町
、
隣
接
す
る
山
陽
小
野
田
市
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
が
予
定
さ
れ
る
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
広
が
り
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　
香
川
県
琴
平
町
に
本
社
を
置
く
琴
平
バ
ス
株

式
会
社
（
以
下
、
コ
ト
バ
ス
）
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
事
業
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
同
社
社
員
が
企
画
す
る
、
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
る
「
コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、

う
ど
ん
の
名
店
を
貸
し
切
り
で
巡
る
「
う
ど
ん

タ
ク
シ
ー
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
き
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
同
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
全
て
が
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ト
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
し
て
き
た
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

生
産
者
等
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
4
月
末
ご
ろ
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宿
泊
、
ス
ナ
ッ
ク
・
居
酒
屋

と
い
っ
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
触
発
さ
れ
「
こ
う
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ

地
域
の
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業
、
漁

業
、
伝
統
産
業
、
飲
食
業
等
と
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が
既
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
か
つ
、

ラ
イ
ブ
中
継
と
い
う
一
発
勝
負
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
の
方
々
は
快
く
参
加
に
応
じ
、

リ
ハ
ー
サ
ル
も
1
回
、
流
れ
を
確
認
す
る
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の

実
際
の
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の
取
り
組
み
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
2
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、
自
治
体
・
観

光
協
会
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
事
業
者
と
連

携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
宇
部

市
・（
一
社
）
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
山
口
県
宇
部
市
）、
も
う
一
つ
は
バ
ス
ツ

ア
ー
会
社
と
し
て
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
取
り
組
む
「
コ
ト
バ
ス
」
こ
と
琴
平
バ
ス

株
式
会
社
（
本
社
：
香
川
県
琴
平
町
）
で
あ
る
。 

　
宇
部
市
は
、
2
0
2
1
年
に
市
制
施
行

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
山
口
県
で
3
番
目
の
人

口
規
模
の
地
域
で
あ
る
。
著
名
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
田
舎
暮

ら
し
の
本
（
宝
島
社
）」
が
発
表
す
る
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
都
市

機
能
と
田
舎
の
風
情
を
併
せ
持
つ
環
境
」
等
が

高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
10
万
人
以
上
の
大
き
な

ま
ち
2
0
2
0
年
総
合
部
門
で
第
1
位
、

2
0
2
1
年
総
合
部
門
2
位
を
受
賞
し
た
。

　
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
に
、
宇
部
市
の
代
表

的
な
観
光
施
設
・
と
き
わ
公
園
を
核
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
豊
か
な
農
水
産
物
、
ア

ー
ト
、
も
の
づ
く
り
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文

化
を
住
民
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、
こ
こ
数
年
で

劇
的
に
観
光
客
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
地
域
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
着
地
型
ツ
ア
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
2
0
年
度
に
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
は
コ
ロ
ナ
の

拡
大
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
2
0
2
0
年
6
月
、「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
協
会
の
目
に
留
ま

っ
た
の
が
「
島
根
県
5
地
域
を
巡
る
！
島
根
県

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
島
根
県
×
あ
う
た
び
合

同
会
社
共
同
企
画
）」
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
協
会
で
は
宇
部
で
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
に
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
績
の
あ
っ
た
数
社
を

調
査
し
、
協
会
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
首

都
圏
へ
の
情
報
発
信
実
績
、
所
要
時
間
・
価
格

帯
、
内
容
、
可
能
な
参
加
者
数
等
を
比
較
し
た

結
果
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
と
連
携
し
て
宇
部

版
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
あ
う
た
び
合
同
会
社
は「
人
に
会
う
ツ
ア
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
旅
行
会
社
で
あ
り
、
協

会
の
観
光
戦
略
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
見
る
観

光
で
は
な
く
、
宇
部
の
日
常
や
暮
ら
し
、
歴
史

や
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
い
っ
た
産
業
や
伝
統

を
担
う
「
人
」
や
「
コ
ト
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た

こ
と
も
、
選
定
理
由
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
6
月
の
検
討
開
始
か

ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で
き
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、

旅
行
が
制
限
さ
れ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
光
が

は
じ
ま
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
家
で
過
ご
す
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様
々
な
分
野
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

　
観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
現
地
に
訪
れ

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
光
を
楽
し
む
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
、A

irbn
b

の

「O
n
lin

e E
xperien

ces

」、A
m

azon.com

の
「A

m
a
zo

n
 E

xp
lo

re

」、K
L
O

O
K

の

「K
L
O

O
K
 H

O
M

E

」
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
・
体
験
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
国

内
で
も T

A
B
IC

A

、A
C
T
IV

IT
Y
 JA

P
A
N

、

ベ
ル
ト
ラ
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を

扱
い
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
、
株
式
会
社
ノ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
旅
行
事
業
者
が
自
治

体
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
発
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
大
手
旅

行
会
社
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
修
学
旅
行

も
提
供
し
て
い
る
J
T
B
は
じ
め
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
提
供
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
観
光
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ

ビ
番
組
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
一
定
の
認
知
度
を
得
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
参
加
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、「
旅
行
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」「
有
料
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
？
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

は
リ
ア
ル
な
旅
行
に
代
わ
る
価
値
を
提
供
で

き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
い
。

様
々
な
体
験
が
可
能
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

　A
irbn

b

は
、
2
0
2
0
年
4
月
に
い
ち
早

く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。

「
世
界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
困
難
に
直
面
す
る
中

で
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
収
入
源
と
し
て
い
た

方
々
の
収
入
維
持
を
可
能
に
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
」
と
、

A
irb

n
b

は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
に
取
り
組
む
意
義
を
示
し
て
い

る
。

　
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な

状
況
の
中
、
地
域
の
観
光
業
、
あ
る

い
は
生
産
者
、
歴
史
・
文
化
施
設
等

の
様
々
な
事
業
者
が
連
携
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
各
種
の
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
外
出
が
で
き
な
い
消

費
者
に
対
し
て
、
ま
ち
あ
る
き
、
神

社
・
仏
閣
・
史
跡
ガ
イ
ド
、
食
・
伝

統
文
化
体
験
、観
光
施
設
や
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
、
地
元
の
方
々

と
、
あ
る
い
は
参
加
者
同
士
で
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
体
験
サ
ー
ビ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。

た
学
校
等
か
ら
の
申
し
込
み
、
企
業
、
介
護
施

設
等
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
も
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
四
国

か
ら
全
国
に
展
開
さ
れ
、
自
治
体
や
バ
ス
会
社

等
と
の
連
携
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た

コ
ト
バ
ス
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
既
にA

FT
E
R

コ

ロ
ナ
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
執
行
役
員

の
山
本
紗
希
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
「
新
し
い
旅
の
形
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
。

リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
代
替
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手

段
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
地
域
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
、
生
産
者
等
、「
会

い
た
い
人
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
会

い
た
い
人
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
地
域
を
訪
れ

る
強
い
理
由
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ア
ル

で
訪
れ
る
際
の
安
心
感
、
期
待
感
を
高
め
、
よ

り
満
足
度
の
高
い
体
験
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
互
補
完
は
、
観

光
の
平
準
化
、
つ
ま
り
平
日
や
閑
散
期
対
策
の

一
つ
と
も
な
り
得
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
は
平
日
の
日
中
開
催
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
休
日
を
中
心
に
既

に
再
開
し
て
お
り
、
地
域
の
事
業
者
も
土
日
は

リ
ア
ル
の
観
光
客
へ
の
対
応
が
中
心
に
な
る
た

め
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
顧
客
の
少
な
い

平
日
・
閑
散
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
少
な
い
期
間
の
収
入
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
コ
ト
バ
ス

の
顧
客
層
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
リ
ア
ル
の

コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
の
主
な
顧
客
層
は
四
国
、
関

西
圏
が
中
心
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

は
全
国
、
世
界
か
ら
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
海
外
か
ら
の
参
加
受
付
が
開
始
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
試
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
開

始
後
、
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
に
な
か

な
か
行
け
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
観
光
体
験
を

提
供
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
黒

字
化
に
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
開
催
時
期

を
含
め
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
品
質

向
上
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
、

収
益
力
向
上
の
努
力
を
続
け
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
生
産
者

と
参
加
者
の
交
流
は
、
地
域
産
品
の
購
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
定
期
購
入
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
の
様
々
な
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
F
T
E
R
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
対
応
し
た
観
光
事
業
へ
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
今
後
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
全
国
・
世
界
か
ら
地
域
の
フ
ァ

ン
を
生
み
出
す
観
光
体
験
を
創
り
続
け
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 3 コトバス オンラインバスツアーの目指すもの

出典：琴平バス資料より筆者抜粋

ン
ラ
イ
ン
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
可
能
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
お
客
様
の
た
め
に
、
地
域
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
強
い
思

い
か
ら
、
国
内
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
で
も
例
の
な
い
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
へ
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
今
、
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
や

る
か
ら
に
は
日
本
一
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

目
指
そ
う
」
と
、
企
画
開
始
か
ら
約
2
週
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
販
売
開
始
に
至
っ
た
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

継
承
し
て
い
る
。
所
要
時
間
90
分
、
ラ
イ
ブ
中

継
を
中
心
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
連
携
し
て
い
た
生
産

者
や
体
験
事
業
者
と
参
加
者
と
の
交
流
を
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
参
加
人
数
も
15
名
定

員
と
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

同
様
に
お
客
様
一
人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な

が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
。
さ
ら
に
集
合
、
バ
ス
へ
の
乗
車
、
旅
の
し

お
り
、
紙
製
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
ス
車
内
の

壁
紙
等
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
別
々
の
場
所
に

居
な
が
ら
も
、
同
じ
バ
ス
に
乗
る
（
同
じ
時
間

に
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
）
と
い
う
参
加
者
間

の
一
体
感
を
盛
り
上
げ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

2
0
2
1
年
2
月
1
日
時
点
で
1
4
0
0
名
の

集
客
、
1
4
0
本
の
催
行
、
27
種
類
の
企
画
・

コ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
足
や

課
外
授
業
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
は
知
ら
れ
ざ
る
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

　
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
競
争
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　
タ
ビ
ナ
カ
体
験
と
も
言
わ
れ
る
旅
行
先
で
の

体
験
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を

中
心
に
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
数
多

く
提
供
さ
れ
、
消
費
者
は
国
内
・
海
外
の
多
様

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
地
域
や
観
光
事
業

者
は
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
、
選
ば
れ
続
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
消
費
者
に
選
ば

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
開
発
の
参
考
に
な
る

の
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
取

り
組
み
だ
。

　「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」は
、

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
（
以
下
、
ベ
ル
ト
ラ
）
が

運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
比
較
的
後
発
の
2
0
2
0
年
7
月
提
供
開

始
（
8
月
か
ら
国
内
ツ
ア
ー
提
供
開
始
）、
提
供

ツ
ア
ー
も
約
3
0
0
コ
ー
ス
と
他
社
と
比
べ
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
国
内
・
海
外
の
現
地
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

つ
な
が
る
ベ
ル
ト
ラ
が
、
優
秀
な
現
地
ガ
イ
ド

と
と
も
に
企
画
し
た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、

提
供
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
5
ヶ
月
ほ
ど
で
1

万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
異
な
る
点
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
ガ
イ
ド
と
と
も
に
企

画
し
、
厳
選
し
た
ツ
ア
ー
の
み
を
扱
う
等
、
徹

底
的
に
質
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
動

画
や
解
説
主
体
の
も
の
は
扱
わ
ず
、
現
地
か
ら

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
ち
な
か
や
自
然
な
ど
の
屋

外
で
の
体
験
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ガ

イ
ド
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

や
時
差
等
の
制
約
も
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
て
も
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
旅
の
体
験
を
提
供

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
長
の
黒
木
泉
氏
は
、
人
気
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
人
気
観
光

地
よ
り
も
、
普
段
行
け
な
い
、
体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
中
南
米
の
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
マ
ナ
ウ
ス
、
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
等
、
リ

ア
ル
な
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
遠

隔
地
や
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
、
ア
ー
ト
、
ワ

イ
ン
、
あ
る
い
は
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と
い
っ
た

特
定
の
フ
ァ
ン
層
向
け
の
ツ
ア
ー
が
思
わ
ぬ
人

気
を
博
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
時
差
の
問
題
は
あ
る
が
、

移
動
距
離
・
費
用
を
考
慮
せ
ず
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
訪
れ
、
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
は
リ
ア
ル
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観

光
を
楽
し
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
黒
木
氏
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
国
内
の
自

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
担
当
し
た
宇
部
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
々
木
正
志
氏
は
、

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
実
施
後
、
数
量
的
な
把

握
は
し
て
い
な
い
が
参
加
者
か
ら
特
産
品
の
追

加
注
文
が
相
当
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が

治
体
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
指

摘
す
る
。「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
も
い
く
つ
か
の
地
域
と
の
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名
観
光

地
、
観
光
資
源
で
は
な
く
て
も
、
地
域
の
知
ら

れ
ざ
る
文
化
や
体
験
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
テ

ー
マ
を
絞
り
、
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
ラ

イ
ブ
中
継
や
特
産
品
の
宅
配
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し

て
全
国
に
発
信
・
提
供
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
よ
っ
て
観
光
を
体
験
す
る
、
離
れ
て
い
る

家
族
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
楽
し
む

等
、
リ
ア
ル
の
旅
行
で
は
難
し
か
っ
た
観
光
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
価
値
に
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
認
知
度
・
経
験
率
は

ま
だ
ま
だ
低
い
。
し
か
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
目
を
向
け
、
現
在
の
暮
ら
し
を
体

験
し
、
人
々
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

内
観
光
地
の
振
興
や
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
興
に
対
し
て
、
安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高

め
る
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
、
と
黒
木
氏
は
語
る
。

終
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
観
光
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。
ま
だ
開
始
さ
れ
て
1
年
に
満
た
な
い
中

で
、
社
会
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
、
自
社
の
た
め
に
、
多
く
の
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
観
光
の

新
し
い
形
と
し
て
の
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
取
り
組

み
は
、
リ
ア
ル
の
観
光
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

旅
の
本
質
と
は
何
か
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力

と
は
何
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
多
く
の
地
域
、
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
、
地
域
を
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
い
う
近
い
未
来
を
見
据
え
た
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
は
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
な
か
の
・
ふ
み
ひ
こ
）

と
し
、
特
別
な
シ
ナ
リ
オ

は
用
意
し
な
い
形
で
当
日

を
迎
え
た
。
ま
た
、
宇
部

市
側
で
は
宇
部
市
観
光
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
と
商
工
水
産
部

（
6
次
産
業
推
進
課
）
が

連
携
し
、
宇
部
の
特
産
品

を
「
地
域
応
援
セ
ッ
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
事
前
に
送

付
。
当
日
は
宇
部
の
産
品

を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら

生
産
者
と
参
加
者
が
交
流

す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は

8
月
22
日
、
9
月
12
日
の

2
回
、
内
容
を
変
え
て
実

施
さ
れ
た
が
、8
月
40
名
、

9
月
50
名
と
定
員
を
上
回

る
盛
況
と
な
っ
た
。
自
然

体
で
自
慢
の
産
品
や
文
化

を
生
き
生
き
と
紹
介
す
る

宇
部
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
対
話
す
る
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

事
例
②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、

リ
ア
ル
で
も
、

地
域
の
フ
ァ
ン
を
創
る

琴
平
バ
ス
株
式
会
社

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❹オンラインツアー・体験2

担当したプランナーは最初から最後まで、もう1度来てもらうには、を考えている
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
く
れ
た
り
、
数
名
で
は
あ

る
が
実
際
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

た
。
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
に
地
元
事
業
者
を
含
め
、
大
き
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目

的
は
当
初
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て
い
た
。
一

方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
一
定
の
皆
様
に

情
報
が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て

取
り
組
め
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
特

に
、
地
域
の
「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ツ

ア
ー
と
し
た
こ
と
で
、「
人
」
が
魅
力
で
あ
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
課
題
も
認
識
で
き
た
。
今
回
、

あ
う
た
び
合
同
会
社
と
の
や
り
取
り
の
中
、
地

域
が
発
信
し
た
い
も
の
と
、
他
地
域
の
消
費
者

が
欲
す
る
も
の
に
差
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
商

品
よ
り
も
、
宇
部
市
民
の
日
常
の
姿
や
普
段
か

ら
親
し
ん
で
い
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
魅
力
と
し

て
映
る
こ
と
等
が
認
識
で
き
た
。

　
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

単
体
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
の
展
開
や
特

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
1
月
23
日
か
ら
宇
部
市
内
の
と
き
わ
公
園
で

ス
タ
ー
ト
し
た
謎
解
き
宝
探
し
の
イ
ベ
ン
ト

「
醒
め
な
い
夢
と
幻
の
ト
ビ
ラ
〜
と
き
わ
ア
ー

ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
観
光
庁
「
誘

客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、
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コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
も
旅
行

意
欲
が
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
を
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も

と
、
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
可
能
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に

と
き
わ
公
園
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
宇
部
市
を
含
む
山
口
県
央
連
携
都
市

圏
域
７
市
町
、
隣
接
す
る
山
陽
小
野
田
市
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
が
予
定
さ
れ
る
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
広
が
り
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　
香
川
県
琴
平
町
に
本
社
を
置
く
琴
平
バ
ス
株

式
会
社
（
以
下
、
コ
ト
バ
ス
）
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
事
業
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
同
社
社
員
が
企
画
す
る
、
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
る
「
コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、

う
ど
ん
の
名
店
を
貸
し
切
り
で
巡
る
「
う
ど
ん

タ
ク
シ
ー
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
き
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
同
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
全
て
が
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ト
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
し
て
き
た
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

生
産
者
等
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
4
月
末
ご
ろ
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宿
泊
、
ス
ナ
ッ
ク
・
居
酒
屋

と
い
っ
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
触
発
さ
れ
「
こ
う
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ

地
域
の
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業
、
漁

業
、
伝
統
産
業
、
飲
食
業
等
と
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が
既
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
か
つ
、

ラ
イ
ブ
中
継
と
い
う
一
発
勝
負
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
の
方
々
は
快
く
参
加
に
応
じ
、

リ
ハ
ー
サ
ル
も
1
回
、
流
れ
を
確
認
す
る
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の

実
際
の
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の
取
り
組
み
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
2
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、
自
治
体
・
観

光
協
会
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
事
業
者
と
連

携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
宇
部

市
・（
一
社
）
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
山
口
県
宇
部
市
）、
も
う
一
つ
は
バ
ス
ツ

ア
ー
会
社
と
し
て
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
取
り
組
む
「
コ
ト
バ
ス
」
こ
と
琴
平
バ
ス

株
式
会
社
（
本
社
：
香
川
県
琴
平
町
）
で
あ
る
。 

　
宇
部
市
は
、
2
0
2
1
年
に
市
制
施
行

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
山
口
県
で
3
番
目
の
人

口
規
模
の
地
域
で
あ
る
。
著
名
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
田
舎
暮

ら
し
の
本
（
宝
島
社
）」
が
発
表
す
る
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
都
市

機
能
と
田
舎
の
風
情
を
併
せ
持
つ
環
境
」
等
が

高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
10
万
人
以
上
の
大
き
な

ま
ち
2
0
2
0
年
総
合
部
門
で
第
1
位
、

2
0
2
1
年
総
合
部
門
2
位
を
受
賞
し
た
。

　
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
に
、
宇
部
市
の
代
表

的
な
観
光
施
設
・
と
き
わ
公
園
を
核
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
豊
か
な
農
水
産
物
、
ア

ー
ト
、
も
の
づ
く
り
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文

化
を
住
民
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、
こ
こ
数
年
で

劇
的
に
観
光
客
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
地
域
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
着
地
型
ツ
ア
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
2
0
年
度
に
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
は
コ
ロ
ナ
の

拡
大
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
2
0
2
0
年
6
月
、「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
協
会
の
目
に
留
ま

っ
た
の
が
「
島
根
県
5
地
域
を
巡
る
！
島
根
県

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
島
根
県
×
あ
う
た
び
合

同
会
社
共
同
企
画
）」
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
協
会
で
は
宇
部
で
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
に
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
績
の
あ
っ
た
数
社
を

調
査
し
、
協
会
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
首

都
圏
へ
の
情
報
発
信
実
績
、
所
要
時
間
・
価
格

帯
、
内
容
、
可
能
な
参
加
者
数
等
を
比
較
し
た

結
果
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
と
連
携
し
て
宇
部

版
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
あ
う
た
び
合
同
会
社
は「
人
に
会
う
ツ
ア
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
旅
行
会
社
で
あ
り
、
協

会
の
観
光
戦
略
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
見
る
観

光
で
は
な
く
、
宇
部
の
日
常
や
暮
ら
し
、
歴
史

や
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
い
っ
た
産
業
や
伝
統

を
担
う
「
人
」
や
「
コ
ト
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た

こ
と
も
、
選
定
理
由
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
6
月
の
検
討
開
始
か

ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で
き
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、

旅
行
が
制
限
さ
れ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
光
が

は
じ
ま
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
家
で
過
ご
す
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様
々
な
分
野
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

　
観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
現
地
に
訪
れ

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
光
を
楽
し
む
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
、A

irbn
b

の

「O
n
lin

e E
xperien

ces

」、A
m

azon.com

の
「A

m
a
zo

n
 E

xp
lo

re

」、K
L
O

O
K

の

「K
L
O

O
K
 H

O
M

E

」
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
・
体
験
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
国

内
で
も T

A
B
IC

A

、A
C
T
IV

IT
Y
 JA

P
A
N

、

ベ
ル
ト
ラ
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を

扱
い
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
、
株
式
会
社
ノ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
旅
行
事
業
者
が
自
治

体
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
発
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
大
手
旅

行
会
社
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
修
学
旅
行

も
提
供
し
て
い
る
J
T
B
は
じ
め
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
提
供
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
観
光
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ

ビ
番
組
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
一
定
の
認
知
度
を
得
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
参
加
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、「
旅
行
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」「
有
料
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
？
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

は
リ
ア
ル
な
旅
行
に
代
わ
る
価
値
を
提
供
で

き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
い
。

様
々
な
体
験
が
可
能
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

　A
irbn

b

は
、
2
0
2
0
年
4
月
に
い
ち
早

く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。

「
世
界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
困
難
に
直
面
す
る
中

で
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
収
入
源
と
し
て
い
た

方
々
の
収
入
維
持
を
可
能
に
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
」
と
、

A
irb

n
b

は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
に
取
り
組
む
意
義
を
示
し
て
い

る
。

　
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な

状
況
の
中
、
地
域
の
観
光
業
、
あ
る

い
は
生
産
者
、
歴
史
・
文
化
施
設
等

の
様
々
な
事
業
者
が
連
携
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
各
種
の
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
外
出
が
で
き
な
い
消

費
者
に
対
し
て
、
ま
ち
あ
る
き
、
神

社
・
仏
閣
・
史
跡
ガ
イ
ド
、
食
・
伝

統
文
化
体
験
、観
光
施
設
や
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
、
地
元
の
方
々

と
、
あ
る
い
は
参
加
者
同
士
で
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
体
験
サ
ー
ビ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。

た
学
校
等
か
ら
の
申
し
込
み
、
企
業
、
介
護
施

設
等
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
も
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
四
国

か
ら
全
国
に
展
開
さ
れ
、
自
治
体
や
バ
ス
会
社

等
と
の
連
携
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た

コ
ト
バ
ス
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
既
にA

FT
E
R

コ

ロ
ナ
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
執
行
役
員

の
山
本
紗
希
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
「
新
し
い
旅
の
形
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
。

リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
代
替
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手

段
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
地
域
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
、
生
産
者
等
、「
会

い
た
い
人
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
会

い
た
い
人
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
地
域
を
訪
れ

る
強
い
理
由
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ア
ル

で
訪
れ
る
際
の
安
心
感
、
期
待
感
を
高
め
、
よ

り
満
足
度
の
高
い
体
験
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
互
補
完
は
、
観

光
の
平
準
化
、
つ
ま
り
平
日
や
閑
散
期
対
策
の

一
つ
と
も
な
り
得
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
は
平
日
の
日
中
開
催
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
休
日
を
中
心
に
既

に
再
開
し
て
お
り
、
地
域
の
事
業
者
も
土
日
は

リ
ア
ル
の
観
光
客
へ
の
対
応
が
中
心
に
な
る
た

め
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
顧
客
の
少
な
い

平
日
・
閑
散
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
少
な
い
期
間
の
収
入
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
コ
ト
バ
ス

の
顧
客
層
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
リ
ア
ル
の

コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
の
主
な
顧
客
層
は
四
国
、
関

西
圏
が
中
心
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

は
全
国
、
世
界
か
ら
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
海
外
か
ら
の
参
加
受
付
が
開
始
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
試
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
開

始
後
、
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
に
な
か

な
か
行
け
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
観
光
体
験
を

提
供
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
黒

字
化
に
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
開
催
時
期

を
含
め
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
品
質

向
上
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
、

収
益
力
向
上
の
努
力
を
続
け
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
生
産
者

と
参
加
者
の
交
流
は
、
地
域
産
品
の
購
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
定
期
購
入
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
の
様
々
な
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
F
T
E
R
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
対
応
し
た
観
光
事
業
へ
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
今
後
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
全
国
・
世
界
か
ら
地
域
の
フ
ァ

ン
を
生
み
出
す
観
光
体
験
を
創
り
続
け
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 3 コトバス オンラインバスツアーの目指すもの

出典：琴平バス資料より筆者抜粋

ン
ラ
イ
ン
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
可
能
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
お
客
様
の
た
め
に
、
地
域
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
強
い
思

い
か
ら
、
国
内
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
で
も
例
の
な
い
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
へ
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
今
、
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
や

る
か
ら
に
は
日
本
一
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

目
指
そ
う
」
と
、
企
画
開
始
か
ら
約
2
週
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
販
売
開
始
に
至
っ
た
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

継
承
し
て
い
る
。
所
要
時
間
90
分
、
ラ
イ
ブ
中

継
を
中
心
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
連
携
し
て
い
た
生
産

者
や
体
験
事
業
者
と
参
加
者
と
の
交
流
を
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
参
加
人
数
も
15
名
定

員
と
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

同
様
に
お
客
様
一
人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な

が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
。
さ
ら
に
集
合
、
バ
ス
へ
の
乗
車
、
旅
の
し

お
り
、
紙
製
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
ス
車
内
の

壁
紙
等
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
別
々
の
場
所
に

居
な
が
ら
も
、
同
じ
バ
ス
に
乗
る
（
同
じ
時
間

に
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
）
と
い
う
参
加
者
間

の
一
体
感
を
盛
り
上
げ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

2
0
2
1
年
2
月
1
日
時
点
で
1
4
0
0
名
の

集
客
、
1
4
0
本
の
催
行
、
27
種
類
の
企
画
・

コ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
足
や

課
外
授
業
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
は
知
ら
れ
ざ
る
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

　
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
競
争
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　
タ
ビ
ナ
カ
体
験
と
も
言
わ
れ
る
旅
行
先
で
の

体
験
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を

中
心
に
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
数
多

く
提
供
さ
れ
、
消
費
者
は
国
内
・
海
外
の
多
様

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
地
域
や
観
光
事
業

者
は
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
、
選
ば
れ
続
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
消
費
者
に
選
ば

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
開
発
の
参
考
に
な
る

の
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
取

り
組
み
だ
。

　「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」は
、

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
（
以
下
、
ベ
ル
ト
ラ
）
が

運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
比
較
的
後
発
の
2
0
2
0
年
7
月
提
供
開

始
（
8
月
か
ら
国
内
ツ
ア
ー
提
供
開
始
）、
提
供

ツ
ア
ー
も
約
3
0
0
コ
ー
ス
と
他
社
と
比
べ
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
国
内
・
海
外
の
現
地
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

つ
な
が
る
ベ
ル
ト
ラ
が
、
優
秀
な
現
地
ガ
イ
ド

と
と
も
に
企
画
し
た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、

提
供
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
5
ヶ
月
ほ
ど
で
1

万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
異
な
る
点
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
ガ
イ
ド
と
と
も
に
企

画
し
、
厳
選
し
た
ツ
ア
ー
の
み
を
扱
う
等
、
徹

底
的
に
質
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
動

画
や
解
説
主
体
の
も
の
は
扱
わ
ず
、
現
地
か
ら

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
ち
な
か
や
自
然
な
ど
の
屋

外
で
の
体
験
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ガ

イ
ド
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

や
時
差
等
の
制
約
も
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
て
も
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
旅
の
体
験
を
提
供

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
長
の
黒
木
泉
氏
は
、
人
気
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
人
気
観
光

地
よ
り
も
、
普
段
行
け
な
い
、
体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
中
南
米
の
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
マ
ナ
ウ
ス
、
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
等
、
リ

ア
ル
な
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
遠

隔
地
や
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
、
ア
ー
ト
、
ワ

イ
ン
、
あ
る
い
は
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と
い
っ
た

特
定
の
フ
ァ
ン
層
向
け
の
ツ
ア
ー
が
思
わ
ぬ
人

気
を
博
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
時
差
の
問
題
は
あ
る
が
、

移
動
距
離
・
費
用
を
考
慮
せ
ず
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
訪
れ
、
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
は
リ
ア
ル
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観

光
を
楽
し
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
黒
木
氏
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
国
内
の
自

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
担
当
し
た
宇
部
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
々
木
正
志
氏
は
、

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
実
施
後
、
数
量
的
な
把

握
は
し
て
い
な
い
が
参
加
者
か
ら
特
産
品
の
追

加
注
文
が
相
当
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が

治
体
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
指

摘
す
る
。「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
も
い
く
つ
か
の
地
域
と
の
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名
観
光

地
、
観
光
資
源
で
は
な
く
て
も
、
地
域
の
知
ら

れ
ざ
る
文
化
や
体
験
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
テ

ー
マ
を
絞
り
、
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
ラ

イ
ブ
中
継
や
特
産
品
の
宅
配
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し

て
全
国
に
発
信
・
提
供
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
よ
っ
て
観
光
を
体
験
す
る
、
離
れ
て
い
る

家
族
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
楽
し
む

等
、
リ
ア
ル
の
旅
行
で
は
難
し
か
っ
た
観
光
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
価
値
に
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
認
知
度
・
経
験
率
は

ま
だ
ま
だ
低
い
。
し
か
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
目
を
向
け
、
現
在
の
暮
ら
し
を
体

験
し
、
人
々
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

内
観
光
地
の
振
興
や
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
興
に
対
し
て
、
安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高

め
る
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
、
と
黒
木
氏
は
語
る
。

終
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
観
光
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。
ま
だ
開
始
さ
れ
て
1
年
に
満
た
な
い
中

で
、
社
会
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
、
自
社
の
た
め
に
、
多
く
の
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
観
光
の

新
し
い
形
と
し
て
の
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
取
り
組

み
は
、
リ
ア
ル
の
観
光
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

旅
の
本
質
と
は
何
か
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力

と
は
何
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
多
く
の
地
域
、
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
、
地
域
を
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
い
う
近
い
未
来
を
見
据
え
た
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
は
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
な
か
の
・
ふ
み
ひ
こ
）

と
し
、
特
別
な
シ
ナ
リ
オ

は
用
意
し
な
い
形
で
当
日

を
迎
え
た
。
ま
た
、
宇
部

市
側
で
は
宇
部
市
観
光
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
と
商
工
水
産
部

（
6
次
産
業
推
進
課
）
が

連
携
し
、
宇
部
の
特
産
品

を
「
地
域
応
援
セ
ッ
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
事
前
に
送

付
。
当
日
は
宇
部
の
産
品

を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら

生
産
者
と
参
加
者
が
交
流

す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は

8
月
22
日
、
9
月
12
日
の

2
回
、
内
容
を
変
え
て
実

施
さ
れ
た
が
、8
月
40
名
、

9
月
50
名
と
定
員
を
上
回

る
盛
況
と
な
っ
た
。
自
然

体
で
自
慢
の
産
品
や
文
化

を
生
き
生
き
と
紹
介
す
る

宇
部
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
対
話
す
る
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

事
例
②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、

リ
ア
ル
で
も
、

地
域
の
フ
ァ
ン
を
創
る

琴
平
バ
ス
株
式
会
社
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
て
く
れ
た
り
、
数
名
で
は
あ

る
が
実
際
に
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

た
。
こ
う
し
た
目
に
見
え
る
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
に
地
元
事
業
者
を
含
め
、
大
き
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目

的
は
当
初
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て
い
た
。
一

方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
一
定
の
皆
様
に

情
報
が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て

取
り
組
め
た
こ
と
も
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
特

に
、
地
域
の
「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ツ

ア
ー
と
し
た
こ
と
で
、「
人
」
が
魅
力
で
あ
り
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
課
題
も
認
識
で
き
た
。
今
回
、

あ
う
た
び
合
同
会
社
と
の
や
り
取
り
の
中
、
地

域
が
発
信
し
た
い
も
の
と
、
他
地
域
の
消
費
者

が
欲
す
る
も
の
に
差
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
商

品
よ
り
も
、
宇
部
市
民
の
日
常
の
姿
や
普
段
か

ら
親
し
ん
で
い
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
魅
力
と
し

て
映
る
こ
と
等
が
認
識
で
き
た
。

　
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

単
体
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
の
展
開
や
特

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
1
月
23
日
か
ら
宇
部
市
内
の
と
き
わ
公
園
で

ス
タ
ー
ト
し
た
謎
解
き
宝
探
し
の
イ
ベ
ン
ト

「
醒
め
な
い
夢
と
幻
の
ト
ビ
ラ
〜
と
き
わ
ア
ー

ト
ト
レ
ジ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
観
光
庁
「
誘

客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ

ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
を
活
用
し
た
も
の
で
、

W
IT

H
/A
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コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
も
旅
行

意
欲
が
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
を
新
た
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も

と
、
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
可
能
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に

と
き
わ
公
園
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
宇
部
市
を
含
む
山
口
県
央
連
携
都
市

圏
域
７
市
町
、
隣
接
す
る
山
陽
小
野
田
市
で
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
が
予
定
さ
れ
る
等
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
広
が
り
を
み
せ
始
め
て
い
る
。

　
香
川
県
琴
平
町
に
本
社
を
置
く
琴
平
バ
ス
株

式
会
社
（
以
下
、
コ
ト
バ
ス
）
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
事
業
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
同
社
社
員
が
企
画
す
る
、
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
に
触
れ
る
「
コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
、

う
ど
ん
の
名
店
を
貸
し
切
り
で
巡
る
「
う
ど
ん

タ
ク
シ
ー
」
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
き
た
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
3
月
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
同
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
全
て
が
中
止
と
な
っ
た
。
コ
ト
バ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
連
携
し
て
き
た
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

生
産
者
等
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
4
月
末
ご
ろ
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
宿
泊
、
ス
ナ
ッ
ク
・
居
酒
屋

と
い
っ
た
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
触
発
さ
れ
「
こ
う
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ

地
域
の
観
光
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業
、
漁

業
、
伝
統
産
業
、
飲
食
業
等
と
い
っ
た
地
域
の

方
々
と
の
し
っ
か
り
と
し
た
連
携
体
制
が
既
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
か
つ
、

ラ
イ
ブ
中
継
と
い
う
一
発
勝
負
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
の
方
々
は
快
く
参
加
に
応
じ
、

リ
ハ
ー
サ
ル
も
1
回
、
流
れ
を
確
認
す
る
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の

実
際
の
取
り
組
み

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
の
取
り
組
み
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
2
つ
の

事
例
を
紹
介
し
た
い
。
一
つ
は
、
自
治
体
・
観

光
協
会
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
事
業
者
と
連

携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
宇
部

市
・（
一
社
）
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
山
口
県
宇
部
市
）、
も
う
一
つ
は
バ
ス
ツ

ア
ー
会
社
と
し
て
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
取
り
組
む
「
コ
ト
バ
ス
」
こ
と
琴
平
バ
ス

株
式
会
社
（
本
社
：
香
川
県
琴
平
町
）
で
あ
る
。 

　
宇
部
市
は
、
2
0
2
1
年
に
市
制
施
行

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
山
口
県
で
3
番
目
の
人

口
規
模
の
地
域
で
あ
る
。
著
名
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
田
舎
暮

ら
し
の
本
（
宝
島
社
）」
が
発
表
す
る
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、「
都
市

機
能
と
田
舎
の
風
情
を
併
せ
持
つ
環
境
」
等
が

高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
10
万
人
以
上
の
大
き
な

ま
ち
2
0
2
0
年
総
合
部
門
で
第
1
位
、

2
0
2
1
年
総
合
部
門
2
位
を
受
賞
し
た
。

　
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
に
、
宇
部
市
の
代
表

的
な
観
光
施
設
・
と
き
わ
公
園
を
核
と
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
豊
か
な
農
水
産
物
、
ア

ー
ト
、
も
の
づ
く
り
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文

化
を
住
民
と
と
も
に
磨
き
上
げ
、
こ
こ
数
年
で

劇
的
に
観
光
客
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
地
域
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
着
地
型
ツ
ア
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

2
0
2
0
年
度
に
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
は
コ
ロ
ナ
の

拡
大
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
2
0
2
0
年
6
月
、「
何

か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
協
会
の
目
に
留
ま

っ
た
の
が
「
島
根
県
5
地
域
を
巡
る
！
島
根
県

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
島
根
県
×
あ
う
た
び
合

同
会
社
共
同
企
画
）」
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
協
会
で
は
宇
部
で
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
期
に
既
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
績
の
あ
っ
た
数
社
を

調
査
し
、
協
会
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
首

都
圏
へ
の
情
報
発
信
実
績
、
所
要
時
間
・
価
格

帯
、
内
容
、
可
能
な
参
加
者
数
等
を
比
較
し
た

結
果
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
と
連
携
し
て
宇
部

版
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
あ
う
た
び
合
同
会
社
は「
人
に
会
う
ツ
ア
ー
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
旅
行
会
社
で
あ
り
、
協

会
の
観
光
戦
略
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
見
る
観

光
で
は
な
く
、
宇
部
の
日
常
や
暮
ら
し
、
歴
史

や
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
い
っ
た
産
業
や
伝
統

を
担
う
「
人
」
や
「
コ
ト
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
マ
ッ
チ
し
た

こ
と
も
、
選
定
理
由
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
6
月
の
検
討
開
始
か

ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ

う
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で
き
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
部
市
、
宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
、

旅
行
が
制
限
さ
れ
る
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
観
光
が

は
じ
ま
る

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
家
で
過
ご
す
」
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
様
々
な
分
野
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い
る
。

　
観
光
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
現
地
に
訪
れ

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
観
光
を
楽
し
む
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
、A

irbn
b

の

「O
n
lin

e E
xperien

ces

」、A
m

azon.com

の
「A

m
a
zo

n
 E

xp
lo

re

」、K
L
O

O
K

の

「K
L
O

O
K
 H

O
M

E

」
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ

ン
ラ
イ
ン
旅
行
予
約
サ
イ
ト
が
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
・
体
験
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
国

内
で
も T

A
B
IC

A

、A
C
T
IV

IT
Y
 JA

P
A
N

、

ベ
ル
ト
ラ
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を

扱
い
、
あ
う
た
び
合
同
会
社
、
株
式
会
社
ノ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
旅
行
事
業
者
が
自
治

体
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
発
す
る
動
き
も
活
発
だ
。
大
手
旅

行
会
社
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
修
学
旅
行

も
提
供
し
て
い
る
J
T
B
は
じ
め
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
も
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
を
提
供
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
観
光
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ

ビ
番
組
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
一
定
の
認
知
度
を
得
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
参
加
者
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、「
旅
行
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」「
有
料
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
？
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

は
リ
ア
ル
な
旅
行
に
代
わ
る
価
値
を
提
供
で

き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
が

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
考
察
し
た
い
。

様
々
な
体
験
が
可
能
な

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

　A
irbn

b

は
、
2
0
2
0
年
4
月
に
い
ち
早

く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。

「
世
界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
困
難
に
直
面
す
る
中

で
も
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
収
入
源
と
し
て
い
た

方
々
の
収
入
維
持
を
可
能
に
す
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
」
と
、

A
irb

n
b

は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
に
取
り
組
む
意
義
を
示
し
て
い

る
。

　
国
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な

状
況
の
中
、
地
域
の
観
光
業
、
あ
る

い
は
生
産
者
、
歴
史
・
文
化
施
設
等

の
様
々
な
事
業
者
が
連
携
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
各
種
の
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
外
出
が
で
き
な
い
消

費
者
に
対
し
て
、
ま
ち
あ
る
き
、
神

社
・
仏
閣
・
史
跡
ガ
イ
ド
、
食
・
伝

統
文
化
体
験
、観
光
施
設
や
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
体
験
、
地
元
の
方
々

と
、
あ
る
い
は
参
加
者
同
士
で
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
体
験
サ
ー
ビ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。

た
学
校
等
か
ら
の
申
し
込
み
、
企
業
、
介
護
施

設
等
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
も
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
四
国

か
ら
全
国
に
展
開
さ
れ
、
自
治
体
や
バ
ス
会
社

等
と
の
連
携
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た

コ
ト
バ
ス
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
既
にA

FT
E
R

コ

ロ
ナ
に
向
け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
執
行
役
員

の
山
本
紗
希
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
「
新
し
い
旅
の
形
の
一
つ
」
と
指
摘
す
る
。

リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
代
替
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手

段
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
地
域
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ
イ
ド
、
生
産
者
等
、「
会

い
た
い
人
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
会

い
た
い
人
」
を
生
み
出
す
こ
と
は
地
域
を
訪
れ

る
強
い
理
由
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ア
ル

で
訪
れ
る
際
の
安
心
感
、
期
待
感
を
高
め
、
よ

り
満
足
度
の
高
い
体
験
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
互
補
完
は
、
観

光
の
平
準
化
、
つ
ま
り
平
日
や
閑
散
期
対
策
の

一
つ
と
も
な
り
得
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア

ー
は
平
日
の
日
中
開
催
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
通
常
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
休
日
を
中
心
に
既

に
再
開
し
て
お
り
、
地
域
の
事
業
者
も
土
日
は

リ
ア
ル
の
観
光
客
へ
の
対
応
が
中
心
に
な
る
た

め
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
顧
客
の
少
な
い

平
日
・
閑
散
期
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

の
少
な
い
期
間
の
収
入
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
コ
ト
バ
ス

の
顧
客
層
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。
リ
ア
ル
の

コ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
の
主
な
顧
客
層
は
四
国
、
関

西
圏
が
中
心
で
あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

は
全
国
、
世
界
か
ら
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
既

に
海
外
か
ら
の
参
加
受
付
が
開
始
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
試
行
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
開

始
後
、
旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、
障
害
者

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
そ
う
し
た
観
光
に
な
か

な
か
行
け
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
観
光
体
験
を

提
供
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
黒

字
化
に
も
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
開
催
時
期

を
含
め
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
品
質

向
上
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
、

収
益
力
向
上
の
努
力
を
続
け
て
き
た
成
果
で
も

あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
た
生
産
者

と
参
加
者
の
交
流
は
、
地
域
産
品
の
購
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
定
期
購
入
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
の
様
々
な
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
F
T
E
R
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
対
応
し
た
観
光
事
業
へ
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
今
後
も
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
、
全
国
・
世
界
か
ら
地
域
の
フ
ァ

ン
を
生
み
出
す
観
光
体
験
を
創
り
続
け
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 4「ベルトラ・オンライン・アカデミー」の概要

出典：ベルトラ株式会社「オンライン・アカデミー」Webサイト（https://file.veltra.com/jp/promotion/onlineacademy/）

ン
ラ
イ
ン
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
可
能
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
お
客
様
の
た
め
に
、
地
域
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
強
い
思

い
か
ら
、
国
内
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
で
も
例
の
な
い
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
へ
の
不
安
も
あ
っ

た
。
し
か
し
「
今
、
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
や

る
か
ら
に
は
日
本
一
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を

目
指
そ
う
」
と
、
企
画
開
始
か
ら
約
2
週
間
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

は
販
売
開
始
に
至
っ
た
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
を
随
所
に

継
承
し
て
い
る
。
所
要
時
間
90
分
、
ラ
イ
ブ
中

継
を
中
心
に
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が

リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
連
携
し
て
い
た
生
産

者
や
体
験
事
業
者
と
参
加
者
と
の
交
流
を
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
参
加
人
数
も
15
名
定

員
と
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー

同
様
に
お
客
様
一
人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な

が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
。
さ
ら
に
集
合
、
バ
ス
へ
の
乗
車
、
旅
の
し

お
り
、
紙
製
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
ス
車
内
の

壁
紙
等
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
別
々
の
場
所
に

居
な
が
ら
も
、
同
じ
バ
ス
に
乗
る
（
同
じ
時
間

に
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
）
と
い
う
参
加
者
間

の
一
体
感
を
盛
り
上
げ
る
。

　
コ
ト
バ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
は

2
0
2
1
年
2
月
1
日
時
点
で
1
4
0
0
名
の

集
客
、
1
4
0
本
の
催
行
、
27
種
類
の
企
画
・

コ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
足
や

課
外
授
業
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
目
的
と
し

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・

体
験
は
知
ら
れ
ざ
る
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

　
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
競
争
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　
タ
ビ
ナ
カ
体
験
と
も
言
わ
れ
る
旅
行
先
で
の

体
験
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を

中
心
に
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
数
多

く
提
供
さ
れ
、
消
費
者
は
国
内
・
海
外
の
多
様

な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
地
域
や
観
光
事
業

者
は
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
、
選
ば
れ
続
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
消
費
者
に
選
ば

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
開
発
の
参
考
に
な
る

の
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
取

り
組
み
だ
。

　「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」は
、

ベ
ル
ト
ラ
株
式
会
社
（
以
下
、
ベ
ル
ト
ラ
）
が

運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
は
比
較
的
後
発
の
2
0
2
0
年
7
月
提
供
開

始
（
8
月
か
ら
国
内
ツ
ア
ー
提
供
開
始
）、
提
供

ツ
ア
ー
も
約
3
0
0
コ
ー
ス
と
他
社
と
比
べ
て

多
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
国
内
・
海
外
の
現
地
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

つ
な
が
る
ベ
ル
ト
ラ
が
、
優
秀
な
現
地
ガ
イ
ド

と
と
も
に
企
画
し
た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、

提
供
開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
5
ヶ
月
ほ
ど
で
1

万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
異
な
る
点
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
ガ
イ
ド
と
と
も
に
企

画
し
、
厳
選
し
た
ツ
ア
ー
の
み
を
扱
う
等
、
徹

底
的
に
質
に
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
動

画
や
解
説
主
体
の
も
の
は
扱
わ
ず
、
現
地
か
ら

の
ラ
イ
ブ
中
継
、
ま
ち
な
か
や
自
然
な
ど
の
屋

外
で
の
体
験
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ガ

イ
ド
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

や
時
差
等
の
制
約
も
あ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

あ
っ
て
も
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
旅
の
体
験
を
提
供

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
長
の
黒
木
泉
氏
は
、
人
気
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
人
気
観
光

地
よ
り
も
、
普
段
行
け
な
い
、
体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。

　
例
え
ば
、
中
南
米
の
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
マ
ナ
ウ
ス
、
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
等
、
リ

ア
ル
な
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
遠

隔
地
や
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
、
ア
ー
ト
、
ワ

イ
ン
、
あ
る
い
は
「
赤
毛
の
ア
ン
」
と
い
っ
た

特
定
の
フ
ァ
ン
層
向
け
の
ツ
ア
ー
が
思
わ
ぬ
人

気
を
博
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
時
差
の
問
題
は
あ
る
が
、

移
動
距
離
・
費
用
を
考
慮
せ
ず
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、
知
ら
な
か
っ
た
地
域
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
訪
れ
、
出
会
い
や
体
験
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
は
リ
ア
ル
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観

光
を
楽
し
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
黒
木
氏
は
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
国
内
の
自

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
担
当
し
た
宇
部
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
佐
々
木
正
志
氏
は
、

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
実
施
後
、
数
量
的
な
把

握
は
し
て
い
な
い
が
参
加
者
か
ら
特
産
品
の
追

加
注
文
が
相
当
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が

治
体
に
と
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
指

摘
す
る
。「
ベ
ル
ト
ラ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
」
で
も
い
く
つ
か
の
地
域
と
の
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名
観
光

地
、
観
光
資
源
で
は
な
く
て
も
、
地
域
の
知
ら

れ
ざ
る
文
化
や
体
験
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
テ

ー
マ
を
絞
り
、
地
元
の
方
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
ラ

イ
ブ
中
継
や
特
産
品
の
宅
配
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
と
し

て
全
国
に
発
信
・
提
供
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
旅

行
に
行
け
な
か
っ
た
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア

ー
に
よ
っ
て
観
光
を
体
験
す
る
、
離
れ
て
い
る

家
族
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
一
緒
に
楽
し
む

等
、
リ
ア
ル
の
旅
行
で
は
難
し
か
っ
た
観
光
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
価
値
に
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
認
知
度
・
経
験
率
は

ま
だ
ま
だ
低
い
。
し
か
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
目
を
向
け
、
現
在
の
暮
ら
し
を
体

験
し
、
人
々
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

内
観
光
地
の
振
興
や
来
る
べ
き
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
興
に
対
し
て
、
安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高

め
る
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い

か
、
と
黒
木
氏
は
語
る
。

終
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
観
光
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
開
始
さ

れ
た
。
ま
だ
開
始
さ
れ
て
1
年
に
満
た
な
い
中

で
、
社
会
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
た
め
、
自
社
の
た
め
に
、
多
く
の
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
観
光
の

新
し
い
形
と
し
て
の
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
取
り
組

み
は
、
リ
ア
ル
の
観
光
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

旅
の
本
質
と
は
何
か
、
地
域
の
本
質
的
な
魅
力

と
は
何
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
多
く
の
地
域
、
観
光
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

ま
ず
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
、
地
域
を
、
事
業
を
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

と
い
う
近
い
未
来
を
見
据
え
た
時
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
は
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
な
か
の
・
ふ
み
ひ
こ
）

と
し
、
特
別
な
シ
ナ
リ
オ

は
用
意
し
な
い
形
で
当
日

を
迎
え
た
。
ま
た
、
宇
部

市
側
で
は
宇
部
市
観
光
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部
と
商
工
水
産
部

（
6
次
産
業
推
進
課
）
が

連
携
し
、
宇
部
の
特
産
品

を
「
地
域
応
援
セ
ッ
ト
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
ツ

ア
ー
参
加
者
に
事
前
に
送

付
。
当
日
は
宇
部
の
産
品

を
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら

生
産
者
と
参
加
者
が
交
流

す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は

8
月
22
日
、
9
月
12
日
の

2
回
、
内
容
を
変
え
て
実

施
さ
れ
た
が
、8
月
40
名
、

9
月
50
名
と
定
員
を
上
回

る
盛
況
と
な
っ
た
。
自
然

体
で
自
慢
の
産
品
や
文
化

を
生
き
生
き
と
紹
介
す
る

宇
部
の
方
々
と
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
対
話
す
る
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

「心揺さぶる、旅の体験を届けたい」というベルトラの原点を、オンラインツアーとして提供する。
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軽
井
沢
」を
開
業
し
た
。両
施
設
と
も
、P
C

さ
れ
持
参
す
れ
ば
執
務
可
能
な
設
備
・
文
具
類
が

常
備
さ
れ
た
貸
会
議
室
の
よ
う
な
大
き
な
部
屋

で
10
人
単
位
く
ら
い（
南
紀
白
浜
は
最
大
16
名
、

軽
井
沢
は
3
部
屋
各
20
〜
30
名
）が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
出
来
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。南

紀
白
浜
は
最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実

験
的
に
小
さ
く
１
部
屋
で
始
め
ら
れ
た
が
、オ
ー

プ
ン
す
る
際
に
テ
ナ
ン
ト
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
持
た
れ
、実
際
に
使
う
企

業
が
あ
っ
た
た
め
、も
う
少
し
大
き
な
施
設
を
と

い
う
こ
と
で
軽
井
沢
の
施
設
の
計
画
が
進
ん
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

様
々
な
業
種
が
利
用

　
南
紀
白
浜
の
施
設
は
、和
歌
山
県
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、関
西
圏
が
も
ち
ろ
ん
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
は
入
る
も
の
の
、東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。羽
田
空
港
か
ら
南

紀
白
浜
空
港
は
飛
行
機
で
1
時
間
程
で
、南
紀

白
浜
空
港
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ま
で
車

で
約
5
分
、す
な
わ
ち
、羽
田
か
ら
1
時
間
半
で

業
務
開
始
で
き
る
こ
と
が
売
り
だ
。

　
田
村
氏
は
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、「
開

業
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
軽
井
沢
は
、い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
手
金
融
系
の
企
業
で
あ
っ
た
り
、軽
井
沢
に

別
荘
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
企
業
の
経
営
者

に
見
に
来
て
い
た
だ
き
、そ
こ
か
ら
つ
な
が
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。I
T

系
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
系
の
企
業
、コ
ン
サ

ル
系
等
、様
々
な
会
社
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、利
用
の
仕
方
と
し
て
、我
々

が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

役
員
ク
ラ
ス
が
会
議
を
す
る
場
と
し
て
も
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。四
半

期
ご
と
の
目
標
設
定
を
す
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー

が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
な
お
、現
状
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
県
外
か
ら
の
移
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
た
め
、会
社
で
な
く
て
も
個
人
で
利
用

出
来
る
よ
う
に
し
、地
元
の
自
営
の
方
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
都
市
部
か

ら
離
れ
軽
井
沢
に
滞
在
し
て
い
る
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

リ
ア
ル
に
議
論
で
き
る
価
値
あ
る
場
へ

　
田
村
氏
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
今

後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み

え
な
い
現
在
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、ワ
ク
チ
ン
が
出
来
、団
体
で
議
論
す
る
こ
と

が
ま
た
可
能
と
な
る〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
〞の
世

界
で
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場
の

泉
の
宿
泊
部
屋
数
が
供
給
過
剰
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊

需
要
獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
と

思
う
。ま
た
、小
宿
に
滞
在
す
る
場
合
は
周
辺
の

カ
フ
ェ
や
商
店
な
ど
を
よ
く
利
用
す
る
の
で
地

域
で
の
消
費
額
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、現
状
で
は
、朝
と
夕
方
以
降
の
楽
し
み
が

薄
い
た
め
、こ
れ
ら
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
な
る
。ま
た
、今
年
度
、国
の
補
助
事
業

で
有
馬
温
泉
エ
リ
ア
の
社
会
的
課
題
や
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ズ
・
事
業
共
創
の
可
能
性
を
探
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
し
て
お
り（
当

初
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
地
滞
在
を
予

定
し
て
い
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
）、こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
有
馬
温
泉

だ
け
で
な
く
兵
庫
県
や
神
戸
市
も
興
味
を
持
っ

て
お
り
、周
辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も

考
え
ら
れ
る
。」

〈
取
材
対
応
〉

有
馬
温
泉
観
光
協
会
会
長（
陶
泉 

御
所
坊 

代

表
取
締
役
）金
井 

啓
修 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
26
日

　
同
社
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
始
め
た

の
は
4
年
く
ら
い
前
と
か
な
り
早
い
方
で
、「
働

く
が
変
わ
れ
ば
、生
き
る
が
変
わ
る
」と
い
う
テ

ー
マ
を
持
ち
、働
く
人
も
雇
用
す
る
企
業
も
よ

り
豊
か
に
な
る
よ
う
な
働
き
方
が
で
き
た
ら
、

と
い
う
こ
と
で
動
き
始
め
た
。

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
訪
問
先
と
し
て

活
用
す
る
も
の（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ

プ
）」も
あ
る
。

 

　
現
在
、こ
う
し
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
、多
く
の
地

域
や
企
業
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
３
つ
の
取
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、取

組
み
の
現
状
や
需
要
の
動
向
、今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
元
に
整
理

し
た
。

　
草
津
温
泉
、下
呂
温
泉
と
並
ぶ
日
本
三
大
名

湯
の
一
つ
で
あ
る
有
馬
温
泉
は
、こ
れ
ま
で
に

も
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
進
め
て
き

た
が
、近
年
で
は
江
戸
時
代
の
温
泉
街
の
最
盛

期
を
表
す
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
た「
有
馬
千
軒
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば
れ
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。こ
れ
は
、2
0
1
6
年
11
月
に
有
馬
温
泉

の
中
心
街
で
火
災
が
発
生
し
、有
馬
人
形
筆
の

お
店
な
ど
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
地
の
真
ん
中
を
更
地
に
し
て
お
け
な
い
と

い
う
地
域
の
思
い
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

2
0
1
8
年
1
月
に
は
木
造
2
階
建
て
の
共
同

店
舗
が
再
建
さ
れ
、2
階
に
素
泊
ま
り
の
宿
泊

施
設「
有
馬
小
宿
　
八
多
屋
」が
開
業
し
た
。小

宿
と
は
、江
戸
時
代
末
期
の
有
馬
温
泉
に
お
い

て
、「
坊
」と
呼
ば
れ
る
各
宿
坊
に
あ
っ
た
自
炊

滞
在
型
の
宿
の
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
小
宿

の
整
備
は
、元
々
は
温
泉
だ
け
入
っ
て
炭
酸
煎

餅
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
場
所
だ
っ
た

有
馬
温
泉
を
、歩
き
た
く
な
る
、そ
し
て
滞
在
し

た
く
な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
こ
と
の
一
環
で

あ
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、こ
う
し
た
滞
在
し
た
く

な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
取
組
み
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
格
好
が
違
う
」客
層
の
増
加

有
馬
温
泉
で
は
、以
前
よ
り
作
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
っ
た
方
々
が
1
か
月
な
ど
の
長
期
で

滞
在
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た

方
々
に
と
っ
て
は
旅
館
だ
と
滞
在
し
づ
ら
い
場

合
も
あ
る
。有
馬
小
宿
な
ど
が
創
作
活
動
の
拠

点
の
近
く
に
あ
る
と
良
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
、旅
館
と
小
宿
を
上
手
く
活
用
し
た
滞
在
需

要
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

金
井
氏
は「
自
分
の
宿
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
素
泊
ま
り
の
形
態
で
販
売
を
し

て
い
る
が
、緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
1
月

で
も
予
約
を
含
め
約
50
組
の
利
用
が
あ
る
」と

話
す
。ま
た
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る

方
々
が
有
馬
温
泉
に
増
え
た
こ
と
で「
格
好
が

違
う
」客
層
が
増
え
た
と
感
じ
る
」と
の
こ
と
で

あ
る
。こ
れ
は
、ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
訳
で
も
な

く
、お
出
か
け
の
た
め
に
め
か
し
こ
ん
で
い
る

訳
で
も
な
い
、い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」ス
タ
イ
ル
へ

金
井
氏
は
有
馬
温
泉
で
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
あ
る
程
度

落
ち
着
い
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、有
馬
温

泉
に
お
い
て「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。ま
た
、有
馬
温

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
ワ
ー
ク（W

ork
）」

と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（V

acation

）」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、2
0
1
0
年
代
前
半
か
ら
欧
米

の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。元
々
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
非
常
に
勤
勉
で
、年
間
の
休
日
日
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、休
暇
中
も
メ
ー
ル

等
で
業
務
連
絡
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
事
か

ら
、家
族
等
と
一
緒
に
旅
行
を
し
な
が
ら
も
、そ

の
間
の
一
定
時
間
だ
け
行
っ
た
業
務
を
公
に
認

め
る
こ
と
と
し
た
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
、日
本
航
空
株
式
会
社
が
2
0
1
7

年
7
月
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
し
た

事
や
、和
歌
山
県
及
び
同
県
白
浜
町
に
お
い
て

2
0
1
5
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、2
0
1
8
年
8
月
に
三
菱
地

所
株
式
会
社
が
参
画
を
表
明
し
た
事
な
ど
に
よ

り
、注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
の

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
と
な
っ
た
が
、2
0
2
0
年
7
月
に
政
府
に
よ

り
、観
光
や
働
き
方
の
新
た
な
形
と
し
て
休
暇
を

楽
し
み
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、現
在
、全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
主
体
で
み
る
と
図
1
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

　
１
つ
目
は
、個
人
で
の
実
施
が
基
本
と
な
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、１
．は
じ
め
に
で
触

れ
た
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々
の
意
味
で
あ

る「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
も
の（
休
暇
活

用
タ
イ
プ
）」が
中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、そ
の
他
に
も
、「
自
社
の
保
養
所
等
の

施
設
で
休
暇
を
取
得
し
つ
つ
合
間
に
業
務
を
行

う
も
の（
福
利
厚
生
タ
イ
プ
）」や
、ノ
マ
ド
ワ
ー

カ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、「
勤
務
地
が
固
定
さ

れ
ず
仕
事
が
出
来
る
人
が
旅
先
で
も
仕
事
を
す

る
も
の（
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
）」も
あ
る
。ま

た
、Bleisu

re

（
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
/
ブ
レ
ジ
ャ

ー
：Business

＋L
eisure

の
造
語
）と
呼
ば
れ

る「
業
務
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
付
け
足
す
も

の
」も
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。

　
も
う
1
つ
は
、団
体
で
の
実
施
が
基
本
と
な

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、「
研
修
や
集
中
的

な
会
議
な
ど
を
普
段
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
離
れ

た
地
域
で
行
う
も
の（
社
員
研
修
タ
イ
プ
）」が

中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、最
近

は
施
設
内
で
の
会
議
だ
け
で
な
く
、「
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
行
う
中
で
余
暇
時
間

も
設
け
る
も
の（
地
域
対
応
タ
イ
プ
）」や
、「
普

段
の
オ
フ
ィ
ス
と
は
離
れ
た
地
域
に
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
、一
定
数
の
従
業
員
を
駐
在
さ
せ
た
り

2

❺
…

ワ
ー
ケ
ーション
〜
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確
化
が
成
否
の
決
め
手

取
材
協
力
：
福
永
香
織（
同
部 

主
任
研
究
員
）

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
）

テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
施
設
紹
介
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
各
種
情
報

を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
そ
の
仕
事
は

沖
縄
で T

e
le

w
o
rk

 &
 S

ta
y
 in

 O
k
i-

n
a
w

a

」の
開
設
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
に
係
る
費
用
補
助
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
同
局
で
は
県
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
施
設
を

紹
介
す
る
小
冊
子
も
作
成
し
て
い
る
が
、そ
こ

で
は
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

を
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
　
地
域
・
交
流
」「
自
然
・

離
島
　
便
利
・
街
中
」の
軸
で
整
理
し
、そ
れ
ぞ

れ 

①「
ビ
ー
チ
は
す
ぐ
そ
こ
。緑
に
囲
ま
れ
。

（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
×
自
然
・
離
島
）」、②「
買
い

物
・
移
動
、便
利
な
場
所
で
。（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

×
便
利
・
街
中
）」、③「
離
島
の
古
民
家
。山
原
の

商
店
街
。（
地
域
・
交
流
×
自
然
・
離
島
）」、④「
地

域
の
人
も
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
。（
地
域
・
交

流
×
便
利
・
街
中
）」と
し
て
整
理
し
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
が
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

　
沖
縄
県
内
の
宿
泊
施
設
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、個
人
客

に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
利
用
や
、

企
業
向
け
の
研
修
や
企
業
の
福
利
厚
生
面
で
の

需
要
な
ど
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、大
都
市
圏
で
働
く
人
は
現
状
テ
レ

ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、人
が
集

ま
る
意
味
を
見
直
し
て
お
り
、場
所
に
払
っ
て

い
た
コ
ス
ト
を
人
の
成
長
や
従
業
員
同
士
の
よ

り
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
同
局
で
は
、事
業
の
最
終
的
な
目
的
を

「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」と
し
て
、地
域
を
深

く
知
る
機
会
や
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
る
。鈴
木
氏
は「
従
来
、県
外

企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
際
に
は
、企
業
幹
部

主
導
で
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、最
近
で
は
、企
業
の
ト
ッ
プ
が
沖
縄

が
好
き
で
既
に
沖
縄
に
居
住
し
て
い
た
り
、拠

点
を
置
い
て
い
る
な
ど
、地
域
と
の「
縁
」が
企

業
進
出
や
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
と
の「
縁
」を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、ま
ず

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
中
短
期
で
の
滞
在

を
す
る
、と
い
う
需
要
も
出
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き

た
が
、施
設
を
作
っ
た
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ

ん
。今
後
は
、企
業
が
ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、

地
域
と
し
て
ど
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

や
企
業
に
来
て
ほ
し
い
の
か
、何
故
来
て
ほ
し

い
の
か
を
発
信
し
、地
域
と
の
接
点
を
も
っ
と

増
や
し
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。」と
話
す
。

 

　
今
後
の
同
局
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ

い
て
鶴
見
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
我
々
の
事
業
の
当
初
の
切
り
口
は
観
光
が
主

目
的
と
な
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
意
義
を
追
求
し
た
結

果
、最
終
的
に
は
企
業
進
出
に
繋
が
る
も
の
と

い
う
方
向
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
き
方
が
変
化

し
、会
社
に
1
0
0
％
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た

結
果
、自
分
が
貢
献
で
き
る
地
域
課
題
が
あ
れ

価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。昨
今
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
増
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
は
、

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、リ
ア
ル
で
会
議
す
る
際
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、当
社
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
選
ば
れ
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、当
社
の
施
設
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
て
い
た
り
、東
京
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、現
地
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
、地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
C
S
R
活
動
も
希

望
が
あ
れ
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
組
む
こ
と
も

出
来
ま
す
。企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
薄
れ
が
ち

な
昨
今
の
企
業
向
け
の〝
サ
プ
リ
メ
ン
ト
〞と
し

て
、各
企
業
の
総
務
部
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
、と
考
え
て
お
り
ま
す
」

〈
取
材
対
応
〉

三
菱
地
所
株
式
会
社 

営
業
企
画
部 

田
村 

可
奈 

氏
※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
13
日

 

沖
縄
全
体
と
し
て
は
、観
光
が
主
目
的
と
な
る

休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ま
た
業
務
が
主
目
的
と
な
る
社
員
研
修
や

地
域
課
題
解
決
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両

方
が
取
り
組
ん
で
い
る
。観
光
面
で
は
県
の
観

光
担
当
部
署
や
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー（
O
C
V
B
）が
、業
務
面
で
は
同
局

や
県
の
企
業
誘
致
担
当
部
署
、沖
縄
I
T
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
O
）が
足

並
み
を
揃
え
な
が
ら
取
組
ん
で
い
る
。

　
同
局
で
は
、2
0
1
8
年
よ
り「
沖
縄
テ
レ
ワ

ー
ク
」の
推
進
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、県
内
の

ば
、そ
こ
に
自
分
の
空
い
た
リ
ソ
ー
ス
を
投
下

し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。地
方
で
は
、地
域
課
題
を
解
決
で
き
た
り
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
人
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
方
々
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
滞
在
を

通
じ
て「
関
係
人
口
化
」を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、自
局
の
事
業
は
業
務
寄

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
普
段
の
仕
事

を
し
な
が
ら
沖
縄
に
来
た
い
人
は
多
く
い
る
と

思
う
の
で
、休
暇
主
体
、業
務
主
体
の
両
方
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
は
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
あ

り
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
が
進

ん
だ
際
に
は
、沖
縄
と
し
て
休
暇
主
体
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、今

後
も
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

〈
取
材
対
応
〉

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課 

課
長
補
佐 

鶴
見 

有
衣 

氏
、係
長 

鈴
木 

圭
三 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
18
日

　
各
取
組
み
事
例
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
目
指

す
目
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
活
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。有
馬
温
泉（
有
馬
温
泉

観
光
協
会
）で
は「
滞
在
型
の
温
泉
地
を
目
指
す

こ
と
」を
、三
菱
地
所
株
式
会
社
で
は「
働
く
人
や

雇
用
す
る
企
業
が
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
」を
、

そ
し
て
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）で
は

「
県
外
企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
こ
と
」を
そ
れ

ぞ
れ
目
的
と
し
た
上
で
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、多
く

の
地
域
や
事
業
者
が
こ
の
動
き
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
取
り
組
ん
で
い
る
が
、何
を
目
的
と
し
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
か
を
改
め
て
考

え
て
み
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
目
的
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
訪

れ
る
人
と
訪
れ
る
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
伺
え
る
。観
光
が

主
目
的
と
し
て
も
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
よ

う
に
な
れ
ば
、観
光
客
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
行

か
な
か
っ
た
よ
う
な
お
店
や
場
所
に
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
の
経
験
が
良
い
も
の
で

あ
れ
ば
、ま
た
滞
在
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
業
務
が
主
目
的
で
あ

れ
ば
、地
域
の
実
態
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、そ
こ
に
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
拠
点
を
持
と
う
、と
い
う
発
想
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、働
き
方
の
多

様
化
が
進
み
休
暇
と
業
務
の
境
界
が
よ
り
曖
昧

に
な
っ
て
く
る
と
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々

の
意
味
で
あ
っ
た「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行

う
」と
い
っ
た
感
覚
も
な
く
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。一
方
で
業
務
を
主
目
的
と
し
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
の
動

き
が
活
発
に
な
り
休
暇
の
意
味
合
い
が
薄
れ
て

く
れ
ば
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。こ

の
よ
う
に
過
渡
期
と
も
捉
え
ら
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、今
後
の
動
向
に
引
き
続
き

注
目
し
て
い
き
た
い
。　
 （
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

　
同
社
で
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、"va

ca
-

tio
n
"

に
限
定
せ
ず
、更
に
個
人
と
い
う
よ
り
チ

ー
ム
で
働
く
こ
と
、と
想
定
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
も
、複
数
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
あ
え
て
場
所
を
変
え
て
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
い（lo

catio
n

）、日
常
で
は
生
ま
れ

な
い
会
話
や
閃
き
を
生
み
出
し（co

m
m

u
n
i-

ca
tio

n

）、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
促
し

（in
n
o
vatio

n

）、そ
の
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
繋
げ
る（m

o
tiv

a
tio

n

）、様
々
な

"a
tio

n
"

を
引
き
起
こ
す"W

O
R

K
×

a
tio

n
 

S
ite"

、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
特
化
型
オ
フ

ィ
ス
』と
位
置
づ
け
て
い
る
。地
域
の
地
方
創
生

へ
の
寄
与
も
狙
い
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
は
、2
0
1
9
年
5
月
に
和
歌
山
県
白
浜

町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス「W

O
R
K
×

a-

tion S
ite

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サ
イ
ト) 

南
紀
白

浜
」を
、2
0
2
0
年
7
月
に
第
2
弾
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し
て「W

O
R
K
×

ation
 

　
こ
れ
以
降
、同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、温

泉
街
の
中
の
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、旅
館
が

別
館
と
い
う
考
え

方
で
管
理
を
行
う

「
有
馬
小
宿
」の
整

備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、現
在
で
は

宿
泊
で
き
る
部
屋

が
計
32
室
あ
る
。

①
有
馬
温
泉（
有
馬
温
泉
観
光
協
会
）の
取
組
み

有
馬
千
軒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

図 1 ワーケーションの主なタイプ

2
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

タ
イ
プ

3
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
地
域
や
企
業
の

取
組
み
事
例

1
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

出所）各種資料を元に筆者作成
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軽
井
沢
」を
開
業
し
た
。両
施
設
と
も
、P
C

さ
れ
持
参
す
れ
ば
執
務
可
能
な
設
備
・
文
具
類
が

常
備
さ
れ
た
貸
会
議
室
の
よ
う
な
大
き
な
部
屋

で
10
人
単
位
く
ら
い（
南
紀
白
浜
は
最
大
16
名
、

軽
井
沢
は
3
部
屋
各
20
〜
30
名
）が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
出
来
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。南

紀
白
浜
は
最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実

験
的
に
小
さ
く
１
部
屋
で
始
め
ら
れ
た
が
、オ
ー

プ
ン
す
る
際
に
テ
ナ
ン
ト
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
持
た
れ
、実
際
に
使
う
企

業
が
あ
っ
た
た
め
、も
う
少
し
大
き
な
施
設
を
と

い
う
こ
と
で
軽
井
沢
の
施
設
の
計
画
が
進
ん
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

様
々
な
業
種
が
利
用

　
南
紀
白
浜
の
施
設
は
、和
歌
山
県
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、関
西
圏
が
も
ち
ろ
ん
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
は
入
る
も
の
の
、東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。羽
田
空
港
か
ら
南

紀
白
浜
空
港
は
飛
行
機
で
1
時
間
程
で
、南
紀

白
浜
空
港
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ま
で
車

で
約
5
分
、す
な
わ
ち
、羽
田
か
ら
1
時
間
半
で

業
務
開
始
で
き
る
こ
と
が
売
り
だ
。

　
田
村
氏
は
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、「
開

業
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
軽
井
沢
は
、い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
手
金
融
系
の
企
業
で
あ
っ
た
り
、軽
井
沢
に

別
荘
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
企
業
の
経
営
者

に
見
に
来
て
い
た
だ
き
、そ
こ
か
ら
つ
な
が
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。I
T

系
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
系
の
企
業
、コ
ン
サ

ル
系
等
、様
々
な
会
社
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、利
用
の
仕
方
と
し
て
、我
々

が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

役
員
ク
ラ
ス
が
会
議
を
す
る
場
と
し
て
も
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。四
半

期
ご
と
の
目
標
設
定
を
す
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー

が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
な
お
、現
状
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
県
外
か
ら
の
移
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
た
め
、会
社
で
な
く
て
も
個
人
で
利
用

出
来
る
よ
う
に
し
、地
元
の
自
営
の
方
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
都
市
部
か

ら
離
れ
軽
井
沢
に
滞
在
し
て
い
る
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

リ
ア
ル
に
議
論
で
き
る
価
値
あ
る
場
へ

　
田
村
氏
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
今

後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み

え
な
い
現
在
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、ワ
ク
チ
ン
が
出
来
、団
体
で
議
論
す
る
こ
と

が
ま
た
可
能
と
な
る〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
〞の
世

界
で
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場
の

泉
の
宿
泊
部
屋
数
が
供
給
過
剰
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊

需
要
獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
と

思
う
。ま
た
、小
宿
に
滞
在
す
る
場
合
は
周
辺
の

カ
フ
ェ
や
商
店
な
ど
を
よ
く
利
用
す
る
の
で
地

域
で
の
消
費
額
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、現
状
で
は
、朝
と
夕
方
以
降
の
楽
し
み
が

薄
い
た
め
、こ
れ
ら
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
な
る
。ま
た
、今
年
度
、国
の
補
助
事
業

で
有
馬
温
泉
エ
リ
ア
の
社
会
的
課
題
や
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ズ
・
事
業
共
創
の
可
能
性
を
探
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
し
て
お
り（
当

初
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
地
滞
在
を
予

定
し
て
い
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
）、こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
有
馬
温
泉

だ
け
で
な
く
兵
庫
県
や
神
戸
市
も
興
味
を
持
っ

て
お
り
、周
辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も

考
え
ら
れ
る
。」

〈
取
材
対
応
〉

有
馬
温
泉
観
光
協
会
会
長（
陶
泉 

御
所
坊 

代

表
取
締
役
）金
井 

啓
修 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
26
日

　
同
社
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
始
め
た

の
は
4
年
く
ら
い
前
と
か
な
り
早
い
方
で
、「
働

く
が
変
わ
れ
ば
、生
き
る
が
変
わ
る
」と
い
う
テ

ー
マ
を
持
ち
、働
く
人
も
雇
用
す
る
企
業
も
よ

り
豊
か
に
な
る
よ
う
な
働
き
方
が
で
き
た
ら
、

と
い
う
こ
と
で
動
き
始
め
た
。

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
訪
問
先
と
し
て

活
用
す
る
も
の（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ

プ
）」も
あ
る
。

 

　
現
在
、こ
う
し
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
、多
く
の
地

域
や
企
業
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
３
つ
の
取
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、取

組
み
の
現
状
や
需
要
の
動
向
、今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
元
に
整
理

し
た
。

　
草
津
温
泉
、下
呂
温
泉
と
並
ぶ
日
本
三
大
名

湯
の
一
つ
で
あ
る
有
馬
温
泉
は
、こ
れ
ま
で
に

も
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
進
め
て
き

た
が
、近
年
で
は
江
戸
時
代
の
温
泉
街
の
最
盛

期
を
表
す
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
た「
有
馬
千
軒
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば
れ
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。こ
れ
は
、2
0
1
6
年
11
月
に
有
馬
温
泉

の
中
心
街
で
火
災
が
発
生
し
、有
馬
人
形
筆
の

お
店
な
ど
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
地
の
真
ん
中
を
更
地
に
し
て
お
け
な
い
と

い
う
地
域
の
思
い
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

2
0
1
8
年
1
月
に
は
木
造
2
階
建
て
の
共
同

店
舗
が
再
建
さ
れ
、2
階
に
素
泊
ま
り
の
宿
泊

施
設「
有
馬
小
宿
　
八
多
屋
」が
開
業
し
た
。小

宿
と
は
、江
戸
時
代
末
期
の
有
馬
温
泉
に
お
い

て
、「
坊
」と
呼
ば
れ
る
各
宿
坊
に
あ
っ
た
自
炊

滞
在
型
の
宿
の
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
小
宿

の
整
備
は
、元
々
は
温
泉
だ
け
入
っ
て
炭
酸
煎

餅
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
場
所
だ
っ
た

有
馬
温
泉
を
、歩
き
た
く
な
る
、そ
し
て
滞
在
し

た
く
な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
こ
と
の
一
環
で

あ
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、こ
う
し
た
滞
在
し
た
く

な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
取
組
み
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
格
好
が
違
う
」客
層
の
増
加

有
馬
温
泉
で
は
、以
前
よ
り
作
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
っ
た
方
々
が
1
か
月
な
ど
の
長
期
で

滞
在
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た

方
々
に
と
っ
て
は
旅
館
だ
と
滞
在
し
づ
ら
い
場

合
も
あ
る
。有
馬
小
宿
な
ど
が
創
作
活
動
の
拠

点
の
近
く
に
あ
る
と
良
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
、旅
館
と
小
宿
を
上
手
く
活
用
し
た
滞
在
需

要
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

金
井
氏
は「
自
分
の
宿
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
素
泊
ま
り
の
形
態
で
販
売
を
し

て
い
る
が
、緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
1
月

で
も
予
約
を
含
め
約
50
組
の
利
用
が
あ
る
」と

話
す
。ま
た
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る

方
々
が
有
馬
温
泉
に
増
え
た
こ
と
で「
格
好
が

違
う
」客
層
が
増
え
た
と
感
じ
る
」と
の
こ
と
で

あ
る
。こ
れ
は
、ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
訳
で
も
な

く
、お
出
か
け
の
た
め
に
め
か
し
こ
ん
で
い
る

訳
で
も
な
い
、い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」ス
タ
イ
ル
へ

金
井
氏
は
有
馬
温
泉
で
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
あ
る
程
度

落
ち
着
い
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、有
馬
温

泉
に
お
い
て「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。ま
た
、有
馬
温

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
ワ
ー
ク（W

ork

）」

と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（V

acation

）」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、2
0
1
0
年
代
前
半
か
ら
欧
米

の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。元
々
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
非
常
に
勤
勉
で
、年
間
の
休
日
日
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、休
暇
中
も
メ
ー
ル

等
で
業
務
連
絡
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
事
か

ら
、家
族
等
と
一
緒
に
旅
行
を
し
な
が
ら
も
、そ

の
間
の
一
定
時
間
だ
け
行
っ
た
業
務
を
公
に
認

め
る
こ
と
と
し
た
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
、日
本
航
空
株
式
会
社
が
2
0
1
7

年
7
月
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
し
た

事
や
、和
歌
山
県
及
び
同
県
白
浜
町
に
お
い
て

2
0
1
5
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、2
0
1
8
年
8
月
に
三
菱
地

所
株
式
会
社
が
参
画
を
表
明
し
た
事
な
ど
に
よ

り
、注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
の

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
と
な
っ
た
が
、2
0
2
0
年
7
月
に
政
府
に
よ

り
、観
光
や
働
き
方
の
新
た
な
形
と
し
て
休
暇
を

楽
し
み
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、現
在
、全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
主
体
で
み
る
と
図
1
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

　
１
つ
目
は
、個
人
で
の
実
施
が
基
本
と
な
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、１
．は
じ
め
に
で
触

れ
た
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々
の
意
味
で
あ

る「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
も
の（
休
暇
活

用
タ
イ
プ
）」が
中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、そ
の
他
に
も
、「
自
社
の
保
養
所
等
の

施
設
で
休
暇
を
取
得
し
つ
つ
合
間
に
業
務
を
行

う
も
の（
福
利
厚
生
タ
イ
プ
）」や
、ノ
マ
ド
ワ
ー

カ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、「
勤
務
地
が
固
定
さ

れ
ず
仕
事
が
出
来
る
人
が
旅
先
で
も
仕
事
を
す

る
も
の（
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
）」も
あ
る
。ま

た
、Bleisu

re

（
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
/
ブ
レ
ジ
ャ

ー
：Business

＋L
eisure

の
造
語
）と
呼
ば
れ

る「
業
務
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
付
け
足
す
も

の
」も
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。

　
も
う
1
つ
は
、団
体
で
の
実
施
が
基
本
と
な

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、「
研
修
や
集
中
的

な
会
議
な
ど
を
普
段
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
離
れ

た
地
域
で
行
う
も
の（
社
員
研
修
タ
イ
プ
）」が

中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、最
近

は
施
設
内
で
の
会
議
だ
け
で
な
く
、「
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
行
う
中
で
余
暇
時
間

も
設
け
る
も
の（
地
域
対
応
タ
イ
プ
）」や
、「
普

段
の
オ
フ
ィ
ス
と
は
離
れ
た
地
域
に
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
、一
定
数
の
従
業
員
を
駐
在
さ
せ
た
り

テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
施
設
紹
介
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
各
種
情
報

を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
そ
の
仕
事
は

沖
縄
で T

e
le

w
o
rk

 &
 S

ta
y
 in

 O
k
i-

n
a
w

a

」の
開
設
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
に
係
る
費
用
補
助
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
同
局
で
は
県
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
施
設
を

紹
介
す
る
小
冊
子
も
作
成
し
て
い
る
が
、そ
こ

で
は
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

を
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
　
地
域
・
交
流
」「
自
然
・

離
島
　
便
利
・
街
中
」の
軸
で
整
理
し
、そ
れ
ぞ

れ 

①「
ビ
ー
チ
は
す
ぐ
そ
こ
。緑
に
囲
ま
れ
。

（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
×
自
然
・
離
島
）」、②「
買
い

物
・
移
動
、便
利
な
場
所
で
。（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

×
便
利
・
街
中
）」、③「
離
島
の
古
民
家
。山
原
の

商
店
街
。（
地
域
・
交
流
×
自
然
・
離
島
）」、④「
地

域
の
人
も
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
。（
地
域
・
交

流
×
便
利
・
街
中
）」と
し
て
整
理
し
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
が
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

　
沖
縄
県
内
の
宿
泊
施
設
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、個
人
客

に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
利
用
や
、

企
業
向
け
の
研
修
や
企
業
の
福
利
厚
生
面
で
の

需
要
な
ど
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、大
都
市
圏
で
働
く
人
は
現
状
テ
レ

ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、人
が
集

ま
る
意
味
を
見
直
し
て
お
り
、場
所
に
払
っ
て

い
た
コ
ス
ト
を
人
の
成
長
や
従
業
員
同
士
の
よ

り
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
同
局
で
は
、事
業
の
最
終
的
な
目
的
を

「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」と
し
て
、地
域
を
深

く
知
る
機
会
や
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
る
。鈴
木
氏
は「
従
来
、県
外

企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
際
に
は
、企
業
幹
部

主
導
で
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、最
近
で
は
、企
業
の
ト
ッ
プ
が
沖
縄

が
好
き
で
既
に
沖
縄
に
居
住
し
て
い
た
り
、拠

点
を
置
い
て
い
る
な
ど
、地
域
と
の「
縁
」が
企

業
進
出
や
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
と
の「
縁
」を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、ま
ず

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
中
短
期
で
の
滞
在

を
す
る
、と
い
う
需
要
も
出
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き

た
が
、施
設
を
作
っ
た
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ

ん
。今
後
は
、企
業
が
ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、

地
域
と
し
て
ど
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

や
企
業
に
来
て
ほ
し
い
の
か
、何
故
来
て
ほ
し

い
の
か
を
発
信
し
、地
域
と
の
接
点
を
も
っ
と

増
や
し
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。」と
話
す
。

 

　
今
後
の
同
局
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ

い
て
鶴
見
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
我
々
の
事
業
の
当
初
の
切
り
口
は
観
光
が
主

目
的
と
な
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
意
義
を
追
求
し
た
結

果
、最
終
的
に
は
企
業
進
出
に
繋
が
る
も
の
と

い
う
方
向
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
き
方
が
変
化

し
、会
社
に
1
0
0
％
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た

結
果
、自
分
が
貢
献
で
き
る
地
域
課
題
が
あ
れ

「
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
」の
推
進

働
く
環
境
を
変
え
ら
れ
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
整
備

価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。昨
今
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
増
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
は
、

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、リ
ア
ル
で
会
議
す
る
際
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、当
社
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
選
ば
れ
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、当
社
の
施
設
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
て
い
た
り
、東
京
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、現
地
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
、地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
C
S
R
活
動
も
希

望
が
あ
れ
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
組
む
こ
と
も

出
来
ま
す
。企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
薄
れ
が
ち

な
昨
今
の
企
業
向
け
の〝
サ
プ
リ
メ
ン
ト
〞と
し

て
、各
企
業
の
総
務
部
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
、と
考
え
て
お
り
ま
す
」

〈
取
材
対
応
〉

三
菱
地
所
株
式
会
社 

営
業
企
画
部 

田
村 

可
奈 

氏
※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
13
日

 

沖
縄
全
体
と
し
て
は
、観
光
が
主
目
的
と
な
る

休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ま
た
業
務
が
主
目
的
と
な
る
社
員
研
修
や

地
域
課
題
解
決
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両

方
が
取
り
組
ん
で
い
る
。観
光
面
で
は
県
の
観

光
担
当
部
署
や
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー（
O
C
V
B
）が
、業
務
面
で
は
同
局

や
県
の
企
業
誘
致
担
当
部
署
、沖
縄
I
T
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
O
）が
足

並
み
を
揃
え
な
が
ら
取
組
ん
で
い
る
。

　
同
局
で
は
、2
0
1
8
年
よ
り「
沖
縄
テ
レ
ワ

ー
ク
」の
推
進
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、県
内
の

ば
、そ
こ
に
自
分
の
空
い
た
リ
ソ
ー
ス
を
投
下

し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。地
方
で
は
、地
域
課
題
を
解
決
で
き
た
り
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
人
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
方
々
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
滞
在
を

通
じ
て「
関
係
人
口
化
」を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、自
局
の
事
業
は
業
務
寄

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
普
段
の
仕
事

を
し
な
が
ら
沖
縄
に
来
た
い
人
は
多
く
い
る
と

思
う
の
で
、休
暇
主
体
、業
務
主
体
の
両
方
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
は
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
あ

り
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
が
進

ん
だ
際
に
は
、沖
縄
と
し
て
休
暇
主
体
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、今

後
も
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

〈
取
材
対
応
〉

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課 

課
長
補
佐 

鶴
見 

有
衣 

氏
、係
長 

鈴
木 

圭
三 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
18
日

　
各
取
組
み
事
例
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
目
指

す
目
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
活
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。有
馬
温
泉（
有
馬
温
泉

観
光
協
会
）で
は「
滞
在
型
の
温
泉
地
を
目
指
す

こ
と
」を
、三
菱
地
所
株
式
会
社
で
は「
働
く
人
や

雇
用
す
る
企
業
が
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
」を
、

そ
し
て
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）で
は

「
県
外
企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
こ
と
」を
そ
れ

ぞ
れ
目
的
と
し
た
上
で
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、多
く

の
地
域
や
事
業
者
が
こ
の
動
き
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
取
り
組
ん
で
い
る
が
、何
を
目
的
と
し
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
か
を
改
め
て
考

え
て
み
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
目
的
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
訪

れ
る
人
と
訪
れ
る
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
伺
え
る
。観
光
が

主
目
的
と
し
て
も
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
よ

う
に
な
れ
ば
、観
光
客
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
行

か
な
か
っ
た
よ
う
な
お
店
や
場
所
に
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
の
経
験
が
良
い
も
の
で

あ
れ
ば
、ま
た
滞
在
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
業
務
が
主
目
的
で
あ

れ
ば
、地
域
の
実
態
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、そ
こ
に
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
拠
点
を
持
と
う
、と
い
う
発
想
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、働
き
方
の
多

様
化
が
進
み
休
暇
と
業
務
の
境
界
が
よ
り
曖
昧

に
な
っ
て
く
る
と
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々

の
意
味
で
あ
っ
た「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行

う
」と
い
っ
た
感
覚
も
な
く
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。一
方
で
業
務
を
主
目
的
と
し
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
の
動

き
が
活
発
に
な
り
休
暇
の
意
味
合
い
が
薄
れ
て

く
れ
ば
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。こ

の
よ
う
に
過
渡
期
と
も
捉
え
ら
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、今
後
の
動
向
に
引
き
続
き

注
目
し
て
い
き
た
い
。　
 （
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

　
同
社
で
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、"va

ca
-

tio
n
"

に
限
定
せ
ず
、更
に
個
人
と
い
う
よ
り
チ

ー
ム
で
働
く
こ
と
、と
想
定
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
も
、複
数
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
あ
え
て
場
所
を
変
え
て
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
い（lo

catio
n

）、日
常
で
は
生
ま
れ

な
い
会
話
や
閃
き
を
生
み
出
し（co

m
m

u
n
i-

ca
tio

n

）、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
促
し

（in
n
o
vatio

n

）、そ
の
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
繋
げ
る（m

o
tiv

a
tio

n

）、様
々
な

"a
tio

n
"

を
引
き
起
こ
す"W

O
R

K
×

a
tio

n
 

S
ite"

、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
特
化
型
オ
フ

ィ
ス
』と
位
置
づ
け
て
い
る
。地
域
の
地
方
創
生

へ
の
寄
与
も
狙
い
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
は
、2
0
1
9
年
5
月
に
和
歌
山
県
白
浜

町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス「W

O
R
K
×

a-

tion S
ite

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サ
イ
ト) 

南
紀
白

浜
」を
、2
0
2
0
年
7
月
に
第
2
弾
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し
て「W

O
R
K
×

ation
 

写真左：再建された
共同店舗。2階が「有
馬小宿 八多屋」
写真右：「有馬小宿　
駿河亭」室内。仕事を
しても疲れにくい椅子
と机も用意。

WORK×ationSite軽井沢の外観（駐車場から）

利用風景（軽井沢）

沖縄でのワーケーションのタイプを示す小冊子

　
こ
れ
以
降
、同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、温

泉
街
の
中
の
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、旅
館
が

別
館
と
い
う
考
え

方
で
管
理
を
行
う

「
有
馬
小
宿
」の
整

備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、現
在
で
は

宿
泊
で
き
る
部
屋

が
計
32
室
あ
る
。

③
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）の
取
組
み

②
三
菱
地
所
株
式
会
社
の
取
組
み

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❺ワーケーション2

28
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軽
井
沢
」を
開
業
し
た
。両
施
設
と
も
、P
C

さ
れ
持
参
す
れ
ば
執
務
可
能
な
設
備
・
文
具
類
が

常
備
さ
れ
た
貸
会
議
室
の
よ
う
な
大
き
な
部
屋

で
10
人
単
位
く
ら
い（
南
紀
白
浜
は
最
大
16
名
、

軽
井
沢
は
3
部
屋
各
20
〜
30
名
）が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
出
来
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。南

紀
白
浜
は
最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実

験
的
に
小
さ
く
１
部
屋
で
始
め
ら
れ
た
が
、オ
ー

プ
ン
す
る
際
に
テ
ナ
ン
ト
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
持
た
れ
、実
際
に
使
う
企

業
が
あ
っ
た
た
め
、も
う
少
し
大
き
な
施
設
を
と

い
う
こ
と
で
軽
井
沢
の
施
設
の
計
画
が
進
ん
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

様
々
な
業
種
が
利
用

　
南
紀
白
浜
の
施
設
は
、和
歌
山
県
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、関
西
圏
が
も
ち
ろ
ん
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
は
入
る
も
の
の
、東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。羽
田
空
港
か
ら
南

紀
白
浜
空
港
は
飛
行
機
で
1
時
間
程
で
、南
紀

白
浜
空
港
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ま
で
車

で
約
5
分
、す
な
わ
ち
、羽
田
か
ら
1
時
間
半
で

業
務
開
始
で
き
る
こ
と
が
売
り
だ
。

　
田
村
氏
は
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、「
開

業
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
軽
井
沢
は
、い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
手
金
融
系
の
企
業
で
あ
っ
た
り
、軽
井
沢
に

別
荘
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
企
業
の
経
営
者

に
見
に
来
て
い
た
だ
き
、そ
こ
か
ら
つ
な
が
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。I
T

系
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
系
の
企
業
、コ
ン
サ

ル
系
等
、様
々
な
会
社
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、利
用
の
仕
方
と
し
て
、我
々

が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

役
員
ク
ラ
ス
が
会
議
を
す
る
場
と
し
て
も
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。四
半

期
ご
と
の
目
標
設
定
を
す
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー

が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
な
お
、現
状
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
県
外
か
ら
の
移
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
た
め
、会
社
で
な
く
て
も
個
人
で
利
用

出
来
る
よ
う
に
し
、地
元
の
自
営
の
方
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
都
市
部
か

ら
離
れ
軽
井
沢
に
滞
在
し
て
い
る
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

リ
ア
ル
に
議
論
で
き
る
価
値
あ
る
場
へ

　
田
村
氏
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
今

後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み

え
な
い
現
在
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、ワ
ク
チ
ン
が
出
来
、団
体
で
議
論
す
る
こ
と

が
ま
た
可
能
と
な
る〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
〞の
世

界
で
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場
の

泉
の
宿
泊
部
屋
数
が
供
給
過
剰
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊

需
要
獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
と

思
う
。ま
た
、小
宿
に
滞
在
す
る
場
合
は
周
辺
の

カ
フ
ェ
や
商
店
な
ど
を
よ
く
利
用
す
る
の
で
地

域
で
の
消
費
額
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、現
状
で
は
、朝
と
夕
方
以
降
の
楽
し
み
が

薄
い
た
め
、こ
れ
ら
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
な
る
。ま
た
、今
年
度
、国
の
補
助
事
業

で
有
馬
温
泉
エ
リ
ア
の
社
会
的
課
題
や
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ズ
・
事
業
共
創
の
可
能
性
を
探
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
し
て
お
り（
当

初
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
地
滞
在
を
予

定
し
て
い
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
）、こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
有
馬
温
泉

だ
け
で
な
く
兵
庫
県
や
神
戸
市
も
興
味
を
持
っ

て
お
り
、周
辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も

考
え
ら
れ
る
。」

〈
取
材
対
応
〉

有
馬
温
泉
観
光
協
会
会
長（
陶
泉 

御
所
坊 

代

表
取
締
役
）金
井 

啓
修 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
26
日

　
同
社
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
始
め
た

の
は
4
年
く
ら
い
前
と
か
な
り
早
い
方
で
、「
働

く
が
変
わ
れ
ば
、生
き
る
が
変
わ
る
」と
い
う
テ

ー
マ
を
持
ち
、働
く
人
も
雇
用
す
る
企
業
も
よ

り
豊
か
に
な
る
よ
う
な
働
き
方
が
で
き
た
ら
、

と
い
う
こ
と
で
動
き
始
め
た
。

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
訪
問
先
と
し
て

活
用
す
る
も
の（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ

プ
）」も
あ
る
。

 

　
現
在
、こ
う
し
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
、多
く
の
地

域
や
企
業
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
３
つ
の
取
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、取

組
み
の
現
状
や
需
要
の
動
向
、今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
元
に
整
理

し
た
。

　
草
津
温
泉
、下
呂
温
泉
と
並
ぶ
日
本
三
大
名

湯
の
一
つ
で
あ
る
有
馬
温
泉
は
、こ
れ
ま
で
に

も
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
進
め
て
き

た
が
、近
年
で
は
江
戸
時
代
の
温
泉
街
の
最
盛

期
を
表
す
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
た「
有
馬
千
軒
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば
れ
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。こ
れ
は
、2
0
1
6
年
11
月
に
有
馬
温
泉

の
中
心
街
で
火
災
が
発
生
し
、有
馬
人
形
筆
の

お
店
な
ど
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
地
の
真
ん
中
を
更
地
に
し
て
お
け
な
い
と

い
う
地
域
の
思
い
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

2
0
1
8
年
1
月
に
は
木
造
2
階
建
て
の
共
同

店
舗
が
再
建
さ
れ
、2
階
に
素
泊
ま
り
の
宿
泊

施
設「
有
馬
小
宿
　
八
多
屋
」が
開
業
し
た
。小

宿
と
は
、江
戸
時
代
末
期
の
有
馬
温
泉
に
お
い

て
、「
坊
」と
呼
ば
れ
る
各
宿
坊
に
あ
っ
た
自
炊

滞
在
型
の
宿
の
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
小
宿

の
整
備
は
、元
々
は
温
泉
だ
け
入
っ
て
炭
酸
煎

餅
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
場
所
だ
っ
た

有
馬
温
泉
を
、歩
き
た
く
な
る
、そ
し
て
滞
在
し

た
く
な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
こ
と
の
一
環
で

あ
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、こ
う
し
た
滞
在
し
た
く

な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
取
組
み
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
格
好
が
違
う
」客
層
の
増
加

有
馬
温
泉
で
は
、以
前
よ
り
作
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
っ
た
方
々
が
1
か
月
な
ど
の
長
期
で

滞
在
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た

方
々
に
と
っ
て
は
旅
館
だ
と
滞
在
し
づ
ら
い
場

合
も
あ
る
。有
馬
小
宿
な
ど
が
創
作
活
動
の
拠

点
の
近
く
に
あ
る
と
良
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
、旅
館
と
小
宿
を
上
手
く
活
用
し
た
滞
在
需

要
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

金
井
氏
は「
自
分
の
宿
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
素
泊
ま
り
の
形
態
で
販
売
を
し

て
い
る
が
、緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
1
月

で
も
予
約
を
含
め
約
50
組
の
利
用
が
あ
る
」と

話
す
。ま
た
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る

方
々
が
有
馬
温
泉
に
増
え
た
こ
と
で「
格
好
が

違
う
」客
層
が
増
え
た
と
感
じ
る
」と
の
こ
と
で

あ
る
。こ
れ
は
、ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
訳
で
も
な

く
、お
出
か
け
の
た
め
に
め
か
し
こ
ん
で
い
る

訳
で
も
な
い
、い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」ス
タ
イ
ル
へ

金
井
氏
は
有
馬
温
泉
で
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
あ
る
程
度

落
ち
着
い
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、有
馬
温

泉
に
お
い
て「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。ま
た
、有
馬
温

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
ワ
ー
ク（W

ork

）」

と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（V

acation

）」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、2
0
1
0
年
代
前
半
か
ら
欧
米

の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。元
々
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
非
常
に
勤
勉
で
、年
間
の
休
日
日
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、休
暇
中
も
メ
ー
ル

等
で
業
務
連
絡
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
事
か

ら
、家
族
等
と
一
緒
に
旅
行
を
し
な
が
ら
も
、そ

の
間
の
一
定
時
間
だ
け
行
っ
た
業
務
を
公
に
認

め
る
こ
と
と
し
た
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
、日
本
航
空
株
式
会
社
が
2
0
1
7

年
7
月
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
し
た

事
や
、和
歌
山
県
及
び
同
県
白
浜
町
に
お
い
て

2
0
1
5
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、2
0
1
8
年
8
月
に
三
菱
地

所
株
式
会
社
が
参
画
を
表
明
し
た
事
な
ど
に
よ

り
、注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
の

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
と
な
っ
た
が
、2
0
2
0
年
7
月
に
政
府
に
よ

り
、観
光
や
働
き
方
の
新
た
な
形
と
し
て
休
暇
を

楽
し
み
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、現
在
、全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
主
体
で
み
る
と
図
1
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

　
１
つ
目
は
、個
人
で
の
実
施
が
基
本
と
な
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、１
．は
じ
め
に
で
触

れ
た
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々
の
意
味
で
あ

る「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
も
の（
休
暇
活

用
タ
イ
プ
）」が
中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、そ
の
他
に
も
、「
自
社
の
保
養
所
等
の

施
設
で
休
暇
を
取
得
し
つ
つ
合
間
に
業
務
を
行

う
も
の（
福
利
厚
生
タ
イ
プ
）」や
、ノ
マ
ド
ワ
ー

カ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、「
勤
務
地
が
固
定
さ

れ
ず
仕
事
が
出
来
る
人
が
旅
先
で
も
仕
事
を
す

る
も
の（
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
）」も
あ
る
。ま

た
、Bleisu

re

（
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
/
ブ
レ
ジ
ャ

ー
：Business

＋L
eisure

の
造
語
）と
呼
ば
れ

る「
業
務
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
付
け
足
す
も

の
」も
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。

　
も
う
1
つ
は
、団
体
で
の
実
施
が
基
本
と
な

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、「
研
修
や
集
中
的

な
会
議
な
ど
を
普
段
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
離
れ

た
地
域
で
行
う
も
の（
社
員
研
修
タ
イ
プ
）」が

中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、最
近

は
施
設
内
で
の
会
議
だ
け
で
な
く
、「
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
行
う
中
で
余
暇
時
間

も
設
け
る
も
の（
地
域
対
応
タ
イ
プ
）」や
、「
普

段
の
オ
フ
ィ
ス
と
は
離
れ
た
地
域
に
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
、一
定
数
の
従
業
員
を
駐
在
さ
せ
た
り

テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
施
設
紹
介
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
各
種
情
報

を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
そ
の
仕
事
は

沖
縄
で T

e
le

w
o
rk

 &
 S

ta
y
 in

 O
k
i-

n
a
w

a

」の
開
設
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
に
係
る
費
用
補
助
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
同
局
で
は
県
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
施
設
を

紹
介
す
る
小
冊
子
も
作
成
し
て
い
る
が
、そ
こ

で
は
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

を
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
　
地
域
・
交
流
」「
自
然
・

離
島
　
便
利
・
街
中
」の
軸
で
整
理
し
、そ
れ
ぞ

れ 

①「
ビ
ー
チ
は
す
ぐ
そ
こ
。緑
に
囲
ま
れ
。

（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
×
自
然
・
離
島
）」、②「
買
い

物
・
移
動
、便
利
な
場
所
で
。（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

×
便
利
・
街
中
）」、③「
離
島
の
古
民
家
。山
原
の

商
店
街
。（
地
域
・
交
流
×
自
然
・
離
島
）」、④「
地

域
の
人
も
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
。（
地
域
・
交

流
×
便
利
・
街
中
）」と
し
て
整
理
し
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
が
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

　
沖
縄
県
内
の
宿
泊
施
設
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、個
人
客

に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
利
用
や
、

企
業
向
け
の
研
修
や
企
業
の
福
利
厚
生
面
で
の

需
要
な
ど
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、大
都
市
圏
で
働
く
人
は
現
状
テ
レ

ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、人
が
集

ま
る
意
味
を
見
直
し
て
お
り
、場
所
に
払
っ
て

い
た
コ
ス
ト
を
人
の
成
長
や
従
業
員
同
士
の
よ

り
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
同
局
で
は
、事
業
の
最
終
的
な
目
的
を

「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」と
し
て
、地
域
を
深

く
知
る
機
会
や
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
る
。鈴
木
氏
は「
従
来
、県
外

企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
際
に
は
、企
業
幹
部

主
導
で
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、最
近
で
は
、企
業
の
ト
ッ
プ
が
沖
縄

が
好
き
で
既
に
沖
縄
に
居
住
し
て
い
た
り
、拠

点
を
置
い
て
い
る
な
ど
、地
域
と
の「
縁
」が
企

業
進
出
や
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
と
の「
縁
」を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、ま
ず

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
中
短
期
で
の
滞
在

を
す
る
、と
い
う
需
要
も
出
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き

た
が
、施
設
を
作
っ
た
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ

ん
。今
後
は
、企
業
が
ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、

地
域
と
し
て
ど
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

や
企
業
に
来
て
ほ
し
い
の
か
、何
故
来
て
ほ
し

い
の
か
を
発
信
し
、地
域
と
の
接
点
を
も
っ
と

増
や
し
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。」と
話
す
。

 

　
今
後
の
同
局
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ

い
て
鶴
見
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
我
々
の
事
業
の
当
初
の
切
り
口
は
観
光
が
主

目
的
と
な
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
意
義
を
追
求
し
た
結

果
、最
終
的
に
は
企
業
進
出
に
繋
が
る
も
の
と

い
う
方
向
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
き
方
が
変
化

し
、会
社
に
1
0
0
％
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た

結
果
、自
分
が
貢
献
で
き
る
地
域
課
題
が
あ
れ

「
沖
縄
テ
レ
ワ
ー
ク
」の
推
進

働
く
環
境
を
変
え
ら
れ
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
整
備

価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。昨
今
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
増
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
は
、

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、リ
ア
ル
で
会
議
す
る
際
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、当
社
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
選
ば
れ
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、当
社
の
施
設
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
て
い
た
り
、東
京
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、現
地
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
、地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
C
S
R
活
動
も
希

望
が
あ
れ
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
組
む
こ
と
も

出
来
ま
す
。企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
薄
れ
が
ち

な
昨
今
の
企
業
向
け
の〝
サ
プ
リ
メ
ン
ト
〞と
し

て
、各
企
業
の
総
務
部
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
、と
考
え
て
お
り
ま
す
」

〈
取
材
対
応
〉

三
菱
地
所
株
式
会
社 

営
業
企
画
部 

田
村 

可
奈 

氏
※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
13
日

 

沖
縄
全
体
と
し
て
は
、観
光
が
主
目
的
と
な
る

休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ま
た
業
務
が
主
目
的
と
な
る
社
員
研
修
や

地
域
課
題
解
決
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両

方
が
取
り
組
ん
で
い
る
。観
光
面
で
は
県
の
観

光
担
当
部
署
や
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー（
O
C
V
B
）が
、業
務
面
で
は
同
局

や
県
の
企
業
誘
致
担
当
部
署
、沖
縄
I
T
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
O
）が
足

並
み
を
揃
え
な
が
ら
取
組
ん
で
い
る
。

　
同
局
で
は
、2
0
1
8
年
よ
り「
沖
縄
テ
レ
ワ

ー
ク
」の
推
進
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、県
内
の

ば
、そ
こ
に
自
分
の
空
い
た
リ
ソ
ー
ス
を
投
下

し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。地
方
で
は
、地
域
課
題
を
解
決
で
き
た
り
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
人
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
方
々
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
滞
在
を

通
じ
て「
関
係
人
口
化
」を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、自
局
の
事
業
は
業
務
寄

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
普
段
の
仕
事

を
し
な
が
ら
沖
縄
に
来
た
い
人
は
多
く
い
る
と

思
う
の
で
、休
暇
主
体
、業
務
主
体
の
両
方
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
は
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
あ

り
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
が
進

ん
だ
際
に
は
、沖
縄
と
し
て
休
暇
主
体
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、今

後
も
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

〈
取
材
対
応
〉

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課 

課
長
補
佐 

鶴
見 

有
衣 

氏
、係
長 

鈴
木 

圭
三 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
18
日

　
各
取
組
み
事
例
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
目
指

す
目
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
活
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。有
馬
温
泉（
有
馬
温
泉

観
光
協
会
）で
は「
滞
在
型
の
温
泉
地
を
目
指
す

こ
と
」を
、三
菱
地
所
株
式
会
社
で
は「
働
く
人
や

雇
用
す
る
企
業
が
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
」を
、

そ
し
て
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）で
は

「
県
外
企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
こ
と
」を
そ
れ

ぞ
れ
目
的
と
し
た
上
で
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、多
く

の
地
域
や
事
業
者
が
こ
の
動
き
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
取
り
組
ん
で
い
る
が
、何
を
目
的
と
し
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
か
を
改
め
て
考

え
て
み
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
目
的
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
訪

れ
る
人
と
訪
れ
る
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
伺
え
る
。観
光
が

主
目
的
と
し
て
も
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
よ

う
に
な
れ
ば
、観
光
客
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
行

か
な
か
っ
た
よ
う
な
お
店
や
場
所
に
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
の
経
験
が
良
い
も
の
で

あ
れ
ば
、ま
た
滞
在
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
業
務
が
主
目
的
で
あ

れ
ば
、地
域
の
実
態
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、そ
こ
に
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
拠
点
を
持
と
う
、と
い
う
発
想
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、働
き
方
の
多

様
化
が
進
み
休
暇
と
業
務
の
境
界
が
よ
り
曖
昧

に
な
っ
て
く
る
と
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々

の
意
味
で
あ
っ
た「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行

う
」と
い
っ
た
感
覚
も
な
く
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。一
方
で
業
務
を
主
目
的
と
し
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
の
動

き
が
活
発
に
な
り
休
暇
の
意
味
合
い
が
薄
れ
て

く
れ
ば
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。こ

の
よ
う
に
過
渡
期
と
も
捉
え
ら
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、今
後
の
動
向
に
引
き
続
き

注
目
し
て
い
き
た
い
。　
 （
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

　
同
社
で
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、"va

ca
-

tio
n
"

に
限
定
せ
ず
、更
に
個
人
と
い
う
よ
り
チ

ー
ム
で
働
く
こ
と
、と
想
定
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
も
、複
数
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
あ
え
て
場
所
を
変
え
て
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
い（lo

catio
n

）、日
常
で
は
生
ま
れ

な
い
会
話
や
閃
き
を
生
み
出
し（co

m
m

u
n
i-

ca
tio

n

）、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
促
し

（in
n
o
vatio

n

）、そ
の
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
繋
げ
る（m

o
tiv

a
tio

n

）、様
々
な

"a
tio

n
"

を
引
き
起
こ
す"W

O
R

K
×

a
tio

n
 

S
ite"

、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
特
化
型
オ
フ

ィ
ス
』と
位
置
づ
け
て
い
る
。地
域
の
地
方
創
生

へ
の
寄
与
も
狙
い
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
は
、2
0
1
9
年
5
月
に
和
歌
山
県
白
浜

町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス「W

O
R
K
×

a-

tion S
ite

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サ
イ
ト) 

南
紀
白

浜
」を
、2
0
2
0
年
7
月
に
第
2
弾
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し
て「W

O
R
K
×

ation
 

写真左：再建された
共同店舗。2階が「有
馬小宿 八多屋」
写真右：「有馬小宿　
駿河亭」室内。仕事を
しても疲れにくい椅子
と机も用意。

WORK×ationSite軽井沢の外観（駐車場から）

利用風景（軽井沢）

沖縄でのワーケーションのタイプを示す小冊子

　
こ
れ
以
降
、同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、温

泉
街
の
中
の
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、旅
館
が

別
館
と
い
う
考
え

方
で
管
理
を
行
う

「
有
馬
小
宿
」の
整

備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、現
在
で
は

宿
泊
で
き
る
部
屋

が
計
32
室
あ
る
。

③
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）の
取
組
み

②
三
菱
地
所
株
式
会
社
の
取
組
み
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軽
井
沢
」を
開
業
し
た
。両
施
設
と
も
、P
C

さ
れ
持
参
す
れ
ば
執
務
可
能
な
設
備
・
文
具
類
が

常
備
さ
れ
た
貸
会
議
室
の
よ
う
な
大
き
な
部
屋

で
10
人
単
位
く
ら
い（
南
紀
白
浜
は
最
大
16
名
、

軽
井
沢
は
3
部
屋
各
20
〜
30
名
）が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
出
来
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。南

紀
白
浜
は
最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実

験
的
に
小
さ
く
１
部
屋
で
始
め
ら
れ
た
が
、オ
ー

プ
ン
す
る
際
に
テ
ナ
ン
ト
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
持
た
れ
、実
際
に
使
う
企

業
が
あ
っ
た
た
め
、も
う
少
し
大
き
な
施
設
を
と

い
う
こ
と
で
軽
井
沢
の
施
設
の
計
画
が
進
ん
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

様
々
な
業
種
が
利
用

　
南
紀
白
浜
の
施
設
は
、和
歌
山
県
に
立
地
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、関
西
圏
が
も
ち
ろ
ん
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
は
入
る
も
の
の
、東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。羽
田
空
港
か
ら
南

紀
白
浜
空
港
は
飛
行
機
で
1
時
間
程
で
、南
紀

白
浜
空
港
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
ま
で
車

で
約
5
分
、す
な
わ
ち
、羽
田
か
ら
1
時
間
半
で

業
務
開
始
で
き
る
こ
と
が
売
り
だ
。

　
田
村
氏
は
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、「
開

業
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
軽
井
沢
は
、い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
手
金
融
系
の
企
業
で
あ
っ
た
り
、軽
井
沢
に

別
荘
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
企
業
の
経
営
者

に
見
に
来
て
い
た
だ
き
、そ
こ
か
ら
つ
な
が
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。I
T

系
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
系
の
企
業
、コ
ン
サ

ル
系
等
、様
々
な
会
社
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、利
用
の
仕
方
と
し
て
、我
々

が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

役
員
ク
ラ
ス
が
会
議
を
す
る
場
と
し
て
も
選
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。四
半

期
ご
と
の
目
標
設
定
を
す
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー

が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
な
お
、現
状
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
県
外
か
ら
の
移
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
た
め
、会
社
で
な
く
て
も
個
人
で
利
用

出
来
る
よ
う
に
し
、地
元
の
自
営
の
方
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
都
市
部
か

ら
離
れ
軽
井
沢
に
滞
在
し
て
い
る
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

リ
ア
ル
に
議
論
で
き
る
価
値
あ
る
場
へ

　
田
村
氏
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
今

後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
み

え
な
い
現
在
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、ワ
ク
チ
ン
が
出
来
、団
体
で
議
論
す
る
こ
と

が
ま
た
可
能
と
な
る〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
〞の
世

界
で
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場
の

泉
の
宿
泊
部
屋
数
が
供
給
過
剰
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊

需
要
獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
と

思
う
。ま
た
、小
宿
に
滞
在
す
る
場
合
は
周
辺
の

カ
フ
ェ
や
商
店
な
ど
を
よ
く
利
用
す
る
の
で
地

域
で
の
消
費
額
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、現
状
で
は
、朝
と
夕
方
以
降
の
楽
し
み
が

薄
い
た
め
、こ
れ
ら
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
な
る
。ま
た
、今
年
度
、国
の
補
助
事
業

で
有
馬
温
泉
エ
リ
ア
の
社
会
的
課
題
や
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ズ
・
事
業
共
創
の
可
能
性
を
探
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
し
て
お
り（
当

初
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
地
滞
在
を
予

定
し
て
い
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
影
響

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
）、こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
有
馬
温
泉

だ
け
で
な
く
兵
庫
県
や
神
戸
市
も
興
味
を
持
っ

て
お
り
、周
辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も

考
え
ら
れ
る
。」

〈
取
材
対
応
〉

有
馬
温
泉
観
光
協
会
会
長（
陶
泉 

御
所
坊 

代

表
取
締
役
）金
井 

啓
修 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
26
日

　
同
社
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
始
め
た

の
は
4
年
く
ら
い
前
と
か
な
り
早
い
方
で
、「
働

く
が
変
わ
れ
ば
、生
き
る
が
変
わ
る
」と
い
う
テ

ー
マ
を
持
ち
、働
く
人
も
雇
用
す
る
企
業
も
よ

り
豊
か
に
な
る
よ
う
な
働
き
方
が
で
き
た
ら
、

と
い
う
こ
と
で
動
き
始
め
た
。

オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
訪
問
先
と
し
て

活
用
す
る
も
の（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ

プ
）」も
あ
る
。

 

　
現
在
、こ
う
し
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
需
要
を
取
り
込
む
べ
く
、多
く
の
地

域
や
企
業
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
３
つ
の
取
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、取

組
み
の
現
状
や
需
要
の
動
向
、今
後
の
展
開
な

ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
元
に
整
理

し
た
。

　
草
津
温
泉
、下
呂
温
泉
と
並
ぶ
日
本
三
大
名

湯
の
一
つ
で
あ
る
有
馬
温
泉
は
、こ
れ
ま
で
に

も
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
進
め
て
き

た
が
、近
年
で
は
江
戸
時
代
の
温
泉
街
の
最
盛

期
を
表
す
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
た「
有
馬
千
軒
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば
れ
る
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。こ
れ
は
、2
0
1
6
年
11
月
に
有
馬
温
泉

の
中
心
街
で
火
災
が
発
生
し
、有
馬
人
形
筆
の

お
店
な
ど
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
地
の
真
ん
中
を
更
地
に
し
て
お
け
な
い
と

い
う
地
域
の
思
い
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

2
0
1
8
年
1
月
に
は
木
造
2
階
建
て
の
共
同

店
舗
が
再
建
さ
れ
、2
階
に
素
泊
ま
り
の
宿
泊

施
設「
有
馬
小
宿
　
八
多
屋
」が
開
業
し
た
。小

宿
と
は
、江
戸
時
代
末
期
の
有
馬
温
泉
に
お
い

て
、「
坊
」と
呼
ば
れ
る
各
宿
坊
に
あ
っ
た
自
炊

滞
在
型
の
宿
の
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
小
宿

の
整
備
は
、元
々
は
温
泉
だ
け
入
っ
て
炭
酸
煎

餅
な
ど
の
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
場
所
だ
っ
た

有
馬
温
泉
を
、歩
き
た
く
な
る
、そ
し
て
滞
在
し

た
く
な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
こ
と
の
一
環
で

あ
っ
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、こ
う
し
た
滞
在
し
た
く

な
る
場
所
に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
向
性
に
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
取
組
み
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
格
好
が
違
う
」客
層
の
増
加

有
馬
温
泉
で
は
、以
前
よ
り
作
家
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
っ
た
方
々
が
1
か
月
な
ど
の
長
期
で

滞
在
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た

方
々
に
と
っ
て
は
旅
館
だ
と
滞
在
し
づ
ら
い
場

合
も
あ
る
。有
馬
小
宿
な
ど
が
創
作
活
動
の
拠

点
の
近
く
に
あ
る
と
良
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
、旅
館
と
小
宿
を
上
手
く
活
用
し
た
滞
在
需

要
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

金
井
氏
は「
自
分
の
宿
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
素
泊
ま
り
の
形
態
で
販
売
を
し

て
い
る
が
、緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
1
月

で
も
予
約
を
含
め
約
50
組
の
利
用
が
あ
る
」と

話
す
。ま
た
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る

方
々
が
有
馬
温
泉
に
増
え
た
こ
と
で「
格
好
が

違
う
」客
層
が
増
え
た
と
感
じ
る
」と
の
こ
と
で

あ
る
。こ
れ
は
、ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
訳
で
も
な

く
、お
出
か
け
の
た
め
に
め
か
し
こ
ん
で
い
る

訳
で
も
な
い
、い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」ス
タ
イ
ル
へ

金
井
氏
は
有
馬
温
泉
で
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
あ
る
程
度

落
ち
着
い
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、有
馬
温

泉
に
お
い
て「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。ま
た
、有
馬
温

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
ワ
ー
ク（W

ork

）」

と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（V

acation

）」を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
で
、2
0
1
0
年
代
前
半
か
ら
欧
米

の
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。元
々
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
非
常
に
勤
勉
で
、年
間
の
休
日
日
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、休
暇
中
も
メ
ー
ル

等
で
業
務
連
絡
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
事
か

ら
、家
族
等
と
一
緒
に
旅
行
を
し
な
が
ら
も
、そ

の
間
の
一
定
時
間
だ
け
行
っ
た
業
務
を
公
に
認

め
る
こ
と
と
し
た
も
の
だ
。

　
日
本
で
は
、日
本
航
空
株
式
会
社
が
2
0
1
7

年
7
月
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
し
た

事
や
、和
歌
山
県
及
び
同
県
白
浜
町
に
お
い
て

2
0
1
5
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、2
0
1
8
年
8
月
に
三
菱
地

所
株
式
会
社
が
参
画
を
表
明
し
た
事
な
ど
に
よ

り
、注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
の

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
と
な
っ
た
が
、2
0
2
0
年
7
月
に
政
府
に
よ

り
、観
光
や
働
き
方
の
新
た
な
形
と
し
て
休
暇
を

楽
し
み
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、現
在
、全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
主
体
で
み
る
と
図
1
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

　
１
つ
目
は
、個
人
で
の
実
施
が
基
本
と
な
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、１
．は
じ
め
に
で
触

れ
た
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々
の
意
味
で
あ

る「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
も
の（
休
暇
活

用
タ
イ
プ
）」が
中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
が
、そ
の
他
に
も
、「
自
社
の
保
養
所
等
の

施
設
で
休
暇
を
取
得
し
つ
つ
合
間
に
業
務
を
行

う
も
の（
福
利
厚
生
タ
イ
プ
）」や
、ノ
マ
ド
ワ
ー

カ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、「
勤
務
地
が
固
定
さ

れ
ず
仕
事
が
出
来
る
人
が
旅
先
で
も
仕
事
を
す

る
も
の（
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
）」も
あ
る
。ま

た
、Bleisu

re

（
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
/
ブ
レ
ジ
ャ

ー
：Business

＋L
eisure

の
造
語
）と
呼
ば
れ

る「
業
務
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
付
け
足
す
も

の
」も
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。

　
も
う
1
つ
は
、団
体
で
の
実
施
が
基
本
と
な

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。こ
れ
は
、「
研
修
や
集
中
的

な
会
議
な
ど
を
普
段
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
は
離
れ

た
地
域
で
行
う
も
の（
社
員
研
修
タ
イ
プ
）」が

中
心
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、最
近

は
施
設
内
で
の
会
議
だ
け
で
な
く
、「
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
行
う
中
で
余
暇
時
間

も
設
け
る
も
の（
地
域
対
応
タ
イ
プ
）」や
、「
普

段
の
オ
フ
ィ
ス
と
は
離
れ
た
地
域
に
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
、一
定
数
の
従
業
員
を
駐
在
さ
せ
た
り

テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
施
設
紹
介
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
各
種
情
報

を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
そ
の
仕
事
は

沖
縄
で T

e
le

w
o
rk

 &
 S

ta
y
 in

 O
k
i-

n
a
w

a

」の
開
設
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
に
係
る
費
用
補
助
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
同
局
で
は
県
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
施
設
を

紹
介
す
る
小
冊
子
も
作
成
し
て
い
る
が
、そ
こ

で
は
沖
縄
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

を
、「
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
　
地
域
・
交
流
」「
自
然
・

離
島
　
便
利
・
街
中
」の
軸
で
整
理
し
、そ
れ
ぞ

れ 

①「
ビ
ー
チ
は
す
ぐ
そ
こ
。緑
に
囲
ま
れ
。

（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
×
自
然
・
離
島
）」、②「
買
い

物
・
移
動
、便
利
な
場
所
で
。（
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

×
便
利
・
街
中
）」、③「
離
島
の
古
民
家
。山
原
の

商
店
街
。（
地
域
・
交
流
×
自
然
・
離
島
）」、④「
地

域
の
人
も
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る
。（
地
域
・
交

流
×
便
利
・
街
中
）」と
し
て
整
理
し
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
が
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

　
沖
縄
県
内
の
宿
泊
施
設
で
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、個
人
客

に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
利
用
や
、

企
業
向
け
の
研
修
や
企
業
の
福
利
厚
生
面
で
の

需
要
な
ど
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。ま
た
、大
都
市
圏
で
働
く
人
は
現
状
テ
レ

ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、人
が
集

ま
る
意
味
を
見
直
し
て
お
り
、場
所
に
払
っ
て

い
た
コ
ス
ト
を
人
の
成
長
や
従
業
員
同
士
の
よ

り
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
同
局
で
は
、事
業
の
最
終
的
な
目
的
を

「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」と
し
て
、地
域
を
深

く
知
る
機
会
や
地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
る
。鈴
木
氏
は「
従
来
、県
外

企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
際
に
は
、企
業
幹
部

主
導
で
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、最
近
で
は
、企
業
の
ト
ッ
プ
が
沖
縄

が
好
き
で
既
に
沖
縄
に
居
住
し
て
い
た
り
、拠

点
を
置
い
て
い
る
な
ど
、地
域
と
の「
縁
」が
企

業
進
出
や
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地

域
と
の「
縁
」を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、ま
ず

は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
中
短
期
で
の
滞
在

を
す
る
、と
い
う
需
要
も
出
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き

た
が
、施
設
を
作
っ
た
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ

ん
。今
後
は
、企
業
が
ワ
ー
ケ
―
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、

地
域
と
し
て
ど
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人

や
企
業
に
来
て
ほ
し
い
の
か
、何
故
来
て
ほ
し

い
の
か
を
発
信
し
、地
域
と
の
接
点
を
も
っ
と

増
や
し
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。」と
話
す
。

 

　
今
後
の
同
局
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ

い
て
鶴
見
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
我
々
の
事
業
の
当
初
の
切
り
口
は
観
光
が
主

目
的
と
な
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
意
義
を
追
求
し
た
結

果
、最
終
的
に
は
企
業
進
出
に
繋
が
る
も
の
と

い
う
方
向
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
き
方
が
変
化

し
、会
社
に
1
0
0
％
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た

結
果
、自
分
が
貢
献
で
き
る
地
域
課
題
が
あ
れ

価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。昨
今
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
増
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
は
、

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、リ
ア
ル
で
会
議
す
る
際
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、当
社
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
選
ば
れ
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、当
社
の
施
設
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
て
い
た
り
、東
京
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、現
地
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
、地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
C
S
R
活
動
も
希

望
が
あ
れ
ば
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
組
む
こ
と
も

出
来
ま
す
。企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
薄
れ
が
ち

な
昨
今
の
企
業
向
け
の〝
サ
プ
リ
メ
ン
ト
〞と
し

て
、各
企
業
の
総
務
部
様
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
、と
考
え
て
お
り
ま
す
」

〈
取
材
対
応
〉

三
菱
地
所
株
式
会
社 

営
業
企
画
部 

田
村 

可
奈 

氏
※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
13
日

 

沖
縄
全
体
と
し
て
は
、観
光
が
主
目
的
と
な
る

休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ま
た
業
務
が
主
目
的
と
な
る
社
員
研
修
や

地
域
課
題
解
決
を
行
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両

方
が
取
り
組
ん
で
い
る
。観
光
面
で
は
県
の
観

光
担
当
部
署
や
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー（
O
C
V
B
）が
、業
務
面
で
は
同
局

や
県
の
企
業
誘
致
担
当
部
署
、沖
縄
I
T
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
セ
ン
タ
ー（
I
S
C
O
）が
足

並
み
を
揃
え
な
が
ら
取
組
ん
で
い
る
。

　
同
局
で
は
、2
0
1
8
年
よ
り「
沖
縄
テ
レ
ワ

ー
ク
」の
推
進
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、県
内
の

ば
、そ
こ
に
自
分
の
空
い
た
リ
ソ
ー
ス
を
投
下

し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。地
方
で
は
、地
域
課
題
を
解
決
で
き
た
り
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
人
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
方
々
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
の
滞
在
を

通
じ
て「
関
係
人
口
化
」を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、自
局
の
事
業
は
業
務
寄

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
普
段
の
仕
事

を
し
な
が
ら
沖
縄
に
来
た
い
人
は
多
く
い
る
と

思
う
の
で
、休
暇
主
体
、業
務
主
体
の
両
方
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
は
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
あ

り
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
が
進

ん
だ
際
に
は
、沖
縄
と
し
て
休
暇
主
体
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、今

後
も
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

〈
取
材
対
応
〉

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課 

課
長
補
佐 

鶴
見 

有
衣 

氏
、係
長 

鈴
木 

圭
三 

氏

※
取
材
日
：
2
0
2
1
年
1
月
18
日

　
各
取
組
み
事
例
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
目
指

す
目
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
活
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。有
馬
温
泉（
有
馬
温
泉

観
光
協
会
）で
は「
滞
在
型
の
温
泉
地
を
目
指
す

こ
と
」を
、三
菱
地
所
株
式
会
社
で
は「
働
く
人
や

雇
用
す
る
企
業
が
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
」を
、

そ
し
て
沖
縄（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）で
は

「
県
外
企
業
が
沖
縄
に
進
出
す
る
こ
と
」を
そ
れ

ぞ
れ
目
的
と
し
た
上
で
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、多
く

の
地
域
や
事
業
者
が
こ
の
動
き
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
取
り
組
ん
で
い
る
が
、何
を
目
的
と
し
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
か
を
改
め
て
考

え
て
み
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
目
的
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
以
上
に
訪

れ
る
人
と
訪
れ
る
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
伺
え
る
。観
光
が

主
目
的
と
し
て
も
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
よ

う
に
な
れ
ば
、観
光
客
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
行

か
な
か
っ
た
よ
う
な
お
店
や
場
所
に
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
の
経
験
が
良
い
も
の
で

あ
れ
ば
、ま
た
滞
在
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
業
務
が
主
目
的
で
あ

れ
ば
、地
域
の
実
態
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、そ
こ
に
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
拠
点
を
持
と
う
、と
い
う
発
想
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、働
き
方
の
多

様
化
が
進
み
休
暇
と
業
務
の
境
界
が
よ
り
曖
昧

に
な
っ
て
く
る
と
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
元
々

の
意
味
で
あ
っ
た「
休
暇
の
合
間
に
業
務
を
行

う
」と
い
っ
た
感
覚
も
な
く
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。一
方
で
業
務
を
主
目
的
と
し
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
の
動

き
が
活
発
に
な
り
休
暇
の
意
味
合
い
が
薄
れ
て

く
れ
ば
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。こ

の
よ
う
に
過
渡
期
と
も
捉
え
ら
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、今
後
の
動
向
に
引
き
続
き

注
目
し
て
い
き
た
い
。　
 （
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

　
同
社
で
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、"va

ca
-

tio
n
"

に
限
定
せ
ず
、更
に
個
人
と
い
う
よ
り
チ

ー
ム
で
働
く
こ
と
、と
想
定
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
も
、複
数
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
あ
え
て
場
所
を
変
え
て
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
い（lo

catio
n

）、日
常
で
は
生
ま
れ

な
い
会
話
や
閃
き
を
生
み
出
し（co

m
m

u
n
i-

ca
tio

n

）、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
促
し

（in
n
o
vatio

n

）、そ
の
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
繋
げ
る（m

o
tiv

a
tio

n

）、様
々
な

"a
tio

n
"

を
引
き
起
こ
す"W

O
R

K
×

a
tio

n
 

S
ite"

、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
特
化
型
オ
フ

ィ
ス
』と
位
置
づ
け
て
い
る
。地
域
の
地
方
創
生

へ
の
寄
与
も
狙
い
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
は
、2
0
1
9
年
5
月
に
和
歌
山
県
白
浜

町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス「W

O
R
K
×

a-

tion S
ite

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン 

サ
イ
ト) 

南
紀
白

浜
」を
、2
0
2
0
年
7
月
に
第
2
弾
の
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
し
て「W

O
R
K
×

ation
 

モニターツアーの風景（地域課題解決へのディスカッショ
ン）

　
こ
れ
以
降
、同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、温

泉
街
の
中
の
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、旅
館
が

別
館
と
い
う
考
え

方
で
管
理
を
行
う

「
有
馬
小
宿
」の
整

備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、現
在
で
は

宿
泊
で
き
る
部
屋

が
計
32
室
あ
る
。

企
業
進
出
や
創
業
に
繋
が
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

休
暇
主
体
・
業
務
主
体
の

両
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
沖
縄
へ

4
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
今
後

30
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出所）JTBF旅行意識調査より筆者作成

て
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
も
伺
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
主
に
都
市
部
に
お
い
て
自

宅
近
く
の
宿
泊
施
設
、
主
に
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
旅
行
ス

タ
イ
ル
を
「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
と
し
て
着
目
し
、

そ
の
動
向
を
整
理
す
る
。

　ホ
テ
ル
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年

8
月
に
は
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
が
サ
イ
ト
内
に
ホ

テ
ル
ス
テ
イ
に
適
し
た
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る

「
気
軽
に
旅
へ
」
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
り
、
同

年
12
月
に
は
各
種
情
報
誌
で
「
今
こ
そ
ホ
テ
ル

へ
」「
東
京
に
泊
ま
ろ
う
」
な
ど
と
題
す
る
特

集
が
組
ま
れ
た
り
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
新
し
い
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

　当
財
団
で
実
施
し
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行

意
識
調
査
」
で
は
、「
今
後
1
〜
2
年
の
間
に

行
っ
て
み
た
い
と
思
う
旅
行
の
タ
イ
プ
」
を
調

査
項
目
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

そ
の
選
択
肢
の
一
つ
「
ホ
テ
ル
ス

テ
イ
」（
＝
ホ
テ
ル
や
旅
館
内
で

の
滞
在
そ
の
も
の
を
主
目
的
と

し
た
旅
行
）
が
選
択
さ
れ
る
割

合
に
つ
い
て
2
0
1
9
年
か
ら

2
0
2
0
年
に
か
け
て
の
推
移

を
見
て
み
る
と
、
2
0
1
9
年

5
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は

8
・
8
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

2
0
2
0
年
11
月
に
実
施
し
た

調
査
で
は
12
・
3
％
と
有
意
な

差
を
示
し
て
い
る
（
図
1
）。

　一
方
、
2
0
2
0
年
5
月
に

実
施
し
た
調
査
で
は
9
・
8
％

と
な
っ
て
お
り
、
2
0
1
9
年

5
月
と
比
較
し
て
若
干
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
差
は
有

意
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
は
、
2
0
2
0
年

5
月
か
ら
11
月
に
か
け
た
期
間

に
お
い
て
、G

o
to

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
後
押
し
さ

れ
、
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
に
対
す
る

関
心
が
喚
起
さ
れ
た
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

　前
述
の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
に
対
応
し
、

都
市
部
に
お
け
る
ホ
テ
ル
で
は「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る（
P
34

表
1
）。

　な
お
、
本
稿
で
着
目
す
る「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」

に
関
連
す
る
用
語
と
し
て「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
あ
る
。「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（S
taycatio

n

）」は
ス
テ
イ（S

tay

）と
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン（V

acatio
n

）か
ら
な
る
造
語
で
あ
り
、

「
伝
統
的
な
休
暇
を
取
得
す
る
状
況
の
替
わ
り

に
自
宅
も
し
く
は
自
宅
近
く
で
過
ご
す
休
暇
」

（W
ixon,2

0
0
9

）、
あ
る
い
は
「
観
光
地
へ
の

旅
行
の
替
わ
り
に
自
宅
に
滞
在
し
地
域
の
博
物

館
な
ど
の
施
設
を
探
索
し
た
り
、
都
市
ホ
テ
ル

に
滞
在
し
た
り
、
あ
る
い
は
自
宅
近
く
の
地
方

を
探
索
す
る
こ
と
」（V

ackova,2
0
0
9

）な
ど

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　前
述
の
定
義
か
ら
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
は
周
辺
観
光
も
含
み
、「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」
を
包
含
す
る
、
や
や
広
い
概
念
で
あ
る
と

も
言
え
る
が
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
義
の
用
語
と
し

図 1 今後1～2年の間に行ってみたいと思う旅行のタイプとして
「ホテルステイ」を選択する割合の推移

2
．コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」へ
の

関
心
の
高
ま
り

3
．「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」に

対
応
し
た
事
業
者
の

取
り
組
み

1
．は
じ
め
に

2019年5月
（N=1491）

 8.8%

2020年5月
（N=1472）

 9.8%

2020年11月
（N=1464）

 12.3%

＊

＊＊

＊＊：p<0.01, ＊： p<0.05

2

❻
…

ホ
テルステイ
〜
旅
行
形
態
と
し
て
の
再
認
識
に
つ
な
が
っ
た
「
非
日
常
」
の
演
出

菅
野
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「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
市
場
向
け
の
宿
泊
プ
ラ
ン

と
し
て
「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
5
〜
6
月
ご
ろ
、

他
県
へ
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
ホ
テ
ル
と

し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か

条
件
を
探
る
中
、
施
設
内
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
「
お
こ
も
り
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
上

し
ま
し
た
。

　お
客
様
に
食
事
に
つ
い
て
安
心
感
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず
「
客
室
内
で
ル
ー
ム
サ

ー
ビ
ス
形
式
で
食
事
を
取
る
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
立
て
ま
し
た
。
加
え
て
、
当
ホ
テ
ル
の

立
地
上
の
強
み
で
あ
る
「
客
室
か
ら
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
」
こ
と
も
、
付

加
価
値
と
し
て
組
み
込
み
ま
し
た
。

　か
ね
て
よ
り
好
評
を
頂
い
て
い
る
施
設
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
ど
れ
だ
け
同
じ
状
態
で
食
事

を
提
供
し
う
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
、
ま
ず

は
料
理
の
温
度
管
理
が
し
や
す
い
和
食
で
商
品

化
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
宿
泊
プ
ラ
ン
の
た
め
に
独
自
に
開
発
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
8
つ
の
重
に
お
さ
め
て
提
供
し

ま
す
。
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、
8
つ
の
重

を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
を
背
景
に
い
わ
ゆ
る
「
映
え
る
」
写
真
を
、

何
枚
も
角
度
を
変
え
て
撮
影
さ
れ
る
様
子
が
よ

く
見

ら
れ
ま
す
。
宿
泊
プ
ラ
ン
に
は
駐
車
場
の
無
料

利
用
も
付
加
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
交
通
で
の

3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
対
し
て

は
、
こ
の
点
も
訴
求
し
た
要
因
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　和
食
プ
ラ
ン
の
販
売
開
始
は
2
0
2
0
年
7

月
で
す
が
、
好
評
を
頂
い
た
た
め
、G

o
to

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
着
対
象
地
に
東
京

都
が
追
加
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、

2
0
2
0
年
10
月
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
部

屋
で
楽
し
め
る
プ
ラ
ン
も
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。　当

初
、
中
高
年
の
お
客
様
の
ご
利
用
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
想
定
よ
り
若
い
年
代
、
30
〜
40
代
の
ご

利
用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
1
室
2
名
を
対

象
と
し
た
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
夫
婦
、
カ

ッ
プ
ル
と
い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
ご
利
用
が

多
い
で
す
が
、
女
性
同
士
で
利
用
す
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東

京
都
内
か
ら
、
2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、
1
割

が
関
東
圏
以
外
と
い
う
比
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。　お

客
様
か
ら
は
、
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

加
え
て
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め

る
と
い
う
こ
と
も
評
価
を
頂
い
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　プ
ラ
ン
と
し
て
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
た
、
ご
提
供
す
る
食
事
に
つ
い
て

て
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
も
伺
え
る
。

　前
述
の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
に
対
応
し
、

都
市
部
に
お
け
る
ホ
テ
ル
で
は「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る（
P
34

表
1
）。

　な
お
、
本
稿
で
着
目
す
る「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」

に
関
連
す
る
用
語
と
し
て「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
あ
る
。「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（S
taycatio

n

）」は
ス
テ
イ（S

tay

）と
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン（V

acatio
n

）か
ら
な
る
造
語
で
あ
り
、

「
伝
統
的
な
休
暇
を
取
得
す
る
状
況
の
替
わ
り

に
自
宅
も
し
く
は
自
宅
近
く
で
過
ご
す
休
暇
」

（W
ixon,2

0
0
9

）、
あ
る
い
は
「
観
光
地
へ
の

旅
行
の
替
わ
り
に
自
宅
に
滞
在
し
地
域
の
博
物

館
な
ど
の
施
設
を
探
索
し
た
り
、
都
市
ホ
テ
ル

に
滞
在
し
た
り
、
あ
る
い
は
自
宅
近
く
の
地
方

を
探
索
す
る
こ
と
」（V

ackova,2
0
0
9

）な
ど

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　前
述
の
定
義
か
ら
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
は
周
辺
観
光
も
含
み
、「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」
を
包
含
す
る
、
や
や
広
い
概
念
で
あ
る
と

も
言
え
る
が
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
義
の
用
語
と
し

も
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
中
で
あ
り
、
3
月

か
ら
提
供
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
当
ホ
テ
ル
で
は
、
今
ま
で
宿
泊
滞
在

そ
の
も
の
を
楽
し
む
と
い
う
プ
ラ
ン
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
プ
ラ
ン
が
好

評
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
対
す

る
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ
た
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
定
着
の
た
め
に
は
、

お
客
様
が
求
め
る
も
の
に
合
わ
せ
て
常
に
内
容

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
談
）。

※
取
材
日

　2
0
2
1
年
1
月
8
日

　こ
こ
で
は
、
事
例
を
踏
ま
え
て
、
ホ
テ
ル
ス

テ
イ
の
市
場
と
し
て
の
さ
ら
な
る
定
着
の
た
め

の
い
く
つ
か
の
視
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

①「
非
日
常
」
の
積
極
的
な
提
案

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
眼
下
の
庭
園
に

広
が
る
雲
海
を
楽
し
む
」「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

眺
望
＋
重
箱
に
詰
め
た
会
席
・
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
む
」「
家
族
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
過
ご
す
」

な
ど
、「
非
日
常
」
を
演
出
す
る
様
々
な
工
夫

を
講
じ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。「
普
段
は
泊

ま
る
こ
と
が
な
い
近
場
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ
ル
）

に
あ
え
て
泊
ま
る
」
と
い
う
時
点
で
、
既
に
「
非

日
常
」で
は
あ
る
わ
け
だ
が
、そ
の
中
で
も
、「
自

宅
で
は
で
き
な
い
体
験
」
を
付
加
価
値
と
し
て

提
案
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
の
動
機
づ
け
と
な
る

だ
ろ
う
。

②
地
域
と
連
携
し
た
消
費
機
会
の
創
出

　ホ
テ
ル
ス
テ
イ
は
そ
の
性
質
上
、
消
費
が
宿

泊
施
設
内
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。た
だ
、

ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
施
設

単
体
の
取
り
組
み
と
す
る
の
で
は
な
く
地
域
と

も
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
波

及
は
も
ち
ろ
ん
、
相
互
の
消
費
機
会
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
地
域
全
体
で
十
分
に
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、「
地
域

で
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
誘
導
す
る
よ

う
な
施
設
内
で
の
情
報
発
信
」、
あ
る
い
は
逆

に
「
地
域
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
施
設

内
へ
の
「
出
前
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

③
交
通
手
段
も
含
め
た

　感
染
防
止
対
策
の
ア
ピ
ー
ル

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
都
内
へ
タ
ク
シ

ー
で
「
お
送
り
」
も
し
く
は
「
お
迎
え
」」「
マ

イ
カ
ー
利
用
者
の
た
め
に
駐
車
場
料
金
を
無

料
」
な
ど
、
ホ
テ
ル
へ
の
移
動
も
含
め
た
プ

ラ
ン
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

　当
財
団
が
2
0
2
0
年
5
月
に
実
施
し
た
旅

行
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、「
公
衆
衛
生
の
徹

底
」
や
「
密
の
回
避
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、

旅
行
者
が
今
後
旅
行
先
を
選
ぶ
際
の
い
わ
ば

「
必
要
条
件
」
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
施
設
で
の
滞
在
中

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
行
き
帰
り
の
交
通
機
関
も

含
め
て
「
公
衆
衛
生
の
徹
底
」
や
「
密
の
回
避
」

の
方
策
を
講
じ
、
そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン

と
す
る
こ
と
で
、「
旅
行
は
し
た
い
が
感
染
リ

ス
ク
が
心
配
」
で
出
控
え
を
行
っ
て
い
る
層
に

も
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
旅
行
市
場
が
従
前
の
よ
う

な
状
況
ま
で
回
復
す
る
に
は
相
応
の
時
間
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
そ

の
中
で
も
生
ま
れ
る
新
た
な
旅
行
の
ス
タ
イ
ル

や
市
場
に
着
目
し
、
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と

す
る
取
り
組
み
は
必
要
か
つ
有
効
な
も
の
と
な

る
。
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
旅
行
が

5
．お
わ
り
に

4
．さ
ら
な
る
定
着
の
た
め
に

現
場
か
ら
の
声
…
❶

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

島
村
香
子 

氏

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

現
場
か
ら
の
声
…
❷

宿
泊
販
売
部 

宿
泊
課 

宿
泊
予
約
担
当

市
川
晋
崇
氏

営
業
部

販
売
促
進
・
顧
客
管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

佐
藤
真
也
氏

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

「東京雲海」の様子スカイツリーの夜景と料理

あ
る
程
度
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

宿
泊
施
設
で
の
滞
在
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
と
い

う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認
知
さ
れ
、
選
好
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

我
慢
し
て
い
る
中
で
、
非
日
常
を
味
わ
え
た
」、

「
自
宅
か
ら
近
い
な
が
ら
少
し
遠
く
に
旅
行
に

行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
の
「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
は
、

お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見

つ
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
以
降
、
あ
る
い
は

G
o
to

 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
も
、

こ
う
い
っ
た
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を
代
替
的
な
手
段

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
旅
行
の
形
と
し

て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
新
た
な
プ
ラ
ン
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
談
）。

※
取
材
日

　2
0
2
0
年
12
月
21
日

「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
市
場
向
け
の
宿
泊
プ
ラ
ン

と
し
て
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
で
お
こ
も
り
ス
テ

イ
」
プ
ラ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　宿
泊
プ
ラ
ン
に
は
、
公
共
交
通
で
の
「
3
密
」

を
気
に
す
る
お
客
様
に
対
応
し
、
行
き
か
帰
り

の
ど
ち
ら
か
の
タ
ク
シ
ー
利
用（
23
区
内
の
み
）

か
無
料
駐
車
場
利
用
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
ホ
テ
ル
内
の

庭
園
に
霧
を
発
生
さ
せ
て
幻
想
的
な
空
間
を
演

出
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
雲
海
」
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
新
た
な
投
資

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
社
内
か
ら
慎
重
な
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が

求
め
ら
れ
る
風
潮
の
中
で
、
少
し
で
も
癒
や
し

や
非
日
常
を
提
供
し
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

秋
口
か
ら
開
始
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

2
0
2
0
年
10
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
を
設
定
し

た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
東
京
が
加
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と

重
な
り
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
は
比
較
的
若
い
年
代
含

め
て
幅
広
い
客
層
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
1
人
利
用
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
少
な
い

な
が
ら
男
性
の
1
名
利
用
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、

な
ん
と
い
っ
て
も
一
番
多
い
の
は
家
族
で
の
利

用
で
す
。
通
年
夏
場
に
実
施
し
て
い
た
家
族
旅

行
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
代
替
策
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
首
都
圏
の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒

的
に
多
く
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都

内
か
ら
の
宿
泊
で
す
。

　チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
付
近
は

フ
ロ
ン
ト
が
混
み
合
っ
て
し
ま
う
の
で
、
混
雑

状
況
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
り
、
事
前
に
手
続
き

す
る
こ
と
で
ル
ー
ム
キ
ー
を
返
す
だ
け
で
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
と
い
っ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　当
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
た
座
席
配
置
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
上
で
、
今
回
の
「
お
こ
も
り
ス

テ
イ
」
で
は
デ
ィ
ナ
ー
は
客
室
で
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。
当
プ
ラ
ン

の
反
響
は
と
て
も
大
き
く
、
庭
を
じ
っ
く
り
散

策
す
る
よ
う
な
人
も
増
え
た
と
感
じ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
以
前
は
主
に
外
国
人
向
け
に
、
せ
ん
べ
い

の
手
焼
き
体
験
な
ど
の
文
化
体
験
の
紹
介
や
、

近
隣
の
商
店
街
の
紹
介
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
作
成
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
施
設
の
外
に
出
た
い
と
い
う
意
向

を
持
つ
お
客
様
が
少
な
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
以

降
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
を
利
用
さ
れ
た

お
客
様
か
ら
は
、「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
自
粛
で

た
め
に
は
、
顧
客
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
顕
在
化
し
た
市
場
を
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

（
か
ん
の
・
ま
さ
ひ
ろ
）

コロナ禍の中で生まれた明るい兆し ❻ホテルステイ2
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「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
市
場
向
け
の
宿
泊
プ
ラ
ン

と
し
て
「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
5
〜
6
月
ご
ろ
、

他
県
へ
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
ホ
テ
ル
と

し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か

条
件
を
探
る
中
、
施
設
内
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
「
お
こ
も
り
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
上

し
ま
し
た
。

　お
客
様
に
食
事
に
つ
い
て
安
心
感
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず
「
客
室
内
で
ル
ー
ム
サ

ー
ビ
ス
形
式
で
食
事
を
取
る
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
立
て
ま
し
た
。
加
え
て
、
当
ホ
テ
ル
の

立
地
上
の
強
み
で
あ
る
「
客
室
か
ら
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
」
こ
と
も
、
付

加
価
値
と
し
て
組
み
込
み
ま
し
た
。

　か
ね
て
よ
り
好
評
を
頂
い
て
い
る
施
設
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
ど
れ
だ
け
同
じ
状
態
で
食
事

を
提
供
し
う
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
、
ま
ず

は
料
理
の
温
度
管
理
が
し
や
す
い
和
食
で
商
品

化
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
宿
泊
プ
ラ
ン
の
た
め
に
独
自
に
開
発
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
8
つ
の
重
に
お
さ
め
て
提
供
し

ま
す
。
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、
8
つ
の
重

を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
を
背
景
に
い
わ
ゆ
る
「
映
え
る
」
写
真
を
、

何
枚
も
角
度
を
変
え
て
撮
影
さ
れ
る
様
子
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。
宿
泊
プ
ラ
ン
に
は
駐
車
場
の

無
料
利
用
も
付
加
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
対
し

て
は
、
こ
の
点
も
訴
求
し
た
要
因
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　和
食
プ
ラ
ン
の
販
売
開
始
は
2
0
2
0
年
7

月
で
す
が
、
好
評
を
頂
い
た
た
め
、G

o
to

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
着
対
象
地
に
東
京

都
が
追
加
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、

2
0
2
0
年
10
月
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
部

屋
で
楽
し
め
る
プ
ラ
ン
も
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。　当

初
、
中
高
年
の
お
客
様
の
ご
利
用
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
想
定
よ
り
若
い
年
代
、
30
〜
40
代
の
ご

利
用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
1
室
2
名
を
対

象
と
し
た
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
夫
婦
、
カ

ッ
プ
ル
と
い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
ご
利
用
が

多
い
で
す
が
、
女
性
同
士
で
利
用
す
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東

京
都
内
か
ら
、
2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、
1
割

が
関
東
圏
以
外
と
い
う
比
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。　お

客
様
か
ら
は
、
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に

加
え
て
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め

る
と
い
う
こ
と
も
評
価
を
頂
い
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　プ
ラ
ン
と
し
て
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
た
、
ご
提
供
す
る
食
事
に
つ
い
て

も
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
中
で
あ
り
、
3
月

て
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
も
伺
え
る
。

　前
述
の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
に
対
応
し
、

都
市
部
に
お
け
る
ホ
テ
ル
で
は「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る（
P
34

表
1
）。

　な
お
、
本
稿
で
着
目
す
る「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」

に
関
連
す
る
用
語
と
し
て「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
あ
る
。「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（S
taycatio

n

）」は
ス
テ
イ（S

tay

）と
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン（V

acatio
n

）か
ら
な
る
造
語
で
あ
り
、

「
伝
統
的
な
休
暇
を
取
得
す
る
状
況
の
替
わ
り

に
自
宅
も
し
く
は
自
宅
近
く
で
過
ご
す
休
暇
」

（W
ixon,2

0
0
9

）、
あ
る
い
は
「
観
光
地
へ
の

旅
行
の
替
わ
り
に
自
宅
に
滞
在
し
地
域
の
博
物

館
な
ど
の
施
設
を
探
索
し
た
り
、
都
市
ホ
テ
ル

に
滞
在
し
た
り
、
あ
る
い
は
自
宅
近
く
の
地
方

を
探
索
す
る
こ
と
」（V

ackova,2
0
0
9

）な
ど

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　前
述
の
定
義
か
ら
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
は
周
辺
観
光
も
含
み
、「
ホ
テ
ル
ス
テ

イ
」
を
包
含
す
る
、
や
や
広
い
概
念
で
あ
る
と

も
言
え
る
が
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
義
の
用
語
と
し

か
ら
提
供
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
当
ホ
テ
ル
で
は
、
今
ま
で
宿
泊
滞
在

そ
の
も
の
を
楽
し
む
と
い
う
プ
ラ
ン
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
プ
ラ
ン
が
好

評
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
対
す

る
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ
た
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
定
着
の
た
め
に
は
、

お
客
様
が
求
め
る
も
の
に
合
わ
せ
て
常
に
内
容

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
談
）。

※
取
材
日

　2
0
2
1
年
1
月
8
日

　こ
こ
で
は
、
事
例
を
踏
ま
え
て
、
ホ
テ
ル
ス

テ
イ
の
市
場
と
し
て
の
さ
ら
な
る
定
着
の
た
め

の
い
く
つ
か
の
視
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

①「
非
日
常
」
の
積
極
的
な
提
案

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
眼
下
の
庭
園
に

広
が
る
雲
海
を
楽
し
む
」「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

眺
望
＋
重
箱
に
詰
め
た
会
席
・
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
む
」「
家
族
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
過
ご
す
」

な
ど
、「
非
日
常
」
を
演
出
す
る
様
々
な
工
夫

を
講
じ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。「
普
段
は
泊

ま
る
こ
と
が
な
い
近
場
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ
ル
）

に
あ
え
て
泊
ま
る
」
と
い
う
時
点
で
、
既
に
「
非

日
常
」で
は
あ
る
わ
け
だ
が
、そ
の
中
で
も
、「
自

宅
で
は
で
き
な
い
体
験
」
を
付
加
価
値
と
し
て

提
案
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
の
動
機
づ
け
と
な
る

だ
ろ
う
。

②
地
域
と
連
携
し
た
消
費
機
会
の
創
出

　ホ
テ
ル
ス
テ
イ
は
そ
の
性
質
上
、
消
費
が
宿

泊
施
設
内
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。た
だ
、

ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
施
設

単
体
の
取
り
組
み
と
す
る
の
で
は
な
く
地
域
と

も
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
波

及
は
も
ち
ろ
ん
、
相
互
の
消
費
機
会
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
地
域
全
体
で
十
分
に
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、「
地
域

で
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
誘
導
す
る
よ

う
な
施
設
内
で
の
情
報
発
信
」、
あ
る
い
は
逆

に
「
地
域
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
施
設

内
へ
の
「
出
前
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

③
交
通
手
段
も
含
め
た

　感
染
防
止
対
策
の
ア
ピ
ー
ル

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
都
内
へ
タ
ク
シ

ー
で
「
お
送
り
」
も
し
く
は
「
お
迎
え
」」「
マ

イ
カ
ー
利
用
者
の
た
め
に
駐
車
場
料
金
を
無

料
」
な
ど
、
ホ
テ
ル
へ
の
移
動
も
含
め
た
プ

ラ
ン
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

　当
財
団
が
2
0
2
0
年
5
月
に
実
施
し
た
旅

行
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、「
公
衆
衛
生
の
徹

底
」
や
「
密
の
回
避
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、

旅
行
者
が
今
後
旅
行
先
を
選
ぶ
際
の
い
わ
ば

「
必
要
条
件
」
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
施
設
で
の
滞
在
中

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
行
き
帰
り
の
交
通
機
関
も

含
め
て
「
公
衆
衛
生
の
徹
底
」
や
「
密
の
回
避
」

の
方
策
を
講
じ
、
そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン

と
す
る
こ
と
で
、「
旅
行
は
し
た
い
が
感
染
リ

ス
ク
が
心
配
」
で
出
控
え
を
行
っ
て
い
る
層
に

も
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
旅
行
市
場
が
従
前
の
よ
う

な
状
況
ま
で
回
復
す
る
に
は
相
応
の
時
間
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
そ

の
中
で
も
生
ま
れ
る
新
た
な
旅
行
の
ス
タ
イ
ル

や
市
場
に
着
目
し
、
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と

す
る
取
り
組
み
は
必
要
か
つ
有
効
な
も
の
と
な

る
。
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
旅
行
が

5
．お
わ
り
に

4
．さ
ら
な
る
定
着
の
た
め
に

現
場
か
ら
の
声
…
❶

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

島
村
香
子 

氏

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

現
場
か
ら
の
声
…
❷

宿
泊
販
売
部 

宿
泊
課 

宿
泊
予
約
担
当

市
川
晋
崇
氏

営
業
部

販
売
促
進
・
顧
客
管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

佐
藤
真
也
氏

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

「東京雲海」の様子スカイツリーの夜景と料理

あ
る
程
度
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

宿
泊
施
設
で
の
滞
在
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
と
い

う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認
知
さ
れ
、
選
好
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

我
慢
し
て
い
る
中
で
、
非
日
常
を
味
わ
え
た
」、

「
自
宅
か
ら
近
い
な
が
ら
少
し
遠
く
に
旅
行
に

行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

　今
回
の
「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
は
、

お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見

つ
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
以
降
、
あ
る
い
は

G
o
to

 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
も
、

こ
う
い
っ
た
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を
代
替
的
な
手
段

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
旅
行
の
形
と
し

て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
新
た
な
プ
ラ
ン
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
談
）。

※
取
材
日

　2
0
2
0
年
12
月
21
日

「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
市
場
向
け
の
宿
泊
プ
ラ
ン

と
し
て
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
で
お
こ
も
り
ス
テ

イ
」
プ
ラ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　宿
泊
プ
ラ
ン
に
は
、
公
共
交
通
で
の
「
3
密
」

を
気
に
す
る
お
客
様
に
対
応
し
、
行
き
か
帰
り

の
ど
ち
ら
か
の
タ
ク
シ
ー
利
用（
23
区
内
の
み
）

か
無
料
駐
車
場
利
用
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
ホ
テ
ル
内
の

庭
園
に
霧
を
発
生
さ
せ
て
幻
想
的
な
空
間
を
演

出
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
雲
海
」
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
新
た
な
投
資

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
社
内
か
ら
慎
重
な
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が

求
め
ら
れ
る
風
潮
の
中
で
、
少
し
で
も
癒
や
し

や
非
日
常
を
提
供
し
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

秋
口
か
ら
開
始
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

2
0
2
0
年
10
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
を
設
定
し

た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
東
京
が
加
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と

重
な
り
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
は
比
較
的
若
い
年
代
含

め
て
幅
広
い
客
層
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
1
人
利
用
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
少
な
い

な
が
ら
男
性
の
1
名
利
用
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、

な
ん
と
い
っ
て
も
一
番
多
い
の
は
家
族
で
の
利

用
で
す
。
通
年
夏
場
に
実
施
し
て
い
た
家
族
旅

行
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
代
替
策
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
首
都
圏
の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒

的
に
多
く
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都

内
か
ら
の
宿
泊
で
す
。

　チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
付
近
は

フ
ロ
ン
ト
が
混
み
合
っ
て
し
ま
う
の
で
、
混
雑

状
況
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
り
、
事
前
に
手
続
き

す
る
こ
と
で
ル
ー
ム
キ
ー
を
返
す
だ
け
で
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
と
い
っ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　当
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
た
座
席
配
置
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
上
で
、
今
回
の
「
お
こ
も
り
ス

テ
イ
」
で
は
デ
ィ
ナ
ー
は
客
室
で
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。
当
プ
ラ
ン

の
反
響
は
と
て
も
大
き
く
、
庭
を
じ
っ
く
り
散

策
す
る
よ
う
な
人
も
増
え
た
と
感
じ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
以
前
は
主
に
外
国
人
向
け
に
、
せ
ん
べ
い

の
手
焼
き
体
験
な
ど
の
文
化
体
験
の
紹
介
や
、

近
隣
の
商
店
街
の
紹
介
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
作
成
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
施
設
の
外
に
出
た
い
と
い
う
意
向

を
持
つ
お
客
様
が
少
な
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
以

降
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
お
こ
も
り
ス
テ
イ
」
プ
ラ
ン
を
利
用
さ
れ
た

お
客
様
か
ら
は
、「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
自
粛
で

た
め
に
は
、
顧
客
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
顕
在
化
し
た
市
場
を
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

（
か
ん
の
・
ま
さ
ひ
ろ
）
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グ
ラ
ン
ド 

ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

グ
ラ
ン
ド 

ケ
ア
リ
ン
グ

サ
マ
ー 
ス
テ
イ

2
0
2
0
年
7
月
1
日
〜

9
月
30
日

○
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
え
る

　1
万
円
分
の
食
事
ク
レ
ジ
ッ
ト

○
ア
ー
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
／
レ
イ
ト
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

○
宿
泊
代
の
一
部
を
医
療
従
事
団
体
に
寄
付
"

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

夏
の「LO

V
O

T
」体
験
宿
泊
プ
ラ
ン

2
0
2
0
年
8
月
17
日
〜

9
月
6
日

2
0
2
0
年
7
月
18
日
〜

9
月
6
日

2
0
2
0
年
10
月
1
日
〜

2
0
2
1
年
3
月
31
日

○
人
に
懐
く
ペ
ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

　家
族
型
ロ
ボ
ッ
ト「LO

V
O

T

」と
部
屋
で
過
ご
す

　※
施
設
内
プ
ー
ル
の
入
場
券
付
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
用
意

○
婚
礼
和
装
の
ス
タ
ッ
フ
が
着
付
け
す
る
浴
衣
で
過
ご
す

　（
浴
衣
・
帯
・
下
駄
は
持
ち
帰
り
可
能
）

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

宿
泊
者
限
定
オ
プ
シ
ョ
ン

「
浴
衣
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」

2
0
2
0
年
10
月
1
日
〜

○
正
規
料
金
よ
り
最
大
50
%
の
割
引

○
一
滞
在
に
つ
き
5
0
0
0
円
分
の
ホ
テ
ル
利
用
券

　（
系
列
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
、

　ま
た
は
次
回
以
降
の
宿
泊
料
金
と
し
て
利
用
可
）

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

地
元
応
援
プ
ラ
ン

「
近
場
で
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ト
ク
割
プ
ラ
ン

2
0
2
0
年
12
月
14
日
〜

2
0
2
1
年
6
月
30
日

○
部
屋
で
重
箱
に
詰
め
た
和
会
席
も
し
く
は

　フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
む

○
21
階
以
上
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ビ
ュ
ー
客
室
確
約

○
駐
車
場
無
料

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

都
会
の
オ
ア
シ
ス
で
お
こ
も
り
ス
テ
イ

※

そ
の
他
複
数
の
プ
ラ
ン
あ
り

お
こ
も
り
ス
テ
イ

2
0
2
0
年
10
月
1
日
〜

○
部
屋
で
の
夕
食

○
タ
ク
シ
ー
で
都
内
へ「
お
迎
え
」も
し
く
は「
お
送
り
」

○
雲
や
霧
と
同
じ
細
か
い
水
の
粒
を

　均
一
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
で

　日
本
最
大
級
の
霧
の
庭
園
を
演
出

　こ
こ
で
は
、
事
例
を
踏
ま
え
て
、
ホ
テ
ル
ス

テ
イ
の
市
場
と
し
て
の
さ
ら
な
る
定
着
の
た
め

の
い
く
つ
か
の
視
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

①「
非
日
常
」
の
積
極
的
な
提
案

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
眼
下
の
庭
園
に

広
が
る
雲
海
を
楽
し
む
」「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

眺
望
＋
重
箱
に
詰
め
た
会
席
・
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
む
」「
家
族
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
過
ご
す
」

な
ど
、「
非
日
常
」
を
演
出
す
る
様
々
な
工
夫

を
講
じ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。「
普
段
は
泊

ま
る
こ
と
が
な
い
近
場
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ
ル
）

に
あ
え
て
泊
ま
る
」
と
い
う
時
点
で
、
既
に
「
非

日
常
」で
は
あ
る
わ
け
だ
が
、そ
の
中
で
も
、「
自

宅
で
は
で
き
な
い
体
験
」
を
付
加
価
値
と
し
て

提
案
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
の
動
機
づ
け
と
な
る

だ
ろ
う
。

②
地
域
と
連
携
し
た
消
費
機
会
の
創
出

　ホ
テ
ル
ス
テ
イ
は
そ
の
性
質
上
、
消
費
が
宿

泊
施
設
内
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。た
だ
、

ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
施
設

単
体
の
取
り
組
み
と
す
る
の
で
は
な
く
地
域
と

も
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
波

及
は
も
ち
ろ
ん
、
相
互
の
消
費
機
会
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
地
域
全
体
で
十
分
に
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、「
地
域

で
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
誘
導
す
る
よ

う
な
施
設
内
で
の
情
報
発
信
」、
あ
る
い
は
逆

に
「
地
域
の
飲
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
施
設

内
へ
の
「
出
前
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

③
交
通
手
段
も
含
め
た

　感
染
防
止
対
策
の
ア
ピ
ー
ル

　取
り
組
み
事
例
か
ら
は
、「
都
内
へ
タ
ク
シ

ー
で
「
お
送
り
」
も
し
く
は
「
お
迎
え
」」「
マ

イ
カ
ー
利
用
者
の
た
め
に
駐
車
場
料
金
を
無

料
」
な
ど
、
ホ
テ
ル
へ
の
移
動
も
含
め
た
プ

ラ
ン
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

　当
財
団
が
2
0
2
0
年
5
月
に
実
施
し
た
旅

行
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、「
公
衆
衛
生
の
徹

底
」
や
「
密
の
回
避
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、

旅
行
者
が
今
後
旅
行
先
を
選
ぶ
際
の
い
わ
ば

「
必
要
条
件
」
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
施
設
で
の
滞
在
中

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
行
き
帰
り
の
交
通
機
関
も

含
め
て
「
公
衆
衛
生
の
徹
底
」
や
「
密
の
回
避
」

の
方
策
を
講
じ
、
そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン

と
す
る
こ
と
で
、「
旅
行
は
し
た
い
が
感
染
リ

ス
ク
が
心
配
」
で
出
控
え
を
行
っ
て
い
る
層
に

も
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
旅
行
市
場
が
従
前
の
よ
う

な
状
況
ま
で
回
復
す
る
に
は
相
応
の
時
間
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
そ

の
中
で
も
生
ま
れ
る
新
た
な
旅
行
の
ス
タ
イ
ル

や
市
場
に
着
目
し
、
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と

す
る
取
り
組
み
は
必
要
か
つ
有
効
な
も
の
と
な

る
。
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
旅
行
が

施
設
名

期
間

取
り
組
み
名
称

主
な
特
典・特
徴

出
所
）各
ホ
テ
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、公
表
資
料
等
よ
り
筆
者
作
成

「
東
京
雲
海
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
表

「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」市
場
に
対
応
し
た
都
内
の
ホ
テ
ル
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

あ
る
程
度
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

宿
泊
施
設
で
の
滞
在
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る

旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
「
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
」
と
い

う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認
知
さ
れ
、
選
好
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
顧
客
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
顕
在
化
し
た
市
場
を
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

（
か
ん
の
・
ま
さ
ひ
ろ
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

座
談
会
…
開
催
日
：
2
0
2
1
年
1
月
20
日

3

一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局
事
務
局
長
。1
9
7
5
年
長
野
県
白
馬
村
生
。ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
立
ラ
ン
ゲ
ー
ラ
カ
レ
ッ
ジ
人
文
科
学
部
卒
業
後
、白
馬
東
急
ホ

テ
ル
に
入
社
。豪
州
、ア
ジ
ア
各
国
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
へ
赴
き
、自
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
白
馬
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
尽
力
。2
0
1
6
年
か
ら
現
職
。ス
キ
ー・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト「
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
」を
誘
致
。2
0
2
0
年

か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
経
済
活
動「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」推
進
を
目
的
と
し
た

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆M

 I C E

イ
ベ
ン
ト「Green W

ork Hakuba

」を
開
催
。

福
島
洋
次
郎（
ふ
く
し
ま
・
よ
う
じ
ろ
う
）

八
方
尾
根
開
発
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
後
、株
式
会
社
ラ
ン

ド
ブ
レ
イ
ン
入
社
。都
市
計
画・事
業
開
発
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
従
事
。1
9
8
9
年
常

磐
興
産
株
式
会
社
に
て
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー（
現
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
）

の
再
生
事
業
に
参
画
。2
0
0
3
年
ク
ラ
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
設
立
。2
0
0
7
年
か
ら
八
方

尾
根
開
発
株
式
会
社
で
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
お
よ
び
白
馬
地
域
の
観
光
事
業
再
生
に
取

り
組
む
。オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
標
榜
。

倉
田
保
緒（
く
ら
た
・
や
す
お
）

株
式
会
社
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
。1
9
7
6
年
東
京
都
生
。2
0
0
0
年
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、農
林
水
産
省
入
省
。2
0
0
6
年
米
国
D
u
k
e
大
学
卒

（
M
B
A
取
得
）。ベ
イ
ン・ア
ン
ド・カ
ン
パ
ニ
ー
を
経
て
2
0
1
4
年
か
ら
日
本
ス
キ
ー
場

開
発
に
入
社
し
、白
馬
観
光
開
発
へ
。2
0
1
7
年
同
社
代
表
取
締
役
社
長
、2
0
2
0

年
か
ら
現
職
。観
光
庁
主
催「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
投
資
環
境
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」構

成
委
員（
2
0
1
9
年
）、内
閣
官
房
長
官
主
催「
観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
」の
識
者
と

し
て
登
壇
な
ど
、日
本
全
体
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
も
考
察
を
続
け
て
い
る
。

和
田 

寛（
わ
だ
・
ゆ
た
か
）

吉
澤
清
良（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）

福
永
香
織（
同・観
光
政
策
研
究
部 

主
任
研
究
員
）

白
馬
村
、

オ
ールシ
ーズン・

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の

挑
戦

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て Snow Peak FIELD SUITE HAKUBA KITAONE KOGEN（©八方尾根開発㈱）

HAKUBA MOUNTAIN HARBOR（©㈱岩岳リゾート）

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に

白馬村、オールシーズン・山岳リゾートへの挑戦3
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て Snow Peak FIELD SUITE HAKUBA KITAONE KOGEN（©八方尾根開発㈱）

HAKUBA MOUNTAIN HARBOR（©㈱岩岳リゾート）
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ow
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K
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E
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O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC
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が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に

白馬村、オールシーズン・山岳リゾートへの挑戦3



ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

春の白馬（©㈱岩岳リゾート（以下同））

夏の白馬

秋の白馬

冬の白馬

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

春の白馬（©㈱岩岳リゾート（以下同））

夏の白馬

秋の白馬

冬の白馬

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

森のオフィス

ヤッホー！スウィング presented by にゃんこ大戦争」（©㈱岩岳リゾート）

「S
n
ow

 P
eak F

IE
L
D

 S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 

K
IT

A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
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節
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し
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る
コ
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き
た
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こ
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で
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ロ
ナ
禍
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っ
て
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ま
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し
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。
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0
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月
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業
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を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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ト
の
変
化
を
考
え
る
と
、
施
設
も
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
増
や
さ
な
い
と
。
そ

れ
に
は
通
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
出
せ
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　白
馬
村
が
お
客
様
に
非
日
常
的
な
空
間
を
提

供
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一
番
高
い
な
ら
、

そ
れ
を
生
か
す
整
備
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
。

白
馬
村
全
体
を
面
と
し
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
き
な
り

は
難
し
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ポ
イ
ン
ト
を

い
く
つ
か
作
っ
て
い
く
の
が
今
の
ス
テ
ー
ジ
か

な
と
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
表
に
出
始
め
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
が
連
携
し
て
面
的

に
滑
っ
て
も
ら
う
の
が
最
初
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
端
緒
に
な
っ
て
、
新
し
く
投

資
し
て
も
な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
回

る
施
設
が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
、
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
は
苦
し
い
で
す
が
、
や
が

て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く

て
い
い
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
出
し
方

を
、
以
前
よ
り
タ
イ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
。

吉
澤

　本
質
的
に
は
変
え
な
く
て
い
い
と
い
う

の
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
は
将
来
を
は
っ
き
り
と
見
据
え
た
上
で
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
言
え
る
こ
と
か
な
と
。

和
田

　「オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う

言
葉
は
、
み
ん
な
に
浸
透
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
も
う
一
つ
の
枕
詞
を
つ
け
る
な
ら
「
世
界

水
準
の
」も
し
く
は「
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
」

で
す
ね
。
白
馬
村
は
こ
れ
か
ら
成
長
が
期
待
で

き
る
ア
ジ
ア
市
場
に
と
っ
て
、
欧
米
よ
り
も
近

く
て
、
そ
の
分
安
く
・
早
く
来
ら
れ
ま
す
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ず
ば
抜
け
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
人
た
ち
に「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
、
イ
ン
フ
ラ
も
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
、
サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

福
島

　車
で
東
京
か
ら
4
時
間
く
ら
い
、
1
泊

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
い
う
距
離
感
が
逆

に
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
す
る
の
か
な
。

和
田

　「2
泊
3
日
、
3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽

し
い
よ
ね
、
色
々
あ
る
し
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
夏
を
含
め
て
作
っ
て
い
か

な
い
と
。
冬
は
ス
キ
ー
と
い
う
強
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
っ
て
、
3
日
く
ら
い
は
同
じ
ス
キ
ー
場

で
も
余
裕
で
楽
し
め
ま
す
し
、
1
日
く
ら
い
は

違
う
ス
キ
ー
場
も
滑
り
た
い
と
い
う
お
客
様
で

あ
っ
て
も
白
馬
村
で
な
ら
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
夜
の
楽
し
み
も
含
め
て
お
客
様

の
滞
在
環
境
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
進
む
べ
き
方
向
は
見
え
て
い
る
の
か
な
と
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

吉
澤

　福
島
さ
ん
は
観
光
局
と
い
う
お
立
場

上
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
和
田
さ
ん
の
お
話
は
す
っ
と

納
得
で
き
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
長
い
こ
と
白
馬
は
「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
が
、
完
成
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
手
直
し
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。 

　今
は
、
特
に
町
並
み
を
き
れ
い
に
し
た
い
。

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
見
て
い
く
と
、
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
完
成
さ
れ
て
い
て
、
低
い
と

こ
ろ
ほ
ど
何
か
し
ら
手
を
加
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
白
馬
村
観
光
局
で
は
な
く
広
域
の
「
一

般

社

団

法

人H
A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
で
は
、
街
並
み
の
看
板
を
統
一

す
る
と
か
、
街
灯
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
岳
景
観
の
美
し
さ

に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
住
民
や
観
光
客
が
歩
い

て
気
持
ち
の
い
い
環
境
を
、
麓
で
も
作
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
、
世
界
水
準
の

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
観
光
局

の
取
り
組
み
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
島

　冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
い
う

核
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
や
り

や
す
い
で
す
よ
ね
。
夏
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
す

ぎ
て
、
ど
う
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
く
の
か

は
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
白
馬
村
に
は
山
も
川

も
、
隣
の
大
町
市
に
は
な
り
ま
す
が
湖
も
あ
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し

て
売
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　自
転
車
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
S
U
P
等
、
基
本
的

に
海
の
コ
ン
テ
ン
ツ
以
外
は
全
部
あ
っ
て
、
遊

び
倒
せ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
感
を
き
ち
ん
と
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
層
に
向
け
た

も
の
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

コ
ロ
ナ
以
前
の
白
馬
の
現
状
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
課
題

吉
澤

　皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
白
馬
村

の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
現
状
と
課
題
を
、

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　私
は
15
年
く
ら
い
前
に
白
馬
村
に
来
ま

し
た
。
冬
は
も
ち
ろ
ん
、
田
植
え
の
頃
は
新
緑

も
美
し
く
て
気
持
ち
い
い
。
で
も
宿
の
状
況
は

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
そ
れ
以
外
の
季
節
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
の
か
と
考

え
て
「
人
」
の
問
題
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
悪

気
な
く
お
客
様
目
線
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

と
い
う
、
こ
の
地
域
で
は〝
普
通
〞の
感
覚
、
こ

の
こ
と
へ
の
気
づ
き
、
意
識
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
楽
し
め
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か

と
。
八
方
地
域
は
、
民
宿
発
祥
の
地
で
、

1
0
0
年
間
、
登
山
家
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
は
先

輩
達
が
作
っ
た
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
化
は
、
我
々
後
陣
の
責
任
で
や
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
弊
社
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
、和
田
さ
ん
の「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
天
が
与
え
た
こ
の

地
域
の
素
材
を
、
さ
ら
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
ね
。

和
田

　白
馬
村
は
観
光
が
メ
イ
ン
の
経
済
圏

で
、
人
口
9
0
0
0
人
で
従
業
者
数
は
約

6
0
0
0
人
。
こ
の
う
ち
宿
泊
や
観
光
客
向
け

の
物
販
、
策
道
な
ど
直
接
的
に
観
光
に
関
わ
る

方
が
約
半
分
、
そ
れ
以
外
の
建
設
や
不
動
産
な

ど
も
、
観
光
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
7
〜
8
割
は
観
光
で
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
な
と
。

　山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
、
白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
ス
キ
ー

場
と
し
て
サ
イ
ズ
感
や
コ
ー
ス
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
国
内
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夏
の
頃
も
素
晴
ら
し
い
。

快
適
な
非
日
常
空
間
を
作
る
こ
と
が
リ
ゾ
ー
ト

地
の
定
義
だ
と
す
れ
ば
、
里
と
山
の
隣
接
性
が

あ
っ
て
適
切
な
開
発
が
行
わ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
は
日
本
で
も
白
馬

エ
リ
ア
が
一
番
。
白
馬
村
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　課
題
は
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

の
中
心
的
な
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
き
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
厳
し
い
こ
と
。
あ
と
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
施
設
が
あ
ま
り
稼
働
せ
ず
、
い

ろ
ん
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
通
年
で

雇
え
る
人
が
少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

産
性
を
上
げ
よ
う
に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
年
稼
働
し
て
い
な
い
の
で
、
施
設

整
備
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
も
苦
労
し
て

や
り
繰
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　ス
キ
ー
場
や
宿
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
て
、
1
9
9
0
年
代
よ
り
も
前

に
作
ら
れ
た
も
の
が
主
力
。
例
え
ば
リ
フ
ト
は

八
方
尾
根
で
平
均
35
〜
40
歳
、
海
外
と
比
べ
て

相
当
見
劣
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
宿
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
こ
の
会
場
（haluta 

hakuba

）
く
ら
い
き
れ
い
に
は
な
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
未
だ
に
六
畳
一
間
、
バ
ス
ト
イ
レ
共
同

の
宿
が
半
数
以
上
で
し
ょ
う
。
国
内
の
お
客
様

が
減
少
す
る
な
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客

す
る
努
力
は
必
要
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
快

適
に
泊
ま
れ
る
宿
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　将
来
の
目
標
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
、「
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉

に
も
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
方
が
よ
い
の
か
な

と
。「
ス
キ
ー
場
」
と
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
っ

て
同
じ
よ
う
だ
け
ど
違
う
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
く
ら
い
の
白
馬
は
ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
で
売
っ
て
き
て
、
要
は
、
ス
キ
ー
や

ら
せ
て
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
は

要
ら
な
い
で
し
ょ
と
。
何
も
し
な
く
も
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
胡
坐
を
か
い
て
い
た
部

分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
マ
ー
ケ
ッ

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
分
散
型

ホ
テ
ル
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
『
観
光
文
化
』
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
話
題
を
集
め
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
座

談
会
で
は
、
こ
う
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
よ
り
着
目
し
、
そ
の
具
体
化
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
白
馬
村
の
、
観
光
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　で
は
、
ま
ず
は
、
白
馬
村
の
観
光
に
つ
い
て
、

白
馬
村
観
光
局
の
福
島
さ
ん
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
島

　白
馬
村
の
観
光
は
、
山
登
り
が
レ
ジ
ャ

ー
化
し
、
お
客
様
を
自
宅
に
泊
め
て
ガ
イ
ド
す

る
と
い
う
民
宿
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス

キ
ー
場
が
近
代
化
し
、
高
度
経
済
成
長
も
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

結
と
し
て
1
9
9
8
年
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
全
国

で
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
大
投
資
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
い
、
長
い
不
況
を
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
は
世
界
中
に
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
白
馬
を
目
指
し
て
、

他
の
季
節
の
魅
力
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。　八

方
尾
根
開
発
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

っ
て
来
て
い
た
だ
け
な
い
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
地
域
の

み
ん
な
が
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　弊
社
の
株
主
に
は
宿
が
多
い
の
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
で
は
「
お
前
は
客
を
盗
る
の
か
」

に
始
ま
り
、「
俺
た
ち
の
会
社
で
宿
泊
施
設
を

や
る
な
ん
て
ふ
ざ
け
る
な
」
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。で
も
、今
は
皆
さ
ん
見
に
来
ら
れ
ま
す
し
、

そ
れ
は
そ
れ
で
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
か
な
と
。

大
き
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
2
0
1
9
年
7
月
の

開
業
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
た
と
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
一
定
の
商
品
力
は
持
っ

て
い
る
の
か
な
と
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
冠
は
背

負
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、

海
外
旅
行
に
行
く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が

ほ
と
ん
ど
。
高
齢
の
方
が
来
る
か
と
思
っ
た
ら

そ
う
で
な
い
と
か
、
我
々
が
予
想
し
て
な
か
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
お
子

さ
ん
や
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
「
お

客
さ
ま
は
最
大
の
営
業
マ
ン
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
お
客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
幸
先
は
よ

い
の
か
な
と
。

　最
初
は
幹
部
も
相
当
不
安
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
一
切
ブ
レ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
も
お
客
様
と
一
緒
に
涙

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

が
新
し
い
動
き
を
作
っ
て
い
く
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

な
か
っ
た
層
に
新
し
い
魅
力
を
提
供
し
て
い
る

と
。

倉
田

　そ
う
い
う
環
境
で
3
日
間
を
過
ご
す
方

が
、
実
は
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
色
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
こ

こ
に
居
た
い
と
。
我
々
の
若
い
頃
の
観
光
と
は

違
っ
た
感
覚
が
、
日
本
人
に
も
す
ご
く
出
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

吉
澤

　素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
ゆ
っ
く
り
滞

在
し
て
楽
し
む
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

く
、
そ
の
両
方
を
提
供
で
き
る
と
い
う
か
、
お

客
様
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
も
の
を
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
な
と
。

倉
田

　観
光
局
の
会
員
（
約
5
0
0
会
員
）
は

ほ
と
ん
ど
宿
で
す
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

で
す
か
ら
、
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
れ

ば
、
表
に
出
る
印
象
も
相
当
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
も
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
の
提
案
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

向
け
た
白
馬
観
光
開
発
、
あ
る
い
は
岩
岳
リ
ゾ

ー
ト
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
2
つ

に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
意
味
で
は
、
冬
は
と
も
か
く
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ

と
が
圧
倒
的
に
必
要
で
す
。
2
0
1
7
年
く
ら

い
か
ら
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
力
を
入
れ
、

2
0
1
8
年
に
は
岩
岳
に
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
」を
、栂
池
に
は
絶
叫
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー「
白

馬
つ
が
い
け
W
O
W
!
（
8
月
開
業
）」
を
作
り

ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

組
ん
で
岩
岳
に
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
施
設

「Iw
atake G

reen
 P

ark

（
7
月
開
業
）」
を

作

り
、
八

方

尾

根

に

は
「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A
IN

 B
E
A
C
H

（
7
月
開
業
）」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し

め
る
だ
け
の
素
材
が
あ
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
自

然
に
だ
け
依
拠
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町

も
き
れ
い
で
楽
し
い
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
、

白
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　施
設
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
リ
ゾ
ー
ト
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
は
で

き
る
だ
け
お
し
ゃ
れ
な
人
と
い
う
か
、
外
部
ブ

ラ
ン
ド
と
組
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
。
例
え
ば

八
方
尾
根
で
は
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
と
組
ん
で
「
コ

ロ
ナ
エ
ス
ケ
ー
プ
テ
ラ
ス
」
を
作
っ
た
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ

ー
バ
ー
」
な
ど
、
あ
ま
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な

く
て
も
リ
ゾ
ー
ト
感
を
得
ら
れ
る
も
の
が
で
き

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ

ル
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　去
年
は
「
白
馬
村
は
長
期
滞
在
し
な
い
と
楽

し
め
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
っ

て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
、「
白
馬
村
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ 

多
彩
な
魅
力
を
ご
紹
介
!!
」
と
い

う
ム
ー
ビ
ー
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

※

動
画U

R
L https://w

w
w
.youtube.com

/

w
atch?v=A

O
00LT

zW
s8s

吉
澤

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

時
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
こ
を
狙
っ
て
い
ま
す

か
。

福
島

　コ
ン
テ
ン
ツ
の
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
。
も
ち
ろ
ん
山
登
り
だ
っ
た
ら
誰
を
狙
っ
て

と
か
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
絞
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
日
本
人
の
登
山
人
口
っ
て
、
ス
キ
ー
よ
り

も
ず
っ
と
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
減
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
登
山
の
中
心
は
昭
和
10
年
代
、
20
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
、
20
年
代
の
人
達
が
ギ

リ
ギ
リ
行
く
か
行
か
な
い
か
で
、
そ
こ
か
ら
ど

ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　な
の
で
日
本
人
で
は
な
く
、
登
山
人
口
が
増

え
て
い
る
台
湾
と
か
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、Facebook

で
山
好
き
な
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
を
運
営
し
て
い
る
方
を
招
聘
し
た
り
。
台
湾

に
は
富
士
山
よ
り
高
い
山
は
あ
っ
て
も
山
小
屋

が
な
い
し
、
縦
走
で
き
る
山
も
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
泊
ま
っ
て
温
か
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
生

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
縦
走
し
て
白
馬
岳
か
ら

唐
松
岳
ま
で
行
く
と
か
、
そ
の
体
験
を
ペ
ー
ジ

で
シ
ェ
ア
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
現
地
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
そ
こ

に
我
々
が
説
明
に
行
く
と
い
う
の
を
一
昨
年
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。
去
年
は
本
格
的
に
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
で
き
な
く
て
。

和
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
め
に
と
る
、
と
い
う

の
は
僕
ら
も
同
じ
発
想
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
論
理
か
ら
言
え
ば
絞
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
広
さ
の
あ
る
観

光
地
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
の

っ
て
意
外
と
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
は
、
若
者
、
高
齢
者
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
誰
が
行
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
以
上
、
こ
の
層
だ
け
を

狙
う
と
い
う
の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
一

方
で
、
施
設
を
作
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
細

分
化
し
て
考
え
て
い
て
、
白
馬
岩
岳
の
山
頂
エ

リ
ア
だ
っ
た
ら
「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
20

代
・
30
代
の
若
い
女
の
子
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、

S
N
S
に
ア
ッ
プ
し
た
く
な
る
も
の
を
作
る
」

み
た
い
な
の
は
考
え
て
い
ま
す
。

倉
田 

白
馬
村
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
来
て
い

て
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
で

は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
々

も
白
馬
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
証
で
し
ょ
う
し
、
地
元
の
方
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
私
も
「
0
歳
か
ら
1
0
0

歳
ま
で
オ
ー
ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
」
と
社
員
に
も

言
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
限
ら
れ
た
何
か
だ

け
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
季
節
に
よ

っ
て
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
か
ら
。

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
た

取
り
組
み

吉
澤

　世
界
水
準
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
リ
ゾ

ー
ト
に
向
け
た
民
間
の
取
り
組
み
が
、「
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
」
や
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
」
な
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

倉
田

　「グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
の
話
を
す
る
と
、
お

客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、
50
代
で
、

50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
お

客
様
の
中
に
は
3
泊
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

一
人
一
泊
約
10
万
円
な
の
で
ご
夫
妻
で
50
数
万

円
を
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
。
か
つ
て
の
観
光
と
は
歴
然
と
違

う
ニ
ー
ズ
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　一
番
嬉
し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
皆
さ
ん

こ
こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い

う
言
葉
を
頂
く
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
場
で
は
お

客
様
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
状
況
か
ら
ど
う
脱

却
す
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
は
「
社
長
、
10
万

も
取
る
な
ん
て
で
き
な
い
よ
。
絶
対
無
理
」
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
価
値
を

認
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
が

凄
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、「
超
一
流

ホ
テ
ル
と
は
違
う
、
本
当
に
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
感
動

し
ま
し
た
。」
な
ん
て
こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

結
構
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。

　ス
キ
ー
場
に
は
1
日
約
1
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
食

べ
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
ん
て
こ
と

を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
度
は
最
高
16
人

の
お
客
様
に
、
約
30
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
対

極
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
。「
と
に
か
く
そ
こ
を

目
指
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
が
成
長

だ
ぞ
。」
と
言
っ
て
。
布
石
は
ス
タ
ッ
フ
が
周
囲

に
花
を
植
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
手
を
掛
け
た
と
い
う
も
の
を
ス
キ

ー
場
以
外
で
作
り
た
か
っ
た
。
今
そ
う
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
、

4
ヶ
月
の
間
に
5
回
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
来
年
の
予
約
を
既
に
さ
れ
て
い
る

方
も
。
海
外
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
、
コ
ロ
ナ

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
な
と
。
特

化
し
た
施
設
な
の
で
少
し
経
た
な
い
と
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
込
め
て
い
る
の
で
、
白
馬
村
の
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
り
得
る
の
か
な
と
。

　3
年
が
か
り
で
立
ち
上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
批

判
も
受
け
ま
し
た
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
、
お
客
様
は
少
な

い
で
す
が
、
そ
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー

が
お
客
様
と
接
点
を
持
と
う
と
、
キ
ッ
ズ
ゲ
レ

ン
デ
に
出
て
い
ま
す
。

　ス
キ
ー
場
で
は
季
節
従
業
員
を
2
0
0
人
く

ら
い
採
っ
て
い
ま
す
が
、
一
見
さ
ん
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
多
く
て
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
が
栂
池
ス

キ
ー
場
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
以
前
の
問
題
で
、
こ
う

し
た
状
況
を
続
け
る
限
り
お
客
様
に
お
金
を
払

ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
る
感
じ
な
ん
で
す
ね
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。
顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ

て
、
要
は
世
論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観

光
地
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
っ
て
ま
っ
た
く
面
白

く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ベ
ー
ス
と
し
て

は
、
住
民
が
そ
こ
の
観
光
ア
セ
ッ
ト
や
自
然
資

産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
か
に
、
一
番

注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　今
、
住
民
の
方
々
は
そ
れ
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

福
島

　す
ご
く
楽
し
ん
で
ま
す
ね
。
む
し
ろ
冬

だ
と
八
方
池
山
荘
に
行
く
と
普
段
会
わ
な
い
人

に
す
ご
く
出
会
っ
た
り
し
ま
す
。
夏
は
青
木
湖

や
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
行
く
と
必
ず
誰
か

に
会
っ
た
り
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

吉
澤

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
福
島
さ
ん
は
か

な
り
思
い
入
れ
を
持
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
は
都
内

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
推
奨
し
た
と
い
う
話
で
す
。
で
も
た
だ
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
し
に
来
て
く
だ
さ
い
だ
け
で
は
白

馬
村
ま
で
来
て
は
い
た
だ
け
な
い
。
何
か
一
つ

白
馬
村
ら
し
い
テ
ー
マ
を
と
思
っ
た
時
に
、
白

馬
村
で
は
2
0
1
6
年
頃
か
ら
ず
っ
と
雪
不
足

が
続
い
て
い
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
我
々
自
身
、
自
然

の
資
産
を
活
用
し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
に
責
任
あ
る
立

場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
フ
ッ

ク
に
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
来
て
い
た
だ
こ

う
と
。
そ
の
旗
印
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
」
と
い
っ
て
、
経
済
の
仕
組
み
を
丸
々
変
え

よ
う
、
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
経
済

を
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
、
実
践
し
て

い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
会

社
が
経
済
的
利
益
を
享
受
し
な
が
ら
環
境
に
対

す
る
負
荷
軽
減
を
実
践
で
き
る
、
日
本
で
も
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
早
め
に
取
り
入
れ
た
い
な
と

思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
本
当
は
7
月
末
の
予
定

で
し
た
が
9
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
3

月
初
め
に
も
第
2
弾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ

以
前
の
問
題
意
識
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
参
加
者
の
反
応
は
い
か
が
で

し
た
か
。

福
島

　非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
、
会

場
が
岩
岳
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
の
手
前
に

あ
る
「
森
の
テ
ラ
ス
」
で
し
た
が
、
テ
ー
マ
も

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
う
い
っ
た
環
境
で
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
の
は
非
常
に
効
率
も

よ
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー

バ
ー
に
行
っ
て
景
色
を
見
た
り
も
で
き
ま
す

し
、
非
常
に
有
意
義
で
「
ま
た
次
回
も
参
加
し

た
い
。」と
い
う
方
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
し
た
ね
。

吉
澤

　今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
も
し
効
果
的
に
作

用
し
た
と
す
る
な
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
働
き
方
の
多
様
化
を
後

押
し
し
た
こ
と
な
の
か
な
と
。

福
島

　そ
う
で
す
ね
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
箱
モ
ノ
を
用
意
し
て
も
、
箱
根

な
ど
の
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
客
様
は
行
く

に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
は
な
い
価
値

を
き
ち
ん
と
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
。

例
え
ば
、
住
民
が
カ
フ
ェ
な
ど
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
外
か
ら
来
た
人
も
入
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
た
く
さ
ん
い
ら

し
た
こ
と
も
あ
り
、
白
馬
村
はW

i-Fi

の
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

仕
事
を
す
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
よ
。」

と
か
、
ス
ト
レ
ス
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
示
せ
れ
ば
、
人
が
増
え
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　以
前
は
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
を
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

装
置
と
い
う
か
場
所
を
作
る
と
、
そ
れ
を
求
め

て
い
る
人
は
集
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

倉
田

　ま
だ
ま
だ
そ
う
じ
ゃ
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
け
れ
ど
、
そ
う
し
た
方
々
が
よ
い
雰
囲

気
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

福
島

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
新
し
く

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
は
一
定
数
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
に
選

ば
れ
る
場
所
に
な
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。
そ

う
い
う
方
は
仕
事
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
楽
し
め
る
か
も
重
視
し
ま

す
か
ら
。

倉
田

　去
年
も
何
社
か
か
ら
「
研
修
を
し
た
い

の
で
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
8
テ
ン
ト
を
貸
切
で

の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
に
出
店
し
て

も
ら
っ
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　リ
ゾ
ー
ト
だ
か
ら
長
期
滞
在
し
て
も
ら
い
た

い
。
宿
で
あ
れ
ば
従
来
の
部
屋
を
改
装
し
て
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
、バ
ス
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

洗
濯
機
を
備
え
た
り
、
あ
と
は
外
で
食
事
が
し

や
す
い
よ
う
に
泊
食
分
離
を
進
め
た
り
、
長
期

滞
在
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
づ
く
り
も
大
切

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

我
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
宿
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
り
の
取
り
組
み
を

進
め
て
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。

吉
澤

　こ
のh

alu
ta h

aku
ba

の
あ
る
地
区

は
雰
囲
気
が
よ
く
、
昨
晩
は
旅
籠
丸
八
に
宿
泊

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
機

能
的
、
今
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
の
お
客
様
に
す
ご

く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
。

和
田

　こ
こ
新
田
の
街
並
み
は
、
地
元
の
人
が

ず
っ
と
何
十
年
も
か
け
て
水
路
を
整
備
し
た

り
、
水
車
小
屋
を
作
っ
た
り
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
街
並
み
を
作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
民
宿
が
ど
ん
ど
ん
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
町
の
方
々
と
ど
う
や
っ
て
も
う
一

度
作
り
直
し
ま
す
か
と
い
う
話
を
、
4
、
5
年

前
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
適
切
な
お
金
を
か
け

て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

僕
ら
よ
そ
者
が
、
外
か
ら
資
本
を
持
っ
て
こ
な

い
と
進
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

福
永

　デ
ザ
イ
ン
は
大
事
で
す
よ
ね
。
こ
こ
最

近
は
、
何
も
し
な
く
て
も
こ
こ
に
い
た
い
と
思

え
る
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
空
間
や
場
所
が
増

え
て
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

和
田

　こ
こ
は
「h

alu
ta

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
す
し
、
あ
と
は
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
だ
っ
た
り
。

山
の
上
の
「T

H
E
 C

IT
Y
 B

A
K
E
R

Y

」
は
お

店
の
ス
タ
イ
ル
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、「
う
ち
で

お
金
を
出
す
の
で
、
好
き
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
任
せ
し
ま
し
た
。
外
と
中
の
融

合
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
資
金
面
で
も
そ
う
だ

し
、
デ
ザ
イ
ン
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
使
え
る
も
の
は
う
ま
く
使
っ
て
、
関
わ

っ
た
外
の
人
に
も
白
馬
で
や
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。「T

H
E
 C

IT
Y
 

B
A
K
E
R

Y

」
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

倉
田

　長
野
県
の
白
馬
村
・
小
谷
村
・
大
町
市

に
ま
た
が
る
広
域
の
「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R

IS
M

」
は
県
が
重
点
的
に
支
援
す
る
広

域
型
D
M
O
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
々
や
っ
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ド
を
基
に
し
た
サ
イ
ン
の
統
一
。
広
域
地
域

で
も
や
っ
と
町
並
み
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

予
算
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

必
要
か

吉
澤

　白
馬
村
観
光
局
に
は
5
0
0
も
の
会
員

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
情
報

や
意
識
の
共
有
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

倉
田

　情
報
共
有
な
ど
の
場
と
い
う
と
、
私
も
理

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
白
馬
村
観
光
局
は
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
よ
ね
。
と
は
言
え
実
態
は
、
組
織

力
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
索
道
事
業
者
の
方
が
圧
倒
的

に
あ
り
ま
す
か
ら
、「H

A
K
U

B
A
V
A
L
L
E
Y
 

T
O

U
R
IS

M

」
も
索
道
事
業
者
で
始
ま
り
ま
し

た
。
た
だ
、
意
識
の
醸
成
に
は
間
違
い
な
く
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
い
ろ

ん
な
事
を
白
馬
村
や
白
馬
村
観
光
局
、

「H
A
K
U
B
A
V
A
LLE

Y
 T

O
U
R
IS

M

」
が
主
催

し
て
い
ま
す
が
、
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
一
緒
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
各
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
る
な
ど
、
他
の
地
域
よ
り
も
先
進
的
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。

吉
澤

　メ
ン
バ
ー
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
結
果

的
に
い
ろ
ん
な
集
ま
り
の
中
で
、
情
報
が
共
有

さ
れ
て
、
連
携
が
で
き
て
い
る
と
。

福
島

　他
所
が
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
と
こ
ろ
っ

て
ど
こ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
、
果
た
し
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
、
日
本
全

国
で
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
（
笑
）。

例
え
ば
、
民
宿
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
同
じ
観
光

戦
略
な
の
か
と
言
え
ば
、
ま
っ
た
く
違
う
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
で
落
と
し
ど
こ
ろ
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け

た
瞬
間
、
つ
ま
ら
な
い
戦
略
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
と
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、
突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ま
り
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
つ
ま
ら
な
い
観
光
地
に
、
他
の
エ
リ
ア
の
単

な
る
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　あ
る
完
成
に
向
け
て
、
未
完
成
の
ま
ま

る
シ
ー
ン
も
結
構
見
か
け
ま
し
た
。

　他
に
は
、
外
の
遊
び
は
毎
年
増
や
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
（
ヤ
ッ
ホ
ー
！

ス
ウ
ィ
ン
グ
）
を
作
っ
た
ら
、
全
国
版
の
メ
デ

ィ
ア
で
結
構
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
9
、
10
、
11

月
は
去
年
の
倍
ま
で
い
か
な
い
も
の
の
、
か
な

り
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

福
島

　長
野
県
で
は
白
馬
村
と
軽
井
沢
が
勝
ち

組
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
溜
ま

っ
た
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
き
先
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
コ
効
果
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

和
田

　お
客
様
が
想
像
し
や
す
い
楽
し
さ
は
伝

わ
り
や
す
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、
初

心
者
・
初
級
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
の
代
わ
り
に
自
転

車
で
山
を
降
り
て
み
よ
う
み
た
い
な
ノ
リ
の
コ

ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　先
ほ
ど
の
ス
キ
ー
場
と
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
近
い
で
す
よ
ね
。
ス

キ
ー
を
し
な
い
家
族
も
楽
し
め
る
と
い
う
か
。

和
田

　岩
岳
の
山
頂
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー

と
い
う
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
割
に
、
冬
は

ス
キ
ー
客
し
か
来
な
い
の
で
、「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー

ク
」の
名
前
で
、冬
も
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し
た
り
、

雪
の
上
で
遊
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ノ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
は
毎

年
高
ま
っ
て
い
て
、
去
年
は
一
昨
年
の
倍
く
ら

い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
も
さ
ら
に
そ
れ

を
上
回
る
数
が
来
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
需

要
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
。

　

　こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ

ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
。
ス
キ
ー
人

口
の
減
少
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
冬
に
人
口

の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を

相
手
に
す
る
よ
り
も
、
95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た

方
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
明
ら

か
に
高
く
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ

ア
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
田

　マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
そ
う
い

っ
た
お
客
様
が
確
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
来

て
み
た
ら「
白
馬
っ
て
す
ご
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
ん
。」

と
思
わ
れ
る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ス
キ
ー
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
来
な
い
」

と
い
う
新
し
い
お
客
様
を
呼
ぶ
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
で
す
か
ら
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

　お
客
様
に
選
ば
れ
る
何
か
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
と
。
5
0
0
万
、
7
0
0
万
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
を
追
っ
か
け
る
一
方
で
、
1
億
数
千
万
の

方
に
響
く
何
か
を
提
供
し
な
い
と
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
お
客
様

に
訪
れ
て
い
た
だ
か
な
い
限
り
、
や
っ
て
い
け

な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
澤

　コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
観
光
地
が
苦
し
む

中
、
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
目
標
を
明
確
に

定
め
て
、
福
島
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
完
成
形

を
求
め
て
常
に
走
っ
て
る
、
そ
の
す
ご
さ
、
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
云
々

で
は
な
く
、
や
る
べ
き
こ
と
を
真
っ
当
に
や
っ

て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
価
値
の
高
ま
り
に
つ

い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押
し
し
た
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
時
代
が
白
馬
村
に
近
づ

い
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
観
光
の

全
体
的
な
課
題
な
ど

福
島

　コ
ロ
ナ
の
報
道
を
み
る
と
、
エ
ビ
デ
ン

ス
も
不
確
か
な
の
に
、
パ
チ
ン
コ
店
、
夜
の
街
、

G
oT

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
次
々
に
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
、
今
度
は
飲
食
店
。
自
戒
を
込
め

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光
事
業
者
は
「
我
々

は
コ
ロ
ナ
対
策
や
っ
て
る
か
ら
安
全
で
す
、
来

て
く
だ
さ
い
。」
と
し
か
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

観
光
業
界
の
団
体
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
は
非
常
に
問
題
だ
っ
た
な
と
、
僕
は
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
1
年
経
っ
て
、
こ
のC

O
V
ID

-19

が
ど

こ
ま
で
危
険
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
経
済
活
動
に

規
制
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議

論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
誰
も
が
無

自
覚
に
世
論
に
迎
合
し
て
い
る
だ
け
に
も
映
り

ま
す
。
文
化
的
な
活
動
で
彩
ら
れ
て
こ
そ
人
間

が
人
間
た
る
所
以
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
き
ち
ん
と
こ
の
1
年
を
顧
み
て
、

観
光
業
が
復
興
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
っ
て
い
う
状
況
も
わ
か

っ
た
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
正
し
い

か
も
わ
か
ら
ず
暗
中
模
索
。
そ
れ
で
も
日
々
起

こ
る
こ
と
に
は
対
峙
し
な
い
と
な
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

和
田

　ど
の
道
、
旅
行
に
行
く
か
行
か
な
い
か

は
、
感
情
が
左
右
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
、
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
、
万
が
一
感
染
者

が
出
た
ら
き
ち
ん
と
告
知
し
て
対
応
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

吉
澤

　そ
う
い
う
対
応
も
し
つ
つ
、
根
幹
的
に

は
皆
さ
ん
が
追
い
求
め
て
い
る
世
界
水
準
の
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
、
こ
こ
数
年
や
っ
て

き
た
こ
と
を
コ
ロ
ナ
云
々
で
は
な
く
、
真
っ
当

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

倉
田

　目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
は
取
り
づ

ら
い
で
す
が
、
こ
の
現
実
を
何
か
の
糧
に
し
な

い
と
。
今
こ
そ
我
々
は
試
さ
れ
て
い
る
、
我
々

の
本
質
を
一
層
試
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
で

す
ね
。
く
じ
け
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
と
。

吉
澤

　本
質
が
あ
っ
て
そ
れ
が
共
有
で
き
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
根
っ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

地
域
は
発
言
が
強
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
っ
て
く
れ
。」と
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
で
行
う
こ
と
に
価
値
を

見
出
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
ん
だ
な
と
。
既
に

予
約
が
入
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　あ
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
冬
も
や
る
つ
も
り
で

い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
1
泊
50
万
円
で

も
泊
ま
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
需
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
で
、
私

も
た
ま
た
ま
朝
日
を
見
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら

し
い
、
一
生
も
の
だ
な
と
。
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤

　自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
会

社
も
増
え
て
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

う
い
う
需
要
を
ぜ
ひ
白
馬
村
が
受
け
と
め
た
い

で
す
よ
ね
。
さ
て
、
先
ほ
ど
倉
田
さ
ん
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
営
業

的
に
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

倉
田

　そ
う
で
す
ね
。
た
だ
ゼ
ロ
密
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
い
、
思
い
っ

き
り
深
呼
吸
を
し
た
い
と
、
来
ら
れ
た
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
客
様
の

中
に
は
「
東
京
の
人
間
で
す
が
、
行
っ
て
も
い

い
ん
で
す
か
。」
と
か
、「
ウ
イ
ル
ス
は
持
っ
て

い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
東
京
に
住
ん
で
い
る

の
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。」
と
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
方
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

福
永

　コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
白
馬
村

の
空
気
の
良
さ
や
山
々
の
景
観
が
改
め
て
価
値

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。

和
田

　そ
も
そ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ
こ
と
の

価
値
が
、
コ
ロ
ナ
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
か

な
と
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ
と
ゴ
ル
フ
の
利
用
者
が

伸
び
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
白
馬

村
で
の
ス
キ
ー
は
多
く
が
宿
泊
を
伴
う
の
で
、

先
に
も
お
話
し
た
よ
う
な
困
難
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ス
キ
ー
場
を
見
て
い
る

と
、
日
帰
り
の
お
客
様
は
結
構
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
他
社
で
は
日
帰
り
客
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
夏
も
含
め

て
外
で
遊
ぶ
、
滞
在
す
る
価
値
は
絶
対
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　お
客
様
に
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
。
宿
な
ら
ほ
ぼ
人
と
接
触
し
な
い
で
済
む

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
需
要
が

あ
る
か
な
と
。
今
は
大
変
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
で
も
浮
上
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
永

　そ
の
あ
た
り
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

や
単
価
を
高
め
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　量
と
質
は
両
方
で
す
ね
。
意
外
と
議
論

が
乱
暴
で
「
量
か
ら
質
へ
」
と
か
旗
を
振
り
ま

す
け
ど
、
量
が
な
い
と
地
域
経
済
は
支
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
9
0
0
0
人
の
半
分
以
上
が

観
光
産
業
で
食
べ
て
い
る
の
で
、
1
、
2
カ
所

儲
か
る
施
設
を
作
っ
て
も
全
体
と
し
て
は
利
益

が
薄
い
の
で
、
数
を
呼
べ
る
施
設
も
き
ち
ん
と

作
る
こ
と
は
重
要
。
両
方
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
単
価
を
上
げ

る
こ
と
は
、
常
に
意
識
し
て
い
か
な
い
と
。

倉
田

　海
外
で
は
日
本
の
ス
キ
ー
場
は
単
価
が

安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
市
場
規

模
が
小
さ
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
単
価

が
半
分
に
な
っ
て
も
来
場
者
は
倍
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

和
田

　ス
キ
ー
場
は
安
売
り
す
る
と
こ
ろ
が
一

カ
所
で
も
あ
る
と
、
全
体
の
価
値
を
下
げ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。

倉
田

　山
や
海
で
は
、
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
商
品
力
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ど

こ
ま
で
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

福
島

　最
終
的
に
は
平
均
単
価
を
上
げ
る
こ
と

が
目
標
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
値

段
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

海
外
の
ス
キ
ー
場
は
土
日
で
料
金
が
違
っ
た

り
、
早
割
で
買
う
と
安
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

け
る
と
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

倉
田

　さ
っ
き
お
話
し
た
み
た
い
に
「
栂
池
ス

キ
ー
場
を
知
ら
な
い
。」
と
か
言
っ
て
い
る
限
り

は
、
私
ら
も
逡
巡
し
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
底
辺

を
ピ
シ
ッ
と
作
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
経
営
を

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

吉
澤

　和
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の

価
値
を
高
め
る
と
い
う
お
話
で
、
昨
年
の
グ
リ

ー
ン
期
に
白
馬
観
光
開
発
、
岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
田

　も
と
も
と
や
ろ
う
と
し
て
い
た
事
が
い

く
つ
か
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
一
つ
。

僕
ら
は
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
遊
び

ば
か
り
で
は
な
く
、「
暮
ら
し
な
が
ら
働
く
、
調

子
の
い
い
時
に
遊
ぶ
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ

る
と
思
っ
て
い
て
、「
森
の
オ
フ
ィ
ス
」
を
作
り

ま
し
た
。
昨
日
の
よ
う
な
風
の
強
い
日
は
仕
事

を
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
天
気
が
よ
い
日
は
午

前
中
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
み
た
い
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
で
き
る
方
は
増
え
て
く
る
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
は
金
銭
的
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
方
も
多
く
、
白
馬
エ
リ
ア
と
は
相
性
が

い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　そ
し
た
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
誰
と
話
し

て
も
会
社
に
は
出
勤
し
て
な
い
と
。
だ
っ
た
ら

な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で

仕
事
し
て
る
の
、
白
馬
に
来
た
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
と
。
長
期
滞
在
向
き
の
宿
も
で
き
始
め

て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
あ
る
商
品
を
リ
パ
ッ

ク
し
て
提
供
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

B
toB

の
セ
ー
ル
ス
も
か
け
て
い
て
、
ワ
ン
チ

ー
ム
が
2
週
間
く
ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
施
設

（haluta hakuba

）
を
使
っ
て
、
山
の
上
に
ゴ

ン
ド
ラ
で
通
勤
す
る
よ
う
な
会
社
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
お
客
様
が
森
の
中
でzoom

や
っ
て

森のオフィス
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（
2
0
1
9
年
7
月
開

業
）」（
以
下
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
や
、
白
馬
岩

岳
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス

「H
A

K
U

B
A

 M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10
月
開
業
）」（
以
下
、
マ
ウ
ン
テ

ン
ハ
ー
バ
ー
）
な
ど
、
冬
以
外
の
季
節
に
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「S
n
o
w

 P
ea

k
 L

A
N

D
 

S
T

A
T

IO
N

 H
A

K
U

B
A

（
2
0
2
0
年
7
月
開

業
）」
を
誘
致
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
場
（halu

ta hakuba

）

の
あ
る
地
区
に
も
飲
食
や

物
販
を
増
や
し
た
い
。
地

元
の
観
光
協
会
や
宿
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
が
、
ス
キ
ー
場
が
そ
の

動
き
の
ハ
ブ
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。

　リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
意
味

で
は
、
グ
リ
ー
ン
期
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と

も
か
ぶ
り
ま
す
が
、
ノ
ン

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
登
山
を
し

な
い
人
が
遊
び
に
来
ら
れ

る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ー
バ
ー
も
そ
う
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ェ
ス
を
や

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
い
お
客
様
に
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コ
ロ
ナ
以
降
に
順
位
を
落
と
し
た
項
目
は
、「
日

常
の
人
間
関
係
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
」「
美
し

い
も
の
な
ど
に
触
れ
て
感
動
す
る
こ
と
」な
ど

で
あ
る
。前
者
に
つ
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ

の
他
、「
旅
行
先
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
旅
行

先
の
友
人
・
知
人
に
会
い
に
い
く
こ
と
」も
減
少

が
目
立
っ
て
い
る
。

　
次
に
、旅
行
計
画
の
立
て
方
に
関
す
る
10
の

選
択
肢
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
以
前
の
傾
向
と
今

後
の
傾
向
に
分
け
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
答
え

て
も
ら
っ
た（
あ
る
程
度
対
照
的
と
な
る
選
択

肢
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
）。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
減
少
が
目
立
つ
選
択

肢
は
、「
観
光
に
便
利
で
あ
れ
ば
宿
泊
施
設
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
」「
旅
行
計
画
で
は
、先
ず
旅
行

先
を
決
め
、そ
の
後
で
宿
を
決
め
る
」で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、周
遊
型
か
ら
宿

泊
施
設
で
の
滞
在
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　新
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
評
価

　
コ
ロ
ナ
以
降
に
注
目
さ
れ
た
旅
行
形
態
を
幾

つ
か
挙
げ
て
、今
後
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
旅
行
形
態
を

行
は
控
え
る
べ
き
」と
の
回
答
は
減
り
、「
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
景
気
が
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
」「
安
全
対
策
を
十
分
に
す
れ
ば
旅
行
を
し

て
も
良
い
」と
い
っ
た
意
見
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
。一
方
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の
入
国

を
制
限
す
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
観
光
客

が
多
過
ぎ
た
と
思
う
」な
ど
で
は
、旅
行
頻
度
に

よ
る
差
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　今
後
の
旅
行
へ
の
志
向

　
今
後
の
宿
泊
観
光
旅
行
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
16
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
身
の
考
え
に
当
て

は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
観
光
客
が
少
な
い
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
旅
行
を
し
た
い
」、「
近
場
へ
の
旅

行
を
増
や
し
た
い
」、「
観
光
客
が
密
集
し
な
い

観
光
地
に
行
き
た
い
」、「
自
家
用
車
に
よ
る
旅

行
を
増
や
し
た
い
」の
順
で
回
答
率
が
高
く
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
重
視
す
る

回
答
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
コ
ア
層
で
あ
る「
4
回
以
上
」は
、高

頻
度
で
旅
行
を
し
て
い
る
層
で
あ
り
、回
答
率

が
全
般
に
高
い
。中
で
も
、「G

O
T
O

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
る
前
に
で
き
る
だ
け
多

く
旅
行
し
た
い
」が
42
・
6
％
、「
海
外
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、国
内
旅
行
を
増
や
し
た
い
」

が
31
・
6
％
と
全
体
に
比
べ
て
目
立
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
は

2
0
1
9
年
で
4
・
8
兆
円
に
上
る
が（「
旅
行
・

観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

観
光
庁
）、海
外
旅
行
に
回
る
予
定
だ
っ
た
消
費

額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 　
一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人
の
中
か
ら
、旅
行
頻
度
、旅
行
情
報

の
収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
を
関
連
す
る

設
問
に
照
ら
し
て
7
6
1
人
抽
出
し
、こ
れ
を

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
集
計
し
た
。

以
下
で
は
、オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
回
答

結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　旅
行
意
向
の
変
化

　
旅
行
で
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
20
の
選
択
肢

を
用
意
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
」と「
今
後
重
視
し
て
い
き
た

い
こ
と
」の
別
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
に

聞
い
た
。

　
今
後
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、「
気
分
転

換
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」「
休
養
、リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
」「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」「
同
行
者
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
」の
順
で

高
く
、こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
も
同

様
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た〝
真
水
〞の
効
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
を「
何
回
す

回
以
上
」が
市
場
全
体
の
46
・
6
％
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
が
、2
0
1
9
年
の
51
・
0
％
に
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、2
0
2
1
年

の
予
定
で
は
、「
４
回
以
上
」の
シ
ェ
ア
は
回
答

者
数
ベ
ー
ス
で
11
・
3
％
へ
、延
旅
行
回
数
ベ
ー

ス
で
48
・
1
％
へ
と
回
復
す
る
と
い
う
回
答
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

③
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　コ
ロ
ナ
禍
下
の
旅
行
へ
の
態
度

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
旅
行
に
関
す
る
10
の
考

え
方
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」「
そ
う
思
わ
な
い
」の
5
段
階
で
答
え
て

も
ら
っ
た
。

「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」の
合
計
を
回
答

者
全
体
で
み
る
と
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の

入
国
を
制
限
す
べ
き
」86
・
0
％
、「
旅
行
者
の
地

域
へ
の
受
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」75
・
2

％
、「
収
束
す
る
ま
で
国
内
旅
行
は
控
え
る
べ

き
」71
・
5
％
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。な
お
、

こ
の
よ
う
な
旅
行
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
回
答
者
の
大
勢
を
占
め
た
要
因
の
一
つ
に

は
、こ
の
調
査
がG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
中
止
が
決
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
旅
行
頻
度
別
の
回
答
傾
向
に
は
か
な
り
違
い

が
あ
る
。旅
行
頻
度
が
高
い
人
ほ
ど
、「
国
内
旅

　
当
財
団
で
は
、2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0

年
に
か
け
て
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
市
場
の
変

化
と
旅
行
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
2
0
2
1
年
以

降
の
旅
行
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、2
0
2
0

年
12
月
下
旬
に「
国
内
旅
行
市
場
に
お
け
る
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
意
向
調
査
」を
実
施

し
た
。こ
の
調
査
は
、旅
行
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
た
全
国
約
4
万
人
を
対
象
と
す
る
一
次
調
査

と
、一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人（
う
ち
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

7
6
1
人
）を
対
象
と
し
た
二
次
調
査
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る（「
調
査
方
法
」を
参
照
）。

　
こ
こ
で
は
、一
次
調
査
結
果
か
ら
、１
）旅
行

頻
度
別
に
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と
旅

行
市
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、二
次
調
査
の
結

果
か
ら
、２
）オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後

の
旅
行
意
向
と
、コ
ロ
ナ
以
降
に
登
場
し
た
新

た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①G
oT
o
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　効
果
と
2
0
2
1
年
の
旅
行
意
向

　
一
次
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年（
暦

年
）の
観
光
を
目
的
と
す
る
宿
泊
旅
行
回
数
は

回
答
者
平
均
で
1
・
69
回
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
0
年（
12
月
末
の
出
発
予
定
を
含
む
）は

1
・
13
回
と
前
年
比
で
66
・
5
％
の
水
準
へ
と
減

少
し
て
い
る（
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
央
値
に
よ
る
加

重
平
均
で
算
出
）。

　
し
か
し
、「
も
しG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
か
っ
た
な
ら
」と
い
う
設
問
で
は

2
0
2
0
年
の
平
均
旅
行
回
数
は
0
・
79
回
ま

で
低
下
し
た
。こ
れ
は
2
0
1
9
年
の
46
・
5
％

と
半
分
以
下
の
水
準
と
な
る
。な
お
、一
次
調
査

に
お
け
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

利
用
回
数
は
平
均
0
・
64
回
で
あ
り
、こ
の
う
ち

0
・
34
回
分（
52
・
5
％
）が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

4

コロナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の
動
向
と

オ
ピニオン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意
向

る
と
思
う
か
」と
の
問
い
に
は
、平
均
で
1
・
55

回（
2
0
1
9
年
の
91
・
7
％
、2
0
2
0
年
の

1
3
7
・
9
％
）と
の
回
答
が
あ
り
、2
0
1
9

年
が
令
和
改
元
の
連
休
効
果
も
あ
り
高
水
準
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、今
年
の
旅

行
意
欲
は
決
し
て
低
く
な
い
と
言
え
る
。但
し
、

回
答
者
の
26
・
3
％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束

状
況
やG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

施
策
如
何
で
は
厳
し
い
局
面
が
続
く
可
能
性
も

あ
る
。

 ②
旅
行
頻
度
別
に
み
た
旅
行
動
向

　
回
答
者
の
年
間
旅
行
回
数
の
分
布
を
み
る

と
、2
0
2
0
年
は
54
・
9
％
の
人
が
旅
行
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、19
年
の
39
・
9
％
よ
り
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、年
間「
4
回
以
上
」

の
人
が
7
・
9
％
と
2
0
1
9
年
の
13
・
1
％
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、延
旅
行
回
数
ベ
ー
ス
の
市
場
シ
ェ
ア

（
例
え
ば
年
間
３
回
の
人
は
延
べ
３
回
と
し
て

計
算
）を
み
る
と
、2
0
2
0
年
で
は
年
間「
４

「
大
き
く
拡
大
」と「
少
し
拡
大
」の
合
計
値
で
み

る
と
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
近
場
の
宿
泊
施

設
で
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
）」65
・
7
％
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン（
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、観
光
地

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
）」

61
・
5
％
、「
二
地
域
居
住（
都
市
部
と
地
方
部
そ

れ
ぞ
れ
に
生
活
拠
点
を
持
つ
暮
ら
し
方
）」51
・

9
％
、「
ブ
レ
ジ
ャ
ー（
出
張
先
等
で
滞
在
を
延

長
す
る
な
ど
し
て
余
暇
も
楽
し
む
こ
と
）」49
・

8
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、今
後
利
用
し
て
み
た
い
宿
泊
施
設
の

タ
イ
プ
に
つ
い
て
13
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
。選
択
肢
の
中
に
は
、新
し
い
形
態
の
宿

泊
施
設
を
幾
つ
か
含
め
て
あ
る
。

　
回
答
結
果
は
、「
高
級
温
泉
旅
館
」「
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
」「
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」「
外
資

系
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
級
ホ
テ
ル
」「
一

棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
」の
順
と
な
っ
て
お
り
、比

較
的
高
級
な
施
設
タ
イ
プ
が
上
位
を
占
め
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、新
形
態
の
宿
泊
施
設
の
利

用
希
望
も
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」29
・
7
％
、「
ま
ち

全
体
を
宿
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
」20
・
6

％
、「
城
泊
」15
・
6
％
、「
寺
泊
」13
・
5
％
な
ど
が

一
定
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

③
市
場
拡
大
に
今
後
必
要
と
考
え
る
施
策

　
今
後
の
旅
行
市
場
の
拡
大
の
た
め
に
必
要
性

が
高
い
と
思
う
施
策
を
、16
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
た
。結
果
は
、「
休
暇
制
度
の
充
実

や
年
休
取
得
率
の
向
上
」46
・
8
％
、「
高
速
道
路

割
引
率
の
拡
大
」46
・
0
％
、「
L
C
C
路
線
の
充

実
」36
・
4
％
の
順
で
、休
暇
の
充
実
と
高
速
交

1
．旅

行
頻
度
別
に
み
た

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と

旅
行
市
場
へ
の
影
響

塩
谷
英
生（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
）

通
の
費
用
抑
制
に
関
す
る
施
策
が
上
位
と
な
っ

た
。4
位
に「
独
自
の
世
界
観
の
あ
る
観
光
地
の

増
加
」30
・
1
％
、５
位
に「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
と
魅
力
向
上
」28
・
6
％
が
続
い
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

コロナ禍下の国内旅行市場の動向とオピニオンリーダー層の旅行意向4

0

0.5

1
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[N=39958]
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[N=37517]

年間宿泊観光旅行回数／人
年間宿泊観光旅行回数／人

（もしGo Toが無かった場合）
2021年（予定）
[N=29438]

1.69
1.55
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年間宿泊観光旅行回数/人回/人・年

図 1 2019年から2021年にかけての旅行回数と
GoToキャンペーンによる下支え効果
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図 2 国内宿泊観光旅行市場の年間旅行回数別シェア【回答者数】 図 3 国内宿泊観光旅行市場の年間旅行回数別シェア【延旅行回数】
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国内外の新型コロナウイルスが収束
するまで外国人の入国を制限すべき

旅行者の地域への受け入れには
慎重であるべき

国内の新型コロナウイルスが収束
するまで国内旅行は控えるべき

政府のGOTOトラベルキャンペーン
には反対の立場である

これまでは外国人観光客が
多過ぎたと思う

新型コロナウイルス対策で景気が
悪化することは避けるべき

安全対策を十分にすれば
旅行をしても良いと思う

GOTOトラベルキャンペーンが終了
したら1回あたりの旅行費用を減らす

GOTOトラベルキャンペーンが終了
したら旅行回数を減らす
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図 4 2020年の旅行頻度別にみたコロナ禍下の旅行への態度（N=39958）
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自家用車による旅行を増やしたい

コロナウイルスの影響で国内旅行に
行けなかった分旅行を増やしたい

新型コロナウイルス対策を
徹底している観光地に行きたい

高速道路の割引率が高まれば
旅行回数を増やしたい

消費税率が下がれば
旅行回数を増やしたい

短期の旅行を増やしたい

GOTOトラベルキャンペーンが終わる
前にできるだけ多く旅行したい

海外旅行に行けなくなった分、
国内旅行を増やしたい
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図 5 2020年の旅行頻度別に見た今後の旅行への考え方（ N=39958）【複数回答】
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コ
ロ
ナ
以
降
に
順
位
を
落
と
し
た
項
目
は
、「
日

常
の
人
間
関
係
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
」「
美
し

い
も
の
な
ど
に
触
れ
て
感
動
す
る
こ
と
」な
ど

で
あ
る
。前
者
に
つ
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ

の
他
、「
旅
行
先
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
旅
行

先
の
友
人
・
知
人
に
会
い
に
い
く
こ
と
」も
減
少

が
目
立
っ
て
い
る
。

　
次
に
、旅
行
計
画
の
立
て
方
に
関
す
る
10
の

選
択
肢
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
以
前
の
傾
向
と
今

後
の
傾
向
に
分
け
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
答
え

て
も
ら
っ
た（
あ
る
程
度
対
照
的
と
な
る
選
択

肢
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
）。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
減
少
が
目
立
つ
選
択

肢
は
、「
観
光
に
便
利
で
あ
れ
ば
宿
泊
施
設
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
」「
旅
行
計
画
で
は
、先
ず
旅
行

先
を
決
め
、そ
の
後
で
宿
を
決
め
る
」で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、周
遊
型
か
ら
宿

泊
施
設
で
の
滞
在
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　新
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
評
価

　
コ
ロ
ナ
以
降
に
注
目
さ
れ
た
旅
行
形
態
を
幾

つ
か
挙
げ
て
、今
後
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
旅
行
形
態
を

行
は
控
え
る
べ
き
」と
の
回
答
は
減
り
、「
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
景
気
が
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
」「
安
全
対
策
を
十
分
に
す
れ
ば
旅
行
を
し

て
も
良
い
」と
い
っ
た
意
見
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
。一
方
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の
入
国

を
制
限
す
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
観
光
客

が
多
過
ぎ
た
と
思
う
」な
ど
で
は
、旅
行
頻
度
に

よ
る
差
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　今
後
の
旅
行
へ
の
志
向

　
今
後
の
宿
泊
観
光
旅
行
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
16
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
身
の
考
え
に
当
て

は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
観
光
客
が
少
な
い
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
旅
行
を
し
た
い
」、「
近
場
へ
の
旅

行
を
増
や
し
た
い
」、「
観
光
客
が
密
集
し
な
い

観
光
地
に
行
き
た
い
」、「
自
家
用
車
に
よ
る
旅

行
を
増
や
し
た
い
」の
順
で
回
答
率
が
高
く
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
重
視
す
る

回
答
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
コ
ア
層
で
あ
る「
4
回
以
上
」は
、高

頻
度
で
旅
行
を
し
て
い
る
層
で
あ
り
、回
答
率

が
全
般
に
高
い
。中
で
も
、「G

O
T
O

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
る
前
に
で
き
る
だ
け
多

く
旅
行
し
た
い
」が
42
・
6
％
、「
海
外
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、国
内
旅
行
を
増
や
し
た
い
」

が
31
・
6
％
と
全
体
に
比
べ
て
目
立
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
は

2
0
1
9
年
で
4
・
8
兆
円
に
上
る
が（「
旅
行
・

観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

観
光
庁
）、海
外
旅
行
に
回
る
予
定
だ
っ
た
消
費

額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 　
一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人
の
中
か
ら
、旅
行
頻
度
、旅
行
情
報

の
収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
を
関
連
す
る

設
問
に
照
ら
し
て
7
6
1
人
抽
出
し
、こ
れ
を

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
集
計
し
た
。

以
下
で
は
、オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
回
答

結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　旅
行
意
向
の
変
化

　
旅
行
で
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
20
の
選
択
肢

を
用
意
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
」と「
今
後
重
視
し
て
い
き
た

い
こ
と
」の
別
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
に

聞
い
た
。

　
今
後
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、「
気
分
転

換
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」「
休
養
、リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
」「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」「
同
行
者
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
」の
順
で

高
く
、こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
も
同

様
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た〝
真
水
〞の
効
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
を「
何
回
す

回
以
上
」が
市
場
全
体
の
46
・
6
％
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
が
、2
0
1
9
年
の
51
・
0
％
に
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、2
0
2
1
年

の
予
定
で
は
、「
４
回
以
上
」の
シ
ェ
ア
は
回
答

者
数
ベ
ー
ス
で
11
・
3
％
へ
、延
旅
行
回
数
ベ
ー

ス
で
48
・
1
％
へ
と
回
復
す
る
と
い
う
回
答
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

③
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　コ
ロ
ナ
禍
下
の
旅
行
へ
の
態
度

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
旅
行
に
関
す
る
10
の
考

え
方
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」「
そ
う
思
わ
な
い
」の
5
段
階
で
答
え
て

も
ら
っ
た
。

「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」の
合
計
を
回
答

者
全
体
で
み
る
と
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の

入
国
を
制
限
す
べ
き
」86
・
0
％
、「
旅
行
者
の
地

域
へ
の
受
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」75
・
2

％
、「
収
束
す
る
ま
で
国
内
旅
行
は
控
え
る
べ

き
」71
・
5
％
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。な
お
、

こ
の
よ
う
な
旅
行
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
回
答
者
の
大
勢
を
占
め
た
要
因
の
一
つ
に

は
、こ
の
調
査
がG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
中
止
が
決
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
旅
行
頻
度
別
の
回
答
傾
向
に
は
か
な
り
違
い

が
あ
る
。旅
行
頻
度
が
高
い
人
ほ
ど
、「
国
内
旅

　
当
財
団
で
は
、2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0

年
に
か
け
て
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
市
場
の
変

化
と
旅
行
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
2
0
2
1
年
以

降
の
旅
行
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、2
0
2
0

年
12
月
下
旬
に「
国
内
旅
行
市
場
に
お
け
る
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
意
向
調
査
」を
実
施

し
た
。こ
の
調
査
は
、旅
行
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
た
全
国
約
4
万
人
を
対
象
と
す
る
一
次
調
査

と
、一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人（
う
ち
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

7
6
1
人
）を
対
象
と
し
た
二
次
調
査
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る（「
調
査
方
法
」を
参
照
）。

　
こ
こ
で
は
、一
次
調
査
結
果
か
ら
、１
）旅
行

頻
度
別
に
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と
旅

行
市
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、二
次
調
査
の
結

果
か
ら
、２
）オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後

の
旅
行
意
向
と
、コ
ロ
ナ
以
降
に
登
場
し
た
新

た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①G
oT
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　効
果
と
2
0
2
1
年
の
旅
行
意
向

　
一
次
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年（
暦

年
）の
観
光
を
目
的
と
す
る
宿
泊
旅
行
回
数
は

回
答
者
平
均
で
1
・
69
回
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
0
年（
12
月
末
の
出
発
予
定
を
含
む
）は

1
・
13
回
と
前
年
比
で
66
・
5
％
の
水
準
へ
と
減

少
し
て
い
る（
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
央
値
に
よ
る
加

重
平
均
で
算
出
）。

　
し
か
し
、「
も
しG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
か
っ
た
な
ら
」と
い
う
設
問
で
は

2
0
2
0
年
の
平
均
旅
行
回
数
は
0
・
79
回
ま

で
低
下
し
た
。こ
れ
は
2
0
1
9
年
の
46
・
5
％

と
半
分
以
下
の
水
準
と
な
る
。な
お
、一
次
調
査

に
お
け
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

利
用
回
数
は
平
均
0
・
64
回
で
あ
り
、こ
の
う
ち

0
・
34
回
分（
52
・
5
％
）が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

4

コロナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の
動
向
と

オ
ピニオン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意
向

る
と
思
う
か
」と
の
問
い
に
は
、平
均
で
1
・
55

回（
2
0
1
9
年
の
91
・
7
％
、2
0
2
0
年
の

1
3
7
・
9
％
）と
の
回
答
が
あ
り
、2
0
1
9

年
が
令
和
改
元
の
連
休
効
果
も
あ
り
高
水
準
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、今
年
の
旅

行
意
欲
は
決
し
て
低
く
な
い
と
言
え
る
。但
し
、

回
答
者
の
26
・
3
％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束

状
況
やG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

施
策
如
何
で
は
厳
し
い
局
面
が
続
く
可
能
性
も

あ
る
。

 ②
旅
行
頻
度
別
に
み
た
旅
行
動
向

　
回
答
者
の
年
間
旅
行
回
数
の
分
布
を
み
る

と
、2
0
2
0
年
は
54
・
9
％
の
人
が
旅
行
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、19
年
の
39
・
9
％
よ
り
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、年
間「
4
回
以
上
」

の
人
が
7
・
9
％
と
2
0
1
9
年
の
13
・
1
％
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、延
旅
行
回
数
ベ
ー
ス
の
市
場
シ
ェ
ア

（
例
え
ば
年
間
３
回
の
人
は
延
べ
３
回
と
し
て

計
算
）を
み
る
と
、2
0
2
0
年
で
は
年
間「
４

「
大
き
く
拡
大
」と「
少
し
拡
大
」の
合
計
値
で
み

る
と
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
近
場
の
宿
泊
施

設
で
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
）」65
・
7
％
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン（
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、観
光
地

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
）」

61
・
5
％
、「
二
地
域
居
住（
都
市
部
と
地
方
部
そ

れ
ぞ
れ
に
生
活
拠
点
を
持
つ
暮
ら
し
方
）」51
・

9
％
、「
ブ
レ
ジ
ャ
ー（
出
張
先
等
で
滞
在
を
延

長
す
る
な
ど
し
て
余
暇
も
楽
し
む
こ
と
）」49
・

8
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、今
後
利
用
し
て
み
た
い
宿
泊
施
設
の

タ
イ
プ
に
つ
い
て
13
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
。選
択
肢
の
中
に
は
、新
し
い
形
態
の
宿

泊
施
設
を
幾
つ
か
含
め
て
あ
る
。

　
回
答
結
果
は
、「
高
級
温
泉
旅
館
」「
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
」「
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」「
外
資

系
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
級
ホ
テ
ル
」「
一

棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
」の
順
と
な
っ
て
お
り
、比

較
的
高
級
な
施
設
タ
イ
プ
が
上
位
を
占
め
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、新
形
態
の
宿
泊
施
設
の
利

用
希
望
も
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」29
・
7
％
、「
ま
ち

全
体
を
宿
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
」20
・
6

％
、「
城
泊
」15
・
6
％
、「
寺
泊
」13
・
5
％
な
ど
が

一
定
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

③
市
場
拡
大
に
今
後
必
要
と
考
え
る
施
策

　
今
後
の
旅
行
市
場
の
拡
大
の
た
め
に
必
要
性

が
高
い
と
思
う
施
策
を
、16
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
た
。結
果
は
、「
休
暇
制
度
の
充
実

や
年
休
取
得
率
の
向
上
」46
・
8
％
、「
高
速
道
路

割
引
率
の
拡
大
」46
・
0
％
、「
L
C
C
路
線
の
充

実
」36
・
4
％
の
順
で
、休
暇
の
充
実
と
高
速
交

1
．旅

行
頻
度
別
に
み
た

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と

旅
行
市
場
へ
の
影
響

塩
谷
英
生（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
）

通
の
費
用
抑
制
に
関
す
る
施
策
が
上
位
と
な
っ

た
。4
位
に「
独
自
の
世
界
観
の
あ
る
観
光
地
の

増
加
」30
・
1
％
、５
位
に「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
と
魅
力
向
上
」28
・
6
％
が
続
い
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

コロナ禍下の国内旅行市場の動向とオピニオンリーダー層の旅行意向4
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[N=29438]

1.69
1.55

0.79

1.13

年間宿泊観光旅行回数/人回/人・年

図 1 2019年から2021年にかけての旅行回数と
GoToキャンペーンによる下支え効果
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国内外の新型コロナウイルスが収束
するまで外国人の入国を制限すべき

旅行者の地域への受け入れには
慎重であるべき

国内の新型コロナウイルスが収束
するまで国内旅行は控えるべき

政府のGOTOトラベルキャンペーン
には反対の立場である

これまでは外国人観光客が
多過ぎたと思う

新型コロナウイルス対策で景気が
悪化することは避けるべき

安全対策を十分にすれば
旅行をしても良いと思う

GOTOトラベルキャンペーンが終了
したら1回あたりの旅行費用を減らす

GOTOトラベルキャンペーンが終了
したら旅行回数を減らす
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図 4 2020年の旅行頻度別にみたコロナ禍下の旅行への態度（N=39958）
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コロナウイルスの影響で国内旅行に
行けなかった分旅行を増やしたい

新型コロナウイルス対策を
徹底している観光地に行きたい

高速道路の割引率が高まれば
旅行回数を増やしたい

消費税率が下がれば
旅行回数を増やしたい

短期の旅行を増やしたい

GOTOトラベルキャンペーンが終わる
前にできるだけ多く旅行したい

海外旅行に行けなくなった分、
国内旅行を増やしたい

30.6
27.9

39.5
42.0

30.4
28.9

36.8
36.8

30.0
27.4

38.0
41.3

26.2
23.9

34.5
36.6

23.5
21.2

33.2
30.6

20.1
18.0

27.4
28.4

18.1
15.8

24.8
29.0

16.1
14.7

20.5
23.9

14.8
13.0

20.1
23.5

13.9
8.1

28.4
42.6

12.5
8.4

24.5
31.6

図 5 2020年の旅行頻度別に見た今後の旅行への考え方（ N=39958）【複数回答】
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コ
ロ
ナ
以
降
に
順
位
を
落
と
し
た
項
目
は
、「
日

常
の
人
間
関
係
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
」「
美
し

い
も
の
な
ど
に
触
れ
て
感
動
す
る
こ
と
」な
ど

で
あ
る
。前
者
に
つ
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ

の
他
、「
旅
行
先
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
旅
行

先
の
友
人
・
知
人
に
会
い
に
い
く
こ
と
」も
減
少

が
目
立
っ
て
い
る
。

　
次
に
、旅
行
計
画
の
立
て
方
に
関
す
る
10
の

選
択
肢
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
以
前
の
傾
向
と
今

後
の
傾
向
に
分
け
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
答
え

て
も
ら
っ
た（
あ
る
程
度
対
照
的
と
な
る
選
択

肢
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
）。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
減
少
が
目
立
つ
選
択

肢
は
、「
観
光
に
便
利
で
あ
れ
ば
宿
泊
施
設
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
」「
旅
行
計
画
で
は
、先
ず
旅
行

先
を
決
め
、そ
の
後
で
宿
を
決
め
る
」で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、周
遊
型
か
ら
宿

泊
施
設
で
の
滞
在
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　新
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
評
価

　
コ
ロ
ナ
以
降
に
注
目
さ
れ
た
旅
行
形
態
を
幾

つ
か
挙
げ
て
、今
後
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
旅
行
形
態
を

行
は
控
え
る
べ
き
」と
の
回
答
は
減
り
、「
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
景
気
が
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
」「
安
全
対
策
を
十
分
に
す
れ
ば
旅
行
を
し

て
も
良
い
」と
い
っ
た
意
見
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
。一
方
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の
入
国

を
制
限
す
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
観
光
客

が
多
過
ぎ
た
と
思
う
」な
ど
で
は
、旅
行
頻
度
に

よ
る
差
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　今
後
の
旅
行
へ
の
志
向

　
今
後
の
宿
泊
観
光
旅
行
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
16
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
身
の
考
え
に
当
て

は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
観
光
客
が
少
な
い
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
旅
行
を
し
た
い
」、「
近
場
へ
の
旅

行
を
増
や
し
た
い
」、「
観
光
客
が
密
集
し
な
い

観
光
地
に
行
き
た
い
」、「
自
家
用
車
に
よ
る
旅

行
を
増
や
し
た
い
」の
順
で
回
答
率
が
高
く
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
重
視
す
る

回
答
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
コ
ア
層
で
あ
る「
4
回
以
上
」は
、高

頻
度
で
旅
行
を
し
て
い
る
層
で
あ
り
、回
答
率

が
全
般
に
高
い
。中
で
も
、「G

O
T
O

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
る
前
に
で
き
る
だ
け
多

く
旅
行
し
た
い
」が
42
・
6
％
、「
海
外
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、国
内
旅
行
を
増
や
し
た
い
」

が
31
・
6
％
と
全
体
に
比
べ
て
目
立
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
は

2
0
1
9
年
で
4
・
8
兆
円
に
上
る
が（「
旅
行
・

観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

観
光
庁
）、海
外
旅
行
に
回
る
予
定
だ
っ
た
消
費

額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 　
一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人
の
中
か
ら
、旅
行
頻
度
、旅
行
情
報

の
収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
を
関
連
す
る

設
問
に
照
ら
し
て
7
6
1
人
抽
出
し
、こ
れ
を

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
集
計
し
た
。

以
下
で
は
、オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
回
答

結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　旅
行
意
向
の
変
化

　
旅
行
で
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
20
の
選
択
肢

を
用
意
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
」と「
今
後
重
視
し
て
い
き
た

い
こ
と
」の
別
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
に

聞
い
た
。

　
今
後
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、「
気
分
転

換
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」「
休
養
、リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
」「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」「
同
行
者
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
」の
順
で

高
く
、こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
も
同

様
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た〝
真
水
〞の
効
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
を「
何
回
す

回
以
上
」が
市
場
全
体
の
46
・
6
％
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
が
、2
0
1
9
年
の
51
・
0
％
に
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、2
0
2
1
年

の
予
定
で
は
、「
４
回
以
上
」の
シ
ェ
ア
は
回
答

者
数
ベ
ー
ス
で
11
・
3
％
へ
、延
旅
行
回
数
ベ
ー

ス
で
48
・
1
％
へ
と
回
復
す
る
と
い
う
回
答
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

③
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　コ
ロ
ナ
禍
下
の
旅
行
へ
の
態
度

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
旅
行
に
関
す
る
10
の
考

え
方
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」「
そ
う
思
わ
な
い
」の
5
段
階
で
答
え
て

も
ら
っ
た
。

「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」の
合
計
を
回
答

者
全
体
で
み
る
と
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の

入
国
を
制
限
す
べ
き
」86
・
0
％
、「
旅
行
者
の
地

域
へ
の
受
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」75
・
2

％
、「
収
束
す
る
ま
で
国
内
旅
行
は
控
え
る
べ

き
」71
・
5
％
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。な
お
、

こ
の
よ
う
な
旅
行
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
回
答
者
の
大
勢
を
占
め
た
要
因
の
一
つ
に

は
、こ
の
調
査
がG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
中
止
が
決
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
旅
行
頻
度
別
の
回
答
傾
向
に
は
か
な
り
違
い

が
あ
る
。旅
行
頻
度
が
高
い
人
ほ
ど
、「
国
内
旅

　
当
財
団
で
は
、2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0

年
に
か
け
て
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
市
場
の
変

化
と
旅
行
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
2
0
2
1
年
以

降
の
旅
行
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、2
0
2
0

年
12
月
下
旬
に「
国
内
旅
行
市
場
に
お
け
る
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
意
向
調
査
」を
実
施

し
た
。こ
の
調
査
は
、旅
行
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
た
全
国
約
4
万
人
を
対
象
と
す
る
一
次
調
査

と
、一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人（
う
ち
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

7
6
1
人
）を
対
象
と
し
た
二
次
調
査
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る（「
調
査
方
法
」を
参
照
）。

　
こ
こ
で
は
、一
次
調
査
結
果
か
ら
、１
）旅
行

頻
度
別
に
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と
旅

行
市
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、二
次
調
査
の
結

果
か
ら
、２
）オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後

の
旅
行
意
向
と
、コ
ロ
ナ
以
降
に
登
場
し
た
新

た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①G
oT

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　効
果
と
2
0
2
1
年
の
旅
行
意
向

　
一
次
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年（
暦

年
）の
観
光
を
目
的
と
す
る
宿
泊
旅
行
回
数
は

回
答
者
平
均
で
1
・
69
回
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
0
年（
12
月
末
の
出
発
予
定
を
含
む
）は

1
・
13
回
と
前
年
比
で
66
・
5
％
の
水
準
へ
と
減

少
し
て
い
る（
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
央
値
に
よ
る
加

重
平
均
で
算
出
）。

　
し
か
し
、「
も
しG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
か
っ
た
な
ら
」と
い
う
設
問
で
は

2
0
2
0
年
の
平
均
旅
行
回
数
は
0
・
79
回
ま

で
低
下
し
た
。こ
れ
は
2
0
1
9
年
の
46
・
5
％

と
半
分
以
下
の
水
準
と
な
る
。な
お
、一
次
調
査

に
お
け
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

利
用
回
数
は
平
均
0
・
64
回
で
あ
り
、こ
の
う
ち

0
・
34
回
分（
52
・
5
％
）が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
と
思
う
か
」と
の
問
い
に
は
、平
均
で
1
・
55

回（
2
0
1
9
年
の
91
・
7
％
、2
0
2
0
年
の

1
3
7
・
9
％
）と
の
回
答
が
あ
り
、2
0
1
9

年
が
令
和
改
元
の
連
休
効
果
も
あ
り
高
水
準
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、今
年
の
旅

行
意
欲
は
決
し
て
低
く
な
い
と
言
え
る
。但
し
、

回
答
者
の
26
・
3
％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束

状
況
やG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

施
策
如
何
で
は
厳
し
い
局
面
が
続
く
可
能
性
も

あ
る
。

 ②
旅
行
頻
度
別
に
み
た
旅
行
動
向

　
回
答
者
の
年
間
旅
行
回
数
の
分
布
を
み
る

と
、2
0
2
0
年
は
54
・
9
％
の
人
が
旅
行
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、19
年
の
39
・
9
％
よ
り
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、年
間「
4
回
以
上
」

の
人
が
7
・
9
％
と
2
0
1
9
年
の
13
・
1
％
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、延
旅
行
回
数
ベ
ー
ス
の
市
場
シ
ェ
ア

（
例
え
ば
年
間
３
回
の
人
は
延
べ
３
回
と
し
て

計
算
）を
み
る
と
、2
0
2
0
年
で
は
年
間「
４

「
大
き
く
拡
大
」と「
少
し
拡
大
」の
合
計
値
で
み

る
と
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
近
場
の
宿
泊
施

設
で
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
）」65
・
7
％
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン（
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、観
光
地

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
）」

61
・
5
％
、「
二
地
域
居
住（
都
市
部
と
地
方
部
そ

れ
ぞ
れ
に
生
活
拠
点
を
持
つ
暮
ら
し
方
）」51
・

9
％
、「
ブ
レ
ジ
ャ
ー（
出
張
先
等
で
滞
在
を
延

長
す
る
な
ど
し
て
余
暇
も
楽
し
む
こ
と
）」49
・

8
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、今
後
利
用
し
て
み
た
い
宿
泊
施
設
の

タ
イ
プ
に
つ
い
て
13
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
。選
択
肢
の
中
に
は
、新
し
い
形
態
の
宿

泊
施
設
を
幾
つ
か
含
め
て
あ
る
。

　
回
答
結
果
は
、「
高
級
温
泉
旅
館
」「
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
」「
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」「
外
資

系
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
級
ホ
テ
ル
」「
一

棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
」の
順
と
な
っ
て
お
り
、比

較
的
高
級
な
施
設
タ
イ
プ
が
上
位
を
占
め
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、新
形
態
の
宿
泊
施
設
の
利

用
希
望
も
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」29
・
7
％
、「
ま
ち

全
体
を
宿
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
」20
・
6

％
、「
城
泊
」15
・
6
％
、「
寺
泊
」13
・
5
％
な
ど
が

一
定
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

③
市
場
拡
大
に
今
後
必
要
と
考
え
る
施
策

　
今
後
の
旅
行
市
場
の
拡
大
の
た
め
に
必
要
性

が
高
い
と
思
う
施
策
を
、16
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
た
。結
果
は
、「
休
暇
制
度
の
充
実

や
年
休
取
得
率
の
向
上
」46
・
8
％
、「
高
速
道
路

割
引
率
の
拡
大
」46
・
0
％
、「
L
C
C
路
線
の
充

実
」36
・
4
％
の
順
で
、休
暇
の
充
実
と
高
速
交

2
．オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

層
の
今
後
の
旅
行
意
向
と

新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の

評
価

通
の
費
用
抑
制
に
関
す
る
施
策
が
上
位
と
な
っ

た
。4
位
に「
独
自
の
世
界
観
の
あ
る
観
光
地
の

増
加
」30
・
1
％
、５
位
に「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
と
魅
力
向
上
」28
・
6
％
が
続
い
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

コロナ禍下の国内旅行市場の動向とオピニオンリーダー層の旅行意向4
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図 10 国内宿泊旅行市場が拡大する上で必要性が高いもの（N=761）【複数回答】

図 9 今後利用してみたい宿泊施設【複数回答】
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図 6 旅行で重視すること-コロナ以前と今後（N=761）

コロナ発生以前に重視していたこと 今後重視していきたいこと
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図 7 旅行計画の立て方-コロナ以前と今後（N=761）

コロナ以前の傾向 今後の方向性
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コ
ロ
ナ
以
降
に
順
位
を
落
と
し
た
項
目
は
、「
日

常
の
人
間
関
係
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
」「
美
し

い
も
の
な
ど
に
触
れ
て
感
動
す
る
こ
と
」な
ど

で
あ
る
。前
者
に
つ
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ

の
他
、「
旅
行
先
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
旅
行

先
の
友
人
・
知
人
に
会
い
に
い
く
こ
と
」も
減
少

が
目
立
っ
て
い
る
。

　
次
に
、旅
行
計
画
の
立
て
方
に
関
す
る
10
の

選
択
肢
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
以
前
の
傾
向
と
今

後
の
傾
向
に
分
け
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
答
え

て
も
ら
っ
た（
あ
る
程
度
対
照
的
と
な
る
選
択

肢
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
）。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
減
少
が
目
立
つ
選
択

肢
は
、「
観
光
に
便
利
で
あ
れ
ば
宿
泊
施
設
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
」「
旅
行
計
画
で
は
、先
ず
旅
行

先
を
決
め
、そ
の
後
で
宿
を
決
め
る
」で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、周
遊
型
か
ら
宿

泊
施
設
で
の
滞
在
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　新
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
評
価

　
コ
ロ
ナ
以
降
に
注
目
さ
れ
た
旅
行
形
態
を
幾

つ
か
挙
げ
て
、今
後
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
旅
行
形
態
を

行
は
控
え
る
べ
き
」と
の
回
答
は
減
り
、「
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
景
気
が
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
」「
安
全
対
策
を
十
分
に
す
れ
ば
旅
行
を
し

て
も
良
い
」と
い
っ
た
意
見
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
。一
方
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の
入
国

を
制
限
す
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
観
光
客

が
多
過
ぎ
た
と
思
う
」な
ど
で
は
、旅
行
頻
度
に

よ
る
差
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　今
後
の
旅
行
へ
の
志
向

　
今
後
の
宿
泊
観
光
旅
行
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
16
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
身
の
考
え
に
当
て

は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
観
光
客
が
少
な
い
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
旅
行
を
し
た
い
」、「
近
場
へ
の
旅

行
を
増
や
し
た
い
」、「
観
光
客
が
密
集
し
な
い

観
光
地
に
行
き
た
い
」、「
自
家
用
車
に
よ
る
旅

行
を
増
や
し
た
い
」の
順
で
回
答
率
が
高
く
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
重
視
す
る

回
答
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
コ
ア
層
で
あ
る「
4
回
以
上
」は
、高

頻
度
で
旅
行
を
し
て
い
る
層
で
あ
り
、回
答
率

が
全
般
に
高
い
。中
で
も
、「G

O
T
O

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
る
前
に
で
き
る
だ
け
多

く
旅
行
し
た
い
」が
42
・
6
％
、「
海
外
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、国
内
旅
行
を
増
や
し
た
い
」

が
31
・
6
％
と
全
体
に
比
べ
て
目
立
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
は

2
0
1
9
年
で
4
・
8
兆
円
に
上
る
が（「
旅
行
・

観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

観
光
庁
）、海
外
旅
行
に
回
る
予
定
だ
っ
た
消
費

額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 　
一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人
の
中
か
ら
、旅
行
頻
度
、旅
行
情
報

の
収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
を
関
連
す
る

設
問
に
照
ら
し
て
7
6
1
人
抽
出
し
、こ
れ
を

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
集
計
し
た
。

以
下
で
は
、オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
回
答

結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　旅
行
意
向
の
変
化

　
旅
行
で
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
20
の
選
択
肢

を
用
意
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
」と「
今
後
重
視
し
て
い
き
た

い
こ
と
」の
別
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
に

聞
い
た
。

　
今
後
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、「
気
分
転

換
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」「
休
養
、リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
」「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」「
同
行
者
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
」の
順
で

高
く
、こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
も
同

様
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た〝
真
水
〞の
効
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
を「
何
回
す

回
以
上
」が
市
場
全
体
の
46
・
6
％
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
が
、2
0
1
9
年
の
51
・
0
％
に
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、2
0
2
1
年

の
予
定
で
は
、「
４
回
以
上
」の
シ
ェ
ア
は
回
答

者
数
ベ
ー
ス
で
11
・
3
％
へ
、延
旅
行
回
数
ベ
ー

ス
で
48
・
1
％
へ
と
回
復
す
る
と
い
う
回
答
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

③
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　コ
ロ
ナ
禍
下
の
旅
行
へ
の
態
度

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
旅
行
に
関
す
る
10
の
考

え
方
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」「
そ
う
思
わ
な
い
」の
5
段
階
で
答
え
て

も
ら
っ
た
。

「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」の
合
計
を
回
答

者
全
体
で
み
る
と
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の

入
国
を
制
限
す
べ
き
」86
・
0
％
、「
旅
行
者
の
地

域
へ
の
受
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」75
・
2

％
、「
収
束
す
る
ま
で
国
内
旅
行
は
控
え
る
べ

き
」71
・
5
％
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。な
お
、

こ
の
よ
う
な
旅
行
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
回
答
者
の
大
勢
を
占
め
た
要
因
の
一
つ
に

は
、こ
の
調
査
がG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
中
止
が
決
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
旅
行
頻
度
別
の
回
答
傾
向
に
は
か
な
り
違
い

が
あ
る
。旅
行
頻
度
が
高
い
人
ほ
ど
、「
国
内
旅

　
当
財
団
で
は
、2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0

年
に
か
け
て
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
市
場
の
変

化
と
旅
行
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
2
0
2
1
年
以

降
の
旅
行
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、2
0
2
0

年
12
月
下
旬
に「
国
内
旅
行
市
場
に
お
け
る
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
意
向
調
査
」を
実
施

し
た
。こ
の
調
査
は
、旅
行
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
た
全
国
約
4
万
人
を
対
象
と
す
る
一
次
調
査

と
、一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人（
う
ち
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

7
6
1
人
）を
対
象
と
し
た
二
次
調
査
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る（「
調
査
方
法
」を
参
照
）。

　
こ
こ
で
は
、一
次
調
査
結
果
か
ら
、１
）旅
行

頻
度
別
に
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と
旅

行
市
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、二
次
調
査
の
結

果
か
ら
、２
）オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後

の
旅
行
意
向
と
、コ
ロ
ナ
以
降
に
登
場
し
た
新

た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①G
oT

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　効
果
と
2
0
2
1
年
の
旅
行
意
向

　
一
次
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年（
暦

年
）の
観
光
を
目
的
と
す
る
宿
泊
旅
行
回
数
は

回
答
者
平
均
で
1
・
69
回
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
0
年（
12
月
末
の
出
発
予
定
を
含
む
）は

1
・
13
回
と
前
年
比
で
66
・
5
％
の
水
準
へ
と
減

少
し
て
い
る（
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
央
値
に
よ
る
加

重
平
均
で
算
出
）。

　
し
か
し
、「
も
しG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
か
っ
た
な
ら
」と
い
う
設
問
で
は

2
0
2
0
年
の
平
均
旅
行
回
数
は
0
・
79
回
ま

で
低
下
し
た
。こ
れ
は
2
0
1
9
年
の
46
・
5
％

と
半
分
以
下
の
水
準
と
な
る
。な
お
、一
次
調
査

に
お
け
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

利
用
回
数
は
平
均
0
・
64
回
で
あ
り
、こ
の
う
ち

0
・
34
回
分（
52
・
5
％
）が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
と
思
う
か
」と
の
問
い
に
は
、平
均
で
1
・
55

回（
2
0
1
9
年
の
91
・
7
％
、2
0
2
0
年
の

1
3
7
・
9
％
）と
の
回
答
が
あ
り
、2
0
1
9

年
が
令
和
改
元
の
連
休
効
果
も
あ
り
高
水
準
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、今
年
の
旅

行
意
欲
は
決
し
て
低
く
な
い
と
言
え
る
。但
し
、

回
答
者
の
26
・
3
％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束

状
況
やG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

施
策
如
何
で
は
厳
し
い
局
面
が
続
く
可
能
性
も

あ
る
。

 ②
旅
行
頻
度
別
に
み
た
旅
行
動
向

　
回
答
者
の
年
間
旅
行
回
数
の
分
布
を
み
る

と
、2
0
2
0
年
は
54
・
9
％
の
人
が
旅
行
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、19
年
の
39
・
9
％
よ
り
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、年
間「
4
回
以
上
」

の
人
が
7
・
9
％
と
2
0
1
9
年
の
13
・
1
％
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、延
旅
行
回
数
ベ
ー
ス
の
市
場
シ
ェ
ア

（
例
え
ば
年
間
３
回
の
人
は
延
べ
３
回
と
し
て

計
算
）を
み
る
と
、2
0
2
0
年
で
は
年
間「
４

「
大
き
く
拡
大
」と「
少
し
拡
大
」の
合
計
値
で
み

る
と
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
近
場
の
宿
泊
施

設
で
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
）」65
・
7
％
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン（
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、観
光
地

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
）」

61
・
5
％
、「
二
地
域
居
住（
都
市
部
と
地
方
部
そ

れ
ぞ
れ
に
生
活
拠
点
を
持
つ
暮
ら
し
方
）」51
・

9
％
、「
ブ
レ
ジ
ャ
ー（
出
張
先
等
で
滞
在
を
延

長
す
る
な
ど
し
て
余
暇
も
楽
し
む
こ
と
）」49
・

8
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、今
後
利
用
し
て
み
た
い
宿
泊
施
設
の

タ
イ
プ
に
つ
い
て
13
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
。選
択
肢
の
中
に
は
、新
し
い
形
態
の
宿

泊
施
設
を
幾
つ
か
含
め
て
あ
る
。

　
回
答
結
果
は
、「
高
級
温
泉
旅
館
」「
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
」「
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」「
外
資

系
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
級
ホ
テ
ル
」「
一

棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
」の
順
と
な
っ
て
お
り
、比

較
的
高
級
な
施
設
タ
イ
プ
が
上
位
を
占
め
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、新
形
態
の
宿
泊
施
設
の
利

用
希
望
も
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」29
・
7
％
、「
ま
ち

全
体
を
宿
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
」20
・
6

％
、「
城
泊
」15
・
6
％
、「
寺
泊
」13
・
5
％
な
ど
が

一
定
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

③
市
場
拡
大
に
今
後
必
要
と
考
え
る
施
策

　
今
後
の
旅
行
市
場
の
拡
大
の
た
め
に
必
要
性

が
高
い
と
思
う
施
策
を
、16
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
た
。結
果
は
、「
休
暇
制
度
の
充
実

や
年
休
取
得
率
の
向
上
」46
・
8
％
、「
高
速
道
路

割
引
率
の
拡
大
」46
・
0
％
、「
L
C
C
路
線
の
充

実
」36
・
4
％
の
順
で
、休
暇
の
充
実
と
高
速
交

2
．オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

層
の
今
後
の
旅
行
意
向
と

新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の

評
価

通
の
費
用
抑
制
に
関
す
る
施
策
が
上
位
と
な
っ

た
。4
位
に「
独
自
の
世
界
観
の
あ
る
観
光
地
の

増
加
」30
・
1
％
、５
位
に「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
と
魅
力
向
上
」28
・
6
％
が
続
い
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

コロナ禍下の国内旅行市場の動向とオピニオンリーダー層の旅行意向4
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図 10 国内宿泊旅行市場が拡大する上で必要性が高いもの（N=761）【複数回答】

図 9 今後利用してみたい宿泊施設【複数回答】
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図 8 今後拡大しそうな旅行の新形態（N=761） 
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図 6 旅行で重視すること-コロナ以前と今後（N=761）

コロナ発生以前に重視していたこと 今後重視していきたいこと
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図 7 旅行計画の立て方-コロナ以前と今後（N=761）

コロナ以前の傾向 今後の方向性
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コ
ロ
ナ
以
降
に
順
位
を
落
と
し
た
項
目
は
、「
日

常
の
人
間
関
係
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
」「
美
し

い
も
の
な
ど
に
触
れ
て
感
動
す
る
こ
と
」な
ど

で
あ
る
。前
者
に
つ
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
な
ど
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ

の
他
、「
旅
行
先
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
旅
行

先
の
友
人
・
知
人
に
会
い
に
い
く
こ
と
」も
減
少

が
目
立
っ
て
い
る
。

　
次
に
、旅
行
計
画
の
立
て
方
に
関
す
る
10
の

選
択
肢
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
以
前
の
傾
向
と
今

後
の
傾
向
に
分
け
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
答
え

て
も
ら
っ
た（
あ
る
程
度
対
照
的
と
な
る
選
択

肢
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
）。

　
コ
ロ
ナ
以
前
に
比
べ
て
減
少
が
目
立
つ
選
択

肢
は
、「
観
光
に
便
利
で
あ
れ
ば
宿
泊
施
設
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
」「
旅
行
計
画
で
は
、先
ず
旅
行

先
を
決
め
、そ
の
後
で
宿
を
決
め
る
」で
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
、周
遊
型
か
ら
宿

泊
施
設
で
の
滞
在
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。

②
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　新
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
評
価

　
コ
ロ
ナ
以
降
に
注
目
さ
れ
た
旅
行
形
態
を
幾

つ
か
挙
げ
て
、今
後
の
市
場
拡
大
の
可
能
性
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
旅
行
形
態
を

行
は
控
え
る
べ
き
」と
の
回
答
は
減
り
、「
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
景
気
が
悪
化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
」「
安
全
対
策
を
十
分
に
す
れ
ば
旅
行
を
し

て
も
良
い
」と
い
っ
た
意
見
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
。一
方
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の
入
国

を
制
限
す
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
観
光
客

が
多
過
ぎ
た
と
思
う
」な
ど
で
は
、旅
行
頻
度
に

よ
る
差
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　今
後
の
旅
行
へ
の
志
向

　
今
後
の
宿
泊
観
光
旅
行
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
16
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
身
の
考
え
に
当
て

は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
回
答
者
全
体
で
は
、「
観
光
客
が
少
な
い
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
旅
行
を
し
た
い
」、「
近
場
へ
の
旅

行
を
増
や
し
た
い
」、「
観
光
客
が
密
集
し
な
い

観
光
地
に
行
き
た
い
」、「
自
家
用
車
に
よ
る
旅

行
を
増
や
し
た
い
」の
順
で
回
答
率
が
高
く
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
を
重
視
す
る

回
答
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
コ
ア
層
で
あ
る「
4
回
以
上
」は
、高

頻
度
で
旅
行
を
し
て
い
る
層
で
あ
り
、回
答
率

が
全
般
に
高
い
。中
で
も
、「G

O
T
O

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
終
わ
る
前
に
で
き
る
だ
け
多

く
旅
行
し
た
い
」が
42
・
6
％
、「
海
外
旅
行
に
行

け
な
く
な
っ
た
分
、国
内
旅
行
を
増
や
し
た
い
」

が
31
・
6
％
と
全
体
に
比
べ
て
目
立
っ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。日
本
人
の
海
外
旅
行
消
費
額
は

2
0
1
9
年
で
4
・
8
兆
円
に
上
る
が（「
旅
行
・

観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」

観
光
庁
）、海
外
旅
行
に
回
る
予
定
だ
っ
た
消
費

額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

 　
一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人
の
中
か
ら
、旅
行
頻
度
、旅
行
情
報

の
収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
を
関
連
す
る

設
問
に
照
ら
し
て
7
6
1
人
抽
出
し
、こ
れ
を

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
集
計
し
た
。

以
下
で
は
、オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
回
答

結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の

　旅
行
意
向
の
変
化

　
旅
行
で
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
20
の
選
択
肢

を
用
意
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
に
重

視
し
て
い
た
こ
と
」と「
今
後
重
視
し
て
い
き
た

い
こ
と
」の
別
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
に

聞
い
た
。

　
今
後
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、「
気
分
転

換
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」「
休
養
、リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
」「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
」「
同
行
者
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
」の
順
で

高
く
、こ
れ
ら
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
い
て
も
同

様
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た〝
真
水
〞の
効
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
を「
何
回
す

回
以
上
」が
市
場
全
体
の
46
・
6
％
の
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
る
が
、2
0
1
9
年
の
51
・
0
％
に
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、2
0
2
1
年

の
予
定
で
は
、「
４
回
以
上
」の
シ
ェ
ア
は
回
答

者
数
ベ
ー
ス
で
11
・
3
％
へ
、延
旅
行
回
数
ベ
ー

ス
で
48
・
1
％
へ
と
回
復
す
る
と
い
う
回
答
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

③
旅
行
頻
度
別
に
み
た

　コ
ロ
ナ
禍
下
の
旅
行
へ
の
態
度

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
旅
行
に
関
す
る
10
の
考

え
方
を
示
し
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」「
そ
う
思
わ
な
い
」の
5
段
階
で
答
え
て

も
ら
っ
た
。

「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」の
合
計
を
回
答

者
全
体
で
み
る
と
、「
収
束
す
る
ま
で
外
国
人
の

入
国
を
制
限
す
べ
き
」86
・
0
％
、「
旅
行
者
の
地

域
へ
の
受
入
れ
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
」75
・
2

％
、「
収
束
す
る
ま
で
国
内
旅
行
は
控
え
る
べ

き
」71
・
5
％
の
順
で
多
く
な
っ
て
い
る
。な
お
、

こ
の
よ
う
な
旅
行
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意

見
が
回
答
者
の
大
勢
を
占
め
た
要
因
の
一
つ
に

は
、こ
の
調
査
がG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
中
止
が
決
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
旅
行
頻
度
別
の
回
答
傾
向
に
は
か
な
り
違
い

が
あ
る
。旅
行
頻
度
が
高
い
人
ほ
ど
、「
国
内
旅

　
当
財
団
で
は
、2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0

年
に
か
け
て
の
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
市
場
の
変

化
と
旅
行
市
場
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
2
0
2
1
年
以

降
の
旅
行
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、2
0
2
0

年
12
月
下
旬
に「
国
内
旅
行
市
場
に
お
け
る
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
意
向
調
査
」を
実
施

し
た
。こ
の
調
査
は
、旅
行
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
た
全
国
約
4
万
人
を
対
象
と
す
る
一
次
調
査

と
、一
次
調
査
か
ら
抽
出
し
た
旅
行
好
き
層

1
4
1
2
人（
う
ち
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層

7
6
1
人
）を
対
象
と
し
た
二
次
調
査
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る（「
調
査
方
法
」を
参
照
）。

　
こ
こ
で
は
、一
次
調
査
結
果
か
ら
、１
）旅
行

頻
度
別
に
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
態
度
と
旅

行
市
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、二
次
調
査
の
結

果
か
ら
、２
）オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
今
後

の
旅
行
意
向
と
、コ
ロ
ナ
以
降
に
登
場
し
た
新

た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
へ
の
評
価
、に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①G
oT
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

　効
果
と
2
0
2
1
年
の
旅
行
意
向

　
一
次
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年（
暦

年
）の
観
光
を
目
的
と
す
る
宿
泊
旅
行
回
数
は

回
答
者
平
均
で
1
・
69
回
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
0
年（
12
月
末
の
出
発
予
定
を
含
む
）は

1
・
13
回
と
前
年
比
で
66
・
5
％
の
水
準
へ
と
減

少
し
て
い
る（
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
央
値
に
よ
る
加

重
平
均
で
算
出
）。

　
し
か
し
、「
も
しG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
無
か
っ
た
な
ら
」と
い
う
設
問
で
は

2
0
2
0
年
の
平
均
旅
行
回
数
は
0
・
79
回
ま

で
低
下
し
た
。こ
れ
は
2
0
1
9
年
の
46
・
5
％

と
半
分
以
下
の
水
準
と
な
る
。な
お
、一
次
調
査

に
お
け
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

利
用
回
数
は
平
均
0
・
64
回
で
あ
り
、こ
の
う
ち

0
・
34
回
分（
52
・
5
％
）が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

①一次調査と二次調査抽出条件
●調査時期…2020 年12月下旬
●調査方法…インターネットリサーチ
●調査対象…全国20 歳以上79歳までの男女
●調査回答数…39,958人
●調査項目…19年から21年の旅行回数（実績・予定）。GOTOトラベル利用旅行回数。
　コロナ禍下のコロナウイルスや旅行に対する考え方、旅行が好きか、世帯年収 等
●二次調査抽出条件：旅行が「大変好き」で19年または20年の国内宿泊観光旅行
　(出張・帰省を除く)が４回以上。一部の設問で無回答のある回答を除く。

②二次調査とオピニオンリーダー層の抽出
●二次調査標本数…1,412票

抽出条件に合致した3,072票から、「20代」～「60代以上」の各年代の男女が各150票に
なるように標本数を調整して抽出。得られた1,500票のうち、無回答や不自然な回答の多
い88票を無効票として除外した。

●オピニオンリーダー層の選抜方法
適性の評価を、A.旅行頻度、B.市場への先行性（情報量と市場への先行性）、C.市場への影
響力、D.調査モニターとしてみた適性（回答内容の虚偽性、調査への協力度等）の４つの軸
で行った。各評価軸に関連性の深い設問を選び、各設問の回答内容毎に得点を適宜付与
し、AからDの評価軸毎に得点化した。

●各評価軸の満点が100点になるように規準化した上で総合得点（400点満点）を算出し、
　200点以上の回答者をオピニオンリーダー層として抽出した。
●オピニオンリーダー抽出数…761票（抽出率53.9％。非オピニオンリーダー層651票。）
●二次調査質問項目

土産話の相手、SNS等での発信､旅行情報源､コロナ後に重視する情報源､旅行で重視す
ること（これまでとコロナ後）、GoToキャンペーンの利用実態、最も行きたい旅行先とその
理由、海外旅行取りやめの影響、コロナ後の新しい旅行スタイルへの評価､同行者（これま
でとコロナ後）､旅行計画の立て方（これまでとコロナ後）、旅行の予約方法や参加形態の傾
向、旅行費用の増減、国内旅行の阻害要因、ここ10年の出来事の旅行市場への影響、旅行
市場拡大に必要な政策、世帯構成、職業､免許・自動車の有無、性､年齢､居住地、居住地の
都市規模　等

「国内旅行市場における
オピニオンリーダー層の意向調査」　

調査方法

る
と
思
う
か
」と
の
問
い
に
は
、平
均
で
1
・
55

回（
2
0
1
9
年
の
91
・
7
％
、2
0
2
0
年
の

1
3
7
・
9
％
）と
の
回
答
が
あ
り
、2
0
1
9

年
が
令
和
改
元
の
連
休
効
果
も
あ
り
高
水
準
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、今
年
の
旅

行
意
欲
は
決
し
て
低
く
な
い
と
言
え
る
。但
し
、

回
答
者
の
26
・
3
％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
答
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束

状
況
やG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

施
策
如
何
で
は
厳
し
い
局
面
が
続
く
可
能
性
も

あ
る
。

 ②
旅
行
頻
度
別
に
み
た
旅
行
動
向

　
回
答
者
の
年
間
旅
行
回
数
の
分
布
を
み
る

と
、2
0
2
0
年
は
54
・
9
％
の
人
が
旅
行
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、19
年
の
39
・
9
％
よ
り
も
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、年
間「
4
回
以
上
」

の
人
が
7
・
9
％
と
2
0
1
9
年
の
13
・
1
％
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、延
旅
行
回
数
ベ
ー
ス
の
市
場
シ
ェ
ア

（
例
え
ば
年
間
３
回
の
人
は
延
べ
３
回
と
し
て

計
算
）を
み
る
と
、2
0
2
0
年
で
は
年
間「
４

「
大
き
く
拡
大
」と「
少
し
拡
大
」の
合
計
値
で
み

る
と
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
近
場
の
宿
泊
施

設
で
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
）」65
・
7
％
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン（
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、観
光
地

で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
こ
と
）」

61
・
5
％
、「
二
地
域
居
住（
都
市
部
と
地
方
部
そ

れ
ぞ
れ
に
生
活
拠
点
を
持
つ
暮
ら
し
方
）」51
・

9
％
、「
ブ
レ
ジ
ャ
ー（
出
張
先
等
で
滞
在
を
延

長
す
る
な
ど
し
て
余
暇
も
楽
し
む
こ
と
）」49
・

8
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、今
後
利
用
し
て
み
た
い
宿
泊
施
設
の

タ
イ
プ
に
つ
い
て
13
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も

ら
っ
た
。選
択
肢
の
中
に
は
、新
し
い
形
態
の
宿

泊
施
設
を
幾
つ
か
含
め
て
あ
る
。

　
回
答
結
果
は
、「
高
級
温
泉
旅
館
」「
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
」「
施
設
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」「
外
資

系
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
高
級
ホ
テ
ル
」「
一

棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
」の
順
と
な
っ
て
お
り
、比

較
的
高
級
な
施
設
タ
イ
プ
が
上
位
を
占
め
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、新
形
態
の
宿
泊
施
設
の
利

用
希
望
も
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」29
・
7
％
、「
ま
ち

全
体
を
宿
に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル
」20
・
6

％
、「
城
泊
」15
・
6
％
、「
寺
泊
」13
・
5
％
な
ど
が

一
定
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

③
市
場
拡
大
に
今
後
必
要
と
考
え
る
施
策

　
今
後
の
旅
行
市
場
の
拡
大
の
た
め
に
必
要
性

が
高
い
と
思
う
施
策
を
、16
の
選
択
肢
か
ら
選

ん
で
も
ら
っ
た
。結
果
は
、「
休
暇
制
度
の
充
実

や
年
休
取
得
率
の
向
上
」46
・
8
％
、「
高
速
道
路

割
引
率
の
拡
大
」46
・
0
％
、「
L
C
C
路
線
の
充

実
」36
・
4
％
の
順
で
、休
暇
の
充
実
と
高
速
交

一次調査回答者
（39,958人）

二次調査対象
旅行好き層
（1,412人）

オピニオン
リーダー層
を抽出

（761人）

通
の
費
用
抑
制
に
関
す
る
施
策
が
上
位
と
な
っ

た
。4
位
に「
独
自
の
世
界
観
の
あ
る
観
光
地
の

増
加
」30
・
1
％
、５
位
に「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
と
魅
力
向
上
」28
・
6
％
が
続
い
て
お
り
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

調査結果の詳細については、https://www.jtb.or.jpに掲載しています
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先
人
材
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
人
材
供
給
の
実
績
は
、四
半

期
ご
と
で
見
て
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し

た
。2
月
頃
ま
で
は
需
要
過
多
の
状
況
が
続
い

て
い
て
、事
業
者
か
ら
の
新
規
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
の
も
大
変
な
状
況
で
し
た
。そ
れ

が
、緊
急
事
態
宣
言
の
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
に

は
パ
タ
リ
と
止
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、感
染
者
数
も
落
ち
着
い
た
7
〜
9
月

期
に
はG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ
っ

て
求
人
が
回
復
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
ま
た
、

年
末
に
コ
ロ
ナ
の
第
三
波
が
来
て
し
ま
い
、今

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　G

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
影
響
は

地
域
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
東
京
は
9
月
ま
でG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
対
象
地
域
外
で
し
た
し
、大
阪
な
ど
も
含

め
て
感
染
者
が
多
か
っ
た
大
都
市
部
の
ホ
テ
ル

な
ど
で
は
雇
用
の
回
復
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、大
都
市
の
周
辺
部
、東
京
圏
で
は
例
え
ば
箱

根
、熱
海
市
、房
総
な
ど
、近
畿
圏
で
は
兵
庫
、和

歌
山
、京
都
、奈
良
な
ど
で
は
比
較
的
早
期
に
求

人
が
増
え
ま
し
た
。

塩
谷
　
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
に
よ
っ
て
労
働
市
場

が
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
わ
け
で

す
が
、事
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
人
材
に
は
で

き
る
だ
け
長
く
留
ま
っ
て
欲
し
い
わ
け
で
す
よ

ね
。

内
倉
　
新
た
に
採
用
し
た
場
合
の
教
育
期
間
な

ど
も
考
慮
す
る
と
、で
き
る
だ
け
人
材
を
継
続

雇
用
し
た
い
事
業
者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
で
も

契
約
を
継
続
す
る
例
が
目
立
ち
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
と
い
う
立
場
か
ら

も
、契
約
期
間
は
長
い
方
が
良
い
で
す
。人
材
派

遣
や
人
材
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
率
は
、社
会

保
険
料
や
研
修
費
を
除
く
と
、旅
行
業
の
手
数

料
率
な
ど
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と

い
う
の
が
実
態
で
も
あ
り
ま
す
。契
約
期
間
は

で
き
れ
ば
半
年
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
し
、そ

の
た
め
に
も
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
登
録
人
材
の
募
集
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、ど
ん
な
方
が
応
募

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
大
き
く
は
、広
告
媒
体
経
由
の
応
募
、全

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
応
募
、そ
し
て

関
係
者
か
ら
の
紹
介
、の
３
つ
が
主
に
な
り
ま

す
。他
産
業
経
験
者
か
ら
の
応
募
は
、広
告
媒
体

に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。応
募
の
時
期
も

偏
り
は
少
な
い
で
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の

場
合
、賞
与
を
も
ら
っ
て
か
ら
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
か
、5
〜
6
月
や
10
〜
11
月
な

ど
に
応
募
が
多
い
よ
う
で
す
。人
づ
て
で
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、観
光
業
界
と
接
点
の
あ
る
方

か
ら
の
紹
介
が
多
い
で
す
ね
。急
な
求
人
な
ど

に
対
応
す
る
場
合
は
、紹
介
に
よ
る
場
合
が
比

較
的
多
い
で
す
。

地
域
の
雇
用
安
定
へ
向
け
た

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
抜
き

に
し
て
も
、観
光
産
業
の
労
働
市
場
に
は
以
前

か
ら
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
こ
か
ら
は
地
域
に
お
い
て
安
定
的
な
観

光
雇
用
を
確
保
す
る
に
は
、と
い
う
観
点
で
派

遣
業
・
紹
介
業
の
お
立
場
か
ら
少
し
ご
意
見
を

伺
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
わ
か
り
ま
し
た
。

塩
谷
　
通
年
型
の
著
名
観
光
地
は
別
と
し
て
、

多
く
の
観
光
地
で
は
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
あ
っ
て
必
要
な
時
に
必
要
な
労
働
力
を
と
い

う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
と
か
、行
祭
事
の

時
期
な
ど
に
観
光
客
が
集
中
し
や
す
い
で
す

ね
。

内
倉
　
当
社
と
取
引
が
多
い
宿
泊
業
に
つ
い
て

言
え
ば
、地
域
や
施
設
タ
イ
プ
で
も
傾
向
が
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。都
市
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

通
年
型
の
雇
用
が
中
心
で
す
し
、比
較
的
長
期

の
安
定
雇
用
が
多
い
で
す
。地
方
の
温
泉
旅
館

な
ど
も
比
較
的
恒
常
的
な
雇
用
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。一
方
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
夏
・
冬
の
間
だ
け
大
量
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇

う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
今
後
検
証
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
観
光
以
外
の
仕

事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
副
業
、兼
業
を
認
め

る
形
の
方
が
、従
業
員
に
と
っ
て
は
所
得
増
に

つ
な
が
り
、事
業
者
に
と
っ
て
も
質
の
高
い
労

働
力
を
確
保
し
て
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ

禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
労
働
形
態
も

認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
し
、大
都
市
の
企
業

に
働
き
な
が
ら
地
方
に
住
む
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

　
ご
存
知
の
よ
う
に
昨
年
春
ま
で
の
観
光
産
業

は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、当
社
の
試
算
で
は

2
0
1
9
年
秋
の
時
点
で
宿
泊
産
業
の
適
正
な

雇
用
者
数
75
万
人
に
対
し
て
10
万
人
が
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対
し
て
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
な
ど
か
ら
外
国
人
も
含
め
た
人
材
不
足

の
解
消
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。一
方
、ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、も
と
も
と
製
造
業
の
人
材
派
遣
を
得
意
分

野
と
し
て
い
ま
す
が
、成
長
が
見
込
め
る
接
客
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
こ

と
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。当
社
で
は
、両
社
の
強
み
を
活
か
し
た
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
当
社
の
人
材
供
給
の
形
態
と
し
て
は
、

人
材
派
遣
、人
材
紹
介（
事
業
者
の
直
接
雇
用
）、

業
務
請
負
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
人
材
育
成
事

業
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
。

内
倉
　
観
光
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
、主
に「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
材
供
給
」「
高
品
質
な
人
材
供

給
」「
ト
ー
タ
ル
で
の
人
材
コ
ス
ト
の
低
減
」の

3
点
で
す
。当
社
で
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人

材
の
供
給
力
が
重
要
で
、こ
れ
を
独
自
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ー
ム
で
あ
る〝
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
モ

デ
ル
〞（
人
材
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
代
理
店
型
の
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
り
実
現
し

て
い
き
ま
す
。２
点
目
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

有
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た〝
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
〞と
し
て
の
高

品
質
な
人
材
育
成
で
す
。３
点
目
の
施
設
運
営

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
有
す
る
定

着
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
、

ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
知
見
を
活
か

し
た
施
設
の
一
括
請
負
に
よ
る
生
産
性
改
善
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
顧
客
の
多
く
は
宿
泊
施
設
が
中
心
で

す
が
、将
来
的
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
な
ど
様
々
な
観
光
施
設
の
人
材
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
も
取
り
扱
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

塩
谷
　
2
0
2
0
年
度
か
ら
事
業
を
拡
大
し
よ

う
と
い
う
矢
先
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

内
倉
　
4
月
か
ら
人
材
の
供
給
を
本
格
化
さ
せ

る
は
ず
が
、3
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
旅
行
市
場
が
本
格
的
に
冷

え
込
み
、緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
自
分
た
ち
も

在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
ね
。こ
の
た
め
、当
面
は
東
京
と
大
阪
の
２

つ
の
拠
点
に
絞
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
、段

階
的
に
沖
縄
、福
岡
、名
古
屋
な
ど
に
も
拠
点
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
各
地
の
派
遣
会
社
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
は
こ
の
間
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。も

っ
と
も
、現
状
で
は
自
社
の
登
録
人
材
で
事
業

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
7
割
を
賄
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
提
携

　
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、観
光
産
業
の

収
益
を
低
下
さ
せ
、こ
の
こ
と
が
雇
用
の
安
定

も
脅
か
し
て
い
ま
す
。旅
行
需
要
の
冷
え
込
み

が
続
け
ば
雇
い
止
め
が
増
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
度
に
人
材
の
入
れ
替

え
が
起
き
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
保
つ
こ
と

も
難
し
い
で
し
ょ
う
。そ
う
で
な
く
て
も
観
光

産
業
は
他
産
業
に
比
べ
て
離
職
率
が
高
く
、優

れ
た
人
材
を
継
続
的
に
確
保
す
る
取
り
組
み
は

重
要
な
課
題
で
す
。

　
本
稿
で
は
、2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
内

倉
広
輔
取
締
役
よ
り
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
立
場
か
ら
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
と

観
光
分
野
の
労
働
市
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た
展

望
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

深
刻
な
人
材
不
足
を

背
景
に
設
立

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
急
増

を
受
け
て
、1
月
8
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

一
都
三
県
に
再
び
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
に
取
材
に
対

応
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ

れ
で
は
最
初
に
、会
社
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

内
倉
　
当
社
は
、福
岡
市
を
拠
点
に
人
材
・
教
育

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
27
年
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、株
式

会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て

2
0
1
9
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

も
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
の
動
き
に
な
り
ま
す
が
、神
戸

市
な
ど
で
地
方
公
務
員
の
兼
業
を
緩
和
す
る
よ

う
な
流
れ
も
出
て
い
ま
す
。企
業
個
別
の
就
業

規
則
に
お
け
る
兼
業
規
定
は
別
と
し
て
、観
光

雇
用
者
の
兼
業
を
進
め
よ
う
と
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
障
害
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
副
業
に
関
す
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、社
会
保
険
の
事
務
処
理
と
し
て
主
業
と

な
る
企
業
と
副
業
先
の
企
業
と
の
間
で
社
会
保

険
の
分
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。特
に
派
遣
と
い
う
業
態
の
場
合
は
、両

方
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
了
解
と
分
担
処

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

塩
谷
　
双
方
の
事
務
所
が
比
較
的
近
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、個
別
に
許
可
を
得
る
と
な
る
と
派

遣
会
社
に
は
か
な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
例
え
ば
特
区
制
度
や
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
事
務
的
な
課
題
が
解
決
す
る
こ
と

で
、副
業
の
導
入
が
促
進
さ
れ
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
先
ほ
ど
契
約
期
間
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、派
遣
業
と
し
て
地
域
の
短
期
雇
用
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
と
何
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
。

内
倉
　
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
短
期
間
で
の
人

材
支
援（
日
々
の
派
遣
や
30
日
以
内
の
派
遣
は

原
則
禁
止
）に
対
応
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
そ
う
す
る
と
繁
忙
期
に
何
回
か
に
分
け

て
派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
形
で
季
節
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。

内
倉
　
ま
た
、直
接
雇
用
者
が
離
職
後
１
年
以

内
に
、派
遣
労
働
者
と
し
て
元
の
勤
務
先
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、本

来
の
主
旨
は
、雇
用
者
の
立
場
か
ら
、労
働
条
件

の
切
り
下
げ
を
抑
制
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
な
る
ほ
ど
。し
か
し
、今
回
の
コ
ロ
ナ
な

ど
特
殊
な
事
情
で
雇
止
め
と
な
っ
た
社
員
を
、

少
し
状
況
が
良
く
な
っ
た
の
で
派
遣
の
形
で
一

定
期
間
再
雇
用
し
よ
う
、と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で

は
足
か
せ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

内
倉
　
地
域
の
雇
用
促
進
の
課
題
と
し
て
は
、

現
状
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化（
契
約
部
署
以
外
で

の
業
務
対
応
）に
対
応
で
き
な
い
点
も
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
制
約
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

内
倉
　
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
業
務
は
幾
つ
か
に
分

類
さ
れ
て
い
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
契
約
が
行
わ

れ
る
の
で
す
が
、フ
ロ
ン
ト
の
受
付
と
し
て
宿

泊
部
と
契
約
し
て
派
遣
す
る
と
、部
署
の
違
う

料
飲
部
の
管
轄
下
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の

接
客
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。法
の
主
旨
で
あ
る
雇
用
者
保
護
と
い
う
考

え
方
は
維
持
し
つ
つ
も
、実
情
に
合
わ
せ
た
規

制
緩
和
が
観
光
分
野
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
は
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず
地
方
の
小
規
模
な

事
業
者
で
は
一
人
が
何
役
も
こ
な
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
の
で
、派
遣
会
社
を
通
じ
て
と
い
う

の
が
法
的
に
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。逆
に
言
え

ば
、法
制
度
に
よ
っ
て
も
雇
用
環
境
を
改
善
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
観
光
業
界
全
体
と
し
て
の
課
題
な
ど

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

内
倉
　
業
界
経
験
者
の
採
用
を
求
め
る
傾
向
が

他
業
界
と
比
べ
て
強
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。結
果
と
し
て
他
業
界
か
ら
観
光
業
界
へ
就

業
す
る
機
会
を
喪
失
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当
社
の
営
業
先
に
関
し
て
言
え
ば
、商
談
や

提
案
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
る
程
度
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、カ
バ
ー
で
き
て

い
な
い
エ
リ
ア
の
企
業
様
・
施
設
様
の
中
で
採

用
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

塩
谷
　
同
じ
業
界
の
中
で
動
い
て
い
る
だ
け
で

は
労
働
市
場
は
先
細
り
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
何
ら
か
の
事
情
で
観
光
業
界
の
企
業
を

退
職
し
、求
職
さ
れ
る
方
の
中
で
、再
度
観
光
業

界
を
希
望
す
る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

他
業
界
か
ら
の
人
材
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、教
育
な
ど
に
よ
り
戦
力
化
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
な
け
れ
ば
、就
業
人
材
の
先
細
り
に

よ
り
観
光
業
界
全
体
の
復
興
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
谷
　
異
業
種
か
ら
の
参
入
と
い
う
点
で
も
、

人
材
育
成
の
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。最

後
に
、今
後
注
力
し
て
い
き
た
い
業
務
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

内
倉「
紹
介
予
定
派
遣
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。人
材

紹
介
の
形
態
の
一
つ
で
す
が
、派
遣
の
契
約
期

間
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
と
派
遣
先
と
で

合
意
す
れ
ば
直
接
雇
用
へ
と
移
行
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
一
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
ね
。

内
倉
　
そ
う
で
す
ね
。若
い
方
な
ど
で
観
光
産

業
に
飛
び
込
む
こ
と
に
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、一
度
働
い
て
か
ら
納
得
し

て
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
が
安
定
的
な
雇
用
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
観
光
産
業
の
離
職
率
は
他
業
種
に
比
べ

て
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
抑
制
す
る

と
い
う
点
で
も
、ま
た
質
の
高
い
人
材
を
確
保

す
る
と
い
う
点
で
も
効
果
が
あ
る
仕
組
み
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
し
お
や
・
ひ
で
お
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
2
0
2
1
年
1
月
7
日

「
人
材
ビ
ジ
ネ
スの
立
場
か
ら
み
た

パン
デ
ミッ
クの
影
響
と
今
後
の
展
望
」公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

理
事

塩
谷
英
生

聞
き
手
：

株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
。大
手
人
材
会
社
の
営
業
部
長
、グ
ル
ー
プ
会
社
代

表
取
締
役
等
を
経
て
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
現
J
T
B
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）へ
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
の
開
発
等
を
担
当
。2
0
1
9
年
4
月
よ
り
現
職
。

内
倉
広
輔（
う
ち
く
ら
・
こ
う
す
け
）

インタビュー「人材ビジネスの立場からみたパンデミックの影響と今後の展望」3

10% 20% 30% 40%
図 1 産業別離職率（2019年）

産業計（男女計）

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

15.6%

11.0%

10.7%

10.6%

33.6%

20.5%

17.7%

18.8%

14.4%

7.9%

9.2%

9.6%

9.6%

15.4%

12.5%

15.4%

15.1%

資料：厚生労働省「雇用動向調査」
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先
人
材
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
人
材
供
給
の
実
績
は
、四
半

期
ご
と
で
見
て
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し

た
。2
月
頃
ま
で
は
需
要
過
多
の
状
況
が
続
い

て
い
て
、事
業
者
か
ら
の
新
規
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
の
も
大
変
な
状
況
で
し
た
。そ
れ

が
、緊
急
事
態
宣
言
の
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
に

は
パ
タ
リ
と
止
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、感
染
者
数
も
落
ち
着
い
た
7
〜
9
月

期
に
はG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ
っ

て
求
人
が
回
復
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
ま
た
、

年
末
に
コ
ロ
ナ
の
第
三
波
が
来
て
し
ま
い
、今

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　G

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
影
響
は

地
域
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
東
京
は
9
月
ま
でG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
対
象
地
域
外
で
し
た
し
、大
阪
な
ど
も
含

め
て
感
染
者
が
多
か
っ
た
大
都
市
部
の
ホ
テ
ル

な
ど
で
は
雇
用
の
回
復
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、大
都
市
の
周
辺
部
、東
京
圏
で
は
例
え
ば
箱

根
、熱
海
市
、房
総
な
ど
、近
畿
圏
で
は
兵
庫
、和

歌
山
、京
都
、奈
良
な
ど
で
は
比
較
的
早
期
に
求

人
が
増
え
ま
し
た
。

塩
谷
　
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
に
よ
っ
て
労
働
市
場

が
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
わ
け
で

す
が
、事
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
人
材
に
は
で

き
る
だ
け
長
く
留
ま
っ
て
欲
し
い
わ
け
で
す
よ

ね
。

内
倉
　
新
た
に
採
用
し
た
場
合
の
教
育
期
間
な

ど
も
考
慮
す
る
と
、で
き
る
だ
け
人
材
を
継
続

雇
用
し
た
い
事
業
者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
で
も

契
約
を
継
続
す
る
例
が
目
立
ち
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
と
い
う
立
場
か
ら

も
、契
約
期
間
は
長
い
方
が
良
い
で
す
。人
材
派

遣
や
人
材
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
率
は
、社
会

保
険
料
や
研
修
費
を
除
く
と
、旅
行
業
の
手
数

料
率
な
ど
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と

い
う
の
が
実
態
で
も
あ
り
ま
す
。契
約
期
間
は

で
き
れ
ば
半
年
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
し
、そ

の
た
め
に
も
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
登
録
人
材
の
募
集
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、ど
ん
な
方
が
応
募

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
大
き
く
は
、広
告
媒
体
経
由
の
応
募
、全

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
応
募
、そ
し
て

関
係
者
か
ら
の
紹
介
、の
３
つ
が
主
に
な
り
ま

す
。他
産
業
経
験
者
か
ら
の
応
募
は
、広
告
媒
体

に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。応
募
の
時
期
も

偏
り
は
少
な
い
で
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の

場
合
、賞
与
を
も
ら
っ
て
か
ら
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
か
、5
〜
6
月
や
10
〜
11
月
な

ど
に
応
募
が
多
い
よ
う
で
す
。人
づ
て
で
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、観
光
業
界
と
接
点
の
あ
る
方

か
ら
の
紹
介
が
多
い
で
す
ね
。急
な
求
人
な
ど

に
対
応
す
る
場
合
は
、紹
介
に
よ
る
場
合
が
比

較
的
多
い
で
す
。

地
域
の
雇
用
安
定
へ
向
け
た

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
抜
き

に
し
て
も
、観
光
産
業
の
労
働
市
場
に
は
以
前

か
ら
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
こ
か
ら
は
地
域
に
お
い
て
安
定
的
な
観

光
雇
用
を
確
保
す
る
に
は
、と
い
う
観
点
で
派

遣
業
・
紹
介
業
の
お
立
場
か
ら
少
し
ご
意
見
を

伺
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
わ
か
り
ま
し
た
。

塩
谷
　
通
年
型
の
著
名
観
光
地
は
別
と
し
て
、

多
く
の
観
光
地
で
は
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
あ
っ
て
必
要
な
時
に
必
要
な
労
働
力
を
と
い

う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
と
か
、行
祭
事
の

時
期
な
ど
に
観
光
客
が
集
中
し
や
す
い
で
す

ね
。

内
倉
　
当
社
と
取
引
が
多
い
宿
泊
業
に
つ
い
て

言
え
ば
、地
域
や
施
設
タ
イ
プ
で
も
傾
向
が
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。都
市
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

通
年
型
の
雇
用
が
中
心
で
す
し
、比
較
的
長
期

の
安
定
雇
用
が
多
い
で
す
。地
方
の
温
泉
旅
館

な
ど
も
比
較
的
恒
常
的
な
雇
用
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。一
方
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
夏
・
冬
の
間
だ
け
大
量
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇

う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
今
後
検
証
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
観
光
以
外
の
仕

事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
副
業
、兼
業
を
認
め

る
形
の
方
が
、従
業
員
に
と
っ
て
は
所
得
増
に

つ
な
が
り
、事
業
者
に
と
っ
て
も
質
の
高
い
労

働
力
を
確
保
し
て
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ

禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
労
働
形
態
も

認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
し
、大
都
市
の
企
業

に
働
き
な
が
ら
地
方
に
住
む
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

　
ご
存
知
の
よ
う
に
昨
年
春
ま
で
の
観
光
産
業

は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、当
社
の
試
算
で
は

2
0
1
9
年
秋
の
時
点
で
宿
泊
産
業
の
適
正
な

雇
用
者
数
75
万
人
に
対
し
て
10
万
人
が
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対
し
て
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
な
ど
か
ら
外
国
人
も
含
め
た
人
材
不
足

の
解
消
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。一
方
、ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、も
と
も
と
製
造
業
の
人
材
派
遣
を
得
意
分

野
と
し
て
い
ま
す
が
、成
長
が
見
込
め
る
接
客
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
こ

と
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。当
社
で
は
、両
社
の
強
み
を
活
か
し
た
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
当
社
の
人
材
供
給
の
形
態
と
し
て
は
、

人
材
派
遣
、人
材
紹
介（
事
業
者
の
直
接
雇
用
）、

業
務
請
負
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
人
材
育
成
事

業
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
。

内
倉
　
観
光
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
、主
に「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
材
供
給
」「
高
品
質
な
人
材
供

給
」「
ト
ー
タ
ル
で
の
人
材
コ
ス
ト
の
低
減
」の

3
点
で
す
。当
社
で
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人

材
の
供
給
力
が
重
要
で
、こ
れ
を
独
自
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ー
ム
で
あ
る〝
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
モ

デ
ル
〞（
人
材
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
代
理
店
型
の
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
り
実
現
し

て
い
き
ま
す
。２
点
目
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

有
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た〝
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
〞と
し
て
の
高

品
質
な
人
材
育
成
で
す
。３
点
目
の
施
設
運
営

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
有
す
る
定

着
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
、

ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
知
見
を
活
か

し
た
施
設
の
一
括
請
負
に
よ
る
生
産
性
改
善
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
顧
客
の
多
く
は
宿
泊
施
設
が
中
心
で

す
が
、将
来
的
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
な
ど
様
々
な
観
光
施
設
の
人
材
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
も
取
り
扱
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

塩
谷
　
2
0
2
0
年
度
か
ら
事
業
を
拡
大
し
よ

う
と
い
う
矢
先
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

内
倉
　
4
月
か
ら
人
材
の
供
給
を
本
格
化
さ
せ

る
は
ず
が
、3
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
旅
行
市
場
が
本
格
的
に
冷

え
込
み
、緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
自
分
た
ち
も

在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
ね
。こ
の
た
め
、当
面
は
東
京
と
大
阪
の
２

つ
の
拠
点
に
絞
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
、段

階
的
に
沖
縄
、福
岡
、名
古
屋
な
ど
に
も
拠
点
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
各
地
の
派
遣
会
社
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
は
こ
の
間
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。も

っ
と
も
、現
状
で
は
自
社
の
登
録
人
材
で
事
業

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
7
割
を
賄
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
提
携

　
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、観
光
産
業
の

収
益
を
低
下
さ
せ
、こ
の
こ
と
が
雇
用
の
安
定

も
脅
か
し
て
い
ま
す
。旅
行
需
要
の
冷
え
込
み

が
続
け
ば
雇
い
止
め
が
増
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
度
に
人
材
の
入
れ
替

え
が
起
き
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
保
つ
こ
と

も
難
し
い
で
し
ょ
う
。そ
う
で
な
く
て
も
観
光

産
業
は
他
産
業
に
比
べ
て
離
職
率
が
高
く
、優

れ
た
人
材
を
継
続
的
に
確
保
す
る
取
り
組
み
は

重
要
な
課
題
で
す
。

　
本
稿
で
は
、2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
内

倉
広
輔
取
締
役
よ
り
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
立
場
か
ら
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
と

観
光
分
野
の
労
働
市
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た
展

望
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

深
刻
な
人
材
不
足
を

背
景
に
設
立

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
急
増

を
受
け
て
、1
月
8
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

一
都
三
県
に
再
び
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
に
取
材
に
対

応
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ

れ
で
は
最
初
に
、会
社
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

内
倉
　
当
社
は
、福
岡
市
を
拠
点
に
人
材
・
教
育

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
27
年
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、株
式

会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て

2
0
1
9
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

も
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
の
動
き
に
な
り
ま
す
が
、神
戸

市
な
ど
で
地
方
公
務
員
の
兼
業
を
緩
和
す
る
よ

う
な
流
れ
も
出
て
い
ま
す
。企
業
個
別
の
就
業

規
則
に
お
け
る
兼
業
規
定
は
別
と
し
て
、観
光

雇
用
者
の
兼
業
を
進
め
よ
う
と
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
障
害
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
副
業
に
関
す
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、社
会
保
険
の
事
務
処
理
と
し
て
主
業
と

な
る
企
業
と
副
業
先
の
企
業
と
の
間
で
社
会
保

険
の
分
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。特
に
派
遣
と
い
う
業
態
の
場
合
は
、両

方
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
了
解
と
分
担
処

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

塩
谷
　
双
方
の
事
務
所
が
比
較
的
近
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、個
別
に
許
可
を
得
る
と
な
る
と
派

遣
会
社
に
は
か
な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
例
え
ば
特
区
制
度
や
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
事
務
的
な
課
題
が
解
決
す
る
こ
と

で
、副
業
の
導
入
が
促
進
さ
れ
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
先
ほ
ど
契
約
期
間
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、派
遣
業
と
し
て
地
域
の
短
期
雇
用
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
と
何
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
。

内
倉
　
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
短
期
間
で
の
人

材
支
援（
日
々
の
派
遣
や
30
日
以
内
の
派
遣
は

原
則
禁
止
）に
対
応
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
そ
う
す
る
と
繁
忙
期
に
何
回
か
に
分
け

て
派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
形
で
季
節
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。

内
倉
　
ま
た
、直
接
雇
用
者
が
離
職
後
１
年
以

内
に
、派
遣
労
働
者
と
し
て
元
の
勤
務
先
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、本

来
の
主
旨
は
、雇
用
者
の
立
場
か
ら
、労
働
条
件

の
切
り
下
げ
を
抑
制
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
な
る
ほ
ど
。し
か
し
、今
回
の
コ
ロ
ナ
な

ど
特
殊
な
事
情
で
雇
止
め
と
な
っ
た
社
員
を
、

少
し
状
況
が
良
く
な
っ
た
の
で
派
遣
の
形
で
一

定
期
間
再
雇
用
し
よ
う
、と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で

は
足
か
せ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

内
倉
　
地
域
の
雇
用
促
進
の
課
題
と
し
て
は
、

現
状
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化（
契
約
部
署
以
外
で

の
業
務
対
応
）に
対
応
で
き
な
い
点
も
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
制
約
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

内
倉
　
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
業
務
は
幾
つ
か
に
分

類
さ
れ
て
い
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
契
約
が
行
わ

れ
る
の
で
す
が
、フ
ロ
ン
ト
の
受
付
と
し
て
宿

泊
部
と
契
約
し
て
派
遣
す
る
と
、部
署
の
違
う

料
飲
部
の
管
轄
下
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の

接
客
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。法
の
主
旨
で
あ
る
雇
用
者
保
護
と
い
う
考

え
方
は
維
持
し
つ
つ
も
、実
情
に
合
わ
せ
た
規

制
緩
和
が
観
光
分
野
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
は
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず
地
方
の
小
規
模
な

事
業
者
で
は
一
人
が
何
役
も
こ
な
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
の
で
、派
遣
会
社
を
通
じ
て
と
い
う

の
が
法
的
に
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。逆
に
言
え

ば
、法
制
度
に
よ
っ
て
も
雇
用
環
境
を
改
善
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
観
光
業
界
全
体
と
し
て
の
課
題
な
ど

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

内
倉
　
業
界
経
験
者
の
採
用
を
求
め
る
傾
向
が

他
業
界
と
比
べ
て
強
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。結
果
と
し
て
他
業
界
か
ら
観
光
業
界
へ
就

業
す
る
機
会
を
喪
失
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当
社
の
営
業
先
に
関
し
て
言
え
ば
、商
談
や

提
案
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
る
程
度
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、カ
バ
ー
で
き
て

い
な
い
エ
リ
ア
の
企
業
様
・
施
設
様
の
中
で
採

用
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

塩
谷
　
同
じ
業
界
の
中
で
動
い
て
い
る
だ
け
で

は
労
働
市
場
は
先
細
り
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
何
ら
か
の
事
情
で
観
光
業
界
の
企
業
を

退
職
し
、求
職
さ
れ
る
方
の
中
で
、再
度
観
光
業

界
を
希
望
す
る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

他
業
界
か
ら
の
人
材
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、教
育
な
ど
に
よ
り
戦
力
化
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
な
け
れ
ば
、就
業
人
材
の
先
細
り
に

よ
り
観
光
業
界
全
体
の
復
興
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
谷
　
異
業
種
か
ら
の
参
入
と
い
う
点
で
も
、

人
材
育
成
の
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。最

後
に
、今
後
注
力
し
て
い
き
た
い
業
務
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

内
倉「
紹
介
予
定
派
遣
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。人
材

紹
介
の
形
態
の
一
つ
で
す
が
、派
遣
の
契
約
期

間
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
と
派
遣
先
と
で

合
意
す
れ
ば
直
接
雇
用
へ
と
移
行
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
一
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
ね
。

内
倉
　
そ
う
で
す
ね
。若
い
方
な
ど
で
観
光
産

業
に
飛
び
込
む
こ
と
に
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、一
度
働
い
て
か
ら
納
得
し

て
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
が
安
定
的
な
雇
用
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
観
光
産
業
の
離
職
率
は
他
業
種
に
比
べ

て
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
抑
制
す
る

と
い
う
点
で
も
、ま
た
質
の
高
い
人
材
を
確
保

す
る
と
い
う
点
で
も
効
果
が
あ
る
仕
組
み
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
し
お
や
・
ひ
で
お
）

図 2 ビジネスモデル2

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
の

人
材
調
達
機
能

人材
育成
機能

接客部門

清掃部門

エンタメ系部門

オペレーション
部門

着任
支援
機能

全国
会社日本人

外国人
在日
在外

地域
特化
会社

ベンチャー
企業

旅館
ホテル

テーマパーク
MICE施設
等

定着
支援
機能

付加価値サービ
スによる人材の
質向上と着任・
定着支援

強み

2
ツーリズム系
クライアントとの
ネットワーク力

強み

3
複数の人材会社
をコンソーシアム
化し人材確保

強み

1

ワーカー 人材会社 人材ソリューション基盤 ツーリズム系クライアント

インタビュー「人材ビジネスの立場からみたパンデミックの影響と今後の展望」3
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先
人
材
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
人
材
供
給
の
実
績
は
、四
半

期
ご
と
で
見
て
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し

た
。2
月
頃
ま
で
は
需
要
過
多
の
状
況
が
続
い

て
い
て
、事
業
者
か
ら
の
新
規
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
の
も
大
変
な
状
況
で
し
た
。そ
れ

が
、緊
急
事
態
宣
言
の
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
に

は
パ
タ
リ
と
止
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、感
染
者
数
も
落
ち
着
い
た
7
〜
9
月

期
に
はG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ
っ

て
求
人
が
回
復
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
ま
た
、

年
末
に
コ
ロ
ナ
の
第
三
波
が
来
て
し
ま
い
、今

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　G

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
影
響
は

地
域
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
東
京
は
9
月
ま
でG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
対
象
地
域
外
で
し
た
し
、大
阪
な
ど
も
含

め
て
感
染
者
が
多
か
っ
た
大
都
市
部
の
ホ
テ
ル

な
ど
で
は
雇
用
の
回
復
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、大
都
市
の
周
辺
部
、東
京
圏
で
は
例
え
ば
箱

根
、熱
海
市
、房
総
な
ど
、近
畿
圏
で
は
兵
庫
、和

歌
山
、京
都
、奈
良
な
ど
で
は
比
較
的
早
期
に
求

人
が
増
え
ま
し
た
。

塩
谷
　
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
に
よ
っ
て
労
働
市
場

が
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
わ
け
で

す
が
、事
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
人
材
に
は
で

き
る
だ
け
長
く
留
ま
っ
て
欲
し
い
わ
け
で
す
よ

ね
。

内
倉
　
新
た
に
採
用
し
た
場
合
の
教
育
期
間
な

ど
も
考
慮
す
る
と
、で
き
る
だ
け
人
材
を
継
続

雇
用
し
た
い
事
業
者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
で
も

契
約
を
継
続
す
る
例
が
目
立
ち
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
と
い
う
立
場
か
ら

も
、契
約
期
間
は
長
い
方
が
良
い
で
す
。人
材
派

遣
や
人
材
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
率
は
、社
会

保
険
料
や
研
修
費
を
除
く
と
、旅
行
業
の
手
数

料
率
な
ど
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と

い
う
の
が
実
態
で
も
あ
り
ま
す
。契
約
期
間
は

で
き
れ
ば
半
年
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
し
、そ

の
た
め
に
も
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
登
録
人
材
の
募
集
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、ど
ん
な
方
が
応
募

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
大
き
く
は
、広
告
媒
体
経
由
の
応
募
、全

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
応
募
、そ
し
て

関
係
者
か
ら
の
紹
介
、の
３
つ
が
主
に
な
り
ま

す
。他
産
業
経
験
者
か
ら
の
応
募
は
、広
告
媒
体

に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。応
募
の
時
期
も

偏
り
は
少
な
い
で
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の

場
合
、賞
与
を
も
ら
っ
て
か
ら
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
か
、5
〜
6
月
や
10
〜
11
月
な

ど
に
応
募
が
多
い
よ
う
で
す
。人
づ
て
で
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、観
光
業
界
と
接
点
の
あ
る
方

か
ら
の
紹
介
が
多
い
で
す
ね
。急
な
求
人
な
ど

に
対
応
す
る
場
合
は
、紹
介
に
よ
る
場
合
が
比

較
的
多
い
で
す
。

地
域
の
雇
用
安
定
へ
向
け
た

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
抜
き

に
し
て
も
、観
光
産
業
の
労
働
市
場
に
は
以
前

か
ら
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
こ
か
ら
は
地
域
に
お
い
て
安
定
的
な
観

光
雇
用
を
確
保
す
る
に
は
、と
い
う
観
点
で
派

遣
業
・
紹
介
業
の
お
立
場
か
ら
少
し
ご
意
見
を

伺
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
わ
か
り
ま
し
た
。

塩
谷
　
通
年
型
の
著
名
観
光
地
は
別
と
し
て
、

多
く
の
観
光
地
で
は
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
あ
っ
て
必
要
な
時
に
必
要
な
労
働
力
を
と
い

う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
と
か
、行
祭
事
の

時
期
な
ど
に
観
光
客
が
集
中
し
や
す
い
で
す

ね
。

内
倉
　
当
社
と
取
引
が
多
い
宿
泊
業
に
つ
い
て

言
え
ば
、地
域
や
施
設
タ
イ
プ
で
も
傾
向
が
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。都
市
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

通
年
型
の
雇
用
が
中
心
で
す
し
、比
較
的
長
期

の
安
定
雇
用
が
多
い
で
す
。地
方
の
温
泉
旅
館

な
ど
も
比
較
的
恒
常
的
な
雇
用
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。一
方
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
夏
・
冬
の
間
だ
け
大
量
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇

う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
今
後
検
証
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
観
光
以
外
の
仕

事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
副
業
、兼
業
を
認
め

る
形
の
方
が
、従
業
員
に
と
っ
て
は
所
得
増
に

つ
な
が
り
、事
業
者
に
と
っ
て
も
質
の
高
い
労

働
力
を
確
保
し
て
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ

禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
労
働
形
態
も

認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
し
、大
都
市
の
企
業

に
働
き
な
が
ら
地
方
に
住
む
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

　
ご
存
知
の
よ
う
に
昨
年
春
ま
で
の
観
光
産
業

は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、当
社
の
試
算
で
は

2
0
1
9
年
秋
の
時
点
で
宿
泊
産
業
の
適
正
な

雇
用
者
数
75
万
人
に
対
し
て
10
万
人
が
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対
し
て
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
な
ど
か
ら
外
国
人
も
含
め
た
人
材
不
足

の
解
消
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。一
方
、ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、も
と
も
と
製
造
業
の
人
材
派
遣
を
得
意
分

野
と
し
て
い
ま
す
が
、成
長
が
見
込
め
る
接
客
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
こ

と
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。当
社
で
は
、両
社
の
強
み
を
活
か
し
た
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
当
社
の
人
材
供
給
の
形
態
と
し
て
は
、

人
材
派
遣
、人
材
紹
介（
事
業
者
の
直
接
雇
用
）、

業
務
請
負
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
人
材
育
成
事

業
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
。

内
倉
　
観
光
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
、主
に「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
材
供
給
」「
高
品
質
な
人
材
供

給
」「
ト
ー
タ
ル
で
の
人
材
コ
ス
ト
の
低
減
」の

3
点
で
す
。当
社
で
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人

材
の
供
給
力
が
重
要
で
、こ
れ
を
独
自
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ー
ム
で
あ
る〝
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
モ

デ
ル
〞（
人
材
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
代
理
店
型
の
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
り
実
現
し

て
い
き
ま
す
。２
点
目
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

有
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た〝
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
〞と
し
て
の
高

品
質
な
人
材
育
成
で
す
。３
点
目
の
施
設
運
営

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
有
す
る
定

着
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
、

ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
知
見
を
活
か

し
た
施
設
の
一
括
請
負
に
よ
る
生
産
性
改
善
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
顧
客
の
多
く
は
宿
泊
施
設
が
中
心
で

す
が
、将
来
的
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
な
ど
様
々
な
観
光
施
設
の
人
材
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
も
取
り
扱
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

塩
谷
　
2
0
2
0
年
度
か
ら
事
業
を
拡
大
し
よ

う
と
い
う
矢
先
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

内
倉
　
4
月
か
ら
人
材
の
供
給
を
本
格
化
さ
せ

る
は
ず
が
、3
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
旅
行
市
場
が
本
格
的
に
冷

え
込
み
、緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
自
分
た
ち
も

在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
ね
。こ
の
た
め
、当
面
は
東
京
と
大
阪
の
２

つ
の
拠
点
に
絞
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
、段

階
的
に
沖
縄
、福
岡
、名
古
屋
な
ど
に
も
拠
点
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
各
地
の
派
遣
会
社
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
は
こ
の
間
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。も

っ
と
も
、現
状
で
は
自
社
の
登
録
人
材
で
事
業

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
7
割
を
賄
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
提
携

　
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、観
光
産
業
の

収
益
を
低
下
さ
せ
、こ
の
こ
と
が
雇
用
の
安
定

も
脅
か
し
て
い
ま
す
。旅
行
需
要
の
冷
え
込
み

が
続
け
ば
雇
い
止
め
が
増
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
度
に
人
材
の
入
れ
替

え
が
起
き
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
保
つ
こ
と

も
難
し
い
で
し
ょ
う
。そ
う
で
な
く
て
も
観
光

産
業
は
他
産
業
に
比
べ
て
離
職
率
が
高
く
、優

れ
た
人
材
を
継
続
的
に
確
保
す
る
取
り
組
み
は

重
要
な
課
題
で
す
。

　
本
稿
で
は
、2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
内

倉
広
輔
取
締
役
よ
り
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
立
場
か
ら
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
と

観
光
分
野
の
労
働
市
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た
展

望
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

深
刻
な
人
材
不
足
を

背
景
に
設
立

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
急
増

を
受
け
て
、1
月
8
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

一
都
三
県
に
再
び
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
に
取
材
に
対

応
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ

れ
で
は
最
初
に
、会
社
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

内
倉
　
当
社
は
、福
岡
市
を
拠
点
に
人
材
・
教
育

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
27
年
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、株
式

会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て

2
0
1
9
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

も
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
の
動
き
に
な
り
ま
す
が
、神
戸

市
な
ど
で
地
方
公
務
員
の
兼
業
を
緩
和
す
る
よ

う
な
流
れ
も
出
て
い
ま
す
。企
業
個
別
の
就
業

規
則
に
お
け
る
兼
業
規
定
は
別
と
し
て
、観
光

雇
用
者
の
兼
業
を
進
め
よ
う
と
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
障
害
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
副
業
に
関
す
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、社
会
保
険
の
事
務
処
理
と
し
て
主
業
と

な
る
企
業
と
副
業
先
の
企
業
と
の
間
で
社
会
保

険
の
分
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。特
に
派
遣
と
い
う
業
態
の
場
合
は
、両

方
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
了
解
と
分
担
処

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

塩
谷
　
双
方
の
事
務
所
が
比
較
的
近
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、個
別
に
許
可
を
得
る
と
な
る
と
派

遣
会
社
に
は
か
な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
例
え
ば
特
区
制
度
や
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
事
務
的
な
課
題
が
解
決
す
る
こ
と

で
、副
業
の
導
入
が
促
進
さ
れ
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
先
ほ
ど
契
約
期
間
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、派
遣
業
と
し
て
地
域
の
短
期
雇
用
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
と
何
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
。

内
倉
　
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
短
期
間
で
の
人

材
支
援（
日
々
の
派
遣
や
30
日
以
内
の
派
遣
は

原
則
禁
止
）に
対
応
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
そ
う
す
る
と
繁
忙
期
に
何
回
か
に
分
け

て
派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
形
で
季
節
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。

内
倉
　
ま
た
、直
接
雇
用
者
が
離
職
後
１
年
以

内
に
、派
遣
労
働
者
と
し
て
元
の
勤
務
先
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、本

来
の
主
旨
は
、雇
用
者
の
立
場
か
ら
、労
働
条
件

の
切
り
下
げ
を
抑
制
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
な
る
ほ
ど
。し
か
し
、今
回
の
コ
ロ
ナ
な

ど
特
殊
な
事
情
で
雇
止
め
と
な
っ
た
社
員
を
、

少
し
状
況
が
良
く
な
っ
た
の
で
派
遣
の
形
で
一

定
期
間
再
雇
用
し
よ
う
、と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で

は
足
か
せ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

内
倉
　
地
域
の
雇
用
促
進
の
課
題
と
し
て
は
、

現
状
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化（
契
約
部
署
以
外
で

の
業
務
対
応
）に
対
応
で
き
な
い
点
も
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
制
約
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

内
倉
　
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
業
務
は
幾
つ
か
に
分

類
さ
れ
て
い
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
契
約
が
行
わ

れ
る
の
で
す
が
、フ
ロ
ン
ト
の
受
付
と
し
て
宿

泊
部
と
契
約
し
て
派
遣
す
る
と
、部
署
の
違
う

料
飲
部
の
管
轄
下
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の

接
客
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。法
の
主
旨
で
あ
る
雇
用
者
保
護
と
い
う
考

え
方
は
維
持
し
つ
つ
も
、実
情
に
合
わ
せ
た
規

制
緩
和
が
観
光
分
野
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
は
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず
地
方
の
小
規
模
な

事
業
者
で
は
一
人
が
何
役
も
こ
な
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
の
で
、派
遣
会
社
を
通
じ
て
と
い
う

の
が
法
的
に
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。逆
に
言
え

ば
、法
制
度
に
よ
っ
て
も
雇
用
環
境
を
改
善
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
観
光
業
界
全
体
と
し
て
の
課
題
な
ど

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

内
倉
　
業
界
経
験
者
の
採
用
を
求
め
る
傾
向
が

他
業
界
と
比
べ
て
強
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。結
果
と
し
て
他
業
界
か
ら
観
光
業
界
へ
就

業
す
る
機
会
を
喪
失
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当
社
の
営
業
先
に
関
し
て
言
え
ば
、商
談
や

提
案
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
る
程
度
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、カ
バ
ー
で
き
て

い
な
い
エ
リ
ア
の
企
業
様
・
施
設
様
の
中
で
採

用
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

塩
谷
　
同
じ
業
界
の
中
で
動
い
て
い
る
だ
け
で

は
労
働
市
場
は
先
細
り
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
何
ら
か
の
事
情
で
観
光
業
界
の
企
業
を

退
職
し
、求
職
さ
れ
る
方
の
中
で
、再
度
観
光
業

界
を
希
望
す
る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

他
業
界
か
ら
の
人
材
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、教
育
な
ど
に
よ
り
戦
力
化
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
な
け
れ
ば
、就
業
人
材
の
先
細
り
に

よ
り
観
光
業
界
全
体
の
復
興
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
谷
　
異
業
種
か
ら
の
参
入
と
い
う
点
で
も
、

人
材
育
成
の
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。最

後
に
、今
後
注
力
し
て
い
き
た
い
業
務
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

内
倉「
紹
介
予
定
派
遣
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。人
材

紹
介
の
形
態
の
一
つ
で
す
が
、派
遣
の
契
約
期

間
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
と
派
遣
先
と
で

合
意
す
れ
ば
直
接
雇
用
へ
と
移
行
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
一
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
ね
。

内
倉
　
そ
う
で
す
ね
。若
い
方
な
ど
で
観
光
産

業
に
飛
び
込
む
こ
と
に
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、一
度
働
い
て
か
ら
納
得
し

て
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
が
安
定
的
な
雇
用
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
観
光
産
業
の
離
職
率
は
他
業
種
に
比
べ

て
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
抑
制
す
る

と
い
う
点
で
も
、ま
た
質
の
高
い
人
材
を
確
保

す
る
と
い
う
点
で
も
効
果
が
あ
る
仕
組
み
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
し
お
や
・
ひ
で
お
）
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先
人
材
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
人
材
供
給
の
実
績
は
、四
半

期
ご
と
で
見
て
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し

た
。2
月
頃
ま
で
は
需
要
過
多
の
状
況
が
続
い

て
い
て
、事
業
者
か
ら
の
新
規
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
の
も
大
変
な
状
況
で
し
た
。そ
れ

が
、緊
急
事
態
宣
言
の
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
に

は
パ
タ
リ
と
止
む
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、感
染
者
数
も
落
ち
着
い
た
7
〜
9
月

期
に
はG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も
あ
っ

て
求
人
が
回
復
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
ま
た
、

年
末
に
コ
ロ
ナ
の
第
三
波
が
来
て
し
ま
い
、今

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　G

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
影
響
は

地
域
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
東
京
は
9
月
ま
でG

o
T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
対
象
地
域
外
で
し
た
し
、大
阪
な
ど
も
含

め
て
感
染
者
が
多
か
っ
た
大
都
市
部
の
ホ
テ
ル

な
ど
で
は
雇
用
の
回
復
が
遅
れ
ま
し
た
。し
か

し
、大
都
市
の
周
辺
部
、東
京
圏
で
は
例
え
ば
箱

根
、熱
海
市
、房
総
な
ど
、近
畿
圏
で
は
兵
庫
、和

歌
山
、京
都
、奈
良
な
ど
で
は
比
較
的
早
期
に
求

人
が
増
え
ま
し
た
。

塩
谷
　
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向
に
よ
っ
て
労
働
市
場

が
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
わ
け
で

す
が
、事
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
人
材
に
は
で

き
る
だ
け
長
く
留
ま
っ
て
欲
し
い
わ
け
で
す
よ

ね
。

内
倉
　
新
た
に
採
用
し
た
場
合
の
教
育
期
間
な

ど
も
考
慮
す
る
と
、で
き
る
だ
け
人
材
を
継
続

雇
用
し
た
い
事
業
者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
4
〜
6
月
期
で
も

契
約
を
継
続
す
る
例
が
目
立
ち
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
と
い
う
立
場
か
ら

も
、契
約
期
間
は
長
い
方
が
良
い
で
す
。人
材
派

遣
や
人
材
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
率
は
、社
会

保
険
料
や
研
修
費
を
除
く
と
、旅
行
業
の
手
数

料
率
な
ど
と
比
べ
て
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と

い
う
の
が
実
態
で
も
あ
り
ま
す
。契
約
期
間
は

で
き
れ
ば
半
年
以
上
が
望
ま
し
い
で
す
し
、そ

の
た
め
に
も
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
登
録
人
材
の
募
集
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、ど
ん
な
方
が
応
募

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
大
き
く
は
、広
告
媒
体
経
由
の
応
募
、全

国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
応
募
、そ
し
て

関
係
者
か
ら
の
紹
介
、の
３
つ
が
主
に
な
り
ま

す
。他
産
業
経
験
者
か
ら
の
応
募
は
、広
告
媒
体

に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。応
募
の
時
期
も

偏
り
は
少
な
い
で
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の

場
合
、賞
与
を
も
ら
っ
て
か
ら
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
か
、5
〜
6
月
や
10
〜
11
月
な

ど
に
応
募
が
多
い
よ
う
で
す
。人
づ
て
で
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、観
光
業
界
と
接
点
の
あ
る
方

か
ら
の
紹
介
が
多
い
で
す
ね
。急
な
求
人
な
ど

に
対
応
す
る
場
合
は
、紹
介
に
よ
る
場
合
が
比

較
的
多
い
で
す
。

地
域
の
雇
用
安
定
へ
向
け
た

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
抜
き

に
し
て
も
、観
光
産
業
の
労
働
市
場
に
は
以
前

か
ら
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
こ
か
ら
は
地
域
に
お
い
て
安
定
的
な
観

光
雇
用
を
確
保
す
る
に
は
、と
い
う
観
点
で
派

遣
業
・
紹
介
業
の
お
立
場
か
ら
少
し
ご
意
見
を

伺
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
わ
か
り
ま
し
た
。

塩
谷
　
通
年
型
の
著
名
観
光
地
は
別
と
し
て
、

多
く
の
観
光
地
で
は
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
あ
っ
て
必
要
な
時
に
必
要
な
労
働
力
を
と
い

う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
と
か
、行
祭
事
の

時
期
な
ど
に
観
光
客
が
集
中
し
や
す
い
で
す

ね
。

内
倉
　
当
社
と
取
引
が
多
い
宿
泊
業
に
つ
い
て

言
え
ば
、地
域
や
施
設
タ
イ
プ
で
も
傾
向
が
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。都
市
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

通
年
型
の
雇
用
が
中
心
で
す
し
、比
較
的
長
期

の
安
定
雇
用
が
多
い
で
す
。地
方
の
温
泉
旅
館

な
ど
も
比
較
的
恒
常
的
な
雇
用
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。一
方
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
夏
・
冬
の
間
だ
け
大
量
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇

う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
今
後
検
証
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
観
光
以
外
の
仕

事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
副
業
、兼
業
を
認
め

る
形
の
方
が
、従
業
員
に
と
っ
て
は
所
得
増
に

つ
な
が
り
、事
業
者
に
と
っ
て
も
質
の
高
い
労

働
力
を
確
保
し
て
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ

禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
労
働
形
態
も

認
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
し
、大
都
市
の
企
業

に
働
き
な
が
ら
地
方
に
住
む
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

　
ご
存
知
の
よ
う
に
昨
年
春
ま
で
の
観
光
産
業

は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、当
社
の
試
算
で
は

2
0
1
9
年
秋
の
時
点
で
宿
泊
産
業
の
適
正
な

雇
用
者
数
75
万
人
に
対
し
て
10
万
人
が
不
足
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対
し
て
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
な
ど
か
ら
外
国
人
も
含
め
た
人
材
不
足

の
解
消
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。一
方
、ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、も
と
も
と
製
造
業
の
人
材
派
遣
を
得
意
分

野
と
し
て
い
ま
す
が
、成
長
が
見
込
め
る
接
客
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
こ

と
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
創
生
の
実
現
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。当
社
で
は
、両
社
の
強
み
を
活
か
し
た
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

内
倉
　
当
社
の
人
材
供
給
の
形
態
と
し
て
は
、

人
材
派
遣
、人
材
紹
介（
事
業
者
の
直
接
雇
用
）、

業
務
請
負
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
人
材
育
成
事

業
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
。

内
倉
　
観
光
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
、主
に「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
材
供
給
」「
高
品
質
な
人
材
供

給
」「
ト
ー
タ
ル
で
の
人
材
コ
ス
ト
の
低
減
」の

3
点
で
す
。当
社
で
は
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、ニ
ー
ズ
に
即
し
た
人

材
の
供
給
力
が
重
要
で
、こ
れ
を
独
自
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ー
ム
で
あ
る〝
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
モ

デ
ル
〞（
人
材
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
代
理
店
型
の
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
り
実
現
し

て
い
き
ま
す
。２
点
目
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

有
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た〝
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
〞と
し
て
の
高

品
質
な
人
材
育
成
で
す
。３
点
目
の
施
設
運
営

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
有
す
る
定

着
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
、

ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
知
見
を
活
か

し
た
施
設
の
一
括
請
負
に
よ
る
生
産
性
改
善
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
顧
客
の
多
く
は
宿
泊
施
設
が
中
心
で

す
が
、将
来
的
に
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
な
ど
様
々
な
観
光
施
設
の
人
材
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
も
取
り
扱
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

塩
谷
　
2
0
2
0
年
度
か
ら
事
業
を
拡
大
し
よ

う
と
い
う
矢
先
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

内
倉
　
4
月
か
ら
人
材
の
供
給
を
本
格
化
さ
せ

る
は
ず
が
、3
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
旅
行
市
場
が
本
格
的
に
冷

え
込
み
、緊
急
事
態
宣
言
の
下
で
自
分
た
ち
も

在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
で

し
た
ね
。こ
の
た
め
、当
面
は
東
京
と
大
阪
の
２

つ
の
拠
点
に
絞
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
き
、段

階
的
に
沖
縄
、福
岡
、名
古
屋
な
ど
に
も
拠
点
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全

国
各
地
の
派
遣
会
社
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
は
こ
の
間
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。も

っ
と
も
、現
状
で
は
自
社
の
登
録
人
材
で
事
業

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
7
割
を
賄
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
提
携

　
未
曾
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
、観
光
産
業
の

収
益
を
低
下
さ
せ
、こ
の
こ
と
が
雇
用
の
安
定

も
脅
か
し
て
い
ま
す
。旅
行
需
要
の
冷
え
込
み

が
続
け
ば
雇
い
止
め
が
増
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
度
に
人
材
の
入
れ
替

え
が
起
き
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
保
つ
こ
と

も
難
し
い
で
し
ょ
う
。そ
う
で
な
く
て
も
観
光

産
業
は
他
産
業
に
比
べ
て
離
職
率
が
高
く
、優

れ
た
人
材
を
継
続
的
に
確
保
す
る
取
り
組
み
は

重
要
な
課
題
で
す
。

　
本
稿
で
は
、2
0
1
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｗ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
内

倉
広
輔
取
締
役
よ
り
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
立
場
か
ら
み
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
と

観
光
分
野
の
労
働
市
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た
展

望
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

深
刻
な
人
材
不
足
を

背
景
に
設
立

塩
谷
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
急
増

を
受
け
て
、1
月
8
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

一
都
三
県
に
再
び
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
に
取
材
に
対

応
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ

れ
で
は
最
初
に
、会
社
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

内
倉
　
当
社
は
、福
岡
市
を
拠
点
に
人
材
・
教
育

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
27
年
の
実
績
を
持
つ
株
式

会
社
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、株
式

会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て

2
0
1
9
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

も
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
れ
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
の
動
き
に
な
り
ま
す
が
、神
戸

市
な
ど
で
地
方
公
務
員
の
兼
業
を
緩
和
す
る
よ

う
な
流
れ
も
出
て
い
ま
す
。企
業
個
別
の
就
業

規
則
に
お
け
る
兼
業
規
定
は
別
と
し
て
、観
光

雇
用
者
の
兼
業
を
進
め
よ
う
と
し
た
場
合
、ど

の
よ
う
な
障
害
が
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

内
倉
　
副
業
に
関
す
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、社
会
保
険
の
事
務
処
理
と
し
て
主
業
と

な
る
企
業
と
副
業
先
の
企
業
と
の
間
で
社
会
保

険
の
分
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。特
に
派
遣
と
い
う
業
態
の
場
合
は
、両

方
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
了
解
と
分
担
処

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

塩
谷
　
双
方
の
事
務
所
が
比
較
的
近
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、個
別
に
許
可
を
得
る
と
な
る
と
派

遣
会
社
に
は
か
な
り
の
負
担
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
例
え
ば
特
区
制
度
や
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
事
務
的
な
課
題
が
解
決
す
る
こ
と

で
、副
業
の
導
入
が
促
進
さ
れ
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
先
ほ
ど
契
約
期
間
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、派
遣
業
と
し
て
地
域
の
短
期
雇
用
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
と
何
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
。

内
倉
　
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
短
期
間
で
の
人

材
支
援（
日
々
の
派
遣
や
30
日
以
内
の
派
遣
は

原
則
禁
止
）に
対
応
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷
　
そ
う
す
る
と
繁
忙
期
に
何
回
か
に
分
け

て
派
遣
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
形
で
季
節
変
動

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。

内
倉
　
ま
た
、直
接
雇
用
者
が
離
職
後
１
年
以

内
に
、派
遣
労
働
者
と
し
て
元
の
勤
務
先
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、本

来
の
主
旨
は
、雇
用
者
の
立
場
か
ら
、労
働
条
件

の
切
り
下
げ
を
抑
制
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
な
る
ほ
ど
。し
か
し
、今
回
の
コ
ロ
ナ
な

ど
特
殊
な
事
情
で
雇
止
め
と
な
っ
た
社
員
を
、

少
し
状
況
が
良
く
な
っ
た
の
で
派
遣
の
形
で
一

定
期
間
再
雇
用
し
よ
う
、と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で

は
足
か
せ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

内
倉
　
地
域
の
雇
用
促
進
の
課
題
と
し
て
は
、

現
状
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化（
契
約
部
署
以
外
で

の
業
務
対
応
）に
対
応
で
き
な
い
点
も
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
制
約
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

内
倉
　
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
業
務
は
幾
つ
か
に
分

類
さ
れ
て
い
て
そ
れ
に
基
づ
い
た
契
約
が
行
わ

れ
る
の
で
す
が
、フ
ロ
ン
ト
の
受
付
と
し
て
宿

泊
部
と
契
約
し
て
派
遣
す
る
と
、部
署
の
違
う

料
飲
部
の
管
轄
下
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の

接
客
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。法
の
主
旨
で
あ
る
雇
用
者
保
護
と
い
う
考

え
方
は
維
持
し
つ
つ
も
、実
情
に
合
わ
せ
た
規

制
緩
和
が
観
光
分
野
で
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
は
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
　
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず
地
方
の
小
規
模
な

事
業
者
で
は
一
人
が
何
役
も
こ
な
さ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
の
で
、派
遣
会
社
を
通
じ
て
と
い
う

の
が
法
的
に
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。逆
に
言
え

ば
、法
制
度
に
よ
っ
て
も
雇
用
環
境
を
改
善
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
観
光
業
界
全
体
と
し
て
の
課
題
な
ど

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

内
倉
　
業
界
経
験
者
の
採
用
を
求
め
る
傾
向
が

他
業
界
と
比
べ
て
強
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。結
果
と
し
て
他
業
界
か
ら
観
光
業
界
へ
就

業
す
る
機
会
を
喪
失
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。当
社
の
営
業
先
に
関
し
て
言
え
ば
、商
談
や

提
案
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
る
程
度
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、カ
バ
ー
で
き
て

い
な
い
エ
リ
ア
の
企
業
様
・
施
設
様
の
中
で
採

用
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

塩
谷
　
同
じ
業
界
の
中
で
動
い
て
い
る
だ
け
で

は
労
働
市
場
は
先
細
り
に
な
り
ま
す
ね
。

内
倉
　
何
ら
か
の
事
情
で
観
光
業
界
の
企
業
を

退
職
し
、求
職
さ
れ
る
方
の
中
で
、再
度
観
光
業

界
を
希
望
す
る
方
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

他
業
界
か
ら
の
人
材
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、教
育
な
ど
に
よ
り
戦
力
化
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
な
け
れ
ば
、就
業
人
材
の
先
細
り
に

よ
り
観
光
業
界
全
体
の
復
興
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

塩
谷
　
異
業
種
か
ら
の
参
入
と
い
う
点
で
も
、

人
材
育
成
の
機
能
が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。最

後
に
、今
後
注
力
し
て
い
き
た
い
業
務
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

内
倉「
紹
介
予
定
派
遣
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
。人
材

紹
介
の
形
態
の
一
つ
で
す
が
、派
遣
の
契
約
期

間
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
と
派
遣
先
と
で

合
意
す
れ
ば
直
接
雇
用
へ
と
移
行
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

塩
谷
　
一
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
ね
。

内
倉
　
そ
う
で
す
ね
。若
い
方
な
ど
で
観
光
産

業
に
飛
び
込
む
こ
と
に
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、一
度
働
い
て
か
ら
納
得
し

て
就
業
し
て
も
ら
う
こ
と
が
安
定
的
な
雇
用
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
観
光
産
業
の
離
職
率
は
他
業
種
に
比
べ

て
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
抑
制
す
る

と
い
う
点
で
も
、ま
た
質
の
高
い
人
材
を
確
保

す
る
と
い
う
点
で
も
効
果
が
あ
る
仕
組
み
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
し
お
や
・
ひ
で
お
）写真：JWソリューション本社が立地する汐留イタリア街
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現
場
に
問
う
、

新
た
な
市
場
の
展
望

〜
魅
力
あ
る
経
験
価
値
の
創
造
と
提
案

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

吉
澤
清
良

④ 

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
山
口
県
宇
部
市
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目
的
は
当
初
か

ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
っ
た
。一
定
の
皆
様
に
情
報

が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
特
に
地
域
の「
人
」そ
の
も
の
が
魅
力
で
あ

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
単
体
で
は
な
く
、リ
ア

ル
ツ
ア
ー
や
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

琴
平
バ
ス（
香
川
県
琴
平
町
）

○
リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
同
様
に
、お
客
様
一

人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
11
月
1
日
時
点
で
9
8
5
名
の
集

客
、97
本
の
催
行
、14
種
類
の
企
画
・
コ
ー
ス
を

生
み
出
し
て
い
る
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
全
国
、世
界
か
ら
参

加
が
可
能
。旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、障
害

者
の
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は「
新
し
い
旅
の
形
の

一
つ
」。リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
相
互
に
補
完

し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手
段
と
捉
え

て
い
る
。

ベ
ル
ト
ラ（
東
京
都
中
央
区
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も「
心
を
揺
さ
ぶ
る

旅
の
体
験
を
提
供
す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
一
貫
し
て
い
る
。

○
現
地
ガ
イ
ド
と
企
画
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー
」に
は
、7
月
の
提
供
開
始
か
ら
5
ヶ

月
ほ
ど
で
1
万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を

得
て
い
る
。

○
人
気
は
、普
段
行
け
な
い
、体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
。リ
ア
ル

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観
光
を
楽
し
む

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

○
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

日
本
各
地
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
知
り
、現
在

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、人
々
と
交
流
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高
め
る
有

効
な
手
段
に
な
り
得
る
。

⑤ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

有
馬
温
泉（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る
方
々
が
有
馬

温
泉
に
増
え
た
こ
と
で
、「
格
好
が
違
う
」客
層
、

い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え
た
。

○「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
あ
り
得
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊
需
要

獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

○
企
業
と
の
連
携
、ま
た
兵
庫
県
や
神
戸
市
、周

辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ

る
。

三
菱
地
所（
東
京
都
千
代
田
区
）

○「W
O

R
K
×

ation
 S

ite 

軽
井
沢
」（
長
野
県

軽
井
沢
町
）は
、様
々
な
企
業
が
利
用
。利
用
の

仕
方
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
利
用
、役

員
ク
ラ
ス
で
の
会
議
等
、多
様
。

○
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議

論
す
る
場
の
価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

○
個
人
客
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

利
用
や
、企
業
の
研
修
や
福
利
厚
生
面
で
の
需

要
も
出
て
き
て
い
る
。

○
人
が
集
ま
る
意
味
が
見
直
さ
れ
、場
所
に
払

っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
人
材
育
成
や
従
業
員
同
士

の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

○
最
終
的
な
目
的
を「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」

と
し
て
推
進
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、地
域

と
の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑥ 

ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
東
京
都
文
京
区
）

○
比
較
的
若
い
年
代
含
め
て
幅
広
い
客
層
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。一
番
多
い
の
は
家
族
。首
都
圏

の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都
内
か
ら
の
宿
泊
。

○
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
か
っ
た
。想
定

を
超
え
る
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
あ
り
、

庭
を
じ
っ
く
り
散
策
す
る
人
も
増
え
た
。

○
お
客
様
か
ら
は
、「
自
粛
で
我
慢
し
て
い
る
中

で
、非
日
常
を
味
わ
え
た
」、「
少
し
遠
く
に
旅
行

に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
、お
客
様
そ
れ
ぞ

れ
に
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
後
も
、一
つ
の

旅
行
の
形
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
台
東
区
）

○
客
室
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
独
自
に
開
発
。

駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
付
加
。公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
訴

求
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
中
高
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、若
い
年
代
、30
代
〜
40
代
の
利
用
も
多
い
。

○
1
室
2
名
の
プ
ラ
ン
で
、夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
と

い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。

○
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東
京
都
内
か
ら
、

2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、1
割
が
関
東
圏
以
外

と
い
う
比
率
で
あ
る
。

○「
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た
」と
い
う
声
を
頂

く
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
こ
と

も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。お
客
様
へ
の
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。定
着
の
た
め
に
、常

に
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅

行
を
し
た
い
」と
い
う
人
が
確
実
に
存
在
し
、そ

れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
伺

え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、筆
者
が
取
材
し
た「
③
分
散
型

ホ
テ
ル
」の
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
松
尾
諒

介
氏
の
言
葉
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。そ
こ
に
対
し
て
、様
々
な
ご
相
談
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、ど
う
や
っ
て
安
心
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を
非
常
に

重
視
し
た
。ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な
く
、コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
面
で
、

不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
」に
、よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
事
例
を
取
材
し
執
筆
し

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
さ
れ
た

旅
行
ス
タ
イ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
〜

特
集
2
の
振
り
返
り

　
前
述
の
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
も
の

の
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
は
、各
種
の
報
道
等
を
見
て
も
間
違
い
な

い
。こ
こ
で
は
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り
上
げ
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、特
に
利

用
者
の
動
向
や
、観
光
事
業
者
等
の
今
後
の
意

向
等
を
中
心
に
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

　
な
お
、紙
面
の
関
係
上
、文
章
を
文
意
が
変
わ

ら
な
い
範
囲
で
省
略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

① 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

石
井
ス
ポ
ー
ツ

○
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
、キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
。4
、5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の
人
気
が
急
騰

し
て
き
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り
ソ
ロ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
の
女
性
が
先
導
し
て
い
る
。

雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場（
富
山
県
立
山
町
）

○
テ
ン
ト
の
張
り
数
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ

っ
た
。山
小
屋
利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に

加
え
、グ
ル
ー
プ
で
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張

る
。ソ
ロ
テ
ン
ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。混
雑
に

嫌
気
が
さ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、テ
ン
ト
の
中

で
は
一
人
、こ
の
気
分
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

乗
鞍
岳「
五
色
ヶ
原
の
森
」の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー○
完
全
予
約
制
と
し
た
。感
染
対
策
と
し
て
ガ

イ
ド
1
人
あ
た
り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。

○
8
月
以
降
は
徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、9

月
以
降
は
県
外
客
も
増
え
た
。シ
ー
ズ
ン
を
通

し
た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。

○
ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
。

上
高
地
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

○
8
月
の
来
訪
者
数
は
例
年
の
4
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月
は
5
割
、10
月
に
は
8

割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

○
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
。8
月
に
な
る
と
、現
地
に
行
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。10
月
に
は

「
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

○
上
高
地
全
体
の
訪
問
者
数
に
比
べ
る
と
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上
げ
は
よ
か
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル

○
実
質
的
に
は
7
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。

9
月
に
な
る
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増

え
て
き
た
。夏
以
降
は
好
調
で
あ
る
。

○
ソ
ロ
ま
た
は
少
人
数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ

ー
が
目
立
っ
た
。ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト

レ
イ
ル
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
賑
わ
っ
た
。

○
こ
れ
ま
で
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
縦
走

に
行
っ
て
い
た
人
、長
期
休
暇
が
取
り
づ
ら
か

っ
た
人
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
減
少
す
る

と
懸
念
す
る
も
の
の
、ス
ル
ー
ハ
イ
ク
な
ら
で

は
の
出
会
い
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

② 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

星
の
や
富
士（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

○「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た
い
」が「
煩

わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る
市
場
セ
グ

メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業
以
来
、高
稼

働
を
続
け
て
き
た
。

○
二
食
付
き
で
利
用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、

現
地
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

〇
ハ
ネ
ム
ー
ン
な
ど
同
行
者
と
の
大
切
な
時
間

を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
し
て
支

持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Snow
 P

eak FIELD
 SU

ITE
 H

A
K

U
B

A
 

K
ITA

O
N

E
 K

O
G

E
N

（
長
野
県
白
馬
村
）

○
快
適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、海

外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所
得
者
層
の
心
を
掴

む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

○
利
用
者
の
多
く
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対

す
る
経
験
値
は
低
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
自
然

を
感
じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
高
い
評
価
を
獲
得
し
、口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ

ら
な
る
集
客
に
繋
が
っ
た
。

○
夕
食
時
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」（
長
野
県
茅
野
市
）

○
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら

も
、屋
外（
も
り
）で
過
ご
せ
る
こ
と
が
顧
客
の

心
を
掴
ん
だ
。

○
利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ
プ
ル
、女
性

グ
ル
ー
プ
で
、子
供
や
女
性
で
も
快
適
に
利
用

で
き
る
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
最
初
期
の「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」と「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
、テ
ン
ト

泊
が
加
わ
り
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

③ 

分
散
型
ホ
テ
ル

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
社
、佐
原
商
家
町

ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A（
千
葉
県
佐
原
市
）

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
注
目
に
よ
り
、近

隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

○G
o T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

よ
り
、若
い
方
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、客

層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、客
室
で
ゆ

っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た
印
象
で
あ
る
。

○
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
5
年
10
年

か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ
た
変
化
が
早
ま
っ

た
。分
散
型
ホ
テ
ル
の
価
値
に
気
付
い
て
い
た

だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

N
I
P
P
O
N
I
A 

小
菅 

源
流
の
村（
山
梨
県
小
菅
村
）

○G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

客
層
も
20
代
前
半
、逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え
た
。

○
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、自
分
の
生

活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
の
来
訪
が
あ
っ

た
。

○
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
遮
断
さ
れ
、

よ
り
村
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

○
今
回
の
体
験
が
す
ご
く
印
象
的
で
、こ
の
暮

ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て
く
れ
た
方
が
き
っ
と

い
ら
っ
し
ゃ
る
。こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

は
じ
め
に

　
本
誌「
観
光
文
化
」で
は
、2
号
続
け
て「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
観
光
地
の
現
状
と
課
題
」を
特

集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。「
2
4
6
号

（
2
0
2
0
年
8
月
）」で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。ま
た
、「
2
4
7
号（
11
月
）」で

は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性
、新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。

地
域
の
現
場
と
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

の
時
々
の
現
状
と
課
題
を
抑
え
て
お
く
と
い
う

編
集
方
針
は
、当
財
団
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
性
の
強
い
本
誌
の
特
徴
を
活
か

す
も
の
で
あ
っ
た
と
、編
集
担
当
と
し
て
感
じ

て
い
る
。

　
夏
の「
2
4
6
号
」の
発
行
の
頃
に
は
、い
わ

ゆ
る
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）を
避
け
た「
新

し
い
生
活
様
式
」も
定
着
し
、国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
各
種
の
復
興
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る

と
、人
々
の
往
来
も
徐
々
に
増
え
、地
域
に
よ
っ

て
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
秋
の

「
2
4
7
号
」の
頃
に
は
、政
府
の「G

o
 T

o

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
が
効
を
奏
し
た
こ

と
も
あ
り
、旅
行
者
が
回
復
し
た
観
光
地
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て

は
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、密
を
回
避
し
な
が
ら
楽

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
い
う
言

葉
を
頂
く
」、「
お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
、お

客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
」と
感

慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
消
費
者
行
動

モ
デ
ル
に
「S

IP
S

」
が
あ
る
。「
共
感
す
る

（S
ym

p
ath

ize

）」か
ら
始
ま
り
、共
感
し
た
情

報
が
自
分
の
価
値
観
や
感
性
に
合
っ
て
い
る
か

を「
確
認（Id

e
n

tify

）」し
て
、「
参
加
す
る

（P
a
rticip

a
te

）」。そ
し
て
、感
性
を「
共
有

（S
h
are

）」し
、そ
れ
を「
広
め
て（S

p
read

）」

く
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
の
好
循
環
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、白
馬
村
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、「
世
界
水
準
の
、世
界
で
10
本
の

指
に
入
る
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」と
い
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
目
標
に
向

か
っ
て
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
和
田
氏
の「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
苦
し
い
が
、や

が
て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く
て

い
い
。」と
の
発
言
に
、福
島
氏
、倉
田
氏
も
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

て
き
た
先
進
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
者
の
旅
行
意
欲
を
喚
起
し
、実
際
の
旅
行

行
動
に
結
び
つ
け
、一
定
の
成
果
を
上
げ
、次
に

繋
が
る
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
心
強
い
。観
光
は
、魅
力
あ
る
経
験
価

値
を
提
案
、供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
特
集
4（
調
査
2
：
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）に
も
、2
0
2
1
年
の
旅
行
意
欲
は
決

し
て
低
く
な
い
と
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
化
、あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル

や
レ
ジ
ャ
ー
が
、今
後
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で〝
当
た

り
前
〞で
あ
っ
た
こ
と
が
、〝
当
た
り
前
〞で
な
く

な
る
と
い
う
、つ
ら
く
厳
し
い
経
験
を
味
わ
っ

て
き
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
中
で
も
、観
光
・
旅

行
分
野
で
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、需
要
を

創
出
し
て
き
た
。

　
今
後
、願
わ
く
は
、も
う
一
歩
進
め
て
、こ
れ

ま
で
か
け
声
ば
か
り
で
果
た
せ
な
か
っ
た
、「
滞

在
」と
い
う
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
た
い
。

　
日
本
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
は
、旅
行
目
的
や

旅
行
先
で
の
滞
在
活
動
は
多
様
化
し
つ
つ
も
、

沖
縄
な
ど
を
除
け
ば
、1
泊
2
日
の
旅
行
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
、各
種
の
調
査
か
ら
も
分
か

っ
て
い
る
。

　
旅
行
日
数
の
拡
大
に
は
、市
場（
需
要
）側
の

意
識
や
、休
暇
制
度
、有
給
休
暇
取
得
率
の
問

題
、観
光
地（
供
給
）側
の
対
応
と
い
っ
た
問
題

が
存
在
す
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、一
部
の

業
種
で
は
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、働
き
方
や
休
み
方
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
泊
旅
行
や
周
遊
旅
行
に

特
化
し
た
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
滞
在
型
に
変

え
て
い
く
こ
と
、例
え
ば
、宿
泊
施
設
の
多
様
化

や
、そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。白
馬
村
の
よ
う
に
、2
泊
、3
泊

し
て
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
に

は
何
が
必
要
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
、第

一
歩
と
な
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
環
境
や
そ
の
時
代

の
価
値
観
を
反
映
し
て
変
化
し
て
き
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、滞
在
し
て

楽
し
む
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
を「
新
し
い
当

た
り
前
」と
し
て
確
立
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

た
研
究
員
か
ら
は
、異
口
同
音
に
次
の
よ
う
な

趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

・
密
が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避

・
自
然
志
向
、健
康
志
向
の
拡
大

・
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大

・
ふ
れ
あ
い
、対
面
の
価
値
の
見
直
し

・
働
き
方
の
多
様
化
、時
間
の
自
由
度
の
高
ま
り

・
海
外
旅
行
の
制
限

・
国
や
自
治
体
に
よ
る
観
光
支
援
策
の
実
施

・
観
光
事
業
者
の
感
染
対
策
の
徹
底

・
観
光
事
業
者
に
よ
る
魅
力
あ
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案

・
参
加
の
し
や
す
さ
、手
軽
さ

と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、新
た
な

需
要
が
顕
在
化
し
た
。

　
例
え
ば
、特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）で
は
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
一
定
程
度
功
を
奏
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、今
後
の
利
用
意
向
で
は
あ
る
が
、オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層（
旅
行
頻
度
、旅
行
情
報
の

収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
）が
利
用
し
て

み
た
い【
宿
泊
施
設
】で
は
、比
較
的
高
級
な
施

設
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
分

散
型
ホ
テ
ル
」な
ど
も
一
定
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。今
後
拡
大
し
そ
う
な【
旅
行
の
新
形
態
】

で
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」が
6
割
台
の
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、利
用
の
き
っ
か
け
は

何
に
せ
よ
、そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
の
本
来
的
な
楽
し
さ
に
、利
用
者
が
気

づ
く
と
い
っ
た
状
況
が
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
に
繋
が
る
明
る
い
兆
し
で
あ
る
。

白
馬
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　
今
回
注
目
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

の
具
体
化
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
と
し
て
、白
馬
村
を
特
集
3（
白
馬

村
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
挑

戦
）で
取
り
上
げ
た
。

　
白
馬
村
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
2
月
に

開
催
さ
れ
た「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
会
場
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、実
際
、長
ら
く
冬
場

の
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
き

た
。通
年
雇
用
も
難
し
く
、生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、福

島
洋
次
郎
氏（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局

事
務
局
長
）、倉
田
保
緒
氏（
八
方
尾
根
開
発
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）、和
田
寛
氏（
株
式
会
社

岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）は
、口
々

に
、「
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。将
来
の
目
標
は
、〝
世
界
水
準

の
〞、も
し
く
は〝
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
〞、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
話
し
た
。

　
特
に
和
田
氏
は
、次
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ

っ
た
。

〇
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
。人
口
の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
よ
り
も
、95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た
方
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ
ア
に
は
あ
る

〇
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
意
味
で
は
、冬
は
と
も

か
く
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
増
や
す
こ
と
、リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
で
は
、ノ

ン
ス
キ
ー
や
登
山
を
し
な
い
人
が
遊
び
に
来
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

〇「
2
泊
3
日
、3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽
し
い

よ
ね
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、夏

を
含
め
て
作
っ
て
い
く
。

〇
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」と
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、イ
ン
フ
ラ
も
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
筆
者
が
、白
馬
村
と
し
て
の
戦
略
や
地
域
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
つ
い
て
聞
く
と
、福

島
氏
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
。顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ
て
、世

論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観
光
地
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る
。で
も
そ
れ

っ
て
面
白
く
な
い
。住
民
が
地
域
の
観
光
ア
セ

ッ
ト
や
自
然
資
産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

る
か
に
、一
番
注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思

う
。」と
話
し
た
。

　
福
島
氏
の
発
言
は
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
調
べ

て
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
と
い
う「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」的
な
発
想
が
有
効
な
の
か
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
観
光
地
を
本
当
に
魅
力
あ
る
場
所
に
変

え
て
い
け
る
の
か
、と
の
問
題
提
起
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
対
義
語
と
し
て
、自
分
が
売
れ
る
と
考

え
た
製
品
を
世
に
問
う「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
」と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
。観
光
地
経
営
に

あ
っ
て
も
、自
分
が
経
営
す
る
際
の
考
え（
コ
ン

セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
、こ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、白
馬
村
で
は
、八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設「S

n
o
w

 P
e
a
k
 F

IE
L

D
 

S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 K

IT
A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開
業
）」や
、白
馬
岩
岳
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10

月
開
業
）」な
ど
、冬
以
外
の
季
節
に
も
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て
、倉
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
た
。

○
お
客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、50
代

で
、50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
。

○
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、海
外
旅
行
に
行

く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。

〇
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
る
。従
来
の
観
光
と
は
違
う
ニ
ー
ズ

を
見
た
。

　
特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の

動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意

向
）で
は
、「
年
間
4
回
以
上
」と
高
頻
度
で
旅
行

を
し
て
い
る
層
を
中
心
に
、海
外
旅
行
に
回
る

予
定
だ
っ
た
消
費
額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還

流
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。同
施

設
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
客
層
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
倉
田
氏
は
、ま
た
、「
お
客
様
か
ら『
皆
さ
ん
こ

こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、熱
い
気
持
ち
を
感
じ

ま
と
め

　
我
が
国
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

に
伴
い
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
、将
来

的
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
。そ
う
し
た

中
、全
国
的
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
が

活
発
化
し
て
き
た
。

　
観
光
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
2
0
1
9
年
、日
本
国
内
計
で
の
旅
行
消
費

額
は
27
・
9
兆
円
で
あ
っ
た
。内
訳
は
、日
本
人

の
国
内
宿
泊
旅
行
17
・
2
兆
円（
61
・
4
％
）、日

本
人
の
国
内
日
帰
り
旅
行
4
・
8
兆
円（
17
・
1

％
）、日
本
人
の
海
外
旅
行〈
国
内
消
費
分
〉1
・

2
兆
円（
4
・
3
％
）、訪
日
外
国
人
の
旅
行
4
・

8
兆
円（
17
・
2
％
）で
あ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額
は
徐
々

に
拡
大
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
日
本
人
の
旅
行
消
費
額
が
8
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
に
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
合

戦
は
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
た
感
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が

立
ち
塞
が
り
、改
め
て
日
本
人
の
旅
行
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
、日
本

人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
は
、今
回
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、日
本
人
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、

安
心
安
全
に
配
慮
し
、蜜
を
避
け
、か
つ
魅
力
的

な
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案
を
行
っ

し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
今
回
の「
2
4
8
号（
2
0
2
1
年
2
月
）」で

は
、こ
れ
ら
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の

中
か
ら
、①
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
キ
ャ
ン

プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、②
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、③

分
散
型
ホ
テ
ル
、④
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
、⑤
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を

取
り
上
げ
て
、現
状
と
今
後
の
展
望
等
を
、地
域

や
関
係
事
業
者
へ
の
取
材
等
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

　
ま
ず
、日
本
人
の
旅
行
動
向
に
つ
い
て
概
観

し
た
い
。「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
、

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」で
、夏
休
み
期
間

中
の
8
月
を
取
り
上
げ
て
、2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
の
国
内
旅
行
の【
実
施
内
容
】を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、「
温
泉
や
自
然
が
豊
か
な
場
所

へ
の
旅
行（
35
・
8
％
↓
47
・
6
％
）」、「
1
泊
な

ど
の
短
期
滞
在
や
域
内
旅
行（
48
・
7
％
↓
64
・

4
％
）」、「
自
家
用
車
で
の
旅
行（
45
・
3
％
↓

69
・
7
％
）」、「
小
規
模
の
旅
館
に
宿
泊
す
る
旅

行（
10
・
2
％
↓
18
・
1
％
）」、「
夫
婦（
20
・
8
％

↓
24
・
8
％
）や
家
族（
6
・
0
％
↓
9
・
5
％
）と

い
っ
た
同
居
者
と
の
旅
行
」の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。不
特
定
多
数
と
の
接
触
を
避
け
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
収
束
後
の【
国
内
旅
行
意
向
】で
は
、69
・
8
％

が「
行
き
た
い
」と
答
え
、【
旅
行
の
動
機
】（「
旅

先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て（
62
・
4
％
↓
64
・

7
％
）」、「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

（
59
・
8
↓
62
・
1
％
）」、「
思
い
出
を
つ
く
る
た

め（
54
・
7
％
↓
53
.
7
％
）」）や
、【
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
】（「
自
然
観
光（
49
・
8
％
↓

47
・
6
％
）」、「
温
泉（
49
・
8
％
↓
46
・
9
％
）」、

「
グ
ル
メ（
42
・
3
％
↓
41
・
1
％
）」）に
は
、大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、【
旅
行
先
の
選
び
方
や
旅
行
中
の
行

動
】は
、「
公
衆
衛
生
の
徹
底（
自
由
記
述
1
7
4

件
）」や「
密
の
回
避（
自
由
記
述
1
7
2
件
）」を

意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

　
旅
行
に
対
す
る
欲
求
や
意
識
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、ゆ
る
が
な
い
本
質
的
な
部
分
と
、

影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
部
分
と
が
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
な
お
、2
0
2
0
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に

か
け
て
行
っ
た
緊
急
調
査（
J
T
B
F
旅
行
意

識
調
査
）の
結
果
は
、特
集
1（
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
経
験
と
意
向
の
実
態
）と
し
て

ま
と
め
て
い
る
が
、こ
こ
1
年
間
の
旅
行
の【
参

加
経
験
】は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」、「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
多
か
っ
た
。ま
た
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
相
当
す
る
旅
行
の
経
験
率
も

比
較
的
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の【
参
加
意
向
】で
は
、密
を
避
け
や
す

い
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
か
っ
た
一
方
で
、現
時

点
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」は
、認
知
度
も
参
加
意
欲
も
高
く
は
な
く
、

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
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④ 

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
山
口
県
宇
部
市
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目
的
は
当
初
か

ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
っ
た
。一
定
の
皆
様
に
情
報

が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
特
に
地
域
の「
人
」そ
の
も
の
が
魅
力
で
あ

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
単
体
で
は
な
く
、リ
ア

ル
ツ
ア
ー
や
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

琴
平
バ
ス（
香
川
県
琴
平
町
）

○
リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
同
様
に
、お
客
様
一

人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
11
月
1
日
時
点
で
9
8
5
名
の
集

客
、97
本
の
催
行
、14
種
類
の
企
画
・
コ
ー
ス
を

生
み
出
し
て
い
る
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
全
国
、世
界
か
ら
参

加
が
可
能
。旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、障
害

者
の
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は「
新
し
い
旅
の
形
の

一
つ
」。リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
相
互
に
補
完

し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手
段
と
捉
え

て
い
る
。

ベ
ル
ト
ラ（
東
京
都
中
央
区
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も「
心
を
揺
さ
ぶ
る

旅
の
体
験
を
提
供
す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
一
貫
し
て
い
る
。

○
現
地
ガ
イ
ド
と
企
画
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー
」に
は
、7
月
の
提
供
開
始
か
ら
5
ヶ

月
ほ
ど
で
1
万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を

得
て
い
る
。

○
人
気
は
、普
段
行
け
な
い
、体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
。リ
ア
ル

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観
光
を
楽
し
む

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

○
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

日
本
各
地
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
知
り
、現
在

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、人
々
と
交
流
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高
め
る
有

効
な
手
段
に
な
り
得
る
。

⑤ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

有
馬
温
泉（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る
方
々
が
有
馬

温
泉
に
増
え
た
こ
と
で
、「
格
好
が
違
う
」客
層
、

い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え
た
。

○「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
あ
り
得
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊
需
要

獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

○
企
業
と
の
連
携
、ま
た
兵
庫
県
や
神
戸
市
、周

辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ

る
。

三
菱
地
所（
東
京
都
千
代
田
区
）

○「W
O

R
K
×

ation
 S

ite 

軽
井
沢
」（
長
野
県

軽
井
沢
町
）は
、様
々
な
企
業
が
利
用
。利
用
の

仕
方
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
利
用
、役

員
ク
ラ
ス
で
の
会
議
等
、多
様
。

○
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議

論
す
る
場
の
価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

○
個
人
客
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

利
用
や
、企
業
の
研
修
や
福
利
厚
生
面
で
の
需

要
も
出
て
き
て
い
る
。

○
人
が
集
ま
る
意
味
が
見
直
さ
れ
、場
所
に
払

っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
人
材
育
成
や
従
業
員
同
士

の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

○
最
終
的
な
目
的
を「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」

と
し
て
推
進
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、地
域

と
の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑥ 

ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
東
京
都
文
京
区
）

○
比
較
的
若
い
年
代
含
め
て
幅
広
い
客
層
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。一
番
多
い
の
は
家
族
。首
都
圏

の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都
内
か
ら
の
宿
泊
。

○
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
か
っ
た
。想
定

を
超
え
る
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
あ
り
、

庭
を
じ
っ
く
り
散
策
す
る
人
も
増
え
た
。

○
お
客
様
か
ら
は
、「
自
粛
で
我
慢
し
て
い
る
中

で
、非
日
常
を
味
わ
え
た
」、「
少
し
遠
く
に
旅
行

に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
、お
客
様
そ
れ
ぞ

れ
に
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
後
も
、一
つ
の

旅
行
の
形
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
台
東
区
）

○
客
室
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
独
自
に
開
発
。

駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
付
加
。公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
訴

求
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
中
高
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、若
い
年
代
、30
代
〜
40
代
の
利
用
も
多
い
。

○
1
室
2
名
の
プ
ラ
ン
で
、夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
と

い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。

○
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東
京
都
内
か
ら
、

2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、1
割
が
関
東
圏
以
外

と
い
う
比
率
で
あ
る
。

○「
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た
」と
い
う
声
を
頂

く
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
こ
と

も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。お
客
様
へ
の
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。定
着
の
た
め
に
、常

に
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅

行
を
し
た
い
」と
い
う
人
が
確
実
に
存
在
し
、そ

れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
伺

え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、筆
者
が
取
材
し
た「
③
分
散
型

ホ
テ
ル
」の
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
松
尾
諒

介
氏
の
言
葉
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。そ
こ
に
対
し
て
、様
々
な
ご
相
談
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、ど
う
や
っ
て
安
心
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を
非
常
に

重
視
し
た
。ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な
く
、コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
面
で
、

不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
」に
、よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
事
例
を
取
材
し
執
筆
し

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
さ
れ
た

旅
行
ス
タ
イ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
〜

特
集
2
の
振
り
返
り

　
前
述
の
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
も
の

の
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
は
、各
種
の
報
道
等
を
見
て
も
間
違
い
な

い
。こ
こ
で
は
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り
上
げ
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、特
に
利

用
者
の
動
向
や
、観
光
事
業
者
等
の
今
後
の
意

向
等
を
中
心
に
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

　
な
お
、紙
面
の
関
係
上
、文
章
を
文
意
が
変
わ

ら
な
い
範
囲
で
省
略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

① 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

石
井
ス
ポ
ー
ツ

○
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
、キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
。4
、5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の
人
気
が
急
騰

し
て
き
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り
ソ
ロ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
の
女
性
が
先
導
し
て
い
る
。

雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場（
富
山
県
立
山
町
）

○
テ
ン
ト
の
張
り
数
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ

っ
た
。山
小
屋
利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に

加
え
、グ
ル
ー
プ
で
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張

る
。ソ
ロ
テ
ン
ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。混
雑
に

嫌
気
が
さ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、テ
ン
ト
の
中

で
は
一
人
、こ
の
気
分
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

乗
鞍
岳「
五
色
ヶ
原
の
森
」の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー○
完
全
予
約
制
と
し
た
。感
染
対
策
と
し
て
ガ

イ
ド
1
人
あ
た
り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。

○
8
月
以
降
は
徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、9

月
以
降
は
県
外
客
も
増
え
た
。シ
ー
ズ
ン
を
通

し
た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。

○
ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
。

上
高
地
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

○
8
月
の
来
訪
者
数
は
例
年
の
4
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月
は
5
割
、10
月
に
は
8

割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

○
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
。8
月
に
な
る
と
、現
地
に
行
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。10
月
に
は

「
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

○
上
高
地
全
体
の
訪
問
者
数
に
比
べ
る
と
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上
げ
は
よ
か
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル

○
実
質
的
に
は
7
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。

9
月
に
な
る
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増

え
て
き
た
。夏
以
降
は
好
調
で
あ
る
。

○
ソ
ロ
ま
た
は
少
人
数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ

ー
が
目
立
っ
た
。ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト

レ
イ
ル
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
賑
わ
っ
た
。

○
こ
れ
ま
で
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
縦
走

に
行
っ
て
い
た
人
、長
期
休
暇
が
取
り
づ
ら
か

っ
た
人
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
減
少
す
る

と
懸
念
す
る
も
の
の
、ス
ル
ー
ハ
イ
ク
な
ら
で

は
の
出
会
い
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

② 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

星
の
や
富
士（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

○「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た
い
」が「
煩

わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る
市
場
セ
グ

メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業
以
来
、高
稼

働
を
続
け
て
き
た
。

○
二
食
付
き
で
利
用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、

現
地
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

〇
ハ
ネ
ム
ー
ン
な
ど
同
行
者
と
の
大
切
な
時
間

を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
し
て
支

持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Snow
 P

eak FIELD
 SU

ITE
 H

A
K

U
B

A
 

K
ITA

O
N

E
 K

O
G

E
N

（
長
野
県
白
馬
村
）

○
快
適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、海

外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所
得
者
層
の
心
を
掴

む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

○
利
用
者
の
多
く
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対

す
る
経
験
値
は
低
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
自
然

を
感
じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
高
い
評
価
を
獲
得
し
、口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ

ら
な
る
集
客
に
繋
が
っ
た
。

○
夕
食
時
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」（
長
野
県
茅
野
市
）

○
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら

も
、屋
外（
も
り
）で
過
ご
せ
る
こ
と
が
顧
客
の

心
を
掴
ん
だ
。

○
利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ
プ
ル
、女
性

グ
ル
ー
プ
で
、子
供
や
女
性
で
も
快
適
に
利
用

で
き
る
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
最
初
期
の「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」と「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
、テ
ン
ト

泊
が
加
わ
り
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

③ 

分
散
型
ホ
テ
ル

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
社
、佐
原
商
家
町

ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A（
千
葉
県
佐
原
市
）

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
注
目
に
よ
り
、近

隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

○G
o T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

よ
り
、若
い
方
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、客

層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、客
室
で
ゆ

っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た
印
象
で
あ
る
。

○
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
5
年
10
年

か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ
た
変
化
が
早
ま
っ

た
。分
散
型
ホ
テ
ル
の
価
値
に
気
付
い
て
い
た

だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

N
I
P
P
O
N
I
A 

小
菅 

源
流
の
村（
山
梨
県
小
菅
村
）

○G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

客
層
も
20
代
前
半
、逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え
た
。

○
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、自
分
の
生

活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
の
来
訪
が
あ
っ

た
。

○
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
遮
断
さ
れ
、

よ
り
村
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

○
今
回
の
体
験
が
す
ご
く
印
象
的
で
、こ
の
暮

ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て
く
れ
た
方
が
き
っ
と

い
ら
っ
し
ゃ
る
。こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

は
じ
め
に

　
本
誌「
観
光
文
化
」で
は
、2
号
続
け
て「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
観
光
地
の
現
状
と
課
題
」を
特

集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。「
2
4
6
号

（
2
0
2
0
年
8
月
）」で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。ま
た
、「
2
4
7
号（
11
月
）」で

は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性
、新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。

地
域
の
現
場
と
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

の
時
々
の
現
状
と
課
題
を
抑
え
て
お
く
と
い
う

編
集
方
針
は
、当
財
団
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
性
の
強
い
本
誌
の
特
徴
を
活
か

す
も
の
で
あ
っ
た
と
、編
集
担
当
と
し
て
感
じ

て
い
る
。

　
夏
の「
2
4
6
号
」の
発
行
の
頃
に
は
、い
わ

ゆ
る
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）を
避
け
た「
新

し
い
生
活
様
式
」も
定
着
し
、国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
各
種
の
復
興
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る

と
、人
々
の
往
来
も
徐
々
に
増
え
、地
域
に
よ
っ

て
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
秋
の

「
2
4
7
号
」の
頃
に
は
、政
府
の「G

o
 T

o

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
が
効
を
奏
し
た
こ

と
も
あ
り
、旅
行
者
が
回
復
し
た
観
光
地
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て

は
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、密
を
回
避
し
な
が
ら
楽

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
い
う
言

葉
を
頂
く
」、「
お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
、お

客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
」と
感

慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
消
費
者
行
動

モ
デ
ル
に
「S

IP
S

」
が
あ
る
。「
共
感
す
る

（S
ym

p
ath

ize

）」か
ら
始
ま
り
、共
感
し
た
情

報
が
自
分
の
価
値
観
や
感
性
に
合
っ
て
い
る
か

を「
確
認（Id

e
n

tify

）」し
て
、「
参
加
す
る

（P
a
rticip

a
te

）」。そ
し
て
、感
性
を「
共
有

（S
h
are

）」し
、そ
れ
を「
広
め
て（S

p
read

）」

く
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
の
好
循
環
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、白
馬
村
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、「
世
界
水
準
の
、世
界
で
10
本
の

指
に
入
る
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」と
い
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
目
標
に
向

か
っ
て
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
和
田
氏
の「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
苦
し
い
が
、や

が
て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く
て

い
い
。」と
の
発
言
に
、福
島
氏
、倉
田
氏
も
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

て
き
た
先
進
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
者
の
旅
行
意
欲
を
喚
起
し
、実
際
の
旅
行

行
動
に
結
び
つ
け
、一
定
の
成
果
を
上
げ
、次
に

繋
が
る
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
心
強
い
。観
光
は
、魅
力
あ
る
経
験
価

値
を
提
案
、供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
特
集
4（
調
査
2
：
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）に
も
、2
0
2
1
年
の
旅
行
意
欲
は
決

し
て
低
く
な
い
と
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
化
、あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル

や
レ
ジ
ャ
ー
が
、今
後
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で〝
当
た

り
前
〞で
あ
っ
た
こ
と
が
、〝
当
た
り
前
〞で
な
く

な
る
と
い
う
、つ
ら
く
厳
し
い
経
験
を
味
わ
っ

て
き
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
中
で
も
、観
光
・
旅

行
分
野
で
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、需
要
を

創
出
し
て
き
た
。

　
今
後
、願
わ
く
は
、も
う
一
歩
進
め
て
、こ
れ

ま
で
か
け
声
ば
か
り
で
果
た
せ
な
か
っ
た
、「
滞

在
」と
い
う
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
た
い
。

　
日
本
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
は
、旅
行
目
的
や

旅
行
先
で
の
滞
在
活
動
は
多
様
化
し
つ
つ
も
、

沖
縄
な
ど
を
除
け
ば
、1
泊
2
日
の
旅
行
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
、各
種
の
調
査
か
ら
も
分
か

っ
て
い
る
。

　
旅
行
日
数
の
拡
大
に
は
、市
場（
需
要
）側
の

意
識
や
、休
暇
制
度
、有
給
休
暇
取
得
率
の
問

題
、観
光
地（
供
給
）側
の
対
応
と
い
っ
た
問
題

が
存
在
す
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、一
部
の

業
種
で
は
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、働
き
方
や
休
み
方
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
泊
旅
行
や
周
遊
旅
行
に

特
化
し
た
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
滞
在
型
に
変

え
て
い
く
こ
と
、例
え
ば
、宿
泊
施
設
の
多
様
化

や
、そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。白
馬
村
の
よ
う
に
、2
泊
、3
泊

し
て
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
に

は
何
が
必
要
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
、第

一
歩
と
な
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
環
境
や
そ
の
時
代

の
価
値
観
を
反
映
し
て
変
化
し
て
き
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、滞
在
し
て

楽
し
む
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
を「
新
し
い
当

た
り
前
」と
し
て
確
立
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

た
研
究
員
か
ら
は
、異
口
同
音
に
次
の
よ
う
な

趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

・
密
が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避

・
自
然
志
向
、健
康
志
向
の
拡
大

・
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大

・
ふ
れ
あ
い
、対
面
の
価
値
の
見
直
し

・
働
き
方
の
多
様
化
、時
間
の
自
由
度
の
高
ま
り

・
海
外
旅
行
の
制
限

・
国
や
自
治
体
に
よ
る
観
光
支
援
策
の
実
施

・
観
光
事
業
者
の
感
染
対
策
の
徹
底

・
観
光
事
業
者
に
よ
る
魅
力
あ
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案

・
参
加
の
し
や
す
さ
、手
軽
さ

と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、新
た
な

需
要
が
顕
在
化
し
た
。

　
例
え
ば
、特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）で
は
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
一
定
程
度
功
を
奏
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、今
後
の
利
用
意
向
で
は
あ
る
が
、オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層（
旅
行
頻
度
、旅
行
情
報
の

収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
）が
利
用
し
て

み
た
い【
宿
泊
施
設
】で
は
、比
較
的
高
級
な
施

設
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
分

散
型
ホ
テ
ル
」な
ど
も
一
定
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。今
後
拡
大
し
そ
う
な【
旅
行
の
新
形
態
】

で
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」が
6
割
台
の
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、利
用
の
き
っ
か
け
は

何
に
せ
よ
、そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
の
本
来
的
な
楽
し
さ
に
、利
用
者
が
気

づ
く
と
い
っ
た
状
況
が
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
に
繋
が
る
明
る
い
兆
し
で
あ
る
。

白
馬
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　
今
回
注
目
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

の
具
体
化
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
と
し
て
、白
馬
村
を
特
集
3（
白
馬

村
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
挑

戦
）で
取
り
上
げ
た
。

　
白
馬
村
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
2
月
に

開
催
さ
れ
た「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
会
場
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、実
際
、長
ら
く
冬
場

の
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
き

た
。通
年
雇
用
も
難
し
く
、生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、福

島
洋
次
郎
氏（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局

事
務
局
長
）、倉
田
保
緒
氏（
八
方
尾
根
開
発
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）、和
田
寛
氏（
株
式
会
社

岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）は
、口
々

に
、「
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。将
来
の
目
標
は
、〝
世
界
水
準

の
〞、も
し
く
は〝
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
〞、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
話
し
た
。

　
特
に
和
田
氏
は
、次
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ

っ
た
。

〇
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
。人
口
の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
よ
り
も
、95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た
方
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ
ア
に
は
あ
る

〇
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
意
味
で
は
、冬
は
と
も

か
く
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
増
や
す
こ
と
、リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
で
は
、ノ

ン
ス
キ
ー
や
登
山
を
し
な
い
人
が
遊
び
に
来
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

〇「
2
泊
3
日
、3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽
し
い

よ
ね
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、夏

を
含
め
て
作
っ
て
い
く
。

〇
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」と
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、イ
ン
フ
ラ
も
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
筆
者
が
、白
馬
村
と
し
て
の
戦
略
や
地
域
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
つ
い
て
聞
く
と
、福

島
氏
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
。顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ
て
、世

論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観
光
地
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る
。で
も
そ
れ

っ
て
面
白
く
な
い
。住
民
が
地
域
の
観
光
ア
セ

ッ
ト
や
自
然
資
産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

る
か
に
、一
番
注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思

う
。」と
話
し
た
。

　
福
島
氏
の
発
言
は
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
調
べ

て
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
と
い
う「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」的
な
発
想
が
有
効
な
の
か
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
観
光
地
を
本
当
に
魅
力
あ
る
場
所
に
変

え
て
い
け
る
の
か
、と
の
問
題
提
起
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
対
義
語
と
し
て
、自
分
が
売
れ
る
と
考

え
た
製
品
を
世
に
問
う「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
」と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
。観
光
地
経
営
に

あ
っ
て
も
、自
分
が
経
営
す
る
際
の
考
え（
コ
ン

セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
、こ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、白
馬
村
で
は
、八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設「S

n
o
w

 P
e
a
k
 F

IE
L

D
 

S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 K

IT
A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開
業
）」や
、白
馬
岩
岳
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10

月
開
業
）」な
ど
、冬
以
外
の
季
節
に
も
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て
、倉
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
た
。

○
お
客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、50
代

で
、50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
。

○
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、海
外
旅
行
に
行

く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。

〇
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
る
。従
来
の
観
光
と
は
違
う
ニ
ー
ズ

を
見
た
。

　
特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の

動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意

向
）で
は
、「
年
間
4
回
以
上
」と
高
頻
度
で
旅
行

を
し
て
い
る
層
を
中
心
に
、海
外
旅
行
に
回
る

予
定
だ
っ
た
消
費
額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還

流
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。同
施

設
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
客
層
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
倉
田
氏
は
、ま
た
、「
お
客
様
か
ら『
皆
さ
ん
こ

こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、熱
い
気
持
ち
を
感
じ

ま
と
め

　
我
が
国
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

に
伴
い
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
、将
来

的
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
。そ
う
し
た

中
、全
国
的
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
が

活
発
化
し
て
き
た
。

　
観
光
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
2
0
1
9
年
、日
本
国
内
計
で
の
旅
行
消
費

額
は
27
・
9
兆
円
で
あ
っ
た
。内
訳
は
、日
本
人

の
国
内
宿
泊
旅
行
17
・
2
兆
円（
61
・
4
％
）、日

本
人
の
国
内
日
帰
り
旅
行
4
・
8
兆
円（
17
・
1

％
）、日
本
人
の
海
外
旅
行〈
国
内
消
費
分
〉1
・

2
兆
円（
4
・
3
％
）、訪
日
外
国
人
の
旅
行
4
・

8
兆
円（
17
・
2
％
）で
あ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額
は
徐
々

に
拡
大
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
日
本
人
の
旅
行
消
費
額
が
8
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
に
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
合

戦
は
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
た
感
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が

立
ち
塞
が
り
、改
め
て
日
本
人
の
旅
行
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
、日
本

人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
は
、今
回
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、日
本
人
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、

安
心
安
全
に
配
慮
し
、蜜
を
避
け
、か
つ
魅
力
的

な
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案
を
行
っ

し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
今
回
の「
2
4
8
号（
2
0
2
1
年
2
月
）」で

は
、こ
れ
ら
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の

中
か
ら
、①
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
キ
ャ
ン

プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、②
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、③

分
散
型
ホ
テ
ル
、④
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
、⑤
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を

取
り
上
げ
て
、現
状
と
今
後
の
展
望
等
を
、地
域

や
関
係
事
業
者
へ
の
取
材
等
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

　
ま
ず
、日
本
人
の
旅
行
動
向
に
つ
い
て
概
観

し
た
い
。「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
、

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」で
、夏
休
み
期
間

中
の
8
月
を
取
り
上
げ
て
、2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
の
国
内
旅
行
の【
実
施
内
容
】を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、「
温
泉
や
自
然
が
豊
か
な
場
所

へ
の
旅
行（
35
・
8
％
↓
47
・
6
％
）」、「
1
泊
な

ど
の
短
期
滞
在
や
域
内
旅
行（
48
・
7
％
↓
64
・

4
％
）」、「
自
家
用
車
で
の
旅
行（
45
・
3
％
↓

69
・
7
％
）」、「
小
規
模
の
旅
館
に
宿
泊
す
る
旅

行（
10
・
2
％
↓
18
・
1
％
）」、「
夫
婦（
20
・
8
％

↓
24
・
8
％
）や
家
族（
6
・
0
％
↓
9
・
5
％
）と

い
っ
た
同
居
者
と
の
旅
行
」の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。不
特
定
多
数
と
の
接
触
を
避
け
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
収
束
後
の【
国
内
旅
行
意
向
】で
は
、69
・
8
％

が「
行
き
た
い
」と
答
え
、【
旅
行
の
動
機
】（「
旅

先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て（
62
・
4
％
↓
64
・

7
％
）」、「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

（
59
・
8
↓
62
・
1
％
）」、「
思
い
出
を
つ
く
る
た

め（
54
・
7
％
↓
53
.
7
％
）」）や
、【
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
】（「
自
然
観
光（
49
・
8
％
↓

47
・
6
％
）」、「
温
泉（
49
・
8
％
↓
46
・
9
％
）」、

「
グ
ル
メ（
42
・
3
％
↓
41
・
1
％
）」）に
は
、大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、【
旅
行
先
の
選
び
方
や
旅
行
中
の
行

動
】は
、「
公
衆
衛
生
の
徹
底（
自
由
記
述
1
7
4

件
）」や「
密
の
回
避（
自
由
記
述
1
7
2
件
）」を

意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

　
旅
行
に
対
す
る
欲
求
や
意
識
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、ゆ
る
が
な
い
本
質
的
な
部
分
と
、

影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
部
分
と
が
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
な
お
、2
0
2
0
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に

か
け
て
行
っ
た
緊
急
調
査（
J
T
B
F
旅
行
意

識
調
査
）の
結
果
は
、特
集
1（
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
経
験
と
意
向
の
実
態
）と
し
て

ま
と
め
て
い
る
が
、こ
こ
1
年
間
の
旅
行
の【
参

加
経
験
】は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」、「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
多
か
っ
た
。ま
た
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
相
当
す
る
旅
行
の
経
験
率
も

比
較
的
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の【
参
加
意
向
】で
は
、密
を
避
け
や
す

い
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
か
っ
た
一
方
で
、現
時

点
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」は
、認
知
度
も
参
加
意
欲
も
高
く
は
な
く
、

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

現場に問う、新たな市場の展望視座
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④ 
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
山
口
県
宇
部
市
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目
的
は
当
初
か

ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
っ
た
。一
定
の
皆
様
に
情
報

が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
特
に
地
域
の「
人
」そ
の
も
の
が
魅
力
で
あ

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
単
体
で
は
な
く
、リ
ア

ル
ツ
ア
ー
や
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

琴
平
バ
ス（
香
川
県
琴
平
町
）

○
リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
同
様
に
、お
客
様
一

人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
11
月
1
日
時
点
で
9
8
5
名
の
集

客
、97
本
の
催
行
、14
種
類
の
企
画
・
コ
ー
ス
を

生
み
出
し
て
い
る
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
全
国
、世
界
か
ら
参

加
が
可
能
。旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、障
害

者
の
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は「
新
し
い
旅
の
形
の

一
つ
」。リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
相
互
に
補
完

し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手
段
と
捉
え

て
い
る
。

ベ
ル
ト
ラ（
東
京
都
中
央
区
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も「
心
を
揺
さ
ぶ
る

旅
の
体
験
を
提
供
す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
一
貫
し
て
い
る
。

○
現
地
ガ
イ
ド
と
企
画
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー
」に
は
、7
月
の
提
供
開
始
か
ら
5
ヶ

月
ほ
ど
で
1
万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を

得
て
い
る
。

○
人
気
は
、普
段
行
け
な
い
、体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
。リ
ア
ル

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観
光
を
楽
し
む

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

○
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

日
本
各
地
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
知
り
、現
在

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、人
々
と
交
流
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高
め
る
有

効
な
手
段
に
な
り
得
る
。

⑤ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

有
馬
温
泉（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る
方
々
が
有
馬

温
泉
に
増
え
た
こ
と
で
、「
格
好
が
違
う
」客
層
、

い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え
た
。

○「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
あ
り
得
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊
需
要

獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

○
企
業
と
の
連
携
、ま
た
兵
庫
県
や
神
戸
市
、周

辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ

る
。

三
菱
地
所（
東
京
都
千
代
田
区
）

○「W
O

R
K
×

ation
 S

ite 

軽
井
沢
」（
長
野
県

軽
井
沢
町
）は
、様
々
な
企
業
が
利
用
。利
用
の

仕
方
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
利
用
、役

員
ク
ラ
ス
で
の
会
議
等
、多
様
。

○
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議

論
す
る
場
の
価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

○
個
人
客
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

利
用
や
、企
業
の
研
修
や
福
利
厚
生
面
で
の
需

要
も
出
て
き
て
い
る
。

○
人
が
集
ま
る
意
味
が
見
直
さ
れ
、場
所
に
払

っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
人
材
育
成
や
従
業
員
同
士

の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

○
最
終
的
な
目
的
を「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」

と
し
て
推
進
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、地
域

と
の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑥ 

ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
東
京
都
文
京
区
）

○
比
較
的
若
い
年
代
含
め
て
幅
広
い
客
層
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。一
番
多
い
の
は
家
族
。首
都
圏

の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都
内
か
ら
の
宿
泊
。

○
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
か
っ
た
。想
定

を
超
え
る
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
あ
り
、

庭
を
じ
っ
く
り
散
策
す
る
人
も
増
え
た
。

○
お
客
様
か
ら
は
、「
自
粛
で
我
慢
し
て
い
る
中

で
、非
日
常
を
味
わ
え
た
」、「
少
し
遠
く
に
旅
行

に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
、お
客
様
そ
れ
ぞ

れ
に
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
後
も
、一
つ
の

旅
行
の
形
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
台
東
区
）

○
客
室
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
独
自
に
開
発
。

駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
付
加
。公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
訴

求
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
中
高
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、若
い
年
代
、30
代
〜
40
代
の
利
用
も
多
い
。

○
1
室
2
名
の
プ
ラ
ン
で
、夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
と

い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。

○
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東
京
都
内
か
ら
、

2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、1
割
が
関
東
圏
以
外

と
い
う
比
率
で
あ
る
。

○「
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た
」と
い
う
声
を
頂

く
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
こ
と

も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。お
客
様
へ
の
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。定
着
の
た
め
に
、常

に
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅

行
を
し
た
い
」と
い
う
人
が
確
実
に
存
在
し
、そ

れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
伺

え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、筆
者
が
取
材
し
た「
③
分
散
型

ホ
テ
ル
」の
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
松
尾
諒

介
氏
の
言
葉
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。そ
こ
に
対
し
て
、様
々
な
ご
相
談
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、ど
う
や
っ
て
安
心
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を
非
常
に

重
視
し
た
。ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な
く
、コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
面
で
、

不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
」に
、よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
事
例
を
取
材
し
執
筆
し

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
さ
れ
た

旅
行
ス
タ
イ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
〜

特
集
2
の
振
り
返
り

　
前
述
の
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
も
の

の
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
は
、各
種
の
報
道
等
を
見
て
も
間
違
い
な

い
。こ
こ
で
は
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り
上
げ
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、特
に
利

用
者
の
動
向
や
、観
光
事
業
者
等
の
今
後
の
意

向
等
を
中
心
に
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

　
な
お
、紙
面
の
関
係
上
、文
章
を
文
意
が
変
わ

ら
な
い
範
囲
で
省
略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

① 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

石
井
ス
ポ
ー
ツ

○
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
、キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
。4
、5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の
人
気
が
急
騰

し
て
き
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り
ソ
ロ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
の
女
性
が
先
導
し
て
い
る
。

雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場（
富
山
県
立
山
町
）

○
テ
ン
ト
の
張
り
数
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ

っ
た
。山
小
屋
利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に

加
え
、グ
ル
ー
プ
で
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張

る
。ソ
ロ
テ
ン
ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。混
雑
に

嫌
気
が
さ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、テ
ン
ト
の
中

で
は
一
人
、こ
の
気
分
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

乗
鞍
岳「
五
色
ヶ
原
の
森
」の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー○
完
全
予
約
制
と
し
た
。感
染
対
策
と
し
て
ガ

イ
ド
1
人
あ
た
り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。

○
8
月
以
降
は
徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、9

月
以
降
は
県
外
客
も
増
え
た
。シ
ー
ズ
ン
を
通

し
た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。

○
ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
。

上
高
地
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

○
8
月
の
来
訪
者
数
は
例
年
の
4
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月
は
5
割
、10
月
に
は
8

割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

○
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
。8
月
に
な
る
と
、現
地
に
行
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。10
月
に
は

「
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

○
上
高
地
全
体
の
訪
問
者
数
に
比
べ
る
と
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上
げ
は
よ
か
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル

○
実
質
的
に
は
7
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。

9
月
に
な
る
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増

え
て
き
た
。夏
以
降
は
好
調
で
あ
る
。

○
ソ
ロ
ま
た
は
少
人
数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ

ー
が
目
立
っ
た
。ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト

レ
イ
ル
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
賑
わ
っ
た
。

○
こ
れ
ま
で
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
縦
走

に
行
っ
て
い
た
人
、長
期
休
暇
が
取
り
づ
ら
か

っ
た
人
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
減
少
す
る

と
懸
念
す
る
も
の
の
、ス
ル
ー
ハ
イ
ク
な
ら
で

は
の
出
会
い
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

② 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

星
の
や
富
士（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

○「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た
い
」が「
煩

わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る
市
場
セ
グ

メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業
以
来
、高
稼

働
を
続
け
て
き
た
。

○
二
食
付
き
で
利
用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、

現
地
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

〇
ハ
ネ
ム
ー
ン
な
ど
同
行
者
と
の
大
切
な
時
間

を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
し
て
支

持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Snow
 P

eak FIELD
 SU

ITE
 H

A
K

U
B

A
 

K
ITA

O
N

E
 K

O
G

E
N

（
長
野
県
白
馬
村
）

○
快
適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、海

外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所
得
者
層
の
心
を
掴

む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

○
利
用
者
の
多
く
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対

す
る
経
験
値
は
低
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
自
然

を
感
じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
高
い
評
価
を
獲
得
し
、口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ

ら
な
る
集
客
に
繋
が
っ
た
。

○
夕
食
時
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」（
長
野
県
茅
野
市
）

○
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら

も
、屋
外（
も
り
）で
過
ご
せ
る
こ
と
が
顧
客
の

心
を
掴
ん
だ
。

○
利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ
プ
ル
、女
性

グ
ル
ー
プ
で
、子
供
や
女
性
で
も
快
適
に
利
用

で
き
る
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
最
初
期
の「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」と「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
、テ
ン
ト

泊
が
加
わ
り
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

③ 

分
散
型
ホ
テ
ル

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
社
、佐
原
商
家
町

ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A（
千
葉
県
佐
原
市
）

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
注
目
に
よ
り
、近

隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

○G
o T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

よ
り
、若
い
方
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、客

層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、客
室
で
ゆ

っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た
印
象
で
あ
る
。

○
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
5
年
10
年

か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ
た
変
化
が
早
ま
っ

た
。分
散
型
ホ
テ
ル
の
価
値
に
気
付
い
て
い
た

だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

N
I
P
P
O
N
I
A 

小
菅 

源
流
の
村（
山
梨
県
小
菅
村
）

○G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

客
層
も
20
代
前
半
、逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え
た
。

○
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、自
分
の
生

活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
の
来
訪
が
あ
っ

た
。

○
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
遮
断
さ
れ
、

よ
り
村
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

○
今
回
の
体
験
が
す
ご
く
印
象
的
で
、こ
の
暮

ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て
く
れ
た
方
が
き
っ
と

い
ら
っ
し
ゃ
る
。こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

は
じ
め
に

　
本
誌「
観
光
文
化
」で
は
、2
号
続
け
て「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
観
光
地
の
現
状
と
課
題
」を
特

集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。「
2
4
6
号

（
2
0
2
0
年
8
月
）」で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。ま
た
、「
2
4
7
号（
11
月
）」で

は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性
、新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。

地
域
の
現
場
と
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

の
時
々
の
現
状
と
課
題
を
抑
え
て
お
く
と
い
う

編
集
方
針
は
、当
財
団
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
性
の
強
い
本
誌
の
特
徴
を
活
か

す
も
の
で
あ
っ
た
と
、編
集
担
当
と
し
て
感
じ

て
い
る
。

　
夏
の「
2
4
6
号
」の
発
行
の
頃
に
は
、い
わ

ゆ
る
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）を
避
け
た「
新

し
い
生
活
様
式
」も
定
着
し
、国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
各
種
の
復
興
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る

と
、人
々
の
往
来
も
徐
々
に
増
え
、地
域
に
よ
っ

て
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
秋
の

「
2
4
7
号
」の
頃
に
は
、政
府
の「G

o
 T

o

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
が
効
を
奏
し
た
こ

と
も
あ
り
、旅
行
者
が
回
復
し
た
観
光
地
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て

は
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、密
を
回
避
し
な
が
ら
楽

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
い
う
言

葉
を
頂
く
」、「
お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
、お

客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
」と
感

慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
消
費
者
行
動

モ
デ
ル
に
「S

IP
S

」
が
あ
る
。「
共
感
す
る

（S
ym

p
ath

ize

）」か
ら
始
ま
り
、共
感
し
た
情

報
が
自
分
の
価
値
観
や
感
性
に
合
っ
て
い
る
か

を「
確
認（Id

e
n

tify

）」し
て
、「
参
加
す
る

（P
a
rticip

a
te

）」。そ
し
て
、感
性
を「
共
有

（S
h
are

）」し
、そ
れ
を「
広
め
て（S

p
read

）」

く
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
の
好
循
環
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、白
馬
村
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、「
世
界
水
準
の
、世
界
で
10
本
の

指
に
入
る
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」と
い
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
目
標
に
向

か
っ
て
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
和
田
氏
の「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
苦
し
い
が
、や

が
て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く
て

い
い
。」と
の
発
言
に
、福
島
氏
、倉
田
氏
も
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

て
き
た
先
進
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
者
の
旅
行
意
欲
を
喚
起
し
、実
際
の
旅
行

行
動
に
結
び
つ
け
、一
定
の
成
果
を
上
げ
、次
に

繋
が
る
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
心
強
い
。観
光
は
、魅
力
あ
る
経
験
価

値
を
提
案
、供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
特
集
4（
調
査
2
：
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）に
も
、2
0
2
1
年
の
旅
行
意
欲
は
決

し
て
低
く
な
い
と
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
化
、あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル

や
レ
ジ
ャ
ー
が
、今
後
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で〝
当
た

り
前
〞で
あ
っ
た
こ
と
が
、〝
当
た
り
前
〞で
な
く

な
る
と
い
う
、つ
ら
く
厳
し
い
経
験
を
味
わ
っ

て
き
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
中
で
も
、観
光
・
旅

行
分
野
で
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、需
要
を

創
出
し
て
き
た
。

　
今
後
、願
わ
く
は
、も
う
一
歩
進
め
て
、こ
れ

ま
で
か
け
声
ば
か
り
で
果
た
せ
な
か
っ
た
、「
滞

在
」と
い
う
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
た
い
。

　
日
本
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
は
、旅
行
目
的
や

旅
行
先
で
の
滞
在
活
動
は
多
様
化
し
つ
つ
も
、

沖
縄
な
ど
を
除
け
ば
、1
泊
2
日
の
旅
行
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
、各
種
の
調
査
か
ら
も
分
か

っ
て
い
る
。

　
旅
行
日
数
の
拡
大
に
は
、市
場（
需
要
）側
の

意
識
や
、休
暇
制
度
、有
給
休
暇
取
得
率
の
問

題
、観
光
地（
供
給
）側
の
対
応
と
い
っ
た
問
題

が
存
在
す
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、一
部
の

業
種
で
は
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、働
き
方
や
休
み
方
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
泊
旅
行
や
周
遊
旅
行
に

特
化
し
た
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
滞
在
型
に
変

え
て
い
く
こ
と
、例
え
ば
、宿
泊
施
設
の
多
様
化

や
、そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。白
馬
村
の
よ
う
に
、2
泊
、3
泊

し
て
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
に

は
何
が
必
要
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
、第

一
歩
と
な
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
環
境
や
そ
の
時
代

の
価
値
観
を
反
映
し
て
変
化
し
て
き
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、滞
在
し
て

楽
し
む
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
を「
新
し
い
当

た
り
前
」と
し
て
確
立
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

た
研
究
員
か
ら
は
、異
口
同
音
に
次
の
よ
う
な

趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

・
密
が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避

・
自
然
志
向
、健
康
志
向
の
拡
大

・
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大

・
ふ
れ
あ
い
、対
面
の
価
値
の
見
直
し

・
働
き
方
の
多
様
化
、時
間
の
自
由
度
の
高
ま
り

・
海
外
旅
行
の
制
限

・
国
や
自
治
体
に
よ
る
観
光
支
援
策
の
実
施

・
観
光
事
業
者
の
感
染
対
策
の
徹
底

・
観
光
事
業
者
に
よ
る
魅
力
あ
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案

・
参
加
の
し
や
す
さ
、手
軽
さ

と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、新
た
な

需
要
が
顕
在
化
し
た
。

　
例
え
ば
、特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）で
は
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
一
定
程
度
功
を
奏
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、今
後
の
利
用
意
向
で
は
あ
る
が
、オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層（
旅
行
頻
度
、旅
行
情
報
の

収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
）が
利
用
し
て

み
た
い【
宿
泊
施
設
】で
は
、比
較
的
高
級
な
施

設
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
分

散
型
ホ
テ
ル
」な
ど
も
一
定
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。今
後
拡
大
し
そ
う
な【
旅
行
の
新
形
態
】

で
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」が
6
割
台
の
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、利
用
の
き
っ
か
け
は

何
に
せ
よ
、そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
の
本
来
的
な
楽
し
さ
に
、利
用
者
が
気

づ
く
と
い
っ
た
状
況
が
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
に
繋
が
る
明
る
い
兆
し
で
あ
る
。

白
馬
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　
今
回
注
目
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

の
具
体
化
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
と
し
て
、白
馬
村
を
特
集
3（
白
馬

村
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
挑

戦
）で
取
り
上
げ
た
。

　
白
馬
村
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
2
月
に

開
催
さ
れ
た「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
会
場
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、実
際
、長
ら
く
冬
場

の
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
き

た
。通
年
雇
用
も
難
し
く
、生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、福

島
洋
次
郎
氏（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局

事
務
局
長
）、倉
田
保
緒
氏（
八
方
尾
根
開
発
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）、和
田
寛
氏（
株
式
会
社

岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）は
、口
々

に
、「
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。将
来
の
目
標
は
、〝
世
界
水
準

の
〞、も
し
く
は〝
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
〞、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
話
し
た
。

　
特
に
和
田
氏
は
、次
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ

っ
た
。

〇
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
。人
口
の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
よ
り
も
、95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た
方
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ
ア
に
は
あ
る

〇
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
意
味
で
は
、冬
は
と
も

か
く
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
増
や
す
こ
と
、リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
で
は
、ノ

ン
ス
キ
ー
や
登
山
を
し
な
い
人
が
遊
び
に
来
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

〇「
2
泊
3
日
、3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽
し
い

よ
ね
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、夏

を
含
め
て
作
っ
て
い
く
。

〇
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」と
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、イ
ン
フ
ラ
も
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
筆
者
が
、白
馬
村
と
し
て
の
戦
略
や
地
域
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
つ
い
て
聞
く
と
、福

島
氏
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
。顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ
て
、世

論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観
光
地
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る
。で
も
そ
れ

っ
て
面
白
く
な
い
。住
民
が
地
域
の
観
光
ア
セ

ッ
ト
や
自
然
資
産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

る
か
に
、一
番
注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思

う
。」と
話
し
た
。

　
福
島
氏
の
発
言
は
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
調
べ

て
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
と
い
う「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」的
な
発
想
が
有
効
な
の
か
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
観
光
地
を
本
当
に
魅
力
あ
る
場
所
に
変

え
て
い
け
る
の
か
、と
の
問
題
提
起
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
対
義
語
と
し
て
、自
分
が
売
れ
る
と
考

え
た
製
品
を
世
に
問
う「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
」と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
。観
光
地
経
営
に

あ
っ
て
も
、自
分
が
経
営
す
る
際
の
考
え（
コ
ン

セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
、こ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、白
馬
村
で
は
、八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設「S

n
o
w

 P
e
a
k
 F

IE
L

D
 

S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 K

IT
A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開
業
）」や
、白
馬
岩
岳
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10

月
開
業
）」な
ど
、冬
以
外
の
季
節
に
も
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て
、倉
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
た
。

○
お
客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、50
代

で
、50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
。

○
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、海
外
旅
行
に
行

く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。

〇
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
る
。従
来
の
観
光
と
は
違
う
ニ
ー
ズ

を
見
た
。

　
特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の

動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意

向
）で
は
、「
年
間
4
回
以
上
」と
高
頻
度
で
旅
行

を
し
て
い
る
層
を
中
心
に
、海
外
旅
行
に
回
る

予
定
だ
っ
た
消
費
額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還

流
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。同
施

設
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
客
層
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
倉
田
氏
は
、ま
た
、「
お
客
様
か
ら『
皆
さ
ん
こ

こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、熱
い
気
持
ち
を
感
じ

ま
と
め

　
我
が
国
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

に
伴
い
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
、将
来

的
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
。そ
う
し
た

中
、全
国
的
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
が

活
発
化
し
て
き
た
。

　
観
光
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
2
0
1
9
年
、日
本
国
内
計
で
の
旅
行
消
費

額
は
27
・
9
兆
円
で
あ
っ
た
。内
訳
は
、日
本
人

の
国
内
宿
泊
旅
行
17
・
2
兆
円（
61
・
4
％
）、日

本
人
の
国
内
日
帰
り
旅
行
4
・
8
兆
円（
17
・
1

％
）、日
本
人
の
海
外
旅
行〈
国
内
消
費
分
〉1
・

2
兆
円（
4
・
3
％
）、訪
日
外
国
人
の
旅
行
4
・

8
兆
円（
17
・
2
％
）で
あ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額
は
徐
々

に
拡
大
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
日
本
人
の
旅
行
消
費
額
が
8
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
に
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
合

戦
は
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
た
感
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が

立
ち
塞
が
り
、改
め
て
日
本
人
の
旅
行
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
、日
本

人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
は
、今
回
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、日
本
人
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、

安
心
安
全
に
配
慮
し
、蜜
を
避
け
、か
つ
魅
力
的

な
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案
を
行
っ

し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
今
回
の「
2
4
8
号（
2
0
2
1
年
2
月
）」で

は
、こ
れ
ら
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の

中
か
ら
、①
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
キ
ャ
ン

プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、②
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、③

分
散
型
ホ
テ
ル
、④
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
、⑤
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を

取
り
上
げ
て
、現
状
と
今
後
の
展
望
等
を
、地
域

や
関
係
事
業
者
へ
の
取
材
等
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

　
ま
ず
、日
本
人
の
旅
行
動
向
に
つ
い
て
概
観

し
た
い
。「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
、

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」で
、夏
休
み
期
間

中
の
8
月
を
取
り
上
げ
て
、2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
の
国
内
旅
行
の【
実
施
内
容
】を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、「
温
泉
や
自
然
が
豊
か
な
場
所

へ
の
旅
行（
35
・
8
％
↓
47
・
6
％
）」、「
1
泊
な

ど
の
短
期
滞
在
や
域
内
旅
行（
48
・
7
％
↓
64
・

4
％
）」、「
自
家
用
車
で
の
旅
行（
45
・
3
％
↓

69
・
7
％
）」、「
小
規
模
の
旅
館
に
宿
泊
す
る
旅

行（
10
・
2
％
↓
18
・
1
％
）」、「
夫
婦（
20
・
8
％

↓
24
・
8
％
）や
家
族（
6
・
0
％
↓
9
・
5
％
）と

い
っ
た
同
居
者
と
の
旅
行
」の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。不
特
定
多
数
と
の
接
触
を
避
け
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
収
束
後
の【
国
内
旅
行
意
向
】で
は
、69
・
8
％

が「
行
き
た
い
」と
答
え
、【
旅
行
の
動
機
】（「
旅

先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て（
62
・
4
％
↓
64
・

7
％
）」、「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

（
59
・
8
↓
62
・
1
％
）」、「
思
い
出
を
つ
く
る
た

め（
54
・
7
％
↓
53
.
7
％
）」）や
、【
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
】（「
自
然
観
光（
49
・
8
％
↓

47
・
6
％
）」、「
温
泉（
49
・
8
％
↓
46
・
9
％
）」、

「
グ
ル
メ（
42
・
3
％
↓
41
・
1
％
）」）に
は
、大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、【
旅
行
先
の
選
び
方
や
旅
行
中
の
行

動
】は
、「
公
衆
衛
生
の
徹
底（
自
由
記
述
1
7
4

件
）」や「
密
の
回
避（
自
由
記
述
1
7
2
件
）」を

意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

　
旅
行
に
対
す
る
欲
求
や
意
識
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、ゆ
る
が
な
い
本
質
的
な
部
分
と
、

影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
部
分
と
が
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
な
お
、2
0
2
0
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に

か
け
て
行
っ
た
緊
急
調
査（
J
T
B
F
旅
行
意

識
調
査
）の
結
果
は
、特
集
1（
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
経
験
と
意
向
の
実
態
）と
し
て

ま
と
め
て
い
る
が
、こ
こ
1
年
間
の
旅
行
の【
参

加
経
験
】は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」、「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
多
か
っ
た
。ま
た
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
相
当
す
る
旅
行
の
経
験
率
も

比
較
的
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の【
参
加
意
向
】で
は
、密
を
避
け
や
す

い
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
か
っ
た
一
方
で
、現
時

点
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」は
、認
知
度
も
参
加
意
欲
も
高
く
は
な
く
、

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
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④ 

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
山
口
県
宇
部
市
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目
的
は
当
初
か

ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
っ
た
。一
定
の
皆
様
に
情
報

が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
特
に
地
域
の「
人
」そ
の
も
の
が
魅
力
で
あ

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
単
体
で
は
な
く
、リ
ア

ル
ツ
ア
ー
や
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

琴
平
バ
ス（
香
川
県
琴
平
町
）

○
リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
同
様
に
、お
客
様
一

人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
11
月
1
日
時
点
で
9
8
5
名
の
集

客
、97
本
の
催
行
、14
種
類
の
企
画
・
コ
ー
ス
を

生
み
出
し
て
い
る
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
全
国
、世
界
か
ら
参

加
が
可
能
。旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、障
害

者
の
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は「
新
し
い
旅
の
形
の

一
つ
」。リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
相
互
に
補
完

し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手
段
と
捉
え

て
い
る
。

ベ
ル
ト
ラ（
東
京
都
中
央
区
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も「
心
を
揺
さ
ぶ
る

旅
の
体
験
を
提
供
す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
一
貫
し
て
い
る
。

○
現
地
ガ
イ
ド
と
企
画
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー
」に
は
、7
月
の
提
供
開
始
か
ら
5
ヶ

月
ほ
ど
で
1
万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を

得
て
い
る
。

○
人
気
は
、普
段
行
け
な
い
、体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
。リ
ア
ル

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観
光
を
楽
し
む

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

○
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

日
本
各
地
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
知
り
、現
在

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、人
々
と
交
流
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高
め
る
有

効
な
手
段
に
な
り
得
る
。

⑤ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

有
馬
温
泉（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る
方
々
が
有
馬

温
泉
に
増
え
た
こ
と
で
、「
格
好
が
違
う
」客
層
、

い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え
た
。

○「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
あ
り
得
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊
需
要

獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

○
企
業
と
の
連
携
、ま
た
兵
庫
県
や
神
戸
市
、周

辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ

る
。

三
菱
地
所（
東
京
都
千
代
田
区
）

○「W
O

R
K
×

ation
 S

ite 

軽
井
沢
」（
長
野
県

軽
井
沢
町
）は
、様
々
な
企
業
が
利
用
。利
用
の

仕
方
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
利
用
、役

員
ク
ラ
ス
で
の
会
議
等
、多
様
。

○
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議

論
す
る
場
の
価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

○
個
人
客
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

利
用
や
、企
業
の
研
修
や
福
利
厚
生
面
で
の
需

要
も
出
て
き
て
い
る
。

○
人
が
集
ま
る
意
味
が
見
直
さ
れ
、場
所
に
払

っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
人
材
育
成
や
従
業
員
同
士

の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

○
最
終
的
な
目
的
を「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」

と
し
て
推
進
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、地
域

と
の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑥ 

ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
東
京
都
文
京
区
）

○
比
較
的
若
い
年
代
含
め
て
幅
広
い
客
層
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。一
番
多
い
の
は
家
族
。首
都
圏

の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都
内
か
ら
の
宿
泊
。

○
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
か
っ
た
。想
定

を
超
え
る
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
あ
り
、

庭
を
じ
っ
く
り
散
策
す
る
人
も
増
え
た
。

○
お
客
様
か
ら
は
、「
自
粛
で
我
慢
し
て
い
る
中

で
、非
日
常
を
味
わ
え
た
」、「
少
し
遠
く
に
旅
行

に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
、お
客
様
そ
れ
ぞ

れ
に
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
後
も
、一
つ
の

旅
行
の
形
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
台
東
区
）

○
客
室
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
独
自
に
開
発
。

駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
付
加
。公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
訴

求
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
中
高
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、若
い
年
代
、30
代
〜
40
代
の
利
用
も
多
い
。

○
1
室
2
名
の
プ
ラ
ン
で
、夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
と

い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。

○
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東
京
都
内
か
ら
、

2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、1
割
が
関
東
圏
以
外

と
い
う
比
率
で
あ
る
。

○「
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た
」と
い
う
声
を
頂

く
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
こ
と

も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。お
客
様
へ
の
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。定
着
の
た
め
に
、常

に
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅

行
を
し
た
い
」と
い
う
人
が
確
実
に
存
在
し
、そ

れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
伺

え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、筆
者
が
取
材
し
た「
③
分
散
型

ホ
テ
ル
」の
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
松
尾
諒

介
氏
の
言
葉
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。そ
こ
に
対
し
て
、様
々
な
ご
相
談
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、ど
う
や
っ
て
安
心
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を
非
常
に

重
視
し
た
。ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な
く
、コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
面
で
、

不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
」に
、よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
事
例
を
取
材
し
執
筆
し

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
さ
れ
た

旅
行
ス
タ
イ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
〜

特
集
2
の
振
り
返
り

　
前
述
の
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
も
の

の
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
は
、各
種
の
報
道
等
を
見
て
も
間
違
い
な

い
。こ
こ
で
は
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り
上
げ
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、特
に
利

用
者
の
動
向
や
、観
光
事
業
者
等
の
今
後
の
意

向
等
を
中
心
に
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

　
な
お
、紙
面
の
関
係
上
、文
章
を
文
意
が
変
わ

ら
な
い
範
囲
で
省
略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

① 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

石
井
ス
ポ
ー
ツ

○
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
、キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
。4
、5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の
人
気
が
急
騰

し
て
き
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り
ソ
ロ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
の
女
性
が
先
導
し
て
い
る
。

雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場（
富
山
県
立
山
町
）

○
テ
ン
ト
の
張
り
数
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ

っ
た
。山
小
屋
利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に

加
え
、グ
ル
ー
プ
で
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張

る
。ソ
ロ
テ
ン
ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。混
雑
に

嫌
気
が
さ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、テ
ン
ト
の
中

で
は
一
人
、こ
の
気
分
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

乗
鞍
岳「
五
色
ヶ
原
の
森
」の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー○
完
全
予
約
制
と
し
た
。感
染
対
策
と
し
て
ガ

イ
ド
1
人
あ
た
り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。

○
8
月
以
降
は
徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、9

月
以
降
は
県
外
客
も
増
え
た
。シ
ー
ズ
ン
を
通

し
た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。

○
ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
。

上
高
地
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

○
8
月
の
来
訪
者
数
は
例
年
の
4
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月
は
5
割
、10
月
に
は
8

割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

○
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
。8
月
に
な
る
と
、現
地
に
行
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。10
月
に
は

「
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

○
上
高
地
全
体
の
訪
問
者
数
に
比
べ
る
と
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上
げ
は
よ
か
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル

○
実
質
的
に
は
7
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。

9
月
に
な
る
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増

え
て
き
た
。夏
以
降
は
好
調
で
あ
る
。

○
ソ
ロ
ま
た
は
少
人
数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ

ー
が
目
立
っ
た
。ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト

レ
イ
ル
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
賑
わ
っ
た
。

○
こ
れ
ま
で
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
縦
走

に
行
っ
て
い
た
人
、長
期
休
暇
が
取
り
づ
ら
か

っ
た
人
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
減
少
す
る

と
懸
念
す
る
も
の
の
、ス
ル
ー
ハ
イ
ク
な
ら
で

は
の
出
会
い
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

② 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

星
の
や
富
士（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

○「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た
い
」が「
煩

わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る
市
場
セ
グ

メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業
以
来
、高
稼

働
を
続
け
て
き
た
。

○
二
食
付
き
で
利
用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、

現
地
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

〇
ハ
ネ
ム
ー
ン
な
ど
同
行
者
と
の
大
切
な
時
間

を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
し
て
支

持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Snow
 P

eak FIELD
 SU

ITE
 H

A
K

U
B

A
 

K
ITA

O
N

E
 K

O
G

E
N

（
長
野
県
白
馬
村
）

○
快
適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、海

外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所
得
者
層
の
心
を
掴

む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

○
利
用
者
の
多
く
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対

す
る
経
験
値
は
低
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
自
然

を
感
じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
高
い
評
価
を
獲
得
し
、口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ

ら
な
る
集
客
に
繋
が
っ
た
。

○
夕
食
時
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」（
長
野
県
茅
野
市
）

○
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら

も
、屋
外（
も
り
）で
過
ご
せ
る
こ
と
が
顧
客
の

心
を
掴
ん
だ
。

○
利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ
プ
ル
、女
性

グ
ル
ー
プ
で
、子
供
や
女
性
で
も
快
適
に
利
用

で
き
る
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
最
初
期
の「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」と「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
、テ
ン
ト

泊
が
加
わ
り
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

③ 

分
散
型
ホ
テ
ル

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
社
、佐
原
商
家
町

ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A（
千
葉
県
佐
原
市
）

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
注
目
に
よ
り
、近

隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

○G
o T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

よ
り
、若
い
方
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、客

層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、客
室
で
ゆ

っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た
印
象
で
あ
る
。

○
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
5
年
10
年

か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ
た
変
化
が
早
ま
っ

た
。分
散
型
ホ
テ
ル
の
価
値
に
気
付
い
て
い
た

だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

N
I
P
P
O
N
I
A 

小
菅 

源
流
の
村（
山
梨
県
小
菅
村
）

○G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

客
層
も
20
代
前
半
、逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え
た
。

○
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、自
分
の
生

活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
の
来
訪
が
あ
っ

た
。

○
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
遮
断
さ
れ
、

よ
り
村
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

○
今
回
の
体
験
が
す
ご
く
印
象
的
で
、こ
の
暮

ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て
く
れ
た
方
が
き
っ
と

い
ら
っ
し
ゃ
る
。こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

は
じ
め
に

　
本
誌「
観
光
文
化
」で
は
、2
号
続
け
て「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
観
光
地
の
現
状
と
課
題
」を
特

集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。「
2
4
6
号

（
2
0
2
0
年
8
月
）」で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。ま
た
、「
2
4
7
号（
11
月
）」で

は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性
、新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。

地
域
の
現
場
と
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

の
時
々
の
現
状
と
課
題
を
抑
え
て
お
く
と
い
う

編
集
方
針
は
、当
財
団
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
性
の
強
い
本
誌
の
特
徴
を
活
か

す
も
の
で
あ
っ
た
と
、編
集
担
当
と
し
て
感
じ

て
い
る
。

　
夏
の「
2
4
6
号
」の
発
行
の
頃
に
は
、い
わ

ゆ
る
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）を
避
け
た「
新

し
い
生
活
様
式
」も
定
着
し
、国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
各
種
の
復
興
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る

と
、人
々
の
往
来
も
徐
々
に
増
え
、地
域
に
よ
っ

て
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
秋
の

「
2
4
7
号
」の
頃
に
は
、政
府
の「G

o
 T

o

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
が
効
を
奏
し
た
こ

と
も
あ
り
、旅
行
者
が
回
復
し
た
観
光
地
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て

は
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、密
を
回
避
し
な
が
ら
楽

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
い
う
言

葉
を
頂
く
」、「
お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
、お

客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
」と
感

慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
消
費
者
行
動

モ
デ
ル
に
「S

IP
S

」
が
あ
る
。「
共
感
す
る

（S
ym

p
ath

ize

）」か
ら
始
ま
り
、共
感
し
た
情

報
が
自
分
の
価
値
観
や
感
性
に
合
っ
て
い
る
か

を「
確
認（Id

e
n

tify

）」し
て
、「
参
加
す
る

（P
a
rticip

a
te

）」。そ
し
て
、感
性
を「
共
有

（S
h
are

）」し
、そ
れ
を「
広
め
て（S

p
read

）」

く
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
の
好
循
環
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、白
馬
村
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、「
世
界
水
準
の
、世
界
で
10
本
の

指
に
入
る
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」と
い
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
目
標
に
向

か
っ
て
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
和
田
氏
の「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
苦
し
い
が
、や

が
て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く
て

い
い
。」と
の
発
言
に
、福
島
氏
、倉
田
氏
も
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

て
き
た
先
進
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
者
の
旅
行
意
欲
を
喚
起
し
、実
際
の
旅
行

行
動
に
結
び
つ
け
、一
定
の
成
果
を
上
げ
、次
に

繋
が
る
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
心
強
い
。観
光
は
、魅
力
あ
る
経
験
価

値
を
提
案
、供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
特
集
4（
調
査
2
：
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）に
も
、2
0
2
1
年
の
旅
行
意
欲
は
決

し
て
低
く
な
い
と
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
化
、あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル

や
レ
ジ
ャ
ー
が
、今
後
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で〝
当
た

り
前
〞で
あ
っ
た
こ
と
が
、〝
当
た
り
前
〞で
な
く

な
る
と
い
う
、つ
ら
く
厳
し
い
経
験
を
味
わ
っ

て
き
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
中
で
も
、観
光
・
旅

行
分
野
で
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、需
要
を

創
出
し
て
き
た
。

　
今
後
、願
わ
く
は
、も
う
一
歩
進
め
て
、こ
れ

ま
で
か
け
声
ば
か
り
で
果
た
せ
な
か
っ
た
、「
滞

在
」と
い
う
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
た
い
。

　
日
本
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
は
、旅
行
目
的
や

旅
行
先
で
の
滞
在
活
動
は
多
様
化
し
つ
つ
も
、

沖
縄
な
ど
を
除
け
ば
、1
泊
2
日
の
旅
行
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
、各
種
の
調
査
か
ら
も
分
か

っ
て
い
る
。

　
旅
行
日
数
の
拡
大
に
は
、市
場（
需
要
）側
の

意
識
や
、休
暇
制
度
、有
給
休
暇
取
得
率
の
問

題
、観
光
地（
供
給
）側
の
対
応
と
い
っ
た
問
題

が
存
在
す
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、一
部
の

業
種
で
は
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、働
き
方
や
休
み
方
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
泊
旅
行
や
周
遊
旅
行
に

特
化
し
た
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
滞
在
型
に
変

え
て
い
く
こ
と
、例
え
ば
、宿
泊
施
設
の
多
様
化

や
、そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。白
馬
村
の
よ
う
に
、2
泊
、3
泊

し
て
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
に

は
何
が
必
要
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
、第

一
歩
と
な
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
環
境
や
そ
の
時
代

の
価
値
観
を
反
映
し
て
変
化
し
て
き
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、滞
在
し
て

楽
し
む
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
を「
新
し
い
当

た
り
前
」と
し
て
確
立
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

た
研
究
員
か
ら
は
、異
口
同
音
に
次
の
よ
う
な

趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

・
密
が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避

・
自
然
志
向
、健
康
志
向
の
拡
大

・
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大

・
ふ
れ
あ
い
、対
面
の
価
値
の
見
直
し

・
働
き
方
の
多
様
化
、時
間
の
自
由
度
の
高
ま
り

・
海
外
旅
行
の
制
限

・
国
や
自
治
体
に
よ
る
観
光
支
援
策
の
実
施

・
観
光
事
業
者
の
感
染
対
策
の
徹
底

・
観
光
事
業
者
に
よ
る
魅
力
あ
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案

・
参
加
の
し
や
す
さ
、手
軽
さ

と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、新
た
な

需
要
が
顕
在
化
し
た
。

　
例
え
ば
、特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）で
は
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
一
定
程
度
功
を
奏
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、今
後
の
利
用
意
向
で
は
あ
る
が
、オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層（
旅
行
頻
度
、旅
行
情
報
の

収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
）が
利
用
し
て

み
た
い【
宿
泊
施
設
】で
は
、比
較
的
高
級
な
施

設
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
分

散
型
ホ
テ
ル
」な
ど
も
一
定
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。今
後
拡
大
し
そ
う
な【
旅
行
の
新
形
態
】

で
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」が
6
割
台
の
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、利
用
の
き
っ
か
け
は

何
に
せ
よ
、そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
の
本
来
的
な
楽
し
さ
に
、利
用
者
が
気

づ
く
と
い
っ
た
状
況
が
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
に
繋
が
る
明
る
い
兆
し
で
あ
る
。

白
馬
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　
今
回
注
目
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

の
具
体
化
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
と
し
て
、白
馬
村
を
特
集
3（
白
馬

村
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
挑

戦
）で
取
り
上
げ
た
。

　
白
馬
村
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
2
月
に

開
催
さ
れ
た「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
会
場
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、実
際
、長
ら
く
冬
場

の
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
き

た
。通
年
雇
用
も
難
し
く
、生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、福

島
洋
次
郎
氏（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局

事
務
局
長
）、倉
田
保
緒
氏（
八
方
尾
根
開
発
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）、和
田
寛
氏（
株
式
会
社

岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）は
、口
々

に
、「
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。将
来
の
目
標
は
、〝
世
界
水
準

の
〞、も
し
く
は〝
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
〞、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
話
し
た
。

　
特
に
和
田
氏
は
、次
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ

っ
た
。

〇
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
。人
口
の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
よ
り
も
、95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た
方
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ
ア
に
は
あ
る

〇
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
意
味
で
は
、冬
は
と
も

か
く
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
増
や
す
こ
と
、リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
で
は
、ノ

ン
ス
キ
ー
や
登
山
を
し
な
い
人
が
遊
び
に
来
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

〇「
2
泊
3
日
、3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽
し
い

よ
ね
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、夏

を
含
め
て
作
っ
て
い
く
。

〇
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」と
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、イ
ン
フ
ラ
も
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
筆
者
が
、白
馬
村
と
し
て
の
戦
略
や
地
域
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
つ
い
て
聞
く
と
、福

島
氏
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
。顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ
て
、世

論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観
光
地
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る
。で
も
そ
れ

っ
て
面
白
く
な
い
。住
民
が
地
域
の
観
光
ア
セ

ッ
ト
や
自
然
資
産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

る
か
に
、一
番
注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思

う
。」と
話
し
た
。

　
福
島
氏
の
発
言
は
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
調
べ

て
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
と
い
う「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」的
な
発
想
が
有
効
な
の
か
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
観
光
地
を
本
当
に
魅
力
あ
る
場
所
に
変

え
て
い
け
る
の
か
、と
の
問
題
提
起
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
対
義
語
と
し
て
、自
分
が
売
れ
る
と
考

え
た
製
品
を
世
に
問
う「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
」と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
。観
光
地
経
営
に

あ
っ
て
も
、自
分
が
経
営
す
る
際
の
考
え（
コ
ン

セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
、こ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、白
馬
村
で
は
、八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設「S

n
o
w

 P
e
a
k
 F

IE
L

D
 

S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 K

IT
A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開
業
）」や
、白
馬
岩
岳
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10

月
開
業
）」な
ど
、冬
以
外
の
季
節
に
も
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て
、倉
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
た
。

○
お
客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、50
代

で
、50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
。

○
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、海
外
旅
行
に
行

く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。

〇
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
る
。従
来
の
観
光
と
は
違
う
ニ
ー
ズ

を
見
た
。

　
特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の

動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意

向
）で
は
、「
年
間
4
回
以
上
」と
高
頻
度
で
旅
行

を
し
て
い
る
層
を
中
心
に
、海
外
旅
行
に
回
る

予
定
だ
っ
た
消
費
額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還

流
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。同
施

設
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
客
層
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
倉
田
氏
は
、ま
た
、「
お
客
様
か
ら『
皆
さ
ん
こ

こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、熱
い
気
持
ち
を
感
じ

ま
と
め

　
我
が
国
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

に
伴
い
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
、将
来

的
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
。そ
う
し
た

中
、全
国
的
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
が

活
発
化
し
て
き
た
。

　
観
光
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
2
0
1
9
年
、日
本
国
内
計
で
の
旅
行
消
費

額
は
27
・
9
兆
円
で
あ
っ
た
。内
訳
は
、日
本
人

の
国
内
宿
泊
旅
行
17
・
2
兆
円（
61
・
4
％
）、日

本
人
の
国
内
日
帰
り
旅
行
4
・
8
兆
円（
17
・
1

％
）、日
本
人
の
海
外
旅
行〈
国
内
消
費
分
〉1
・

2
兆
円（
4
・
3
％
）、訪
日
外
国
人
の
旅
行
4
・

8
兆
円（
17
・
2
％
）で
あ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額
は
徐
々

に
拡
大
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
日
本
人
の
旅
行
消
費
額
が
8
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
に
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
合

戦
は
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
た
感
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が

立
ち
塞
が
り
、改
め
て
日
本
人
の
旅
行
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
、日
本

人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
は
、今
回
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、日
本
人
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、

安
心
安
全
に
配
慮
し
、蜜
を
避
け
、か
つ
魅
力
的

な
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案
を
行
っ

し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
今
回
の「
2
4
8
号（
2
0
2
1
年
2
月
）」で

は
、こ
れ
ら
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の

中
か
ら
、①
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
キ
ャ
ン

プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、②
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、③

分
散
型
ホ
テ
ル
、④
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
、⑤
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を

取
り
上
げ
て
、現
状
と
今
後
の
展
望
等
を
、地
域

や
関
係
事
業
者
へ
の
取
材
等
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

　
ま
ず
、日
本
人
の
旅
行
動
向
に
つ
い
て
概
観

し
た
い
。「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
、

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」で
、夏
休
み
期
間

中
の
8
月
を
取
り
上
げ
て
、2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
の
国
内
旅
行
の【
実
施
内
容
】を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、「
温
泉
や
自
然
が
豊
か
な
場
所

へ
の
旅
行（
35
・
8
％
↓
47
・
6
％
）」、「
1
泊
な

ど
の
短
期
滞
在
や
域
内
旅
行（
48
・
7
％
↓
64
・

4
％
）」、「
自
家
用
車
で
の
旅
行（
45
・
3
％
↓

69
・
7
％
）」、「
小
規
模
の
旅
館
に
宿
泊
す
る
旅

行（
10
・
2
％
↓
18
・
1
％
）」、「
夫
婦（
20
・
8
％

↓
24
・
8
％
）や
家
族（
6
・
0
％
↓
9
・
5
％
）と

い
っ
た
同
居
者
と
の
旅
行
」の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。不
特
定
多
数
と
の
接
触
を
避
け
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
収
束
後
の【
国
内
旅
行
意
向
】で
は
、69
・
8
％

が「
行
き
た
い
」と
答
え
、【
旅
行
の
動
機
】（「
旅

先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て（
62
・
4
％
↓
64
・

7
％
）」、「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

（
59
・
8
↓
62
・
1
％
）」、「
思
い
出
を
つ
く
る
た

め（
54
・
7
％
↓
53
.
7
％
）」）や
、【
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
】（「
自
然
観
光（
49
・
8
％
↓

47
・
6
％
）」、「
温
泉（
49
・
8
％
↓
46
・
9
％
）」、

「
グ
ル
メ（
42
・
3
％
↓
41
・
1
％
）」）に
は
、大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、【
旅
行
先
の
選
び
方
や
旅
行
中
の
行

動
】は
、「
公
衆
衛
生
の
徹
底（
自
由
記
述
1
7
4

件
）」や「
密
の
回
避（
自
由
記
述
1
7
2
件
）」を

意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

　
旅
行
に
対
す
る
欲
求
や
意
識
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、ゆ
る
が
な
い
本
質
的
な
部
分
と
、

影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
部
分
と
が
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
な
お
、2
0
2
0
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に

か
け
て
行
っ
た
緊
急
調
査（
J
T
B
F
旅
行
意

識
調
査
）の
結
果
は
、特
集
1（
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
経
験
と
意
向
の
実
態
）と
し
て

ま
と
め
て
い
る
が
、こ
こ
1
年
間
の
旅
行
の【
参

加
経
験
】は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」、「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
多
か
っ
た
。ま
た
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
相
当
す
る
旅
行
の
経
験
率
も

比
較
的
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の【
参
加
意
向
】で
は
、密
を
避
け
や
す

い
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
か
っ
た
一
方
で
、現
時

点
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」は
、認
知
度
も
参
加
意
欲
も
高
く
は
な
く
、

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

資料
公益財団法人日本交通公社

「新型コロナウイルス感染症流行下の日本人旅行者の動向」
https://www.jtb.or.jp/research/theme/statistics/
statistics-tourist/
https://www.jtb.or.jp/wp-content/uploads/2021/01/
gallery-kikaku-2021-1-3.pdf

公益財団法人日本交通公社
「温泉まちづくり 
2012年度温泉まちづくり研究会ディスカッション記録」

（小林英俊、久保田美穂子、吉澤清良）
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/
onmachi-report/onmachi-report-2012/
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④ 

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体
験

宇
部
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
山
口
県
宇
部
市
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
目
的
は
当
初
か

ら
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活
用
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
で
あ
っ
た
。一
定
の
皆
様
に
情
報

が
確
実
に
届
く
点
が
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
特
に
地
域
の「
人
」そ
の
も
の
が
魅
力
で
あ

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
単
体
で
は
な
く
、リ
ア

ル
ツ
ア
ー
や
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

琴
平
バ
ス（
香
川
県
琴
平
町
）

○
リ
ア
ル
な
バ
ス
ツ
ア
ー
同
様
に
、お
客
様
一

人
一
人
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

2
0
2
0
年
11
月
1
日
時
点
で
9
8
5
名
の
集

客
、97
本
の
催
行
、14
種
類
の
企
画
・
コ
ー
ス
を

生
み
出
し
て
い
る
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
全
国
、世
界
か
ら
参

加
が
可
能
。旅
行
に
行
き
づ
ら
い
高
齢
者
、障
害

者
の
方
の
参
加
も
あ
っ
た
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は「
新
し
い
旅
の
形
の

一
つ
」。リ
ア
ル
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
相
互
に
補
完

し
な
が
ら
観
光
の
価
値
を
高
め
る
手
段
と
捉
え

て
い
る
。

ベ
ル
ト
ラ（
東
京
都
中
央
区
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も「
心
を
揺
さ
ぶ
る

旅
の
体
験
を
提
供
す
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
一
貫
し
て
い
る
。

○
現
地
ガ
イ
ド
と
企
画
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア

カ
デ
ミ
ー
」に
は
、7
月
の
提
供
開
始
か
ら
5
ヶ

月
ほ
ど
で
1
万
7
0
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を

得
て
い
る
。

○
人
気
は
、普
段
行
け
な
い
、体
験
で
き
な
い
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ
ア
ー
。リ
ア
ル

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
観
光
を
楽
し
む

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

○
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、

日
本
各
地
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
知
り
、現
在

の
暮
ら
し
を
体
験
し
、人
々
と
交
流
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、安
心
感
と
来
訪
意
欲
を
高
め
る
有

効
な
手
段
に
な
り
得
る
。

⑤ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

有
馬
温
泉（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
滞
在
す
る
方
々
が
有
馬

温
泉
に
増
え
た
こ
と
で
、「
格
好
が
違
う
」客
層
、

い
わ
ば「
普
段
着
」の
方
が
増
え
た
。

○「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
あ
り
得
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
宿
泊
需
要

獲
得
の
切
り
口
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

○
企
業
と
の
連
携
、ま
た
兵
庫
県
や
神
戸
市
、周

辺
地
域
と
の
連
携
で
の
取
組
み
も
考
え
ら
れ

る
。

三
菱
地
所（
東
京
都
千
代
田
区
）

○「W
O

R
K
×

ation
 S

ite 

軽
井
沢
」（
長
野
県

軽
井
沢
町
）は
、様
々
な
企
業
が
利
用
。利
用
の

仕
方
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
利
用
、役

員
ク
ラ
ス
で
の
会
議
等
、多
様
。

○
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、リ
ア
ル
に
集
ま
っ
て
議

論
す
る
場
の
価
値
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

非
日
常
的
な
特
別
な
空
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
、効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

○
個
人
客
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

利
用
や
、企
業
の
研
修
や
福
利
厚
生
面
で
の
需

要
も
出
て
き
て
い
る
。

○
人
が
集
ま
る
意
味
が
見
直
さ
れ
、場
所
に
払

っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
人
材
育
成
や
従
業
員
同
士

の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

○
最
終
的
な
目
的
を「
県
外
企
業
の
沖
縄
進
出
」

と
し
て
推
進
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

意
味
を
地
域
側
も
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、地
域

と
の
接
点
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

⑥ 

ホ
テ
ル
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
東
京
都
文
京
区
）

○
比
較
的
若
い
年
代
含
め
て
幅
広
い
客
層
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。一
番
多
い
の
は
家
族
。首
都
圏

の
1
都
3
県
か
ら
の
来
訪
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
う
ち
6
〜
7
割
が
都
内
か
ら
の
宿
泊
。

○
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま

で
、時
間
を
目
一
杯
使
う
人
が
多
か
っ
た
。想
定

を
超
え
る
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
あ
り
、

庭
を
じ
っ
く
り
散
策
す
る
人
も
増
え
た
。

○
お
客
様
か
ら
は
、「
自
粛
で
我
慢
し
て
い
る
中

で
、非
日
常
を
味
わ
え
た
」、「
少
し
遠
く
に
旅
行

に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
た
」と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
、お
客
様
そ
れ
ぞ

れ
に
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
後
も
、一
つ
の

旅
行
の
形
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル（
東
京
都
台
東
区
）

○
客
室
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
独
自
に
開
発
。

駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
付
加
。公
共
交
通

で
の
3
密
を
避
け
た
い
と
い
う
お
客
様
に
は
訴

求
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

○
中
高
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、若
い
年
代
、30
代
〜
40
代
の
利
用
も
多
い
。

○
1
室
2
名
の
プ
ラ
ン
で
、夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
と

い
っ
た
男
女
の
ペ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。

○
利
用
さ
れ
る
方
の
7
割
が
東
京
都
内
か
ら
、

2
割
が
そ
の
他
関
東
圏
、1
割
が
関
東
圏
以
外

と
い
う
比
率
で
あ
る
。

○「
料
理
が
期
待
以
上
だ
っ
た
」と
い
う
声
を
頂

く
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
眺
望
を
楽
し
め
る
こ
と

も
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
は
継
続
し
て
い
く
予

定
。お
客
様
へ
の
新
し
い
価
値
を
掘
り
起
こ
せ

た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。定
着
の
た
め
に
、常

に
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅

行
を
し
た
い
」と
い
う
人
が
確
実
に
存
在
し
、そ

れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
伺

え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、筆
者
が
取
材
し
た「
③
分
散
型

ホ
テ
ル
」の
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
松
尾
諒

介
氏
の
言
葉
、「
お
客
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
旅
行

に
行
き
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。そ
こ
に
対
し
て
、様
々
な
ご
相
談
へ

の
対
応
な
ど
も
含
め
て
、ど
う
や
っ
て
安
心
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
点
を
非
常
に

重
視
し
た
。ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
は
な
く
、コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
面
で
、

不
安
を
解
消
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
っ
て
い
る
」に
、よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
事
例
を
取
材
し
執
筆
し

コ
ロ
ナ
禍
に
注
目
さ
れ
た

旅
行
ス
タ
イ
ル
や

レ
ジ
ャ
ー
の
動
向
〜

特
集
2
の
振
り
返
り

　
前
述
の
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
も
の

の
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
は
、各
種
の
報
道
等
を
見
て
も
間
違
い
な

い
。こ
こ
で
は
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り
上
げ
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、特
に
利

用
者
の
動
向
や
、観
光
事
業
者
等
の
今
後
の
意

向
等
を
中
心
に
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

　
な
お
、紙
面
の
関
係
上
、文
章
を
文
意
が
変
わ

ら
な
い
範
囲
で
省
略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

① 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

石
井
ス
ポ
ー
ツ

○
ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
、キ
ャ
ン
プ
関
連
商
品
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
。4
、5
年
ほ
ど
前
か
ら
登

山
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
の
人
気
が
急
騰

し
て
き
た
。仲
間
で
と
い
う
よ
り
ソ
ロ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
30
歳
代
後
半

か
ら
40
歳
代
の
女
性
が
先
導
し
て
い
る
。

雷
鳥
沢
キ
ャ
ン
プ
場（
富
山
県
立
山
町
）

○
テ
ン
ト
の
張
り
数
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
だ

っ
た
。山
小
屋
利
用
者
の
テ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
に

加
え
、グ
ル
ー
プ
で
も
人
数
分
の
テ
ン
ト
を
張

る
。ソ
ロ
テ
ン
ト
ブ
ー
ム
も
重
な
っ
た
。混
雑
に

嫌
気
が
さ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、テ
ン
ト
の
中

で
は
一
人
、こ
の
気
分
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

乗
鞍
岳「
五
色
ヶ
原
の
森
」の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー○
完
全
予
約
制
と
し
た
。感
染
対
策
と
し
て
ガ

イ
ド
1
人
あ
た
り
の
人
数
を
少
な
く
し
た
。

○
8
月
以
降
は
徐
々
に
利
用
者
が
増
加
し
、9

月
以
降
は
県
外
客
も
増
え
た
。シ
ー
ズ
ン
を
通

し
た
利
用
者
数
は
こ
の
5
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
。

○
ガ
イ
ド
ら
の
情
報
発
信
の
よ
う
な
小
さ
な
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
効
い
た
。

上
高
地
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

○
8
月
の
来
訪
者
数
は
例
年
の
4
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
の
、9
月
は
5
割
、10
月
に
は
8

割
程
度
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

○
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
を
実
施
し
た
。8
月
に
な
る
と
、現
地
に
行
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
爆
発
し
た
。10
月
に
は

「
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
を
使
い
切
る
た
め
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

○
上
高
地
全
体
の
訪
問
者
数
に
比
べ
る
と
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
売
り
上
げ
は
よ
か
っ
た
。

信
越
ト
レ
イ
ル

○
実
質
的
に
は
7
月
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た
。

9
月
に
な
る
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
利
用
者
が
増

え
て
き
た
。夏
以
降
は
好
調
で
あ
る
。

○
ソ
ロ
ま
た
は
少
人
数
で
歩
く
個
人
の
ハ
イ
カ

ー
が
目
立
っ
た
。ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
が
多
く
、ト

レ
イ
ル
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
賑
わ
っ
た
。

○
こ
れ
ま
で
は
海
外
や
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
縦
走

に
行
っ
て
い
た
人
、長
期
休
暇
が
取
り
づ
ら
か

っ
た
人
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
着
き
と
と
も
に
減
少
す
る

と
懸
念
す
る
も
の
の
、ス
ル
ー
ハ
イ
ク
な
ら
で

は
の
出
会
い
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
特
有
の
楽
し

み
の
浸
透
と
普
及
に
期
待
を
寄
せ
る
。

② 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

星
の
や
富
士（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）

○「
よ
り
特
別
な
経
験
を
し
て
み
た
い
」が「
煩

わ
し
い
こ
と
は
避
け
た
い
」と
す
る
市
場
セ
グ

メ
ン
ト
の
人
々
の
心
を
掴
み
、開
業
以
来
、高
稼

働
を
続
け
て
き
た
。

○
二
食
付
き
で
利
用
す
る
傾
向
が
高
く
、ま
た
、

現
地
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

〇
ハ
ネ
ム
ー
ン
な
ど
同
行
者
と
の
大
切
な
時
間

を
、安
心
し
て
、楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
し
て
支

持
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Snow
 P

eak FIELD
 SU

ITE
 H

A
K

U
B

A
 

K
ITA

O
N

E
 K

O
G

E
N

（
長
野
県
白
馬
村
）

○
快
適
な
宿
泊
経
験
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、海

外
旅
行
を
諦
め
て
い
た
高
所
得
者
層
の
心
を
掴

む
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

○
利
用
者
の
多
く
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
対

す
る
経
験
値
は
低
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
自
然

を
感
じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
高
い
評
価
を
獲
得
し
、口
コ
ミ
で
広
が
り
、さ

ら
な
る
集
客
に
繋
が
っ
た
。

○
夕
食
時
に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

東
急
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
蓼
科

「
も
り
ぐ
ら
し
」（
長
野
県
茅
野
市
）

○
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
持
ち
な
が
ら

も
、屋
外（
も
り
）で
過
ご
せ
る
こ
と
が
顧
客
の

心
を
掴
ん
だ
。

○
利
用
の
主
体
は
、家
族
客
、カ
ッ
プ
ル
、女
性

グ
ル
ー
プ
で
、子
供
や
女
性
で
も
快
適
に
利
用

で
き
る
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

○
最
初
期
の「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
」と「
グ
ラ
マ
ラ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
」に
、テ
ン
ト

泊
が
加
わ
り
、テ
ン
ト
泊
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

③ 

分
散
型
ホ
テ
ル

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
社
、佐
原
商
家
町

ホ
テ
ル
N
I
P
P
O
N
I
A（
千
葉
県
佐
原
市
）

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
注
目
に
よ
り
、近

隣
の
方
の
利
用
が
非
常
に
増
え
た
。

○G
o T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に

よ
り
、若
い
方
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ど
、客

層
の
幅
が
広
が
っ
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、客
室
で
ゆ

っ
く
り
さ
れ
る
方
が
増
え
た
印
象
で
あ
る
。

○
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
本
来
5
年
10
年

か
け
て
少
し
ず
つ
起
こ
っ
た
変
化
が
早
ま
っ

た
。分
散
型
ホ
テ
ル
の
価
値
に
気
付
い
て
い
た

だ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

N
I
P
P
O
N
I
A 

小
菅 

源
流
の
村（
山
梨
県
小
菅
村
）

○G
o T

o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
は
大
き
く
、

客
層
も
20
代
前
半
、逆
に
シ
ニ
ア
が
増
え
た
。

○
密
を
避
け
た
新
し
い
生
活
様
式
、自
分
の
生

活
を
見
直
し
て
い
る
人
た
ち
の
来
訪
が
あ
っ

た
。

○
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
遮
断
さ
れ
、

よ
り
村
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

○
今
回
の
体
験
が
す
ご
く
印
象
的
で
、こ
の
暮

ら
し
が
い
い
な
と
思
っ
て
く
れ
た
方
が
き
っ
と

い
ら
っ
し
ゃ
る
。こ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

は
じ
め
に

　
本
誌「
観
光
文
化
」で
は
、2
号
続
け
て「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
観
光
地
の
現
状
と
課
題
」を
特

集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。「
2
4
6
号

（
2
0
2
0
年
8
月
）」で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、持
続
可
能
な
観
光
の
本
質
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
た
。ま
た
、「
2
4
7
号（
11
月
）」で

は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性
、新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。

地
域
の
現
場
と
丁
寧
に
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

の
時
々
の
現
状
と
課
題
を
抑
え
て
お
く
と
い
う

編
集
方
針
は
、当
財
団
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
、

ま
た
ス
ト
ッ
ク
性
の
強
い
本
誌
の
特
徴
を
活
か

す
も
の
で
あ
っ
た
と
、編
集
担
当
と
し
て
感
じ

て
い
る
。

　
夏
の「
2
4
6
号
」の
発
行
の
頃
に
は
、い
わ

ゆ
る
３
密（
密
集
、密
接
、密
閉
）を
避
け
た「
新

し
い
生
活
様
式
」も
定
着
し
、国
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
各
種
の
復
興
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る

と
、人
々
の
往
来
も
徐
々
に
増
え
、地
域
に
よ
っ

て
は
復
調
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
秋
の

「
2
4
7
号
」の
頃
に
は
、政
府
の「G

o
 T

o

ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
が
効
を
奏
し
た
こ

と
も
あ
り
、旅
行
者
が
回
復
し
た
観
光
地
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
、観
光
・
旅
行
分
野
に
お
い
て

は
、登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、

分
散
型
ホ
テ
ル
な
ど
、密
を
回
避
し
な
が
ら
楽

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』と
い
う
言

葉
を
頂
く
」、「
お
客
様
は
最
大
の
営
業
マ
ン
、お

客
様
の
ご
紹
介
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
」と
感

慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
消
費
者
行
動

モ
デ
ル
に
「S

IP
S

」
が
あ
る
。「
共
感
す
る

（S
ym

p
ath

ize

）」か
ら
始
ま
り
、共
感
し
た
情

報
が
自
分
の
価
値
観
や
感
性
に
合
っ
て
い
る
か

を「
確
認（Id

e
n

tify

）」し
て
、「
参
加
す
る

（P
a
rticip

a
te

）」。そ
し
て
、感
性
を「
共
有

（S
h
are

）」し
、そ
れ
を「
広
め
て（S

p
read

）」

く
れ
る
。こ
こ
で
は
ま
さ
に
こ
の
好
循
環
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
注
目
を
集
め
た
と
い

う
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、白
馬
村
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、「
世
界
水
準
の
、世
界
で
10
本
の

指
に
入
る
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」と
い
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
目
標
に
向

か
っ
て
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
和
田
氏
の「
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
苦
し
い
が
、や

が
て
需
要
は
戻
っ
て
く
る
。こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
は
本
質
的
に
は
な
ん
ら
変
え
な
く
て

い
い
。」と
の
発
言
に
、福
島
氏
、倉
田
氏
も
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

て
き
た
先
進
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
者
の
旅
行
意
欲
を
喚
起
し
、実
際
の
旅
行

行
動
に
結
び
つ
け
、一
定
の
成
果
を
上
げ
、次
に

繋
が
る
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
心
強
い
。観
光
は
、魅
力
あ
る
経
験
価

値
を
提
案
、供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、需
要
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
特
集
4（
調
査
2
：
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）に
も
、2
0
2
1
年
の
旅
行
意
欲
は
決

し
て
低
く
な
い
と
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
加

速
化
、あ
る
い
は
顕
在
化
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル

や
レ
ジ
ャ
ー
が
、今
後
、ど
の
よ
う
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、私
た
ち
は
、こ
れ
ま
で〝
当
た

り
前
〞で
あ
っ
た
こ
と
が
、〝
当
た
り
前
〞で
な
く

な
る
と
い
う
、つ
ら
く
厳
し
い
経
験
を
味
わ
っ

て
き
た
。し
か
し
、そ
う
し
た
中
で
も
、観
光
・
旅

行
分
野
で
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、需
要
を

創
出
し
て
き
た
。

　
今
後
、願
わ
く
は
、も
う
一
歩
進
め
て
、こ
れ

ま
で
か
け
声
ば
か
り
で
果
た
せ
な
か
っ
た
、「
滞

在
」と
い
う
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
た
い
。

　
日
本
人
の
宿
泊
観
光
旅
行
は
、旅
行
目
的
や

旅
行
先
で
の
滞
在
活
動
は
多
様
化
し
つ
つ
も
、

沖
縄
な
ど
を
除
け
ば
、1
泊
2
日
の
旅
行
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
、各
種
の
調
査
か
ら
も
分
か

っ
て
い
る
。

　
旅
行
日
数
の
拡
大
に
は
、市
場（
需
要
）側
の

意
識
や
、休
暇
制
度
、有
給
休
暇
取
得
率
の
問

題
、観
光
地（
供
給
）側
の
対
応
と
い
っ
た
問
題

が
存
在
す
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、一
部
の

業
種
で
は
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
導
入
に
よ
り
、働
き
方
や
休
み
方
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、一
泊
旅
行
や
周
遊
旅
行
に

特
化
し
た
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
滞
在
型
に
変

え
て
い
く
こ
と
、例
え
ば
、宿
泊
施
設
の
多
様
化

や
、そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。白
馬
村
の
よ
う
に
、2
泊
、3
泊

し
て
、豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
に

は
何
が
必
要
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
、第

一
歩
と
な
る
。

　
旅
行
の
あ
り
方
は
、社
会
環
境
や
そ
の
時
代

の
価
値
観
を
反
映
し
て
変
化
し
て
き
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、滞
在
し
て

楽
し
む
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ
ル
を「
新
し
い
当

た
り
前
」と
し
て
確
立
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

た
研
究
員
か
ら
は
、異
口
同
音
に
次
の
よ
う
な

趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

・
密
が
想
定
さ
れ
る
環
境
の
回
避

・
自
然
志
向
、健
康
志
向
の
拡
大

・
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
大

・
ふ
れ
あ
い
、対
面
の
価
値
の
見
直
し

・
働
き
方
の
多
様
化
、時
間
の
自
由
度
の
高
ま
り

・
海
外
旅
行
の
制
限

・
国
や
自
治
体
に
よ
る
観
光
支
援
策
の
実
施

・
観
光
事
業
者
の
感
染
対
策
の
徹
底

・
観
光
事
業
者
に
よ
る
魅
力
あ
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案

・
参
加
の
し
や
す
さ
、手
軽
さ

と
い
っ
た
様
々
な
要
因
が
相
ま
っ
て
、新
た
な

需
要
が
顕
在
化
し
た
。

　
例
え
ば
、特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行

市
場
の
動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅

行
意
向
）で
は
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
一
定
程
度
功
を
奏
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、今
後
の
利
用
意
向
で
は
あ
る
が
、オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層（
旅
行
頻
度
、旅
行
情
報
の

収
集
力
及
び
発
信
力
が
高
い
層
）が
利
用
し
て

み
た
い【
宿
泊
施
設
】で
は
、比
較
的
高
級
な
施

設
タ
イ
プ
の
ほ
か
に
、「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
分

散
型
ホ
テ
ル
」な
ど
も
一
定
の
人
気
を
集
め
て

い
る
。今
後
拡
大
し
そ
う
な【
旅
行
の
新
形
態
】

で
は
、「
ス
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」が
6
割
台
の
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、利
用
の
き
っ
か
け
は

何
に
せ
よ
、そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ

ジ
ャ
ー
の
本
来
的
な
楽
し
さ
に
、利
用
者
が
気

づ
く
と
い
っ
た
状
況
が
各
地
で
垣
間
見
ら
れ
た

こ
と
は
、今
後
に
繋
が
る
明
る
い
兆
し
で
あ
る
。

白
馬
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

　
今
回
注
目
し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

の
具
体
化
に
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
と
し
て
、白
馬
村
を
特
集
3（
白
馬

村
、オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
挑

戦
）で
取
り
上
げ
た
。

　
白
馬
村
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
2
月
に

開
催
さ
れ
た「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
会
場
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ス
キ
ー
場
の

イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
、実
際
、長
ら
く
冬
場

の
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
き

た
。通
年
雇
用
も
難
し
く
、生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
向
上
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
、福

島
洋
次
郎
氏（
一
般
社
団
法
人
白
馬
村
観
光
局

事
務
局
長
）、倉
田
保
緒
氏（
八
方
尾
根
開
発
株

式
会
社
代
表
取
締
役
）、和
田
寛
氏（
株
式
会
社

岩
岳
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
）は
、口
々

に
、「
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、白
馬
村
は
日
本
で
一
番
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。将
来
の
目
標
は
、〝
世
界
水
準

の
〞、も
し
く
は〝
世
界
で
10
本
の
指
に
入
る
〞、

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
話
し
た
。

　
特
に
和
田
氏
は
、次
の
よ
う
に
力
強
く
語
っ

っ
た
。

〇
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
。人
口
の
4
〜
5
％
し
か
や
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
よ
り
も
、95
％
を
狙
っ
て
い
っ
た
方
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
白
馬
エ
リ
ア
に
は
あ
る

〇
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
意
味
で
は
、冬
は
と
も

か
く
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
増
や
す
こ
と
、リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
で
は
、ノ

ン
ス
キ
ー
や
登
山
を
し
な
い
人
が
遊
び
に
来
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

〇「
2
泊
3
日
、3
泊
4
日
な
ら
白
馬
が
楽
し
い

よ
ね
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、夏

を
含
め
て
作
っ
て
い
く
。

〇
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
、「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
や
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」と
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、イ
ン
フ
ラ
も
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、サ
ー
ビ
ス
も
世
界
水
準
の
も
の
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　
筆
者
が
、白
馬
村
と
し
て
の
戦
略
や
地
域
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
つ
い
て
聞
く
と
、福

島
氏
は
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
な
く
て

も
、突
っ
走
っ
て
も
の
す
ご
く
い
い
結
果
に
な

る
場
合
も
あ
る
。顧
客
の
声
を
聞
き
す
ぎ
て
、世

論
の
後
追
い
し
て
い
る
だ
け
の
観
光
地
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
す
ご
く
あ
る
。で
も
そ
れ

っ
て
面
白
く
な
い
。住
民
が
地
域
の
観
光
ア
セ

ッ
ト
や
自
然
資
産
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

る
か
に
、一
番
注
目
し
て
い
か
な
い
と
と
思

う
。」と
話
し
た
。

　
福
島
氏
の
発
言
は
、消
費
者
ニ
ー
ズ
を
調
べ

て
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
と
い
う「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」的
な
発
想
が
有
効
な
の
か
、こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
観
光
地
を
本
当
に
魅
力
あ
る
場
所
に
変

え
て
い
け
る
の
か
、と
の
問
題
提
起
で
あ
る
と

受
け
止
め
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
対
義
語
と
し
て
、自
分
が
売
れ
る
と
考

え
た
製
品
を
世
に
問
う「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
」と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
。観
光
地
経
営
に

あ
っ
て
も
、自
分
が
経
営
す
る
際
の
考
え（
コ
ン

セ
プ
ト
）や
心（
マ
イ
ン
ド
）を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
、こ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、白
馬
村
で
は
、八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設「S

n
o
w

 P
e
a
k
 F

IE
L

D
 

S
U

IT
E
 H

A
K
U

B
A
 K

IT
A
O

N
E
 K

O
G

E
N

（
2
0
1
9
年
7
月
開
業
）」や
、白
馬
岩
岳
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
が
整
備
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
を
一
望
で
き
る
山
頂
テ
ラ
ス「H

A
K
U

B
A
 

M
O

U
N

T
A

IN
 H

A
R

B
O

R

（
2
0
1
8
年
10

月
開
業
）」な
ど
、冬
以
外
の
季
節
に
も
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い
て
、倉
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
た
。

○
お
客
様
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
40
代
、50
代

で
、50
％
以
上
が
東
京
都
か
ら
。

○
キ
ャ
ン
パ
ー
で
は
な
く
て
、海
外
旅
行
に
行

く
感
覚
で
来
ら
れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
。

〇
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
る
。従
来
の
観
光
と
は
違
う
ニ
ー
ズ

を
見
た
。

　
特
集
4（
コ
ロ
ナ
禍
下
の
国
内
旅
行
市
場
の

動
向
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
層
の
旅
行
意

向
）で
は
、「
年
間
4
回
以
上
」と
高
頻
度
で
旅
行

を
し
て
い
る
層
を
中
心
に
、海
外
旅
行
に
回
る

予
定
だ
っ
た
消
費
額
の
一
部
が
国
内
旅
行
へ
還

流
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。同
施

設
は
、ま
さ
に
こ
う
し
た
客
層
に
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
倉
田
氏
は
、ま
た
、「
お
客
様
か
ら『
皆
さ
ん
こ

こ
が
好
き
な
の
で
す
ね
、熱
い
気
持
ち
を
感
じ

ま
と
め

　
我
が
国
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど

に
伴
い
、日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
額
は
、将
来

的
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
。そ
う
し
た

中
、全
国
的
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
が

活
発
化
し
て
き
た
。

　
観
光
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
2
0
1
9
年
、日
本
国
内
計
で
の
旅
行
消
費

額
は
27
・
9
兆
円
で
あ
っ
た
。内
訳
は
、日
本
人

の
国
内
宿
泊
旅
行
17
・
2
兆
円（
61
・
4
％
）、日

本
人
の
国
内
日
帰
り
旅
行
4
・
8
兆
円（
17
・
1

％
）、日
本
人
の
海
外
旅
行〈
国
内
消
費
分
〉1
・

2
兆
円（
4
・
3
％
）、訪
日
外
国
人
の
旅
行
4
・

8
兆
円（
17
・
2
％
）で
あ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
消
費
額
は
徐
々

に
拡
大
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し

て
日
本
人
の
旅
行
消
費
額
が
8
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
前
に
全
国
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
合

戦
は
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
た
感
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
が

立
ち
塞
が
り
、改
め
て
日
本
人
の
旅
行
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
、日
本

人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
は
、今
回
、特
集
2（
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
に
見
い
だ
し
た
、明
る
い
兆
し
）で
取
り

上
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、日
本
人
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、

安
心
安
全
に
配
慮
し
、蜜
を
避
け
、か
つ
魅
力
的

な
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の
提
案
を
行
っ

し
む
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
今
回
の「
2
4
8
号（
2
0
2
1
年
2
月
）」で

は
、こ
れ
ら
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
の

中
か
ら
、①
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
キ
ャ
ン

プ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）、②
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、③

分
散
型
ホ
テ
ル
、④
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
体

験
、⑤
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、⑥
ホ
テ
ル
ス
テ
イ
を

取
り
上
げ
て
、現
状
と
今
後
の
展
望
等
を
、地
域

や
関
係
事
業
者
へ
の
取
材
等
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

　
ま
ず
、日
本
人
の
旅
行
動
向
に
つ
い
て
概
観

し
た
い
。「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
、

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」で
、夏
休
み
期
間

中
の
8
月
を
取
り
上
げ
て
、2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
の
国
内
旅
行
の【
実
施
内
容
】を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、「
温
泉
や
自
然
が
豊
か
な
場
所

へ
の
旅
行（
35
・
8
％
↓
47
・
6
％
）」、「
1
泊
な

ど
の
短
期
滞
在
や
域
内
旅
行（
48
・
7
％
↓
64
・

4
％
）」、「
自
家
用
車
で
の
旅
行（
45
・
3
％
↓

69
・
7
％
）」、「
小
規
模
の
旅
館
に
宿
泊
す
る
旅

行（
10
・
2
％
↓
18
・
1
％
）」、「
夫
婦（
20
・
8
％

↓
24
・
8
％
）や
家
族（
6
・
0
％
↓
9
・
5
％
）と

い
っ
た
同
居
者
と
の
旅
行
」の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。不
特
定
多
数
と
の
接
触
を
避
け
た
旅

行
ス
タ
イ
ル
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
収
束
後
の【
国
内
旅
行
意
向
】で
は
、69
・
8
％

が「
行
き
た
い
」と
答
え
、【
旅
行
の
動
機
】（「
旅

先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て（
62
・
4
％
↓
64
・

7
％
）」、「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

（
59
・
8
↓
62
・
1
％
）」、「
思
い
出
を
つ
く
る
た

め（
54
・
7
％
↓
53
.
7
％
）」）や
、【
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
】（「
自
然
観
光（
49
・
8
％
↓

47
・
6
％
）」、「
温
泉（
49
・
8
％
↓
46
・
9
％
）」、

「
グ
ル
メ（
42
・
3
％
↓
41
・
1
％
）」）に
は
、大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、【
旅
行
先
の
選
び
方
や
旅
行
中
の
行

動
】は
、「
公
衆
衛
生
の
徹
底（
自
由
記
述
1
7
4

件
）」や「
密
の
回
避（
自
由
記
述
1
7
2
件
）」を

意
識
し
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

　
旅
行
に
対
す
る
欲
求
や
意
識
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、ゆ
る
が
な
い
本
質
的
な
部
分
と
、

影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
部
分
と
が
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
な
お
、2
0
2
0
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に

か
け
て
行
っ
た
緊
急
調
査（
J
T
B
F
旅
行
意

識
調
査
）の
結
果
は
、特
集
1（
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
経
験
と
意
向
の
実
態
）と
し
て

ま
と
め
て
い
る
が
、こ
こ
1
年
間
の
旅
行
の【
参

加
経
験
】は
、「
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」、「
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ミ
ニ
マ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」が
多
か
っ
た
。ま
た
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
に
相
当
す
る
旅
行
の
経
験
率
も

比
較
的
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
の【
参
加
意
向
】で
は
、密
を
避
け
や
す

い
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
か
っ
た
一
方
で
、現
時

点
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
・
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
」、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」は
、認
知
度
も
参
加
意
欲
も
高
く
は
な
く
、

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

資料
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https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/
onmachi-report/onmachi-report-2012/
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活 動 報 告
原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 

 　観
光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し

30 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

１
．コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
の
動
向
を
振
り
返
る

２
．イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
再
始
動
に
向
け
て

①
調
査
結
果
の
解
説

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

3
．コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る
観
光
地
の
取
り
組
み

①
導
入
／
事
例
の
概
説

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室 

主
任
研
究
員
）

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

日
本
政
府
観
光
局 

企
画
総
室
長 

蔵
持
京
治
氏

高
山
市 

企
画
部 

東
京
事
務
所 

所
長 

林 

秀
和
氏

株
式
会
社
か
ま
い
し
D
M
C 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

久
保
竜
太
氏

一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る
会 

事
務
局
長 

中
村
圭
一
郎
氏

株
式
会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
 代
表
取
締
役 

青
山
敦
士
氏
、

 

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
担
当 

篠
原
綾
子
氏

10
27

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

火

１
．コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
の
動
向
を
振
り
返
る

２
．コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

①
調
査
結
果
の
解
説

②
ゲ
ス
ト
と
の
対
談

3
．過
去
の
経
験
に
学
ぶ
復
興
へ
の
展
望

①
導
入
／
ゲ
ス
ト
紹
介

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部 

市
場
調
査
室
長
／
主
任
研
究
員
）

立
教
大
学 

観
光
学
部 

教
授 

羽
生
冬
佳
氏

中
島 

泰（
観
光
地
域
研
究
部 

地
域
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

10
28

日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に

水

1日
時
…
…
…

開
催
方
法
…

2
0
2
0
年
10
月

27
日（
火
） 

14
：
00
〜
17
：
00 

　
　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

28
日（
水
） 

14
：
00
〜
17
：
00

表

「
第
30
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

　
2
0
2
0
年
10
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）の

2
日
間
に
わ
た
り
、第
30
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
こ
数
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は『
旅
行
年
報
』の
解
説
を
中
心
に
構

成
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
多
く
の
方
の
最

大
の
関
心
事
で
あ
る「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観

光
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、2
日
目
は
日
本

人
旅
行
を
中
心
に
、当
財
団
の
独
自
調
査
結
果

を
複
数
ま
じ
え
つ
つ
、テ
ー
マ
ご
と
に
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容

と
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
枠
を
大
幅
に
拡

充
し
て
開
催
し
、遠
方
の
方
も
含
め
て
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、1
日
目
・
2
日
目
の
各
対
談
の
要

旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※

対
談
以
外
の
各
発
表
内
容
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
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u
b
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o
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m
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）
に

掲
載
し
て
い
る
当
日
の
講
演
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プログラム

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

再
始
動
に
向
け
て

【
対
談
】

コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る

観
光
地
の
取
り
組
み

【
対
談
】
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活 動 報 告
原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 

 　観
光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し

30 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

１
．コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
の
動
向
を
振
り
返
る

２
．イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
再
始
動
に
向
け
て

①
調
査
結
果
の
解
説

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

3
．コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る
観
光
地
の
取
り
組
み

①
導
入
／
事
例
の
概
説

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室 

主
任
研
究
員
）

中
野
文
彦（
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

日
本
政
府
観
光
局 

企
画
総
室
長 

蔵
持
京
治
氏

高
山
市 

企
画
部 

東
京
事
務
所 

所
長 

林 

秀
和
氏

株
式
会
社
か
ま
い
し
D
M
C 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

久
保
竜
太
氏

一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る
会 

事
務
局
長 

中
村
圭
一
郎
氏

株
式
会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
 代
表
取
締
役 

青
山
敦
士
氏
、

 

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
担
当 

篠
原
綾
子
氏

10
27

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

火

１
．コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
の
動
向
を
振
り
返
る

２
．コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

①
調
査
結
果
の
解
説

②
ゲ
ス
ト
と
の
対
談

3
．過
去
の
経
験
に
学
ぶ
復
興
へ
の
展
望

①
導
入
／
ゲ
ス
ト
紹
介

②
ゲ
ス
ト
講
演

③
ゲ
ス
ト
と
の
対
談
・
質
疑

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部 

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部 

市
場
調
査
室
長
／
主
任
研
究
員
）

立
教
大
学 

観
光
学
部 

教
授 

羽
生
冬
佳
氏

中
島 

泰（
観
光
地
域
研
究
部 

地
域
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員
）

10
28

日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に

水

1日
時
…
…
…

開
催
方
法
…

2
0
2
0
年
10
月

27
日（
火
） 

14
：
00
〜
17
：
00 

　
　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

28
日（
水
） 

14
：
00
〜
17
：
00

表

「
第
30
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

　
2
0
2
0
年
10
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）の

2
日
間
に
わ
た
り
、第
30
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
こ
数
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は『
旅
行
年
報
』の
解
説
を
中
心
に
構

成
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
多
く
の
方
の
最

大
の
関
心
事
で
あ
る「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観

光
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、2
日
目
は
日
本

人
旅
行
を
中
心
に
、当
財
団
の
独
自
調
査
結
果

を
複
数
ま
じ
え
つ
つ
、テ
ー
マ
ご
と
に
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容

と
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
枠
を
大
幅
に
拡

充
し
て
開
催
し
、遠
方
の
方
も
含
め
て
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、1
日
目
・
2
日
目
の
各
対
談
の
要

旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※

対
談
以
外
の
各
発
表
内
容
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
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w
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u
b
licatio

n
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p
o
siu

m
/to

u
rism

-sym
p
o
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m
/

）
に

掲
載
し
て
い
る
当
日
の
講
演
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プログラム

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

再
始
動
に
向
け
て

【
対
談
】

コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る

観
光
地
の
取
り
組
み

【
対
談
】
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原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 

 　観
光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

【
対
談
】

あ

ま
ち
ょ
う

コロナ禍
の取り組み

取り組みの
効果・可能性

住民・観光客・観光従事者の不安解消に取り組んだ

旅行前後のコミュニケーションの機会が生まれた
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原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 

 　観
光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

【
対
談
】

あ

ま
ち
ょ
う

コロナ禍
の取り組み

取り組みの
効果・可能性

住民・観光客・観光従事者の不安解消に取り組んだ

旅行前後のコミュニケーションの機会が生まれた



原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 
 　観

光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し
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（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

過
去
の
経
験
に
学
ぶ

復
興
へ
の
展
望

【
対
談
】
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原
点
に
返
る
場
所
を
求
め
て

も
う
一
度
、人
が
旅
を
し
始

め
る
可
能
性
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

中
野
　
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
観
光
地
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、簡
単
に
ま
と
め

て
み
た
い
。

　
普
段
か
ら
、地
域
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
、リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
自
立
的

意
思
決
定
が
で
き
る
組
織
が

あ
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
う

し
た
組
織
が
核
と
な
り
、住

民
、観
光
客
、観
光
従
事
者
の

不
安
を
解
消
す
る
と
同
時

に
、観
光
の
可
能
性
を「
攻
め

る
姿
勢
」で
議
論
を
重
ね
た

結
果
、収
益
が
あ
ま
り
上
が

ら
な
い
ま
で
も
、地
域
や
観

ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
若
者
の
感
染
リ
ス
ク
の
小
さ
さ
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、若
い
世
代
ほ
ど

危
機
意
識
が
低
く
、Go

 T
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
割
安
感
も
あ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
若
い
世
代
の
旅
行
実
施
に
期
待
は
持
て
る
だ

ろ
う
。一
方
で
、情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い

て
、若
い
世
代
は
独
自
の
価
値
観
の
確
立
が
脆

弱
で
あ
り
情
報
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、マ

ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
安
定
性
は
疑
わ
し
い
。

な
お
、近
年
の
海
外
旅
行
者
増
は
、L
C
C
増
便

に
よ
る
割
安
感
や
、国
境
を
超
え
た
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
流
行
に
よ
り
、国
内
旅
行
の
延
長

の
よ
う
な
感
覚
で
東
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
旅
行
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、昔
の
海

外
旅
行
ブ
ー
ム
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

五
木
田
　
普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
ほ
ど
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意
向
が
高
く
、ま
た
、

2
0
1
9
年
と
2
0
2
0
年
を
比
較
す
る
と
、

ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、旅
行
に
行
く
層
と

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
進
み
、ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

羽
生
　
旅
行
に
行
け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス

は
、普
段
の
旅
行
頻
度
が
高
い
人
の
方
が
強
く

感
じ
て
お
り
、そ
の
分
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

旅
行
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。ま

た
、旅
行
頻
度
が
高
い
人
は
旅
行
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
能
力
に
長
け
て
い
る
が
、普
段
の
旅
行
頻

度
が
低
く
旅
行
慣
れ
し
て
い
な
い
人
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
旅
行
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　
同
一
地
域
へ
複
数
回
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、単
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
旅
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
多
少
の
後
ろ
め
た

さ
や
社
会
の
厳
し
い
目
が
あ
る
な
か
で
、な
じ

み
の
土
地
に
旅
行
す
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ

る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。今

後
、日
本
人
特
有
と
言
わ
れ
る
同
調
圧
力
と
個

人
の
旅
行
意
向
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ど
の

よ
う
に
旅
行
目
的
地
が
選
ば
れ
て
い
く
の
か
注

視
が
必
要
。

　
普
段
あ
ま
り
旅
行
し
な
い
層
で
も
、4
割
強

が
旅
行
意
向
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る
。休
日
取

得
の
難
し
さ
や
同
行
者
と
休
み
が
合
わ
な
い
と

い
っ
た
、こ
れ
ま
で
の
旅
行
の
阻
害
要
因
も
変

化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

五
木
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
家
用
車
を
用

い
た
近
場
へ
の
旅
行
が
増
え
た
。航
空
便
も
少

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

実
現
す
る
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
に

驚
い
た
。ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

篠
原
　
人
数
も
少
な
く
仲
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
同

士
な
の
で
、フ
ラ
ッ
ト
に
話
が
で
き
る
関
係
性

だ
が
、そ
の
時
の
会
議
は
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な

も
の
で
、観
光
を
一
度
や
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
、再
開
は
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出

た
。そ
の
中
で
も
、何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の

で
は
と
考
え
て
、そ
の
場
で
全
て
を
決
定
し
た
。

翌
日
の
社
長
決
裁
を
待
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
た
。

青
山
　
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
重
苦
し
い
空
気

が
漂
う
中
、前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。開
始
当

初
は
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
前
例
も
な
く
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
か
っ
た
が
、何
か
打

開
策
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
手
掛
か
り
を
感
じ

た
。

　
通
信
に
はW

i-F
i

を
使
用
。観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
案
内
中
、山
道
を
移
動
す
る
時
な
ど
途
切
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
別
の
場
所
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
る
。

　
海
士
町
の
特
産
品
で
あ
る
岩
牡
蠣
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
は
、牡
蠣
を
食
べ
る
こ
と
を
含
ん
だ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、参
加
者
に
は
同
じ
体
験

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、ツ
ア
ー

は
全
て
特
産
品
付
き
で
販
売
し
て
い
る
。参
加

者
の
人
数
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
は
3
種
類
ほ
ど
用

意
し
て
い
る
。

中
野
　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い

る
、漁
師
や
民
宿
な
ど
島
民
の
反
応
は
。

篠
原
　
開
始
当
初
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の

映
像
を
見
て
面
白
い
の
か
、島
に
来
て
も
ら
え

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た

た
め
、初
回
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
は
、島
民

の
方
も
交
え
て
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。「
も
っ
と

現
地
を
見
た
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

2
回
目
以
降
は
現
地
案
内
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
島
民
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け

る
よ
う
に
な
り
、民
宿
の
方
な
ど
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル
開
始
後
、リ

モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
で
実
際
に
来
島
し
た

方
が
い
た
。こ
の
動
き
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、島
の

方
に
も
さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

中
野
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
組
織
概
要
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。「
島
を
支
え
る
企

業
で
す
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象

的
だ
が
。

青
山
　
元
々
、観
光
協
会
と
地
元
銀
行
が
共
同

で
設
立
し
た
会
社
で
、現
在
は
地
元
の
個
人
の

方
と
観
光
協
会
が
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
士
町
は
純
粋
な
観
光
事
業
者
が
少
な
い
地

域
で
、地
域
全
体
と
し
て
も
有
機
的
な
連
携
を

重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
は
、特
定
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う

よ
り
も
、地
域
の
中
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
飛
び

込
み
、共
に
課
題
解
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、な
か

な
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
企
業
同
士
を
結
び
付

け
、新
た
な
企
画
立
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。

中
野
　
あ
ら
た
め
て
、リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の

手
応
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
参
加
者
は
、海
士
町
に
来
た
こ
と
が
あ

る
人
、来
て
み
た
か
っ
た
が
未
訪
問
の
人
、海
士

町
は
知
ら
な
い
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
か
っ
た
人
、と
主
に
三
つ
の
属
性

に
分
か
れ
て
い
る
。参
加
者
の
海
士
町
へ
の
来

訪
意
向
は
非
常
に
高
い
。

　
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、参
加
者

の
方
と
島
民
が
少
人
数
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。少
人
数
で
密

度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
関
係
性
が
生

ま
れ
、名
残
惜
し
そ
う
にZ

o
o
m

を
退
出
さ
れ

る
方
が
多
い
。リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
通
し
て

現
地
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
が
、高

い
来
訪
意
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

中
野
　
収
益
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

青
山
　
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
事
業
性
の
面
で
考

え
る
と
継
続
は
難
し
い
が
、地
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
は
非
常
に
意
義
が
あ

り
、海
士
町
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
付
け

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、予
算
確
保
も
含
め
て

継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、他
地
域
や
他

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ァ
ー
も
非
常
に

増
え
て
お
り
、そ
の
中
で
の
収
益
性
の
向
上
に

も
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
野
　
10
月
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
均
衡
状

態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、今
後
に
向
け
て
行
政
や

各
団
体
と
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る

か
。

青
山
　
島
で
唯
一
の
ホ
テ
ル
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
。現
在
行
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
契
機
と
し
て
、島
の
交
流
力
を
一

段
階
引
き
上
げ
る
べ
く
、島
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。海
士
町
全
体
が
過
渡
期
を
迎
え
て

い
る
。観
光
と
交
流
の
新
し
い
あ
り
方
を
デ
ザ

イ
ン
し
直
し
、一
次
産
業
も
含
め
て
海
士
町
と

し
て
地
域
の
経
済
を
回
し
て
い
く
仕
組
み
を
、

交
流
を
起
点
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。海
士
町

は「
な
い
も
の
は
な
い
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
て
お
り
、ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ば
か

り
で
は
な
い
次
世
代
の
価
値
観
を
、ホ
テ
ル
、旅

行
業
を
通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、広
域
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。隠
岐
の
島
は
4
つ
の
島
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
隠
岐
地

域
と
し
て
の
方
針
を
一
本
化
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
議
論
が
で
き
た
。

中
野
　
こ
れ
か
ら
の
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

篠
原
　
海
士
町
は
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

る
島
。コ
ロ
ナ
禍
で
分
断
さ
れ
た
つ
な
が
り
を

リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
で
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
。収
益
を
得
る
以
上
の
意
義
が
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
方
に
出
会
っ
て
き
た
が
、そ
の
中
に

は
根
強
い
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
方
が
い

る
。そ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
拡
大
が
、目
に
見
え
る

変
化
に
結
び
付
い
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
小
さ

な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、つ
な
が
っ
て
い
る

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

青
山
　
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
よ
り
シ
ン
プ
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。本
能
と
し
て
人
が
旅
を
欲
す
る

と
き
に
は
、余
分
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
た
素

朴
な
観
光
地
が
選
ば
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
く
、ゼ
ロ
プ
レ
イ

ス
と
い
う
、自
分
に
立
ち
返
る
場
所
と
し
て
も

海
士
町
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
ブ
ー
タ
ン
と
い
っ
た
遠
い
国
か
ら
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
来
て
お
り
、こ
う
し
た
需
要
は

今
後
も
消
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

１
日
目（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
）

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
ま
で
、高
い
訪
日

意
欲
の
維
持
と
喚
起
の
方
法
、市
場
再
開
後
に

ど
の
市
場
か
ら
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
テ
ー
マ

に
、対
談
を
行
っ
た
。

柿
島
　
J
N
T
O
の
各
海
外
事
務
所
の
取
り
組

み
で
、効
果
が
あ
っ
た
も
の
や
反
応
が
良
か
っ

た
も
の
は
な
に
か
。ま
た
、現
地
で
は
ど
の
よ
う

な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

蔵
持
　
過
去
に
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
再
配

信
す
る
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
い
る
。な
か

に
は
、数
年
間
の
累
積
再
生
数
が
1
0
0
回
程

度
だ
っ
た
も
の
が
、北
京
事
務
所
がW

eib
o

で

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、1
週
間
で
7
万
回
再
生

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
全
般
的
な
状
況
と
し
て
、桜
や
城
な
ど
、日
本

ら
し
い
動
画
に
対
す
る
反
応
が
良
い
。た
だ
し
、

市
場
ご
と
に
状
況
は
大
き
く
異
な
り
、た
と
え

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、自
然
よ
り
も
芸

術
の
方
が
反
応
が
良
い
。

柿
島
　
旅
行
会
社
等
に
対
し
て
需
要
維
持
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

林
　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、数
カ
国
の
旅
行
会
社

と
相
互
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。旅
行
会

社
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、訪
日
意
向
の
強
い

客
層
に
対
す
る
動
画
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

柿
島
　
ア
ジ
ア
は
不
安
感
が
非
常
に
強
い
一

方
、欧
州
は
不
安
感
が
低
め
で
あ
る
。日
本
と
近

い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
国
は
ど
の
あ
た
り
か
。

蔵
持
　
東
ア
ジ
ア
は
傾
向
が
似
て
い
る
。中
国
、

韓
国
、台
湾
、香
港
は
新
規
の
感
染
者
が
そ
れ
ほ

ど
出
て
お
ら
ず
、死
亡
者
も
少
な
い
。水
際
対
策

が
徹
底
さ
れ
、国
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
も
の

の
、台
湾
や
中
国
な
ど
、自
由
に
国
内
移
動
で
き

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

水
際
対
策
は
ア
ジ
ア
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、自
国

内
で
再
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な
る
動
き
も
出
て
お

り
、日
本
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、国
内
世
論
や
地
域
住
民
の
意
向
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。今
後
、地
域
住
民
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
再
開
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、高
山
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

林
　
高
山
市
で
は
市
民
の
約
7
割
が
第
三
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
が
、観
光
に
関
わ
ら
な
い

方
も
い
る
な
か
で
、こ
れ
ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
け
入
れ
に
対
し
て
色
々
と
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
た
。GO

 T
O

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
開

始
に
よ
り
、日
本
全
国
か
ら
日
本
人
観
光
客
が

高
山
市
を
訪
れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
感
染
者

が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、不
安
の
声
も
聞

か
れ
る
。し
か
し
、高
山
市
の
産
業
構
造
上
、観

光
客
が
訪
れ
な
け
れ
ば
高
山
市
の
経
済
や
町
そ

の
も
の
が
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
た

め
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、感
染
症
対
策
と

観
光
客
受
け
入
れ
を
両
輪
で
回
し
て
い
る
状

況
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
の
再
開
に
対
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

は
、日
本
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
以
上
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。よ
っ
て
、再
開
に
際
し
て

は
、受
け
入
れ
対
象
国
の
状
況
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
こ
と
、観
光
業
に
関
係
の
な
い
方
た
ち

に
も
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、少
し

ず
つ
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
地
道
な
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

柿
島
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、お
二
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
た
い
。

蔵
持
　
J
N
T
O
で
は
、当

面
の
対
策
と
し
て
日
本
が
安

全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
。ま
た
、日
本

滞
在
中
に
何
か
不
安
な
こ
と

が
起
き
た
と
き
の
対
応
方

法
、具
体
的
な
日
本
で
の
過

ご
し
方
を
き
ち
ん
と
P
R

し
、受
け
入
れ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。各
地
域
と
協
力

し
な
が
ら
、各
地
域
が
安
心

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

て
何
を
提
案
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

中
島
　
最
初
の
テ
ー
マ
は
、人
や
個
人
と
し
て

の
動
き
、ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
お
二
人

が
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。ま
ず
は
、釜
援

隊
の
メ
ン
バ
ー
、久
保
氏
の
取
り
組
み
の
原
動

力
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
保
　
自
身
は
U
タ
ー
ン
だ
が
、半
数
以
上
は

首
都
圏
か
ら
の
I
タ
ー
ン
。前
職
の
キ
ャ
リ
ア

は
、新
聞
記
者
、銀
行
員
、商
社
、ソ
ー
シ
ャ
ル
系

な
ど
様
々
。新
卒
採
用
も
数
名
お
り
、年
齢
層
は

20
〜
60
代
と
幅
広
い
。当
初
は
I
タ
ー
ン
が
多

く
、2
0
1
5
年
頃
よ
り
U
タ
ー
ン
が
増
え
て

き
た
。

　
自
身
の
取
り
組
み
の
動
機
と
し
て
は
、大
き

く
二
つ
。一
つ
目
は
震
災
発
生
翌
日
、自
宅
に
帰

っ
た
際
に
見
た
祖
母
の
悲
痛
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。二
つ
目
は
、復
興
と
は
何
な
の
か
と

い
う
問
い
。釜
石
は
数
度
に
わ
た
り
津
波
の
被

害
を
受
け
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
土
地
で
あ

り
、何
を
も
っ
て
復
興
と
い
え
る
の
か
と
問
い

続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
。ま
た
、釜
援
隊
を
は
じ
め
、同
じ
志
を
持

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
。

中
島
　
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、熱
意
を
も
っ

て
活
動
し
て
い
る
個
人
の
存
在
と
と
も
に
、そ

う
し
た
個
人
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
も
非
常

に
重
要
。釜
石
の
場
合
は
、釜
援
隊
が
重
要
な
存

在
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
の
未
来
を
考
え
る

会
は
、危
機
が
生
じ
た
際
に
行
政
と
の
懸
け
橋

に
な
る
と
と
も
に
、平
常
時
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
　
未
来
を
考
え
る
会
は
、〝
沖
縄
ら
し
さ
を

活
か
し
た
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
〞を
つ
く
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

国
、県
、市
町
村
、民
間
、大
学
な
ど
と
連
携
・
情

報
共
有
を
図
り
、フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
県
内
観
光
産
業
の
現
状
把
握
や
、各
種

情
報
交
換
会
議
を
頻
度
高
く
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、沖
縄
県
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
第
6
次

観
光
振
興
基
本
計
画
が
施
行
さ
れ
る
が
、そ
の

計
画
検
討
に
も
参
画
し
民
間
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。低
所
得
や
離
島
格
差
の
是
正
、文
化
・

自
然
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
沖
縄
県
の
課
題
に

対
し
て
、観
光
業
界
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
。

中
島
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、業
界
が
協
力
し
て

助
け
合
い
な
が
ら
、ど
の
よ
う
に
生
き
残
る
か

を
考
え
て
い
る
一
方
で
、民
間
の
業
界
団
体
と

し
て
も
、中
長
期
的
な
視
点
で
環
境
共
生
型
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
、県
に

持
ち
掛
け
て
い
る
と
受
け
取
っ
た
。

　
釜
石
は
、中
長
期
的
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、一
定
の
成
果
・
計
画
を
生
み
だ
し
、日
本
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
お
手
本
と
言
わ

れ
て
い
る
。

久
保
　
釜
石
を
含
む
三
陸
地
域
は
、歴
史
的
に

津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
土
地
柄
で
あ
り
、自

分
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、ど
の
よ
う

な
町
を
残
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
視
点
は
自

然
と
持
っ
て
い
た
。

　
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
き
っ
か
け
と

な
り
、こ
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、釜
石
全
体
を
生
き
た
博
物
館

し
ず
つ
回
復
し
て
お
り
、遠

出
旅
行
の
復
活
も
想
定
さ
れ

る
が
、近
場
旅
行
は
今
後
も

一
定
程
度
、定
着
す
る
の
で

は
な
い
か
。

羽
生
　
遠
方
や
未
経
験
の
土

地
を
訪
れ
、未
知
の
も
の
を

見
た
い
と
い
う
の
が
観
光
の

動
機
付
け
の
一
つ
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に

一
定
程
度
回
復
す
る
の
は
確

実
だ
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
ま
で
数
年
を
要
す
る

中
、安
心
安
全
に
可
能
な
範

囲
で
活
動
す
る
こ
と
が
、近

場
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ

五
木
田
　
旅
行
の
動
機
お
よ
び
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き

な
変
化
は
な
い
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅

行
心
理
は
、緊
張
・
恐
れ
・
不
安
は
徐
々
に
軽
減

し
て
い
る
も
の
の
、旅
行
は
お
そ
る
お
そ
る
、と

い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、観
光
客
、受
け
入
れ
側
と
も
に
責
任
あ

る
観
光
と
い
う
意
識
を
持
ち
、安
心
安
全
な
観

光
の
た
め
に
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

羽
生
　
旅
は
高
い
買
い
物
で
あ
り
、個
人
の
今

ま
で
の
経
験
か
ら
動
機
付
け
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
通
常
だ
と
考
え
る
と
、旅
に
求
め
る
こ
と
自

体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。動
機
は
一

緒
で
も
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
と
リ
ア
ル
空
間
の

併
用
に
よ
る
新
た
な
体
験
の
提
供
な
ど
、顕
在

化
す
る
現
象
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
観
光
客
が
外
部
か
ら

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
負
の
影
響

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
で
、観
光
が
迷
惑
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
き
く

な
り
、改
め
て
責
任
あ
る
観
光
と
い
う
ワ
ー
ド

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
、観
光
客
の
満
足
度

を
最
優
先
し
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、観
光
客
側

に
対
す
る
要
求
は
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、観
光
客
が
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、受
け
入
れ
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
求

め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
気
づ
き
、実
践
し
始

め
て
い
る
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
は
、自
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、そ
の
地
域
に
対
し
て
何
か
し
ら
の

正
の
影
響
・
負
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
機
会
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
と
い
う
言
葉
は
、現
代

社
会
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
成
長
し
、観
光
が
こ
こ
ま
で
大
衆
化
し

た
の
は
、パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
旅
を
す

る
能
力
が
な
い
人
の
旅
行
を
可
能
に
し
て
い
た

か
ら
。現
在
観
光
客
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旅
行
先
の
人
や
環
境
に
自
分
が
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
自
覚
し
、自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と
。そ
う
し
た
認
識
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
。

 

 　観
光
を
取
り
巻
く
様
々
な
困
難
な
状
況
か

ら
、地
域
は
ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
っ
た
の
か
。沖
縄
と
釜
石
を
事
例
に

対
談
を
行
っ
た
。

中
島
　
最
初
に
沖
縄
と
釜
石
の
コ
ロ
ナ
禍
の
現

況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。

久
保
　
2
0
1
9
年
、釜
石
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
と
な
り
、試
合
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、試
合
当
日
前
後
に
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
に
向
け
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

そ
れ
ら
は
現
在
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、3
〜
5
月
は
人
の
動
き
が
な
か
っ
た
。岩
手

県
は
感
染
者
が
最
後
ま
で
出
な
か
っ
た
こ
と

で
、感
情
的
な
警
戒
心
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い

た
。最
近
は
、県
内
の
学
校
の
防
災
教
育
需
要
が

高
ま
り
、春
先
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
キ

ャ
ン
プ
場
が
県
内
客
に
よ
り
盛
り
返
す
な
ど
、

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目
立
っ
て
い

る
。

中
村
　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、県
内
各
地
の

視
察
を
行
い
、宿
泊
施
設
の
対
策
や
受
け
入
れ

状
況
、地
域
や
観
光
資
源
の
現
状
を
調
査
し
た
。

感
染
症
対
策
や
地
域
と
の
関
係
維
持
に
つ
い

て
、非
常
に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
今
年
の
夏
は
沖
縄
県
民
に
よ
る
沖
縄
観
光
が

行
わ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
。県
民
が
沖
縄
観
光
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、有
意
義
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、観
光
利
用
が
減
っ

た
こ
と
で
海
の
中
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

お
り
、観
光
利
用
の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

沖
縄
県
を
持
続
可
能
な
観
光
地
に
し
て
い
く
た

め
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
新
し
い
沖
縄
観
光
の
価
値
と
し
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（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
見
立
て
て
、

人
の
生
き
ざ
ま
や
自
然
・
文
化
を
あ
り
の
ま
ま

見
せ
て
い
く
こ
と
で
、新
し
い
観
光
交
流
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
。暮
ら
し
そ
の
も
の
を
観
光
資

源
と
し
て
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、責
任
あ
る
観

光
開
発
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　
そ
の
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
出

て
き
た
方
法
が
国
際
認
証
・
国
際
基
準
の
取
得
。

釜
石
を
支
え
て
き
た
世
界
中
の
何
十
万
人
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、責
任
あ
る
観
光
者
・

旅
行
者
に
近
し
い
属
性
の
方
だ
っ
た
。釜
石
か

ら
震
災
や
復
興
の
言
葉
が
消
え
た
後
も
、自
分

た
ち
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
哲
学
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル
と
な
り
、そ
こ
に
共
感

し
た
世
界
中
・
全
国
か
ら
の
責
任
あ
る
方
々
に

釜
石
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
ん
だ
。

中
島
　
最
後
に
中
村
さ
ん
と
久
保
さ
ん
か
ら
聴

講
者
の
方
へ
の
エ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、お
互

い
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
、一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た

い
。

中
村
　
多
く
の
方
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、島
と
し
て
安
心
安
全
な
観
光
地
の
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。質
を
よ
り
高
め
た
V
字

回
復
を
新
た
な
復
興
策
と
し
、こ
れ
か
ら
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。話
し
足
り
な

か
っ
た
こ
と
は
、皆
さ
ま
に
沖
縄
へ
来
て
も
ら

い
直
接
話
を
し
た
い
。

久
保
　
昨
年
か
ら
の
観
光
庁
の
政
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
き
っ
か
け
と

な
り
、持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。震
災

を
経
験
し
て
、「
生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
感
じ
て
い
る
。生
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る

と
そ
う
信
じ
て
、観
光
の
回
復
と
未
来
を
目
指

し
た
い
。

光
客
が
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
観
光
が
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、ど
ち
ら
か
一
方
の

観
光
が
生
き
残
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、同

じ
時
間
軸
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生
ま
れ
、

観
光
地
と
旅
行
者
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

 

２
日
目（
日
本
人
の
旅
行
を
中
心
に
） 

　旅
行
者
の
年
齢
層
、旅
行
・
来
訪
の
経
験
、旅

行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
、旅
に
求
め
る
こ
と
の

5
点
に
つ
い
て
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ

と
の
視
点
で
考
え
る
。

五
木
田
　
近
年
、20
代
女
性
の
海
外
出
国
者
数

の
伸
び
が
大
き
い
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
旅
行
意
向
は
、10
〜
20
代
で
高
く
、一
部
の
高

齢
者
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
の
旅
行
市
場
は
若
者
の
シ

る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
く
。

林
　
高
山
市
で
は
、物
事
を
全
て
止
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、次
の
来
訪
時
に
よ
り
高
い
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
け
入
れ
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、市
民
感
情
も
含
め
た
ソ
フ

ト
面
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、よ
り
質
の
高
い
滞
在
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　コ
ロ
ナ
渦
の
な
か
、ま
た
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
て
、観
光
地
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、株
式

会
社
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
リ
モ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ

を
事
例
に
対
談
を
行
っ
た
。

と
を
期
待
し
た
い
。目
的
地
に
た
ど
り
着
く
だ

け
で
満
足
し
て
し
ま
う
旅
で
は
な
く
、行
っ
た

先
で
何
を
し
た
い
の
か
、明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
旅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、近
場

で
あ
っ
て
も
満
足
度
の
高
い
旅
行
が
可
能
に
な

り
、近
場
旅
行
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五
木
田
　
調
査
よ
り
、3
密
を
回
避
し
、衛
生
管

理
を
意
識
し
た
行
動
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、1
回
の
旅
行
あ
た
り
の
平

均
活
動
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。3
密
回
避
や
衛
生
管
理
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
つ
の
場
所
を
よ
り
じ
っ
く
り
と

味
わ
い
、一
つ
一
つ
の
活
動
の
安
全
性
や
質
を

吟
味
し
て
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

羽
生
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
間
は
、い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
立
ち
寄
る
周
遊
型
観
光
は
減
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。観
光
客
が
、訪
問
先
か
ら
の

「
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
て
訪
れ

る
場
合
、そ
れ
ほ
ど
不
安
感
や
後
ろ
め
た
さ
は

な
い
。た
だ
し
、そ
の
道
中
に
あ
る
施
設
へ
の
偶

発
的
な
立
ち
寄
り
に
つ
い
て
は
、感
染
リ
ス
ク

の
軽
減
や
、観
光
客
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
感
か
ら
、な
る
べ
く
控
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、目
的
意
識
が
非
常
に
明
確
で
、安
全

面
の
対
策
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
る
場
合
は
人
が
動
い
て
く
る

が
、何
か
の
つ
い
で
に
訪
れ
る
よ
う
な
地
域
や

施
設
は
忌
避
さ
れ
る
。自
地
域
の
価
値
や
魅
力
、

安
心
安
全
に
関
す
る
情
報
を
、エ
リ
ア
全
体
と

し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

過
去
の
経
験
に
学
ぶ

復
興
へ
の
展
望

【
対
談
】
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活 動 報 告

日
韓
国
際

観
光
カンファレンス

2
0
2
0
を
開
催

　
2
0
2
0
年
11
月
10
日
（
火
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
本
来
な
ら

ば
今
年
度
は
日
本
で
開
催
予
定
だ
っ
た
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
両
機
関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究

発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
財
団
か
ら
は
、
五
木
田
市
場
調
査
室
長
が

2
0
2
0
年
1
〜
9
月
ま
で
の
調
査
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者

の
動
向
に
つ
い
て
、
中
野
地
域
活
性
化
室
長
が

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
中
心
に
、
地
域
を
支
え

る
観
光
地
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
、Song,Jeong Y

eon

●
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
4
〜
5
月
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
以
降
は
減

少
し
た
。
旅
行
を
と
り
や
め
た
最
大
の
理
由
は

「
自
分
自
身
や
同
行
者
の
感
染
リ
ス
ク
回
避
」

で
あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
4
〜
5
月

は
、「
政
府
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
」
を
理
由
に

挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。

●
日
本
国
内
の
旅
行
者
数
は
、
3
月
に
急
激
に

落
ち
込
み
、
4
〜
5
月
は
前
年
同
月
比
9
割
減
、

以
降
徐
々
に
回
復
傾
向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て
の
気
持
ち
を
み
る

と
、
不
安
は
感
じ
つ
つ
も
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
人
が
次
第
に
増
加

し
、6
月
以
降
は「
観
光
地
を
応
援
し
た
い
」「
値

段
が
通
常
よ
り
安
い
」
が
急
増
し
た
。

●
2
0
2
0
年
8
月
と
2
0
1
9
年
8
月
を
比

べ
る
と
、
温
泉
旅
行
や
自
然
・
景
勝
地
訪
問
の

増
加
、
ま
ち
並
み
散
策
・
歴
史
文
化
名
所
訪
問
・

都
市
観
光
の
減
少
、
1
泊
旅
行
の
増
加
、
近
隣

へ
の
旅
行
の
増
加
、
自
家
用
車
利
用
の
増
加
、

●
2
0
2
0
年
1
月
20
日
に
韓
国
国
内
で
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
、
危

機
警
報
が
「
注
意
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
韓

国
政
府
は
、
感
染
拡
大
状
況
に
応
じ
て
飲
食
店

利
用
や
余
暇
活
動
の
制
限
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
政
策
を
段
階
的
に
実
施

し
て
お
り
、
従
来
の
消
費
パ
タ
ー
ン
と
余
暇
活

動
に
多
く
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

●
2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0
年
10
月
3
日
ま

で
の
、
韓
国
国
内
に
お
け
る
韓
国
国
民
と
外
国

人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取
引
承
認
実
績
を

用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
4
〜
6
月
の
日
本
全
体
の
観
光

消
費
額
は
、
対
前
年
同
期
比
83
・
3
％
減
の
マ

イ
ナ
ス
約
5
兆
円
と
な
っ
た
。
費
目
別
に
み
る

と
、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
地
域
内
交
通
費
」、

「
宿
泊
費
」、「
飲
食
費
」、「
買
物
代
」、「
娯
楽
等

サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他
」
も
同
約
8
割
減
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
観
光
収
入
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。

●
観
光
地
側
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
各
種
補

助
金
や
助
成
金
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

対
応
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

●
観
光
サ
ー
ビ
ス
強
化
・
開
発
に
分
類
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

移
動
・
接
触
を
伴
わ
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
始
ま
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
・
ツ
ア
ー
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
文
化
・
自
然
体
験
、
ま
ち
歩
き
・
施
設
見
学
、

交
流
、
飲
食
・
買
い
物
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
ツ
ア
ー
が
商
品
化
さ
れ

て
い
る
。
観
光
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
農
家
、

漁
師
、
寺
社
、
美
術
館
・
博
物
館
、
芸
能
団
体
等
、

様
々
な
団
体
と
連
携
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

1
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
2
0 

プ
ロ
グ
ラ
ム

表

開
会
、両
機
関
代
表
の
挨
拶

【
発
表
1
】コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

五
木
田
玲
子
・
観
光
地
域
研
究
部
・
市
場
調
査
室
長
／
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

【
発
表
2
】コ
ロ
ナ
19
の
観
光
産
業
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析

S
o
n
g, Jeo

n
g Y

eo
n
 

主
任
専
門
員（
K
C
T
I
）

【
発
表
3
】コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る
観
光
地
の
取
り
組
み

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
考
え
る
）

中
野
文
彦
・
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

【
発
表
4
】コ
ロ
ナ
19
と
韓
国
の
観
光
政
策
の
対
応

C
h
o
i, K

yeo
n
g E

u
n
 

研
究
委
員（
K
C
T
I
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

閉
会

14
：
00
…

14
：
10
…

14
：
30
…

14
：
50
…

15
：
10
…

15
：
30
…

16
：
10
…

各
研
究
発
表
要
旨

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

【
発
表
1
】

五
木
田
玲
子
観
光
地
域
研
究
部 

市
場
調
査
室
長
／

主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

コ
ロ
ナ
19
の

観
光
産
業
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析

【
発
表
2
】S

ong, Jeong Y
eon

主
任
専
門
員（
K
C
T
I
）

コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る

観
光
地
の
取
り
組
み

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
考
え
る
）

【
発
表
3
】

中
野
文
彦
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／

上
席
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

※
記
事
中
の
デ
ー
タ
や
発
言
は
、2
0
2
0
年
11
月
10
日
時
点
の
も
の
で
す
。

氏
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
額
デ
ー
タ
の
分

析
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
韓
国
観

光
産
業
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
報
告
し
た

他
、Choi, K

yeong E
un

氏
が
各
種
統
計
か

ら
見
る
韓
国
観
光
の
現
状
と
韓
国
の
観
光
政
策

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
研
究
発
表
の
要
旨
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
規
模
旅
館
利
用
の
増
加
、
夫
婦
・
家
族
旅
行

の
増
加
、
友
人
・
知
人
旅
行
の
減
少
、
と
い
っ

た
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

●
7
〜
9
月
は
、
約
7
割
が
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後

に
旅
行
に
「
行
き
た
い
」
と
答
え
た
一
方
で
、

約
1
割
は「
行
き
た
く
な
い
」と
回
答
し
て
い
る
。

10
〜
20
代
は
男
女
と
も
に
積
極
的
な
旅
行
意
欲

を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
高
齢
者
、
特
に
女

性
60
〜
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
旅
行
意
向
は
今
後
の
感
染
状
況
に

応
じ
て
変
動
す
る
可
能
性
が
高
い
。

●
旅
行
の
動
機
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
大
き

な
変
動
は
な
く
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

め
て
」「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
」
は

普
遍
的
な
旅
行
の
動
機
と
言
え
る
。
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
は
「
自
然
観
光
」「
温
泉
旅
行
」

が
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
禍
に
関
係
な
く
、
常
に
上
位
に
挙
が
っ
て
お

り
、
普
遍
的
に
人
気
の
高
い
旅
行
タ
イ
プ
。

●
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
行
き
た
い
地
域
の
条
件
に

は
従
前
と
大
き
な
変
化
は
な
い
一
方
、
行
き
た

く
な
い
地
域
と
し
て
「
公
衆
衛
生
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し
て
い
る
地
域
」

「
感
染
者
が
多
か
っ
た
地
域
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

公
衆
衛
生
の
徹
底
や
密
の
回
避
は
、
旅
行
先
と

し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行

先
で
の
行
動
に
も
、
三
密
回
避
や
衛
生
管
理
を

意
識
し
た
変
化
が
み
ら
れ
る
。

※

本
発
表
の
詳
細
は
、『
観
光
文
化
2
4
7
号
』

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
日

本
人
旅
行
者
の
動
向
２
〜JT

B
F

旅
行
意
識
調

査
結
果
よ
り
」（https://w

w
w
.jtb.or.jp/

tourism
-culture/bunka2

4
7
/2

4
7
-0

9
/

）、

第
30
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
資
料「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」

（https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/

uploads/2020/11/02-1_dom
estic_

m
arket_gokita.pdf

）
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
注
意
段
階
以
降

（
2
0
2
0
年
1
月
20
日
〜
10
月
3
日
）、
観
光

関
連
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
額
は
、
対
前

年
同
期
比
22
・
2
％
減
と
な
っ
た
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
全
体
の
利
用
額
は
5
・
6
％
減
で
あ

り
、
他
業
種
に
比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
観
光
産
業

に
及
ぼ
す
影
響
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
分
か

る
。

●
注
意
段
階
以
降
の
利
用
額
は
、
対
前
年
同
期

比
で
旅
行
業
87
・
0
％
減
、免
税
店
78
・
2
％
減
、

航
空
会
社
74
・
1
％
減
、
公
演
場
及
び
劇
場

53
・
6
％
減
、
観
光
宿
泊
業
52
・
0
％
減
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
、
旅
行
と
直
接
関
係
の
あ
る

旅
行
業
、
免
税
店
、
航
空
会
社
の
利
用
額
が
大

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
。
2
0
2
0
年
は
多

く
の
祭
り
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
夏
祭
り
を
テ

ー
マ
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

●
修
学
旅
行
、
社
員
旅
行
等
の
団
体
旅
行
の
受

け
入
れ
、
海
外
客
の
受
け
入
れ
等
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

●
タ
ビ
ナ
カ
体
験
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
各
社
で
は
、
2
0
2
0
年
2
月
頃
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
販
売
も
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
と
し
て
、

（
1
）
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
価
値
提
供
、

（
2
）新
た
な
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
創
出
、

（
3
）
市
場
拡
大
の
可
能
性
、

（
4
）
観
光
地
と
観
光
客
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

の
4
点
が
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。

き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
で
は
、

感
染
拡
大
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
で

も
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、

被
害
規
模
の
大
き
さ
が
分
か
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
韓
国
政
府
は
国

民
の
安
全
を
担
保
す
る
と
同
時
に
、
各
種
割
引

券
の
発
行
を
段
階
的
に
行
う
な
ど
の
観
光
業
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
は
既
に
長
期
化
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
一
時
的
な
支
援
の
み
で
は
観
光
産
業
の
完

全
回
復
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
グ
ル
ー

プ
旅
行
や
安
全
確
保
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
観
光
産
業
の
側

で
も
様
々
な
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
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活 動 報 告

日
韓
国
際

観
光
カンファレンス

2
0
2
0
を
開
催

　
2
0
2
0
年
11
月
10
日
（
火
）、
日
韓
国
際
観

光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
定
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
本
来
な
ら

ば
今
年
度
は
日
本
で
開
催
予
定
だ
っ
た
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
両
機
関
の
研
究
員
4
名
に
よ
る
研
究

発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
財
団
か
ら
は
、
五
木
田
市
場
調
査
室
長
が

2
0
2
0
年
1
〜
9
月
ま
で
の
調
査
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者

の
動
向
に
つ
い
て
、
中
野
地
域
活
性
化
室
長
が

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
中
心
に
、
地
域
を
支
え

る
観
光
地
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　
K
C
T
I
か
ら
は
、Song,Jeong Y

eon

●
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り
や
め

は
、
4
〜
5
月
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
以
降
は
減

少
し
た
。
旅
行
を
と
り
や
め
た
最
大
の
理
由
は

「
自
分
自
身
や
同
行
者
の
感
染
リ
ス
ク
回
避
」

で
あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
4
〜
5
月

は
、「
政
府
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
」
を
理
由
に

挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。

●
日
本
国
内
の
旅
行
者
数
は
、
3
月
に
急
激
に

落
ち
込
み
、
4
〜
5
月
は
前
年
同
月
比
9
割
減
、

以
降
徐
々
に
回
復
傾
向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ
て
の
気
持
ち
を
み
る

と
、
不
安
は
感
じ
つ
つ
も
「
心
配
し
て
も
仕
方

が
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
人
が
次
第
に
増
加

し
、6
月
以
降
は「
観
光
地
を
応
援
し
た
い
」「
値

段
が
通
常
よ
り
安
い
」
が
急
増
し
た
。

●
2
0
2
0
年
8
月
と
2
0
1
9
年
8
月
を
比

べ
る
と
、
温
泉
旅
行
や
自
然
・
景
勝
地
訪
問
の

増
加
、
ま
ち
並
み
散
策
・
歴
史
文
化
名
所
訪
問
・

都
市
観
光
の
減
少
、
1
泊
旅
行
の
増
加
、
近
隣

へ
の
旅
行
の
増
加
、
自
家
用
車
利
用
の
増
加
、

●
2
0
2
0
年
1
月
20
日
に
韓
国
国
内
で
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
、
危

機
警
報
が
「
注
意
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
韓

国
政
府
は
、
感
染
拡
大
状
況
に
応
じ
て
飲
食
店

利
用
や
余
暇
活
動
の
制
限
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
政
策
を
段
階
的
に
実
施

し
て
お
り
、
従
来
の
消
費
パ
タ
ー
ン
と
余
暇
活

動
に
多
く
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

●
2
0
1
9
年
か
ら
2
0
2
0
年
10
月
3
日
ま

で
の
、
韓
国
国
内
に
お
け
る
韓
国
国
民
と
外
国

人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取
引
承
認
実
績
を

用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

●
2
0
2
0
年
4
〜
6
月
の
日
本
全
体
の
観
光

消
費
額
は
、
対
前
年
同
期
比
83
・
3
％
減
の
マ

イ
ナ
ス
約
5
兆
円
と
な
っ
た
。
費
目
別
に
み
る

と
、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
地
域
内
交
通
費
」、

「
宿
泊
費
」、「
飲
食
費
」、「
買
物
代
」、「
娯
楽
等

サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他
」
も
同
約
8
割
減
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
観
光
収
入
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。

●
観
光
地
側
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
各
種
補

助
金
や
助
成
金
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

対
応
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

●
観
光
サ
ー
ビ
ス
強
化
・
開
発
に
分
類
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

移
動
・
接
触
を
伴
わ
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
始
ま
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
・
ツ
ア
ー
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
文
化
・
自
然
体
験
、
ま
ち
歩
き
・
施
設
見
学
、

交
流
、
飲
食
・
買
い
物
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
ツ
ア
ー
が
商
品
化
さ
れ

て
い
る
。
観
光
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
農
家
、

漁
師
、
寺
社
、
美
術
館
・
博
物
館
、
芸
能
団
体
等
、

様
々
な
団
体
と
連
携
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

1
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
2
0 

プ
ロ
グ
ラ
ム

表

開
会
、両
機
関
代
表
の
挨
拶

【
発
表
1
】コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向

五
木
田
玲
子
・
観
光
地
域
研
究
部
・
市
場
調
査
室
長
／
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

【
発
表
2
】コ
ロ
ナ
19
の
観
光
産
業
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析

S
o
n
g, Jeo

n
g Y

eo
n
 

主
任
専
門
員（
K
C
T
I
）

【
発
表
3
】コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る
観
光
地
の
取
り
組
み

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
考
え
る
）

中
野
文
彦
・
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

【
発
表
4
】コ
ロ
ナ
19
と
韓
国
の
観
光
政
策
の
対
応

C
h
o
i, K

yeo
n
g E

u
n
 

研
究
委
員（
K
C
T
I
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

閉
会

14
：
00
…

14
：
10
…

14
：
30
…

14
：
50
…

15
：
10
…

15
：
30
…

16
：
10
…

各
研
究
発
表
要
旨

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
旅
行
者
の
動
向

【
発
表
1
】

五
木
田
玲
子
観
光
地
域
研
究
部 

市
場
調
査
室
長
／

主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

コ
ロ
ナ
19
の

観
光
産
業
へ
の
影
響
に
関
す
る
分
析

【
発
表
2
】S

ong, Jeong Y
eon

主
任
専
門
員（
K
C
T
I
）

コ
ロ
ナ
禍
に
地
域
を
支
え
る

観
光
地
の
取
り
組
み

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
を
考
え
る
）

【
発
表
3
】

中
野
文
彦
観
光
経
済
研
究
部 

地
域
活
性
化
室
長
／

上
席
主
任
研
究
員（
J
T
B
F
）

※
記
事
中
の
デ
ー
タ
や
発
言
は
、2
0
2
0
年
11
月
10
日
時
点
の
も
の
で
す
。

氏
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
額
デ
ー
タ
の
分

析
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
韓
国
観

光
産
業
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
報
告
し
た

他
、Choi, K

yeong E
un

氏
が
各
種
統
計
か

ら
見
る
韓
国
観
光
の
現
状
と
韓
国
の
観
光
政
策

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
各
研
究
発
表
の
要
旨
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
規
模
旅
館
利
用
の
増
加
、
夫
婦
・
家
族
旅
行

の
増
加
、
友
人
・
知
人
旅
行
の
減
少
、
と
い
っ

た
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

●
7
〜
9
月
は
、
約
7
割
が
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後

に
旅
行
に
「
行
き
た
い
」
と
答
え
た
一
方
で
、

約
1
割
は「
行
き
た
く
な
い
」と
回
答
し
て
い
る
。

10
〜
20
代
は
男
女
と
も
に
積
極
的
な
旅
行
意
欲

を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
高
齢
者
、
特
に
女

性
60
〜
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
旅
行
意
向
は
今
後
の
感
染
状
況
に

応
じ
て
変
動
す
る
可
能
性
が
高
い
。

●
旅
行
の
動
機
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
大
き

な
変
動
は
な
く
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

め
て
」「
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
」
は

普
遍
的
な
旅
行
の
動
機
と
言
え
る
。
行
っ
て
み

た
い
旅
行
タ
イ
プ
は
「
自
然
観
光
」「
温
泉
旅
行
」

が
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
コ
ロ

ナ
禍
に
関
係
な
く
、
常
に
上
位
に
挙
が
っ
て
お

り
、
普
遍
的
に
人
気
の
高
い
旅
行
タ
イ
プ
。

●
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
行
き
た
い
地
域
の
条
件
に

は
従
前
と
大
き
な
変
化
は
な
い
一
方
、
行
き
た

く
な
い
地
域
と
し
て
「
公
衆
衛
生
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し
て
い
る
地
域
」

「
感
染
者
が
多
か
っ
た
地
域
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

公
衆
衛
生
の
徹
底
や
密
の
回
避
は
、
旅
行
先
と

し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行

先
で
の
行
動
に
も
、
三
密
回
避
や
衛
生
管
理
を

意
識
し
た
変
化
が
み
ら
れ
る
。

※

本
発
表
の
詳
細
は
、『
観
光
文
化
2
4
7
号
』

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
日

本
人
旅
行
者
の
動
向
２
〜JT

B
F

旅
行
意
識
調

査
結
果
よ
り
」（https://w

w
w
.jtb.or.jp/

tourism
-culture/bunka2

4
7
/2

4
7
-0

9
/

）、

第
30
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
資
料「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」

（https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/

uploads/2020/11/02-1_dom
estic_

m
arket_gokita.pdf

）
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
注
意
段
階
以
降

（
2
0
2
0
年
1
月
20
日
〜
10
月
3
日
）、
観
光

関
連
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
額
は
、
対
前

年
同
期
比
22
・
2
％
減
と
な
っ
た
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
全
体
の
利
用
額
は
5
・
6
％
減
で
あ

り
、
他
業
種
に
比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
観
光
産
業

に
及
ぼ
す
影
響
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
分
か

る
。

●
注
意
段
階
以
降
の
利
用
額
は
、
対
前
年
同
期

比
で
旅
行
業
87
・
0
％
減
、免
税
店
78
・
2
％
減
、

航
空
会
社
74
・
1
％
減
、
公
演
場
及
び
劇
場

53
・
6
％
減
、
観
光
宿
泊
業
52
・
0
％
減
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
、
旅
行
と
直
接
関
係
の
あ
る

旅
行
業
、
免
税
店
、
航
空
会
社
の
利
用
額
が
大

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
。
2
0
2
0
年
は
多

く
の
祭
り
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
夏
祭
り
を
テ

ー
マ
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

●
修
学
旅
行
、
社
員
旅
行
等
の
団
体
旅
行
の
受

け
入
れ
、
海
外
客
の
受
け
入
れ
等
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

●
タ
ビ
ナ
カ
体
験
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
各
社
で
は
、
2
0
2
0
年
2
月
頃
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
販
売
も
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
と
し
て
、

（
1
）
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
価
値
提
供
、

（
2
）新
た
な
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
創
出
、

（
3
）
市
場
拡
大
の
可
能
性
、

（
4
）
観
光
地
と
観
光
客
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

の
4
点
が
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。

き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
で
は
、

感
染
拡
大
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
で

も
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、

被
害
規
模
の
大
き
さ
が
分
か
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
韓
国
政
府
は
国

民
の
安
全
を
担
保
す
る
と
同
時
に
、
各
種
割
引

券
の
発
行
を
段
階
的
に
行
う
な
ど
の
観
光
業
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
は
既
に
長
期
化
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
一
時
的
な
支
援
の
み
で
は
観
光
産
業
の
完

全
回
復
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
グ
ル
ー

プ
旅
行
や
安
全
確
保
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
観
光
産
業
の
側

で
も
様
々
な
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
と
同
様
の
傾
向
は
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
か
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
2
0
2
0
年
1
〜
3

月
の
海
外
旅
行
の
取
り
や
め
率
を
み
る
と
、
日

本
国
内
旅
行
に
先
行
し
て
海
外
旅
行
の
取
り
や

め
が
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
他
の
設
問
に
つ
い

て
は
、
今
年
は
4
月
以
降
の
出
国
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
調
査
は
し
た
も

の
の
分
析
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
。

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
感
染
者
数
が
拡
大
す

る
中
、
日
本
政
府
は
7
月
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
韓
国
で
も
同

様
の
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、
感
染
拡
大
に

よ
り
一
時
中
断
さ
れ
10
月
に
再
開
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
観
光
促
進

の
両
面
に
お
い
てG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
さ
れ
て

い
る
か
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
政
策
は
、
各
国
で
最
優
先
す
る

事
項
が
異
な
っ
て
い
る
。
韓
国
の
場
合
、
感
染

拡
大
の
封
じ
込
め
を
最
優
先
し
て
き
た
印
象
が

あ
る
。
日
本
は
、
封
じ
込
め
を
最
優
先
す
る
局

面
か
ら
、
5
〜
6
月
頃
を
境
に
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
実
践
を
前
提
と
し
て
感
染
拡
大
防

止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
実
現
す
る
と
い
う
考

え
方
へ
移
行
し
た
。

　
観
光
は
非
常
に
多
く
の
産
業
に
関
連
し
て
お

り
、
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
い
う
理

由
で
、
7
月
か
らG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
時
期
尚
早
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
9
〜
10
月
に
関
し

て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果

で
、
観
光
地
は
昨
年
同
期
並
み
ま
で
観
光
客
が

戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
。

　
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
賛
否
あ

る
。
観
光
産
業
側
か
ら
は
歓
迎
の
声
が
あ
が
る

一
方
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
不
安
を
感
じ

て
い
る
住
民
も
多
い
。
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実

施
し
た
と
し
て
も
、
1
0
0
％
賛
同
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
も
再
び
新
規
感
染
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
。
状
況
を

注
視
し
、
柔
軟
に
判
断
す
る
よ
り
他
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
日
本
政
府
は
、
観

光
関
連
企
業
の
雇
用
維
持
や
資
金
調
達
等
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
日
本
で
は
、
観
光
産
業

に
特
化
し
た
直
接
的
な
資
金
援
助
政
策
は
取
ら

れ
て
い
な
い
。
他
産
業
と
同
じ
く
、
雇
用
補
助

金
、
休
業
補
償
、
緊
急
融
資
策
、
臨
時
交
付
金

等
の
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
観
光
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
は
、
需
要
喚
起
を
目
的
と
し

たG
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
各

都
道
府
県
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
住
民
向
け

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
K
C
T
I
と

J
T
B
F
の
共
同
調
査
と
し
て
自
国
民
に
対
す

る
旅
行
者
調
査
を
行
い
、
両
国
の
比
較
研
究
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
日
韓
の
国
民
が
旅
行
に
対

し
て
求
め
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
共
有
す
る

こ
と
で
、
両
国
間
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
日
本
と
韓
国
の
比
較

は
興
味
深
い
。
ぜ
ひ
共
同
調
査
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
も
た
ら
す
影
響
は
世
界
規
模
に
及
ん
で

お
り
、
国
を
超
え
た
共
同
調
査
は
非
常
に
意
義

深
い
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
韓
国
政
府
で
も

様
々
な
観
光
政
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

結
果
に
対
す
る
議
論
は
十
分
行
わ
れ
て
い
な

い
。
日
韓
両
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
観
光
政
策
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
建
設

的
な
議
論
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
後
も
、
新
た
な
感
染

症
が
発
生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、
今

回
の
観
光
政
策
に
関
す
る
効
果
検
証
を
行
い
共

有
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
に
備
え
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
観
光
政
策
立
案

に
お
い
て
難
し
い
の
は
地
域
住
民
の
所
得
増
大

の
実
現
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
場
合
、
地
域

住
民
に
対
す
る
経
済
効
果
は
み
ら
れ
る
か
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
に

展
開
し
た
際
、
経
済
効
果
の
増
大
の
可
能
性
は

あ
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
従
来
リ
ア
ル
体
験
の
提

供
を
収
入
源
と
し
て
い
た
方
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
収
入
源
が
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
収
入
維
持

の
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
な
か
に
は
、
地
元
農

家
や
漁
師
、
飲
食
店
、
地
場
産
業
者
等
と
連
携

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
ツ
ア

ー
事
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
事
業
者
・
生
産
者

に
も
経
済
効
果
が
あ
る
。
と
は
い
え
現
段
階
で

は
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
経
済
効
果
よ
り
も
、
地
域
外
の
人
と

の
リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
絶
た
れ
て
い
る
中

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
効
果
を
重
視

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　韓
国
で
は
感
染
拡
大
を
効
果
的
に
抑
え
込
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
の
韓
国
に
お
い

て
も
、
消
費
者
の
行
動
変
化
や
心
理
的
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
変
化
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

変
化
を
捉
え
る
た
め
に
適
切
な
指
標
は
あ
る

か
。

Jeo
n
g

（
K
C
T
I
）
…
国
連
世
界
観
光
機

関
（
U
N
W
T
O
）
は
、
国
際
観
光
の
回
復
は

2
0
2
1
年
第
3
四
半
期
に
及
ぶ
と
見
込
ん
で

い
る
。
韓
国
国
内
で
は
、
よ
り
長
期
的
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、w

ith

コ

ロ
ナ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
前
提
と
し
た
検
討

が
重
要
と
い
う
意
見
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
観
光
産
業
に
お
け
る
調
査
指
標
の
選

択
は
難
し
い
状
況
。
地
域
経
済
の
動
向
を
捉
え

る
た
め
、
代
替
指
標
で
は
あ
る
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
額
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
と
し
、

業
種
の
変
化
等
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

要
観
光
地
の
観
光
客
数
の
変
化
に
も
注
目
し
て

い
る
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
前
年
と
比
較
し
て
消

費
額
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
利
用

人
数
減
少
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
1
人
1
回
当

た
り
の
消
費
額
も
減
っ
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
正
確
な
数
値
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
全
体
額
の
減
少
に
伴
い
、

1
人
1
回
当
た
り
の
利
用
額
も
減
少
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

五
木
田（
J
T
B
F
）…
日
本
で
は
、た
と
え
ば
、

同
じ
宿
泊
業
の
中
で
小
規
模
旅
館
の
シ
ェ
ア
が

増
加
す
る
と
い
う
変
化
が
起
き
て
い
る
。
韓
国

で
も
同
様
に
同
業
種
の
な
か
で
シ
ェ
ア
の
変
化

が
生
じ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
業
種
全
体
の

規
模
が
縮
小
し
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
韓
国
で
も
日
本
と
同

じ
く
、
同
業
種
の
中
で
の
シ
ェ
ア
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
宿
泊
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
外
国
人

観
光
客
が
主
に
利
用
す
る
特
級
ホ
テ
ル
の
利
用

額
が
減
少
し
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
出
額
が
そ
れ

ほ
ど
減
ら
な
か
っ
た
の
が
ゴ
ル
フ
旅
行
。ま
た
、

最
近
は
非
接
触
の
旅
行
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
関
連
の
支
出
増
が
み
ら
れ

た
。
感
染
拡
大
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
初
期
段
階
で
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
支
出
額

も
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
接
触
を
伴
う
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
避
け
た
出
張
需
要
だ
と
推
測

し
て
い
る
。

　
韓
国
国
民
に
よ
る
海
外
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
の
支

出
額
も
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
行
き
場
を

な
く
し
た
海
外
旅
行
需
要
が
振
り
向
け
ら
れ
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 お
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
刻

に
海
を
越
え
て
同
じ
課
題
意
識
を
共
有
し
、
議

論
と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
は
、
第
5
期
目
と
な
る
研
究
協

力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m

 o
f 

U
n

d
e
r
s
ta

n
d

in
g
 o

n
 R

e
s
e
a
r
c
h

 

C
o
o
p
eratio

n

、M
O

U

）
を
締
結
し
ま
し
た
。

共
同
調
査
の
実
施
な
ど
、
ま
す
ま
す
研
究
協
力

体
制
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
年
4
〜
6
月
の
日
本
全
体
の
観
光

消
費
額
は
、
対
前
年
同
期
比
83
・
3
％
減
の
マ

イ
ナ
ス
約
5
兆
円
と
な
っ
た
。
費
目
別
に
み
る

と
、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
地
域
内
交
通
費
」、

「
宿
泊
費
」、「
飲
食
費
」、「
買
物
代
」、「
娯
楽
等

サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他
」
も
同
約
8
割
減
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
観
光
収
入
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。

●
観
光
地
側
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
各
種
補

助
金
や
助
成
金
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

対
応
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

●
観
光
サ
ー
ビ
ス
強
化
・
開
発
に
分
類
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

移
動
・
接
触
を
伴
わ
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
始
ま
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
・
ツ
ア
ー
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
文
化
・
自
然
体
験
、
ま
ち
歩
き
・
施
設
見
学
、

交
流
、
飲
食
・
買
い
物
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
ツ
ア
ー
が
商
品
化
さ
れ

て
い
る
。
観
光
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
農
家
、

漁
師
、
寺
社
、
美
術
館
・
博
物
館
、
芸
能
団
体
等
、

様
々
な
団
体
と
連
携
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

●
2
0
2
0
年
1
〜
7
月
に
韓
国
を
訪
れ
た
外

国
人
観
光
客
数
は
対
前
年
同
期
比
約
78
%
減
の

約
2
2
0
万
人
、
韓
国
人
に
よ
る
海
外
旅
行
客

数
は
同
約
78
%
減
の
約
3
9
0
万
人
と
な
っ

た
。主
要
な
観
光
地
点
24
カ
所
の
訪
問
客
数
は
、

同
約
48
・
2
％
減
の
約
1
4
0
9
万
人
と
な
っ

た
。
テ
ー
マ
公
園
・
文
化
施
設
等
に
比
べ
て
国

立
公
園
や
休
養
林
の
訪
問
客
数
は
小
幅
減
少
に

と
ど
ま
り
、
大
規
模
な
観
光
地
に
比
べ
て
小
規

模
な
観
光
地
の
訪
問
客
数
も
小
幅
減
少
に
と
ど

ま
っ
た
。

●
韓
国
政
府
は
、
観
光
産
業
に
対
す
る
支
援
策

と
し
て
、
ま
ず
、
金
融
支
援
、
雇
用
支
援
、
税

制
支
援
、
補
償
支
援
、
経
営
支
援
等
の
直
接
的

支
援
を
行
っ
た
。
次
い
で
、
観
光
に
お
け
る
内

需
拡
大
対
策
を
打
ち
出
し
、
第
1
段
階
と
し
て

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
る
安
全
な
旅

行
の
拡
大
、
第
2
段
階
と
し
て
旅
行
商
品
の
割

引
、
休
暇
の
活
性
化
等
に
よ
る
国
内
旅
行
需
要

の
促
進
、
商
品
開
発
や
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
第
3
段
階
と
し
て

新
た
な
日
常
に
対
応
す
る
観
光
戦
略
の
樹
立
、

を
掲
げ
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
旅
行
が
危
険
な
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
の
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
直
す
機
会
で
あ
る
と
前
向

き
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
に
は
、
中
長
期
的
に
体
系
的
な

戦
略
が
必
要
で
あ
り
、
単
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
新
し

い
観
光
へ
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
安
全
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
持

続
可
能
性
」。

●
①
外
部
要
因
に
脆
弱
な
観
光
産
業
の
危
機
管

理
対
応
能
力
の
向
上
、②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
観
光
形
態
お
よ
び
消
費
に
及
ぼ
す
中
長
期

的
な
影
響
へ
の
戦
略
的
な
対
応
、③
持
続
可
能

で
正
常
な
観
光
産
業
生
態
系
構
築
の
た
め
の
関

連
テ
ー
マ
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
基
盤
の
構

築
の
強
化
に
よ
り
、
観
光
産
業
界
の
競
争
力
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
政
府
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
と
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
、
観
光
産
業
間
の
協
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
、
観
光
人
材
育
成
、
技
術
力
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化
に
対
す
る
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。
民
間
に
は
、
安
全
管
理
の
強
化
、
技
術

革
新
の
受
容
、
多
様
な
観
光
商
品
の
開
発
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
共
有
の
促

進
等
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
19
と

韓
国
の
観
光
政
策
の
対
応

【
発
表
4
】C

hoi, K
yeong E

un

研
究
委
員（
K
C
T
I
）

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
。
2
0
2
0
年
は
多

く
の
祭
り
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
夏
祭
り
を
テ

ー
マ
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

●
修
学
旅
行
、
社
員
旅
行
等
の
団
体
旅
行
の
受

け
入
れ
、
海
外
客
の
受
け
入
れ
等
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

●
タ
ビ
ナ
カ
体
験
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
各
社
で
は
、
2
0
2
0
年
2
月
頃
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
販
売
も
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
と
し
て
、

（
1
）
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
価
値
提
供
、

（
2
）新
た
な
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
創
出
、

（
3
）
市
場
拡
大
の
可
能
性
、

（
4
）
観
光
地
と
観
光
客
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

の
4
点
が
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。

図 1 新型コロナウイルスを乗り越える観光地の取組

図 2 オンラインツアーの可能性
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新しいライフスタイル支援（滞在、ワーケーション）
オンラインサービス（物販、体験、交流、旅行）

他産業連携 地域の他産業支援（人手不足解消、物販支援）
在宅者・住民向けサービス（デリバリー、買物代行）

オンラインだから
生まれる価値もある

○コロナ禍でも実施可能
○希少性・限定性（限定公開）
○手軽さ（どこからでも、何度も参加できる）

1

市場が拡大する
可能性がある

○コロナ禍のインバウンド、教育旅行
○コロナ後のインバウンド、教育旅行の事前体験
○旅行参加が難しいセグメント （高齢者、障害者、多忙、低収入）

3

カスタマージャーニーが
変わる可能性がある

消費者の購買行動（カスタマージャーニー）は
オンラインとリアルのハイブリット化する可能性がある

Dream Plan
オンラインツアー

Book
自社販売

Experience
リアルツアー

Remember
SNS

2

観光地と観光客の結びつきを
高める可能性がある

○顧客コミュニケーション・エンゲージメントの強化
○オンラインを含めたリピート・購買
○顧客データの蓄積、口コミ・書き込みの拡散

4

本セッション

テーマ
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
と
同
様
の
傾
向
は
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
か
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
2
0
2
0
年
1
〜
3

月
の
海
外
旅
行
の
取
り
や
め
率
を
み
る
と
、
日

本
国
内
旅
行
に
先
行
し
て
海
外
旅
行
の
取
り
や

め
が
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
他
の
設
問
に
つ
い

て
は
、
今
年
は
4
月
以
降
の
出
国
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
調
査
は
し
た
も

の
の
分
析
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
。

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
感
染
者
数
が
拡
大
す

る
中
、
日
本
政
府
は
7
月
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
韓
国
で
も
同

様
の
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、
感
染
拡
大
に

よ
り
一
時
中
断
さ
れ
10
月
に
再
開
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
観
光
促
進

の
両
面
に
お
い
てG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
さ
れ
て

い
る
か
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
政
策
は
、
各
国
で
最
優
先
す
る

事
項
が
異
な
っ
て
い
る
。
韓
国
の
場
合
、
感
染

拡
大
の
封
じ
込
め
を
最
優
先
し
て
き
た
印
象
が

あ
る
。
日
本
は
、
封
じ
込
め
を
最
優
先
す
る
局

面
か
ら
、
5
〜
6
月
頃
を
境
に
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
実
践
を
前
提
と
し
て
感
染
拡
大
防

止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
実
現
す
る
と
い
う
考

え
方
へ
移
行
し
た
。

　
観
光
は
非
常
に
多
く
の
産
業
に
関
連
し
て
お

り
、
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
い
う
理

由
で
、
7
月
か
らG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
時
期
尚
早
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
9
〜
10
月
に
関
し

て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果

で
、
観
光
地
は
昨
年
同
期
並
み
ま
で
観
光
客
が

戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
。

　
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
賛
否
あ

る
。
観
光
産
業
側
か
ら
は
歓
迎
の
声
が
あ
が
る

一
方
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
不
安
を
感
じ

て
い
る
住
民
も
多
い
。
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実

施
し
た
と
し
て
も
、
1
0
0
％
賛
同
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
も
再
び
新
規
感
染
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
。
状
況
を

注
視
し
、
柔
軟
に
判
断
す
る
よ
り
他
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
日
本
政
府
は
、
観

光
関
連
企
業
の
雇
用
維
持
や
資
金
調
達
等
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
日
本
で
は
、
観
光
産
業

に
特
化
し
た
直
接
的
な
資
金
援
助
政
策
は
取
ら

れ
て
い
な
い
。
他
産
業
と
同
じ
く
、
雇
用
補
助

金
、
休
業
補
償
、
緊
急
融
資
策
、
臨
時
交
付
金

等
の
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
観
光
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
は
、
需
要
喚
起
を
目
的
と
し

たG
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
各

都
道
府
県
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
住
民
向
け

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
K
C
T
I
と

J
T
B
F
の
共
同
調
査
と
し
て
自
国
民
に
対
す

る
旅
行
者
調
査
を
行
い
、
両
国
の
比
較
研
究
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
日
韓
の
国
民
が
旅
行
に
対

し
て
求
め
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
共
有
す
る

こ
と
で
、
両
国
間
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
日
本
と
韓
国
の
比
較

は
興
味
深
い
。
ぜ
ひ
共
同
調
査
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
も
た
ら
す
影
響
は
世
界
規
模
に
及
ん
で

お
り
、
国
を
超
え
た
共
同
調
査
は
非
常
に
意
義

深
い
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
韓
国
政
府
で
も

様
々
な
観
光
政
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

結
果
に
対
す
る
議
論
は
十
分
行
わ
れ
て
い
な

い
。
日
韓
両
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
観
光
政
策
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
建
設

的
な
議
論
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
後
も
、
新
た
な
感
染

症
が
発
生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、
今

回
の
観
光
政
策
に
関
す
る
効
果
検
証
を
行
い
共

有
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
に
備
え
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
観
光
政
策
立
案

に
お
い
て
難
し
い
の
は
地
域
住
民
の
所
得
増
大

の
実
現
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
場
合
、
地
域

住
民
に
対
す
る
経
済
効
果
は
み
ら
れ
る
か
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
に

展
開
し
た
際
、
経
済
効
果
の
増
大
の
可
能
性
は

あ
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
従
来
リ
ア
ル
体
験
の
提

供
を
収
入
源
と
し
て
い
た
方
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
収
入
源
が
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
収
入
維
持

の
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
な
か
に
は
、
地
元
農

家
や
漁
師
、
飲
食
店
、
地
場
産
業
者
等
と
連
携

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
ツ
ア

ー
事
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
事
業
者
・
生
産
者

に
も
経
済
効
果
が
あ
る
。
と
は
い
え
現
段
階
で

は
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
経
済
効
果
よ
り
も
、
地
域
外
の
人
と

の
リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
絶
た
れ
て
い
る
中

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
効
果
を
重
視

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　韓
国
で
は
感
染
拡
大
を
効
果
的
に
抑
え
込
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
の
韓
国
に
お
い

て
も
、
消
費
者
の
行
動
変
化
や
心
理
的
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
変
化
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

変
化
を
捉
え
る
た
め
に
適
切
な
指
標
は
あ
る

か
。

Jeo
n
g

（
K
C
T
I
）
…
国
連
世
界
観
光
機

関
（
U
N
W
T
O
）
は
、
国
際
観
光
の
回
復
は

2
0
2
1
年
第
3
四
半
期
に
及
ぶ
と
見
込
ん
で

い
る
。
韓
国
国
内
で
は
、
よ
り
長
期
的
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、w

ith

コ

ロ
ナ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
前
提
と
し
た
検
討

が
重
要
と
い
う
意
見
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
観
光
産
業
に
お
け
る
調
査
指
標
の
選

択
は
難
し
い
状
況
。
地
域
経
済
の
動
向
を
捉
え

る
た
め
、
代
替
指
標
で
は
あ
る
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
額
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
と
し
、

業
種
の
変
化
等
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

要
観
光
地
の
観
光
客
数
の
変
化
に
も
注
目
し
て

い
る
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
前
年
と
比
較
し
て
消

費
額
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
利
用

人
数
減
少
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
1
人
1
回
当

た
り
の
消
費
額
も
減
っ
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
正
確
な
数
値
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
全
体
額
の
減
少
に
伴
い
、

1
人
1
回
当
た
り
の
利
用
額
も
減
少
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

五
木
田（
J
T
B
F
）…
日
本
で
は
、た
と
え
ば
、

同
じ
宿
泊
業
の
中
で
小
規
模
旅
館
の
シ
ェ
ア
が

増
加
す
る
と
い
う
変
化
が
起
き
て
い
る
。
韓
国

で
も
同
様
に
同
業
種
の
な
か
で
シ
ェ
ア
の
変
化

が
生
じ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
業
種
全
体
の

規
模
が
縮
小
し
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
韓
国
で
も
日
本
と
同

じ
く
、
同
業
種
の
中
で
の
シ
ェ
ア
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
宿
泊
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
外
国
人

観
光
客
が
主
に
利
用
す
る
特
級
ホ
テ
ル
の
利
用

額
が
減
少
し
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
出
額
が
そ
れ

ほ
ど
減
ら
な
か
っ
た
の
が
ゴ
ル
フ
旅
行
。ま
た
、

最
近
は
非
接
触
の
旅
行
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
関
連
の
支
出
増
が
み
ら
れ

た
。
感
染
拡
大
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
初
期
段
階
で
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
支
出
額

も
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
接
触
を
伴
う
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
避
け
た
出
張
需
要
だ
と
推
測

し
て
い
る
。

　
韓
国
国
民
に
よ
る
海
外
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
の
支

出
額
も
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
行
き
場
を

な
く
し
た
海
外
旅
行
需
要
が
振
り
向
け
ら
れ
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 お
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
刻

に
海
を
越
え
て
同
じ
課
題
意
識
を
共
有
し
、
議

論
と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
は
、
第
5
期
目
と
な
る
研
究
協

力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m

 o
f 

U
n

d
e
r
s
ta

n
d

in
g
 o

n
 R

e
s
e
a
r
c
h

 

C
o
o
p
eratio

n

、M
O

U

）
を
締
結
し
ま
し
た
。

共
同
調
査
の
実
施
な
ど
、
ま
す
ま
す
研
究
協
力

体
制
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
2
0
2
0
年
4
〜
6
月
の
日
本
全
体
の
観
光

消
費
額
は
、
対
前
年
同
期
比
83
・
3
％
減
の
マ

イ
ナ
ス
約
5
兆
円
と
な
っ
た
。
費
目
別
に
み
る

と
、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
地
域
内
交
通
費
」、

「
宿
泊
費
」、「
飲
食
費
」、「
買
物
代
」、「
娯
楽
等

サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他
」
も
同
約
8
割
減
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
に
お
け
る
観
光
収
入
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。

●
観
光
地
側
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
各
種
補

助
金
や
助
成
金
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

対
応
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

●
観
光
サ
ー
ビ
ス
強
化
・
開
発
に
分
類
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

移
動
・
接
触
を
伴
わ
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
始
ま
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
・
ツ
ア
ー
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
文
化
・
自
然
体
験
、
ま
ち
歩
き
・
施
設
見
学
、

交
流
、
飲
食
・
買
い
物
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
ツ
ア
ー
が
商
品
化
さ
れ

て
い
る
。
観
光
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
農
家
、

漁
師
、
寺
社
、
美
術
館
・
博
物
館
、
芸
能
団
体
等
、

様
々
な
団
体
と
連
携
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

●
2
0
2
0
年
1
〜
7
月
に
韓
国
を
訪
れ
た
外

国
人
観
光
客
数
は
対
前
年
同
期
比
約
78
%
減
の

約
2
2
0
万
人
、
韓
国
人
に
よ
る
海
外
旅
行
客

数
は
同
約
78
%
減
の
約
3
9
0
万
人
と
な
っ

た
。主
要
な
観
光
地
点
24
カ
所
の
訪
問
客
数
は
、

同
約
48
・
2
％
減
の
約
1
4
0
9
万
人
と
な
っ

た
。
テ
ー
マ
公
園
・
文
化
施
設
等
に
比
べ
て
国

立
公
園
や
休
養
林
の
訪
問
客
数
は
小
幅
減
少
に

と
ど
ま
り
、
大
規
模
な
観
光
地
に
比
べ
て
小
規

模
な
観
光
地
の
訪
問
客
数
も
小
幅
減
少
に
と
ど

ま
っ
た
。

●
韓
国
政
府
は
、
観
光
産
業
に
対
す
る
支
援
策

と
し
て
、
ま
ず
、
金
融
支
援
、
雇
用
支
援
、
税

制
支
援
、
補
償
支
援
、
経
営
支
援
等
の
直
接
的

支
援
を
行
っ
た
。
次
い
で
、
観
光
に
お
け
る
内

需
拡
大
対
策
を
打
ち
出
し
、
第
1
段
階
と
し
て

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
る
安
全
な
旅

行
の
拡
大
、
第
2
段
階
と
し
て
旅
行
商
品
の
割

引
、
休
暇
の
活
性
化
等
に
よ
る
国
内
旅
行
需
要

の
促
進
、
商
品
開
発
や
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
第
3
段
階
と
し
て

新
た
な
日
常
に
対
応
す
る
観
光
戦
略
の
樹
立
、

を
掲
げ
て
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
旅
行
が
危
険
な
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
の
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
直
す
機
会
で
あ
る
と
前
向

き
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
に
は
、
中
長
期
的
に
体
系
的
な

戦
略
が
必
要
で
あ
り
、
単
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
新
し

い
観
光
へ
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
安
全
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
持

続
可
能
性
」。

●
①
外
部
要
因
に
脆
弱
な
観
光
産
業
の
危
機
管

理
対
応
能
力
の
向
上
、②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
観
光
形
態
お
よ
び
消
費
に
及
ぼ
す
中
長
期

的
な
影
響
へ
の
戦
略
的
な
対
応
、③
持
続
可
能

で
正
常
な
観
光
産
業
生
態
系
構
築
の
た
め
の
関

連
テ
ー
マ
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
基
盤
の
構

築
の
強
化
に
よ
り
、
観
光
産
業
界
の
競
争
力
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
政
府
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
と
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
、
観
光
産
業
間
の
協
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
、
観
光
人
材
育
成
、
技
術
力
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化
に
対
す
る
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。
民
間
に
は
、
安
全
管
理
の
強
化
、
技
術

革
新
の
受
容
、
多
様
な
観
光
商
品
の
開
発
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
共
有
の
促

進
等
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
19
と

韓
国
の
観
光
政
策
の
対
応

【
発
表
4
】C

hoi, K
yeong E

un

研
究
委
員（
K
C
T
I
）

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
。
2
0
2
0
年
は
多

く
の
祭
り
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
夏
祭
り
を
テ

ー
マ
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

●
修
学
旅
行
、
社
員
旅
行
等
の
団
体
旅
行
の
受

け
入
れ
、
海
外
客
の
受
け
入
れ
等
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

●
タ
ビ
ナ
カ
体
験
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
各
社
で
は
、
2
0
2
0
年
2
月
頃
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
販
売
も
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
可
能
性
と
し
て
、

（
1
）
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
価
値
提
供
、

（
2
）新
た
な
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
創
出
、

（
3
）
市
場
拡
大
の
可
能
性
、

（
4
）
観
光
地
と
観
光
客
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

の
4
点
が
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。

図 1 新型コロナウイルスを乗り越える観光地の取組

図 2 オンラインツアーの可能性
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○顧客データの蓄積、口コミ・書き込みの拡散

4

本セッション

テーマ

第248号 February 202167



デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
と
同
様
の
傾
向
は
、
日
本

人
の
海
外
旅
行
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
か
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
2
0
2
0
年
1
〜
3

月
の
海
外
旅
行
の
取
り
や
め
率
を
み
る
と
、
日

本
国
内
旅
行
に
先
行
し
て
海
外
旅
行
の
取
り
や

め
が
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
他
の
設
問
に
つ
い

て
は
、
今
年
は
4
月
以
降
の
出
国
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
調
査
は
し
た
も

の
の
分
析
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
。

C
h
o

（
K
C
T
I
）
…
感
染
者
数
が
拡
大
す

る
中
、
日
本
政
府
は
7
月
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
韓
国
で
も
同

様
の
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、
感
染
拡
大
に

よ
り
一
時
中
断
さ
れ
10
月
に
再
開
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
観
光
促
進

の
両
面
に
お
い
てG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
さ
れ
て

い
る
か
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
政
策
は
、
各
国
で
最
優
先
す
る

事
項
が
異
な
っ
て
い
る
。
韓
国
の
場
合
、
感
染

拡
大
の
封
じ
込
め
を
最
優
先
し
て
き
た
印
象
が

あ
る
。
日
本
は
、
封
じ
込
め
を
最
優
先
す
る
局

面
か
ら
、
5
〜
6
月
頃
を
境
に
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
実
践
を
前
提
と
し
て
感
染
拡
大
防

止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
実
現
す
る
と
い
う
考

え
方
へ
移
行
し
た
。

　
観
光
は
非
常
に
多
く
の
産
業
に
関
連
し
て
お

り
、
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
い
う
理

由
で
、
7
月
か
らG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
時
期
尚
早
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
9
〜
10
月
に
関
し

て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果

で
、
観
光
地
は
昨
年
同
期
並
み
ま
で
観
光
客
が

戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
。

　
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
賛
否
あ

る
。
観
光
産
業
側
か
ら
は
歓
迎
の
声
が
あ
が
る

一
方
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
不
安
を
感
じ

て
い
る
住
民
も
多
い
。
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実

施
し
た
と
し
て
も
、
1
0
0
％
賛
同
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
も
再
び
新
規
感
染
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
、G

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
。
状
況
を

注
視
し
、
柔
軟
に
判
断
す
る
よ
り
他
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
日
本
政
府
は
、
観

光
関
連
企
業
の
雇
用
維
持
や
資
金
調
達
等
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
日
本
で
は
、
観
光
産
業

に
特
化
し
た
直
接
的
な
資
金
援
助
政
策
は
取
ら

れ
て
い
な
い
。
他
産
業
と
同
じ
く
、
雇
用
補
助

金
、
休
業
補
償
、
緊
急
融
資
策
、
臨
時
交
付
金

等
の
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
観
光
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
は
、
需
要
喚
起
を
目
的
と
し

たG
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
各

都
道
府
県
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
住
民
向
け

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
K
C
T
I
と

J
T
B
F
の
共
同
調
査
と
し
て
自
国
民
に
対
す

る
旅
行
者
調
査
を
行
い
、
両
国
の
比
較
研
究
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。
日
韓
の
国
民
が
旅
行
に
対

し
て
求
め
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
共
有
す
る

こ
と
で
、
両
国
間
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
日
本
と
韓
国
の
比
較

は
興
味
深
い
。
ぜ
ひ
共
同
調
査
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
も
た
ら
す
影
響
は
世
界
規
模
に
及
ん
で

お
り
、
国
を
超
え
た
共
同
調
査
は
非
常
に
意
義

深
い
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
韓
国
政
府
で
も

様
々
な
観
光
政
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の

結
果
に
対
す
る
議
論
は
十
分
行
わ
れ
て
い
な

い
。
日
韓
両
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
観
光
政
策
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
建
設

的
な
議
論
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

末
永
会
長
（
J
T
B
F
）
…
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
後
も
、
新
た
な
感
染

症
が
発
生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、
今

回
の
観
光
政
策
に
関
す
る
効
果
検
証
を
行
い
共

有
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
に
備
え
る

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
観
光
政
策
立
案

に
お
い
て
難
し
い
の
は
地
域
住
民
の
所
得
増
大

の
実
現
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
場
合
、
地
域

住
民
に
対
す
る
経
済
効
果
は
み
ら
れ
る
か
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
に

展
開
し
た
際
、
経
済
効
果
の
増
大
の
可
能
性
は

あ
る
か
。

中
野
（
J
T
B
F
）
…
従
来
リ
ア
ル
体
験
の
提

供
を
収
入
源
と
し
て
い
た
方
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
収
入
源
が
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
収
入
維
持

の
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
な
か
に
は
、
地
元
農

家
や
漁
師
、
飲
食
店
、
地
場
産
業
者
等
と
連
携

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
ツ
ア

ー
事
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
事
業
者
・
生
産
者

に
も
経
済
効
果
が
あ
る
。
と
は
い
え
現
段
階
で

は
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
経
済
効
果
よ
り
も
、
地
域
外
の
人
と

の
リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
絶
た
れ
て
い
る
中

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ
と
で
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
と
い
っ
た
効
果
を
重
視

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　韓
国
で
は
感
染
拡
大
を
効
果
的
に
抑
え
込
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
の
韓
国
に
お
い

て
も
、
消
費
者
の
行
動
変
化
や
心
理
的
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
変
化
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

変
化
を
捉
え
る
た
め
に
適
切
な
指
標
は
あ
る

か
。

Jeo
n
g

（
K
C
T
I
）
…
国
連
世
界
観
光
機

関
（
U
N
W
T
O
）
は
、
国
際
観
光
の
回
復
は

2
0
2
1
年
第
3
四
半
期
に
及
ぶ
と
見
込
ん
で

い
る
。
韓
国
国
内
で
は
、
よ
り
長
期
的
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、w

ith

コ

ロ
ナ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
前
提
と
し
た
検
討

が
重
要
と
い
う
意
見
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
観
光
産
業
に
お
け
る
調
査
指
標
の
選

択
は
難
し
い
状
況
。
地
域
経
済
の
動
向
を
捉
え

る
た
め
、
代
替
指
標
で
は
あ
る
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
額
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
と
し
、

業
種
の
変
化
等
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

要
観
光
地
の
観
光
客
数
の
変
化
に
も
注
目
し
て

い
る
。

五
木
田
（
J
T
B
F
）
…
前
年
と
比
較
し
て
消

費
額
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
利
用

人
数
減
少
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
1
人
1
回
当

た
り
の
消
費
額
も
減
っ
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
正
確
な
数
値
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
全
体
額
の
減
少
に
伴
い
、

1
人
1
回
当
た
り
の
利
用
額
も
減
少
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

五
木
田（
J
T
B
F
）…
日
本
で
は
、た
と
え
ば
、

同
じ
宿
泊
業
の
中
で
小
規
模
旅
館
の
シ
ェ
ア
が

増
加
す
る
と
い
う
変
化
が
起
き
て
い
る
。
韓
国

で
も
同
様
に
同
業
種
の
な
か
で
シ
ェ
ア
の
変
化

が
生
じ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
業
種
全
体
の

規
模
が
縮
小
し
て
い
る
の
か
。

S
o
n
g

（
K
C
T
I
）
…
韓
国
で
も
日
本
と
同

じ
く
、
同
業
種
の
中
で
の
シ
ェ
ア
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
宿
泊
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
外
国
人

観
光
客
が
主
に
利
用
す
る
特
級
ホ
テ
ル
の
利
用

額
が
減
少
し
て
い
る
。

K
im

院
長
（
K
C
T
I
）
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
出
額
が
そ
れ

ほ
ど
減
ら
な
か
っ
た
の
が
ゴ
ル
フ
旅
行
。ま
た
、

最
近
は
非
接
触
の
旅
行
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ

り
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
関
連
の
支
出
増
が
み
ら
れ

た
。
感
染
拡
大
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
初
期
段
階
で
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
支
出
額

も
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
接
触
を
伴
う
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
避
け
た
出
張
需
要
だ
と
推
測

し
て
い
る
。

　
韓
国
国
民
に
よ
る
海
外
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
の
支

出
額
も
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
行
き
場
を

な
く
し
た
海
外
旅
行
需
要
が
振
り
向
け
ら
れ
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 お
わ
り
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
刻

に
海
を
越
え
て
同
じ
課
題
意
識
を
共
有
し
、
議

論
と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
は
、
第
5
期
目
と
な
る
研
究
協

力
に
関
す
る
覚
書
（M

em
o
ran

d
u
m

 o
f 

U
n

d
e
r
s
ta

n
d

in
g
 o

n
 R

e
s
e
a
r
c
h

 

C
o
o
p
eratio

n

、M
O

U

）
を
締
結
し
ま
し
た
。

共
同
調
査
の
実
施
な
ど
、
ま
す
ま
す
研
究
協
力

体
制
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
観
光

　
東
京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
の
宮
城
俊
作
教
授
、
都
市
論
・
都

市
計
画
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
、
建

築
お
よ
び
都
市
設
計
を
専
門
と
す
る

永
野
真
義
助
教
の
3
名
の
教
員
と
、

修
士
課
程
大
学
院
生
19
名
（
う
ち
留

学
生
3
名
）、
博
士
課
程
大
学
院
生

6
名
（
う
ち
留
学
生
1
名
）、
さ
ら
に

社
会
人
大
学
院
の
修
士
課
程
7
名
、

卒
論
生
5
名
が
所
属
す
る
大
所
帯
で

あ
る
。
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
た
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
・
教
育
を
展

開
し
て
お
り
、
学
生
の
関
心
も
多
様

で
あ
る
。
研
究
室
活
動
の
特
徴
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
具
体
の

地
域
、
ま
ち
で
の
協
働
研
究
や
実
践

活
動
を
複
数
、
並
行
し
て
展
開
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
主
に
修
士
課
程
の

学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
教
員
も

参
加
し
て
い
る
が
、
学
生
に
つ
い
て

は
、
主
体
的
な
参
画
を
基
本
と
し
、

参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
学
生
の
自

由
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
。
具
体
的

に
は
春
先
に
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

堂
に
会
し
て
、
学
生
た
ち
が
昨
年
度

の
活
動
成
果
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ

を
聞
い
て
、
新
入
生
が
参
加
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
で
選
ん
で
い

る
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
つ
も

参
加
し
な
い
学
生
が
い
て
も
全
く
問

題
で
は
な
い
。

　
現
在
進
行
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
）
宇
治
（
歴
史
的
市
街
地
で
の
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・

運
営
）、
2
）
上
野
（
都
心
歓
楽
街
・

仲
町
通
り
周
辺
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
活

用
）、
3
）
手
賀
沼
（
首
都
圏
郊
外
の

沼
辺
空
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

4
）
富
士
吉
田
（
歴
史
的
市
街
地
で

の
道
路
拡
幅
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
と
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ン
）、
5
）
高
島
平
（
計
画
的
市
街
地

で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
展
開
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
活
用
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
当
研

究
室
と
関
係
の
深
い
同
じ
専
攻
の
地

域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
窪
田
亜
矢
特

任
教
授
）
が
長
年
関
わ
っ
て
い
る
小

高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
原
発
災
害
か
ら

の
復
興
デ
ザ
イ
ン
）、
東
京
都
市
大
学

都
市
空
間
生
成
研
究
室
（
中
島
伸
准

教
授
）
の
三
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
歴

史
的
市
街
地
で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
活
動
展
開
）、
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
の
お
ひ
ざ
元
で
地
域
関
係

者
と
と
も
に
進
め
て
い
る
本
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
院
生
た
ち
は
自

由
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
学
生
だ
け

で
な
く
、
他
研
究
室
や
他
大
学
の
学

生
も
参
加
し
て
い
る
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
殆
ど
は
、
地
域
組
織
や
行
政
、

他
研
究
室
、
様
々
な
専
門
家
と
の
協

働
体
制
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
も
そ
の
よ
う
な
よ
り
広
い
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
役
割
を

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻

都
市
デ
ザ
イン
研
究
室

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

9
回

第

の
顔
と
夜
の
顔
の
二
面
性
と
い
う
地

域
の
特
徴
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
た

（
図
１
）。
と
り
わ
け
上
野
の
夜
の
顔

＝
歓
楽
街
を
、
も
と
も
と
花
街
を
起

源
と
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
文

脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
多
国
籍

文
化
が
入
り
混
じ
る
上
野
な
ら
で
は

の
文
化
資
源
と
認
識
し
た
。
学
生
た

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
概
略
的
に
示
し
た
テ
ー
マ
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
実
は
観
光
そ
の
も

の
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
い
。
基
本
的
に
ま

ち
づ
く
り
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た

ち
、
営
む
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
ら
の
環
境
を
主
体
的
に
整
え
、
育

ん
で
い
く
行
為
な
の
で
、
私
た
ち
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
ず
は
日
常
の
生

活
や
営
み
が
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
何
れ
の
地
域
も
大

変
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
（
あ

る
い
は
そ
う
し
た
魅
力
が
発
掘
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
）、
観

光
客
を
含
め
、
様
々
な
来
訪
者
を
惹

き
つ
け
る
。
従
っ
て
、
地
域
、
ま
ち

に
出
れ
ば
、
自
然
と
観
光
に
向
き
合

う
こ
と
に
な
る
。
常
に
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
当
研
究
室
の
前
任
教
授
で

あ
る
西
村
幸
夫
名
誉
教
授
は
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
を
強
く
推
進

し
て
き
た
。
地
域
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
と
い
う

基
礎
は
、
現
在
の
ど
の
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
村
名
誉
教
授
の
薫
陶
を
受

け
た
研
究
室
O
B
O
G
の
中
に
は
、

東
京
都
立
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
立

教
大
学
の
観
光
学
科
／
コ
ー
ス
の
専

任
教
員
と
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
し
、

J
T
B
F
に
も
こ
れ
ま
で
に
何
名
か

の
O
B
O
G
が
就
職
し
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
促
進
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　ま
ち
を
見
つ
め
、

文
化
資
源
を
発
掘
す
る

　
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
何
を
経
験

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
研

究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
こ
の

４
年
ほ
ど
私
自
身
も
関
わ
っ
て
い
る

上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
あ
げ
て
、

研
究
室
で
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
を
伝
え
て
み
た
い
。
　

　
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、

都
心
北
部
一
帯
の
文
化
資
源
の
保
全
、

活
用
に
よ
る
新
し
い
東
京
再
生
像
構

築
を
目
指
す
東
京
文
化
資
源
会
議
の

一
部
会
・
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
検
討

委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。
上
野
は
同

会
議
が
対
象
と
す
る
東
京
文
化
資
源

区
の
要
の
位
置
に
あ
る
。
検
討
委
員

会
は
、
あ
る
種
勝
手
連
的
な
立
場
か

ら
、
や
や
先
走
っ
て
不
忍
池
の
隣
接

街
区
の
再
開
発
や
中
央
通
り
の
広
場

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
一
次
構
想

を
提
案
し
、
発
表
し
た
。
し
か
し
、

地
元
と
の
連
携
が
う
ま
く
取
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
大
企
業

に
よ
る
再
開
発
が
本
当
の
狙
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
警
戒
心
を
持
た
れ
、

地
域
か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た
。
筆

者
が
座
長
と
し
て
関
わ
り
始
め
た

2
0
1
7
年
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
仕
切
り
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

た
時
点
で
あ
っ
た
。
地
域
を
し
っ
か

り
見
つ
め
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

研
究
室
の
永
野
助
教
や
院
生
た
ち
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し

た
。
引
き
続
き
、
上
野
の
関
係
者
や

有
識
者
た
ち
と
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
会
議
の
運

営
や
議
論
の
素
材
を
生
み
出
す
調
査

は
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
上
野
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど

は
上
野
の
山
と
呼
ば
れ
る
上
野
公
園

内
の
各
種
博
物
館
、
美
術
館
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

上
野
の
ま
ち
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。

観
光
面
で
、
山
か
ら
ま
ち
へ
と
い
う

動
線
を
い
か
に
生
み
出
す
か
が
上
野

の
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

動
線
と
い
っ
て
も
、
肝
心
の
上
野
の

ま
ち
に
は
、
ア
メ
横
の
よ
う
な
個
性

的
な
通
り
を
除
け
ば
、
そ
の
歴
史
文

化
的
な
蓄
積
に
比
し
て
魅
力
の
発
現

に
乏
し
く
、
そ
こ
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ

る
理
由
を
見
つ
け
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
山
と
セ
ッ
ト
で
あ
る

不
忍
池
と
ま
ち
と
の
繋
が
り
が
不
十

分
で
あ
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
に
ま
と
め
た
『
第
二

次
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
』
で
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
の
は
、
施
設
か
ら
で
は

な
く
、
場
所
か
ら
上
野
を
捉
え
な
お

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
上
野
の
山
の
文
化
資
源
が
施

設
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
野
の

ま
ち
自
体
を
非
施
設
型
＝
開
放
系
の

文
化
資
源
の
集
積
地
と
捉
え
、
そ
れ

を
も
と
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
学
生

た
ち
が
作
成
し
た
文
化
資
源
マ
ッ
プ

は
、
文
化
資
源
を
広
く
と
ら
え
、
昼

か
ら
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
商
店
主

や
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
は
商
店
会
組
織

を
通
じ
て
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
は
地
元
に
い
な
い
人
も

多
く
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
同
士
の
つ
な

が
り
は
特
に
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
か
た
ち
で
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
た
ち
を
対
象
と
し
た
空
ス
ペ
ー
ス

活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

た
だ
議
論
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

半
年
後
に
何
ら
か
の
社
会
実
験
を
行

ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
技
術
体
験
、
研

究
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
図
２
）。

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
、
こ
の
通
り
や
周
辺
に

関
わ
り
の
あ
る
方
や
東
京
芸
術
大
学

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
の
様
々
な
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
っ
た
（
図
３
）。

学
生
た
ち
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
会

い
な
が
ら
、
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
客
観
的
デ
ー
タ
の
取
得
・
評
価

分
析
な
ど
の
大
学
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
い
つ
つ
、
初
め
て
み
る
ス
ナ
ッ

ク
と
ア
ー
ツ
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、
地
元
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
Ａ
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の
さ

ら
な
る
展
開
を
考
え
て
い
た
矢
先

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
上
野
の
歓
楽
街
は
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
最
も
大
き
く
受
け
た
。
特

に
ス
ナ
ッ
ク
は
三
密
空
間
の
最
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
メ
ン
バ
ー
と

戦
略
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
で

付
加
的
に
実
施
し
た
路
上
の
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
道
行
く
人
の
足

を
止
め
、
広
場
の
風
景
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
も
オ
ー
プ
ン

エ
ア
の
活
用
、
つ
ま
り
街
路
や
屋
上

等
で
何
か
で
き
な
い
か
を
皆
で
検
討

中
島
直
人
（
な
か
じ
ま
・
な
お
と
）

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻 

准
教
授
（
都
市
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
）。 

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
、
同
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
東
京
大
学
助
教
、
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
等
を
経
て
、

2
0
1
5
年
4
月
よ
り
現
職
。 

専
門
は
都
市
計
画
。
著
書
は 『
コ
ン
パ
ク
ト

シ
ティ
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム  

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、富
山
の
経
験
』（
共
著
、東
京
大
学
出
版
会
、

2
0
2
0
年
）、『
都
市
計
画
の
思
想
と
場
所 

日
本
近
現
代
都
市
計
画
史
ノ
ー
ト
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
2
0
1
8
年
）、『
都
市
計
画
学 

変
化
に
対
応
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』（
共
著
、
学
芸
出

版
社
、
2
0
1
8
年
）、『
都
市
空
間
の
構
想
力
』（
共
著
、
学
芸
出
版
社
、
2
0
1
5
年
）、『
白

熱
講
義 

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
都
市
計
画
は
必
要
で
す
か
』（
共
著
、学
芸
出
版
社
、2
0
1
4
年
）、

『
建
築
家
大
髙
正
人
の
仕
事
』（
共
著
、
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
、
2
0
1
4
年
）、『
都
市
美
運
動 

シ

ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市
計
画
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
2
0
0
9
年
）
な
ど
多
数
。

う
と
い
う
目
標
を
先
に
立
て
て
、
話

し
合
い
を
進
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
1
9
年
9
月
の
週
末
に
、
ス
ナ

ッ
ク
が
撤
退
し
た
あ
と
の
空
き
テ
ナ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
、
こ
の
界
隈
に
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ま
ち
な
か
に
は
顕
在
化
し
て
い

な
か
っ
た
文
化
・
芸
術
・
学
術
コ
ン

テ
ン
ツ
を
か
け
あ
わ
せ
て
み
る
社
会

実
験
と
し
て
、
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク

運
動
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
り
沿
い
の
6
カ
所
の
会
場
（
居
抜

き
状
態
）の
空
き
ス
ナ
ッ
ク
で
、落
語
、

歌
手
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ

の
ト
ー
ク
、Vtuber

ス
ナ
ッ
ク
、
ア

都
市
デ
ザ
イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ま
ち
に
向
き
合
う
マ
イ
ン
ド
を
育
て
て
く
れ
る
の
は
、

現
場
で
あ
る
ま
ち
、地
域
そ
の
も
の
で
あ
る

ち
が
頑
張
っ
た
不
忍
池
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
調
査
に
基
づ
く
空
間
再
編
提

案
を
含
む
、
ス
ク
エ
ア
の
骨
格
づ
く

り
や
個
々
の
場
所
の
改
善
を
提
案
し

た
報
告
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
実
際
に
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
地
域

を
動
か
す
」
こ
と
。
こ
の
提
案
を
実

際
に
地
元
の
中
で
も
ん
で
も
ら
い
、

ま
ち
の
環
境
保
全
や
改
善
の
力
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ち
で

地
域
と
と
も
に
動
く

　
検
討
委
員
の
中
に
は
、
不
忍
池
の

南
側
、
仲
町
通
り
の
老
舗
の
組
紐
店

の
店
主
Ａ
さ
ん
や
、
商
店
会
長
さ
ん

ら
が
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
ま

ち
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
仲
町
通
り
は
上
野
の
歓
楽
街

の
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
、
風
俗
店

の
増
加
（
路
面
展
開
化
）、
特
に
客
引

き
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
で
安
心
感
が

大
き
く
損
な
わ
れ
、
多
く
の
人
を
受

け
入
れ
て
き
た
ま
ち
の
性
格
が
変
質

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ル
の
上

層
階
は
従
来
、
小
規
模
な
ス
ナ
ッ
ク

が
数
多
く
入
居
し
て
い
た
が
、
得
意

客
の
減
少
も
あ
り
、
空
き
テ
ナ
ン
ト

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
そ

の
こ
と
も
、
学
生
た
ち
が
一
つ
一
つ
の

ビ
ル
を
実
見
調
査
し
て
初
め
て
確
認

で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
）。
そ
う
し
た

課
題
を
抱
え
る
こ
の
通
り
だ
か
ら
こ

そ
、
先
に
示
し
た
文
化
資
源
の
捉
え

方
を
基
礎
に
解
決
に
向
か
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
通

り
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
た
。
引
き
続
き
、
研
究
室
メ

ン
バ
ー
と
検
討
委
員
会
の
運
営
を
担

っ
て
く
れ
て
い
た
都
市
計
画
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
Ｂ
さ
ん
、
そ
し
て
A
さ

ん
が
声
掛
け
し
て
拡
充
し
た
地
元
メ

ン
バ
ー
で
ま
ず
考
え
た
の
は
、
風
俗

店
の
増
加
も
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
増
加

も
い
ず
れ
も
そ
の
フ
ロ
ア
の
貸
主
で

あ
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
直
接
関
わ
る

問
題
な
の
で
、
ま
ず
は
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
こ

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
6
月
に
な

っ
て
、
国
土
交
通
省
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
店
舗
を
支
援
す
る
目
的

で
道
路
占
用
許
可
の
緊
急
措
置
を
発

表
し
た
。
そ
の
制
度
に
則
っ
て
、
仲

町
通
り
で
も
街
路
を
使
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
飲
食
店
を
支
援

す
る
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

永
野
助
教
が
商
店
街
の
財
産
で
あ
る

街
灯
を
使
っ
て
仮
設
の
テ
ー
ブ
ル
を

つ
く
る
「
ガ
イ
ト
ウ
ス
タ
ン
ド
」
を

発
案
し
た
。
そ
の
具
体
化
、
特
に
制

度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
永
野
助
教

と
Ａ
さ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
Ｂ

さ
ん
ら
が
台
東
区

と
交
渉
を
重
ね

た
。
学
生
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急

事
態
宣
言
下
で
な

か
な
か
動
き
づ
ら

い
中
で
も
、
こ
の

発
案
か
ら
実
施
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
一
緒
に
走
っ
て

い
っ
た
。
ガ
イ
ト

ウ
ス
タ
ン
ド
の
花

び
ら
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
は
、
学
生

の
ア
イ
デ
ア
が
基

と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
2
0
2
0
年

10
月
か
ら
11
月
の

週
末
に
実
際
に
こ

の
ス
タ
ン
ド
を
通

ポ
ー
ト
や
学
会
論
文
に
ま
と
め
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
。

研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
超
え
て

　
以
上
、
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
4

年
ほ
ど
の
具
体
的
な
展
開
を
紹
介
し

た
。
地
域
の
文
化
資
源
の
発
見
や
活

用
提
案
を
行
う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
社
会

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
ア
イ

デ
ア
を
柔
軟
に
実
行
し
て
い
く
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
い
う
展
開
に
、
教
員
も
学

生
も
同
じ
よ
う
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

関
わ
り
、
経
験
し
て
い
っ
た
様
子
が

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
修
士
の
学
生

は
2
年
間
と
い
う
限
定
し
た
期
間
の

経
験
で
あ
る
が
）。
当
初
は
勝
手
連

的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
関
わ
る

人
も
増
え
て
い
き
、
学
生
も
そ
の
広

が
り
ゆ
く
輪
の
中
の
一
員
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
自

ず
と
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
は

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
。
教
員
と
し
て
は
、
学
生
に
何
を

や
り
た
い
の
か
を
常
に
問
う
よ
う
に

し
て
き
た
し
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
定

型
の
仕
事
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
誰
か

が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
）
よ
り
は

試
行
錯
誤
が
可
能
な
、
い
や
試
行
錯

誤
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
方

へ
少
し
誘
導
し
て
み
た
り
し
な
が
ら
、

進
め
て
き
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
刻
一

刻
と
変
わ
っ
て
い
く
現
場
の
状
況
そ

の
も
の
が
、
学
生
が
経
験
す
る
最
も

大
事
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
ち

が
動
い
た
り
、
動
か
な
か
っ
た
り
す

る
仕
組
み
、
地
域
の
人
々
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
思
い
、
本
音
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
で
き
れ

ば
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
加
え
て
、
将
来
の
自
分

の
仕
事
を
ま
ち
や
地
域
へ
の
様
々
な

働
き
か
け
の
中
で
相
対
化
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
な
お
、
学
生
た
ち
が
こ
れ

ま
で
体
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

環
境
、
地
方
や
郊
外
育
ち
で
あ
れ
ば

都
心
、
東
京
育
ち
で
あ
れ
ば
地
方
、

国
内
育
ち
で
あ
れ
ば
海
外
、
あ
る
い

は
普
段
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
上
野
の

よ
う
な
夜
の
街
な
ど
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
身
を
置
い
て
、
自
分
の
感
覚

を
相
対
化
し
て
も
ら
う
の
も
大
事
な

こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
最
近
で
は
、
そ
れ
で
は

満
足
し
な
い
と
い
う
か
、
も
っ
と
問

題
意
識
を
強
く
持
ち
、
地
域
に
さ
ら

に
深
く
向
き
合
う
学
生
も
出
て
き
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
に
休

学
し
て
移
住
す
る
者
、
あ
る
い
は
卒

業
し
た
あ
と
も
そ
の
地
域
と
関
わ
り

合
い
を
持
ち
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で

貢
献
を
続
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
見

ら
れ
る
。
大
学
が
行
う
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
寛
容
さ
に
甘

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
最
近
の
学
生
た
ち
は
し

っ
か
り
自
覚
し
、
自
分
も
一
人
の
実

践
者
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
甘

え
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

正
直
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
学
教
員
は
自
分
の
限
界
や
足
り
な

さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
同

時
に
、
学
生
の
可
能
性
と
い
う
か
、

自
分
に
は
な
い
も
の
を
見
出
さ
せ
て

く
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
都
市
デ
ザ
イ

ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
に
向
き
合

う
マ
イ
ン
ド
を
大
き
く
育
て
て
く
れ

る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で

あ
る
ま
ち
、
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
た
研
究

室
活
動
を
展
開
す
る
理
由
は
そ
こ
に

あ
る
。

り
に
設
置
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
沿
道
の
店
舗

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

近
隣
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
の
メ
イ
ド
さ

ん
に
よ
る
清
掃
な
ど
の
具
体
的
な
協

力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

中
で
関
わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

っ
た
。
学
生
た
ち
も
、
そ
の
広
が
り

ゆ
く
輪
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

な
こ
と
や
関
心
を
活
か
し
て
役
割
を

見
出
し
、
各
種
紙
も
の
の
デ
ザ
イ
ン

や
実
際
の
使
わ
れ
方
の
調
査
の
立
案

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
を
速
報
的
な
レ
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研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
観
光

　
東
京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
の
宮
城
俊
作
教
授
、
都
市
論
・
都

市
計
画
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
、
建

築
お
よ
び
都
市
設
計
を
専
門
と
す
る

永
野
真
義
助
教
の
3
名
の
教
員
と
、

修
士
課
程
大
学
院
生
19
名
（
う
ち
留

学
生
3
名
）、
博
士
課
程
大
学
院
生

6
名
（
う
ち
留
学
生
1
名
）、
さ
ら
に

社
会
人
大
学
院
の
修
士
課
程
7
名
、

卒
論
生
5
名
が
所
属
す
る
大
所
帯
で

あ
る
。
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
た
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
・
教
育
を
展

開
し
て
お
り
、
学
生
の
関
心
も
多
様

で
あ
る
。
研
究
室
活
動
の
特
徴
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
具
体
の

地
域
、
ま
ち
で
の
協
働
研
究
や
実
践

活
動
を
複
数
、
並
行
し
て
展
開
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
主
に
修
士
課
程
の

学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
教
員
も

参
加
し
て
い
る
が
、
学
生
に
つ
い
て

は
、
主
体
的
な
参
画
を
基
本
と
し
、

参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
学
生
の
自

由
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
。
具
体
的

に
は
春
先
に
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

堂
に
会
し
て
、
学
生
た
ち
が
昨
年
度

の
活
動
成
果
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ

を
聞
い
て
、
新
入
生
が
参
加
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
で
選
ん
で
い

る
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
つ
も

参
加
し
な
い
学
生
が
い
て
も
全
く
問

題
で
は
な
い
。

　
現
在
進
行
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
）
宇
治
（
歴
史
的
市
街
地
で
の
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・

運
営
）、
2
）
上
野
（
都
心
歓
楽
街
・

仲
町
通
り
周
辺
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
活

用
）、
3
）
手
賀
沼
（
首
都
圏
郊
外
の

沼
辺
空
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

4
）
富
士
吉
田
（
歴
史
的
市
街
地
で

の
道
路
拡
幅
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
と
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ン
）、
5
）
高
島
平
（
計
画
的
市
街
地

で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
展
開
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
活
用
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
当
研

究
室
と
関
係
の
深
い
同
じ
専
攻
の
地

域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
窪
田
亜
矢
特

任
教
授
）
が
長
年
関
わ
っ
て
い
る
小

高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
原
発
災
害
か
ら

の
復
興
デ
ザ
イ
ン
）、
東
京
都
市
大
学

都
市
空
間
生
成
研
究
室
（
中
島
伸
准

教
授
）
の
三
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
歴

史
的
市
街
地
で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
活
動
展
開
）、
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
の
お
ひ
ざ
元
で
地
域
関
係

者
と
と
も
に
進
め
て
い
る
本
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
院
生
た
ち
は
自

由
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
学
生
だ
け

で
な
く
、
他
研
究
室
や
他
大
学
の
学

生
も
参
加
し
て
い
る
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
殆
ど
は
、
地
域
組
織
や
行
政
、

他
研
究
室
、
様
々
な
専
門
家
と
の
協

働
体
制
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
も
そ
の
よ
う
な
よ
り
広
い
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
役
割
を

の
顔
と
夜
の
顔
の
二
面
性
と
い
う
地

域
の
特
徴
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
た

（
図
１
）。
と
り
わ
け
上
野
の
夜
の
顔

＝
歓
楽
街
を
、
も
と
も
と
花
街
を
起

源
と
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
文

脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
多
国
籍

文
化
が
入
り
混
じ
る
上
野
な
ら
で
は

の
文
化
資
源
と
認
識
し
た
。
学
生
た

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
概
略
的
に
示
し
た
テ
ー
マ
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
実
は
観
光
そ
の
も

の
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
い
。
基
本
的
に
ま

ち
づ
く
り
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た

ち
、
営
む
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
ら
の
環
境
を
主
体
的
に
整
え
、
育

ん
で
い
く
行
為
な
の
で
、
私
た
ち
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
ず
は
日
常
の
生

活
や
営
み
が
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
何
れ
の
地
域
も
大

変
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
（
あ

る
い
は
そ
う
し
た
魅
力
が
発
掘
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
）、
観

光
客
を
含
め
、
様
々
な
来
訪
者
を
惹

き
つ
け
る
。
従
っ
て
、
地
域
、
ま
ち

に
出
れ
ば
、
自
然
と
観
光
に
向
き
合

う
こ
と
に
な
る
。
常
に
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
当
研
究
室
の
前
任
教
授
で

あ
る
西
村
幸
夫
名
誉
教
授
は
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
を
強
く
推
進

し
て
き
た
。
地
域
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
と
い
う

基
礎
は
、
現
在
の
ど
の
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
村
名
誉
教
授
の
薫
陶
を
受

け
た
研
究
室
O
B
O
G
の
中
に
は
、

東
京
都
立
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
立

教
大
学
の
観
光
学
科
／
コ
ー
ス
の
専

任
教
員
と
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
し
、

J
T
B
F
に
も
こ
れ
ま
で
に
何
名
か

の
O
B
O
G
が
就
職
し
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
促
進
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　ま
ち
を
見
つ
め
、

文
化
資
源
を
発
掘
す
る

　
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
何
を
経
験

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
研

究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
こ
の

４
年
ほ
ど
私
自
身
も
関
わ
っ
て
い
る

上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
あ
げ
て
、

研
究
室
で
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
を
伝
え
て
み
た
い
。
　

　
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、

都
心
北
部
一
帯
の
文
化
資
源
の
保
全
、

活
用
に
よ
る
新
し
い
東
京
再
生
像
構

築
を
目
指
す
東
京
文
化
資
源
会
議
の

一
部
会
・
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
検
討

委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。
上
野
は
同

会
議
が
対
象
と
す
る
東
京
文
化
資
源

区
の
要
の
位
置
に
あ
る
。
検
討
委
員

会
は
、
あ
る
種
勝
手
連
的
な
立
場
か

ら
、
や
や
先
走
っ
て
不
忍
池
の
隣
接

街
区
の
再
開
発
や
中
央
通
り
の
広
場

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
一
次
構
想

を
提
案
し
、
発
表
し
た
。
し
か
し
、

地
元
と
の
連
携
が
う
ま
く
取
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
大
企
業

に
よ
る
再
開
発
が
本
当
の
狙
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
警
戒
心
を
持
た
れ
、

地
域
か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た
。
筆

者
が
座
長
と
し
て
関
わ
り
始
め
た

2
0
1
7
年
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
仕
切
り
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

た
時
点
で
あ
っ
た
。
地
域
を
し
っ
か

り
見
つ
め
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

研
究
室
の
永
野
助
教
や
院
生
た
ち
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し

た
。
引
き
続
き
、
上
野
の
関
係
者
や

有
識
者
た
ち
と
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
会
議
の
運

営
や
議
論
の
素
材
を
生
み
出
す
調
査

は
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
上
野
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど

は
上
野
の
山
と
呼
ば
れ
る
上
野
公
園

内
の
各
種
博
物
館
、
美
術
館
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

上
野
の
ま
ち
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。

観
光
面
で
、
山
か
ら
ま
ち
へ
と
い
う

動
線
を
い
か
に
生
み
出
す
か
が
上
野

の
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

動
線
と
い
っ
て
も
、
肝
心
の
上
野
の

ま
ち
に
は
、
ア
メ
横
の
よ
う
な
個
性

的
な
通
り
を
除
け
ば
、
そ
の
歴
史
文

化
的
な
蓄
積
に
比
し
て
魅
力
の
発
現

に
乏
し
く
、
そ
こ
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ

る
理
由
を
見
つ
け
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
山
と
セ
ッ
ト
で
あ
る

不
忍
池
と
ま
ち
と
の
繋
が
り
が
不
十

分
で
あ
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
に
ま
と
め
た
『
第
二

次
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
』
で
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
の
は
、
施
設
か
ら
で
は

な
く
、
場
所
か
ら
上
野
を
捉
え
な
お

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
上
野
の
山
の
文
化
資
源
が
施

設
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
野
の

ま
ち
自
体
を
非
施
設
型
＝
開
放
系
の

文
化
資
源
の
集
積
地
と
捉
え
、
そ
れ

を
も
と
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
学
生

た
ち
が
作
成
し
た
文
化
資
源
マ
ッ
プ

は
、
文
化
資
源
を
広
く
と
ら
え
、
昼

か
ら
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
商
店
主

や
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
は
商
店
会
組
織

を
通
じ
て
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
は
地
元
に
い
な
い
人
も

多
く
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
同
士
の
つ
な

が
り
は
特
に
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
か
た
ち
で
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
た
ち
を
対
象
と
し
た
空
ス
ペ
ー
ス

活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

た
だ
議
論
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

半
年
後
に
何
ら
か
の
社
会
実
験
を
行

ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
技
術
体
験
、
研

究
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
図
２
）。

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
、
こ
の
通
り
や
周
辺
に

関
わ
り
の
あ
る
方
や
東
京
芸
術
大
学

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
の
様
々
な
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
っ
た
（
図
３
）。

学
生
た
ち
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
会

い
な
が
ら
、
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
客
観
的
デ
ー
タ
の
取
得
・
評
価

分
析
な
ど
の
大
学
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
い
つ
つ
、
初
め
て
み
る
ス
ナ
ッ

ク
と
ア
ー
ツ
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、
地
元
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
Ａ
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の
さ

ら
な
る
展
開
を
考
え
て
い
た
矢
先

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
上
野
の
歓
楽
街
は
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
最
も
大
き
く
受
け
た
。
特

に
ス
ナ
ッ
ク
は
三
密
空
間
の
最
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
メ
ン
バ
ー
と

戦
略
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
で

付
加
的
に
実
施
し
た
路
上
の
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
道
行
く
人
の
足

を
止
め
、
広
場
の
風
景
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
も
オ
ー
プ
ン

エ
ア
の
活
用
、
つ
ま
り
街
路
や
屋
上

等
で
何
か
で
き
な
い
か
を
皆
で
検
討

う
と
い
う
目
標
を
先
に
立
て
て
、
話

し
合
い
を
進
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
1
9
年
9
月
の
週
末
に
、
ス
ナ

ッ
ク
が
撤
退
し
た
あ
と
の
空
き
テ
ナ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
、
こ
の
界
隈
に
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ま
ち
な
か
に
は
顕
在
化
し
て
い

な
か
っ
た
文
化
・
芸
術
・
学
術
コ
ン

テ
ン
ツ
を
か
け
あ
わ
せ
て
み
る
社
会

実
験
と
し
て
、
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク

運
動
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
り
沿
い
の
6
カ
所
の
会
場
（
居
抜

き
状
態
）の
空
き
ス
ナ
ッ
ク
で
、落
語
、

歌
手
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ

の
ト
ー
ク
、Vtuber

ス
ナ
ッ
ク
、
ア

ち
が
頑
張
っ
た
不
忍
池
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
調
査
に
基
づ
く
空
間
再
編
提

案
を
含
む
、
ス
ク
エ
ア
の
骨
格
づ
く

り
や
個
々
の
場
所
の
改
善
を
提
案
し

た
報
告
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
実
際
に
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
地
域

を
動
か
す
」
こ
と
。
こ
の
提
案
を
実

際
に
地
元
の
中
で
も
ん
で
も
ら
い
、

ま
ち
の
環
境
保
全
や
改
善
の
力
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ち
で

地
域
と
と
も
に
動
く

　
検
討
委
員
の
中
に
は
、
不
忍
池
の

南
側
、
仲
町
通
り
の
老
舗
の
組
紐
店

の
店
主
Ａ
さ
ん
や
、
商
店
会
長
さ
ん

ら
が
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
ま

ち
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
仲
町
通
り
は
上
野
の
歓
楽
街

の
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
、
風
俗
店

の
増
加
（
路
面
展
開
化
）、
特
に
客
引

き
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
で
安
心
感
が

大
き
く
損
な
わ
れ
、
多
く
の
人
を
受

け
入
れ
て
き
た
ま
ち
の
性
格
が
変
質

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ル
の
上

層
階
は
従
来
、
小
規
模
な
ス
ナ
ッ
ク

が
数
多
く
入
居
し
て
い
た
が
、
得
意

客
の
減
少
も
あ
り
、
空
き
テ
ナ
ン
ト

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
そ

の
こ
と
も
、
学
生
た
ち
が
一
つ
一
つ
の

ビ
ル
を
実
見
調
査
し
て
初
め
て
確
認

で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
）。
そ
う
し
た

課
題
を
抱
え
る
こ
の
通
り
だ
か
ら
こ

そ
、
先
に
示
し
た
文
化
資
源
の
捉
え

方
を
基
礎
に
解
決
に
向
か
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
通

り
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
た
。
引
き
続
き
、
研
究
室
メ

ン
バ
ー
と
検
討
委
員
会
の
運
営
を
担

っ
て
く
れ
て
い
た
都
市
計
画
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
Ｂ
さ
ん
、
そ
し
て
A
さ

ん
が
声
掛
け
し
て
拡
充
し
た
地
元
メ

ン
バ
ー
で
ま
ず
考
え
た
の
は
、
風
俗

店
の
増
加
も
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
増
加

も
い
ず
れ
も
そ
の
フ
ロ
ア
の
貸
主
で

あ
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
直
接
関
わ
る

問
題
な
の
で
、
ま
ず
は
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
こ

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
6
月
に
な

っ
て
、
国
土
交
通
省
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
店
舗
を
支
援
す
る
目
的

で
道
路
占
用
許
可
の
緊
急
措
置
を
発

表
し
た
。
そ
の
制
度
に
則
っ
て
、
仲

町
通
り
で
も
街
路
を
使
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
飲
食
店
を
支
援

す
る
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

永
野
助
教
が
商
店
街
の
財
産
で
あ
る

街
灯
を
使
っ
て
仮
設
の
テ
ー
ブ
ル
を

つ
く
る
「
ガ
イ
ト
ウ
ス
タ
ン
ド
」
を

発
案
し
た
。
そ
の
具
体
化
、
特
に
制

度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
永
野
助
教

と
Ａ
さ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
Ｂ

さ
ん
ら
が
台
東
区

と
交
渉
を
重
ね

た
。
学
生
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急

事
態
宣
言
下
で
な

か
な
か
動
き
づ
ら

い
中
で
も
、
こ
の

発
案
か
ら
実
施
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
一
緒
に
走
っ
て

い
っ
た
。
ガ
イ
ト

ウ
ス
タ
ン
ド
の
花

び
ら
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
は
、
学
生

の
ア
イ
デ
ア
が
基

と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
2
0
2
0
年

10
月
か
ら
11
月
の

週
末
に
実
際
に
こ

の
ス
タ
ン
ド
を
通

ポ
ー
ト
や
学
会
論
文
に
ま
と
め
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
。

研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
超
え
て

　
以
上
、
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
4

年
ほ
ど
の
具
体
的
な
展
開
を
紹
介
し

た
。
地
域
の
文
化
資
源
の
発
見
や
活

用
提
案
を
行
う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
社
会

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
ア
イ

デ
ア
を
柔
軟
に
実
行
し
て
い
く
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
い
う
展
開
に
、
教
員
も
学

生
も
同
じ
よ
う
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

関
わ
り
、
経
験
し
て
い
っ
た
様
子
が

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
修
士
の
学
生

は
2
年
間
と
い
う
限
定
し
た
期
間
の

経
験
で
あ
る
が
）。
当
初
は
勝
手
連

的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
関
わ
る

人
も
増
え
て
い
き
、
学
生
も
そ
の
広

が
り
ゆ
く
輪
の
中
の
一
員
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
自

ず
と
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
は

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
。
教
員
と
し
て
は
、
学
生
に
何
を

や
り
た
い
の
か
を
常
に
問
う
よ
う
に

し
て
き
た
し
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
定

型
の
仕
事
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
誰
か

が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
）
よ
り
は

試
行
錯
誤
が
可
能
な
、
い
や
試
行
錯

誤
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
方

へ
少
し
誘
導
し
て
み
た
り
し
な
が
ら
、

進
め
て
き
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
刻
一

刻
と
変
わ
っ
て
い
く
現
場
の
状
況
そ

の
も
の
が
、
学
生
が
経
験
す
る
最
も

大
事
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
ち

が
動
い
た
り
、
動
か
な
か
っ
た
り
す

る
仕
組
み
、
地
域
の
人
々
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
思
い
、
本
音
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
で
き
れ

ば
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
加
え
て
、
将
来
の
自
分

の
仕
事
を
ま
ち
や
地
域
へ
の
様
々
な

働
き
か
け
の
中
で
相
対
化
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
な
お
、
学
生
た
ち
が
こ
れ

ま
で
体
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

環
境
、
地
方
や
郊
外
育
ち
で
あ
れ
ば

都
心
、
東
京
育
ち
で
あ
れ
ば
地
方
、

国
内
育
ち
で
あ
れ
ば
海
外
、
あ
る
い

は
普
段
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
上
野
の

よ
う
な
夜
の
街
な
ど
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
身
を
置
い
て
、
自
分
の
感
覚

を
相
対
化
し
て
も
ら
う
の
も
大
事
な

こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
最
近
で
は
、
そ
れ
で
は

満
足
し
な
い
と
い
う
か
、
も
っ
と
問

題
意
識
を
強
く
持
ち
、
地
域
に
さ
ら

に
深
く
向
き
合
う
学
生
も
出
て
き
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
に
休

学
し
て
移
住
す
る
者
、
あ
る
い
は
卒

業
し
た
あ
と
も
そ
の
地
域
と
関
わ
り

合
い
を
持
ち
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で

貢
献
を
続
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
見

ら
れ
る
。
大
学
が
行
う
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
寛
容
さ
に
甘

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
最
近
の
学
生
た
ち
は
し

っ
か
り
自
覚
し
、
自
分
も
一
人
の
実

践
者
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
甘

え
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

正
直
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
学
教
員
は
自
分
の
限
界
や
足
り
な

さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
同

時
に
、
学
生
の
可
能
性
と
い
う
か
、

自
分
に
は
な
い
も
の
を
見
出
さ
せ
て

く
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
都
市
デ
ザ
イ

ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
に
向
き
合

う
マ
イ
ン
ド
を
大
き
く
育
て
て
く
れ

る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で

あ
る
ま
ち
、
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
た
研
究

室
活
動
を
展
開
す
る
理
由
は
そ
こ
に

あ
る
。

り
に
設
置
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
沿
道
の
店
舗

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

近
隣
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
の
メ
イ
ド
さ

ん
に
よ
る
清
掃
な
ど
の
具
体
的
な
協

力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

中
で
関
わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

っ
た
。
学
生
た
ち
も
、
そ
の
広
が
り

ゆ
く
輪
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

な
こ
と
や
関
心
を
活
か
し
て
役
割
を

見
出
し
、
各
種
紙
も
の
の
デ
ザ
イ
ン

や
実
際
の
使
わ
れ
方
の
調
査
の
立
案

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
を
速
報
的
な
レ

★
１

図 1 上野スクエアの文化資源マップ（都市デザイン研究室作成、一部加筆）

図 3 第1回アーツ＆スナック運動で広がった輪
（都市デザイン研究室作成）

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の

様
子（
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ
の
ト
ー
ク
）（
都

市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
撮
影
）

2
図
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研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
観
光

　
東
京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
の
宮
城
俊
作
教
授
、
都
市
論
・
都

市
計
画
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
、
建

築
お
よ
び
都
市
設
計
を
専
門
と
す
る

永
野
真
義
助
教
の
3
名
の
教
員
と
、

修
士
課
程
大
学
院
生
19
名
（
う
ち
留

学
生
3
名
）、
博
士
課
程
大
学
院
生

6
名
（
う
ち
留
学
生
1
名
）、
さ
ら
に

社
会
人
大
学
院
の
修
士
課
程
7
名
、

卒
論
生
5
名
が
所
属
す
る
大
所
帯
で

あ
る
。
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
た
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
・
教
育
を
展

開
し
て
お
り
、
学
生
の
関
心
も
多
様

で
あ
る
。
研
究
室
活
動
の
特
徴
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
具
体
の

地
域
、
ま
ち
で
の
協
働
研
究
や
実
践

活
動
を
複
数
、
並
行
し
て
展
開
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
主
に
修
士
課
程
の

学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
教
員
も

参
加
し
て
い
る
が
、
学
生
に
つ
い
て

は
、
主
体
的
な
参
画
を
基
本
と
し
、

参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
学
生
の
自

由
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
。
具
体
的

に
は
春
先
に
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

堂
に
会
し
て
、
学
生
た
ち
が
昨
年
度

の
活
動
成
果
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ

を
聞
い
て
、
新
入
生
が
参
加
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
で
選
ん
で
い

る
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
つ
も

参
加
し
な
い
学
生
が
い
て
も
全
く
問

題
で
は
な
い
。

　
現
在
進
行
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
）
宇
治
（
歴
史
的
市
街
地
で
の
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・

運
営
）、
2
）
上
野
（
都
心
歓
楽
街
・

仲
町
通
り
周
辺
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
活

用
）、
3
）
手
賀
沼
（
首
都
圏
郊
外
の

沼
辺
空
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

4
）
富
士
吉
田
（
歴
史
的
市
街
地
で

の
道
路
拡
幅
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
と
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ン
）、
5
）
高
島
平
（
計
画
的
市
街
地

で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
展
開
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
活
用
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
当
研

究
室
と
関
係
の
深
い
同
じ
専
攻
の
地

域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
窪
田
亜
矢
特

任
教
授
）
が
長
年
関
わ
っ
て
い
る
小

高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
原
発
災
害
か
ら

の
復
興
デ
ザ
イ
ン
）、
東
京
都
市
大
学

都
市
空
間
生
成
研
究
室
（
中
島
伸
准

教
授
）
の
三
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
歴

史
的
市
街
地
で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
活
動
展
開
）、
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
の
お
ひ
ざ
元
で
地
域
関
係

者
と
と
も
に
進
め
て
い
る
本
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
院
生
た
ち
は
自

由
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
学
生
だ
け

で
な
く
、
他
研
究
室
や
他
大
学
の
学

生
も
参
加
し
て
い
る
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
殆
ど
は
、
地
域
組
織
や
行
政
、

他
研
究
室
、
様
々
な
専
門
家
と
の
協

働
体
制
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
も
そ
の
よ
う
な
よ
り
広
い
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
役
割
を

の
顔
と
夜
の
顔
の
二
面
性
と
い
う
地

域
の
特
徴
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
た

（
図
１
）。
と
り
わ
け
上
野
の
夜
の
顔

＝
歓
楽
街
を
、
も
と
も
と
花
街
を
起

源
と
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
文

脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
多
国
籍

文
化
が
入
り
混
じ
る
上
野
な
ら
で
は

の
文
化
資
源
と
認
識
し
た
。
学
生
た

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
概
略
的
に
示
し
た
テ
ー
マ
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
実
は
観
光
そ
の
も

の
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
い
。
基
本
的
に
ま

ち
づ
く
り
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た

ち
、
営
む
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
ら
の
環
境
を
主
体
的
に
整
え
、
育

ん
で
い
く
行
為
な
の
で
、
私
た
ち
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
ず
は
日
常
の
生

活
や
営
み
が
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
何
れ
の
地
域
も
大

変
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
（
あ

る
い
は
そ
う
し
た
魅
力
が
発
掘
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
）、
観

光
客
を
含
め
、
様
々
な
来
訪
者
を
惹

き
つ
け
る
。
従
っ
て
、
地
域
、
ま
ち

に
出
れ
ば
、
自
然
と
観
光
に
向
き
合

う
こ
と
に
な
る
。
常
に
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
当
研
究
室
の
前
任
教
授
で

あ
る
西
村
幸
夫
名
誉
教
授
は
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
を
強
く
推
進

し
て
き
た
。
地
域
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
と
い
う

基
礎
は
、
現
在
の
ど
の
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
村
名
誉
教
授
の
薫
陶
を
受

け
た
研
究
室
O
B
O
G
の
中
に
は
、

東
京
都
立
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
立

教
大
学
の
観
光
学
科
／
コ
ー
ス
の
専

任
教
員
と
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
し
、

J
T
B
F
に
も
こ
れ
ま
で
に
何
名
か

の
O
B
O
G
が
就
職
し
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
促
進
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　ま
ち
を
見
つ
め
、

文
化
資
源
を
発
掘
す
る

　
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
何
を
経
験

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
研

究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
こ
の

４
年
ほ
ど
私
自
身
も
関
わ
っ
て
い
る

上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
あ
げ
て
、

研
究
室
で
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
を
伝
え
て
み
た
い
。
　

　
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、

都
心
北
部
一
帯
の
文
化
資
源
の
保
全
、

活
用
に
よ
る
新
し
い
東
京
再
生
像
構

築
を
目
指
す
東
京
文
化
資
源
会
議
の

一
部
会
・
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
検
討

委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。
上
野
は
同

会
議
が
対
象
と
す
る
東
京
文
化
資
源

区
の
要
の
位
置
に
あ
る
。
検
討
委
員

会
は
、
あ
る
種
勝
手
連
的
な
立
場
か

ら
、
や
や
先
走
っ
て
不
忍
池
の
隣
接

街
区
の
再
開
発
や
中
央
通
り
の
広
場

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
一
次
構
想

を
提
案
し
、
発
表
し
た
。
し
か
し
、

地
元
と
の
連
携
が
う
ま
く
取
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
大
企
業

に
よ
る
再
開
発
が
本
当
の
狙
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
警
戒
心
を
持
た
れ
、

地
域
か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た
。
筆

者
が
座
長
と
し
て
関
わ
り
始
め
た

2
0
1
7
年
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
仕
切
り
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

た
時
点
で
あ
っ
た
。
地
域
を
し
っ
か

り
見
つ
め
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

研
究
室
の
永
野
助
教
や
院
生
た
ち
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し

た
。
引
き
続
き
、
上
野
の
関
係
者
や

有
識
者
た
ち
と
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
会
議
の
運

営
や
議
論
の
素
材
を
生
み
出
す
調
査

は
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
上
野
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど

は
上
野
の
山
と
呼
ば
れ
る
上
野
公
園

内
の
各
種
博
物
館
、
美
術
館
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

上
野
の
ま
ち
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。

観
光
面
で
、
山
か
ら
ま
ち
へ
と
い
う

動
線
を
い
か
に
生
み
出
す
か
が
上
野

の
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

動
線
と
い
っ
て
も
、
肝
心
の
上
野
の

ま
ち
に
は
、
ア
メ
横
の
よ
う
な
個
性

的
な
通
り
を
除
け
ば
、
そ
の
歴
史
文

化
的
な
蓄
積
に
比
し
て
魅
力
の
発
現

に
乏
し
く
、
そ
こ
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ

る
理
由
を
見
つ
け
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
山
と
セ
ッ
ト
で
あ
る

不
忍
池
と
ま
ち
と
の
繋
が
り
が
不
十

分
で
あ
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
に
ま
と
め
た
『
第
二

次
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
』
で
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
の
は
、
施
設
か
ら
で
は

な
く
、
場
所
か
ら
上
野
を
捉
え
な
お

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
上
野
の
山
の
文
化
資
源
が
施

設
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
野
の

ま
ち
自
体
を
非
施
設
型
＝
開
放
系
の

文
化
資
源
の
集
積
地
と
捉
え
、
そ
れ

を
も
と
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
学
生

た
ち
が
作
成
し
た
文
化
資
源
マ
ッ
プ

は
、
文
化
資
源
を
広
く
と
ら
え
、
昼

か
ら
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
商
店
主

や
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
は
商
店
会
組
織

を
通
じ
て
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
は
地
元
に
い
な
い
人
も

多
く
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
同
士
の
つ
な

が
り
は
特
に
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
か
た
ち
で
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
た
ち
を
対
象
と
し
た
空
ス
ペ
ー
ス

活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

た
だ
議
論
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

半
年
後
に
何
ら
か
の
社
会
実
験
を
行

ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
技
術
体
験
、
研

究
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
図
２
）。

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
、
こ
の
通
り
や
周
辺
に

関
わ
り
の
あ
る
方
や
東
京
芸
術
大
学

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
の
様
々
な
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
っ
た
（
図
３
）。

学
生
た
ち
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
会

い
な
が
ら
、
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
客
観
的
デ
ー
タ
の
取
得
・
評
価

分
析
な
ど
の
大
学
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
い
つ
つ
、
初
め
て
み
る
ス
ナ
ッ

ク
と
ア
ー
ツ
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、
地
元
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
Ａ
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の
さ

ら
な
る
展
開
を
考
え
て
い
た
矢
先

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
上
野
の
歓
楽
街
は
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
最
も
大
き
く
受
け
た
。
特

に
ス
ナ
ッ
ク
は
三
密
空
間
の
最
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
メ
ン
バ
ー
と

戦
略
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
で

付
加
的
に
実
施
し
た
路
上
の
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
道
行
く
人
の
足

を
止
め
、
広
場
の
風
景
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
も
オ
ー
プ
ン

エ
ア
の
活
用
、
つ
ま
り
街
路
や
屋
上

等
で
何
か
で
き
な
い
か
を
皆
で
検
討

う
と
い
う
目
標
を
先
に
立
て
て
、
話

し
合
い
を
進
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
1
9
年
9
月
の
週
末
に
、
ス
ナ

ッ
ク
が
撤
退
し
た
あ
と
の
空
き
テ
ナ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
、
こ
の
界
隈
に
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ま
ち
な
か
に
は
顕
在
化
し
て
い

な
か
っ
た
文
化
・
芸
術
・
学
術
コ
ン

テ
ン
ツ
を
か
け
あ
わ
せ
て
み
る
社
会

実
験
と
し
て
、
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク

運
動
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
り
沿
い
の
6
カ
所
の
会
場
（
居
抜

き
状
態
）の
空
き
ス
ナ
ッ
ク
で
、落
語
、

歌
手
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ

の
ト
ー
ク
、Vtuber

ス
ナ
ッ
ク
、
ア

ち
が
頑
張
っ
た
不
忍
池
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
調
査
に
基
づ
く
空
間
再
編
提

案
を
含
む
、
ス
ク
エ
ア
の
骨
格
づ
く

り
や
個
々
の
場
所
の
改
善
を
提
案
し

た
報
告
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
実
際
に
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
地
域

を
動
か
す
」
こ
と
。
こ
の
提
案
を
実

際
に
地
元
の
中
で
も
ん
で
も
ら
い
、

ま
ち
の
環
境
保
全
や
改
善
の
力
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ち
で

地
域
と
と
も
に
動
く

　
検
討
委
員
の
中
に
は
、
不
忍
池
の

南
側
、
仲
町
通
り
の
老
舗
の
組
紐
店

の
店
主
Ａ
さ
ん
や
、
商
店
会
長
さ
ん

ら
が
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
ま

ち
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
仲
町
通
り
は
上
野
の
歓
楽
街

の
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
、
風
俗
店

の
増
加
（
路
面
展
開
化
）、
特
に
客
引

き
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
で
安
心
感
が

大
き
く
損
な
わ
れ
、
多
く
の
人
を
受

け
入
れ
て
き
た
ま
ち
の
性
格
が
変
質

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ル
の
上

層
階
は
従
来
、
小
規
模
な
ス
ナ
ッ
ク

が
数
多
く
入
居
し
て
い
た
が
、
得
意

客
の
減
少
も
あ
り
、
空
き
テ
ナ
ン
ト

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
そ

の
こ
と
も
、
学
生
た
ち
が
一
つ
一
つ
の

ビ
ル
を
実
見
調
査
し
て
初
め
て
確
認

で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
）。
そ
う
し
た

課
題
を
抱
え
る
こ
の
通
り
だ
か
ら
こ

そ
、
先
に
示
し
た
文
化
資
源
の
捉
え

方
を
基
礎
に
解
決
に
向
か
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
通

り
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
た
。
引
き
続
き
、
研
究
室
メ

ン
バ
ー
と
検
討
委
員
会
の
運
営
を
担

っ
て
く
れ
て
い
た
都
市
計
画
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
Ｂ
さ
ん
、
そ
し
て
A
さ

ん
が
声
掛
け
し
て
拡
充
し
た
地
元
メ

ン
バ
ー
で
ま
ず
考
え
た
の
は
、
風
俗

店
の
増
加
も
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
増
加

も
い
ず
れ
も
そ
の
フ
ロ
ア
の
貸
主
で

あ
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
直
接
関
わ
る

問
題
な
の
で
、
ま
ず
は
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
こ

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
6
月
に
な

っ
て
、
国
土
交
通
省
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
店
舗
を
支
援
す
る
目
的

で
道
路
占
用
許
可
の
緊
急
措
置
を
発

表
し
た
。
そ
の
制
度
に
則
っ
て
、
仲

町
通
り
で
も
街
路
を
使
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
飲
食
店
を
支
援

す
る
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

永
野
助
教
が
商
店
街
の
財
産
で
あ
る

街
灯
を
使
っ
て
仮
設
の
テ
ー
ブ
ル
を

つ
く
る
「
ガ
イ
ト
ウ
ス
タ
ン
ド
」
を

発
案
し
た
。
そ
の
具
体
化
、
特
に
制

度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
永
野
助
教

と
Ａ
さ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
Ｂ

さ
ん
ら
が
台
東
区

と
交
渉
を
重
ね

た
。
学
生
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急

事
態
宣
言
下
で
な

か
な
か
動
き
づ
ら

い
中
で
も
、
こ
の

発
案
か
ら
実
施
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
一
緒
に
走
っ
て

い
っ
た
。
ガ
イ
ト

ウ
ス
タ
ン
ド
の
花

び
ら
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
は
、
学
生

の
ア
イ
デ
ア
が
基

と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
2
0
2
0
年

10
月
か
ら
11
月
の

週
末
に
実
際
に
こ

の
ス
タ
ン
ド
を
通

ポ
ー
ト
や
学
会
論
文
に
ま
と
め
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
。

研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
超
え
て

　
以
上
、
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
4

年
ほ
ど
の
具
体
的
な
展
開
を
紹
介
し

た
。
地
域
の
文
化
資
源
の
発
見
や
活

用
提
案
を
行
う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
社
会

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
ア
イ

デ
ア
を
柔
軟
に
実
行
し
て
い
く
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
い
う
展
開
に
、
教
員
も
学

生
も
同
じ
よ
う
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

関
わ
り
、
経
験
し
て
い
っ
た
様
子
が

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
修
士
の
学
生

は
2
年
間
と
い
う
限
定
し
た
期
間
の

経
験
で
あ
る
が
）。
当
初
は
勝
手
連

的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
関
わ
る

人
も
増
え
て
い
き
、
学
生
も
そ
の
広

が
り
ゆ
く
輪
の
中
の
一
員
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
自

ず
と
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
は

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
。
教
員
と
し
て
は
、
学
生
に
何
を

や
り
た
い
の
か
を
常
に
問
う
よ
う
に

し
て
き
た
し
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
定

型
の
仕
事
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
誰
か

が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
）
よ
り
は

試
行
錯
誤
が
可
能
な
、
い
や
試
行
錯

誤
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
方

へ
少
し
誘
導
し
て
み
た
り
し
な
が
ら
、

進
め
て
き
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
刻
一

刻
と
変
わ
っ
て
い
く
現
場
の
状
況
そ

の
も
の
が
、
学
生
が
経
験
す
る
最
も

大
事
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
ち

が
動
い
た
り
、
動
か
な
か
っ
た
り
す

る
仕
組
み
、
地
域
の
人
々
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
思
い
、
本
音
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
で
き
れ

ば
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
加
え
て
、
将
来
の
自
分

の
仕
事
を
ま
ち
や
地
域
へ
の
様
々
な

働
き
か
け
の
中
で
相
対
化
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
な
お
、
学
生
た
ち
が
こ
れ

ま
で
体
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

環
境
、
地
方
や
郊
外
育
ち
で
あ
れ
ば

都
心
、
東
京
育
ち
で
あ
れ
ば
地
方
、

国
内
育
ち
で
あ
れ
ば
海
外
、
あ
る
い

は
普
段
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
上
野
の

よ
う
な
夜
の
街
な
ど
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
身
を
置
い
て
、
自
分
の
感
覚

を
相
対
化
し
て
も
ら
う
の
も
大
事
な

こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
最
近
で
は
、
そ
れ
で
は

満
足
し
な
い
と
い
う
か
、
も
っ
と
問

題
意
識
を
強
く
持
ち
、
地
域
に
さ
ら

に
深
く
向
き
合
う
学
生
も
出
て
き
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
に
休

学
し
て
移
住
す
る
者
、
あ
る
い
は
卒

業
し
た
あ
と
も
そ
の
地
域
と
関
わ
り

合
い
を
持
ち
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で

貢
献
を
続
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
見

ら
れ
る
。
大
学
が
行
う
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
寛
容
さ
に
甘

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
最
近
の
学
生
た
ち
は
し

っ
か
り
自
覚
し
、
自
分
も
一
人
の
実

践
者
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
甘

え
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

正
直
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
学
教
員
は
自
分
の
限
界
や
足
り
な

さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
同

時
に
、
学
生
の
可
能
性
と
い
う
か
、

自
分
に
は
な
い
も
の
を
見
出
さ
せ
て

く
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
都
市
デ
ザ
イ

ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
に
向
き
合

う
マ
イ
ン
ド
を
大
き
く
育
て
て
く
れ

る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で

あ
る
ま
ち
、
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
た
研
究

室
活
動
を
展
開
す
る
理
由
は
そ
こ
に

あ
る
。

り
に
設
置
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
沿
道
の
店
舗

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

近
隣
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
の
メ
イ
ド
さ

ん
に
よ
る
清
掃
な
ど
の
具
体
的
な
協

力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

中
で
関
わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

っ
た
。
学
生
た
ち
も
、
そ
の
広
が
り

ゆ
く
輪
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

な
こ
と
や
関
心
を
活
か
し
て
役
割
を

見
出
し
、
各
種
紙
も
の
の
デ
ザ
イ
ン

や
実
際
の
使
わ
れ
方
の
調
査
の
立
案

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
を
速
報
的
な
レ

★
１

図 1 上野スクエアの文化資源マップ（都市デザイン研究室作成、一部加筆）

図 3 第1回アーツ＆スナック運動で広がった輪
（都市デザイン研究室作成）

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の

様
子（
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ
の
ト
ー
ク
）（
都

市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
撮
影
）

2
図
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研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
観
光

　
東
京
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
の
宮
城
俊
作
教
授
、
都
市
論
・
都

市
計
画
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
、
建

築
お
よ
び
都
市
設
計
を
専
門
と
す
る

永
野
真
義
助
教
の
3
名
の
教
員
と
、

修
士
課
程
大
学
院
生
19
名
（
う
ち
留

学
生
3
名
）、
博
士
課
程
大
学
院
生

6
名
（
う
ち
留
学
生
1
名
）、
さ
ら
に

社
会
人
大
学
院
の
修
士
課
程
7
名
、

卒
論
生
5
名
が
所
属
す
る
大
所
帯
で

あ
る
。
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
た
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
・
教
育
を
展

開
し
て
お
り
、
学
生
の
関
心
も
多
様

で
あ
る
。
研
究
室
活
動
の
特
徴
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
具
体
の

地
域
、
ま
ち
で
の
協
働
研
究
や
実
践

活
動
を
複
数
、
並
行
し
て
展
開
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
主
に
修
士
課
程
の

学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
教
員
も

参
加
し
て
い
る
が
、
学
生
に
つ
い
て

は
、
主
体
的
な
参
画
を
基
本
と
し
、

参
加
す
る
か
し
な
い
か
は
学
生
の
自

由
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
。
具
体
的

に
は
春
先
に
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

堂
に
会
し
て
、
学
生
た
ち
が
昨
年
度

の
活
動
成
果
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ

を
聞
い
て
、
新
入
生
が
参
加
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
で
選
ん
で
い

る
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
つ
も

参
加
し
な
い
学
生
が
い
て
も
全
く
問

題
で
は
な
い
。

　
現
在
進
行
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

1
）
宇
治
（
歴
史
的
市
街
地
で
の
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・

運
営
）、
2
）
上
野
（
都
心
歓
楽
街
・

仲
町
通
り
周
辺
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
活

用
）、
3
）
手
賀
沼
（
首
都
圏
郊
外
の

沼
辺
空
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

4
）
富
士
吉
田
（
歴
史
的
市
街
地
で

の
道
路
拡
幅
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
と
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ン
）、
5
）
高
島
平
（
計
画
的
市
街
地

で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
動
展
開
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
活
用
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
当
研

究
室
と
関
係
の
深
い
同
じ
専
攻
の
地

域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
窪
田
亜
矢
特

任
教
授
）
が
長
年
関
わ
っ
て
い
る
小

高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
原
発
災
害
か
ら

の
復
興
デ
ザ
イ
ン
）、
東
京
都
市
大
学

都
市
空
間
生
成
研
究
室
（
中
島
伸
准

教
授
）
の
三
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
歴

史
的
市
街
地
で
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
活
動
展
開
）、
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
の
お
ひ
ざ
元
で
地
域
関
係

者
と
と
も
に
進
め
て
い
る
本
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
院
生
た
ち
は
自

由
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
学
生
だ
け

で
な
く
、
他
研
究
室
や
他
大
学
の
学

生
も
参
加
し
て
い
る
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
殆
ど
は
、
地
域
組
織
や
行
政
、

他
研
究
室
、
様
々
な
専
門
家
と
の
協

働
体
制
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
も
そ
の
よ
う
な
よ
り
広
い
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
役
割
を

の
顔
と
夜
の
顔
の
二
面
性
と
い
う
地

域
の
特
徴
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
た

（
図
１
）。
と
り
わ
け
上
野
の
夜
の
顔

＝
歓
楽
街
を
、
も
と
も
と
花
街
を
起

源
と
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
文

脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
多
国
籍

文
化
が
入
り
混
じ
る
上
野
な
ら
で
は

の
文
化
資
源
と
認
識
し
た
。
学
生
た

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
概
略
的
に
示
し
た
テ
ー
マ
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
実
は
観
光
そ
の
も

の
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
い
。
基
本
的
に
ま

ち
づ
く
り
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た

ち
、
営
む
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
ら
の
環
境
を
主
体
的
に
整
え
、
育

ん
で
い
く
行
為
な
の
で
、
私
た
ち
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
ず
は
日
常
の
生

活
や
営
み
が
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
何
れ
の
地
域
も
大

変
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
（
あ

る
い
は
そ
う
し
た
魅
力
が
発
掘
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
）、
観

光
客
を
含
め
、
様
々
な
来
訪
者
を
惹

き
つ
け
る
。
従
っ
て
、
地
域
、
ま
ち

に
出
れ
ば
、
自
然
と
観
光
に
向
き
合

う
こ
と
に
な
る
。
常
に
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
当
研
究
室
の
前
任
教
授
で

あ
る
西
村
幸
夫
名
誉
教
授
は
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
を
強
く
推
進

し
て
き
た
。
地
域
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
と
い
う

基
礎
は
、
現
在
の
ど
の
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
村
名
誉
教
授
の
薫
陶
を
受

け
た
研
究
室
O
B
O
G
の
中
に
は
、

東
京
都
立
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
立

教
大
学
の
観
光
学
科
／
コ
ー
ス
の
専

任
教
員
と
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
し
、

J
T
B
F
に
も
こ
れ
ま
で
に
何
名
か

の
O
B
O
G
が
就
職
し
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
促
進
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　ま
ち
を
見
つ
め
、

文
化
資
源
を
発
掘
す
る

　
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
何
を
経
験

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
研

究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
こ
の

４
年
ほ
ど
私
自
身
も
関
わ
っ
て
い
る

上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
あ
げ
て
、

研
究
室
で
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
を
伝
え
て
み
た
い
。
　

　
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端
は
、

都
心
北
部
一
帯
の
文
化
資
源
の
保
全
、

活
用
に
よ
る
新
し
い
東
京
再
生
像
構

築
を
目
指
す
東
京
文
化
資
源
会
議
の

一
部
会
・
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
検
討

委
員
会
の
活
動
で
あ
る
。
上
野
は
同

会
議
が
対
象
と
す
る
東
京
文
化
資
源

区
の
要
の
位
置
に
あ
る
。
検
討
委
員

会
は
、
あ
る
種
勝
手
連
的
な
立
場
か

ら
、
や
や
先
走
っ
て
不
忍
池
の
隣
接

街
区
の
再
開
発
や
中
央
通
り
の
広
場

化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
一
次
構
想

を
提
案
し
、
発
表
し
た
。
し
か
し
、

地
元
と
の
連
携
が
う
ま
く
取
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
大
企
業

に
よ
る
再
開
発
が
本
当
の
狙
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
警
戒
心
を
持
た
れ
、

地
域
か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た
。
筆

者
が
座
長
と
し
て
関
わ
り
始
め
た

2
0
1
7
年
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
仕
切
り
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

た
時
点
で
あ
っ
た
。
地
域
を
し
っ
か

り
見
つ
め
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

研
究
室
の
永
野
助
教
や
院
生
た
ち
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し

た
。
引
き
続
き
、
上
野
の
関
係
者
や

有
識
者
た
ち
と
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
会
議
の
運

営
や
議
論
の
素
材
を
生
み
出
す
調
査

は
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
上
野
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど

は
上
野
の
山
と
呼
ば
れ
る
上
野
公
園

内
の
各
種
博
物
館
、
美
術
館
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

上
野
の
ま
ち
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。

観
光
面
で
、
山
か
ら
ま
ち
へ
と
い
う

動
線
を
い
か
に
生
み
出
す
か
が
上
野

の
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

動
線
と
い
っ
て
も
、
肝
心
の
上
野
の

ま
ち
に
は
、
ア
メ
横
の
よ
う
な
個
性

的
な
通
り
を
除
け
ば
、
そ
の
歴
史
文

化
的
な
蓄
積
に
比
し
て
魅
力
の
発
現

に
乏
し
く
、
そ
こ
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ

る
理
由
を
見
つ
け
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
山
と
セ
ッ
ト
で
あ
る

不
忍
池
と
ま
ち
と
の
繋
が
り
が
不
十

分
で
あ
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
に
ま
と
め
た
『
第
二

次
上
野
ス
ク
エ
ア
構
想
』
で
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
の
は
、
施
設
か
ら
で
は

な
く
、
場
所
か
ら
上
野
を
捉
え
な
お

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
上
野
の
山
の
文
化
資
源
が
施

設
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
野
の

ま
ち
自
体
を
非
施
設
型
＝
開
放
系
の

文
化
資
源
の
集
積
地
と
捉
え
、
そ
れ

を
も
と
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
学
生

た
ち
が
作
成
し
た
文
化
資
源
マ
ッ
プ

は
、
文
化
資
源
を
広
く
と
ら
え
、
昼

か
ら
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
商
店
主

や
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
は
商
店
会
組
織

を
通
じ
て
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
ビ

ル
オ
ー
ナ
ー
は
地
元
に
い
な
い
人
も

多
く
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
同
士
の
つ
な

が
り
は
特
に
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
か
た
ち
で
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
た
ち
を
対
象
と
し
た
空
ス
ペ
ー
ス

活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

た
だ
議
論
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

半
年
後
に
何
ら
か
の
社
会
実
験
を
行

ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
伝
統
技
術
体
験
、
研

究
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
図
２
）。

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
、
こ
の
通
り
や
周
辺
に

関
わ
り
の
あ
る
方
や
東
京
芸
術
大
学

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
の
様
々
な
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
っ
た
（
図
３
）。

学
生
た
ち
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
会

い
な
が
ら
、
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
客
観
的
デ
ー
タ
の
取
得
・
評
価

分
析
な
ど
の
大
学
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
い
つ
つ
、
初
め
て
み
る
ス
ナ
ッ

ク
と
ア
ー
ツ
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、
地
元
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
Ａ
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
の
さ

ら
な
る
展
開
を
考
え
て
い
た
矢
先

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
上
野
の
歓
楽
街
は
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
最
も
大
き
く
受
け
た
。
特

に
ス
ナ
ッ
ク
は
三
密
空
間
の
最
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
メ
ン
バ
ー
と

戦
略
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
回
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク
運
動
で

付
加
的
に
実
施
し
た
路
上
の
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
道
行
く
人
の
足

を
止
め
、
広
場
の
風
景
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
も
オ
ー
プ
ン

エ
ア
の
活
用
、
つ
ま
り
街
路
や
屋
上

等
で
何
か
で
き
な
い
か
を
皆
で
検
討

う
と
い
う
目
標
を
先
に
立
て
て
、
話

し
合
い
を
進
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
1
9
年
9
月
の
週
末
に
、
ス
ナ

ッ
ク
が
撤
退
し
た
あ
と
の
空
き
テ
ナ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
、
こ
の
界
隈
に
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
ま
ち
な
か
に
は
顕
在
化
し
て
い

な
か
っ
た
文
化
・
芸
術
・
学
術
コ
ン

テ
ン
ツ
を
か
け
あ
わ
せ
て
み
る
社
会

実
験
と
し
て
、
ア
ー
ツ
＆
ス
ナ
ッ
ク

運
動
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
り
沿
い
の
6
カ
所
の
会
場
（
居
抜

き
状
態
）の
空
き
ス
ナ
ッ
ク
で
、落
語
、

歌
手
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ

の
ト
ー
ク
、Vtuber

ス
ナ
ッ
ク
、
ア

ち
が
頑
張
っ
た
不
忍
池
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
調
査
に
基
づ
く
空
間
再
編
提

案
を
含
む
、
ス
ク
エ
ア
の
骨
格
づ
く

り
や
個
々
の
場
所
の
改
善
を
提
案
し

た
報
告
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
実
際
に
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
地
域

を
動
か
す
」
こ
と
。
こ
の
提
案
を
実

際
に
地
元
の
中
で
も
ん
で
も
ら
い
、

ま
ち
の
環
境
保
全
や
改
善
の
力
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ち
で

地
域
と
と
も
に
動
く

　
検
討
委
員
の
中
に
は
、
不
忍
池
の

南
側
、
仲
町
通
り
の
老
舗
の
組
紐
店

の
店
主
Ａ
さ
ん
や
、
商
店
会
長
さ
ん

ら
が
い
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
ま

ち
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
仲
町
通
り
は
上
野
の
歓
楽
街

の
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
、
風
俗
店

の
増
加
（
路
面
展
開
化
）、
特
に
客
引

き
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
で
安
心
感
が

大
き
く
損
な
わ
れ
、
多
く
の
人
を
受

け
入
れ
て
き
た
ま
ち
の
性
格
が
変
質

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ビ
ル
の
上

層
階
は
従
来
、
小
規
模
な
ス
ナ
ッ
ク

が
数
多
く
入
居
し
て
い
た
が
、
得
意

客
の
減
少
も
あ
り
、
空
き
テ
ナ
ン
ト

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
そ

の
こ
と
も
、
学
生
た
ち
が
一
つ
一
つ
の

ビ
ル
を
実
見
調
査
し
て
初
め
て
確
認

で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
）。
そ
う
し
た

課
題
を
抱
え
る
こ
の
通
り
だ
か
ら
こ

そ
、
先
に
示
し
た
文
化
資
源
の
捉
え

方
を
基
礎
に
解
決
に
向
か
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
通

り
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
た
。
引
き
続
き
、
研
究
室
メ

ン
バ
ー
と
検
討
委
員
会
の
運
営
を
担

っ
て
く
れ
て
い
た
都
市
計
画
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
Ｂ
さ
ん
、
そ
し
て
A
さ

ん
が
声
掛
け
し
て
拡
充
し
た
地
元
メ

ン
バ
ー
で
ま
ず
考
え
た
の
は
、
風
俗

店
の
増
加
も
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
増
加

も
い
ず
れ
も
そ
の
フ
ロ
ア
の
貸
主
で

あ
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
直
接
関
わ
る

問
題
な
の
で
、
ま
ず
は
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
こ

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
6
月
に
な

っ
て
、
国
土
交
通
省
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
店
舗
を
支
援
す
る
目
的

で
道
路
占
用
許
可
の
緊
急
措
置
を
発

表
し
た
。
そ
の
制
度
に
則
っ
て
、
仲

町
通
り
で
も
街
路
を
使
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
飲
食
店
を
支
援

す
る
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

永
野
助
教
が
商
店
街
の
財
産
で
あ
る

街
灯
を
使
っ
て
仮
設
の
テ
ー
ブ
ル
を

つ
く
る
「
ガ
イ
ト
ウ
ス
タ
ン
ド
」
を

発
案
し
た
。
そ
の
具
体
化
、
特
に
制

度
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
永
野
助
教

と
Ａ
さ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
Ｂ

さ
ん
ら
が
台
東
区

と
交
渉
を
重
ね

た
。
学
生
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急

事
態
宣
言
下
で
な

か
な
か
動
き
づ
ら

い
中
で
も
、
こ
の

発
案
か
ら
実
施
に

向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
一
緒
に
走
っ
て

い
っ
た
。
ガ
イ
ト

ウ
ス
タ
ン
ド
の
花

び
ら
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
は
、
学
生

の
ア
イ
デ
ア
が
基

と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
2
0
2
0
年

10
月
か
ら
11
月
の

週
末
に
実
際
に
こ

の
ス
タ
ン
ド
を
通

ポ
ー
ト
や
学
会
論
文
に
ま
と
め
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
。

研
究
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
超
え
て

　
以
上
、
上
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
4

年
ほ
ど
の
具
体
的
な
展
開
を
紹
介
し

た
。
地
域
の
文
化
資
源
の
発
見
や
活

用
提
案
を
行
う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
社
会

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
ア
イ

デ
ア
を
柔
軟
に
実
行
し
て
い
く
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
い
う
展
開
に
、
教
員
も
学

生
も
同
じ
よ
う
に
新
鮮
な
気
持
ち
で

関
わ
り
、
経
験
し
て
い
っ
た
様
子
が

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
修
士
の
学
生

は
2
年
間
と
い
う
限
定
し
た
期
間
の

経
験
で
あ
る
が
）。
当
初
は
勝
手
連

的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
関
わ
る

人
も
増
え
て
い
き
、
学
生
も
そ
の
広

が
り
ゆ
く
輪
の
中
の
一
員
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
自

ず
と
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
は

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
。
教
員
と
し
て
は
、
学
生
に
何
を

や
り
た
い
の
か
を
常
に
問
う
よ
う
に

し
て
き
た
し
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る
定

型
の
仕
事
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
誰
か

が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
）
よ
り
は

試
行
錯
誤
が
可
能
な
、
い
や
試
行
錯

誤
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
方

へ
少
し
誘
導
し
て
み
た
り
し
な
が
ら
、

進
め
て
き
た
。
何
れ
に
せ
よ
、
刻
一

刻
と
変
わ
っ
て
い
く
現
場
の
状
況
そ

の
も
の
が
、
学
生
が
経
験
す
る
最
も

大
事
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ま
ち

が
動
い
た
り
、
動
か
な
か
っ
た
り
す

る
仕
組
み
、
地
域
の
人
々
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
思
い
、
本
音
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
で
き
れ

ば
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
に
加
え
て
、
将
来
の
自
分

の
仕
事
を
ま
ち
や
地
域
へ
の
様
々
な

働
き
か
け
の
中
で
相
対
化
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
な
お
、
学
生
た
ち
が
こ
れ

ま
で
体
験
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

環
境
、
地
方
や
郊
外
育
ち
で
あ
れ
ば

都
心
、
東
京
育
ち
で
あ
れ
ば
地
方
、

国
内
育
ち
で
あ
れ
ば
海
外
、
あ
る
い

は
普
段
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
上
野
の

よ
う
な
夜
の
街
な
ど
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
身
を
置
い
て
、
自
分
の
感
覚

を
相
対
化
し
て
も
ら
う
の
も
大
事
な

こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
最
近
で
は
、
そ
れ
で
は

満
足
し
な
い
と
い
う
か
、
も
っ
と
問

題
意
識
を
強
く
持
ち
、
地
域
に
さ
ら

に
深
く
向
き
合
う
学
生
も
出
て
き
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
に
休

学
し
て
移
住
す
る
者
、
あ
る
い
は
卒

業
し
た
あ
と
も
そ
の
地
域
と
関
わ
り

合
い
を
持
ち
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で

貢
献
を
続
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
見

ら
れ
る
。
大
学
が
行
う
研
究
室
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
寛
容
さ
に
甘

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
最
近
の
学
生
た
ち
は
し

っ
か
り
自
覚
し
、
自
分
も
一
人
の
実

践
者
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
で
、
甘

え
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

正
直
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
学
教
員
は
自
分
の
限
界
や
足
り
な

さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
同

時
に
、
学
生
の
可
能
性
と
い
う
か
、

自
分
に
は
な
い
も
の
を
見
出
さ
せ
て

く
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
都
市
デ
ザ
イ

ン
や
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
に
向
き
合

う
マ
イ
ン
ド
を
大
き
く
育
て
て
く
れ

る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で

あ
る
ま
ち
、
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
た
研
究

室
活
動
を
展
開
す
る
理
由
は
そ
こ
に

あ
る
。

り
に
設
置
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
沿
道
の
店
舗

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

近
隣
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
の
メ
イ
ド
さ

ん
に
よ
る
清
掃
な
ど
の
具
体
的
な
協

力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

中
で
関
わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

っ
た
。
学
生
た
ち
も
、
そ
の
広
が
り

ゆ
く
輪
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

な
こ
と
や
関
心
を
活
か
し
て
役
割
を

見
出
し
、
各
種
紙
も
の
の
デ
ザ
イ
ン

や
実
際
の
使
わ
れ
方
の
調
査
の
立
案

な
ど
を
行
い
、
そ
れ
を
速
報
的
な
レ

★
１
　
当
研
究
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
学
生

た
ち
の
関
わ
り
や
意
識
に
つ
い
て
は
、学
生
た
ち
が

自
主
的
に
発
行
し
て
い
る「
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
マ
ガ
ジ

ン
」（h

ttp
://u

d
.t.u

-to
kyo

.ac.jp
/ja/b

lo
g/

）に

詳
し
い
。ぜ
ひ
、ご
覧
頂
き
た
い
。

図 4 ガイトウスタンドが生み出した歓楽街の風景（都市デザイン研究室撮影）
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　著
者
の
安
藤
誠
氏
は
ヒ
グ
マ
の
よ

う
な
人
で
あ
る
。
表
紙
の
熊
の
よ
う

に
大
き
く
て
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
も
よ
く

似
て
い
る
。
釧
路
湿
原
近
く
の
鶴
居

村
に
お
住
ま
い
だ
が
、
年
に
二
ヶ
月

間
は
ア
ラ
ス
カ
で
活
動
す
る
世
界
的

な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
で
あ
る
。
し

ば
ら
く
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
と
、
無

性
に
声
が
聞
き
た
く
な
る
。
お
そ
ら

く
、
氏
の
暖
か
く
奥
深
い
人
間
性
が

人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
の
だ
ろ

う
。
多
く
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
持
つ

お
宿
ヒ
ッ
コ
リ
ー
ウ
ィ
ン
ド
の
経
営

者
、
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
公
認
の
プ
ロ

ガ
イ
ド
、
W
P
Y
や
N
B
P
な
ど
世

界
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
憧
れ
る
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
賞
を
重
ね
る
ネ
イ
チ

ャ
ー
写
真
家
、
プ
ロ
と
し
て
も
活
動

し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
全
国
で
講

演
活
動
を
行
う
教
育
者
。
こ
の
『
日

常
の
奇
跡
』
の
中
に
は
、
様
々
な
顔

を
持
ち
な
が
ら
、
自
ら
に
妥
協
を
許

さ
ず
、
本
質
を
突
き
詰
め
て
い
く
求

道
者
の
よ
う
な
生
き
方
が
率
直
に
語

ら
れ
て
い
る
。
氏
の
生
き
様
は
正
に

「L
ife as guide

」
で
あ
り
、
到
達

点
と
し
て
目
指
す
「
人
を
幸
せ
に
す

る
ガ
イ
ド
」
に
全
て
が
繋
が
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。

　ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
の
熊
は
キ

ム
ン
・
カ
ム
イ
と
呼
ば
れ
る
位
の
高

い
熊
神
様
で
あ
る
。
天
上
界
か
ら
熊

の
姿
を
か
り
て
人
間
界
に
降
臨
さ
れ

る
。
氏
の
中
に
も
熊
神
様
が
い
る
の

で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
し
ま
う
。

1
・
5
m
の
至
近
距
離
ま
で
成
熊
に

近
づ
く
撮
影
な
ど
、
奇
跡
の
写
真
や

体
験
が
幾
度
も
登
場
す
る
。

　2
0
1
3
年
に
、
私
も
氏
が
造
る

「
ア
ラ
ス
カ
の
旅
」
を
体
験
で
き
た
。

太
陽
の
黒
点
活
動
は
10
年
お
き
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
と
教
え
ら
れ
、
絶
好

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
オ
ー
ロ
ラ
ツ
ア
ー

を
お
願
い
し
た
。
幸
運
に
も
、
と
書

く
と
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
般
ツ
ア

ー
で
は
出
来
な
い
体
験
を
目
指
し
て

い
る
氏
は
ラ
ッ
キ
ー
と
い
う
言
葉
を

嫌
う
。
し
か
し
、
3
／
4
の
確
率
で

極
北
に
舞
い
上
が
る
光
と
音
（
確
か

に
聴
こ
え
た
）
の
神
秘
に
包
ま
れ
、

特
に
三
日
目
は
全
天
で
爆
発
す
る
オ

ー
ロ
ラ
の
炎
舞
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と

は
、
や
は
り
氏
が
た
ぐ
り
寄
せ
て
く

れ
た
幸
運
で
あ
っ
た
と
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

　私
も
宿
の
経
営
を
し
て
い
る
が
、

氏
の
信
条
で
あ
る
「
そ
の
瞬
間
に
し

わたしの１冊
20 回第

『日常の奇跡』
― 安藤誠の世界 ―

鶴雅ホールディングス株式会社　
代表取締役社長

大西雅之

安藤 誠/著
（どう出版 2020年）

大
西
雅
之

（
お
お
に
し
・
ま
さ
ゆ
き
）

鶴
雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
。
東
京
大
学
経
済

学
部
卒
業
後
、三
井
信
託
銀
行
を
経
て
株
式

会
社
阿
寒
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
入
社
、

1
9
8
9
年
代
表
取
締
役
社
長
。2
0
1
6

年
か
ら
現
職
。ほ
か
公
職
と
し
て
社
団
法
人

北
海
道
観
光
振
興
機
構
副
会
長
、日
本
旅

館
協
会
北
海
道
支
部
連
合
会
会
長（
本
部

副
会
長
）、N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま

ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
、ア
イ
ヌ
政
策

推
進
会
議
委
員
、北
海
道
経
済
連
合
会
副

会
長
な
ど
。
観
光
庁
選
定
の「
観
光
カ
リ
ス

マ
百
選
」の
ひ
と
り
。

か
体
験
で
き
な
い
本
物
を
提
供
す

る
」
は
衝
撃
で
あ
る
。
北
海
道
フ
ー

ド
マ
イ
ス
タ
ー
の
奥
様
が
作
る

3
6
5
日
毎
日
違
う
「
旬
の
手
料

理
」、
盛
り
付
け
る
器
は
夫
妻
が
全

国
の
作
家
達
と
の
交
流
で
収
集
し
た

一
つ
一
つ
に
思
い
入
れ
の
あ
る
陶
器

類
。
お
客
様
の
波
長
に
合
わ
せ
た

1
0
0
人
1
0
0
通
り
の
ガ
イ
ド
、

お
客
様
に
レ
ン
タ
ル
す
る
双
眼
鏡
は

弱
い
光
で
も
鮮
や
か
な
野
鳥
の
姿
を

見
せ
る
た
め
30
万
円
も
す
る
世
界
の

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
製
、
多
く
の
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
が
並
ぶ
フ
ォ
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
自
ら
も
演
奏
す
る
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
お
宿
の
柱
も
ド

ア
の
取
っ
手
も
本
物
を
海
外
か
ら
調

達
し
、
魂
を
入
れ
る
た
め
に
全
て
自

分
で
建
て
て
し
ま
う
な
ど
、
別
世
界

の
お
宿
で
あ
る
。
私
た
ち
が
日
頃
簡

単
に
使
っ
て
い
る
「
お
も
て
な
し
」

と
い
う
言
葉
が
ど
こ
か
色
褪
せ
て
し

ま
う
圧
倒
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で

あ
る
。

　氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
捉
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
は
中

途
半
端
な
在
り
方
を
あ
ぶ
り
出
す
フ

ィ
ル
タ
ー
で
あ
り
、
真
剣
に
自
分
と

向
き
合
う
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ

る
。
中
途
半
端
な
付
き
合
い
の
店
や

友
人
関
係
は
全
部
清
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
。
胸
に
ず
し
り
と
響
く
。

　最
後
に
、
あ
と
が
き
に
あ
る
著
者

か
ら
の
贈
り
物
で
紹
介
を
終
わ
り
た

い
と
思
う
。

「
日
常
の
奇
跡
に
気
づ
い
た
な
ら
、
そ

れ
は
毎
日
や
っ
て
く
る
。」
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明
治
神
宮
は
1
9
2
0
年
に
創
建

さ
れ
2
0
2
0
年
に
1
0
0
年
を
迎

え
た
神
社
で
す
。明
治
神
宮
と
い
え

ば
、森
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
裏

腹
に
、豊
か
な
森
の
あ
る
場
所
に
神

社
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、神
社

の
あ
る
場
所
に
森
が
作
ら
れ
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。し
か
も
全
国

各
地
か
ら
の
約
10
万
本
の
献
木
に
よ

り
森
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
で
も
興
味
を
覚

え
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
林
学

者
や
造
園
者
が
結
集
し
、「
遷
移
」と

い
う
生
態
系
の
仕
組
み
を
上
手
く
用

い
、1
0
0
年
先
の
完
成
を
見
据
え

て「
天
然
林
」を「
人
工
的
」に
つ
く
る

と
い
う
前
代
未
聞
の
森
づ
く
り
が
な

さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の

森
づ
く
り
の
計
画
は
、『
明
治
神
宮
御

境
内
林
苑
計
画
』と
し
て
明
治
神
宮

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。『
林
苑
計
画

書
』を
紐
解
け
ば
、林
苑
全
体
を「
天

然
林
」に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
く
、参
拝
者
の
視
線
を
意
識
し
た

風
景
づ
く
り
や
、当
時
最
先
端
の
技

術
を
用
い
た
芝
生
広
場
や
、近
代
庭

園
な
ど
様
々
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
本
書
は
、造
園
学
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
の
12
名
の
専
門
家
が『
林
苑
計
画

書
』を
読
み
解
き
、森
の
見
ど
こ
ろ
や

楽
し
み
方
を
、豊
富
な
図
版
や
、地
図

ア
プ
リ
と
の
連
携
に
よ
っ
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。明
治
神

宮
の
森
を
訪
れ
、そ
の
場
の
歴
史
や

未
来
を
考
え
る
よ
う
な
空
間
体
験
の

た
め
の「
森
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
文
：
水
内
佑
輔
）

　『
旅
』は
、鉄
道
省
の
外
郭
団
体
と

し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
旅
行
文
化

協
会（
後
に
日
本
旅
行
協
会
へ
改

称
、当
財
団
の
前
身
で
あ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

合
併
）に
よ
っ
て
、1
9
2
4（
大
正

13
）年
に
創
刊
さ
れ
、平
成
の
時
代

ま
で
長
き
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
続

け
た
旅
行
雑
誌
で
あ
る
。ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

機
関
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』と
と
も

に
、『
旅
』は
旅
の
図
書
館
自
慢
の
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

も
あ
る
。

　
こ
の
た
び
、ゆ
ま
に
書
房
よ
り
、

『
旅
』の
創
刊
号
か
ら
戦
時
下
で
発
刊

停
止
と
な
っ
た
1
9
4
3（
昭
和
18
）

年
ま
で
全
61
巻（
＋
別
巻
１
）の
復
刻

が
は
じ
ま
り
、1
9
2
4（
大
正
13
）年

4
月
〜
1
9
2
5（
大
正
14
）年
8
月

ま
で
の
全
4
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。復

刻
版
の
監
修
・
解
説
は
わ
が
国
の
旅

行
案
内
書
の
第
一
人
者
で
あ
る
関
西

学
院
大
学
の
荒
山
正
彦
氏
で
、デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
旅
の

図
書
館
が
総
監
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
正
末
期
に
国
内
の
旅
行
熱
の
高

ま
り
と
と
も
に
誕
生
し
た『
旅
』の
各

号
に
は
、作
家
・
評
論
家
ら
の
紀
行
文

や
随
筆
、観
光
地
案
内
、観
光
事
業
を

牽
引
し
た
人
た
ち
の
論
説
な
ど
が
掲

載
さ
れ
、大
正
〜
昭
和
戦
前
期
の
わ

が
国
の
社
会
と
日
本
人
の
旅
行
・
観

光
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

（
文
：
大
隅
一
志
）
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※

旅
の
図
書
館
で
は
、
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
す

べ
て
の
『
旅
』
の
記
事
が
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

『
林
苑
計
画
書
』か
ら
読
み
解
く

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

前号246号では、我が
国を代表する観光事業
者の方々からコロナ禍
の厳しい時期に考えた
ことや学んだことを伺い、
議論し、持続可能な観
光の本質について考え
ました。日本の社会・経
済構造、国民生活は大
きな変化と向き合うこと
になりましたが、いわゆ
る「新しい生活様式」で
の暮らしも定着し、夏以
降、国、地方自治体によ
る各種の復興支援策が
講じられると、人々の往
来も徐々に増え、観光地

によっては復調の兆しを見せるところも出始めました。今号では、
コロナ禍における観光の実態、特に夏季を中心とした地域の実
情と課題を、当事者である行政、DMO、民間事業者のみなさまに
語っていただき、丁寧に意見交換を行いました。コロナ禍を生き
抜くにあたり大切にしたい視点について探っています。 A4判1色
76ページ／1,000円+税

247号（2020年11月発行） 

特集 現場に学ぶ、コロナ禍を生き抜く視点
～コロナ禍での現状と課題 Part2 ～

2019年、中国・武漢市
で報告された原因不明
の肺炎は、「COVID-19」

（新型コロナウイルス感
染症）と名付けられ、世
界中に拡散。我が国で
も3月下旬以降に感染
者が急増し、世界的な
大流行にあって「東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク」も延期、4月には「緊
急事態宣言」が出され、
外出自粛などの徹底が
呼びかけられました。今
回のコロナ禍の発生に
伴い、多くの観光地がか
つてない甚大な被害を

受けることになりましたが、大型連休が明けた頃から、世間では
「With／Postコロナ時代の観光」が盛んに言われるようになって
きました。今号は「現場で語る、持続可能な観光の本質～コロナ
禍での現状と課題」を特集のテーマとしています。その中で、強く
意識したのは「現場」。こうした時期だからこそ、まず観光地の現
場、第一線で活躍されている我が国を代表する観光事業者の声
に真摯に耳を傾け、持続可能な観光について探究を試みていま
す。 A4判1色72ページ／1,000円+税

246号（2020年8月発行） 

特集 現場で語る、持続可能な観光の本質
～コロナ禍での現状と課題 Part1～

DMOは地方創生、特に
観光振興による地域経
済の活性化への期待を
背景に、全国的な広がり
を見せています。大半の
DMOは非営利法人です
が、株式会社として地域
で事業を運営し、地域
活性化に貢献すること
を目指すDMOも存在し
ます。本特集は、こうした

「株式会社型DMO」に
注目し、なぜ、地域に株
式会社としてのDMOが
必要であったのか、どの
ような組織・事業で地域
の活性化に取り組んで

いるのかを、現地の関係者、設立に関わった専門家への取材を
行い、その実態や今後の課題、展望について考察しました。 A4判
1色72ページ／1,000円+税

244号（2020年1月発行） 

特集 株式会社型DMOという挑戦
2010年代以降、海外の
観光研究分野における
観光地を捉える概念は、

「マネジメント」から「ガ
バナンス」へ移行してい
ます。これは行動原理の
異なる多様な主体の集
合体として捉える必要性
がある観光地において、
従来の「マネジメント」概
念のみでは対応に限界
があるためですが、我が
国では、自然観光地（保
護地域）・中山間地域の
観光地において、ガバナ
ンス概念に着目し実践
を模索する動きはあるも

のの、その取り組みは緒に就いたばかりです。本特集では、観光
地におけるガバナンス概念について、国内外の研究動向を概観
し、その実践の様子を、国内外の自然観光地（保護地域）・中山
間地域の事例を通して確認します。 A4判1色48ページ／1,000
円+税

245号（2020年4月発行） 

特集 デスティネーション・ガバナンス
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明
治
神
宮
は
1
9
2
0
年
に
創
建

さ
れ
2
0
2
0
年
に
1
0
0
年
を
迎

え
た
神
社
で
す
。明
治
神
宮
と
い
え

ば
、森
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
裏

腹
に
、豊
か
な
森
の
あ
る
場
所
に
神

社
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、神
社

の
あ
る
場
所
に
森
が
作
ら
れ
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。し
か
も
全
国

各
地
か
ら
の
約
10
万
本
の
献
木
に
よ

り
森
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
で
も
興
味
を
覚

え
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
林
学

者
や
造
園
者
が
結
集
し
、「
遷
移
」と

い
う
生
態
系
の
仕
組
み
を
上
手
く
用

い
、1
0
0
年
先
の
完
成
を
見
据
え

て「
天
然
林
」を「
人
工
的
」に
つ
く
る

と
い
う
前
代
未
聞
の
森
づ
く
り
が
な

さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の

森
づ
く
り
の
計
画
は
、『
明
治
神
宮
御

境
内
林
苑
計
画
』と
し
て
明
治
神
宮

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。『
林
苑
計
画

書
』を
紐
解
け
ば
、林
苑
全
体
を「
天

然
林
」に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
く
、参
拝
者
の
視
線
を
意
識
し
た

風
景
づ
く
り
や
、当
時
最
先
端
の
技

術
を
用
い
た
芝
生
広
場
や
、近
代
庭

園
な
ど
様
々
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
本
書
は
、造
園
学
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
の
12
名
の
専
門
家
が『
林
苑
計
画

書
』を
読
み
解
き
、森
の
見
ど
こ
ろ
や

楽
し
み
方
を
、豊
富
な
図
版
や
、地
図

ア
プ
リ
と
の
連
携
に
よ
っ
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。明
治
神

宮
の
森
を
訪
れ
、そ
の
場
の
歴
史
や

未
来
を
考
え
る
よ
う
な
空
間
体
験
の

た
め
の「
森
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
文
：
水
内
佑
輔
）

　『
旅
』は
、鉄
道
省
の
外
郭
団
体
と

し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
旅
行
文
化

協
会（
後
に
日
本
旅
行
協
会
へ
改

称
、当
財
団
の
前
身
で
あ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

合
併
）に
よ
っ
て
、1
9
2
4（
大
正

13
）年
に
創
刊
さ
れ
、平
成
の
時
代

ま
で
長
き
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
続

け
た
旅
行
雑
誌
で
あ
る
。ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

機
関
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』と
と
も

に
、『
旅
』は
旅
の
図
書
館
自
慢
の
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

も
あ
る
。

　
こ
の
た
び
、ゆ
ま
に
書
房
よ
り
、

『
旅
』の
創
刊
号
か
ら
戦
時
下
で
発
刊

停
止
と
な
っ
た
1
9
4
3（
昭
和
18
）

年
ま
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全
61
巻（
＋
別
巻
１
）の
復
刻

が
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じ
ま
り
、1
9
2
4（
大
正
13
）年

4
月
〜
1
9
2
5（
大
正
14
）年
8
月

ま
で
の
全
4
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。復

刻
版
の
監
修
・
解
説
は
わ
が
国
の
旅

行
案
内
書
の
第
一
人
者
で
あ
る
関
西

学
院
大
学
の
荒
山
正
彦
氏
で
、デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
旅
の

図
書
館
が
総
監
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
正
末
期
に
国
内
の
旅
行
熱
の
高

ま
り
と
と
も
に
誕
生
し
た『
旅
』の
各

号
に
は
、作
家
・
評
論
家
ら
の
紀
行
文

や
随
筆
、観
光
地
案
内
、観
光
事
業
を

牽
引
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の
論
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な
ど
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掲
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、大
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〜
昭
和
戦
前
期
の
わ

が
国
の
社
会
と
日
本
人
の
旅
行
・
観

光
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

（
文
：
大
隅
一
志
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バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

前号246号では、我が
国を代表する観光事業
者の方々からコロナ禍
の厳しい時期に考えた
ことや学んだことを伺い、
議論し、持続可能な観
光の本質について考え
ました。日本の社会・経
済構造、国民生活は大
きな変化と向き合うこと
になりましたが、いわゆ
る「新しい生活様式」で
の暮らしも定着し、夏以
降、国、地方自治体によ
る各種の復興支援策が
講じられると、人々の往
来も徐々に増え、観光地

によっては復調の兆しを見せるところも出始めました。今号では、
コロナ禍における観光の実態、特に夏季を中心とした地域の実
情と課題を、当事者である行政、DMO、民間事業者のみなさまに
語っていただき、丁寧に意見交換を行いました。コロナ禍を生き
抜くにあたり大切にしたい視点について探っています。 A4判1色
76ページ／1,000円+税
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特集 現場に学ぶ、コロナ禍を生き抜く視点
～コロナ禍での現状と課題 Part2 ～

2019年、中国・武漢市
で報告された原因不明
の肺炎は、「COVID-19」

（新型コロナウイルス感
染症）と名付けられ、世
界中に拡散。我が国で
も3月下旬以降に感染
者が急増し、世界的な
大流行にあって「東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク」も延期、4月には「緊
急事態宣言」が出され、
外出自粛などの徹底が
呼びかけられました。今
回のコロナ禍の発生に
伴い、多くの観光地がか
つてない甚大な被害を

受けることになりましたが、大型連休が明けた頃から、世間では
「With／Postコロナ時代の観光」が盛んに言われるようになって
きました。今号は「現場で語る、持続可能な観光の本質～コロナ
禍での現状と課題」を特集のテーマとしています。その中で、強く
意識したのは「現場」。こうした時期だからこそ、まず観光地の現
場、第一線で活躍されている我が国を代表する観光事業者の声
に真摯に耳を傾け、持続可能な観光について探究を試みていま
す。 A4判1色72ページ／1,000円+税

246号（2020年8月発行） 

特集 現場で語る、持続可能な観光の本質
～コロナ禍での現状と課題 Part1～

DMOは地方創生、特に
観光振興による地域経
済の活性化への期待を
背景に、全国的な広がり
を見せています。大半の
DMOは非営利法人です
が、株式会社として地域
で事業を運営し、地域
活性化に貢献すること
を目指すDMOも存在し
ます。本特集は、こうした

「株式会社型DMO」に
注目し、なぜ、地域に株
式会社としてのDMOが
必要であったのか、どの
ような組織・事業で地域
の活性化に取り組んで

いるのかを、現地の関係者、設立に関わった専門家への取材を
行い、その実態や今後の課題、展望について考察しました。 A4判
1色72ページ／1,000円+税

244号（2020年1月発行） 

特集 株式会社型DMOという挑戦
2010年代以降、海外の
観光研究分野における
観光地を捉える概念は、

「マネジメント」から「ガ
バナンス」へ移行してい
ます。これは行動原理の
異なる多様な主体の集
合体として捉える必要性
がある観光地において、
従来の「マネジメント」概
念のみでは対応に限界
があるためですが、我が
国では、自然観光地（保
護地域）・中山間地域の
観光地において、ガバナ
ンス概念に着目し実践
を模索する動きはあるも

のの、その取り組みは緒に就いたばかりです。本特集では、観光
地におけるガバナンス概念について、国内外の研究動向を概観
し、その実践の様子を、国内外の自然観光地（保護地域）・中山
間地域の事例を通して確認します。 A4判1色48ページ／1,000
円+税

245号（2020年4月発行） 

特集 デスティネーション・ガバナンス
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機関誌『観光文化』について
「観光文化」は1976年12月の創刊。その時代の観光に関するトピックを特集テーマに据えてきました。
215号（2012年10月）からは、当財団の調査研究活動と観光動向に基づいて特集テーマを設定し、
外部の研究者や地域の実践者などにご協力いただきながら財団の論考・提言を発信しています。季刊誌として年４回の発行です。
〇全文公開（PDF版、WEB版）
180号（2006年11月発行）以降のものは、当財団ホームページで全文公開しています。また、241号（2019年4月発行）からは、
PDF版に加えてweb版での全文公開も開始。スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/tourism-culture/
〇定期購読のご案内
当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、
定期購読のお申込を承っております。

当財団ホームページからお申込ください。
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/tourism-culture/subscription-2/

１年間（4冊。4月、7月、10月、1月予定）
※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円（税込、1冊あたり700円＋税＝定価の30％off 。送料込）
※途中キャンセルはできませんこと、予め了承ください。
※お申込の確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
自動継続としておりません。4冊分お送りした後、次号発行の1か月ほど前を目安に、

メールにて継続の意思を確認させていただきます。返信いただかなければ自動解約となります。
〇単号販売のご案内
単号での販売も行っています。オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。
アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。定価1,100円（税込。177号～214号は1,540円）。
〇お問い合わせは観光文化情報センター編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770-8364　FAX:03‒5770‒8359　E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

公益財団法人 日本交通公社 発行の出版物のご案内
○当財団発行の最近の書籍の紹介です。 
○ここで紹介している本は、全ページをホームページで
　公開しています。
○印刷版は、アマゾン(amazon.co.jp）にて、
　オンデマンド印刷で販売しています。

　各種統計資料や、当財団が実施した独自の
調査結果をもとに、2019年度（2019年4月～
2020年3月、一部2020年6月までのデータを
取り込み）の動向を解説しています。「日本人の
旅行市場」「訪日外国人の旅行市場」「観光産
業」「観光地」 「観光政策」の5編と、付記（観光
研究）、資料編（統計資料と年表）で 構成。今年
は「日本人の旅行市場」編に「新型コロナウイル
ス感染症流行が日本人の旅行意識に与えた影
響」の項を追加。A4判1色224ページ／2000

円＋税。『旅行年報』は2006年版以降のものはアマゾンでオンデマンド
印刷版を発行、2014年版からはホームページで全文公開しています。

　本書は、2020年7月14日（火）・21日（火）
の2日間にわたりオンラインで開催した『観
光地経営講座』の中から5つの講義内容と
グループワークの内容をまとめた講義録で
す。本講座は、半世紀にわたる当財団の調
査・研究事業で培ってきた経験とノウハウを

「観光地経営」という視点で整理した『観光
地経営の視点と実践』（2013年初版発行、
2019年第2版発行、丸善出版）をテキストに
用いつつ、毎年、時季に合ったテーマを設定
し、最前線で実践されている外部講師を招

聘し、当財団の研究員が講師の方々の知見を引き出しながら受講者の
皆様とも議論して、より理解を深めるスタイルで開催しています。
　今回は「観光地マネジメントとしての危機管理 ～新型コロナウイルスへ
の対応とポストコロナにおける観光地のあり方を考える～」をテーマとしま
した。ポストコロナに向けて、よりいっそう重要性が増す観光地のリスクマ
ネジメントの考え方をはじめ、旅行やライフスタイルに対する価値観の変
化等を見据えた現在進行形のハワイ、沖縄、由布院の取り組みを共有す
るとともに、新型コロナウイルスをきっかけにさらに注目が集まるデジタル
トランスフォーメーションなど、固定観念に捉われずに今後の観光地のあ
り方を多角的に考える内容としました。これまで経験したことがないリスク
に直面した時に、地域では何が起こっていたのか、それに対して何を考え
て、どのように行動したのかという記録としてはもちろん、リスクをチャンス
に転換するしなやかな観光地経営のヒントが得られる一冊です。A4判1
色72ページ／1,000円+税。※『観光地経営講座 講義録』は2013年度
版からホームページで全ページを公開しています。

『2020年度 観光地経営講座 講義録 
観光地マネジメントとしての危機管理』
（発行：2020年11月）

『旅行年報2020』（発行：2020年10月）

『温泉まちづくり
～2019年度 温泉まちづくり研究会総括レポート』
（発行：2020年3月）

　本書は2019年度の「温泉まちづくり研究会」
での議論をとりまとめたもの。「温泉まちづくり研
究会」は、7つの温泉地（北海道阿寒湖温泉、群
馬県草津温泉、三重県鳥羽温泉郷、兵庫県有
馬温泉、愛媛県道後温泉、大分県由布院温泉、
熊本県黒川温泉）が集い、日本の温泉地と温泉
旅館が抱える課題について、解決の方向性を探
り、活性化に資することを目指す研究会です。よ
りよい温泉まちづくりに向け、全国の温泉地の
方々が具体的なアクションを起こすヒントにな

ればと願っています。本書では①各温泉地が伝えたい「温泉バカンス経
験」とは？、②永年にわたる阿寒湖温泉の観光まちづくりの歩みに学ぶ、
③「温泉バカンス経験」の姿をイメージし、共有する／温泉地における新
たなコンテンツ開発に向けて、の３つのテーマを紹介しています。A4判1色
84ページ／1,500円+税。※『温泉まちづくり』は2011年度版からホーム
ページで全文公開しています。
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杉山武彦（一橋大学名誉教授）新たな需要を観光復興への足がかりに巻頭言
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コロナ禍における観光レクリエーション
これまでの経験と今後の意向

1. 市場調査1

コロナ禍下の国内旅行市場の動向と
オピニオンリーダー層の旅行意向

4. 市場調査2

人材ビジネスの立場からみた
パンデミックの影響と今後の展望

インタビュー

コロナ禍の最中に見いだした、6つの明るい兆し2. 事例集

白馬村、オールシーズン・山岳リゾートへの挑戦3. 座談会

現場に問う、新たな市場の展望

寺崎竜雄  安原有紗

❶野外レクリエーション…寺崎竜雄
❷グランピング…山田雄一
❸分散型ホテル…吉澤清良

❹オンラインツアー・体験…中野文彦
❺ワーケーション…守屋邦彦
❻ホテルステイ…菅野正洋

福島洋次郎（一般社団法人白馬村観光局 事務局長）×倉田保緒（八方尾根開発株式会社 代表取締役）×和田 寛（株式会社岩岳リゾート 代表取締役社長）

内倉広輔（株式会社ＪＷソリューション取締役）

塩谷英生

現場に問う、
新たな市場の展望
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